


科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルヒストリー II（Global History II）
グローバル近現代史：世界と日本
椎木　哲太郎
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
本講座は、史学科的な歴史研究ではなく、諸君が確固たる歴史（時代）認識を持つとともに、現代の世界が直面する諸課
題とその歴史的背景を探り、複雑な相互連関の中にある国際関係や経済問題を考察するための共通認識を深め、未来への
選択につなげていけるような歴史的教訓を得ることをねらいとしている。グローバル化の中を生き抜くためには、他者を
知らねばならない。歴史を扱う際の時代的制約（現代の価値基準で評価することの危険性、等）を十分意識しつつ、地域
統合や持続可能性、ポピュリズムといった現代的問題意識に沿って、通史よりもテーマ中心の大胆なアプローチを試みた
い。前半で歴史を動かす諸要因について検討し、後半では欧州、米国、アジア、イスラーム世界等々、そして日本の近現
代史について概観する。配布資料の事前の読解を前提に、ディスカッションを交えた密度の濃い講座となるよう心がけた
い。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
世界と日本の相互作用、光と影に満ちた近現代史を学ぶことを通じて、現代社会の直面する諸課題の解決につながる豊富
な示唆を獲得し、学問としての社会研究の基盤と、グローバル社会に生き、グローバルビジネスを円滑に進めるために有
効な視座（歴史観）を構築し、多様な価値観や文化的背景を理解して、社会の発展に貢献することができる。

■授業形態
講義、双方向、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回翌週分の講義資料を配布する。必ず1.3時間読了した上で受講すること。全く読んでこなかった者の参加は認めない。
予め決められた各回の報告担当者は、必ず当該資料に関連した質問と問題提起を行う義務がある。

■授業の概要
第 1講	 近現代史と現代社会		現代とのつながりを意識し、近現代史を学ぶ意義を考える。
第 2講	 近現代通史を紐解く		近代の始まりから時系列的に近現代史の流れを跡づける。
第 3講	 歴史からの教訓		第一次世界大戦後のドイツ、「ヴァイマル共和政」を例に考える。
第 4講	 リーダーシップの役割		歴史の動向を決定づけたリーダーたちの決断について考える。
第 5講	 近代経済成長と社会経済思想の役割		経済成長の軌跡と社会経済思想の影響力。
第 6講	 欧州の近現代		EU統合に至る二度の世界大戦を経たヨーロッパの近現代史について。
第 7講	 アメリカの近現代		自由と民主主義、孤立主義は、200年でどう変貌を遂げたか。
第 8講	 ロシアの近現代		世界初の共産主義革命、大国ロシアの集権制の背景を探る。
第 9講	 中国の近現代		帝国主義の侵略、辛亥革命、人民共和国の建国以後の歴史を考察する。
第 10講	 日本の近現代（１）		後発近代化の歩みと日本人の世界認識の変遷を辿る。
第 11講	 日本の近現代（２）		アジア・太平洋戦争の惨禍と復興・高度経済成長から学ぶ。
第 12講	 アジア・アフリカの近現代		独立運動とその後の国家経営の軌跡を辿る。
第 13講	 イスラーム世界の近現代		「復興・改革運動史」と中東紛争を軸に展望する。
第 14講	 20 世紀から 21世紀へ		20 世紀とは？ 21世紀は何を解決すべきかを考える。
第 15講	 再び、近現代史と現代産業社会		我々は近現代史から何を学んだのか。

■評価方法
期末試験（70％）、レポート・小テスト・出席（30％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：試験の成績、質疑の内容、ともに顕著に優れている
評価A（89～ 80点）	：試験の成績、質疑の内容、ともに優れている
評価B（79～ 70点）	：試験の成績、質疑の内容、ともに良い
評価C（69～ 60点）	：試験の成績、質疑の内容、ともに普通
評価 F（59点以下）	 ：試験の成績、質疑の内容、ともに不十分

■他に履修することが望ましい科目
グローバルヒストリーⅠ　マクロ経済学

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①講義は毎回、前週に配布した資料を読み込んでいることを前提として進行する。資料の持参を忘れた者、読んでこなかっ
た者は、原則として当日の受講を認めない。②第２回までに重要不可欠な点を説明するとともに、連続性を重視した積み
上げ型の講義であるため、第２回の講義までに全く出席しなかった者、さらに途中で欠席３回を超えた者は、本講座の履
修を認めない。③課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営基礎（Introduction to Business with Management Simulation Game）
経営シミュレーションゲームを通じたアクティブラーニング経営体験プログラム
出原、杉田、常見
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
多摩大学式経済経営シミュレーションゲームを通して企業経営の基本を理解する。
ゲームでは、ゲーム上の仮想の市場で、企業経営を経験する。講義では、ゲームをベースに、経営の基本および企業経営
の計数的理解を深めることを目指す。

■講義分類
ビジネス ICT、ビジネスマネジメント

■到達目標
企業経営の基本を理解すること。企業経営の計数的理解を深めること。コンピュータを使用しての学習経験を深めること。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義外の時間で、シミュレータは継続的に動作する。常に市場動向に気を配り、競合製品の価格や消費者の動きに対して
対応し、それを記録すること（１５分×６日）。最終レポートに、この記録が重要である。

■授業の概要
第 1講	 ( 講義 )「オリエンテーション」	( ゲーム )「経営シミュレーションゲームの説明」
第 2講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「お試し 1・2期」
第 3講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「お試し 3・4期」
第 4講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「お試し 5・6期」
第 5講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「お試し 7・8期」　
第 6講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 1期」　
第 7講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 2期」　
第 8講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 3期」　
第 9講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 4期」　
第 10講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 5期」　
第 11講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 6期」　
第 12講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 6期」　
第 13講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 8期」　
第 14講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 9期」　
第 15講	 講義内でのテスト、理解のみきわめを行う。

■評価方法
(1) 講義中の課題への取り組み、ゲームへの参加度および出席 35％	(2) レポート 15％	(3) 最終試験 50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ゲームへの参与・レポート・試験で最低条件を満たした上で、数値評価で９０点以上
評価A（89～ 80点）	：ゲームへの参与・レポート・試験で最低条件を満たした上で、数値評価で８０点以上
評価B（79～ 70点）	：ゲームへの参与・レポート・試験で最低条件を満たした上で、数値評価で７０点以上
評価C（69～ 60点）	：ゲームへの参与・レポート・試験で最低条件を満たした上で、数値評価で６０点以上
評価 F（59点以下）	 ：ゲームへの参与・レポート・試験で最低条件に達しない。または、数値評価で 60点未満。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
・本科目は履修制限科目である。初回講義出席者から履修者許可者（上限 90名）を選抜する。・講義開始後、受講生の理
解や興味・関心に応じて、講義内容を変更する場合がある。変更も含む講義内容や進行予定の詳細は、講義開始後指示す
る。・課題や試験等に対するフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルヒストリー II（Global History II）
グローバル近現代史：世界と日本
椎木　哲太郎
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
本講座は、史学科的な歴史研究ではなく、諸君が確固たる歴史（時代）認識を持つとともに、現代の世界が直面する諸課
題とその歴史的背景を探り、複雑な相互連関の中にある国際関係や経済問題を考察するための共通認識を深め、未来への
選択につなげていけるような歴史的教訓を得ることをねらいとしている。グローバル化の中を生き抜くためには、他者を
知らねばならない。歴史を扱う際の時代的制約（現代の価値基準で評価することの危険性、等）を十分意識しつつ、地域
統合や持続可能性、ポピュリズムといった現代的問題意識に沿って、通史よりもテーマ中心の大胆なアプローチを試みた
い。前半で歴史を動かす諸要因について検討し、後半では欧州、米国、アジア、イスラーム世界等々、そして日本の近現
代史について概観する。配布資料の事前の読解を前提に、ディスカッションを交えた密度の濃い講座となるよう心がけた
い。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
世界と日本の相互作用、光と影に満ちた近現代史を学ぶことを通じて、現代社会の直面する諸課題の解決につながる豊富
な示唆を獲得し、学問としての社会研究の基盤と、グローバル社会に生き、グローバルビジネスを円滑に進めるために有
効な視座（歴史観）を構築し、多様な価値観や文化的背景を理解して、社会の発展に貢献することができる。

■授業形態
講義、双方向、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回翌週分の講義資料を配布する。必ず1.3時間読了した上で受講すること。全く読んでこなかった者の参加は認めない。
予め決められた各回の報告担当者は、必ず当該資料に関連した質問と問題提起を行う義務がある。

■授業の概要
第 1講	 近現代史と現代社会		現代とのつながりを意識し、近現代史を学ぶ意義を考える。
第 2講	 近現代通史を紐解く		近代の始まりから時系列的に近現代史の流れを跡づける。
第 3講	 歴史からの教訓		第一次世界大戦後のドイツ、「ヴァイマル共和政」を例に考える。
第 4講	 リーダーシップの役割		歴史の動向を決定づけたリーダーたちの決断について考える。
第 5講	 近代経済成長と社会経済思想の役割		経済成長の軌跡と社会経済思想の影響力。
第 6講	 欧州の近現代		EU統合に至る二度の世界大戦を経たヨーロッパの近現代史について。
第 7講	 アメリカの近現代		自由と民主主義、孤立主義は、200年でどう変貌を遂げたか。
第 8講	 ロシアの近現代		世界初の共産主義革命、大国ロシアの集権制の背景を探る。
第 9講	 中国の近現代		帝国主義の侵略、辛亥革命、人民共和国の建国以後の歴史を考察する。
第 10講	 日本の近現代（１）		後発近代化の歩みと日本人の世界認識の変遷を辿る。
第 11講	 日本の近現代（２）		アジア・太平洋戦争の惨禍と復興・高度経済成長から学ぶ。
第 12講	 アジア・アフリカの近現代		独立運動とその後の国家経営の軌跡を辿る。
第 13講	 イスラーム世界の近現代		「復興・改革運動史」と中東紛争を軸に展望する。
第 14講	 20 世紀から 21世紀へ		20 世紀とは？ 21世紀は何を解決すべきかを考える。
第 15講	 再び、近現代史と現代産業社会		我々は近現代史から何を学んだのか。

■評価方法
期末試験（70％）、レポート・小テスト・出席（30％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：試験の成績、質疑の内容、ともに顕著に優れている
評価A（89～ 80点）	：試験の成績、質疑の内容、ともに優れている
評価B（79～ 70点）	：試験の成績、質疑の内容、ともに良い
評価C（69～ 60点）	：試験の成績、質疑の内容、ともに普通
評価 F（59点以下）	 ：試験の成績、質疑の内容、ともに不十分

■他に履修することが望ましい科目
グローバルヒストリーⅠ　マクロ経済学

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①講義は毎回、前週に配布した資料を読み込んでいることを前提として進行する。資料の持参を忘れた者、読んでこなかっ
た者は、原則として当日の受講を認めない。②第２回までに重要不可欠な点を説明するとともに、連続性を重視した積み
上げ型の講義であるため、第２回の講義までに全く出席しなかった者、さらに途中で欠席３回を超えた者は、本講座の履
修を認めない。③課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営基礎（Introduction to Business with Management Simulation Game）
経営シミュレーションゲームを通じたアクティブラーニング経営体験プログラム
出原、杉田、常見
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
多摩大学式経済経営シミュレーションゲームを通して企業経営の基本を理解する。
ゲームでは、ゲーム上の仮想の市場で、企業経営を経験する。講義では、ゲームをベースに、経営の基本および企業経営
の計数的理解を深めることを目指す。

■講義分類
ビジネス ICT、ビジネスマネジメント

■到達目標
企業経営の基本を理解すること。企業経営の計数的理解を深めること。コンピュータを使用しての学習経験を深めること。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義外の時間で、シミュレータは継続的に動作する。常に市場動向に気を配り、競合製品の価格や消費者の動きに対して
対応し、それを記録すること（１５分×６日）。最終レポートに、この記録が重要である。

■授業の概要
第 1講	 ( 講義 )「オリエンテーション」	( ゲーム )「経営シミュレーションゲームの説明」
第 2講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「お試し 1・2期」
第 3講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「お試し 3・4期」
第 4講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「お試し 5・6期」
第 5講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「お試し 7・8期」　
第 6講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 1期」　
第 7講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 2期」　
第 8講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 3期」　
第 9講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 4期」　
第 10講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 5期」　
第 11講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 6期」　
第 12講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 6期」　
第 13講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 8期」　
第 14講	 ( 講義 )「企業経営の基礎」	( ゲーム )「ゲーム第 9期」　
第 15講	 講義内でのテスト、理解のみきわめを行う。

■評価方法
(1) 講義中の課題への取り組み、ゲームへの参加度および出席 35％	(2) レポート 15％	(3) 最終試験 50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ゲームへの参与・レポート・試験で最低条件を満たした上で、数値評価で９０点以上
評価A（89～ 80点）	：ゲームへの参与・レポート・試験で最低条件を満たした上で、数値評価で８０点以上
評価B（79～ 70点）	：ゲームへの参与・レポート・試験で最低条件を満たした上で、数値評価で７０点以上
評価C（69～ 60点）	：ゲームへの参与・レポート・試験で最低条件を満たした上で、数値評価で６０点以上
評価 F（59点以下）	 ：ゲームへの参与・レポート・試験で最低条件に達しない。または、数値評価で 60点未満。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
・本科目は履修制限科目である。初回講義出席者から履修者許可者（上限 90名）を選抜する。・講義開始後、受講生の理
解や興味・関心に応じて、講義内容を変更する場合がある。変更も含む講義内容や進行予定の詳細は、講義開始後指示す
る。・課題や試験等に対するフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

コンピュータ概論（Introduction to Computers）
コンピュータの仕組みを理解して有効に利用する
中村　有一
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
この講義では「コンピュータはどういう機械か」ということを学ぶ。受講者はコンピュータに関する知識を持たないとい
う前提で講義する。講義の狙いは、コンピュータに親しみを持ってもらうこと。コンピュータに関する広告や新聞記事に、
怖れず目を通せるようになることである。
講義内容は、コンピュータとは何か、コンピュータの歴史、コンピュータの構成要素などである。最新の話題より基礎的
な知識に重点を置く。この知識がないとコンピュータを使えないということではないが、コンピュータを勉強する上で必
須となる知識が中心となる。文系・理系とわけると理系っぽい講義の一つであるが、文系の人にも知っておいてほしい内
容がほとんどである。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
コンピュータに関する基礎的な用語が理解できていること。コンピュータの仕組みが大まかに把握できていること。2進
数などの演算の仕方が理解できていること。

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：講義資料を読んでできるだけ理解し、わからない部分は整理しておく。（１．３時間）　復習：資料をもう一度読み
なおし、理解できたか確認する。ミニテストなどの結果を振り返る。（１．３時間）

■授業の概要
第 1講	 「コンピュータとは何か」
第 2講	 「コンピュータの種類と構成要素」
第 3講	 「ビット、バイト、ヘルツ」
第 4講	 「コンピュータの歴史 ( 誕生 )」
第 5講	 「コンピュータの歴史 ( 発展 )」
第 6講	 「最新ハードウェアの話」：PC部品のスペックの読み方を概観する。
第 7講	 「コンピュータの歴史 ( 利用者視点 )」
第 8講	 「インターネットの話」：仕組みとその意味、発展の歴史
第 9講	 「コンピュータは 0、1で勝負する (1)」：コンピュータの基礎は 2進数
第 10講	「コンピュータは 0、1で勝負する (2)」：「真か偽」を扱う論理演算について学ぶ。
第 11講	「数や文字とその表現」：数値や文字をコンピュータで扱う仕組みについて話す。
第 12講	「マンマシンインタフェースと図形や音」
第 13講	「人間の思想を伝えるために」：OSとプログラミング言語について取り上げる。
第 14講	「データベースの話」：大量のデータを蓄え、整理する
第 15講	「近未来の話」：新しい原理のコンピュータを取り上げる

■評価方法
学期末試験 70%　レポートなど平常点 30%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ほぼ完ぺきな理解度と評価
評価A（89～ 80点）	：上位の評価
評価B（79～ 70点）	：中位の評価
評価C（69～ 60点）	：下位の評価
評価 F（59点以下）	 ：不十分な理解度と評価

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①復習してわからない点などがあれば、できるだけ授業中に質問して解決すること。その他、授業と並行して、入門書レ
ベルの本を数冊読むことを勧める。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( グローバル化社会の光と影 )（Special Lecture on　Industry Society : Information Society）
激変するグローバル社会と私たち
荻野　博司
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
政治経験を持たないトランプ氏を大統領に選んだ米国。難民問題に揺れ、英国が離脱を決めた欧州連合（ＥＵ）。めざま
しい台頭から一転して足元が危うくなった中国。北朝鮮との緊張が高まる韓国。そして、「イスラム国（ＩＳ）」によるテ
ロの恐怖。世界の各地で秩序や常識を覆す事態が進んでいる。それは、日本の企業社会にも深刻な影響を及ぼしている。
こうした激動の根底にあるもの、これからの方向について、新聞やウェブなどのメディアも活用しながら探っていく。必
要に応じて、履修生の発表をもとに授業を進めることも考えている。それにより情報を主体的に取り込む姿勢を習得する
ことを目指す。
企業訪問の直前になって新聞を読みだす「にわか勉強」では得られない内容の濃いものとし、それぞれの問題解決力を高
める。グローバル化に伴って日本政府や企業が解決を迫られる問題を想定し、どのように取り組んだらいいのかを考える
授業となる。

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント

■到達目標
大きく変わるグローバル社会の現状を理解し、自らの判断能力を高める。幅広い情報を取り込み、分析することに取り組
む。具体的には次の通り。1. 欧米やアジアの変容について、歴史的な視点で考える。2. メディアの情報を鵜呑みにする
のでなく、批判的に吸収するメディアリテラシーを得る。3. 自らの体験を世界の変化と連動させてとらえ直し、産業社
会の将来像を考える。

■授業形態
講義に加えて、習熟度をみるドリルなども活用する。

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
グローバル経済に関連する事項に関する記事を事前に読んでおくとともに、授業で返された資料を確認する。さらに次回
のテーマに関する記事を必ず 1本読む (1.5 時間 )。

■授業の概要
第 1講	 情報の取り込み方
第 2講	 日本経済の現況１＝アベノミクス前夜
第 3講	 日本経済の現況２＝アベノミクス登場
第 4講	 日本経済の現況３＝悪魔のシナリオ
第 5講	 ＴＰＰと日本１
第 6講	 ＴＰＰと日本２
第 7講	 米国経済・政治の現況
第 8講	 米国各論＝格差社会
第 9講	 米国各論＝財政危機
第 10講	 欧州経済の現況
第 11講	 欧州各論＝曲がり角の通貨統合
第 12講	 アジア経済の現況１＝中国
第 13講	 アジア経済の現況２＝韓国、ＡＳＥＡＮ
第 14講	 日本の将来
第 15講	 補論

■評価方法
以下のような観点から判定する。1. 問題の概要を理解しているか。2. 自らの視点から論じられるか。3. 説得力のある説
明ができるか。評価の配分は次の通り＝授業姿勢５０％、小テスト・レポート１０％、期末試験：４０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業に積極的に関与し、試験においてもトップクラスの成績を上げた者。
評価A（89～ 80点）	：上記に順ずる成績を収めた者。
評価B（79～ 70点）	：授業における関与は物足りないものの、平均レベルの成績を収めた者。
評価C（69～ 60点）	：最低限の知識は得たと認められる者。
評価 F（59点以下）	 ：授業への関与度、試験の成績などから判断し、履修したとは認められない者。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

コンピュータ概論（Introduction to Computers）
コンピュータの仕組みを理解して有効に利用する
中村　有一
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
この講義では「コンピュータはどういう機械か」ということを学ぶ。受講者はコンピュータに関する知識を持たないとい
う前提で講義する。講義の狙いは、コンピュータに親しみを持ってもらうこと。コンピュータに関する広告や新聞記事に、
怖れず目を通せるようになることである。
講義内容は、コンピュータとは何か、コンピュータの歴史、コンピュータの構成要素などである。最新の話題より基礎的
な知識に重点を置く。この知識がないとコンピュータを使えないということではないが、コンピュータを勉強する上で必
須となる知識が中心となる。文系・理系とわけると理系っぽい講義の一つであるが、文系の人にも知っておいてほしい内
容がほとんどである。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
コンピュータに関する基礎的な用語が理解できていること。コンピュータの仕組みが大まかに把握できていること。2進
数などの演算の仕方が理解できていること。

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：講義資料を読んでできるだけ理解し、わからない部分は整理しておく。（１．３時間）　復習：資料をもう一度読み
なおし、理解できたか確認する。ミニテストなどの結果を振り返る。（１．３時間）

■授業の概要
第 1講	 「コンピュータとは何か」
第 2講	 「コンピュータの種類と構成要素」
第 3講	 「ビット、バイト、ヘルツ」
第 4講	 「コンピュータの歴史 ( 誕生 )」
第 5講	 「コンピュータの歴史 ( 発展 )」
第 6講	 「最新ハードウェアの話」：PC部品のスペックの読み方を概観する。
第 7講	 「コンピュータの歴史 ( 利用者視点 )」
第 8講	 「インターネットの話」：仕組みとその意味、発展の歴史
第 9講	 「コンピュータは 0、1で勝負する (1)」：コンピュータの基礎は 2進数
第 10講	「コンピュータは 0、1で勝負する (2)」：「真か偽」を扱う論理演算について学ぶ。
第 11講	「数や文字とその表現」：数値や文字をコンピュータで扱う仕組みについて話す。
第 12講	「マンマシンインタフェースと図形や音」
第 13講	「人間の思想を伝えるために」：OSとプログラミング言語について取り上げる。
第 14講	「データベースの話」：大量のデータを蓄え、整理する
第 15講	「近未来の話」：新しい原理のコンピュータを取り上げる

■評価方法
学期末試験 70%　レポートなど平常点 30%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ほぼ完ぺきな理解度と評価
評価A（89～ 80点）	：上位の評価
評価B（79～ 70点）	：中位の評価
評価C（69～ 60点）	：下位の評価
評価 F（59点以下）	 ：不十分な理解度と評価

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①復習してわからない点などがあれば、できるだけ授業中に質問して解決すること。その他、授業と並行して、入門書レ
ベルの本を数冊読むことを勧める。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( グローバル化社会の光と影 )（Special Lecture on　Industry Society : Information Society）
激変するグローバル社会と私たち
荻野　博司
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
政治経験を持たないトランプ氏を大統領に選んだ米国。難民問題に揺れ、英国が離脱を決めた欧州連合（ＥＵ）。めざま
しい台頭から一転して足元が危うくなった中国。北朝鮮との緊張が高まる韓国。そして、「イスラム国（ＩＳ）」によるテ
ロの恐怖。世界の各地で秩序や常識を覆す事態が進んでいる。それは、日本の企業社会にも深刻な影響を及ぼしている。
こうした激動の根底にあるもの、これからの方向について、新聞やウェブなどのメディアも活用しながら探っていく。必
要に応じて、履修生の発表をもとに授業を進めることも考えている。それにより情報を主体的に取り込む姿勢を習得する
ことを目指す。
企業訪問の直前になって新聞を読みだす「にわか勉強」では得られない内容の濃いものとし、それぞれの問題解決力を高
める。グローバル化に伴って日本政府や企業が解決を迫られる問題を想定し、どのように取り組んだらいいのかを考える
授業となる。

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント

■到達目標
大きく変わるグローバル社会の現状を理解し、自らの判断能力を高める。幅広い情報を取り込み、分析することに取り組
む。具体的には次の通り。1. 欧米やアジアの変容について、歴史的な視点で考える。2. メディアの情報を鵜呑みにする
のでなく、批判的に吸収するメディアリテラシーを得る。3. 自らの体験を世界の変化と連動させてとらえ直し、産業社
会の将来像を考える。

■授業形態
講義に加えて、習熟度をみるドリルなども活用する。

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
グローバル経済に関連する事項に関する記事を事前に読んでおくとともに、授業で返された資料を確認する。さらに次回
のテーマに関する記事を必ず 1本読む (1.5 時間 )。

■授業の概要
第 1講	 情報の取り込み方
第 2講	 日本経済の現況１＝アベノミクス前夜
第 3講	 日本経済の現況２＝アベノミクス登場
第 4講	 日本経済の現況３＝悪魔のシナリオ
第 5講	 ＴＰＰと日本１
第 6講	 ＴＰＰと日本２
第 7講	 米国経済・政治の現況
第 8講	 米国各論＝格差社会
第 9講	 米国各論＝財政危機
第 10講	 欧州経済の現況
第 11講	 欧州各論＝曲がり角の通貨統合
第 12講	 アジア経済の現況１＝中国
第 13講	 アジア経済の現況２＝韓国、ＡＳＥＡＮ
第 14講	 日本の将来
第 15講	 補論

■評価方法
以下のような観点から判定する。1. 問題の概要を理解しているか。2. 自らの視点から論じられるか。3. 説得力のある説
明ができるか。評価の配分は次の通り＝授業姿勢５０％、小テスト・レポート１０％、期末試験：４０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業に積極的に関与し、試験においてもトップクラスの成績を上げた者。
評価A（89～ 80点）	：上記に順ずる成績を収めた者。
評価B（79～ 70点）	：授業における関与は物足りないものの、平均レベルの成績を収めた者。
評価C（69～ 60点）	：最低限の知識は得たと認められる者。
評価 F（59点以下）	 ：授業への関与度、試験の成績などから判断し、履修したとは認められない者。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

25ー15

多摩大学 経営情報学部シラバス（2017 年度）

一
般
科
目
１
年
生
以
上

一
般
科
目
２
年
生
以
上

一
般
科
目
３
年
生
以
上

演
習
科
目

認
定
科
目

教
職
科
目

02_231872_多摩大学_2017経営情報学部シラバス_見出し付け用_流し込み完了.indd   15 2017/03/03   19:16:35



科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( これからの産業社会に必要な考力育成 )（Special Lecture on　Industry Society :  Raising ability to think）
考える力の有無が分野を問わず諸君の人生の価値を決する。  ～ “ 考力塾 ” ～
富田　直美
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
混沌とした時代、未来、そこで力強く歩むあなたに最も必要な力、それが“考える力”＝“考力”だ。
今までの世の中、特に日本では、先達の成功方法を記憶し、その通りに実行できる者が勝利者だった。しかし、そんな人
生をCopy	&	Paste（コピペ）しても現在そして、将来の成功はありえない。
たった 15回の授業で、あなたの鍛えられていない“考力”は著しく向上する。今がその時！！
そこで、まずは、人生の成功のみならず、幸せな人生を日々歩んで行く為に絶対に必要な“考える力”＝“考力”を 15
回の授業の中で、鍛練し、身に着けて行く事がこのプロジェクトゼミの主目的である。
コピペや記憶力中心の生き方から、自らの考えに基づく生き方をできる一人前の“独立し、自由な大人”への“考力塾”
である。　　

■講義分類
社会人力育成、ﾋﾞｼﾞﾈｽ環境理解、ﾋﾞｼﾞﾈｽ創造

■到達目標
人生で成功する為の自分自身のライフスタンダード（自己人生規範）の必要性を知り、実際の世の中へ出てから遭遇する
であろう諸課題をポジティブ	＆	創造的に　”考える力”　の基礎を習得する。

■授業形態
富田よりの課題提起、Q&A、ディスカッション、ディベート　

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
アンジェラ・ダックワース著『GRIT』事前に予習。次の授業までに感想コメントレポートをメールで復習として提出。復習・
予習には各々 90分程度の時間を充てる事。

■授業の概要
第 1講	 自らを知る（世界で一番大切な存在は？）
第 2講	 自己スタンダードのチェック　
第 3講	 “知”について　その１
第 4講	 “知”について　その２
第 5講	 人生での成功とビジネス（プロジェクト）での成功　その１
第 6講	 人生での成功とビジネス（プロジェクト）での成功　その２
第 7講	 成功の為の自分力（人間力）と創造性の関係を知る　その１
第 8講	 成功の為の自分力（人間力）と創造性の関係を知る　その２
第 9講	 人間力（自分力）と創造力のエンパワメント実践編　その１
第 10講	 人間力（自分力）と創造力のエンパワメント実践編　その２
第 11講	 説得力の構成要素の理解　その１
第 12講	 説得力の構成要素の理解　その２
第 13講	 説得力エンパワメントの指導	その１
第 14講	 説得力エンパワメントの指導	その２
第 15講	 総括

■評価方法
講義への出席のみで判定。理由として、考える事を全出席者に訓練させる事が最大の課題であり、考えさせるのは教師で
ある私の役割であり、それを全うさせる方法論を用いる為。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席 13日以上
評価A（89～ 80点）	：出席 12日以上
評価B（79～ 70点）	：出席 10日以上
評価C（69～ 60点）	：出席 9日以上
評価 F（59点以下）	 ：出席 7日以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
講義への参加のレベルを以下に分類する。Level	1:	Just	Sitting（そこに居るだけ）、Level	2:	Participate（消極的参加）、
Level	3:	 Involve（積極的参加）、Level	4:	Engage（主体的参加）、Level	3	以上の参加姿勢を期待する。また“考力”は
筋トレの筋力アップと同様に、考力アップは日頃使っていない頭脳を鍛えるので、通常の授業より“疲れる”可能性があ
る。その覚悟が大切。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( スポーツで学ぶデータ分析 )（Special Lecture on　Industry Society : Data Analysis Learn from Sports）
スポーツを通してデータ分析を学ぶ
森本　美行
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
今やビッグデータやデータサイエンスという言葉は目新しいものではありません。
ビジネスを行う際の顧客理解、課題発見、問題解決を考えるために必要な情報であり考え方としてしっかり根付き始めま
した。
しかしそれらを実践的知識として獲得するというハードルは決して低いものではありません。
実際に起きた現象の原因を探るために仮説を立て、データを収集し、分析を行い検証し問題解決に役立てるという一連の
プロセスをスポーツという身近なコンテンツを利活用して学び、実践的知識を獲得することを本講義の目的としています。　

■講義分類
ビジネスマネジメント、ビジネス ICT、課題発見

■到達目標
（１）スポーツの試合から、勝敗、得失点、ゲームの進め方の優劣を決める要因は何か、データを利活用した説得力のあ
る分析を行う。	（２）自ら工夫しデータを取得し、課題を発見し、問題解決する能力を高める。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション	　

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習 1.5 時間以上。自分が興味を持っているスポーツの観戦、終了後に、メディアを通して意識的により多くの記事、公
式記録等のスタッツに触れること。

■授業の概要
第 1講	 自己紹介 /この講義の狙い /スポーツの歴史 /スポーツと情報　
第 2講	 分析とはどのような作業、考え方かを考える
第 3講	 セイバーメトリクス「常識を疑う」という考え方
第 4講	 スポーツにおけるビジネスマネジメントについて考える　
第 5講	 勝利に導くAnalytics
第 6講	 スポーツにおけるデータ分析の必要性についてのまとめ　
第 7講	 フィールドマネージメントデータ分析演習
第 8講	 ビジネスマネジメントデータ分析演習
第 9講	 スポーツにおけるデータ取得方法の事例紹介（バレーボール /ラグビー等）　
第 10講	 情報（データ）の収集、蓄積、選別、加工、提供の方法　
第 11講	 グループプレゼンテーション準備１
第 12講	 グループプレゼンテーション準備２　
第 13講	 データ分析発表テーマ最終確認
第 14講	 グループプレゼンテーション（１）　
第 15講	 グループプレゼンテーション（２）　

■評価方法
出席回数 (40％ )、プレゼンテーション (30％ )、受講態度 (30％ )

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業への貢献度が高く、説得力のあるプレゼンテーション。
評価A（89～ 80点）	：授業への貢献度が高く、講義内容を理解できているプレゼンテーション。
評価B（79～ 70点）	：授業に参加し、講義内容をある程度理解したプレゼンテーション。
評価C（69～ 60点）	：授業に貢献できず、講義内容があまり理解できていないプレゼンテーション。
評価 F（59点以下）	 ：プレゼンテーションへの不参加。欠席 3回以上。また周りに迷惑をかける受講態度。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( これからの産業社会に必要な考力育成 )（Special Lecture on　Industry Society :  Raising ability to think）
考える力の有無が分野を問わず諸君の人生の価値を決する。  ～ “ 考力塾 ” ～
富田　直美
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
混沌とした時代、未来、そこで力強く歩むあなたに最も必要な力、それが“考える力”＝“考力”だ。
今までの世の中、特に日本では、先達の成功方法を記憶し、その通りに実行できる者が勝利者だった。しかし、そんな人
生をCopy	&	Paste（コピペ）しても現在そして、将来の成功はありえない。
たった 15回の授業で、あなたの鍛えられていない“考力”は著しく向上する。今がその時！！
そこで、まずは、人生の成功のみならず、幸せな人生を日々歩んで行く為に絶対に必要な“考える力”＝“考力”を 15
回の授業の中で、鍛練し、身に着けて行く事がこのプロジェクトゼミの主目的である。
コピペや記憶力中心の生き方から、自らの考えに基づく生き方をできる一人前の“独立し、自由な大人”への“考力塾”
である。　　

■講義分類
社会人力育成、ﾋﾞｼﾞﾈｽ環境理解、ﾋﾞｼﾞﾈｽ創造

■到達目標
人生で成功する為の自分自身のライフスタンダード（自己人生規範）の必要性を知り、実際の世の中へ出てから遭遇する
であろう諸課題をポジティブ	＆	創造的に　”考える力”　の基礎を習得する。

■授業形態
富田よりの課題提起、Q&A、ディスカッション、ディベート　

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
アンジェラ・ダックワース著『GRIT』事前に予習。次の授業までに感想コメントレポートをメールで復習として提出。復習・
予習には各々 90分程度の時間を充てる事。

■授業の概要
第 1講	 自らを知る（世界で一番大切な存在は？）
第 2講	 自己スタンダードのチェック　
第 3講	 “知”について　その１
第 4講	 “知”について　その２
第 5講	 人生での成功とビジネス（プロジェクト）での成功　その１
第 6講	 人生での成功とビジネス（プロジェクト）での成功　その２
第 7講	 成功の為の自分力（人間力）と創造性の関係を知る　その１
第 8講	 成功の為の自分力（人間力）と創造性の関係を知る　その２
第 9講	 人間力（自分力）と創造力のエンパワメント実践編　その１
第 10講	 人間力（自分力）と創造力のエンパワメント実践編　その２
第 11講	 説得力の構成要素の理解　その１
第 12講	 説得力の構成要素の理解　その２
第 13講	 説得力エンパワメントの指導	その１
第 14講	 説得力エンパワメントの指導	その２
第 15講	 総括

■評価方法
講義への出席のみで判定。理由として、考える事を全出席者に訓練させる事が最大の課題であり、考えさせるのは教師で
ある私の役割であり、それを全うさせる方法論を用いる為。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席 13日以上
評価A（89～ 80点）	：出席 12日以上
評価B（79～ 70点）	：出席 10日以上
評価C（69～ 60点）	：出席 9日以上
評価 F（59点以下）	 ：出席 7日以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
講義への参加のレベルを以下に分類する。Level	1:	Just	Sitting（そこに居るだけ）、Level	2:	Participate（消極的参加）、
Level	3:	 Involve（積極的参加）、Level	4:	Engage（主体的参加）、Level	3	以上の参加姿勢を期待する。また“考力”は
筋トレの筋力アップと同様に、考力アップは日頃使っていない頭脳を鍛えるので、通常の授業より“疲れる”可能性があ
る。その覚悟が大切。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( スポーツで学ぶデータ分析 )（Special Lecture on　Industry Society : Data Analysis Learn from Sports）
スポーツを通してデータ分析を学ぶ
森本　美行
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
今やビッグデータやデータサイエンスという言葉は目新しいものではありません。
ビジネスを行う際の顧客理解、課題発見、問題解決を考えるために必要な情報であり考え方としてしっかり根付き始めま
した。
しかしそれらを実践的知識として獲得するというハードルは決して低いものではありません。
実際に起きた現象の原因を探るために仮説を立て、データを収集し、分析を行い検証し問題解決に役立てるという一連の
プロセスをスポーツという身近なコンテンツを利活用して学び、実践的知識を獲得することを本講義の目的としています。　

■講義分類
ビジネスマネジメント、ビジネス ICT、課題発見

■到達目標
（１）スポーツの試合から、勝敗、得失点、ゲームの進め方の優劣を決める要因は何か、データを利活用した説得力のあ
る分析を行う。	（２）自ら工夫しデータを取得し、課題を発見し、問題解決する能力を高める。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション	　

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習 1.5 時間以上。自分が興味を持っているスポーツの観戦、終了後に、メディアを通して意識的により多くの記事、公
式記録等のスタッツに触れること。

■授業の概要
第 1講	 自己紹介 /この講義の狙い /スポーツの歴史 /スポーツと情報　
第 2講	 分析とはどのような作業、考え方かを考える
第 3講	 セイバーメトリクス「常識を疑う」という考え方
第 4講	 スポーツにおけるビジネスマネジメントについて考える　
第 5講	 勝利に導くAnalytics
第 6講	 スポーツにおけるデータ分析の必要性についてのまとめ　
第 7講	 フィールドマネージメントデータ分析演習
第 8講	 ビジネスマネジメントデータ分析演習
第 9講	 スポーツにおけるデータ取得方法の事例紹介（バレーボール /ラグビー等）　
第 10講	 情報（データ）の収集、蓄積、選別、加工、提供の方法　
第 11講	 グループプレゼンテーション準備１
第 12講	 グループプレゼンテーション準備２　
第 13講	 データ分析発表テーマ最終確認
第 14講	 グループプレゼンテーション（１）　
第 15講	 グループプレゼンテーション（２）　

■評価方法
出席回数 (40％ )、プレゼンテーション (30％ )、受講態度 (30％ )

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業への貢献度が高く、説得力のあるプレゼンテーション。
評価A（89～ 80点）	：授業への貢献度が高く、講義内容を理解できているプレゼンテーション。
評価B（79～ 70点）	：授業に参加し、講義内容をある程度理解したプレゼンテーション。
評価C（69～ 60点）	：授業に貢献できず、講義内容があまり理解できていないプレゼンテーション。
評価 F（59点以下）	 ：プレゼンテーションへの不参加。欠席 3回以上。また周りに迷惑をかける受講態度。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( デジタル時代のメディア実践Ⅰ )（Special Lecture on　Industry Society : Media Studies in ａ Digital Age ｌ）
メディアをつくる・地域に軸足、目は世界に、情報発信へのファーストステップ
木村　知義
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
ＩＣＴ ( 情報通信技術 ) のめざましい進歩によって、これまで情報の「受け手」としてしか存在しえなかった我々の誰も
が情報発信の主体、「送り手」になれる時代がやってきている。フェイスブックやツィッターといったソーシャルメディ
アがめざましい広がりをみせて、日常的な情報発信ツールとなっている。さらに、「オルタナティブ・メディア」あるい
は「コミュニティ・メディア」といわれる、市民によるメディア発信も、世界各地で活発におこなわれている。それだけ
に、何を、どう伝えるのかが深く問われる時代だというべきである。こうした時代認識と問題意識に立って、社会や地域
を見つめ、自らテーマを発見し、企画、取材、編集といった、メディアにかかわる全プロセスを実践的に学ぶことで、課
題発見能力、企画力、取材力、そして問題解決能力にいたる、実社会で通用する総合的な力の獲得をめざす。同時に、現
代社会におけるメディアの使命と責任、ICT の現状と可能性についても学ぶ。

■講義分類
ビジネス ICT、社会人力育成、ビジネスマネジメント

■到達目標
１．地域と社会に目を向けて、テーマを見つけ、企画を立てることができる。２．インタビューやリポートなど取材力を
鍛え、実社会で活用できる。３．映像や音声によるドキュメンタリーをはじめ、コンテンツ制作にかかわる過程を実践的
に学ぶことで、社会に向けて情報発信できる。４．これらの学びによって、実社会で通用する交渉力をはじめとするマネ
ジメント能力、問題解決能力を獲得し、社会で力強く活用できる。

■授業形態
双方向、グループワーク、フィールドワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回の予習課題には最低限 1.5 時間程度の学習が必要となる。さらに教室で学んだ事柄について知見を広げ、問題意識を
深めるための復習として 1.5 ～ 2時間程度の学習を課す。

■授業の概要
第 1講	 企画・制作とはどのような営みなのか（１）
第 2講	 企画・制作とはどのような営みなのか（２）ジャンルに沿って企画を考える
第 3講	 企画会議へ－企画を練る、企画を鍛える（１）
第 4講	 企画会議へ－企画を練る、企画を鍛える（２）企画のブラッシュアップへ
第 5講	 デジタル・ストーリーテリングについて学ぶ
第 6講	 デジタル・ストーリーテリングをつくる－１　
第 7講	 「デジタル・ストーリーテリング」をつくる－２
第 8講	 作品を視聴して、デジタル・ストーリーテリングの意義について学ぶ
第 9講	 撮る！ビデオ撮影の実際（１）－「カメラの達人」になるために
第 10講	 撮る！撮影の実際（２）－カメラを持って街へ、野に出よう。
第 11講	 ロケ取材へ－企画をもとに「取材計画」を立て実行に移す
第 12講	 編集と再構成～ポスト・プロダクションの実際～（１）
第 13講	 編集と再構成～ポスト・プロダクションの実際～（２）
第 14講	「完プロ」仕上げ作業、作品完成へ
第 15講	 番組視聴と検証

■評価方法
制作作品６０％（デジタルストーリーテリング＋ビデオ作品）、日常の学習態度、受講姿勢４０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：受講姿勢が真摯。独創性に富む「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」を完成。
評価A（89～ 80点）	：日常の学習態度が真摯。「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」を完成。
評価B（79～ 70点）	：日常の学習態度が真摯で、いずれかの作品を完成させた。
評価C（69～ 60点）	：「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」のどちらかを作り上げる。
評価 F（59点以下）	 ：「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」のいずれも完成に至らず。。

■他に履修することが望ましい科目
社会と人間に関心を深め、寄り添う温かい人間性を育むすべての科目

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①自ら調べ、考え、企画を立てて議論し、取材に歩き、編集に取り組む等、相当大変な作業になるが、企画を形ある物に
作り上げる喜びを味わうことのできる自発性にもとづく創造的な「学びの場」をめざす。②社会に出て通用する実務的能
力と実践的な対話能力の獲得、鍛練をめざす。③どんなことにも興味を持ち、挑戦してみようという精神に富む学生諸君
の参加を呼びかける。④課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( デジタル時代のメディア実践Ⅱ )（Special Lecture on　Industry Society : Media Studies in ａ Digital Agell）
メディアをつくる・地域に軸足、目は世界に、情報発信へのファーストステップ
木村　知義
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
ＩＣＴ ( 情報通信技術 ) のめざましい進歩によって、これまで情報の「受け手」としてしか存在しえなかった我々の誰も
が情報発信の主体になれる時代がやってきている。フェイスブックやツィッターといったソーシャルメディアがめざまし
い広がりをみせて、日常的な情報発信ツールとなっている。さらに、「オルタナティブ・メディア」あるいは「コミュニティ・
メディア」といわれる、市民によるメディア発信も、世界各地で活発におこなわれている。それだけに、何を、どう伝え
るのかが深く問われる時代だというべきである。こうした時代認識と問題意識に立って、社会や地域を見つめ、自らテー
マを発見し、企画、取材、編集といった、メディアにかかわる全プロセスを実践的に学び、課題発見能力、企画力、取材
力、そして問題解決能力にいたる、実社会で通用する総合的な力の獲得をめざす。同時に、現代社会におけるメディアの
使命と責任、ICT の現状と可能性について、春学期の問題意識をさらに深める。

■講義分類
ビジネス ICT、社会人力育成、ビジネスマネジメント

■到達目標
１．地域と社会に目を向けて、テーマを見つけ、企画を立てることができる。２．インタビューやリポートなど取材力を
鍛え、実社会で活用できる。３．映像や音声によるドキュメンタリーをはじめ、コンテンツ制作にかかわる過程を実践的
に学ぶことで、社会に向けて情報発信できる。４．これらの学びによって、実社会で通用する交渉力をはじめとするマネ
ジメント能力、問題解決能力を獲得し、社会で力強く活用できる。

■授業形態
双方向、グループワーク、フィールドワーク　

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
実践的な学びという趣旨からワークが中心になるため、リサーチ、企画書作成、取材計画の立案と文書化、取材、編集作
業など、事前および事後の学習・ワークで、それぞれ２～３時間以上の自主学習が不可欠となる。

■授業の概要
第 1講	 メディアはメッセージだ！
第 2講	 企画を立てる
第 3講	 企画会議へ－企画を練る、企画を鍛える
第 4講	 デジタル・ストーリーテリングについて学ぶ　
第 5講	 デジタル・ストーリーテリングをつくる　
第 6講	 デジタル・ストーリーテリングの意義について学び地域との連携を考える　
第 7講	 撮る！ビデオ撮影の実際（１）
第 8講	 撮る！撮影の実際（２）－カメラを持って街へ、野に出よう。
第 9講	 「問い」がすべて ! インタビューの力を鍛える
第 10講	 ロケ取材に向けて
第 11講	 編集と再構成～ポスト・プロダクションの実際
第 12講	 編集した「素材」にナレーション、字幕、音などを合わせて完成へ。
第 13講	 番組視聴と検証
第 14講	 地域に軸足、目は世界に！！
第 15講	 デジタル時代のメディア実践とはどういうことか

■評価方法
制作作品６０％（デジタルストーリーテリング＋ビデオ作品）、日常の学習態度、受講姿勢４０％　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：受講姿勢が真摯。独創性に富む「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」を完成。
評価A（89～ 80点）	：日常の学習態度が真摯。「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」を完成。
評価B（79～ 70点）	：日常の学習態度が真摯で、いずれかの作品を完成させた。
評価C（69～ 60点）	：「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」のどちらかを作り上げる。
評価 F（59点以下）	 ：「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」のいずれも完成に至らず。

■他に履修することが望ましい科目
社会と人間に関心を深め、寄り添う温かい人間性を育むすべての科目

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①自ら調べ、考え、企画を立てて議論し、取材に歩き、編集に取り組む等、相当大変な作業になるが、企画を形ある物に
作り上げる喜びを味わうことのできる自発性にもとづく創造的な「学びの場」をめざす。②社会に出て通用する実務的能
力と実践的な対話能力の獲得、鍛練をめざす。③どんなことにも興味を持ち、挑戦してみようという精神に富む学生諸君
の参加を呼びかける。④課題に対してフィードバックを行う。　
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( デジタル時代のメディア実践Ⅰ )（Special Lecture on　Industry Society : Media Studies in ａ Digital Age ｌ）
メディアをつくる・地域に軸足、目は世界に、情報発信へのファーストステップ
木村　知義
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
ＩＣＴ ( 情報通信技術 ) のめざましい進歩によって、これまで情報の「受け手」としてしか存在しえなかった我々の誰も
が情報発信の主体、「送り手」になれる時代がやってきている。フェイスブックやツィッターといったソーシャルメディ
アがめざましい広がりをみせて、日常的な情報発信ツールとなっている。さらに、「オルタナティブ・メディア」あるい
は「コミュニティ・メディア」といわれる、市民によるメディア発信も、世界各地で活発におこなわれている。それだけ
に、何を、どう伝えるのかが深く問われる時代だというべきである。こうした時代認識と問題意識に立って、社会や地域
を見つめ、自らテーマを発見し、企画、取材、編集といった、メディアにかかわる全プロセスを実践的に学ぶことで、課
題発見能力、企画力、取材力、そして問題解決能力にいたる、実社会で通用する総合的な力の獲得をめざす。同時に、現
代社会におけるメディアの使命と責任、ICT の現状と可能性についても学ぶ。

■講義分類
ビジネス ICT、社会人力育成、ビジネスマネジメント

■到達目標
１．地域と社会に目を向けて、テーマを見つけ、企画を立てることができる。２．インタビューやリポートなど取材力を
鍛え、実社会で活用できる。３．映像や音声によるドキュメンタリーをはじめ、コンテンツ制作にかかわる過程を実践的
に学ぶことで、社会に向けて情報発信できる。４．これらの学びによって、実社会で通用する交渉力をはじめとするマネ
ジメント能力、問題解決能力を獲得し、社会で力強く活用できる。

■授業形態
双方向、グループワーク、フィールドワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回の予習課題には最低限 1.5 時間程度の学習が必要となる。さらに教室で学んだ事柄について知見を広げ、問題意識を
深めるための復習として 1.5 ～ 2時間程度の学習を課す。

■授業の概要
第 1講	 企画・制作とはどのような営みなのか（１）
第 2講	 企画・制作とはどのような営みなのか（２）ジャンルに沿って企画を考える
第 3講	 企画会議へ－企画を練る、企画を鍛える（１）
第 4講	 企画会議へ－企画を練る、企画を鍛える（２）企画のブラッシュアップへ
第 5講	 デジタル・ストーリーテリングについて学ぶ
第 6講	 デジタル・ストーリーテリングをつくる－１　
第 7講	 「デジタル・ストーリーテリング」をつくる－２
第 8講	 作品を視聴して、デジタル・ストーリーテリングの意義について学ぶ
第 9講	 撮る！ビデオ撮影の実際（１）－「カメラの達人」になるために
第 10講	 撮る！撮影の実際（２）－カメラを持って街へ、野に出よう。
第 11講	 ロケ取材へ－企画をもとに「取材計画」を立て実行に移す
第 12講	 編集と再構成～ポスト・プロダクションの実際～（１）
第 13講	 編集と再構成～ポスト・プロダクションの実際～（２）
第 14講	「完プロ」仕上げ作業、作品完成へ
第 15講	 番組視聴と検証

■評価方法
制作作品６０％（デジタルストーリーテリング＋ビデオ作品）、日常の学習態度、受講姿勢４０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：受講姿勢が真摯。独創性に富む「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」を完成。
評価A（89～ 80点）	：日常の学習態度が真摯。「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」を完成。
評価B（79～ 70点）	：日常の学習態度が真摯で、いずれかの作品を完成させた。
評価C（69～ 60点）	：「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」のどちらかを作り上げる。
評価 F（59点以下）	 ：「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」のいずれも完成に至らず。。

■他に履修することが望ましい科目
社会と人間に関心を深め、寄り添う温かい人間性を育むすべての科目

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①自ら調べ、考え、企画を立てて議論し、取材に歩き、編集に取り組む等、相当大変な作業になるが、企画を形ある物に
作り上げる喜びを味わうことのできる自発性にもとづく創造的な「学びの場」をめざす。②社会に出て通用する実務的能
力と実践的な対話能力の獲得、鍛練をめざす。③どんなことにも興味を持ち、挑戦してみようという精神に富む学生諸君
の参加を呼びかける。④課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( デジタル時代のメディア実践Ⅱ )（Special Lecture on　Industry Society : Media Studies in ａ Digital Agell）
メディアをつくる・地域に軸足、目は世界に、情報発信へのファーストステップ
木村　知義
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
ＩＣＴ ( 情報通信技術 ) のめざましい進歩によって、これまで情報の「受け手」としてしか存在しえなかった我々の誰も
が情報発信の主体になれる時代がやってきている。フェイスブックやツィッターといったソーシャルメディアがめざまし
い広がりをみせて、日常的な情報発信ツールとなっている。さらに、「オルタナティブ・メディア」あるいは「コミュニティ・
メディア」といわれる、市民によるメディア発信も、世界各地で活発におこなわれている。それだけに、何を、どう伝え
るのかが深く問われる時代だというべきである。こうした時代認識と問題意識に立って、社会や地域を見つめ、自らテー
マを発見し、企画、取材、編集といった、メディアにかかわる全プロセスを実践的に学び、課題発見能力、企画力、取材
力、そして問題解決能力にいたる、実社会で通用する総合的な力の獲得をめざす。同時に、現代社会におけるメディアの
使命と責任、ICT の現状と可能性について、春学期の問題意識をさらに深める。

■講義分類
ビジネス ICT、社会人力育成、ビジネスマネジメント

■到達目標
１．地域と社会に目を向けて、テーマを見つけ、企画を立てることができる。２．インタビューやリポートなど取材力を
鍛え、実社会で活用できる。３．映像や音声によるドキュメンタリーをはじめ、コンテンツ制作にかかわる過程を実践的
に学ぶことで、社会に向けて情報発信できる。４．これらの学びによって、実社会で通用する交渉力をはじめとするマネ
ジメント能力、問題解決能力を獲得し、社会で力強く活用できる。

■授業形態
双方向、グループワーク、フィールドワーク　

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
実践的な学びという趣旨からワークが中心になるため、リサーチ、企画書作成、取材計画の立案と文書化、取材、編集作
業など、事前および事後の学習・ワークで、それぞれ２～３時間以上の自主学習が不可欠となる。

■授業の概要
第 1講	 メディアはメッセージだ！
第 2講	 企画を立てる
第 3講	 企画会議へ－企画を練る、企画を鍛える
第 4講	 デジタル・ストーリーテリングについて学ぶ　
第 5講	 デジタル・ストーリーテリングをつくる　
第 6講	 デジタル・ストーリーテリングの意義について学び地域との連携を考える　
第 7講	 撮る！ビデオ撮影の実際（１）
第 8講	 撮る！撮影の実際（２）－カメラを持って街へ、野に出よう。
第 9講	 「問い」がすべて ! インタビューの力を鍛える
第 10講	 ロケ取材に向けて
第 11講	 編集と再構成～ポスト・プロダクションの実際
第 12講	 編集した「素材」にナレーション、字幕、音などを合わせて完成へ。
第 13講	 番組視聴と検証
第 14講	 地域に軸足、目は世界に！！
第 15講	 デジタル時代のメディア実践とはどういうことか

■評価方法
制作作品６０％（デジタルストーリーテリング＋ビデオ作品）、日常の学習態度、受講姿勢４０％　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：受講姿勢が真摯。独創性に富む「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」を完成。
評価A（89～ 80点）	：日常の学習態度が真摯。「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」を完成。
評価B（79～ 70点）	：日常の学習態度が真摯で、いずれかの作品を完成させた。
評価C（69～ 60点）	：「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」のどちらかを作り上げる。
評価 F（59点以下）	 ：「デジタルストーリーテリング」「ビデオ作品」のいずれも完成に至らず。

■他に履修することが望ましい科目
社会と人間に関心を深め、寄り添う温かい人間性を育むすべての科目

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①自ら調べ、考え、企画を立てて議論し、取材に歩き、編集に取り組む等、相当大変な作業になるが、企画を形ある物に
作り上げる喜びを味わうことのできる自発性にもとづく創造的な「学びの場」をめざす。②社会に出て通用する実務的能
力と実践的な対話能力の獲得、鍛練をめざす。③どんなことにも興味を持ち、挑戦してみようという精神に富む学生諸君
の参加を呼びかける。④課題に対してフィードバックを行う。　
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( ビジネスシーンで役立つ実践 Excel 講座 )（Special Lecture on　Industry Society : Lecture on Excel (Useful for Business)）
Excel2013 の操作スキルを習得
トランスコスモス
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
現代社会においてはビジネス・日常の場を問わず、Excel( 表計算ソフトウェア ) の利用シーンが増加しており、社会人と
していまや必要不可欠な知識・スキルとなりつつある。本科目では、実務に即したデータを使用し、テキストに沿って操
作演習を行いながら、Excel2013 の操作スキルを習得する。　

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
（１）企業での業務において、実践的に活用できるExcel2013 の操作スキルを身につける。（２）MOS（Microsoft	Office	
Specialist）	Excel2013 スペシャリスト ( 一般 ) レベル※	に相当する Excel2013 の操作スキルを身につける。	※ Excel	
2013	スペシャリスト（一般）レベル：数式や基本的な関数の作成、セルの書式設定、グラフ作成など、Excel の基本的
な操作を理解している。　

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：配布テキストで次回取り扱い箇所の確認、用語の理解をしてきてください。（40分程度）	復習：配布テキストに付
属のCD-ROMを使用し、授業で取り扱った箇所の演習をしてきてください。（40分程度）

■授業の概要
第 1講	 ワークシートやブックの作成と管理 1
第 2講	 ワークシートやブックの作成と管理 2
第 3講	 セルやセル範囲の作成 1
第 4講	 セルやセル範囲の作成 2
第 5講	 テーブルの作成 1
第 6講	 テーブルの作成 2
第 7講	 数式や関数の適用 1
第 8講	 数式や関数の適用 2
第 9講	 グラフやオブジェクトの作成 1
第 10講	 グラフやオブジェクトの作成 2
第 11講	 総合演習①
第 12講	 総合演習②
第 13講	 総合演習③
第 14講	 総合演習④
第 15講	 期末定期試験

■評価方法
評価は、出席率 70％以上の者に対し、期末定期試験（100％）により行う。（注）遅刻・早退は欠席扱いとする。電車遅
延の際は遅延証明書を提出すること。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席 70％以上かつ期末定期試験 95点以上
評価A（89～ 80点）	：出席 70％以上かつ期末定期試験 90点以上
評価B（79～ 70点）	：出席 70％以上かつ期末定期試験 70点以上
評価C（69～ 60点）	：出席 70％以上かつ期末定期試験 40点以上
評価 F（59点以下）	 ：出席 70％以下もしくは期末定期試験 40点以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①私語、飲食、授業と関係のないPC操作、携帯電話操作、帽子・サングラス着用、その他履修態度としてふさわしくな
い行為を禁止する。②著しく履修態度の悪い者にはその後の出席ならびに期末試験の受験資格を認めないことがある。③
試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( ビジョン・マネジメント論 2017 春 )（Special Lecture on　Industry Society : Vision Management Theory　2017 Spring）
－　誰も語らなかった　「職業の歩み方」をつくる　7 つの成長技法　－
荻阪　哲雄
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
この講義は、あなたの【人生の道を拓く】ため、【職業のビジョン】をテーマに、これからの【生き方】を、じっくりと
考えることができる時間になり、双方向のアクティブ・ラーニングで進めて行く授業になります。
多摩大学卒業後、【志】を胸に、本当に進みたい【職業】を、見つける講義です。
具体的には、あなたの【職業の歩み方】をつくるために、自分の成長へと導く力となる
【ビジョン・マネジメント　７つの成長技法】を学び、身につけることを講義の目的にします。この「７つの成長技法」は、
20年間、１万人以上の企業リーダーを支援してきた経営コンサルタントがコンサルティング・フィールドの最前線で発
見し体系化した、オリジナルの【職業的智恵をつかむ方法論】です。
多摩大生の誰でも、わかりやすく理解できるように「人間成長の技法」のツボとコツを一挙公開します。そして、今のあ
なたにとって【最高の職業ビジョン】を、一緒にアウトプットすることをめざします。

■講義分類
ビジネス創造、社会人力育成、ビジネスマネジメント

■到達目標
①講義を傾聴して、自分で考え、本を読み、刺激を受け【学び方を学ぶ】ことができる		②講義で【学んだ技法】を、相
手と対話しながら【現実の行動】へ移すことができる③講義の学びを、自らの【職業のビジョン】へ変えて、相手に【自
分の言葉】で語ることができる

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回、水曜日の授業終了から、日曜日夜２３時までに講義の復習に１．３時間以上をかけて「所感レポート」を指定の指
示方法にて提出。　所感レポートは（Ｗｏｒｄ、Ａ４の１枚、４００字以上）で書くこと。

■授業の概要
第 1講	 あなたの職業の歩み方をつくる　「ビジョン・マネジメント論」の全体像を紹介する
第 2講	 職業の歩み方を見つめる　第１の成長技法　「あこがれ力」	①
第 3講	 職業の歩み方を見つめる　第１の成長技法　「あこがれ力」	②
第 4講	 職業の歩み方を起こす　　第２の成長技法　「実践力」	①
第 5講	 職業の歩み方を起こす　　第２の成長技法　「実践力」	②
第 6講	 職業の歩み方を変える　　第３の成長技法　「修業力」　①
第 7講	 職業の歩み方を変える　　第３の成長技法　「修業力」		②
第 8講	 職業の歩み方を高める　　第４の成長技法　「結果力」　①　
第 9講	 職業の歩み方を高める　　第４の成長技法　「結果力」　②
第 10講	 職業の歩み方を深める　　第５の成長技法　「体験力」　①
第 11講	 職業の歩み方を深める　　第５の成長技法　「体験力」　②
第 12講	 職業の歩み方を強める　　第６の成長技法　「盟友力」　①
第 13講	 職業の歩み方を強める　　第６の成長技法　「盟友力」　②
第 14講	 職業の歩み方を省みる　　第７の成長技法　「修正力」　①　②
第 15講	 個人プレゼンテーション　／　私の　「職業ビジョン」　とは、何か？

■評価方法
出席、所感レポート、討議内容、最終提出物を総合的に１００％で評価。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：受講姿勢、討議内容、所感レポート、最終提出物が、到達目標へ達し優れている場合。
評価A（89～ 80点）	：受講姿勢、討議内容、所感レポート、最終提出物が、到達目標へ達している場合。
評価B（79～ 70点）	：受講姿勢、討議内容、所感レポート、提出物のいずれかが　到達目標へもう一歩の場合。
評価C（69～ 60点）	：受講姿勢、討議内容、所感レポート、提出物がもうひと踏ん張りで今後に期待する場合。
評価 F（59点以下）	 ：低い出席率で、所感レポートが出せず、最終アウトプットを提出できない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
【3・4年生の皆さんへ贈りたいメッセージ】本講義は、就活へ向けたこれからの「人生の道」を考えたい人にとって、あ
なた自身の「職業ビジョン」をつくり、自分で語れるようにする講義になります。【1・2年生の皆さんへ贈りたいメッセー
ジ】あなたはなぜ働くのですか？自分にとって「最高の職業」とは何ですか？その問いを見つめ、自分の「ビジョン」を
考えることができる授業になります。【課題】フィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( ビジネスシーンで役立つ実践 Excel 講座 )（Special Lecture on　Industry Society : Lecture on Excel (Useful for Business)）
Excel2013 の操作スキルを習得
トランスコスモス
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
現代社会においてはビジネス・日常の場を問わず、Excel( 表計算ソフトウェア ) の利用シーンが増加しており、社会人と
していまや必要不可欠な知識・スキルとなりつつある。本科目では、実務に即したデータを使用し、テキストに沿って操
作演習を行いながら、Excel2013 の操作スキルを習得する。　

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
（１）企業での業務において、実践的に活用できるExcel2013 の操作スキルを身につける。（２）MOS（Microsoft	Office	
Specialist）	Excel2013 スペシャリスト ( 一般 ) レベル※	に相当する Excel2013 の操作スキルを身につける。	※ Excel	
2013	スペシャリスト（一般）レベル：数式や基本的な関数の作成、セルの書式設定、グラフ作成など、Excel の基本的
な操作を理解している。　

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：配布テキストで次回取り扱い箇所の確認、用語の理解をしてきてください。（40分程度）	復習：配布テキストに付
属のCD-ROMを使用し、授業で取り扱った箇所の演習をしてきてください。（40分程度）

■授業の概要
第 1講	 ワークシートやブックの作成と管理 1
第 2講	 ワークシートやブックの作成と管理 2
第 3講	 セルやセル範囲の作成 1
第 4講	 セルやセル範囲の作成 2
第 5講	 テーブルの作成 1
第 6講	 テーブルの作成 2
第 7講	 数式や関数の適用 1
第 8講	 数式や関数の適用 2
第 9講	 グラフやオブジェクトの作成 1
第 10講	 グラフやオブジェクトの作成 2
第 11講	 総合演習①
第 12講	 総合演習②
第 13講	 総合演習③
第 14講	 総合演習④
第 15講	 期末定期試験

■評価方法
評価は、出席率 70％以上の者に対し、期末定期試験（100％）により行う。（注）遅刻・早退は欠席扱いとする。電車遅
延の際は遅延証明書を提出すること。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席 70％以上かつ期末定期試験 95点以上
評価A（89～ 80点）	：出席 70％以上かつ期末定期試験 90点以上
評価B（79～ 70点）	：出席 70％以上かつ期末定期試験 70点以上
評価C（69～ 60点）	：出席 70％以上かつ期末定期試験 40点以上
評価 F（59点以下）	 ：出席 70％以下もしくは期末定期試験 40点以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①私語、飲食、授業と関係のないPC操作、携帯電話操作、帽子・サングラス着用、その他履修態度としてふさわしくな
い行為を禁止する。②著しく履修態度の悪い者にはその後の出席ならびに期末試験の受験資格を認めないことがある。③
試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( ビジョン・マネジメント論 2017 春 )（Special Lecture on　Industry Society : Vision Management Theory　2017 Spring）
－　誰も語らなかった　「職業の歩み方」をつくる　7 つの成長技法　－
荻阪　哲雄
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
この講義は、あなたの【人生の道を拓く】ため、【職業のビジョン】をテーマに、これからの【生き方】を、じっくりと
考えることができる時間になり、双方向のアクティブ・ラーニングで進めて行く授業になります。
多摩大学卒業後、【志】を胸に、本当に進みたい【職業】を、見つける講義です。
具体的には、あなたの【職業の歩み方】をつくるために、自分の成長へと導く力となる
【ビジョン・マネジメント　７つの成長技法】を学び、身につけることを講義の目的にします。この「７つの成長技法」は、
20年間、１万人以上の企業リーダーを支援してきた経営コンサルタントがコンサルティング・フィールドの最前線で発
見し体系化した、オリジナルの【職業的智恵をつかむ方法論】です。
多摩大生の誰でも、わかりやすく理解できるように「人間成長の技法」のツボとコツを一挙公開します。そして、今のあ
なたにとって【最高の職業ビジョン】を、一緒にアウトプットすることをめざします。

■講義分類
ビジネス創造、社会人力育成、ビジネスマネジメント

■到達目標
①講義を傾聴して、自分で考え、本を読み、刺激を受け【学び方を学ぶ】ことができる		②講義で【学んだ技法】を、相
手と対話しながら【現実の行動】へ移すことができる③講義の学びを、自らの【職業のビジョン】へ変えて、相手に【自
分の言葉】で語ることができる

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回、水曜日の授業終了から、日曜日夜２３時までに講義の復習に１．３時間以上をかけて「所感レポート」を指定の指
示方法にて提出。　所感レポートは（Ｗｏｒｄ、Ａ４の１枚、４００字以上）で書くこと。

■授業の概要
第 1講	 あなたの職業の歩み方をつくる　「ビジョン・マネジメント論」の全体像を紹介する
第 2講	 職業の歩み方を見つめる　第１の成長技法　「あこがれ力」	①
第 3講	 職業の歩み方を見つめる　第１の成長技法　「あこがれ力」	②
第 4講	 職業の歩み方を起こす　　第２の成長技法　「実践力」	①
第 5講	 職業の歩み方を起こす　　第２の成長技法　「実践力」	②
第 6講	 職業の歩み方を変える　　第３の成長技法　「修業力」　①
第 7講	 職業の歩み方を変える　　第３の成長技法　「修業力」		②
第 8講	 職業の歩み方を高める　　第４の成長技法　「結果力」　①　
第 9講	 職業の歩み方を高める　　第４の成長技法　「結果力」　②
第 10講	 職業の歩み方を深める　　第５の成長技法　「体験力」　①
第 11講	 職業の歩み方を深める　　第５の成長技法　「体験力」　②
第 12講	 職業の歩み方を強める　　第６の成長技法　「盟友力」　①
第 13講	 職業の歩み方を強める　　第６の成長技法　「盟友力」　②
第 14講	 職業の歩み方を省みる　　第７の成長技法　「修正力」　①　②
第 15講	 個人プレゼンテーション　／　私の　「職業ビジョン」　とは、何か？

■評価方法
出席、所感レポート、討議内容、最終提出物を総合的に１００％で評価。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：受講姿勢、討議内容、所感レポート、最終提出物が、到達目標へ達し優れている場合。
評価A（89～ 80点）	：受講姿勢、討議内容、所感レポート、最終提出物が、到達目標へ達している場合。
評価B（79～ 70点）	：受講姿勢、討議内容、所感レポート、提出物のいずれかが　到達目標へもう一歩の場合。
評価C（69～ 60点）	：受講姿勢、討議内容、所感レポート、提出物がもうひと踏ん張りで今後に期待する場合。
評価 F（59点以下）	 ：低い出席率で、所感レポートが出せず、最終アウトプットを提出できない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
【3・4年生の皆さんへ贈りたいメッセージ】本講義は、就活へ向けたこれからの「人生の道」を考えたい人にとって、あ
なた自身の「職業ビジョン」をつくり、自分で語れるようにする講義になります。【1・2年生の皆さんへ贈りたいメッセー
ジ】あなたはなぜ働くのですか？自分にとって「最高の職業」とは何ですか？その問いを見つめ、自分の「ビジョン」を
考えることができる授業になります。【課題】フィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( メディアの進化と未来 )（Special Lecture on　Industry Society : Evolution and Future of Media）
あらゆるものがメディアによってつながる時代の生き方を探る。
橘川　幸夫
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
現代社会において、メディアの役割は大きなものとなっています。本講座においては、私たちをとりまく、さまざまなメ
ディア環境の歴史と構造を示し、最前線事例を紹介しながら、これからの社会のあり方と、実践的知識獲得を目標とします。

■講義分類
ビジネス創造、社会人力育成

■到達目標
社会に出るにあたり、自分の役割や方向性を見出す、手がかりを見つけ出すこと。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日ごろから接しているメディア ( テレビ、ネット、新聞、雑誌、書籍など ) について、自覚的にその役割を認識すること。
予習、復習に各 1時間をあてる。

■授業の概要
第 1講	 個人的メディア体験論
第 2講	 見ること・伝えること。
第 3講	 人間と社会の変遷。
第 4講	 メディアの進化論
第 5講	 インターネットの意味
第 6講	 戦後日本の文化変遷史
第 7講	 出版のメディア史
第 8講	 映像のメディア史
第 9講	 音楽のメディア史
第 10講	 ゲームのメディア史
第 11講	 放送のメディア史
第 12講	 商品の文化史
第 13講	 参加型メディア論
第 14講	 シンギュラリティとメディア
第 15講	 森を見る力

■評価方法
出席 50%	、課題 20%、試験 30%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：期末試験と課題の得点が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：期末試験と課題の得点が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：期末試験と課題の得点が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：期末試験と課題の得点が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：期末試験と課題の得点が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①社会の中での自分の役割や、自分と社会の関係のとり方などに関心のある学生の受講を希望します。②課題や試験等に
対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( モダン WEB アプリケーション開発 )（Special Lecture on　Industry Society : Modern Web Application Development）
Spring framework & Riot.js
梶原　裕
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
昨今開発されている、WEBアプリケーション開発においては、様々なツールやインターネット上で提供されているサー
ビスやAPI	を用いて構築が行われている。
このプロジェクトゼミでは、実際の開発の現場で使われているツールや技法を学び、実践として、それらを用いてPC	や
スマートフォンから利用するWeb	アプリ開発を行う。
また構築を通じて、Web アプリケーションの仕組みを理解し、Web	アプリケーション活用・開発のスキル習得を目標と
する。　

■講義分類
ビジネス ICT　

■到達目標
(1)DB	を活用したWeb	アプリケーションの仕組みを理解する。　(2)Java・Spring	Framework	を学習し、利用する。　(3)
JavaScript(RiotJS)	を学習し、利用する。　(4) レスポンシブデザインを学習し、利用する。　(5)WebAPI	を活用し、利
用する。　(6)Web	データベースシステムを設計し、開発する。　

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク、PCを使用した実習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義時間内でも演習を行うが、それだけでは最終課題を提出に必要な技術習得は難しいと言える。最低 90分程度の復習
を中心に、授業で行った課題や操作を理解をすることを推奨とする。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション	　
第 2講	 SpringFramework(1)　
第 3講	 SpringFramework(2)　
第 4講	 Spring	Data(1)　
第 5講	 Spring	Data(2)　
第 6講	 Spring	Data(3)　　
第 7講	 RESTAPI(1)　
第 8講	 RESTAPI(2)　　
第 9講	 RESTAPI( ３)　　　
第 10講	 レスポンシブデザイン・フロントエンドプログラミング　(1)
第 11 講	 レスポンシブデザイン・フロントエンドプログラミング　( ２)
第 12講	 レスポンシブデザイン・フロントエンドプログラミング　( ３)
第 13講	 統合 (1)
第 14 講	 統合 (2)
第 15 講	 統合 (3)

■評価方法
課題提出 (50%)、システム開発 (30%)、平常点 (20%)

■評価基準
評価A+（90点以上）	：数値評価９０点以上
評価A（89～ 80点）	：数値評価８０点以上９０点未満
評価B（79～ 70点）	：数値評価８０点以上９０点未満
評価C（69～ 60点）	：数値評価６０点以上７０点未満
評価 F（59点以下）	 ：数値評価６０点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①PC持参必須。②本授業では実際に開発の現場で用いているツールや技法を用いるが、それらの習熟の時間は授業内で
は設けることはできないため、講義時間外に自ら理解を深める努力が求められる。③受講者数や受講者の技術レベルによ
り、Web を活用するアプリ開発という範囲内で難易度および題材が変わる可能性がある。④課題に対してフィードバッ
クを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( メディアの進化と未来 )（Special Lecture on　Industry Society : Evolution and Future of Media）
あらゆるものがメディアによってつながる時代の生き方を探る。
橘川　幸夫
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
現代社会において、メディアの役割は大きなものとなっています。本講座においては、私たちをとりまく、さまざまなメ
ディア環境の歴史と構造を示し、最前線事例を紹介しながら、これからの社会のあり方と、実践的知識獲得を目標とします。

■講義分類
ビジネス創造、社会人力育成

■到達目標
社会に出るにあたり、自分の役割や方向性を見出す、手がかりを見つけ出すこと。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日ごろから接しているメディア ( テレビ、ネット、新聞、雑誌、書籍など ) について、自覚的にその役割を認識すること。
予習、復習に各 1時間をあてる。

■授業の概要
第 1講	 個人的メディア体験論
第 2講	 見ること・伝えること。
第 3講	 人間と社会の変遷。
第 4講	 メディアの進化論
第 5講	 インターネットの意味
第 6講	 戦後日本の文化変遷史
第 7講	 出版のメディア史
第 8講	 映像のメディア史
第 9講	 音楽のメディア史
第 10講	 ゲームのメディア史
第 11講	 放送のメディア史
第 12講	 商品の文化史
第 13講	 参加型メディア論
第 14講	 シンギュラリティとメディア
第 15講	 森を見る力

■評価方法
出席 50%	、課題 20%、試験 30%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：期末試験と課題の得点が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：期末試験と課題の得点が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：期末試験と課題の得点が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：期末試験と課題の得点が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：期末試験と課題の得点が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①社会の中での自分の役割や、自分と社会の関係のとり方などに関心のある学生の受講を希望します。②課題や試験等に
対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( モダン WEB アプリケーション開発 )（Special Lecture on　Industry Society : Modern Web Application Development）
Spring framework & Riot.js
梶原　裕
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
昨今開発されている、WEBアプリケーション開発においては、様々なツールやインターネット上で提供されているサー
ビスやAPI	を用いて構築が行われている。
このプロジェクトゼミでは、実際の開発の現場で使われているツールや技法を学び、実践として、それらを用いてPC	や
スマートフォンから利用するWeb	アプリ開発を行う。
また構築を通じて、Web アプリケーションの仕組みを理解し、Web	アプリケーション活用・開発のスキル習得を目標と
する。　

■講義分類
ビジネス ICT　

■到達目標
(1)DB	を活用したWeb	アプリケーションの仕組みを理解する。　(2)Java・Spring	Framework	を学習し、利用する。　(3)
JavaScript(RiotJS)	を学習し、利用する。　(4) レスポンシブデザインを学習し、利用する。　(5)WebAPI	を活用し、利
用する。　(6)Web	データベースシステムを設計し、開発する。　

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク、PCを使用した実習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義時間内でも演習を行うが、それだけでは最終課題を提出に必要な技術習得は難しいと言える。最低 90分程度の復習
を中心に、授業で行った課題や操作を理解をすることを推奨とする。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション	　
第 2講	 SpringFramework(1)　
第 3講	 SpringFramework(2)　
第 4講	 Spring	Data(1)　
第 5講	 Spring	Data(2)　
第 6講	 Spring	Data(3)　　
第 7講	 RESTAPI(1)　
第 8講	 RESTAPI(2)　　
第 9講	 RESTAPI( ３)　　　
第 10講	 レスポンシブデザイン・フロントエンドプログラミング　(1)
第 11 講	 レスポンシブデザイン・フロントエンドプログラミング　( ２)
第 12講	 レスポンシブデザイン・フロントエンドプログラミング　( ３)
第 13講	 統合 (1)
第 14 講	 統合 (2)
第 15 講	 統合 (3)

■評価方法
課題提出 (50%)、システム開発 (30%)、平常点 (20%)

■評価基準
評価A+（90点以上）	：数値評価９０点以上
評価A（89～ 80点）	：数値評価８０点以上９０点未満
評価B（79～ 70点）	：数値評価８０点以上９０点未満
評価C（69～ 60点）	：数値評価６０点以上７０点未満
評価 F（59点以下）	 ：数値評価６０点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①PC持参必須。②本授業では実際に開発の現場で用いているツールや技法を用いるが、それらの習熟の時間は授業内で
は設けることはできないため、講義時間外に自ら理解を深める努力が求められる。③受講者数や受講者の技術レベルによ
り、Web を活用するアプリ開発という範囲内で難易度および題材が変わる可能性がある。④課題に対してフィードバッ
クを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( 環境問題とビジネス創出 )（Special Lecture on　Industry Society : Environmental Problem and Business）
早い時期から就活に役立つよう、興味ある産業分野についてリサーチしていきましょう。
荒木　恵理子
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
未来に生きるこどもたちへ豊かな自然と安心して生活ができる地球環境を残すための「環境問題」をテーマとして、	様々
な分野の企業やＮＰＯの環境活動を学習し、人々にどんな環境活動や教育・ビジネスを行えば意識変化及び行動変容をも
たらすことができるかを検討し実施することで、	社会課題解決基礎力をつける。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネス創造、社会人力育成

■到達目標
①環境問題を切り口に、世の中について知る。　②各分野の企業やＮＰＯの環境活動を学習し環境ビジネスのアイディア
及びやってみたいビジネスアイディアを創出のため、環境問題や既存の企業等についてのリサーチを行い、ビジネスプラ
ンを作る。

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
調査などの事前準備もしくは事後の調査・資料作成（ゼミで発表のため）有
事前・事後あわせて平均して２時間程度を予定

■授業の概要
第 1講	 環境問題の全体概要１
第 2講	 環境問題の全体概要２
第 3講	 環境問題の全体概要３
第 4講	 環境問題の全体概要４
第 5講	 環境教育イベントでワークショップ　※振替あり
第 6講	 環境教育イベントでワークショップ　※振替あり
第 7講	 環境映像および企業・環境施設で学ぶ１
第 8講	 環境映像および企業・環境施設で学ぶ２
第 9講	 環境映像および企業・環境施設で学ぶ３
第 10講	 ビジネス創出基礎スキル１
第 11講	 ビジネス創出基礎スキル２
第 12講	 企業や団体のリサーチ＆ビジネスプラン作成１
第 13講	 企業や団体のリサーチ＆ビジネスプラン作成２
第 14講	 企業や団体のリサーチ＆ビジネスプラン作成３
第 15講	 企業や団体のリサーチ＆ビジネスプラン作成４

■評価方法
講義への参加度５０％、提出物の内容評価やプレゼン５０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義への参加度とプレゼンの総合評価。プランが新しい発想で非常に優れているもの。
評価A（89～ 80点）	：講義への参加度とプレゼンの総合評価。プランの整合性がとれていて実現可能なもの。　
評価B（79～ 70点）	：講義への参加度とプレゼンの総合評価。プランの整合性がとれているもの。　　
評価C（69～ 60点）	：講義への参加度とプレゼンの総合評価。プランが発表できているもの。　　　
評価 F（59点以下）	 ：講義への参加度とプレゼンの総合評価。プランが発表できなかったもの。

■他に履修することが望ましい科目
マーケティング、アカウンティング

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
① PC持参（ただし、講義以外での目的での使用はしないこと、講義以外での使用の場合には評価対象外となる）。　②
積極的に考え議論し、問題意識をもってリサーチし、その中からビジネスについて積極的に学ぶ姿勢、ビジネス創出への
意欲をもって取り組める学生を対象とする。③課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( 仕事に役立つ、伝える力・きく力とは？ )（Special Lecture on　Industry Society : Communication and Listening Skills）
ビジネスコミュニケーションを体験から学ぼう！
中野　未知子
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
社会に出て仕事をしていく上で基本となるコミュニケーション力とはどういうものかを学び、養う。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
社会に出てから役立つ実践的知識を獲得すること。具体的な到達目標として次の2点を設定する。　①自分の現状のコミュ
ニケーション力と、仕事で信頼を獲得するコミュニケーション力との違いが、具体的にどういうところにあるかに気づく。　
②①の気づきを、最終講義時に人に分かりやすくプレゼンテーションすることができる。

■授業形態
グループワーク、プレゼンテーション、フィールドワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業後に、リフレクションペーパーを作成・期日までに講師にメールで提出する。（各回所要時間 1.5 時間）

■授業の概要
第 1講	 【イントロダクションとグループ面談】授業の概要理解
第 2講	 【講義とグループワーク】コミュニケーション
第 3講	 【学外学習】仕事の進め方　★集中講義：第三講～第八講分相当★
第 4講	 【学外学習】仕事の進め方　★集中講義：第三講～第八講分相当★
第 5講	 【学外学習】仕事の進め方　★集中講義：第三講～第八講分相当★
第 6講	 【学外学習】仕事の進め方　★集中講義：第三講～第八講分相当★
第 7講	 【学外学習】仕事の進め方　★集中講義：第三講～第八講分相当★
第 8講	 【学外学習】仕事の進め方　★集中講義：第三講～第八講分相当★
第 9講	 【グループディスカッション】学外学習の振返り
第 10講	【学外学習】考える力、伝える力　★集中講義：第十講～第十四講分相当★
第 11講	【学外学習】考える力、伝える力　★集中講義：第十講～第十四講分相当★
第 12講	【学外学習】考える力、伝える力　★集中講義：第十講～第十四講分相当★
第 13講	【学外学習】考える力、伝える力　★集中講義：第十講～第十四講分相当★
第 14講	【学外学習】考える力、伝える力　★集中講義：第十講～第十四講分相当★
第 15講	【プレゼンテーション】授業全体からの学び（成果）の発表

■評価方法
授業への出席状況（特に学外学習時）40％、提出物の納期遵守と品質 40％、授業への参加姿勢の積極性 20％。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：到達目標①②が、具体性、論理性、相手視点の表現の工夫をもって達成されている。
評価A（89～ 80点）	：到達目標①②が、具体性、相手視点の表現の工夫をもって達成されている。
評価B（79～ 70点）	：到達目標①②で、具体性はあるが相手への伝わりやすさが感じられない。
評価C（69～ 60点）	：到達目標①②で、具体性が不十分且つ t 相手への伝わりやすさが感じられない。
評価 F（59点以下）	 ：授業への出席率が悪い（特に学外学習）。提出物の納期が遵守できない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
★重要・必読★①授業で扱うプログラムの進行上、すべての講義を 90分 1コマずつではなく、一部は、集中講義とし
て実施する。集中講義は、指定の授業日とは別の日程で、1日ものを 1回、半日ものを 1回、学外学習で予定している。
いつになるかは初回授業で説明するので初回授業には必ず出席すること。②履修者の学年は問わないが、内容やレベル感
は三年生にフィットするように設定している。③課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( 環境問題とビジネス創出 )（Special Lecture on　Industry Society : Environmental Problem and Business）
早い時期から就活に役立つよう、興味ある産業分野についてリサーチしていきましょう。
荒木　恵理子
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
未来に生きるこどもたちへ豊かな自然と安心して生活ができる地球環境を残すための「環境問題」をテーマとして、	様々
な分野の企業やＮＰＯの環境活動を学習し、人々にどんな環境活動や教育・ビジネスを行えば意識変化及び行動変容をも
たらすことができるかを検討し実施することで、	社会課題解決基礎力をつける。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネス創造、社会人力育成

■到達目標
①環境問題を切り口に、世の中について知る。　②各分野の企業やＮＰＯの環境活動を学習し環境ビジネスのアイディア
及びやってみたいビジネスアイディアを創出のため、環境問題や既存の企業等についてのリサーチを行い、ビジネスプラ
ンを作る。

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
調査などの事前準備もしくは事後の調査・資料作成（ゼミで発表のため）有
事前・事後あわせて平均して２時間程度を予定

■授業の概要
第 1講	 環境問題の全体概要１
第 2講	 環境問題の全体概要２
第 3講	 環境問題の全体概要３
第 4講	 環境問題の全体概要４
第 5講	 環境教育イベントでワークショップ　※振替あり
第 6講	 環境教育イベントでワークショップ　※振替あり
第 7講	 環境映像および企業・環境施設で学ぶ１
第 8講	 環境映像および企業・環境施設で学ぶ２
第 9講	 環境映像および企業・環境施設で学ぶ３
第 10講	 ビジネス創出基礎スキル１
第 11講	 ビジネス創出基礎スキル２
第 12講	 企業や団体のリサーチ＆ビジネスプラン作成１
第 13講	 企業や団体のリサーチ＆ビジネスプラン作成２
第 14講	 企業や団体のリサーチ＆ビジネスプラン作成３
第 15講	 企業や団体のリサーチ＆ビジネスプラン作成４

■評価方法
講義への参加度５０％、提出物の内容評価やプレゼン５０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義への参加度とプレゼンの総合評価。プランが新しい発想で非常に優れているもの。
評価A（89～ 80点）	：講義への参加度とプレゼンの総合評価。プランの整合性がとれていて実現可能なもの。　
評価B（79～ 70点）	：講義への参加度とプレゼンの総合評価。プランの整合性がとれているもの。　　
評価C（69～ 60点）	：講義への参加度とプレゼンの総合評価。プランが発表できているもの。　　　
評価 F（59点以下）	 ：講義への参加度とプレゼンの総合評価。プランが発表できなかったもの。

■他に履修することが望ましい科目
マーケティング、アカウンティング

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
① PC持参（ただし、講義以外での目的での使用はしないこと、講義以外での使用の場合には評価対象外となる）。　②
積極的に考え議論し、問題意識をもってリサーチし、その中からビジネスについて積極的に学ぶ姿勢、ビジネス創出への
意欲をもって取り組める学生を対象とする。③課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( 仕事に役立つ、伝える力・きく力とは？ )（Special Lecture on　Industry Society : Communication and Listening Skills）
ビジネスコミュニケーションを体験から学ぼう！
中野　未知子
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
社会に出て仕事をしていく上で基本となるコミュニケーション力とはどういうものかを学び、養う。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
社会に出てから役立つ実践的知識を獲得すること。具体的な到達目標として次の2点を設定する。　①自分の現状のコミュ
ニケーション力と、仕事で信頼を獲得するコミュニケーション力との違いが、具体的にどういうところにあるかに気づく。　
②①の気づきを、最終講義時に人に分かりやすくプレゼンテーションすることができる。

■授業形態
グループワーク、プレゼンテーション、フィールドワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業後に、リフレクションペーパーを作成・期日までに講師にメールで提出する。（各回所要時間 1.5 時間）

■授業の概要
第 1講	 【イントロダクションとグループ面談】授業の概要理解
第 2講	 【講義とグループワーク】コミュニケーション
第 3講	 【学外学習】仕事の進め方　★集中講義：第三講～第八講分相当★
第 4講	 【学外学習】仕事の進め方　★集中講義：第三講～第八講分相当★
第 5講	 【学外学習】仕事の進め方　★集中講義：第三講～第八講分相当★
第 6講	 【学外学習】仕事の進め方　★集中講義：第三講～第八講分相当★
第 7講	 【学外学習】仕事の進め方　★集中講義：第三講～第八講分相当★
第 8講	 【学外学習】仕事の進め方　★集中講義：第三講～第八講分相当★
第 9講	 【グループディスカッション】学外学習の振返り
第 10講	【学外学習】考える力、伝える力　★集中講義：第十講～第十四講分相当★
第 11講	【学外学習】考える力、伝える力　★集中講義：第十講～第十四講分相当★
第 12講	【学外学習】考える力、伝える力　★集中講義：第十講～第十四講分相当★
第 13講	【学外学習】考える力、伝える力　★集中講義：第十講～第十四講分相当★
第 14講	【学外学習】考える力、伝える力　★集中講義：第十講～第十四講分相当★
第 15講	【プレゼンテーション】授業全体からの学び（成果）の発表

■評価方法
授業への出席状況（特に学外学習時）40％、提出物の納期遵守と品質 40％、授業への参加姿勢の積極性 20％。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：到達目標①②が、具体性、論理性、相手視点の表現の工夫をもって達成されている。
評価A（89～ 80点）	：到達目標①②が、具体性、相手視点の表現の工夫をもって達成されている。
評価B（79～ 70点）	：到達目標①②で、具体性はあるが相手への伝わりやすさが感じられない。
評価C（69～ 60点）	：到達目標①②で、具体性が不十分且つ t 相手への伝わりやすさが感じられない。
評価 F（59点以下）	 ：授業への出席率が悪い（特に学外学習）。提出物の納期が遵守できない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
★重要・必読★①授業で扱うプログラムの進行上、すべての講義を 90分 1コマずつではなく、一部は、集中講義とし
て実施する。集中講義は、指定の授業日とは別の日程で、1日ものを 1回、半日ものを 1回、学外学習で予定している。
いつになるかは初回授業で説明するので初回授業には必ず出席すること。②履修者の学年は問わないが、内容やレベル感
は三年生にフィットするように設定している。③課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( 実践的ビジネスプラン入門講座 )（Special Lecture on　Industry Society : Introduction to Practical Bisiness Plan）
実践的ビジネスプラン入門講座（初級編、中級編）
見山　謙一郎
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
先が見えない今の時代。だからこそ、学生の柔軟な発想を生かしたビジネスプランを構想し、それを実現するチャンスで
もある。本特講では、グローバルとローカル双方の視点から、事業構想力と経営戦略、マーケティングなどを体系的に学
びながら、ビジネスプランを作成する。更には、教室内にとどまらず、実際にビジネスプランコンテストに応募し、優勝
を目指す。春学期は、実践的ビジネスプラン入門講座（初級編、中級編）までを行なう。具体的には、グループワーク、
グループディスカションにより、学生の関心の高い身近な事例から経営学の基礎を学んでもらい、徐々に「自分ごとに置
き換えて考える力」を身につけてもらう。その後、ビジネスアイデアの構想からビジネスプラン作成へとステップアップ
してもらうことを目指す。

■講義分類
顧客理解、ビジネス創造、グローバルビジネス

■到達目標
1)	世界、アジア、及び日本の現状と課題を理解すること。(2)	現代社会の様々な課題を自分ごとに置き換え理解するとと
もに、経営学の基礎知識を体系的に習得すること。(3)	グループワークを通じて、多面的且つ柔軟な思考と事業構想力を
身につけ、ビジネスプランコンテストで優勝を目指すこと。　

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回、講義内で指定された課題に対して、データの収集を行い、自分の考えにまとめることが求められます。各回平均 1.5
時間程度の予習・復習が必要となります。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション (1)
第 2講	 オリエンテーション (2)　
第 3講	 オリエンテーション (3)　
第 4講	 実践的ビジネスプラン入門講座	初級編 (1) ビジネスアイデアを構想する -1　
第 5講	 実践的ビジネスプラン入門講座	初級編 (2) ビジネスアイデアを構想する -2　　
第 6講	 実践的ビジネスプラン入門講座	初級編 (3) ビジネスアイデアを構想する -3　　
第 7講	 実践的ビジネスプラン入門講座	初級編 (4) ビジネスアイデアを絞り込む -1　　
第 8講	 実践的ビジネスプラン入門講座	初級編 (5) ビジネスアイデアを絞り込む -2　　　
第 9講	 実践的ビジネスプラン入門講座	初級編 (6)Zero	to	One を構想する -1　　
第 10講	 実践的ビジネスプラン入門講座	初級編 (7)Zero	to	One を構想する -2　　
第 11講	 実践的ビジネスプラン入門講座	中級編 (1) ビジネスプランの骨格　
第 12講	 実践的ビジネスプラン入門講座	中級編 (2) ビジネスプラン作成の勘所　
第 13講	 実践的ビジネスプラン入門講座	中級編 (3) ビジネスプランの作成　
第 14講	 実践的ビジネスプラン入門講座	中級編 (4) プレゼンテーション入門講座　
第 15講	 実践的ビジネスプラン入門講座	中級編 (5) ビジネスプランの発表　　

■評価方法
出席状況（50％）、講義内での発言や貢献度（30％）、最終プレゼンテーション	(20%) にて評価を行う。
（単位取得には 2/3 以上の出席が必要となる。）　　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価A（89～ 80点）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価B（79～ 70点）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価C（69～ 60点）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価 F（59点以下）	 ：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。

■他に履修することが望ましい科目
必ず、秋学期に開講される実践的ビジネスプラン構想講座を履修すること。　

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない　

■留意点
①必ず秋学期に開講される実践的ビジネスプラン構想講座を履修すること。②ゼミ時間外や、夏休み期間中にグループワー
クが発生することも予め留意のこと。③課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( 実践的ビジネスプラン構想講座 )（Special Lecture on　Industry Society : Practical Bisiness Plan Concept theory）
実践的ビジネスプラン構想講座
見山　謙一郎
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
先が見えない今の時代。だからこそ、学生の柔軟な発想を生かしたビジネスプランを構想し、それを実現するチャンスで
もある。本特講では、グローバルとローカル双方の視点から、事業構想力と経営戦略、マーケティングなどを体系的に学
びながら、ビジネスプランを作成する。更には、教室内にとどまらず、実際にビジネスプランコンテストに応募し、優勝
を目指す。秋学期は、ビジネスプランコンテストでの優勝を目指し、前期に作成したビジネスプランの精度を高めていく
ともに、成長ストーリーや資金調達ストーリー、プレゼンテーションについても実践的に学ぶことを目指す。　また、企
業訪問や市場調査など、学外での活動についても積極的に導入する予定である。　

■講義分類
顧客理解、ビジネス創造、グローバルビジネス　

■到達目標
(1)	世界、アジア、及び日本の現状と課題を理解すること。(2)	現代社会の様々な課題を自分ごとに置き換え理解すると
ともに、経営学の基礎知識を体系的に習得すること。(3)	グループワークを通じて、多面的且つ柔軟な思考と事業構想力
を身につけ、ビジネスプランコンテストで優勝を目指すこと。　

■授業形態
顧客理解、ビジネス創造、グローバルビジネス

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回、講義内で指定された課題に対して、データの収集を行い、自分の考えにまとめることが求められます。各回平均 1.5
時間程度の予習・復習が必要となります。

■授業の概要
第 1講	 実践的ビジネスプラン構想講座 (1) ビジコンの研究と対策の検討 -1　
第 2講	 実践的ビジネスプラン構想講座 (2) ビジコンの研究と対策の検討 -2　
第 3講	 実践的ビジネスプラン構想講座 (3) ビジネスプランコンテストへの応募作業 -1　
第 4講	 実践的ビジネスプラン構想講座 (4) ビジネスプランコンテストへの応募作業 -2　
第 5講	 実践的ビジネスプラン構想講座 (5) ビジネスプランコンテストへの応募作業 -3　
第 6講	 実践的ビジネスプラン構想講座 (6) ビジネスプランコンテストへの応募準備 -1　
第 7講	 実践的ビジネスプラン構想講座 (7) ビジネスプランコンテストへの応募準備 -2　　
第 8講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (1) 成長ストーリーを描く -1　
第 9講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (2) 成長ストーリーを描く -2　
第 10講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (3) 資金調達を学ぶ -1　
第 11講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (4) 資金調達を学ぶ -2　
第 12講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (5) プレゼンテーションを学ぶ -1　
第 13講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (6) プレゼンテーションを学ぶ -2　
第 14講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (7) ビジネスプラン最終発表の準備　
第 15講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (8) ビジネスプラン最終発表　

■評価方法
出席状況（50％）、講義内での発言や貢献度（30％）、最終プレゼンテーション	(20%) にて評価を行う。
（単位取得には 2/3 以上の出席が必要となる。）　　　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価A（89～ 80点）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価B（79～ 70点）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価C（69～ 60点）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価 F（59点以下）	 ：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。

■他に履修することが望ましい科目
必ず、春学期に開講される実践的ビジネスプラン入門講座を履修すること。　　

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない　

■留意点
①必ず春学期に開講される実践的ビジネスプラン入門講座を履修すること。②ゼミ時間外や、休み期間中にグループワー
クが発生することも予め留意のこと。③課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( 実践的ビジネスプラン入門講座 )（Special Lecture on　Industry Society : Introduction to Practical Bisiness Plan）
実践的ビジネスプラン入門講座（初級編、中級編）
見山　謙一郎
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
先が見えない今の時代。だからこそ、学生の柔軟な発想を生かしたビジネスプランを構想し、それを実現するチャンスで
もある。本特講では、グローバルとローカル双方の視点から、事業構想力と経営戦略、マーケティングなどを体系的に学
びながら、ビジネスプランを作成する。更には、教室内にとどまらず、実際にビジネスプランコンテストに応募し、優勝
を目指す。春学期は、実践的ビジネスプラン入門講座（初級編、中級編）までを行なう。具体的には、グループワーク、
グループディスカションにより、学生の関心の高い身近な事例から経営学の基礎を学んでもらい、徐々に「自分ごとに置
き換えて考える力」を身につけてもらう。その後、ビジネスアイデアの構想からビジネスプラン作成へとステップアップ
してもらうことを目指す。

■講義分類
顧客理解、ビジネス創造、グローバルビジネス

■到達目標
1)	世界、アジア、及び日本の現状と課題を理解すること。(2)	現代社会の様々な課題を自分ごとに置き換え理解するとと
もに、経営学の基礎知識を体系的に習得すること。(3)	グループワークを通じて、多面的且つ柔軟な思考と事業構想力を
身につけ、ビジネスプランコンテストで優勝を目指すこと。　

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回、講義内で指定された課題に対して、データの収集を行い、自分の考えにまとめることが求められます。各回平均 1.5
時間程度の予習・復習が必要となります。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション (1)
第 2講	 オリエンテーション (2)　
第 3講	 オリエンテーション (3)　
第 4講	 実践的ビジネスプラン入門講座	初級編 (1) ビジネスアイデアを構想する -1　
第 5講	 実践的ビジネスプラン入門講座	初級編 (2) ビジネスアイデアを構想する -2　　
第 6講	 実践的ビジネスプラン入門講座	初級編 (3) ビジネスアイデアを構想する -3　　
第 7講	 実践的ビジネスプラン入門講座	初級編 (4) ビジネスアイデアを絞り込む -1　　
第 8講	 実践的ビジネスプラン入門講座	初級編 (5) ビジネスアイデアを絞り込む -2　　　
第 9講	 実践的ビジネスプラン入門講座	初級編 (6)Zero	to	One を構想する -1　　
第 10講	 実践的ビジネスプラン入門講座	初級編 (7)Zero	to	One を構想する -2　　
第 11講	 実践的ビジネスプラン入門講座	中級編 (1) ビジネスプランの骨格　
第 12講	 実践的ビジネスプラン入門講座	中級編 (2) ビジネスプラン作成の勘所　
第 13講	 実践的ビジネスプラン入門講座	中級編 (3) ビジネスプランの作成　
第 14講	 実践的ビジネスプラン入門講座	中級編 (4) プレゼンテーション入門講座　
第 15講	 実践的ビジネスプラン入門講座	中級編 (5) ビジネスプランの発表　　

■評価方法
出席状況（50％）、講義内での発言や貢献度（30％）、最終プレゼンテーション	(20%) にて評価を行う。
（単位取得には 2/3 以上の出席が必要となる。）　　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価A（89～ 80点）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価B（79～ 70点）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価C（69～ 60点）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価 F（59点以下）	 ：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。

■他に履修することが望ましい科目
必ず、秋学期に開講される実践的ビジネスプラン構想講座を履修すること。　

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない　

■留意点
①必ず秋学期に開講される実践的ビジネスプラン構想講座を履修すること。②ゼミ時間外や、夏休み期間中にグループワー
クが発生することも予め留意のこと。③課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( 実践的ビジネスプラン構想講座 )（Special Lecture on　Industry Society : Practical Bisiness Plan Concept theory）
実践的ビジネスプラン構想講座
見山　謙一郎
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
先が見えない今の時代。だからこそ、学生の柔軟な発想を生かしたビジネスプランを構想し、それを実現するチャンスで
もある。本特講では、グローバルとローカル双方の視点から、事業構想力と経営戦略、マーケティングなどを体系的に学
びながら、ビジネスプランを作成する。更には、教室内にとどまらず、実際にビジネスプランコンテストに応募し、優勝
を目指す。秋学期は、ビジネスプランコンテストでの優勝を目指し、前期に作成したビジネスプランの精度を高めていく
ともに、成長ストーリーや資金調達ストーリー、プレゼンテーションについても実践的に学ぶことを目指す。　また、企
業訪問や市場調査など、学外での活動についても積極的に導入する予定である。　

■講義分類
顧客理解、ビジネス創造、グローバルビジネス　

■到達目標
(1)	世界、アジア、及び日本の現状と課題を理解すること。(2)	現代社会の様々な課題を自分ごとに置き換え理解すると
ともに、経営学の基礎知識を体系的に習得すること。(3)	グループワークを通じて、多面的且つ柔軟な思考と事業構想力
を身につけ、ビジネスプランコンテストで優勝を目指すこと。　

■授業形態
顧客理解、ビジネス創造、グローバルビジネス

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回、講義内で指定された課題に対して、データの収集を行い、自分の考えにまとめることが求められます。各回平均 1.5
時間程度の予習・復習が必要となります。

■授業の概要
第 1講	 実践的ビジネスプラン構想講座 (1) ビジコンの研究と対策の検討 -1　
第 2講	 実践的ビジネスプラン構想講座 (2) ビジコンの研究と対策の検討 -2　
第 3講	 実践的ビジネスプラン構想講座 (3) ビジネスプランコンテストへの応募作業 -1　
第 4講	 実践的ビジネスプラン構想講座 (4) ビジネスプランコンテストへの応募作業 -2　
第 5講	 実践的ビジネスプラン構想講座 (5) ビジネスプランコンテストへの応募作業 -3　
第 6講	 実践的ビジネスプラン構想講座 (6) ビジネスプランコンテストへの応募準備 -1　
第 7講	 実践的ビジネスプラン構想講座 (7) ビジネスプランコンテストへの応募準備 -2　　
第 8講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (1) 成長ストーリーを描く -1　
第 9講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (2) 成長ストーリーを描く -2　
第 10講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (3) 資金調達を学ぶ -1　
第 11講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (4) 資金調達を学ぶ -2　
第 12講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (5) プレゼンテーションを学ぶ -1　
第 13講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (6) プレゼンテーションを学ぶ -2　
第 14講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (7) ビジネスプラン最終発表の準備　
第 15講	 実践的ビジネスプラン構想講座	特別編 (8) ビジネスプラン最終発表　

■評価方法
出席状況（50％）、講義内での発言や貢献度（30％）、最終プレゼンテーション	(20%) にて評価を行う。
（単位取得には 2/3 以上の出席が必要となる。）　　　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価A（89～ 80点）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価B（79～ 70点）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価C（69～ 60点）	：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。
評価 F（59点以下）	 ：出席 50満点、講義内の発言や貢献度 30点満点、最終プレゼンテーション 20点満点。

■他に履修することが望ましい科目
必ず、春学期に開講される実践的ビジネスプラン入門講座を履修すること。　　

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない　

■留意点
①必ず春学期に開講される実践的ビジネスプラン入門講座を履修すること。②ゼミ時間外や、休み期間中にグループワー
クが発生することも予め留意のこと。③課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( 食生活の現状と未来から産業を考える )（Special Lecture on　Industry Society : Approach from Products about the meal）
食生活の現状と未来から産業を考える
大風　薫
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
コンビニエンスストアやスーパーマーケットなどの各種流通チャネルで売られている食品は、一体どのように作られてい
るのでしょうか。食品メーカーをはじめとする食関連企業では、マーケッターと呼ばれる人たちが、日々、消費者のニー
ズを探索し、消費者の心をつかめるような製品を開発するべく努力しています。そして、開発した製品を市場にデビュー
させ、持続的な売上や利益を獲得できるようなマーケティング活動をしています。本講では、さまざまな食品および食関
連企業の事例を研究し、今後の、日本人の生活や家族形態の変化を見据えた場合に、どのような製品やサービスが求めら
れるかについて考えていきます。食べ物、メーカー、新製品開発、マーケティングに興味・関心のある学生の参加を期待
します。

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント

■到達目標
1. 食品メーカーをはじめとする食関連企業が置かれているビジネス環境を理解する。　2. 食品メーカーをはじめとする
食関連企業において、どのような新製品開発やマーケティングが行われているのかを理解する。　3. 出席メンバーに対
して、自分の意見を述べ、意見交換ができるようになる。　以上の目標に到達することにより、グローカル社会に対する
理解を深めることができる。

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習として、指定された企業や商品に関する情報収集をすること。復習として授業後にリアクションペーパーを提出する
こと。予習・復習に必要な時間はそれぞれ１．３時間。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーションと食関連企業の活動
第 2講	 日本人のライフスタイルの変化
第 3講	 食生活と家族生活
第 4講	 自宅や友人の家庭によく登場する食品、関わりの深い食品メーカーやサービス①
第 5講	 自宅や友人の家庭によく登場する食品、関わりの深い食品メーカーやサービス②
第 6講	 食品の流通チャネルの実際①
第 7講	 食品の流通チャネルの実際②
第 8講	 食品のサービス・マーケティング①
第 9講	 食品のサービス・マーケティング②
第 10講	 食品業界の競争環境①
第 11講	 食品業界の競争環境②
第 12講	 新製品開発の実際①
第 13講	 新製品開発の実際②
第 14講	 消費者ニーズの理解
第 15講	 まとめ

■評価方法
出席 50％、課題への取り組み 50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：指定された課題やグループワークについて極めて優秀なアウトプットを行うこと
評価A（89～ 80点）	：指定された課題やグループワークについて優秀なアウトプットを行うこと
評価B（79～ 70点）	：指定された課題やグループワークについて適切なアウトプットを行うこと
評価C（69～ 60点）	：指定された課題やグループワークについて一定のアウトプットを行うこと
評価 F（59点以下）	 ：出席回数が 12回未満または指示された課題への取り組みが適切に行われない

■他に履修することが望ましい科目
マーケティング・リサーチ等のマーケティング科目

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①特段の理由がない限り、欠席は認めない。15分以上の遅刻は欠席とみなす。②私語・スマートフォンの使用は厳禁。
③単に出席だけして、課題に取り組まなかったりする場合は、欠席とみなす。④初回・第２回の授業に出席しない場合は
履修を制限する場合がある。⑤課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( 地域の歴史と偉人から学ぶ問題解決論 )（Special Lecture on　Industry Society : Problem Solving Theory from Region）
地域の歴史と偉人の教訓をいかに人生に生かすか
河合　敦
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
史跡・遺物、史資料を用いて偉人や地域の歴史を学習することによって、志を養うとともに、問題解決の方法や実践的知
識を獲得する。

■講義分類
顧客理解、社会人力育成、地域ビジネス

■到達目標
本講義で学習した偉人の生涯や地域の歴史的事象を、現代社会や自身の問題に置き換えてとらえ、教訓や問題解決のため
の理論として役立てることができるようにする。

■授業形態
グループディスカッション、プレゼンテーション、フィールドワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
3 回にわたる学外学習の前に入念な下調べを行い、事後には小レポートを提出してもらいます。また、後半は各自がプレ
ゼンテーションを行います。このため、各回平均 1.8 時間程度の準備学習が必須となります。

■授業の概要
第 1講	 「オリエンテーション」
第 2講	 「歴史学とは何か。なぜ人は歴史に学ばなくてはならないのか」
第 3講	 「幕末の志士の生き方から学ぶ問題解決のための理論」
第 4講	 「第１回　校外学習　地域にある資料館・博物館を見学する」
第 5講	 「実際の遺物・史料に触れてみよう」
第 6講	 「第２回　校外学習①　新宿博物館見学」
第 7講	 「第２回　校外学習②　新宿博物館見学」
第 8講	 「前回の校外学習の事後学習。次回の校外学習の事前学習」
第 9講	 「第３回　校外学習①　新撰組の活動拠点・日野を歩く」
第 10講	「第３回　校外学習②　新撰組の活動拠点・日野を歩く」　
第 11講	 第３回　校外学習③　新撰組の活動拠点・日野を歩く」
第 12講	「プレゼンテーションの準備学習」
第 13講	「学生によるプレゼンテーション①」
第 14講	「学生によるプレゼンテーション②」
第 15講	「学生によるプレゼンテーション③」　

■評価方法
出席点 15％、小レポート（3回分）30％、プレゼンテーション 10％、レポート 45％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席点 15％、小レポート 30％、プレゼンテーション 10％、レポート 45％の総計が 90％以上
評価A（89～ 80点）	：出席点 15％、小レポート 30％、プレゼンテーション 10％、レポート 45％の総計 80～ 89％　
評価 B（79～ 70点）	：出席点 15％、小レポート 30％、プレゼンテーション 10％、レポート 45％の総計 70～ 79％
評価C（69～ 60点）	：出席点 15％、小レポート 30％、プレゼンテーション 10％、レポート 45％の総計 60～ 69％
評価 F（59点以下）	 ：出席点 15％、小レポート 30％、プレゼンテーション 10％、レポート 45％の総計 69％以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( 食生活の現状と未来から産業を考える )（Special Lecture on　Industry Society : Approach from Products about the meal）
食生活の現状と未来から産業を考える
大風　薫
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
コンビニエンスストアやスーパーマーケットなどの各種流通チャネルで売られている食品は、一体どのように作られてい
るのでしょうか。食品メーカーをはじめとする食関連企業では、マーケッターと呼ばれる人たちが、日々、消費者のニー
ズを探索し、消費者の心をつかめるような製品を開発するべく努力しています。そして、開発した製品を市場にデビュー
させ、持続的な売上や利益を獲得できるようなマーケティング活動をしています。本講では、さまざまな食品および食関
連企業の事例を研究し、今後の、日本人の生活や家族形態の変化を見据えた場合に、どのような製品やサービスが求めら
れるかについて考えていきます。食べ物、メーカー、新製品開発、マーケティングに興味・関心のある学生の参加を期待
します。

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント

■到達目標
1. 食品メーカーをはじめとする食関連企業が置かれているビジネス環境を理解する。　2. 食品メーカーをはじめとする
食関連企業において、どのような新製品開発やマーケティングが行われているのかを理解する。　3. 出席メンバーに対
して、自分の意見を述べ、意見交換ができるようになる。　以上の目標に到達することにより、グローカル社会に対する
理解を深めることができる。

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習として、指定された企業や商品に関する情報収集をすること。復習として授業後にリアクションペーパーを提出する
こと。予習・復習に必要な時間はそれぞれ１．３時間。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーションと食関連企業の活動
第 2講	 日本人のライフスタイルの変化
第 3講	 食生活と家族生活
第 4講	 自宅や友人の家庭によく登場する食品、関わりの深い食品メーカーやサービス①
第 5講	 自宅や友人の家庭によく登場する食品、関わりの深い食品メーカーやサービス②
第 6講	 食品の流通チャネルの実際①
第 7講	 食品の流通チャネルの実際②
第 8講	 食品のサービス・マーケティング①
第 9講	 食品のサービス・マーケティング②
第 10講	 食品業界の競争環境①
第 11講	 食品業界の競争環境②
第 12講	 新製品開発の実際①
第 13講	 新製品開発の実際②
第 14講	 消費者ニーズの理解
第 15講	 まとめ

■評価方法
出席 50％、課題への取り組み 50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：指定された課題やグループワークについて極めて優秀なアウトプットを行うこと
評価A（89～ 80点）	：指定された課題やグループワークについて優秀なアウトプットを行うこと
評価B（79～ 70点）	：指定された課題やグループワークについて適切なアウトプットを行うこと
評価C（69～ 60点）	：指定された課題やグループワークについて一定のアウトプットを行うこと
評価 F（59点以下）	 ：出席回数が 12回未満または指示された課題への取り組みが適切に行われない

■他に履修することが望ましい科目
マーケティング・リサーチ等のマーケティング科目

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①特段の理由がない限り、欠席は認めない。15分以上の遅刻は欠席とみなす。②私語・スマートフォンの使用は厳禁。
③単に出席だけして、課題に取り組まなかったりする場合は、欠席とみなす。④初回・第２回の授業に出席しない場合は
履修を制限する場合がある。⑤課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( 地域の歴史と偉人から学ぶ問題解決論 )（Special Lecture on　Industry Society : Problem Solving Theory from Region）
地域の歴史と偉人の教訓をいかに人生に生かすか
河合　敦
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
史跡・遺物、史資料を用いて偉人や地域の歴史を学習することによって、志を養うとともに、問題解決の方法や実践的知
識を獲得する。

■講義分類
顧客理解、社会人力育成、地域ビジネス

■到達目標
本講義で学習した偉人の生涯や地域の歴史的事象を、現代社会や自身の問題に置き換えてとらえ、教訓や問題解決のため
の理論として役立てることができるようにする。

■授業形態
グループディスカッション、プレゼンテーション、フィールドワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
3 回にわたる学外学習の前に入念な下調べを行い、事後には小レポートを提出してもらいます。また、後半は各自がプレ
ゼンテーションを行います。このため、各回平均 1.8 時間程度の準備学習が必須となります。

■授業の概要
第 1講	 「オリエンテーション」
第 2講	 「歴史学とは何か。なぜ人は歴史に学ばなくてはならないのか」
第 3講	 「幕末の志士の生き方から学ぶ問題解決のための理論」
第 4講	 「第１回　校外学習　地域にある資料館・博物館を見学する」
第 5講	 「実際の遺物・史料に触れてみよう」
第 6講	 「第２回　校外学習①　新宿博物館見学」
第 7講	 「第２回　校外学習②　新宿博物館見学」
第 8講	 「前回の校外学習の事後学習。次回の校外学習の事前学習」
第 9講	 「第３回　校外学習①　新撰組の活動拠点・日野を歩く」
第 10講	「第３回　校外学習②　新撰組の活動拠点・日野を歩く」　
第 11講	 第３回　校外学習③　新撰組の活動拠点・日野を歩く」
第 12講	「プレゼンテーションの準備学習」
第 13講	「学生によるプレゼンテーション①」
第 14講	「学生によるプレゼンテーション②」
第 15講	「学生によるプレゼンテーション③」　

■評価方法
出席点 15％、小レポート（3回分）30％、プレゼンテーション 10％、レポート 45％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席点 15％、小レポート 30％、プレゼンテーション 10％、レポート 45％の総計が 90％以上
評価A（89～ 80点）	：出席点 15％、小レポート 30％、プレゼンテーション 10％、レポート 45％の総計 80～ 89％　
評価 B（79～ 70点）	：出席点 15％、小レポート 30％、プレゼンテーション 10％、レポート 45％の総計 70～ 79％
評価C（69～ 60点）	：出席点 15％、小レポート 30％、プレゼンテーション 10％、レポート 45％の総計 60～ 69％
評価 F（59点以下）	 ：出席点 15％、小レポート 30％、プレゼンテーション 10％、レポート 45％の総計 69％以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( 日中イメージ変遷史 )（Special Lecture on　Industry Society : Transition of Japan-China Relations）
日中イメージ変遷史　私たちはなぜコンビニで「ピザまんとウーロン茶」を買うのか
安田　峰俊
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
あなたは「中国」と聞いて何を思い浮かべるだろうか？　尖閣問題、爆買い、大気汚染……。もちろんこれらも近年形成
されたイメージの一面だが、もっとユルいものもあるだろう。ラーメン、パンダ、ウーロン茶、三国志なども、やはり日
本人にとっての「中国のイメージ」の構成要素だ。だが、これらの中国本土における実物は必ずしも日本人のイメージと
同じではない。例えば中国の「ラーメン」は牛肉ダシのコシのない麺であり、醤油や豚骨のラーメンは本来存在しない。
また、ウーロン茶は近年まで中国全土で必ずしもメジャーではなかった。三国志についても、一般の中国人よりも歴史ゲー
ム好きの日本人のほうが、武将の名前を詳しく知っている。こうした「日本式中国」のイメージはいかに生まれ、我々の
社会に定着したのか。その背景にはビジネスの影響もからむ。本講義は、これらの不思議を解明し、異文化受容のありか
たについて考えてゆく。

■講義分類
ビジネス環境理解、グローバルビジネス、社会人力養成

■到達目標
講義内容を理解し、自身の知見・調査研究を交えたうえでレポートの形でアウトプットすること。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎時間前に当該講義のテーマつきインターネット等で調べ、講義中に指示した書籍についても読むこと。レポートは講義
内容に関するものの予定、ノートをよく取り復習すること。予復習に各 1.3 時間以上をかけること。

■授業の概要
第 1講	 中国のイメージ：オリエンテーション
第 2講	 「ウーロン茶とピザまん」をコンビニで買う不思議
第 3講	 マイナー料理・麻婆豆腐の大出世
第 4講	 パンダはなぜやってくるのか
第 5講	 麻雀の歴史は 100年しかなかった？
第 6講	 「ラーメン一丁、餃子一人前」の不思議
第 7講	 「行」の読みは「ギョウ」か「コウ」か「アン」か。漢字の不思議
第 8講	 【中間レポート】
第 9講	 日本で三国志が人気になるまで
第 10講	 中華街はいつからデートスポットになったのか
第 11講	「春麗」（中国人女性キャラクター）はなぜ生まれたのか
第 12講	 中国が受容したジャパン・コンテンツの今昔
第 13講	 中国の「反日」はいつから始まったか？　その１
第 14講	 中国の「反日」はいつから始まったか？　その２
第 15講	 私たちは中国とどう付き合うべきか

■評価方法
出席 20％、中間レポート 30％、期末レポート 50％。ほか、積極的な講義参加姿勢などで加点する場合がある。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：充分な出席点、正しい文章で独自の調査研究を含めた中間・期末レポートの提出
評価A（89～ 80点）	：充分な出席点、正しい文章で独自性のみられる中間・期末レポートの提出
評価B（79～ 70点）	：欠席数が 5回以下で、正しい文章で内容のまとまりがある中間・期末レポートの提出
評価C（69～ 60点）	：欠席数が 5回以下で、不十分な内容ながら中間・期末レポートを提出した者
評価 F（59点以下）	 ：六回以上の欠席、極度に悪い受講態度、レポートの未提出・コピペなど

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①レポートにおける一定文量以上の剽窃（コピペ）は、理由のいかんを問わず不合格とする。②極度に受講態度が悪い学
生については、退室を命じる場合がある。③課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

情報探索法（Information Searching Methods）
アウトプット重視の情報探索法
泉澤　恭子
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
溢れる情報の中から、信頼性の高いビジネス情報を選び、加工してプレゼンテーションする技術を身につける。

■講義分類
ビジネス ICT、社会人力育

■到達目標
①信頼性の高い情報を選びとるための実践的知識を身につける　②インターネットおよびデータベースの検索技術を身に
つける　③プレゼンテーション資料づくりに必要な情報倫理に関する実践的知識を身につける　④パワーポイントを用い
た効果的なプレゼンを行うための実践的知識と技術を身につける

■授業形態
講義、双方向、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業後に講義資料を見直すこと。また、検索・プレゼンテーション等の実習課題を授業中に提出できなかった場合には授
業後に行い期限までに提出すること。1.3 時間。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 信頼性の高い情報源を選ぶポイント
第 3講	 テーマ企業を選定し、その企業公式サイトを読む
第 4講	 テーマ企業の”概要”を調べる
第 5講	 テーマ企業の“最近の動き”を調べる
第 6講	 テーマ企業の“業績”を調べる　
第 7講	 テーマ企業の経営者の“最近の考え”を調べる
第 8講	 プレゼン資料の信頼性を高める（情報倫理について）　
第 9講	 復習（中間小試験へ向けて）
第 10講	 中間小試験の後、期末試験の準備（１）コンセプトメイク　
第 11講	 期末試験の準備（２）パワーポイント資料づくり①　
第 12講	 期末試験の準備（３）パワーポイント資料づくり②
第 13講	 期末試験予行演習
第 14講	 期末試験（プレゼンテーション）
第 15講	 期末試験（プレゼンテーション）

■評価方法
一定以上の課題提出 +試験回答提出＝ 60％、課題点数 +試験点数 +授業貢献等＝ 40％として、総合評価する。授業態
度が著しく悪く、講義全体に悪影響を及ぼしていると講師が判断する場合には不合格とする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：総合評価が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：総合評価が 89～ 80点
評価 B（79～ 70点）	：総合評価が 79～ 70点
評価C（69～ 60点）	：総合評価が 69～ 60点
評価 F（59点以下）	 ：総合評価が 59点以下または授業態度が授業全体に悪影響を及ぼしている場合。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①受講者の習得状況等に応じて講義の内容やスケジュールを適宜変更する。②課題や試験等に対してフィードバックを行
う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

産業社会特講 ( 日中イメージ変遷史 )（Special Lecture on　Industry Society : Transition of Japan-China Relations）
日中イメージ変遷史　私たちはなぜコンビニで「ピザまんとウーロン茶」を買うのか
安田　峰俊
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
あなたは「中国」と聞いて何を思い浮かべるだろうか？　尖閣問題、爆買い、大気汚染……。もちろんこれらも近年形成
されたイメージの一面だが、もっとユルいものもあるだろう。ラーメン、パンダ、ウーロン茶、三国志なども、やはり日
本人にとっての「中国のイメージ」の構成要素だ。だが、これらの中国本土における実物は必ずしも日本人のイメージと
同じではない。例えば中国の「ラーメン」は牛肉ダシのコシのない麺であり、醤油や豚骨のラーメンは本来存在しない。
また、ウーロン茶は近年まで中国全土で必ずしもメジャーではなかった。三国志についても、一般の中国人よりも歴史ゲー
ム好きの日本人のほうが、武将の名前を詳しく知っている。こうした「日本式中国」のイメージはいかに生まれ、我々の
社会に定着したのか。その背景にはビジネスの影響もからむ。本講義は、これらの不思議を解明し、異文化受容のありか
たについて考えてゆく。

■講義分類
ビジネス環境理解、グローバルビジネス、社会人力養成

■到達目標
講義内容を理解し、自身の知見・調査研究を交えたうえでレポートの形でアウトプットすること。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎時間前に当該講義のテーマつきインターネット等で調べ、講義中に指示した書籍についても読むこと。レポートは講義
内容に関するものの予定、ノートをよく取り復習すること。予復習に各 1.3 時間以上をかけること。

■授業の概要
第 1講	 中国のイメージ：オリエンテーション
第 2講	 「ウーロン茶とピザまん」をコンビニで買う不思議
第 3講	 マイナー料理・麻婆豆腐の大出世
第 4講	 パンダはなぜやってくるのか
第 5講	 麻雀の歴史は 100年しかなかった？
第 6講	 「ラーメン一丁、餃子一人前」の不思議
第 7講	 「行」の読みは「ギョウ」か「コウ」か「アン」か。漢字の不思議
第 8講	 【中間レポート】
第 9講	 日本で三国志が人気になるまで
第 10講	 中華街はいつからデートスポットになったのか
第 11講	「春麗」（中国人女性キャラクター）はなぜ生まれたのか
第 12講	 中国が受容したジャパン・コンテンツの今昔
第 13講	 中国の「反日」はいつから始まったか？　その１
第 14講	 中国の「反日」はいつから始まったか？　その２
第 15講	 私たちは中国とどう付き合うべきか

■評価方法
出席 20％、中間レポート 30％、期末レポート 50％。ほか、積極的な講義参加姿勢などで加点する場合がある。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：充分な出席点、正しい文章で独自の調査研究を含めた中間・期末レポートの提出
評価A（89～ 80点）	：充分な出席点、正しい文章で独自性のみられる中間・期末レポートの提出
評価B（79～ 70点）	：欠席数が 5回以下で、正しい文章で内容のまとまりがある中間・期末レポートの提出
評価C（69～ 60点）	：欠席数が 5回以下で、不十分な内容ながら中間・期末レポートを提出した者
評価 F（59点以下）	 ：六回以上の欠席、極度に悪い受講態度、レポートの未提出・コピペなど

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①レポートにおける一定文量以上の剽窃（コピペ）は、理由のいかんを問わず不合格とする。②極度に受講態度が悪い学
生については、退室を命じる場合がある。③課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

情報探索法（Information Searching Methods）
アウトプット重視の情報探索法
泉澤　恭子
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
溢れる情報の中から、信頼性の高いビジネス情報を選び、加工してプレゼンテーションする技術を身につける。

■講義分類
ビジネス ICT、社会人力育

■到達目標
①信頼性の高い情報を選びとるための実践的知識を身につける　②インターネットおよびデータベースの検索技術を身に
つける　③プレゼンテーション資料づくりに必要な情報倫理に関する実践的知識を身につける　④パワーポイントを用い
た効果的なプレゼンを行うための実践的知識と技術を身につける

■授業形態
講義、双方向、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業後に講義資料を見直すこと。また、検索・プレゼンテーション等の実習課題を授業中に提出できなかった場合には授
業後に行い期限までに提出すること。1.3 時間。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 信頼性の高い情報源を選ぶポイント
第 3講	 テーマ企業を選定し、その企業公式サイトを読む
第 4講	 テーマ企業の”概要”を調べる
第 5講	 テーマ企業の“最近の動き”を調べる
第 6講	 テーマ企業の“業績”を調べる　
第 7講	 テーマ企業の経営者の“最近の考え”を調べる
第 8講	 プレゼン資料の信頼性を高める（情報倫理について）　
第 9講	 復習（中間小試験へ向けて）
第 10講	 中間小試験の後、期末試験の準備（１）コンセプトメイク　
第 11講	 期末試験の準備（２）パワーポイント資料づくり①　
第 12講	 期末試験の準備（３）パワーポイント資料づくり②
第 13講	 期末試験予行演習
第 14講	 期末試験（プレゼンテーション）
第 15講	 期末試験（プレゼンテーション）

■評価方法
一定以上の課題提出 +試験回答提出＝ 60％、課題点数 +試験点数 +授業貢献等＝ 40％として、総合評価する。授業態
度が著しく悪く、講義全体に悪影響を及ぼしていると講師が判断する場合には不合格とする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：総合評価が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：総合評価が 89～ 80点
評価 B（79～ 70点）	：総合評価が 79～ 70点
評価C（69～ 60点）	：総合評価が 69～ 60点
評価 F（59点以下）	 ：総合評価が 59点以下または授業態度が授業全体に悪影響を及ぼしている場合。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①受講者の習得状況等に応じて講義の内容やスケジュールを適宜変更する。②課題や試験等に対してフィードバックを行
う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

数字力で語る（How Basic Mathematics apply to the World）
グローバル時代に必須のリテラシー
深沢 真太郎
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
英語と同じように、「数字」も世界共通の言語である。
ゆえに、数字で語れないビジネスマンはこれからのグローバル社会で生きていくことはできません。
この科目は、就職活動就に通るための数学的知識だけを学ぶのではなく、社会で生きていくために必要な数的思考とは何
かを基礎から学びます。
「数字に強い人」を育成するためのベース作りに位置づけることができる、極めて重要な教育テーマである。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
（１）四則演算の意味や操作術など根本から理解し、数字＝ビジネスでの言語と捉える、（２）良いのか悪いのか、高いの
か安いのか、数的根拠をもって評価できる、（３）数字やグラフを用いて、説得力ある説明ができる、（４）就職活動時に
受験する基礎能力検査の対策を兼ねる

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前回講義の復習

■授業の概要
第 1講	 レクチャーフェーズ：四則演算、分数、小数の扱い
第 2講	 レクチャーフェーズ：割合を自在に操る
第 3講	 レクチャーフェーズ：お金の計算（損益算、清算、分割払い等）
第 4講	 レクチャーフェーズ：場合の数、順列、組み合わせ
第 5講	 レクチャーフェーズ：３種類の確率、期待値
第 6講	 レクチャーフェーズ：集合、推論
第 7講	 レクチャーフェーズ：単位変換、速さ、仕事算
第 8講	 レクチャーフェーズ：平均値、その他統計指標の意味
第 9講	 レクチャーフェーズ：グラフの活用
第 10講	 演習フェーズ：数字を情報に変える
第 11講	 演習フェーズ：フェルミ推定・データ分析基礎
第 12講	 演習フェーズ：数学的問題解決法
第 13講	 演習フェーズ：就職活動に向けた、能力検査対策
第 14講	 演習フェーズ：総合演習
第 15講	 期末試験（講義内で実施）

■評価方法
期末試験 50%、レポート 20%、出席 30%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：一般的なビジネスパーソンレベルにあると認められる
評価A（89～ 80点）	：数的思考ならびに数的表現力に優れると認められる
評価B（79～ 70点）	：就職活動に影響が出ないレベルと認められる
評価C（69～ 60点）	：及第点。ただし、今後の自己研鑽が不可欠
評価 F（59点以下）	 ：不十分。

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス数学基礎

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①私語や携帯電話などマナーに関しては厳しく指導する。他の学生に配慮ができない言動をする者は退出させることもあ
るので注意すること。②レポートや試験は講義中の講師の発言やアドヴァイスから出題されることが多い。毎回出席する
ことが極めて重要である。③本科目は履修制限科目であり履修希望者は初回講義に必ず出席すること。④課題や試験等に
対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

スポーツ I・II（Sports I・II）
ｳｫｰｷﾝｸﾞ、ﾎﾞﾃﾞｨﾜｰｸ､ ｼｪｲﾌﾟｱｯﾌﾟﾌｨｯﾄﾈｽ､ ﾌｯﾄｻﾙ､ ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ等
梅澤、大澤、福角
Ｉ：1 年生以上、ＩＩ：2 年生以上 春秋学期 学期週 1 回

■講義目的
スポーツ文化の諸側面を学ぶことによって、(1)	自分の体を知り、自ら「育てる」「つくる」「維持する」ことができる知
識や能力を身につけること。(2)	生涯にわたってスポーツ文化を楽しむ能力（「する」だけでなく、「みる」「よむ」など
の楽しみかたもあります）を身につけること。(3)	スポーツ文化を通じて、仕事生活、家庭生活、その他余暇生活など、
人生全体を豊かにしていくための資質を、授業内外のさまざまな体験を通じて獲得していくこと。(4)	スポーツの価値に
ついての知見を深めること　を目的とする。詳細は、学生諸君に与えられた本学 IDアカウントからのログインにより閲
覧できるGoogleSite に掲載し、その閲覧方法について T-NEXT によって通知するので、それに従ってください。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
「講義目的」に記載されている目的に即した、個々人の発展が見られることが、講義としての目標であり、学生一人一人
の状況に応じた課題を達成することが個人の到達目標となる。

■授業形態
講義、実技、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
スキル開発だけでなく、スポーツの意義や社会的な存在価値について理解するべく、スポーツに関する文献、報道、その
他の情報を十分に蒐集し、理解しておくこと。（90分程度）

■授業の概要
第 1講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください（以下同様）.
第 2講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 3講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 4講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 5講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 6講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 7講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 8講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 9講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 10講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 11講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 12講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 13講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 14講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 15講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .

■評価方法
以下（１）（２）による総合評価とする。教員毎に配分は異なるの。（１）授業へのコミットの深度、参加態度　（２）講
義目的である①スキルの修得②知識の修得③自分や他者に資する①②のマネジメント能力

■評価基準
評価A+（90点以上）	：スキル開発と同時にその社会的意義の理解がなされていること。
評価A（89～ 80点）	：技能の開発が十分行われ、将来行かされる準備ができていること。
評価B（79～ 70点）	：技能や知識、態度の形成が行われたと認められること
評価C（69～ 60点）	：一定の経験とこれに対する自己理解、態度形成が行われたと認められること
評価 F（59点以下）	 ：「スポーツ」の講義目的に沿った活動ができなかったとみられる場合、F評価とします。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①高校までの「体育」とコンセプトが異なることに留意して履修してもらいたい。	②各講義において、指示が異なるので、
これによく留意して受講したもらいたい。	③原則として、受講希望者は、学期の第 1講の日時に、指定された教室に集
合しなければならない。（T-NEXT にて指示する）　
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

数字力で語る（How Basic Mathematics apply to the World）
グローバル時代に必須のリテラシー
深沢 真太郎
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
英語と同じように、「数字」も世界共通の言語である。
ゆえに、数字で語れないビジネスマンはこれからのグローバル社会で生きていくことはできません。
この科目は、就職活動就に通るための数学的知識だけを学ぶのではなく、社会で生きていくために必要な数的思考とは何
かを基礎から学びます。
「数字に強い人」を育成するためのベース作りに位置づけることができる、極めて重要な教育テーマである。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
（１）四則演算の意味や操作術など根本から理解し、数字＝ビジネスでの言語と捉える、（２）良いのか悪いのか、高いの
か安いのか、数的根拠をもって評価できる、（３）数字やグラフを用いて、説得力ある説明ができる、（４）就職活動時に
受験する基礎能力検査の対策を兼ねる

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前回講義の復習

■授業の概要
第 1講	 レクチャーフェーズ：四則演算、分数、小数の扱い
第 2講	 レクチャーフェーズ：割合を自在に操る
第 3講	 レクチャーフェーズ：お金の計算（損益算、清算、分割払い等）
第 4講	 レクチャーフェーズ：場合の数、順列、組み合わせ
第 5講	 レクチャーフェーズ：３種類の確率、期待値
第 6講	 レクチャーフェーズ：集合、推論
第 7講	 レクチャーフェーズ：単位変換、速さ、仕事算
第 8講	 レクチャーフェーズ：平均値、その他統計指標の意味
第 9講	 レクチャーフェーズ：グラフの活用
第 10講	 演習フェーズ：数字を情報に変える
第 11講	 演習フェーズ：フェルミ推定・データ分析基礎
第 12講	 演習フェーズ：数学的問題解決法
第 13講	 演習フェーズ：就職活動に向けた、能力検査対策
第 14講	 演習フェーズ：総合演習
第 15講	 期末試験（講義内で実施）

■評価方法
期末試験 50%、レポート 20%、出席 30%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：一般的なビジネスパーソンレベルにあると認められる
評価A（89～ 80点）	：数的思考ならびに数的表現力に優れると認められる
評価B（79～ 70点）	：就職活動に影響が出ないレベルと認められる
評価C（69～ 60点）	：及第点。ただし、今後の自己研鑽が不可欠
評価 F（59点以下）	 ：不十分。

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス数学基礎

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①私語や携帯電話などマナーに関しては厳しく指導する。他の学生に配慮ができない言動をする者は退出させることもあ
るので注意すること。②レポートや試験は講義中の講師の発言やアドヴァイスから出題されることが多い。毎回出席する
ことが極めて重要である。③本科目は履修制限科目であり履修希望者は初回講義に必ず出席すること。④課題や試験等に
対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

スポーツ I・II（Sports I・II）
ｳｫｰｷﾝｸﾞ、ﾎﾞﾃﾞｨﾜｰｸ､ ｼｪｲﾌﾟｱｯﾌﾟﾌｨｯﾄﾈｽ､ ﾌｯﾄｻﾙ､ ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ等
梅澤、大澤、福角
Ｉ：1 年生以上、ＩＩ：2 年生以上 春秋学期 学期週 1 回

■講義目的
スポーツ文化の諸側面を学ぶことによって、(1)	自分の体を知り、自ら「育てる」「つくる」「維持する」ことができる知
識や能力を身につけること。(2)	生涯にわたってスポーツ文化を楽しむ能力（「する」だけでなく、「みる」「よむ」など
の楽しみかたもあります）を身につけること。(3)	スポーツ文化を通じて、仕事生活、家庭生活、その他余暇生活など、
人生全体を豊かにしていくための資質を、授業内外のさまざまな体験を通じて獲得していくこと。(4)	スポーツの価値に
ついての知見を深めること　を目的とする。詳細は、学生諸君に与えられた本学 IDアカウントからのログインにより閲
覧できるGoogleSite に掲載し、その閲覧方法について T-NEXT によって通知するので、それに従ってください。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
「講義目的」に記載されている目的に即した、個々人の発展が見られることが、講義としての目標であり、学生一人一人
の状況に応じた課題を達成することが個人の到達目標となる。

■授業形態
講義、実技、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
スキル開発だけでなく、スポーツの意義や社会的な存在価値について理解するべく、スポーツに関する文献、報道、その
他の情報を十分に蒐集し、理解しておくこと。（90分程度）

■授業の概要
第 1講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください（以下同様）.
第 2講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 3講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 4講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 5講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 6講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 7講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 8講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 9講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 10講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 11講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 12講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 13講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 14講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .
第 15講	 講義概要については、個々のクラスの教員の指示に従ってください .

■評価方法
以下（１）（２）による総合評価とする。教員毎に配分は異なるの。（１）授業へのコミットの深度、参加態度　（２）講
義目的である①スキルの修得②知識の修得③自分や他者に資する①②のマネジメント能力

■評価基準
評価A+（90点以上）	：スキル開発と同時にその社会的意義の理解がなされていること。
評価A（89～ 80点）	：技能の開発が十分行われ、将来行かされる準備ができていること。
評価B（79～ 70点）	：技能や知識、態度の形成が行われたと認められること
評価C（69～ 60点）	：一定の経験とこれに対する自己理解、態度形成が行われたと認められること
評価 F（59点以下）	 ：「スポーツ」の講義目的に沿った活動ができなかったとみられる場合、F評価とします。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①高校までの「体育」とコンセプトが異なることに留意して履修してもらいたい。	②各講義において、指示が異なるので、
これによく留意して受講したもらいたい。	③原則として、受講希望者は、学期の第 1講の日時に、指定された教室に集
合しなければならない。（T-NEXT にて指示する）　
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

多摩学 I（Tama Study I）
～多摩を学ぶ。多摩から学ぶ。～
丹下、野坂
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
各地域には、各地域なりの「力」がある。その力の源泉は、地域にいる人々の共通の記憶を継続的に育んでいることであ
る。多摩地域にあるこの大学で、私たちが一緒に学んで共通の体験から何かを得ようとしているのも、場所の「力」によ
るものと考えても良いのではないか。
　私たちの大学が立地している多摩地域にも、地域なりの「力」がある。その「力」と可能性について考えることが、こ
の地域の活性化と発展につながる。		「多摩学」とは、多摩の来歴を探り、多摩の現代について考え、多摩という視点か
ら未来を構想する学問である。その地歴を探り、この地域の持つ意味と可能性を多角的・学際的に探求していく。本講義
では、主に多摩地域を様々な産業の面からみていくことで、多摩地域が持つ強みと課題について考える。

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、地域ビジネス

■到達目標
本講義のゴール（目標）は、次の 3つとする。（１）「グローカル社会に対する理解」：「多摩地域」の全体的なイメージを持ち、
自分の言葉でその特徴と可能性を説明できること。（２）「社会の発展に貢献する力」：他の地域と比べた特徴や優位点お
よび課題を自分なりに見つけ出すこと。（３）「役割分担により組織目標の達成に貢献する力」：多摩地域を自分なりに説
明することにより、プレゼンテーション能力を高めること。

■授業形態
講義、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
多摩地域の地理について基礎的な知識を習得するための予習が必要である。講義内のレポートに加えて、課題レポートを
複数回作成する。これらの内容により、予習・復習には各 1.5	時間を要する。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション：なぜ「多摩」を学ぶのか
第 2講	 日本の中の多摩、東京の中の多摩
第 3講	 多摩の地勢
第 4講	 多摩の交通（鉄道、道路）
第 5講	 多摩の産業史
第 6講	 多摩の産業（１）（映画・アニメ、精密機器）
第 7講	 多摩の産業（２）（金融、流通）
第 8講	 多摩の産業（３）（工場、研究機関、産学連携）
第 9講	 多摩の創造力と大学
第 10講	 多摩の観光資源（１）（アミューズメント）
第 11講	 多摩の観光資源（２）（自然と公園）
第 12講	 多摩の地場産品（１）（農水産物と料理）
第 13講	 多摩の地場産品（２）（工業品と伝統工芸品）
第 14講	 多摩の課題（ベッドタウンの変貌と高齢化）
第 15講	 まとめ、振り返り

■評価方法
出席（講義内レポート含む）40％、課題レポートまたは試験 60％。ただし、講義に際して教員の指示に従わない等問題
があった者は、減点あるいは単位を付与しないものとする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：「多摩地域」の全体像を的確に捉えている。
評価A（89～ 80点）	：「多摩地域」の全体像を捉えている。
評価B（79～ 70点）	：「多摩地域」の全体像をある程度捉えている。
評価C（69～ 60点）	：「多摩地域」の全体像を不十分ではあるが捉えている。
評価 F（59点以下）	 ：「多摩地域」の全体像を捉えていない。講義の内容を理解していない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題、試験等に対してフィードバックを行う。　

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

地域ビジネス入門（Introduction to Region Business）
～地域活性化の手法を考える～　
中澤、梅澤、中庭、松本、丹下、野坂
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
現代を生きる私たちには、「グローバル」へと視野を広げる一方、足元に市場が広がる「ローカル（地域）」にもしっかり
と目を向けることが必要となっています。ビジネスにおいても地域との関係は切っても切り離せない密接なものがあるの
です。こうした中、近年、地域の資源を活用したり、地域の課題やニーズにきめ細かく対応したりする地域密着型のビジ
ネス（「地域ビジネス」）が注目されています。
本講義は、このような地域とビジネスの関係や地域活性化手法を学ぶ入門科目であり、様々な地域活性化の手法を豊富な
事例を交えながら学んでいきます。また、本講義を通じて、「地域社会」や「ビジネス」に対する多面的な見方を養います。　

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、地域ビジネス

■到達目標
1	自分の生活にとって地域とは何かということを、現実感を持ってイメージすること。	2	地域ビジネスに関する基礎知識、
地域活性化の基本的手法を習得し、地域の課題解決に向けた構想力を身に付けること。　

■授業形態
講義、ディベート、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
各講義の内容をまとめ、地域ビジネスの問題解決のために何が必要か、系統的に理解すること。約 1.3	時間を要す。　

■授業の概要
第 1講	 地域社会にとってビジネスとは何か
第 2講	 地域ビジネスを創造するには（丹下）
第 3講	 地域ビジネスのグローバル展開（丹下）
第 4講	 地域ビジネス実践報告（梅澤）
第 5講	 地域ビジネスとサービス・デザイン（梅澤）　
第 6講	 ネットワークを通じた地域ビジネスにおける価値の創造（野坂）
第 7講	 地域ビジネスにおけるCSV(Creating	Shared	Value：共通価値の創造 ) の意義（野坂）
第 8講	 前半のまとめ
第 9講	 クリエイティブ都市論－都市と地域を経営する（中庭）　
第 10講	 これからの観光まちづくり－着地マーケティングの世界（中庭）　
第 11講	 映像産業と多摩地域（中澤）　
第 12講	 ツーリズムの時代（中澤）　
第 13講	 コミュニティビジネス（松本）　
第 14講	 主要地域ビジネスの事業開発（松本）　
第 15講	 後半のまとめ

■評価方法
出席 20％、各講義に関するレポート 60％、まとめのレポート 20％　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：各講義について深く理解し、地域ビジネスに対する考えを明確に示すことが出来る。　
評価A（89～ 80点）	：各講義について深く理解し、地域ビジネスに対する考えを示すことが出来る。
評価B（79～ 70点）	：各講義について深く理解し、地域ビジネスの可能性を考えることが出来る。
評価C（69～ 60点）	：各講義について深く理解し、地域ビジネスの重要性を把握している。
評価 F（59点以下）	 ：各講義についての理解が不十分であり、地域ビジネスの重要性をつかんでいない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

多摩学 I（Tama Study I）
～多摩を学ぶ。多摩から学ぶ。～
丹下、野坂
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
各地域には、各地域なりの「力」がある。その力の源泉は、地域にいる人々の共通の記憶を継続的に育んでいることであ
る。多摩地域にあるこの大学で、私たちが一緒に学んで共通の体験から何かを得ようとしているのも、場所の「力」によ
るものと考えても良いのではないか。
　私たちの大学が立地している多摩地域にも、地域なりの「力」がある。その「力」と可能性について考えることが、こ
の地域の活性化と発展につながる。		「多摩学」とは、多摩の来歴を探り、多摩の現代について考え、多摩という視点か
ら未来を構想する学問である。その地歴を探り、この地域の持つ意味と可能性を多角的・学際的に探求していく。本講義
では、主に多摩地域を様々な産業の面からみていくことで、多摩地域が持つ強みと課題について考える。

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、地域ビジネス

■到達目標
本講義のゴール（目標）は、次の 3つとする。（１）「グローカル社会に対する理解」：「多摩地域」の全体的なイメージを持ち、
自分の言葉でその特徴と可能性を説明できること。（２）「社会の発展に貢献する力」：他の地域と比べた特徴や優位点お
よび課題を自分なりに見つけ出すこと。（３）「役割分担により組織目標の達成に貢献する力」：多摩地域を自分なりに説
明することにより、プレゼンテーション能力を高めること。

■授業形態
講義、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
多摩地域の地理について基礎的な知識を習得するための予習が必要である。講義内のレポートに加えて、課題レポートを
複数回作成する。これらの内容により、予習・復習には各 1.5	時間を要する。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション：なぜ「多摩」を学ぶのか
第 2講	 日本の中の多摩、東京の中の多摩
第 3講	 多摩の地勢
第 4講	 多摩の交通（鉄道、道路）
第 5講	 多摩の産業史
第 6講	 多摩の産業（１）（映画・アニメ、精密機器）
第 7講	 多摩の産業（２）（金融、流通）
第 8講	 多摩の産業（３）（工場、研究機関、産学連携）
第 9講	 多摩の創造力と大学
第 10講	 多摩の観光資源（１）（アミューズメント）
第 11講	 多摩の観光資源（２）（自然と公園）
第 12講	 多摩の地場産品（１）（農水産物と料理）
第 13講	 多摩の地場産品（２）（工業品と伝統工芸品）
第 14講	 多摩の課題（ベッドタウンの変貌と高齢化）
第 15講	 まとめ、振り返り

■評価方法
出席（講義内レポート含む）40％、課題レポートまたは試験 60％。ただし、講義に際して教員の指示に従わない等問題
があった者は、減点あるいは単位を付与しないものとする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：「多摩地域」の全体像を的確に捉えている。
評価A（89～ 80点）	：「多摩地域」の全体像を捉えている。
評価B（79～ 70点）	：「多摩地域」の全体像をある程度捉えている。
評価C（69～ 60点）	：「多摩地域」の全体像を不十分ではあるが捉えている。
評価 F（59点以下）	 ：「多摩地域」の全体像を捉えていない。講義の内容を理解していない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題、試験等に対してフィードバックを行う。　

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

地域ビジネス入門（Introduction to Region Business）
～地域活性化の手法を考える～　
中澤、梅澤、中庭、松本、丹下、野坂
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
現代を生きる私たちには、「グローバル」へと視野を広げる一方、足元に市場が広がる「ローカル（地域）」にもしっかり
と目を向けることが必要となっています。ビジネスにおいても地域との関係は切っても切り離せない密接なものがあるの
です。こうした中、近年、地域の資源を活用したり、地域の課題やニーズにきめ細かく対応したりする地域密着型のビジ
ネス（「地域ビジネス」）が注目されています。
本講義は、このような地域とビジネスの関係や地域活性化手法を学ぶ入門科目であり、様々な地域活性化の手法を豊富な
事例を交えながら学んでいきます。また、本講義を通じて、「地域社会」や「ビジネス」に対する多面的な見方を養います。　

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、地域ビジネス

■到達目標
1	自分の生活にとって地域とは何かということを、現実感を持ってイメージすること。	2	地域ビジネスに関する基礎知識、
地域活性化の基本的手法を習得し、地域の課題解決に向けた構想力を身に付けること。　

■授業形態
講義、ディベート、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
各講義の内容をまとめ、地域ビジネスの問題解決のために何が必要か、系統的に理解すること。約 1.3	時間を要す。　

■授業の概要
第 1講	 地域社会にとってビジネスとは何か
第 2講	 地域ビジネスを創造するには（丹下）
第 3講	 地域ビジネスのグローバル展開（丹下）
第 4講	 地域ビジネス実践報告（梅澤）
第 5講	 地域ビジネスとサービス・デザイン（梅澤）　
第 6講	 ネットワークを通じた地域ビジネスにおける価値の創造（野坂）
第 7講	 地域ビジネスにおけるCSV(Creating	Shared	Value：共通価値の創造 ) の意義（野坂）
第 8講	 前半のまとめ
第 9講	 クリエイティブ都市論－都市と地域を経営する（中庭）　
第 10講	 これからの観光まちづくり－着地マーケティングの世界（中庭）　
第 11講	 映像産業と多摩地域（中澤）　
第 12講	 ツーリズムの時代（中澤）　
第 13講	 コミュニティビジネス（松本）　
第 14講	 主要地域ビジネスの事業開発（松本）　
第 15講	 後半のまとめ

■評価方法
出席 20％、各講義に関するレポート 60％、まとめのレポート 20％　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：各講義について深く理解し、地域ビジネスに対する考えを明確に示すことが出来る。　
評価A（89～ 80点）	：各講義について深く理解し、地域ビジネスに対する考えを示すことが出来る。
評価B（79～ 70点）	：各講義について深く理解し、地域ビジネスの可能性を考えることが出来る。
評価C（69～ 60点）	：各講義について深く理解し、地域ビジネスの重要性を把握している。
評価 F（59点以下）	 ：各講義についての理解が不十分であり、地域ビジネスの重要性をつかんでいない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

中国語 I（Chinese I）
中国語Ⅰ
水盛　涼一
1 年生以上 春学期 学期週 2 回

■講義目的
中国、台湾、香港、澳門、シンガポール。いわゆる大中華圏で中国語を母語とする人々は 14億人を超えます。これは英語（6
億人）、インドのヒンディー語（5億人）、スペイン語（4億 5千万人）、アラビア語（3億人）、そして日本語（1億 3全
万人）の母語話者をおさえ、世界で最大の話者人口です。しかも大中華圏は日本に近く、観光に貿易にと交流は益々密接
になっています。すでに日本と切っても切り離せない関係の大中華圏について、最新の教科書を使い、社会や文化の話題
を中心に、すぐに役立つ実践的な中国語を習得していきます。
※母語が中国語ではない学生のみ履修できます。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
①中国・大中華圏の社会や文化について理解を深め、異文化との接触時に戸惑わず積極的に自己主張できるようにする。
②中国語による自己紹介をはじめ、会話や表現への基礎力を身につける。③客観的指標として、中国語検定試験四級程度
の実力をつけることを目標とする。　

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義前には必ず該当範囲を読み、ＣＤを聞いておいてください。また毎週にわたり簡単な確認テストを実施します。その
ため、講義前にはおよそ二時間弱の予習復習が必要となるでしょう。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 中国語の発音について
第 3講	 教科書：第一課
第 4講	 教科書：第二課
第 5講	 教科書：第三課
第 6講	 教科書：第四課
第 7講	 教科書：第一課から第四課までの復習
第 8講	 教科書：第五課
第 9講	 教科書：第六課
第 10講	 教科書：第七課
第 11講	 教科書：第八課
第 12講	 教科書：第九課
第 13講	 教科書：第十課
第 14講	 期末試験に備えて
第 15講	 期末試験

■評価方法
期末試験（60％）、授業に取り組む姿勢・積極性および講義内小テスト（40％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 90点以上。
評価A（89～ 80点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 89～ 80点。
評価 B（79～ 70点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 79～ 70点。
評価C（69～ 60点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 69～ 60点。
評価 F（59点以下）	 ：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 59点以下。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

中国語 II（Chinese II）
中国語Ⅱ
水盛　涼一
1 年生以上 秋学期 学期週 2 回

■講義目的
中国、台湾、香港、澳門、シンガポール。いわゆる大中華圏で中国語を母語とする人々は 14億人を超えます。これは英語（6
億人）、インドのヒンディー語（5億人）、スペイン語（4億 5千万人）、アラビア語（3億人）、そして日本語（1億 3全万人）
の母語話者をおさえ、世界で最大の話者人口です。しかも大中華圏は日本に近く、観光に貿易にと交流は益々密接になっ
ています。すでに日本と切っても切り離せない関係の大中華圏について、春学期に引き続き、最新の教科書を使い、社会
や文化の話題を中心に、すぐに役立つ実践的な中国語を習得していきます。
※母語が中国語ではない学生のみ履修できます。基本的に「中国語 I」の履修が必要です。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
①中国・大中華圏の社会や文化について理解を深め、異文化との接触時に戸惑わず積極的に自己主張できるようにする。
②中国語による自己紹介をはじめ、会話や表現への基礎力を身につける。③客観的指標として、中国語検定試験四級程度
の実力をつけることを目標とする。　

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義前には必ず該当範囲を読み、ＣＤを聞いておいてください。また毎週にわたり簡単な確認テストを実施します。その
ため、講義前にはおよそ二時間弱の予習復習が必要となるでしょう。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 中国語での自己紹介
第 3講	 教科書：第十一課
第 4講	 教科書：第十二課
第 5講	 教科書：第十三課
第 6講	 教科書：第十四課
第 7講	 教科書：第十五課
第 8講	 教科書：第十六課
第 9講	 教科書：第十七課
第 10講	 教科書：第十八課
第 11講	 教科書：第十九課
第 12講	 教科書：第二十課
第 13講	 教科書総復習
第 14講	 期末試験に備えて
第 15講	 期末試験

■評価方法
期末試験（60％）、授業に取り組む姿勢・積極性および講義内小テスト（40％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 90点以上。
評価A（89～ 80点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 89～ 80点。
評価 B（79～ 70点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 79～ 70点。
評価C（69～ 60点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 69～ 60点。
評価 F（59点以下）	 ：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 59点以下。

■他に履修することが望ましい科目
中国語Ⅰ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

中国語 I（Chinese I）
中国語Ⅰ
水盛　涼一
1 年生以上 春学期 学期週 2 回

■講義目的
中国、台湾、香港、澳門、シンガポール。いわゆる大中華圏で中国語を母語とする人々は 14億人を超えます。これは英語（6
億人）、インドのヒンディー語（5億人）、スペイン語（4億 5千万人）、アラビア語（3億人）、そして日本語（1億 3全
万人）の母語話者をおさえ、世界で最大の話者人口です。しかも大中華圏は日本に近く、観光に貿易にと交流は益々密接
になっています。すでに日本と切っても切り離せない関係の大中華圏について、最新の教科書を使い、社会や文化の話題
を中心に、すぐに役立つ実践的な中国語を習得していきます。
※母語が中国語ではない学生のみ履修できます。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
①中国・大中華圏の社会や文化について理解を深め、異文化との接触時に戸惑わず積極的に自己主張できるようにする。
②中国語による自己紹介をはじめ、会話や表現への基礎力を身につける。③客観的指標として、中国語検定試験四級程度
の実力をつけることを目標とする。　

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義前には必ず該当範囲を読み、ＣＤを聞いておいてください。また毎週にわたり簡単な確認テストを実施します。その
ため、講義前にはおよそ二時間弱の予習復習が必要となるでしょう。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 中国語の発音について
第 3講	 教科書：第一課
第 4講	 教科書：第二課
第 5講	 教科書：第三課
第 6講	 教科書：第四課
第 7講	 教科書：第一課から第四課までの復習
第 8講	 教科書：第五課
第 9講	 教科書：第六課
第 10講	 教科書：第七課
第 11講	 教科書：第八課
第 12講	 教科書：第九課
第 13講	 教科書：第十課
第 14講	 期末試験に備えて
第 15講	 期末試験

■評価方法
期末試験（60％）、授業に取り組む姿勢・積極性および講義内小テスト（40％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 90点以上。
評価A（89～ 80点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 89～ 80点。
評価 B（79～ 70点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 79～ 70点。
評価C（69～ 60点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 69～ 60点。
評価 F（59点以下）	 ：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 59点以下。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

中国語 II（Chinese II）
中国語Ⅱ
水盛　涼一
1 年生以上 秋学期 学期週 2 回

■講義目的
中国、台湾、香港、澳門、シンガポール。いわゆる大中華圏で中国語を母語とする人々は 14億人を超えます。これは英語（6
億人）、インドのヒンディー語（5億人）、スペイン語（4億 5千万人）、アラビア語（3億人）、そして日本語（1億 3全万人）
の母語話者をおさえ、世界で最大の話者人口です。しかも大中華圏は日本に近く、観光に貿易にと交流は益々密接になっ
ています。すでに日本と切っても切り離せない関係の大中華圏について、春学期に引き続き、最新の教科書を使い、社会
や文化の話題を中心に、すぐに役立つ実践的な中国語を習得していきます。
※母語が中国語ではない学生のみ履修できます。基本的に「中国語 I」の履修が必要です。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
①中国・大中華圏の社会や文化について理解を深め、異文化との接触時に戸惑わず積極的に自己主張できるようにする。
②中国語による自己紹介をはじめ、会話や表現への基礎力を身につける。③客観的指標として、中国語検定試験四級程度
の実力をつけることを目標とする。　

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義前には必ず該当範囲を読み、ＣＤを聞いておいてください。また毎週にわたり簡単な確認テストを実施します。その
ため、講義前にはおよそ二時間弱の予習復習が必要となるでしょう。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 中国語での自己紹介
第 3講	 教科書：第十一課
第 4講	 教科書：第十二課
第 5講	 教科書：第十三課
第 6講	 教科書：第十四課
第 7講	 教科書：第十五課
第 8講	 教科書：第十六課
第 9講	 教科書：第十七課
第 10講	 教科書：第十八課
第 11講	 教科書：第十九課
第 12講	 教科書：第二十課
第 13講	 教科書総復習
第 14講	 期末試験に備えて
第 15講	 期末試験

■評価方法
期末試験（60％）、授業に取り組む姿勢・積極性および講義内小テスト（40％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 90点以上。
評価A（89～ 80点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 89～ 80点。
評価 B（79～ 70点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 79～ 70点。
評価C（69～ 60点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 69～ 60点。
評価 F（59点以下）	 ：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 59点以下。

■他に履修することが望ましい科目
中国語Ⅰ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本語講座（初級）（Japanese Language Beginners　Course）
日本語会話
TIJ 東京日本語研修所
1 年生以上 春学期 学期週 2 回

■講義目的
留学生が日本で生活するための日常会話、友だちと交流するための会話、また大学の職員、教師をコミュニケーションす
るための会話、社会から情報を得るための会話能力をつけると同時に、そのために必要な文法、語彙、表現を学ぶ。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、地域ビジネス

■到達目標
（１）日常生活や大生生活の中で話されている会話がほぼ理解できる。（２）日常生活や大学生活の中で自分が言いたいこ
とを大体伝えることができる。（３）自分の経験や夢、希望などをスピーチ形式で発表できる。

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習として、教科書や新聞記事等の漢字の読みや語彙を調べてくること。復習・宿題として、短文作文やレポートを提出
すること。必要時間は各 90分。

■授業の概要
第 1講	 プレースメントテスト、作文・作文発表・漢字
第 2講	 作文、ニュース漢字、聴解
第 3講	 作文発表、作文、ニュース漢字、聴解
第 4講	 作文発表、作文、漢字、聴解、ニュース漢字
第 5講	 会話 1課	ニュース漢字、聴解
第 6講	 会話 1課	スピーチ、ニュース漢字、聴解
第 7講	 会話 1課	スピーチ原稿書き、ニュース漢字、聴解
第 8講	 会話 2課	スピーチ発表、ニュース漢字、聴解
第 9講	 会話 2課	スピーチ、ニュース漢字、聴解
第 10講	 会話 2課	スピーチ発表、ニュース漢字、聴解
第 11講	 会話 3課	ニュース漢字、聴解
第 12講	 会話３課スピーチ原稿書き、ニュース漢字、聴解
第 13講	 会話３課スピーチ発表、ニュース漢字、修了スピーチ準備
第 14講	 修了スピーチ準備、ニュース漢字
第 15講	 期末テスト（文法・漢字）、スピーチ準備、修了スピーチ

■評価方法
出席・授業態度・毎回のテスト・宿題：８０％、修了スピーチ：２０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：社会の問題について、自分が考えたことが論理的に発表できる。
評価A（89～ 80点）	：社会の問題について、自分の考えたことが分かりやすく発表できる。
評価B（79～ 70点）	：社会の問題について、自分が考えたことが発表できる。
評価C（69～ 60点）	：社会の問題について、自分が考えたことが短く発表できる。
評価 F（59点以下）	 ：出席・授業中の活動・期末テストで基準を満たさなかった。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①本講座は外国人留学生のための講座です。日本人学生が履修しても単位は授与されません。週二日の両日あわせて一講
座となりますので、両方を履修してください。②課題や試験等に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本語講座 ( 中級 I)（Japanese Language (Intermediate Course I)）
日本語講座中級会話
TIJ 東京日本語研修所
1 年生以上 春学期 学期週 2 回

■講義目的
留学生が日本で生活するための日常会話だけでなく、大学の授業を聞くため、また授業に積極的に参加するため、及び社
会から情報を得るため、また社会に参加し問題解決するための日本語会話能力、聴解能力をつけると同時に、そのために
必要な文法、語彙、表現を学ぶ。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、地域ビジネス

■到達目標
（１）社会生活や大学生活の中で話されている会話がほぼ理解できる。	（２）社会生活や大学生活の中で、自分が言いた
いことをほぼ伝えることができる。	（３）社会の問題について、自分が考えたことが発表できる。

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習として、新聞記事やニュース等の漢字の読みや語彙を調べてくること。復習・宿題として、短文作文やレポートを提
出すること。必要時間は各 90分。

■授業の概要
第 1講	 プレースメントテスト、作文、作文発表、聴解
第 2講	 資料 1　本文・まとめ・聴解・要約・熟語
第 3講	 資料 1	関連の聴解・語彙・発表のための原稿書き・聴解・要約・熟語
第 4講	 資料 1	プレゼンテーション準備・聴解・要約・熟語
第 5講	 資料 2	本文・まとめ・聴解・要約・熟語
第 6講	 資料 2	語彙・聴解・聴解・要約・熟語
第 7講	 資料 2	ディベート準備・聴解・要約・熟語
第 8講	 資料 2	ディベートシナリオ・聴解・要約・熟語
第 9講	 資料 2	ディベート・聴解・要約・熟語
第 10講	 資料 3	本文・まとめ・聴解・要約・熟語
第 11講	 資料 3	聴解・語彙・原稿書き・聴解・要約・熟語
第 12講	 資料 3	ディベート・修了プレゼンテーション準備
第 13講	 修了プレゼンテーション準備
第 14講	 修了プレゼンテーション準備
第 15講	 期末テスト（文法・漢字）・修了プレゼンテーション準備・修了プレゼンテーション

■評価方法
出席・授業態度・毎回のテスト・宿題：８０％、修了プレゼンテーション：２０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：会話がほぼ理解でき、言いたいことが伝えられ、社会問題を分かりやすく発表できる。
評価A（89～ 80点）	：会話がだいたい理解でき、社会問題について、自分が考えたことがしっかり発表できる。
評価B（79～ 70点）	：会話が理解でき、社会の問題について、自分が考えたことが発表できる。
評価C（69～ 60点）	：やさしい会話が理解でき、社会問題について考えたことが短く発表できる。
評価 F（59点以下）	 ：出席・授業中の活動・期末テストが基準を満たさなかった。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①本講座は外国人留学生のための講座です。日本人学生が履修しても単位は授与されません。週二日の両日あわせて一講
座となりますので、両方を履修してください。②課題や試験等に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本語講座（初級）（Japanese Language Beginners　Course）
日本語会話
TIJ 東京日本語研修所
1 年生以上 春学期 学期週 2 回

■講義目的
留学生が日本で生活するための日常会話、友だちと交流するための会話、また大学の職員、教師をコミュニケーションす
るための会話、社会から情報を得るための会話能力をつけると同時に、そのために必要な文法、語彙、表現を学ぶ。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、地域ビジネス

■到達目標
（１）日常生活や大生生活の中で話されている会話がほぼ理解できる。（２）日常生活や大学生活の中で自分が言いたいこ
とを大体伝えることができる。（３）自分の経験や夢、希望などをスピーチ形式で発表できる。

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習として、教科書や新聞記事等の漢字の読みや語彙を調べてくること。復習・宿題として、短文作文やレポートを提出
すること。必要時間は各 90分。

■授業の概要
第 1講	 プレースメントテスト、作文・作文発表・漢字
第 2講	 作文、ニュース漢字、聴解
第 3講	 作文発表、作文、ニュース漢字、聴解
第 4講	 作文発表、作文、漢字、聴解、ニュース漢字
第 5講	 会話 1課	ニュース漢字、聴解
第 6講	 会話 1課	スピーチ、ニュース漢字、聴解
第 7講	 会話 1課	スピーチ原稿書き、ニュース漢字、聴解
第 8講	 会話 2課	スピーチ発表、ニュース漢字、聴解
第 9講	 会話 2課	スピーチ、ニュース漢字、聴解
第 10講	 会話 2課	スピーチ発表、ニュース漢字、聴解
第 11講	 会話 3課	ニュース漢字、聴解
第 12講	 会話３課スピーチ原稿書き、ニュース漢字、聴解
第 13講	 会話３課スピーチ発表、ニュース漢字、修了スピーチ準備
第 14講	 修了スピーチ準備、ニュース漢字
第 15講	 期末テスト（文法・漢字）、スピーチ準備、修了スピーチ

■評価方法
出席・授業態度・毎回のテスト・宿題：８０％、修了スピーチ：２０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：社会の問題について、自分が考えたことが論理的に発表できる。
評価A（89～ 80点）	：社会の問題について、自分の考えたことが分かりやすく発表できる。
評価B（79～ 70点）	：社会の問題について、自分が考えたことが発表できる。
評価C（69～ 60点）	：社会の問題について、自分が考えたことが短く発表できる。
評価 F（59点以下）	 ：出席・授業中の活動・期末テストで基準を満たさなかった。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①本講座は外国人留学生のための講座です。日本人学生が履修しても単位は授与されません。週二日の両日あわせて一講
座となりますので、両方を履修してください。②課題や試験等に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本語講座 ( 中級 I)（Japanese Language (Intermediate Course I)）
日本語講座中級会話
TIJ 東京日本語研修所
1 年生以上 春学期 学期週 2 回

■講義目的
留学生が日本で生活するための日常会話だけでなく、大学の授業を聞くため、また授業に積極的に参加するため、及び社
会から情報を得るため、また社会に参加し問題解決するための日本語会話能力、聴解能力をつけると同時に、そのために
必要な文法、語彙、表現を学ぶ。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、地域ビジネス

■到達目標
（１）社会生活や大学生活の中で話されている会話がほぼ理解できる。	（２）社会生活や大学生活の中で、自分が言いた
いことをほぼ伝えることができる。	（３）社会の問題について、自分が考えたことが発表できる。

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習として、新聞記事やニュース等の漢字の読みや語彙を調べてくること。復習・宿題として、短文作文やレポートを提
出すること。必要時間は各 90分。

■授業の概要
第 1講	 プレースメントテスト、作文、作文発表、聴解
第 2講	 資料 1　本文・まとめ・聴解・要約・熟語
第 3講	 資料 1	関連の聴解・語彙・発表のための原稿書き・聴解・要約・熟語
第 4講	 資料 1	プレゼンテーション準備・聴解・要約・熟語
第 5講	 資料 2	本文・まとめ・聴解・要約・熟語
第 6講	 資料 2	語彙・聴解・聴解・要約・熟語
第 7講	 資料 2	ディベート準備・聴解・要約・熟語
第 8講	 資料 2	ディベートシナリオ・聴解・要約・熟語
第 9講	 資料 2	ディベート・聴解・要約・熟語
第 10講	 資料 3	本文・まとめ・聴解・要約・熟語
第 11講	 資料 3	聴解・語彙・原稿書き・聴解・要約・熟語
第 12講	 資料 3	ディベート・修了プレゼンテーション準備
第 13講	 修了プレゼンテーション準備
第 14講	 修了プレゼンテーション準備
第 15講	 期末テスト（文法・漢字）・修了プレゼンテーション準備・修了プレゼンテーション

■評価方法
出席・授業態度・毎回のテスト・宿題：８０％、修了プレゼンテーション：２０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：会話がほぼ理解でき、言いたいことが伝えられ、社会問題を分かりやすく発表できる。
評価A（89～ 80点）	：会話がだいたい理解でき、社会問題について、自分が考えたことがしっかり発表できる。
評価B（79～ 70点）	：会話が理解でき、社会の問題について、自分が考えたことが発表できる。
評価C（69～ 60点）	：やさしい会話が理解でき、社会問題について考えたことが短く発表できる。
評価 F（59点以下）	 ：出席・授業中の活動・期末テストが基準を満たさなかった。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①本講座は外国人留学生のための講座です。日本人学生が履修しても単位は授与されません。週二日の両日あわせて一講
座となりますので、両方を履修してください。②課題や試験等に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本語講座 ( 中級 II)（Japanese Language (Intermediate Course II)）
日本語講座中級発表
TIJ 東京日本語研修所
1 年生以上 秋学期 学期週 2 回

■講義目的
留学生が日本で生活するための日常会話、友だちと交流するための会話、また大学の職員・教師とコミュニケーションす
るための会話、社会から情報を得るための会話能力をつけると同時に、そのために必要な文法、語彙、表現を学ぶ。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、地域ビジネス

■到達目標
（１）日常生活や大学生活の中で話されている会話がほぼ理解できる。	（２）社会生活や大学生活の中で、自分が言いた
いことをだいたい伝えることができる。	（３）自分の経験や夢、希望などをスピーチ形式で発表できる。

■授業形態
グループディスカッション、ディベート、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習として、新聞記事やニュース等の漢字の読みや語彙を調べてくること。復習・宿題として、記事の背景を調べレポー
トやＰＰＴを提出すること。必要時間は各 120分。

■授業の概要
第 1講	 漢字・聴解・読解・ディスカッション
第 2講	 漢字・聴解・読解
第 3講	 漢字・聴解・読解・ディスカッション
第 4講	 漢字・聴解・読解・発表
第 5講	 漢字・聴解・読解・ディベート
第 6講	 漢字・聴解・読解
第 7講	 漢字・聴解・読解・発表
第 8講	 漢字・聴解・読解
第 9講	 漢字・聴解・読解・発表
第 10講	 漢字・聴解・読解
第 11講	 漢字・聴解・読解・ディスカッション
第 12講	 漢字・聴解・読解・発表
第 13講	 漢字・聴解・読解・ディスカッション
第 14講	 漢字・修了スピーチ準備
第 15講	 漢字・修了スピーチリハーサル・修了スピーチ

■評価方法
出席・授業態度・毎回のテスト・宿題：８０％、修了プレゼンテーション：２０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：会話がほぼ理解でき、社会問題について考えたことが分かりやすく発表できる。
評価A（89～ 80点）	：会話がだいたい理解でき、社会問題について考えたことがしっかり発表できる。
評価B（79～ 70点）	：会話が理解でき、社会の問題について、自分が考えたことが発表できる。
評価C（69～ 60点）	：やさしい会話が理解でき、社会問題について、考えたことが短く発表できる。
評価 F（59点以下）	 ：出席・授業中の活動・期末テストが基準を満たさなかった。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①本講座は外国人留学生のための講座です。日本人学生が履修しても単位は授与されません。週二日の両日あわせて一講
座となりますので、両方を履修してください。②課題や試験等に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本語講座（上級）（Japanese Language An Upper Course）
日本語講座上級発表
TIJ 東京日本語研修所
1 年生以上 秋学期 学期週 2 回

■講義目的
留学生が日本で生活するための日常会話だけでなく、大学の授業を聞くため、また授業に積極的に参加するため、及び、
社会から情報を得るため、また社会に参加し問題解決するための日本語会話能力、聴解能力をつけると同時に、そのため
に必要な文法、語彙、表現を学ぶ。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、地域ビジネス

■到達目標
（１）社会生活や大学生活の中で話されている会話が理解できる。	（２）社会生活や大学生活の中で、自分が言いたいこ
とを伝えることができる。	（３）社会の問題について、自分が考えたことが発表できる。　（４）調べたこと、研究した
ことなどをプレゼンテーションできる。

■授業形態
グループディスカッション、ディベート、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習として、新聞記事やニュース等の語彙を調べ、関連記事を読んでくること。復習・宿題として、記事の現状・背景を
調べ考察しレポートやＰＰＴを提出すること。必要時間は各 150分。

■授業の概要
第 1講	 プレースメントテスト（作文・発表）・インターアクション授業
第 2講	 聴解・要約・慣用句・ディベート用新聞①内容理解
第 3講	 聴解・要約・慣用句・グループ討議・ディベート準備
第 4講	 聴解・要約・慣用句・ディベート１回目
第 5講	 聴解・要約・発表・慣用句・ディベート２回目
第 6講	 聴解・要約・慣用句・ディベート用新聞②内容理解
第 7講	 聴解・要約・慣用句・グループ討議・ディベート準備
第 8講	 聴解・要約・発表・慣用句・ディベート１回目
第 9講	 聴解・要約・慣用句・ディベート２回目
第 10講	 聴解・要約・慣用句・プレゼンテーション用新聞　内容理解
第 11講	 聴解・要約・発表・慣用句・グループ討議・プレゼン準備
第 12講	 聴解・要約・慣用句・グループ討議・プレゼン準備
第 13講	 聴解・要約・慣用句・プレゼンテーション１回目
第 14講	 プレゼンテーション２回目、修了プレゼンテーション準備
第 15講	 修了プレゼンテーションリハーサル・修了プレゼンテーション

■評価方法
出席・授業態度・毎回のテスト・宿題：８０％、修了プレゼンテーション：２０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：自分の考えが論理的に発表でき、調べたことをプレゼンテーションで披露できる。
評価A（89～ 80点）	：自分の考えが問題なく発表でき、調べたことを分かりやすくプレゼンテーションできる。
評価B（79～ 70点）	：考えたことが発表でき、調べたこと、研究したことなどをプレゼンテーションできる。
評価C（69～ 60点）	：考えたことがなんとか発表でき、調べたことなどをプレゼンテーションできる。
評価 F（59点以下）	 ：出席・授業中の活動・期末テストが基準を満たさなかった。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①本講座は外国人留学生のための講座です。日本人学生が履修しても単位は授与されません。週二日の両日あわせて一講
座となりますので、両方を履修してください。日本語講座上級を履修するためには、それ以前に日本語講座中級を履修し
ていることが前提条件となります。②課題や試験等に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本語講座 ( 中級 II)（Japanese Language (Intermediate Course II)）
日本語講座中級発表
TIJ 東京日本語研修所
1 年生以上 秋学期 学期週 2 回

■講義目的
留学生が日本で生活するための日常会話、友だちと交流するための会話、また大学の職員・教師とコミュニケーションす
るための会話、社会から情報を得るための会話能力をつけると同時に、そのために必要な文法、語彙、表現を学ぶ。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、地域ビジネス

■到達目標
（１）日常生活や大学生活の中で話されている会話がほぼ理解できる。	（２）社会生活や大学生活の中で、自分が言いた
いことをだいたい伝えることができる。	（３）自分の経験や夢、希望などをスピーチ形式で発表できる。

■授業形態
グループディスカッション、ディベート、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習として、新聞記事やニュース等の漢字の読みや語彙を調べてくること。復習・宿題として、記事の背景を調べレポー
トやＰＰＴを提出すること。必要時間は各 120分。

■授業の概要
第 1講	 漢字・聴解・読解・ディスカッション
第 2講	 漢字・聴解・読解
第 3講	 漢字・聴解・読解・ディスカッション
第 4講	 漢字・聴解・読解・発表
第 5講	 漢字・聴解・読解・ディベート
第 6講	 漢字・聴解・読解
第 7講	 漢字・聴解・読解・発表
第 8講	 漢字・聴解・読解
第 9講	 漢字・聴解・読解・発表
第 10講	 漢字・聴解・読解
第 11講	 漢字・聴解・読解・ディスカッション
第 12講	 漢字・聴解・読解・発表
第 13講	 漢字・聴解・読解・ディスカッション
第 14講	 漢字・修了スピーチ準備
第 15講	 漢字・修了スピーチリハーサル・修了スピーチ

■評価方法
出席・授業態度・毎回のテスト・宿題：８０％、修了プレゼンテーション：２０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：会話がほぼ理解でき、社会問題について考えたことが分かりやすく発表できる。
評価A（89～ 80点）	：会話がだいたい理解でき、社会問題について考えたことがしっかり発表できる。
評価B（79～ 70点）	：会話が理解でき、社会の問題について、自分が考えたことが発表できる。
評価C（69～ 60点）	：やさしい会話が理解でき、社会問題について、考えたことが短く発表できる。
評価 F（59点以下）	 ：出席・授業中の活動・期末テストが基準を満たさなかった。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①本講座は外国人留学生のための講座です。日本人学生が履修しても単位は授与されません。週二日の両日あわせて一講
座となりますので、両方を履修してください。②課題や試験等に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本語講座（上級）（Japanese Language An Upper Course）
日本語講座上級発表
TIJ 東京日本語研修所
1 年生以上 秋学期 学期週 2 回

■講義目的
留学生が日本で生活するための日常会話だけでなく、大学の授業を聞くため、また授業に積極的に参加するため、及び、
社会から情報を得るため、また社会に参加し問題解決するための日本語会話能力、聴解能力をつけると同時に、そのため
に必要な文法、語彙、表現を学ぶ。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、地域ビジネス

■到達目標
（１）社会生活や大学生活の中で話されている会話が理解できる。	（２）社会生活や大学生活の中で、自分が言いたいこ
とを伝えることができる。	（３）社会の問題について、自分が考えたことが発表できる。　（４）調べたこと、研究した
ことなどをプレゼンテーションできる。

■授業形態
グループディスカッション、ディベート、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習として、新聞記事やニュース等の語彙を調べ、関連記事を読んでくること。復習・宿題として、記事の現状・背景を
調べ考察しレポートやＰＰＴを提出すること。必要時間は各 150分。

■授業の概要
第 1講	 プレースメントテスト（作文・発表）・インターアクション授業
第 2講	 聴解・要約・慣用句・ディベート用新聞①内容理解
第 3講	 聴解・要約・慣用句・グループ討議・ディベート準備
第 4講	 聴解・要約・慣用句・ディベート１回目
第 5講	 聴解・要約・発表・慣用句・ディベート２回目
第 6講	 聴解・要約・慣用句・ディベート用新聞②内容理解
第 7講	 聴解・要約・慣用句・グループ討議・ディベート準備
第 8講	 聴解・要約・発表・慣用句・ディベート１回目
第 9講	 聴解・要約・慣用句・ディベート２回目
第 10講	 聴解・要約・慣用句・プレゼンテーション用新聞　内容理解
第 11講	 聴解・要約・発表・慣用句・グループ討議・プレゼン準備
第 12講	 聴解・要約・慣用句・グループ討議・プレゼン準備
第 13講	 聴解・要約・慣用句・プレゼンテーション１回目
第 14講	 プレゼンテーション２回目、修了プレゼンテーション準備
第 15講	 修了プレゼンテーションリハーサル・修了プレゼンテーション

■評価方法
出席・授業態度・毎回のテスト・宿題：８０％、修了プレゼンテーション：２０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：自分の考えが論理的に発表でき、調べたことをプレゼンテーションで披露できる。
評価A（89～ 80点）	：自分の考えが問題なく発表でき、調べたことを分かりやすくプレゼンテーションできる。
評価B（79～ 70点）	：考えたことが発表でき、調べたこと、研究したことなどをプレゼンテーションできる。
評価C（69～ 60点）	：考えたことがなんとか発表でき、調べたことなどをプレゼンテーションできる。
評価 F（59点以下）	 ：出席・授業中の活動・期末テストが基準を満たさなかった。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①本講座は外国人留学生のための講座です。日本人学生が履修しても単位は授与されません。週二日の両日あわせて一講
座となりますので、両方を履修してください。日本語講座上級を履修するためには、それ以前に日本語講座中級を履修し
ていることが前提条件となります。②課題や試験等に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス数学基礎（Practical Mathematics）
実社会で必要な数学スキル基礎
大森（拓）、久保田、良峯、日本数学検定協会
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
経営情報学部においては、複合領域での知識や技術の修得が必要となる。このような複合領域を対象とする分野で必要に
なるデータを扱う数学的手法の基礎について、演習と講義により身につけることが本講義の目的である。この講義は必修
科目である。演習の積み重ねを通して技術が身に付く構成になっているので、欠席しないこと。
本講義では、課題を解決するためにどのようなデータの取り扱いをするとよいか、中学から高校 1年程度の数学を基点
として、問題解決方法の理解とそれを応用した問題解決演習を行い、産業社会において必要な数理技能の基礎を完全習得
する。

■講義分類
ビジネスマネジメント、社会人力育成、ビジネス ICT　

■到達目標
経営情報学部で学ぶ上での最低限の数学の能力が身についているか。

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
中学・高校数学の最も基礎的な知識を必要とするので、各回で取り扱う単元の事前学習（0.5 時間）を行うこと。各回で
完答できなかった問題を中心に、課題の復習（1時間）を行うこと。

■授業の概要
第 1講	 知識レベルの再評価
第 2講	 「把握力」
第 3講	 「分析力」
第 4講	 「選択力」
第 5講	 「予測力」
第 6講	 「表現力」
第 7講	 まとめ
第 8講	 中間テスト
第 9講	 「把握力」を養うグループワークとプレゼンテーション
第 10講	「分析力」を養うグループワークとプレゼンテーション
第 11講	「選択力」を養うグループワークとプレゼンテーション
第 12講	「予測力」を養うグループワークとプレゼンテーション
第 13講	「表現力」を養うグループワークとプレゼンテーション
第 14講	 総合課題
第 15講	 まとめ

■評価方法
成績評価は、80%以上の出席を単位取得の条件とし、その上で試験（90％）、平常点（10％）により評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ビジネス数学検定 Lite において 90点以上およびそれに相当する成績を収めたもの
評価A（89～ 80点）	：ビジネス数学検定 Lite において 80点以上およびそれに相当する成績を収めたもの
評価B（79～ 70点）	：ビジネス数学検定 Lite において 70点以上およびそれに相当する成績を収めたもの
評価C（69～ 60点）	：ビジネス数学検定 Lite において 60点以上およびそれに相当する成績を収めたもの
評価 F（59点以下）	 ：上記以外

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①クラスは自分が割り当てられたクラスを確認の上、そのクラスで履修する。②学期途中でクラス替えがあるので注意す
る。③電車の遅延や病欠などの際には、遅延証明書・診断書を提出する。④試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス入門 I（Business Principle I）
職業観の醸成
小林　英夫
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は、多摩大学経営情報学部におけるキャリア形成科目の一つに位置付けられ、その目的は「職業観の醸成」である。
職業観の醸成され方は多様であり、それは就学期全体を通して、また就業後も継続して形成されていくものである。本講
義は、職業観が醸成される過程における主要な要素を、「知識」「能力」「意思＝志」の３点からとらえ、これらの要素の
基礎を学生諸君に伝えることを目的とする。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
①ビジネスとは何かを理解すること、②社会人としての基本的なビジネスの知識と能力を、学生生活を通じて身に付けて
いくための土台を築くこと、③自らが持つ職業観を理解し、学生生活での学習の方向性に対する指針を得ること、の３点
を到達目標とする。これにより、グローカル社会に対する理解を深めるとともに、社会の発展に貢献する力と高い志を身
につけることを狙いとする。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前に、事前学習ポイントを調べ、T-NEXT 上の授業資料に目を通し疑問点を明確にする（1.5 時間）。授業後に、事
前学習の疑問点解消を確認し、未解消の項目は自己調査や教員質問等で解消する（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 ビジネスの定義とロールモデル
第 2講	 会社の具体的要素と会社と個人の関わり
第 3講	 日本におけるビジネス環境
第 4講	 働くことの意義と労働
第 5講	 仕事の種類、仕事をすることの厳しさと喜び
第 6講	 企業活動とはどのようなものか
第 7講	 企業経営者の職業意識を学ぶ
第 8講	 企画職の職業意識を学ぶ
第 9講	 芸術専門職の職業意識を学ぶ
第 10講	 医療関係者の職業意識を学ぶ
第 11講	 技能職人の職業意識を学ぶ
第 12講	 IT 関連職従事者の職業意識を学ぶ
第 13講	 職業従事において困難に直面する人の意識を学ぶ
第 14講	 ビジネス社会における常識　
第 15講	 授業内期末試験

■評価方法
授業貢献点（59点）、期末試験（41点）。授業貢献点は出席点ではなく、授業を聴き自ら考えたかを評価する。期末試験は、
ビジネス知識、能力の習得度と、ビジネス社会で活動していくことへの意欲醸成を評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業貢献点と期末試験の合計が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：授業貢献点と期末試験の合計が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①授業貢献点は単なる出席点とは異なる。毎回の授業においてコメントシートの提出を求め、その内容をA（授業を聴き
良い気づきがあった）、B（授業を聴いていた）、C（授業を聴いていたとは思われない）の 3段階評価し授業貢献点とする。
Aは加点対象（6点）、Bが標準（4点）、Cは減点（-4 点）、欠席は 0点。授業の受講態度が悪い場合は欠席以下の評価
となる。授業貢献点は最大 59点。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス数学基礎（Practical Mathematics）
実社会で必要な数学スキル基礎
大森（拓）、久保田、良峯、日本数学検定協会
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
経営情報学部においては、複合領域での知識や技術の修得が必要となる。このような複合領域を対象とする分野で必要に
なるデータを扱う数学的手法の基礎について、演習と講義により身につけることが本講義の目的である。この講義は必修
科目である。演習の積み重ねを通して技術が身に付く構成になっているので、欠席しないこと。
本講義では、課題を解決するためにどのようなデータの取り扱いをするとよいか、中学から高校 1年程度の数学を基点
として、問題解決方法の理解とそれを応用した問題解決演習を行い、産業社会において必要な数理技能の基礎を完全習得
する。

■講義分類
ビジネスマネジメント、社会人力育成、ビジネス ICT　

■到達目標
経営情報学部で学ぶ上での最低限の数学の能力が身についているか。

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
中学・高校数学の最も基礎的な知識を必要とするので、各回で取り扱う単元の事前学習（0.5 時間）を行うこと。各回で
完答できなかった問題を中心に、課題の復習（1時間）を行うこと。

■授業の概要
第 1講	 知識レベルの再評価
第 2講	 「把握力」
第 3講	 「分析力」
第 4講	 「選択力」
第 5講	 「予測力」
第 6講	 「表現力」
第 7講	 まとめ
第 8講	 中間テスト
第 9講	 「把握力」を養うグループワークとプレゼンテーション
第 10講	「分析力」を養うグループワークとプレゼンテーション
第 11講	「選択力」を養うグループワークとプレゼンテーション
第 12講	「予測力」を養うグループワークとプレゼンテーション
第 13講	「表現力」を養うグループワークとプレゼンテーション
第 14講	 総合課題
第 15講	 まとめ

■評価方法
成績評価は、80%以上の出席を単位取得の条件とし、その上で試験（90％）、平常点（10％）により評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ビジネス数学検定 Lite において 90点以上およびそれに相当する成績を収めたもの
評価A（89～ 80点）	：ビジネス数学検定 Lite において 80点以上およびそれに相当する成績を収めたもの
評価B（79～ 70点）	：ビジネス数学検定 Lite において 70点以上およびそれに相当する成績を収めたもの
評価C（69～ 60点）	：ビジネス数学検定 Lite において 60点以上およびそれに相当する成績を収めたもの
評価 F（59点以下）	 ：上記以外

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①クラスは自分が割り当てられたクラスを確認の上、そのクラスで履修する。②学期途中でクラス替えがあるので注意す
る。③電車の遅延や病欠などの際には、遅延証明書・診断書を提出する。④試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス入門 I（Business Principle I）
職業観の醸成
小林　英夫
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は、多摩大学経営情報学部におけるキャリア形成科目の一つに位置付けられ、その目的は「職業観の醸成」である。
職業観の醸成され方は多様であり、それは就学期全体を通して、また就業後も継続して形成されていくものである。本講
義は、職業観が醸成される過程における主要な要素を、「知識」「能力」「意思＝志」の３点からとらえ、これらの要素の
基礎を学生諸君に伝えることを目的とする。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
①ビジネスとは何かを理解すること、②社会人としての基本的なビジネスの知識と能力を、学生生活を通じて身に付けて
いくための土台を築くこと、③自らが持つ職業観を理解し、学生生活での学習の方向性に対する指針を得ること、の３点
を到達目標とする。これにより、グローカル社会に対する理解を深めるとともに、社会の発展に貢献する力と高い志を身
につけることを狙いとする。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前に、事前学習ポイントを調べ、T-NEXT 上の授業資料に目を通し疑問点を明確にする（1.5 時間）。授業後に、事
前学習の疑問点解消を確認し、未解消の項目は自己調査や教員質問等で解消する（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 ビジネスの定義とロールモデル
第 2講	 会社の具体的要素と会社と個人の関わり
第 3講	 日本におけるビジネス環境
第 4講	 働くことの意義と労働
第 5講	 仕事の種類、仕事をすることの厳しさと喜び
第 6講	 企業活動とはどのようなものか
第 7講	 企業経営者の職業意識を学ぶ
第 8講	 企画職の職業意識を学ぶ
第 9講	 芸術専門職の職業意識を学ぶ
第 10講	 医療関係者の職業意識を学ぶ
第 11講	 技能職人の職業意識を学ぶ
第 12講	 IT 関連職従事者の職業意識を学ぶ
第 13講	 職業従事において困難に直面する人の意識を学ぶ
第 14講	 ビジネス社会における常識　
第 15講	 授業内期末試験

■評価方法
授業貢献点（59点）、期末試験（41点）。授業貢献点は出席点ではなく、授業を聴き自ら考えたかを評価する。期末試験は、
ビジネス知識、能力の習得度と、ビジネス社会で活動していくことへの意欲醸成を評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業貢献点と期末試験の合計が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：授業貢献点と期末試験の合計が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①授業貢献点は単なる出席点とは異なる。毎回の授業においてコメントシートの提出を求め、その内容をA（授業を聴き
良い気づきがあった）、B（授業を聴いていた）、C（授業を聴いていたとは思われない）の 3段階評価し授業貢献点とする。
Aは加点対象（6点）、Bが標準（4点）、Cは減点（-4 点）、欠席は 0点。授業の受講態度が悪い場合は欠席以下の評価
となる。授業貢献点は最大 59点。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス入門 II（Business Principle II）
儲けるを科学する「企業会計」を学ぶ
金子　邦博
1 年生以上 春学期 学期後半週 2 回

■講義目的
本講義は、企業の会計の仕組みを初めて学ぶ人を対象に、企業活動の成果としての「儲け（利益）」を計算する「企業会計」
の仕組みを学ぶことで、産業社会の実践の場において企業の儲けに結びつく行動を考えられるようになる実践的知識の獲
得を目的としている。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
企業活動を描き出す会計情報の意義とその活用法についての基礎的な知識の習得すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義を受講するにあたっては、毎回の講義で学習したことを整理し、理解を深めておくことが必要です。講義内容の復習
と次回講義の準備には概ね１時間 30分程度の取り組みが必要です。

■授業の概要
第 1講	 会計入門（１）　利益を獲得するための企業活動の本質を学ぶ。
第 2講	 会計入門（２）　儲けを生み出す仕組みを理解する。
第 3講	 会計入門（３）　価格付けと取引の関係を考える。
第 4講	 Ⅰ　会計の機能と制度
第 5講	 Ⅱ　損益計算の仕組み　企業の獲得した儲けをどのように把握するのか。
第 6講	 Ⅲ　企業の営業循環　企業の営業活動の本質を知る。
第 7講	 Ⅳ　資産と損益計算　モノの動きと損益計算の関係を理解する。
第 8講	 Ⅴ　金融資産　金融資産の会計処理と貸倒引当金を理解する。
第 9講	 Ⅵ　負債と資本　資金調達の状況をどう報告するのか知る。
第 10講	 Ⅶ　企業活動と財務諸表（１）　貸借対照表を学ぶ。
第 11講	 Ⅶ　企業活動と財務諸表（２）　損益計算書を学ぶ。
第 12講	 Ⅷ　現金と会計、Ⅸ　国際活動と会計
第 13講	 Ⅸ　会計情報の分析（１）　収益性分析を学ぶ。
第 14講	 Ⅸ　会計情報の分析（２）　安全性分析を学ぶ。	　
第 15講	 Ⅹ　財務諸表の体系と公開　ディスクロージャー制度を理解する。

■評価方法
期末試験の成績により評価する（100％）。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：期末試験の得点が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：期末試験の得点が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：期末試験の得点が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：期末試験の得点が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：期末試験の得点が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
講義に際して教員の指示に従わない等の受講態度に問題があった者（受講態度が不良だった者）に対しては、成績が良好
であっても単位は付与しません。また試験に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

文章伝達入門（Introduction to Communication in Writing）
文章力を高める
中澤、樋口
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
産業社会で活躍し、問題発見、問題解決に不可欠な文章力を養成する。現代の志塾として、将来のビジネスに直結する文
章力養成する。授業はアクティブラーニングの方法を用いて双方で進めるので、自分の考えをプレゼンして他者に理解さ
せる力を養うことにもなる。社会や人間に対する関心も高め、社会人基礎力を高め、自らの志を明確にすることにもなる。

■講義分類
顧客理解、社会人力育成、ビジネス ICT

■到達目標
社会についての関心を高め、社会問題について６００字から８００字程度の論理的な文章を、自在に書ける力を養う。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前もって次の時間に書く問題を示すので、書籍やインターネットサイトで下調べをする。授業後、学習したテクニックを
用いて自分の文章を書きなおす。約 1.3 時間を要す。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション　文章の書き方の基本の説明。第１回課題答案作成（200字程度）
第 2講	 課題復習　よい文章、悪い文章について解説、前回の文章を書きなおす
第 3講	 部分練習　問題提起の作り方、第２段落の書き方
第 4講	 第２回課題答案作成　実際に６００字程度の論理的な文章（第２回課題）を書く
第 5講	 第２回課題解説　文章を書くためのトレーニング
第 6講	 部分練習　各段落の書き方
第 7講	 論の深め方
第 8講	 第３回課題作成（６００字程度の文章）
第 9講	 第３回課題解説　読みとり練習
第 10講	 文章を読んで論じる練習　文章の読み取り方、論の立て方
第 11講	 第４回課題答案作成
第 12講	 第４回課題解説　読み取り練習
第 13講	 トレーニング　グラフ・表の読みとり練習
第 14講	 第５回課題答案作成　グラフ・表を読み取って論じる
第 15講	 第５回課題解説　今後の勉強法

■評価方法
提出文章（80パーセント）、平常点（20パーセント）。合計 5回、小論文を書いてもらい、5点満点で採点する。平均 2
点を超すものを合格とみなす。再提出した場合、また授業中の発言についても加点する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：全回出席で、提出文章の平均がBランクを超す者。また、特に優れた発言を行った者。
評価A（89～ 80点）	：出席１２回以上で、提出文章の平均がBランクに近い者。また、優れた発言を行った者。
評価B（79～ 70点）	：出席１０回以上で、提出文章の平均がCランクを超す者。また、同等の発言をした者。
評価C（69～ 60点）	：出席１０回以上で、提出文章の平均がDランクを超す者。また、同等の発言をした者。
評価 F（59点以下）	 ：出席９回以下の者。あるいは、提出文章の平均がDランクに満たない者。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①文章力だけを身につけても説得できる文章を書くことはできない。発信したい内容を持つことによって表現力も増す。
それゆえ、多くの時間を、単に表現法ではなく、思考法、社会的知識を身につけることに費やす。②課題に対してフィー
ドバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス入門 II（Business Principle II）
儲けるを科学する「企業会計」を学ぶ
金子　邦博
1 年生以上 春学期 学期後半週 2 回

■講義目的
本講義は、企業の会計の仕組みを初めて学ぶ人を対象に、企業活動の成果としての「儲け（利益）」を計算する「企業会計」
の仕組みを学ぶことで、産業社会の実践の場において企業の儲けに結びつく行動を考えられるようになる実践的知識の獲
得を目的としている。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
企業活動を描き出す会計情報の意義とその活用法についての基礎的な知識の習得すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義を受講するにあたっては、毎回の講義で学習したことを整理し、理解を深めておくことが必要です。講義内容の復習
と次回講義の準備には概ね１時間 30分程度の取り組みが必要です。

■授業の概要
第 1講	 会計入門（１）　利益を獲得するための企業活動の本質を学ぶ。
第 2講	 会計入門（２）　儲けを生み出す仕組みを理解する。
第 3講	 会計入門（３）　価格付けと取引の関係を考える。
第 4講	 Ⅰ　会計の機能と制度
第 5講	 Ⅱ　損益計算の仕組み　企業の獲得した儲けをどのように把握するのか。
第 6講	 Ⅲ　企業の営業循環　企業の営業活動の本質を知る。
第 7講	 Ⅳ　資産と損益計算　モノの動きと損益計算の関係を理解する。
第 8講	 Ⅴ　金融資産　金融資産の会計処理と貸倒引当金を理解する。
第 9講	 Ⅵ　負債と資本　資金調達の状況をどう報告するのか知る。
第 10講	 Ⅶ　企業活動と財務諸表（１）　貸借対照表を学ぶ。
第 11講	 Ⅶ　企業活動と財務諸表（２）　損益計算書を学ぶ。
第 12講	 Ⅷ　現金と会計、Ⅸ　国際活動と会計
第 13講	 Ⅸ　会計情報の分析（１）　収益性分析を学ぶ。
第 14講	 Ⅸ　会計情報の分析（２）　安全性分析を学ぶ。	　
第 15講	 Ⅹ　財務諸表の体系と公開　ディスクロージャー制度を理解する。

■評価方法
期末試験の成績により評価する（100％）。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：期末試験の得点が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：期末試験の得点が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：期末試験の得点が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：期末試験の得点が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：期末試験の得点が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
講義に際して教員の指示に従わない等の受講態度に問題があった者（受講態度が不良だった者）に対しては、成績が良好
であっても単位は付与しません。また試験に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

文章伝達入門（Introduction to Communication in Writing）
文章力を高める
中澤、樋口
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
産業社会で活躍し、問題発見、問題解決に不可欠な文章力を養成する。現代の志塾として、将来のビジネスに直結する文
章力養成する。授業はアクティブラーニングの方法を用いて双方で進めるので、自分の考えをプレゼンして他者に理解さ
せる力を養うことにもなる。社会や人間に対する関心も高め、社会人基礎力を高め、自らの志を明確にすることにもなる。

■講義分類
顧客理解、社会人力育成、ビジネス ICT

■到達目標
社会についての関心を高め、社会問題について６００字から８００字程度の論理的な文章を、自在に書ける力を養う。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前もって次の時間に書く問題を示すので、書籍やインターネットサイトで下調べをする。授業後、学習したテクニックを
用いて自分の文章を書きなおす。約 1.3 時間を要す。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション　文章の書き方の基本の説明。第１回課題答案作成（200字程度）
第 2講	 課題復習　よい文章、悪い文章について解説、前回の文章を書きなおす
第 3講	 部分練習　問題提起の作り方、第２段落の書き方
第 4講	 第２回課題答案作成　実際に６００字程度の論理的な文章（第２回課題）を書く
第 5講	 第２回課題解説　文章を書くためのトレーニング
第 6講	 部分練習　各段落の書き方
第 7講	 論の深め方
第 8講	 第３回課題作成（６００字程度の文章）
第 9講	 第３回課題解説　読みとり練習
第 10講	 文章を読んで論じる練習　文章の読み取り方、論の立て方
第 11講	 第４回課題答案作成
第 12講	 第４回課題解説　読み取り練習
第 13講	 トレーニング　グラフ・表の読みとり練習
第 14講	 第５回課題答案作成　グラフ・表を読み取って論じる
第 15講	 第５回課題解説　今後の勉強法

■評価方法
提出文章（80パーセント）、平常点（20パーセント）。合計 5回、小論文を書いてもらい、5点満点で採点する。平均 2
点を超すものを合格とみなす。再提出した場合、また授業中の発言についても加点する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：全回出席で、提出文章の平均がBランクを超す者。また、特に優れた発言を行った者。
評価A（89～ 80点）	：出席１２回以上で、提出文章の平均がBランクに近い者。また、優れた発言を行った者。
評価B（79～ 70点）	：出席１０回以上で、提出文章の平均がCランクを超す者。また、同等の発言をした者。
評価C（69～ 60点）	：出席１０回以上で、提出文章の平均がDランクを超す者。また、同等の発言をした者。
評価 F（59点以下）	 ：出席９回以下の者。あるいは、提出文章の平均がDランクに満たない者。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①文章力だけを身につけても説得できる文章を書くことはできない。発信したい内容を持つことによって表現力も増す。
それゆえ、多くの時間を、単に表現法ではなく、思考法、社会的知識を身につけることに費やす。②課題に対してフィー
ドバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

法学（憲法）（Jurisprudence （including Constitution Law））
大学生活と法律
石岡　克俊
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義では、身近なテーマから法ないし法的な考え方のエッセンスをできるだけわかりやすく解説していく。
われわれが、身近なトラブルに見舞われたとき、その解決に法的素養は不可欠である。社会を構成するわれわれは、社会
の問題を他人事としてではなく、わが事として考え、その判断や決定に参加することが期待されるが、このような公共的
性質を有する判断や決定の際にも、法的素養を欠くことはできない。
本講義では、法律家と呼ばれる人々の基本的な思考や発想を理解することを目的とする。そして、いくつかの具体的な事
例を参照しつつ、さまざまな問題に対しどのような考え方や方法で解決を導いているのか見ていくことにしたい。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成

■到達目標
法や法律に関する基本的な知識や国や行政の仕組みに関する基本的な知識を身につけ、これらの背後にある基本的な発想
ないしは思想を適確に理解すること、その上で、法律家と呼ばれる人々の思考や発想の端緒に気づき、問題解決の作法を
身に付けることを目的とする。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前に配布する講義資料 ( 原則 A4サイズ 2枚 ) に目を通しておき、ポイントや疑問点などを確認しておくこと ( 正味 1
時間半程度 )。

■授業の概要
第 1講	 法学の講義を始める前に（法律の分類・法律の体系について）
第 2講	 大学生の法的立場を考えてみる（１）
第 3講	 大学生の法的立場を考えてみる（２）
第 4講	 契約と消費者トラブル（１）
第 5講	 契約と消費者トラブル（２）
第 6講	 学生生活（１）
第 7講	 学生生活（２）
第 8講	 働くことを考える
第 9講	 就職活動と法律
第 10講	 労働者の保護（１）
第 11講	 労働者の保護（２）
第 12講	 生活設計
第 13講	 犯罪とわたしたちの生活
第 14講	 交通事故
第 15講	 民主主義とそのための仕組み

■評価方法
学期末に行われる試験にて評価を行う（100%）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：本講義で取り扱われた内容について、ほとんどすべて正確に理解している。
評価A（89～ 80点）	：法律家と呼ばれる人々の思考や発想の端緒への気づき
評価B（79～ 70点）	：法や法律の背後にある基本的な発想ないし思想の理解
評価C（69～ 60点）	：法や法律に関する基礎的な知識等の習得
評価 F（59点以下）	 ：本講義で取り扱われた内容について、あまり理解していない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

マーケティングマネジメント論（Marketing Management）
マーケティング論とマネジメント論の統合
趙　佑鎭
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
マーケティングとは「売れる仕組みづくり」である。そして、マーケティングマネジメント論とは、マーケティングをマ
ネジメントの観点から捉える「システム的」、「全体最適」思考からの論である。そして、問題解決における手段と思考の
多くが、マーケティングに通じるものである。この講義では、マーケティングマネジメントを行う人にとって必要な知識、
概念、理論、手法、発想、技術、思考などの「基礎」を学ぶことで、その実行と問題解決の手がかりを得ることを目的と
する。実際のマーケティングにおける企業を中心とした最前線事例をできるだけとりあげて、現実のマネジメントに適用
可能になるよう説明する。担当教員としてメリハリがあり、分かり易い講義を常に心がけたい。

■講義分類
顧客理解、ビジネス創造、ビジネスマネジメント

■到達目標
マーケティング・マネジメント・プロセスの基本を理解し、マーケティング企画・マーケティングマネジメントを行う際
の重要概念の修得をめざす。中小企業診断士試験レベルの問題解読を目指す。

■授業形態
講義、双方向、マーケティングの事例を扱ったビデオ・視聴覚教育

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
配布資料には翌週講義回の内容が記載してあり、講義終了間際に教員が示す事前学習ポイントを中心に、それらを授業前
に読んだ上で（各 1.3 時間以上）当該回の講義に臨み、当該回の事業後にはレポートを提出する。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション、マーケティングマネジメントの概要
第 2講	 戦略とは？　戦略の構想、ビジョン策定
第 3講	 マーケティング環境分析 (1)、マーケティング環境の性格
第 4講	 マーケティング環境分析 (2)、SWOT分析
第 5講	 STP(1)- 市場細分化するための基準
第 6講	 STP(2)- ポジショニング成功の鍵
第 7講	 コンセプトメイキング
第 8講	 サービス ( プロダクト )
第 9講	 価格 ( プライシング )
第 10講	 チャネル ( 流通経路 )
第 11講	 コミュニケーション ( プロモーョン )
第 12講	 マーケティングマネジメントの実際と日本企業のマーケティング
第 13講	 マーケティングマネジメントに必要な発想法と思考法
第 14講	 実社会のブランドマーケティングの専門家、またはマーティングマネジャーのゲスト講義
第 15講	 総括

■評価方法
・期末試験（筆記試験・50％）＋出席（50％）　・詳細はオリエンテーション時に提示

■評価基準
評価A+（90点以上）	：マーケティング・プロセスの基本を高度に理解し、中小企業診断士試験を勧めたいレベル
評価A（89～ 80点）	：マーケティング・プロセスの主要概念をかなり理解し、販売士試験を勧めたいレベル
評価B（79～ 70点）	：マーケティングマネジメントを行う際の重要概念の修得がある程度に達している。
評価C（69～ 60点）	：マーケティング・プロセスの基本知識を一部有している
評価 F（59点以下）	 ：マーケティング・マネジメント・プロセスの基本を理解していない結果として不合格

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①講義の順序は、学生の理解度と進捗度によって前後変更する場合がある。②外部講師の講義日もスケジュール状況によっ
て変更になる場合もある。③私語、携帯電話、本授業と無関係のパソコン使用、途中退室は絶対不可であり、熾烈に厳し
く注意する。学生の社会人としての常識涵養のための注意と授業態度を静粛に保つ教員の姿勢がいやであれば、本講義の
履修は勧められない。④試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

法学（憲法）（Jurisprudence （including Constitution Law））
大学生活と法律
石岡　克俊
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義では、身近なテーマから法ないし法的な考え方のエッセンスをできるだけわかりやすく解説していく。
われわれが、身近なトラブルに見舞われたとき、その解決に法的素養は不可欠である。社会を構成するわれわれは、社会
の問題を他人事としてではなく、わが事として考え、その判断や決定に参加することが期待されるが、このような公共的
性質を有する判断や決定の際にも、法的素養を欠くことはできない。
本講義では、法律家と呼ばれる人々の基本的な思考や発想を理解することを目的とする。そして、いくつかの具体的な事
例を参照しつつ、さまざまな問題に対しどのような考え方や方法で解決を導いているのか見ていくことにしたい。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成

■到達目標
法や法律に関する基本的な知識や国や行政の仕組みに関する基本的な知識を身につけ、これらの背後にある基本的な発想
ないしは思想を適確に理解すること、その上で、法律家と呼ばれる人々の思考や発想の端緒に気づき、問題解決の作法を
身に付けることを目的とする。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前に配布する講義資料 ( 原則 A4サイズ 2枚 ) に目を通しておき、ポイントや疑問点などを確認しておくこと ( 正味 1
時間半程度 )。

■授業の概要
第 1講	 法学の講義を始める前に（法律の分類・法律の体系について）
第 2講	 大学生の法的立場を考えてみる（１）
第 3講	 大学生の法的立場を考えてみる（２）
第 4講	 契約と消費者トラブル（１）
第 5講	 契約と消費者トラブル（２）
第 6講	 学生生活（１）
第 7講	 学生生活（２）
第 8講	 働くことを考える
第 9講	 就職活動と法律
第 10講	 労働者の保護（１）
第 11講	 労働者の保護（２）
第 12講	 生活設計
第 13講	 犯罪とわたしたちの生活
第 14講	 交通事故
第 15講	 民主主義とそのための仕組み

■評価方法
学期末に行われる試験にて評価を行う（100%）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：本講義で取り扱われた内容について、ほとんどすべて正確に理解している。
評価A（89～ 80点）	：法律家と呼ばれる人々の思考や発想の端緒への気づき
評価B（79～ 70点）	：法や法律の背後にある基本的な発想ないし思想の理解
評価C（69～ 60点）	：法や法律に関する基礎的な知識等の習得
評価 F（59点以下）	 ：本講義で取り扱われた内容について、あまり理解していない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

マーケティングマネジメント論（Marketing Management）
マーケティング論とマネジメント論の統合
趙　佑鎭
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
マーケティングとは「売れる仕組みづくり」である。そして、マーケティングマネジメント論とは、マーケティングをマ
ネジメントの観点から捉える「システム的」、「全体最適」思考からの論である。そして、問題解決における手段と思考の
多くが、マーケティングに通じるものである。この講義では、マーケティングマネジメントを行う人にとって必要な知識、
概念、理論、手法、発想、技術、思考などの「基礎」を学ぶことで、その実行と問題解決の手がかりを得ることを目的と
する。実際のマーケティングにおける企業を中心とした最前線事例をできるだけとりあげて、現実のマネジメントに適用
可能になるよう説明する。担当教員としてメリハリがあり、分かり易い講義を常に心がけたい。

■講義分類
顧客理解、ビジネス創造、ビジネスマネジメント

■到達目標
マーケティング・マネジメント・プロセスの基本を理解し、マーケティング企画・マーケティングマネジメントを行う際
の重要概念の修得をめざす。中小企業診断士試験レベルの問題解読を目指す。

■授業形態
講義、双方向、マーケティングの事例を扱ったビデオ・視聴覚教育

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
配布資料には翌週講義回の内容が記載してあり、講義終了間際に教員が示す事前学習ポイントを中心に、それらを授業前
に読んだ上で（各 1.3 時間以上）当該回の講義に臨み、当該回の事業後にはレポートを提出する。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション、マーケティングマネジメントの概要
第 2講	 戦略とは？　戦略の構想、ビジョン策定
第 3講	 マーケティング環境分析 (1)、マーケティング環境の性格
第 4講	 マーケティング環境分析 (2)、SWOT分析
第 5講	 STP(1)- 市場細分化するための基準
第 6講	 STP(2)- ポジショニング成功の鍵
第 7講	 コンセプトメイキング
第 8講	 サービス ( プロダクト )
第 9講	 価格 ( プライシング )
第 10講	 チャネル ( 流通経路 )
第 11講	 コミュニケーション ( プロモーョン )
第 12講	 マーケティングマネジメントの実際と日本企業のマーケティング
第 13講	 マーケティングマネジメントに必要な発想法と思考法
第 14講	 実社会のブランドマーケティングの専門家、またはマーティングマネジャーのゲスト講義
第 15講	 総括

■評価方法
・期末試験（筆記試験・50％）＋出席（50％）　・詳細はオリエンテーション時に提示

■評価基準
評価A+（90点以上）	：マーケティング・プロセスの基本を高度に理解し、中小企業診断士試験を勧めたいレベル
評価A（89～ 80点）	：マーケティング・プロセスの主要概念をかなり理解し、販売士試験を勧めたいレベル
評価B（79～ 70点）	：マーケティングマネジメントを行う際の重要概念の修得がある程度に達している。
評価C（69～ 60点）	：マーケティング・プロセスの基本知識を一部有している
評価 F（59点以下）	 ：マーケティング・マネジメント・プロセスの基本を理解していない結果として不合格

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①講義の順序は、学生の理解度と進捗度によって前後変更する場合がある。②外部講師の講義日もスケジュール状況によっ
て変更になる場合もある。③私語、携帯電話、本授業と無関係のパソコン使用、途中退室は絶対不可であり、熾烈に厳し
く注意する。学生の社会人としての常識涵養のための注意と授業態度を静粛に保つ教員の姿勢がいやであれば、本講義の
履修は勧められない。④試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

マーケティング入門（Marketing Principle）
マーケティングの意味と意義を理解する
村山　貞幸
1 年生以上 春学期 学期前半 or 後半週 2 回

■講義目的
マーケティングの仕事を学び、その面白さを知ることで、志の視野を広げる。
企業のマーケティングに関する問題解決に必要な基本的な概念を、さまざまな企業の最前線事例を通じて学び、マーケティ
ング思考力、問題解決力を鍛えることで、実践的知識・能力を獲得することを目指す。
講義では、インタラクションを重視し、ディスカッションやプレゼンテーションを組み込んで学んでいく。

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネス創造

■到達目標
１、マーケティングの基本的な知識を利用し、マーケティング戦略をチームで立案することで、考え抜く力と役割分担に
より組織目標の達成に貢献する力を身に着ける。　２、プロのマーケターの志を知り、高い志を持つ基礎をつくる。　３、
学習した内容を多様な問題解決につなげる実践的知識・能力を獲得し、社会の発展に貢献する力をつける。

■授業形態
講義、グループワーク、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義の内容を復習し理解した上で特定の企業事例に当てはめ分析する。さらに自分たちのマーケティングプランにも応用
し、戦略を立案する。必要時間は、予習 1.5 時間、復習 1.5 時間。

■授業の概要
第 1講	 講義の概要、受講姿勢、評価方針、その他注意点などを確認する。
第 2講	 マーケティングの実社会に対する影響の強さを知り、その面白さを確認する。
第 3講	 マーケターのこだわりをＰＶの中で確認し、マーケティングの面白さを知る。
第 4講	 マーケティングとは何か、その本質を確認する。
第 5講	 顧客ニーズには構造があることを理解する。
第 6講	 潜在ニーズを理解する。
第 7講	 ニーズが顧客により違う場合と同じ場合があることを確認する
第 8講	 ポジショニングを理解する。
第 9講	 セグメンテーション→ターゲッティング→ポジショニングの流れを確認する。
第 10講	 競争力の違いによる戦い方について学ぶ。
第 11講	 マーケティング戦略の立て方を学ぶ
第 12講	 マーケティング戦略立案プロセスの理解を深める。
第 13講	 マーケティング戦略を立案する。
第 14講	 マーケティング戦略において、顧客の不満にも配慮する必要性を理解する。
第 15講	 講義のまとめと質疑応答。

■評価方法
出席		５０％、パワーポイントで作成するレポート		５０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：マーケティングの主要概念を完全に理解しており、それを利用して戦略立案ができる。
評価A（89～ 80点）	：マーケティングの主要概念を 8割理解しており、それを利用して戦略立案ができる。
評価B（79～ 70点）	：マーケティングの主要概念を 7割理解しており、それを利用して戦略立案ができる。　
評価C（69～ 60点）	：マーケティングの主要概念を 6割理解しており、それを利用して戦略立案ができる。　
評価 F（59点以下）	 ：マーケティングの主要概念の理解が 6割を下回っている。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①履修人数などにより講義の構成は変わる可能性がある。②課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

マクロ経済学（Macroeconomics）
初級（入門）篇
椎木　哲太郎
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
「（高度）産業社会」のメカニズムを解明するために不可欠なマクロ経済学の原理を学び、「状況認識の学」として実態経
済への適用を志向する。そして、マクロ経済の動向が市民生活と深い結びつきを持っていることを理解し、その健全な運
営・制御に努める「問題解決の学」としての活用方法を身に付ける。さらに、双方向性を重視し、マクロ経済ニュースが
理解できるよう、平易な解説に努める。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
初級レベルのマクロ経済学の理論を学び、企業活動の前提となるマクロ経済、諸変数の意味する所、その動向と因果関係、
さらに日々生起するグローバルなマクロ経済ニュースに関する理解を深め、考え抜く力を高めることで、生活者・市民と
して望ましいマクロ経済政策を構想・評価することができる。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
シラバスの講義概要・「事前学習ポイント」に従って、必ず教科書の該当部分を読んで理解した上で（質問を持って）、講
義に臨むこと。そのためには、毎週最低 1.5 時間以上は読み込むことが必要となろう。

■授業の概要
第 1講	 マクロ経済学とはいかなる学問か		「経世済民」の学、問題解決の学として
第 2講	 経済体制		経済体制・経済制度の概念とその変化について
第 3講	 「資本主義」の変貌とマクロ経済学の進化		第二次大戦後の資本主義と経済学
第 4講	 重要マクロ変数とマクロ経済ニュース		経済指標の見方について
第 5講	 SNA・GDP・国際収支		GDPの「支出」面を中心として
第 6講	 消費と投資		消費関数と投資関数
第 7講	 政府支出と財政政策
第 8講	 有効需要の原理、国民所得の決定、45度線モデル
第 9講	 経済成長理論と労働市場
第 10講	 金融（貨幣）市場		貨幣の需給と金融政策　
第 11講	 IS － LMモデル（１）		IS － LM曲線の導出とモデルの位置づけ
第 12講	 IS － LMモデル（２）		IS － LMモデルと安定化政策
第 13講	 物価とインフレ・デフレ		AD－ AS分析
第 14講	 国際版 IS － LMモデル		マンデル =フレミング・モデルと安定化政策
第 15講	 マクロ経済学の有効性		＊授業時間内最終試験の可能性

■評価方法
期末試験［持込不可］の結果（70％）、小テスト・レポート・出席（30％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：マクロ経済学の基礎的理解を示す試験の成績、通常の取り組みともに顕著に優れている
評価A（89～ 80点）	：試験の成績、通常の取り組みともに優れている
評価B（79～ 70点）	：試験の成績、通常の取り組みともに良い
評価C（69～ 60点）	：試験の成績、通常の取り組みともに普通
評価 F（59点以下）	 ：試験の成績、通常の取り組みともに不十分

■他に履修することが望ましい科目
ミクロ経済学

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①科目の特徴として、一度欠席すると講義についていけなくなる危険性が高く、予習・復習の積み重ねが不可欠である。
②第 4講目から本格的に教科書を使用するので、あらゆる手立てを駆使して入手し、必要箇所を読んでおかねばならない。
③講義は教科書の該当箇所を読了済を前提として行う。一度も出席せずして、或は教科書を購入せずして、単位を取得す
ることは不可能。④課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

マーケティング入門（Marketing Principle）
マーケティングの意味と意義を理解する
村山　貞幸
1 年生以上 春学期 学期前半 or 後半週 2 回

■講義目的
マーケティングの仕事を学び、その面白さを知ることで、志の視野を広げる。
企業のマーケティングに関する問題解決に必要な基本的な概念を、さまざまな企業の最前線事例を通じて学び、マーケティ
ング思考力、問題解決力を鍛えることで、実践的知識・能力を獲得することを目指す。
講義では、インタラクションを重視し、ディスカッションやプレゼンテーションを組み込んで学んでいく。

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネス創造

■到達目標
１、マーケティングの基本的な知識を利用し、マーケティング戦略をチームで立案することで、考え抜く力と役割分担に
より組織目標の達成に貢献する力を身に着ける。　２、プロのマーケターの志を知り、高い志を持つ基礎をつくる。　３、
学習した内容を多様な問題解決につなげる実践的知識・能力を獲得し、社会の発展に貢献する力をつける。

■授業形態
講義、グループワーク、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義の内容を復習し理解した上で特定の企業事例に当てはめ分析する。さらに自分たちのマーケティングプランにも応用
し、戦略を立案する。必要時間は、予習 1.5 時間、復習 1.5 時間。

■授業の概要
第 1講	 講義の概要、受講姿勢、評価方針、その他注意点などを確認する。
第 2講	 マーケティングの実社会に対する影響の強さを知り、その面白さを確認する。
第 3講	 マーケターのこだわりをＰＶの中で確認し、マーケティングの面白さを知る。
第 4講	 マーケティングとは何か、その本質を確認する。
第 5講	 顧客ニーズには構造があることを理解する。
第 6講	 潜在ニーズを理解する。
第 7講	 ニーズが顧客により違う場合と同じ場合があることを確認する
第 8講	 ポジショニングを理解する。
第 9講	 セグメンテーション→ターゲッティング→ポジショニングの流れを確認する。
第 10講	 競争力の違いによる戦い方について学ぶ。
第 11講	 マーケティング戦略の立て方を学ぶ
第 12講	 マーケティング戦略立案プロセスの理解を深める。
第 13講	 マーケティング戦略を立案する。
第 14講	 マーケティング戦略において、顧客の不満にも配慮する必要性を理解する。
第 15講	 講義のまとめと質疑応答。

■評価方法
出席		５０％、パワーポイントで作成するレポート		５０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：マーケティングの主要概念を完全に理解しており、それを利用して戦略立案ができる。
評価A（89～ 80点）	：マーケティングの主要概念を 8割理解しており、それを利用して戦略立案ができる。
評価B（79～ 70点）	：マーケティングの主要概念を 7割理解しており、それを利用して戦略立案ができる。　
評価C（69～ 60点）	：マーケティングの主要概念を 6割理解しており、それを利用して戦略立案ができる。　
評価 F（59点以下）	 ：マーケティングの主要概念の理解が 6割を下回っている。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①履修人数などにより講義の構成は変わる可能性がある。②課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

マクロ経済学（Macroeconomics）
初級（入門）篇
椎木　哲太郎
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
「（高度）産業社会」のメカニズムを解明するために不可欠なマクロ経済学の原理を学び、「状況認識の学」として実態経
済への適用を志向する。そして、マクロ経済の動向が市民生活と深い結びつきを持っていることを理解し、その健全な運
営・制御に努める「問題解決の学」としての活用方法を身に付ける。さらに、双方向性を重視し、マクロ経済ニュースが
理解できるよう、平易な解説に努める。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
初級レベルのマクロ経済学の理論を学び、企業活動の前提となるマクロ経済、諸変数の意味する所、その動向と因果関係、
さらに日々生起するグローバルなマクロ経済ニュースに関する理解を深め、考え抜く力を高めることで、生活者・市民と
して望ましいマクロ経済政策を構想・評価することができる。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
シラバスの講義概要・「事前学習ポイント」に従って、必ず教科書の該当部分を読んで理解した上で（質問を持って）、講
義に臨むこと。そのためには、毎週最低 1.5 時間以上は読み込むことが必要となろう。

■授業の概要
第 1講	 マクロ経済学とはいかなる学問か		「経世済民」の学、問題解決の学として
第 2講	 経済体制		経済体制・経済制度の概念とその変化について
第 3講	 「資本主義」の変貌とマクロ経済学の進化		第二次大戦後の資本主義と経済学
第 4講	 重要マクロ変数とマクロ経済ニュース		経済指標の見方について
第 5講	 SNA・GDP・国際収支		GDPの「支出」面を中心として
第 6講	 消費と投資		消費関数と投資関数
第 7講	 政府支出と財政政策
第 8講	 有効需要の原理、国民所得の決定、45度線モデル
第 9講	 経済成長理論と労働市場
第 10講	 金融（貨幣）市場		貨幣の需給と金融政策　
第 11講	 IS － LMモデル（１）		IS － LM曲線の導出とモデルの位置づけ
第 12講	 IS － LMモデル（２）		IS － LMモデルと安定化政策
第 13講	 物価とインフレ・デフレ		AD－ AS分析
第 14講	 国際版 IS － LMモデル		マンデル =フレミング・モデルと安定化政策
第 15講	 マクロ経済学の有効性		＊授業時間内最終試験の可能性

■評価方法
期末試験［持込不可］の結果（70％）、小テスト・レポート・出席（30％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：マクロ経済学の基礎的理解を示す試験の成績、通常の取り組みともに顕著に優れている
評価A（89～ 80点）	：試験の成績、通常の取り組みともに優れている
評価B（79～ 70点）	：試験の成績、通常の取り組みともに良い
評価C（69～ 60点）	：試験の成績、通常の取り組みともに普通
評価 F（59点以下）	 ：試験の成績、通常の取り組みともに不十分

■他に履修することが望ましい科目
ミクロ経済学

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①科目の特徴として、一度欠席すると講義についていけなくなる危険性が高く、予習・復習の積み重ねが不可欠である。
②第 4講目から本格的に教科書を使用するので、あらゆる手立てを駆使して入手し、必要箇所を読んでおかねばならない。
③講義は教科書の該当箇所を読了済を前提として行う。一度も出席せずして、或は教科書を購入せずして、単位を取得す
ることは不可能。④課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ミクロ経済学（Microeconomics）
ミクロ経済学（Microeconomics）
下井　直毅
1 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
この講義ではミクロ経済学について学ぶ。ミクロ経済学は、産業社会の中で資源配分がどのように行われているのか、あ
るいはいないのかといった、メカニズムを明らかにすることを主たる目的にしている。限られた生産資源である労働や資
本などをいかに効率的に生産にまわすのか ( 配分するのか ) という問題を扱う。また、企業や産業を取り巻く社会問題に
ついても経済学の発想で分析し、問題把握を行う。

■講義分類
ビジネス環境理解、グローバルビジネス、地域ビジネス

■到達目標
できるだけ現実の産業社会における経済現象に関心を持ち、それを分析するための枠組みとしての経済学を学び、その基
本的な知識の修得をめざす。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前には、前回の講義内容について十分に理解をしておくこと。講義内容の復習と次回講義の準備には、1.3 時間以上
の取組が必要です。

■授業の概要
第 1講	 需要と供給－需要と供給の関係について理解する
第 2講	 需要曲線の構造と消費者の行動－需要曲線と消費者の行動について理解する
第 3講	 費用曲線と企業の行動－費用曲線と企業の行動について理解する
第 4講	 企業の利潤最大化行動と供給曲線－企業の最適行動について理解する
第 5講	 消費者行動の理論－消費者行動について理解する
第 6講	 消費者行動理論の展開－様々な財について理解する
第 7講	 企業の生産関数と費用最小化行動－様々な生産関数を理解する
第 8講	 一般均衡と資源配分－一般均衡の概念を理解する
第 9講	 独占の理論－独占とは何かを理解する
第 10講	 独占的競争の理論－独占的競争とは何かを理解する
第 11講	 ゲームの理論－戦略的思考について理解する
第 12講	 市場の失敗 I －市場の失敗の事例を理解する
第 13講	 市場の失敗 II －市場の失敗の身近な事例について理解する
第 14講	 不確実性と経済現象－不確実性とは何かを理解する
第 15講	 まとめ－これまでの内容を復習する

■評価方法
出席点あるいは授業の平常点（30％）、試験（70％）。合計 100％で 100点満点。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：100 点満点中 90点以上
評価A（89～ 80点）	：100 点満点中 80点以上 89点以下
評価B（79～ 70点）	：100 点満点中 70点以上 79点以下
評価C（69～ 60点）	：100 点満点中 60点以上 69点以下
評価 F（59点以下）	 ：100 点満点中 59点以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①出欠を確認する際に、本人の学生証が無い場合は、欠席扱いとする。②試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

問題解決学入門 I（Introduction to Complex Problem Solving I）
多摩大学での「学び方」を知る
金子　邦博
1 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
大学での学びは、答えが分かっているものを学ぶ高校までの学びとは決定的に異なっています。正解がない問題に、現時
点で最も妥当といえる答えを導き出す能力を身につけるのが大学での学びになります。絶対的な正解が存在しない実社会
での問題解決においては、答えと思っていたことが明日には別のよりよい答えに追い越され、間違いになることが日常茶
飯事です。この講義では、正解のない問題によりよい答えを導き出せるスキルを身につけることを目的としている「大学
での学び」を始めるにあたって、「問題解決」をするのにはどうしたらいいのかという「問題解決の取り組み方」という
最初の問題について、皆さんと一緒に考えていくことを講義の目的としています。具体的には、多摩大学での勉学、大学
生生活全般に関しての理解と、「問題解決」のための基本となる問題の解き方への理解を中心に講義をします。

■講義分類
社会人力養成

■到達目標
全１５回の講義にすべて出席をして、①「問題解決」のための取り組み方を理解し、②「問題解決能力」を向上するため
の大学での勉学、大学生生活に必要な支援の受け方を理解する。さらに、③「問題解決」を進めるうえで絶対に必要な基
本のＩＴスキルを習得する。

■授業形態
双方向、講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
この講義の受講にあたっては、前回の学習内容を完全に消化していることを前提に各回の講義を実施しますので、毎回１
時間 30分程度の講義内容に関して実習を中心とした復習が必要です。

■授業の概要
第 1講	 多摩大学での学び方を知る。
第 2講	 時間割を作り、授業の受け方・勉強の仕方を知る。
第 3講	 学生生活の過ごし方を考える。
第 4講	 図書館を使う。
第 5講	 アクティブ・ラーニングを理解し、将来の就職活動につなげていく。
第 6講	 すばらしい人生を送るためには何が必要か考える。
第 7講	 「自分ブランド」の確立の仕方を知る。
第 8講	 パソコンの活用術を知る。
第 9講	 パソコンを使った学びの手法を知る。
第 10講	 プレゼンテーションのやり方を学ぶ。
第 11講	 事業構想学科と経営情報学科での学びを知る。
第 12講	 自分の特性について理解する。
第 13講	 志を考える。
第 14講	 志を固める。
第 15講	 海外での活躍を考える。

■評価方法
出席状況を 50点満点（50％）、課題の評価も 50点満点（50％）で採点しその合計で成績を判定する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席点と課題評価点の合計が 90点以上で講義の受講態度が不良でない者。
評価A（89～ 80点）	：出席点と課題評価点の合計が 80点以上 90点未満で講義の受講態度が不良でない者。
評価B（79～ 70点）	：出席点と課題評価点の合計が 70点以上 80点未満で講義の受講態度が不良でない者。
評価C（69～ 60点）	：出席点と課題評価点の合計が 60点以上 70点未満で講義の受講態度が不良でない者。
評価 F（59点以下）	 ：出席点と課題評価点の合計が 60点未満、もしくは講義の受講態度が不良であった者。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
(1)	この科目は、2015 年度以降の入学者専用科目です。	(2)	周りの受講者に迷惑をかける受講態度が不良の者には、単
位は付与しません。	(3)	出席は、学生証のカードリーダーへのタッチと講義終了時の課題の提出により把握しますので、
学生証は忘れないようにしてください。(4)	課題に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ミクロ経済学（Microeconomics）
ミクロ経済学（Microeconomics）
下井　直毅
1 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
この講義ではミクロ経済学について学ぶ。ミクロ経済学は、産業社会の中で資源配分がどのように行われているのか、あ
るいはいないのかといった、メカニズムを明らかにすることを主たる目的にしている。限られた生産資源である労働や資
本などをいかに効率的に生産にまわすのか ( 配分するのか ) という問題を扱う。また、企業や産業を取り巻く社会問題に
ついても経済学の発想で分析し、問題把握を行う。

■講義分類
ビジネス環境理解、グローバルビジネス、地域ビジネス

■到達目標
できるだけ現実の産業社会における経済現象に関心を持ち、それを分析するための枠組みとしての経済学を学び、その基
本的な知識の修得をめざす。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前には、前回の講義内容について十分に理解をしておくこと。講義内容の復習と次回講義の準備には、1.3 時間以上
の取組が必要です。

■授業の概要
第 1講	 需要と供給－需要と供給の関係について理解する
第 2講	 需要曲線の構造と消費者の行動－需要曲線と消費者の行動について理解する
第 3講	 費用曲線と企業の行動－費用曲線と企業の行動について理解する
第 4講	 企業の利潤最大化行動と供給曲線－企業の最適行動について理解する
第 5講	 消費者行動の理論－消費者行動について理解する
第 6講	 消費者行動理論の展開－様々な財について理解する
第 7講	 企業の生産関数と費用最小化行動－様々な生産関数を理解する
第 8講	 一般均衡と資源配分－一般均衡の概念を理解する
第 9講	 独占の理論－独占とは何かを理解する
第 10講	 独占的競争の理論－独占的競争とは何かを理解する
第 11講	 ゲームの理論－戦略的思考について理解する
第 12講	 市場の失敗 I －市場の失敗の事例を理解する
第 13講	 市場の失敗 II －市場の失敗の身近な事例について理解する
第 14講	 不確実性と経済現象－不確実性とは何かを理解する
第 15講	 まとめ－これまでの内容を復習する

■評価方法
出席点あるいは授業の平常点（30％）、試験（70％）。合計 100％で 100点満点。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：100 点満点中 90点以上
評価A（89～ 80点）	：100 点満点中 80点以上 89点以下
評価B（79～ 70点）	：100 点満点中 70点以上 79点以下
評価C（69～ 60点）	：100 点満点中 60点以上 69点以下
評価 F（59点以下）	 ：100 点満点中 59点以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①出欠を確認する際に、本人の学生証が無い場合は、欠席扱いとする。②試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

問題解決学入門 I（Introduction to Complex Problem Solving I）
多摩大学での「学び方」を知る
金子　邦博
1 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
大学での学びは、答えが分かっているものを学ぶ高校までの学びとは決定的に異なっています。正解がない問題に、現時
点で最も妥当といえる答えを導き出す能力を身につけるのが大学での学びになります。絶対的な正解が存在しない実社会
での問題解決においては、答えと思っていたことが明日には別のよりよい答えに追い越され、間違いになることが日常茶
飯事です。この講義では、正解のない問題によりよい答えを導き出せるスキルを身につけることを目的としている「大学
での学び」を始めるにあたって、「問題解決」をするのにはどうしたらいいのかという「問題解決の取り組み方」という
最初の問題について、皆さんと一緒に考えていくことを講義の目的としています。具体的には、多摩大学での勉学、大学
生生活全般に関しての理解と、「問題解決」のための基本となる問題の解き方への理解を中心に講義をします。

■講義分類
社会人力養成

■到達目標
全１５回の講義にすべて出席をして、①「問題解決」のための取り組み方を理解し、②「問題解決能力」を向上するため
の大学での勉学、大学生生活に必要な支援の受け方を理解する。さらに、③「問題解決」を進めるうえで絶対に必要な基
本のＩＴスキルを習得する。

■授業形態
双方向、講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
この講義の受講にあたっては、前回の学習内容を完全に消化していることを前提に各回の講義を実施しますので、毎回１
時間 30分程度の講義内容に関して実習を中心とした復習が必要です。

■授業の概要
第 1講	 多摩大学での学び方を知る。
第 2講	 時間割を作り、授業の受け方・勉強の仕方を知る。
第 3講	 学生生活の過ごし方を考える。
第 4講	 図書館を使う。
第 5講	 アクティブ・ラーニングを理解し、将来の就職活動につなげていく。
第 6講	 すばらしい人生を送るためには何が必要か考える。
第 7講	 「自分ブランド」の確立の仕方を知る。
第 8講	 パソコンの活用術を知る。
第 9講	 パソコンを使った学びの手法を知る。
第 10講	 プレゼンテーションのやり方を学ぶ。
第 11講	 事業構想学科と経営情報学科での学びを知る。
第 12講	 自分の特性について理解する。
第 13講	 志を考える。
第 14講	 志を固める。
第 15講	 海外での活躍を考える。

■評価方法
出席状況を 50点満点（50％）、課題の評価も 50点満点（50％）で採点しその合計で成績を判定する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席点と課題評価点の合計が 90点以上で講義の受講態度が不良でない者。
評価A（89～ 80点）	：出席点と課題評価点の合計が 80点以上 90点未満で講義の受講態度が不良でない者。
評価B（79～ 70点）	：出席点と課題評価点の合計が 70点以上 80点未満で講義の受講態度が不良でない者。
評価C（69～ 60点）	：出席点と課題評価点の合計が 60点以上 70点未満で講義の受講態度が不良でない者。
評価 F（59点以下）	 ：出席点と課題評価点の合計が 60点未満、もしくは講義の受講態度が不良であった者。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
(1)	この科目は、2015 年度以降の入学者専用科目です。	(2)	周りの受講者に迷惑をかける受講態度が不良の者には、単
位は付与しません。	(3)	出席は、学生証のカードリーダーへのタッチと講義終了時の課題の提出により把握しますので、
学生証は忘れないようにしてください。(4)	課題に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

問題解決学入門 II（Introduction to Complex Problem Solving II）
問題解決能力を養う
金子、久保田、杉田、野坂、彩藤、増田
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
実学志向の多摩大学経営情報学部では、産業社会の問題解決の最前線に立つ力の育成を重視する。そのため様々な問題に
どう挑み、解決するかを修得する必要がる。
問題解決を行うために必要なのは、すでにある「答」を探し出すのではなく、目の前の問題の本質を見抜き、それへの対
応策を考え、解決策を実行できるようになるという「問題解決能力」をスキルとして身につけることである。
問題解決の手法は、一本道ではなく、多様なアプローチ手法がある。この講義では、前半の問題解決のスキルを学ぶ講義
では、問題解決の手法の多様性を理解するという趣旨から、「問題発見」、「分析」、「解決策の探索」というテーマに分けて、
同じテーマを複数の教員がオムニバス形式で講義し、後半の講義でまとめる「地域課題についての問題解決」という実践
的な学習に結びつけていく。

■講義分類
社会人力育成、グローバルビジネス、ビジネス ICT

■到達目標
実社会での問題解決が出来るようになるため、多様な問題解決の手法に関して理解を深めることで「問題解決能力」の向
上を図り、その成果を活かして、「地域の課題」に関して問題を発見し、その解決策が提案できるようになることを目標
とします。

■授業形態
講義、双方向、オムニバス形式

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回次の授業の準備項目、復習項目について授業内で指示するので、それに従って、毎回 1時間程度の準備ないし復習
をする。ノートを作成すること。ノートの提出を求めることもある。

■授業の概要
第 1講	 問題解決学の「基礎」
第 2講	 問題解決の「前提」
第 3講	 問題解決の「前提」
第 4講	 問題「発見」の技法
第 5講	 問題「発見」の技法
第 6講	 問題「発見」の技法
第 7講	 問題「分析」の技法
第 8講	 問題「分析」の技法
第 9講	 問題「分析」の技法
第 10講	 問題「解決」の技法
第 11講	 問題「解決」の技法
第 12講	 問題「解決」の技法
第 13講	 地域課題の問題解決（問題発見）
第 14講	 地域課題の問題解決（分析）
第 15講	 地域課題の問題解決（解決策を策定する）

■評価方法
毎回課されるレポート（講義レポート）（60％ ) と、後半の「多摩市の問題解決に関する提案」（40％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：①毎回のレポートでの優秀評価および②最終課題での優秀評価
評価A（89～ 80点）	：①何回かののレポートでの優秀評価および②最終課題での優秀評価
評価B（79～ 70点）	：①何回かのレポートでの優秀評価および②最終課題の基準到達評価
評価C（69～ 60点）	：①毎回のレポートでの基準到達評価および②最終課題の基準到達評価
評価 F（59点以下）	 ：問題解決の手法に関しての理解不足および最終レポートの基準未到達

■他に履修することが望ましい科目
問題解決学入門 I

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①本講義は 2014 年度以前入学生の配置科目であった「問題解決学総論」の読み替え講義であるため、「問題解決学総論」
の単位取得者は履修することが出来ません。②各回のテーマやスケジュールについては 1回目の講義で配布します。③
課題に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

余暇マネジメント I（Management of Leisure Life ＆ Leisure Society I）
余暇の概念から社会を知りキャリアを考える
杉田　文章
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
(1)　以下三点について知り、自分なりの知見を有することに資する
　　　①　「余暇」の概念、歴史、現状、意義
　　　②　「余暇市場」の構造、現状、背景
　　　③　「余暇製品」産業の使命、マーケティング方法の中核
(2)　「余暇をマネジメントする」概念を理解することによって、問題発見・解決の切り口を与えること。

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネス創造	 　

■到達目標
本講義における「余暇」「レジャー」の概念と意義について十分理解し、たとえばあるレジャー製品（財もしくはサービス）
について、そのマーケティングの在り方について論じることができるようになること。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク　

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
①「余暇」「余暇市場産業」に関する諸情報、②今日の余暇市場動向や観光・レジャー政策の動向に関する情報を、講義
内で示される諸資料等より、把握してもらいたい。（2～ 3時間程度）

■授業の概要
第 1講	 「余暇」とは何か　
第 2講	 余暇と社会　
第 3講	 「あそび」とは何か　
第 4講	 スポーツ現象に見る、「遊び」の制度化と商品化　
第 5講	 プロスポーツの現状と課題　
第 6講	 レジャー産業の市場構造　
第 7講	 産業政策から見たレジャー産業の市場構造　
第 8講	 産業政策から見たレジャー産業の市場構造
第 9講	 レジャー産業の業域と市場構造　
第 10講	 社会変動からみたレジャー産業市場構造　
第 11講	 社会変動からみたレジャー産業市場構造　
第 12講	 社会変動からみたレジャー産業市場構造　
第 13講	 まとめ 1　
第 14講	 まとめ 2　
第 15講	 試験対策、最終振り返りとディスカッション　

■評価方法
期末試験 6割、講義中のレポート等を含めた受講態度などの参加状況によって 4割を評価することとする。　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：余暇の社会・歴史的背景と余暇の在り方の関係をしていること。　
評価A（89～ 80点）	：講義で学んだ諸理論について深く理解していること。　
評価B（79～ 70点）	：余暇の概念について理解できていること。
評価C（69～ 60点）	：余暇をめぐる理論、現状について、最低限理解していること
評価 F（59点以下）	 ：上記のいずれも達成されていない場合、F評価とする。　

■他に履修することが望ましい科目
近代史や経済、経営の基礎系の科目

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①履修制限を行います。選抜方法は別途周知します。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

問題解決学入門 II（Introduction to Complex Problem Solving II）
問題解決能力を養う
金子、久保田、杉田、野坂、彩藤、増田
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
実学志向の多摩大学経営情報学部では、産業社会の問題解決の最前線に立つ力の育成を重視する。そのため様々な問題に
どう挑み、解決するかを修得する必要がる。
問題解決を行うために必要なのは、すでにある「答」を探し出すのではなく、目の前の問題の本質を見抜き、それへの対
応策を考え、解決策を実行できるようになるという「問題解決能力」をスキルとして身につけることである。
問題解決の手法は、一本道ではなく、多様なアプローチ手法がある。この講義では、前半の問題解決のスキルを学ぶ講義
では、問題解決の手法の多様性を理解するという趣旨から、「問題発見」、「分析」、「解決策の探索」というテーマに分けて、
同じテーマを複数の教員がオムニバス形式で講義し、後半の講義でまとめる「地域課題についての問題解決」という実践
的な学習に結びつけていく。

■講義分類
社会人力育成、グローバルビジネス、ビジネス ICT

■到達目標
実社会での問題解決が出来るようになるため、多様な問題解決の手法に関して理解を深めることで「問題解決能力」の向
上を図り、その成果を活かして、「地域の課題」に関して問題を発見し、その解決策が提案できるようになることを目標
とします。

■授業形態
講義、双方向、オムニバス形式

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回次の授業の準備項目、復習項目について授業内で指示するので、それに従って、毎回 1時間程度の準備ないし復習
をする。ノートを作成すること。ノートの提出を求めることもある。

■授業の概要
第 1講	 問題解決学の「基礎」
第 2講	 問題解決の「前提」
第 3講	 問題解決の「前提」
第 4講	 問題「発見」の技法
第 5講	 問題「発見」の技法
第 6講	 問題「発見」の技法
第 7講	 問題「分析」の技法
第 8講	 問題「分析」の技法
第 9講	 問題「分析」の技法
第 10講	 問題「解決」の技法
第 11講	 問題「解決」の技法
第 12講	 問題「解決」の技法
第 13講	 地域課題の問題解決（問題発見）
第 14講	 地域課題の問題解決（分析）
第 15講	 地域課題の問題解決（解決策を策定する）

■評価方法
毎回課されるレポート（講義レポート）（60％ ) と、後半の「多摩市の問題解決に関する提案」（40％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：①毎回のレポートでの優秀評価および②最終課題での優秀評価
評価A（89～ 80点）	：①何回かののレポートでの優秀評価および②最終課題での優秀評価
評価B（79～ 70点）	：①何回かのレポートでの優秀評価および②最終課題の基準到達評価
評価C（69～ 60点）	：①毎回のレポートでの基準到達評価および②最終課題の基準到達評価
評価 F（59点以下）	 ：問題解決の手法に関しての理解不足および最終レポートの基準未到達

■他に履修することが望ましい科目
問題解決学入門 I

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①本講義は 2014 年度以前入学生の配置科目であった「問題解決学総論」の読み替え講義であるため、「問題解決学総論」
の単位取得者は履修することが出来ません。②各回のテーマやスケジュールについては 1回目の講義で配布します。③
課題に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

余暇マネジメント I（Management of Leisure Life ＆ Leisure Society I）
余暇の概念から社会を知りキャリアを考える
杉田　文章
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
(1)　以下三点について知り、自分なりの知見を有することに資する
　　　①　「余暇」の概念、歴史、現状、意義
　　　②　「余暇市場」の構造、現状、背景
　　　③　「余暇製品」産業の使命、マーケティング方法の中核
(2)　「余暇をマネジメントする」概念を理解することによって、問題発見・解決の切り口を与えること。

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネス創造	 　

■到達目標
本講義における「余暇」「レジャー」の概念と意義について十分理解し、たとえばあるレジャー製品（財もしくはサービス）
について、そのマーケティングの在り方について論じることができるようになること。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク　

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
①「余暇」「余暇市場産業」に関する諸情報、②今日の余暇市場動向や観光・レジャー政策の動向に関する情報を、講義
内で示される諸資料等より、把握してもらいたい。（2～ 3時間程度）

■授業の概要
第 1講	 「余暇」とは何か　
第 2講	 余暇と社会　
第 3講	 「あそび」とは何か　
第 4講	 スポーツ現象に見る、「遊び」の制度化と商品化　
第 5講	 プロスポーツの現状と課題　
第 6講	 レジャー産業の市場構造　
第 7講	 産業政策から見たレジャー産業の市場構造　
第 8講	 産業政策から見たレジャー産業の市場構造
第 9講	 レジャー産業の業域と市場構造　
第 10講	 社会変動からみたレジャー産業市場構造　
第 11講	 社会変動からみたレジャー産業市場構造　
第 12講	 社会変動からみたレジャー産業市場構造　
第 13講	 まとめ 1　
第 14講	 まとめ 2　
第 15講	 試験対策、最終振り返りとディスカッション　

■評価方法
期末試験 6割、講義中のレポート等を含めた受講態度などの参加状況によって 4割を評価することとする。　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：余暇の社会・歴史的背景と余暇の在り方の関係をしていること。　
評価A（89～ 80点）	：講義で学んだ諸理論について深く理解していること。　
評価B（79～ 70点）	：余暇の概念について理解できていること。
評価C（69～ 60点）	：余暇をめぐる理論、現状について、最低限理解していること
評価 F（59点以下）	 ：上記のいずれも達成されていない場合、F評価とする。　

■他に履修することが望ましい科目
近代史や経済、経営の基礎系の科目

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①履修制限を行います。選抜方法は別途周知します。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

余暇マネジメント II（Management of Leisure Life ＆ Leisure Society II）
余暇の概念から社会を知りキャリアを考える　
杉田　文章
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
(1)　以下三点について知り、自分なりの知見を有することに資する
　　　①　「余暇」の概念、歴史、現状、意義
　　　②　「余暇市場」の構造、現状、背景
　　　③　「余暇製品」産業の使命、マーケティング方法の中核
(2)　「余暇をマネジメントする」概念を理解することによって、問題発見・解決の切り口を与えること。　

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネス創造　

■到達目標
本講義における「余暇」「レジャー」の概念と意義について十分理解し、たとえばあるレジャー製品（財もしくはサービス）
について、そのマーケティングの在り方について論じることができるようになること。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
①「余暇」「余暇市場産業」に関する諸情報、②今日の余暇市場動向や観光・レジャー政策の動向に関する情報を、講義
内で示される諸資料等より、把握してもらいたい。（2～ 3時間程度）

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス
第 2講	 「レジャー産業と「公益」」（１）　
第 3講	 「レジャー産業と「公益」」（２）
第 4講	 「余暇の価値」　
第 5講	 「レジャー製品のマーケティング上の力点」　
第 6講	 レジャーにおける製品政策　
第 7講	 「「遊び」の中心価値」（1）　
第 8講	 「「遊び」の中心価値」（2）　
第 9講	 「「スポーツ」の価値構造の可視化によるマーケティング事例の検討」　
第 10講	「レジャー分野のブランド政策」　
第 11講	「レジャー産業の価格政策」　
第 12講	「政府によるレジャー政策、リゾート政策について考える」1　
第 13講	「政府によるレジャー政策、リゾート政策について考える」2　
第 14講	「レジャー産業のミッション」　
第 15講	「総まとめ」　

■評価方法
期末試験 6割、講義中のレポート等を含めた受講態度などの参加状況によって 4割を評価することとする。　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：諸理論について深く理解し社会・歴史的背景と余暇の在り方から意見形成されている。　
評価A（89～ 80点）	：講義で学んだ諸理論について深く理解していること。　
評価B（79～ 70点）	：余暇の概念を理解し余暇のマネジメントの必要性について論じることができる。　　
評価C（69～ 60点）	：余暇理論、現状を最低限理解し、生かすことができる。　　
評価 F（59点以下）	 ：上記のいずれも達成されていない場合、F評価とする。　

■他に履修することが望ましい科目
余暇マネジメント I を受講した上で履修してほしい。　（履修の条件とはしません。）　

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①履修制限を行います。選抜方法は別途周知します。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ライフ・デザイン（Life Design）
これからの暮らしのデザイン・働き方のデザインを考える
梅澤　佳子
1 年生以上 春秋学期 学期週 1 回

■講義目的
生活環境が豊かになり、日本人の平均寿命は 80歳を超えるようになりました。高齢化、少子化、人口減少、グローバル化、
産業構造の変化、ＩＣＴや技術開発の進歩等々により、私たちの生き方（暮らし、仕事、教育、余暇）や社会のあり方を
は大きく変わろうとしています。足元の暮らしをしっかりと見つめ、これからの生き方、社会のあり方に、一人ひとりが
真剣に向き合い、考え、行動するための実践的知識の獲得を目指します。

■講義分類
社会人力育成、地域ビジネス、問題解決　

■到達目標
１．社会学的なものの見方、考え方を理解すること。	２．暮らし、地域に興味と関心を向けることができるようになる。	３．
暮らし、地域の課題をみつけ解決のためのデザインを考える習慣がつくこと。	４．自分自身のライフデザインを考える。

■授業形態
講義、調査学習、問題解決型学習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前に予習のための用語やポイントを説明します。指定図書等で予習しておいてください。講義後は、T-NEXT にアップ
された講義資料、ノートを元に必要な情報を自ら収集し深い学びを行ってください。（各 90分程度）

■授業の概要
第 1講	 ライフ・デザインとは何か
第 2講	 今、なぜ、ライフデザインが必要なのか
第 3講	 働くことについて考える
第 4講	 これまでのワーク・ライフ・バランスについて考える
第 5講	 ワーク・ライフ・バランスの国際比較
第 6講	 これからのワーク・ライフ・バランスを考える
第 7講	 中間試験
第 8講	 伝統的な暮らしとコミュニティ
第 9講	 第二次大戦後の暮らしの変化とコミュニティ
第 10講	 共に考える、これからのライフデザイン①
第 11講	 共に考える、これからのライフデザイン②
第 12講	 優れたデザインの先行事例調査①
第 13講	 優れたデザインの先行事例調査②
第 14講	 試験
第 15講	 試験問題の解説とまとめ

■評価方法
提出物（30%）、中間テスト（30%）、最終課題（40%）。絶対評価：多摩大学の評価基準に基づいて評価します。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業内容を十分に理解し、優れた意見を持っている。
評価A（89～ 80点）	：授業内容を理解し、自分の意見を持てるようになった。
評価B（79～ 70点）	：授業内容について理解している。
評価C（69～ 60点）	：不十分な点もあるが授業内容を理解している。
評価 F（59点以下）	 ：著しく理解が不十分である。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
・出席は評価のための前提条件です。・課題や試験等に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

余暇マネジメント II（Management of Leisure Life ＆ Leisure Society II）
余暇の概念から社会を知りキャリアを考える　
杉田　文章
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
(1)　以下三点について知り、自分なりの知見を有することに資する
　　　①　「余暇」の概念、歴史、現状、意義
　　　②　「余暇市場」の構造、現状、背景
　　　③　「余暇製品」産業の使命、マーケティング方法の中核
(2)　「余暇をマネジメントする」概念を理解することによって、問題発見・解決の切り口を与えること。　

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネス創造　

■到達目標
本講義における「余暇」「レジャー」の概念と意義について十分理解し、たとえばあるレジャー製品（財もしくはサービス）
について、そのマーケティングの在り方について論じることができるようになること。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
①「余暇」「余暇市場産業」に関する諸情報、②今日の余暇市場動向や観光・レジャー政策の動向に関する情報を、講義
内で示される諸資料等より、把握してもらいたい。（2～ 3時間程度）

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス
第 2講	 「レジャー産業と「公益」」（１）　
第 3講	 「レジャー産業と「公益」」（２）
第 4講	 「余暇の価値」　
第 5講	 「レジャー製品のマーケティング上の力点」　
第 6講	 レジャーにおける製品政策　
第 7講	 「「遊び」の中心価値」（1）　
第 8講	 「「遊び」の中心価値」（2）　
第 9講	 「「スポーツ」の価値構造の可視化によるマーケティング事例の検討」　
第 10講	「レジャー分野のブランド政策」　
第 11講	「レジャー産業の価格政策」　
第 12講	「政府によるレジャー政策、リゾート政策について考える」1　
第 13講	「政府によるレジャー政策、リゾート政策について考える」2　
第 14講	「レジャー産業のミッション」　
第 15講	「総まとめ」　

■評価方法
期末試験 6割、講義中のレポート等を含めた受講態度などの参加状況によって 4割を評価することとする。　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：諸理論について深く理解し社会・歴史的背景と余暇の在り方から意見形成されている。　
評価A（89～ 80点）	：講義で学んだ諸理論について深く理解していること。　
評価B（79～ 70点）	：余暇の概念を理解し余暇のマネジメントの必要性について論じることができる。　　
評価C（69～ 60点）	：余暇理論、現状を最低限理解し、生かすことができる。　　
評価 F（59点以下）	 ：上記のいずれも達成されていない場合、F評価とする。　

■他に履修することが望ましい科目
余暇マネジメント I を受講した上で履修してほしい。　（履修の条件とはしません。）　

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①履修制限を行います。選抜方法は別途周知します。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ライフ・デザイン（Life Design）
これからの暮らしのデザイン・働き方のデザインを考える
梅澤　佳子
1 年生以上 春秋学期 学期週 1 回

■講義目的
生活環境が豊かになり、日本人の平均寿命は 80歳を超えるようになりました。高齢化、少子化、人口減少、グローバル化、
産業構造の変化、ＩＣＴや技術開発の進歩等々により、私たちの生き方（暮らし、仕事、教育、余暇）や社会のあり方を
は大きく変わろうとしています。足元の暮らしをしっかりと見つめ、これからの生き方、社会のあり方に、一人ひとりが
真剣に向き合い、考え、行動するための実践的知識の獲得を目指します。

■講義分類
社会人力育成、地域ビジネス、問題解決　

■到達目標
１．社会学的なものの見方、考え方を理解すること。	２．暮らし、地域に興味と関心を向けることができるようになる。	３．
暮らし、地域の課題をみつけ解決のためのデザインを考える習慣がつくこと。	４．自分自身のライフデザインを考える。

■授業形態
講義、調査学習、問題解決型学習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前に予習のための用語やポイントを説明します。指定図書等で予習しておいてください。講義後は、T-NEXT にアップ
された講義資料、ノートを元に必要な情報を自ら収集し深い学びを行ってください。（各 90分程度）

■授業の概要
第 1講	 ライフ・デザインとは何か
第 2講	 今、なぜ、ライフデザインが必要なのか
第 3講	 働くことについて考える
第 4講	 これまでのワーク・ライフ・バランスについて考える
第 5講	 ワーク・ライフ・バランスの国際比較
第 6講	 これからのワーク・ライフ・バランスを考える
第 7講	 中間試験
第 8講	 伝統的な暮らしとコミュニティ
第 9講	 第二次大戦後の暮らしの変化とコミュニティ
第 10講	 共に考える、これからのライフデザイン①
第 11講	 共に考える、これからのライフデザイン②
第 12講	 優れたデザインの先行事例調査①
第 13講	 優れたデザインの先行事例調査②
第 14講	 試験
第 15講	 試験問題の解説とまとめ

■評価方法
提出物（30%）、中間テスト（30%）、最終課題（40%）。絶対評価：多摩大学の評価基準に基づいて評価します。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業内容を十分に理解し、優れた意見を持っている。
評価A（89～ 80点）	：授業内容を理解し、自分の意見を持てるようになった。
評価B（79～ 70点）	：授業内容について理解している。
評価C（69～ 60点）	：不十分な点もあるが授業内容を理解している。
評価 F（59点以下）	 ：著しく理解が不十分である。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
・出席は評価のための前提条件です。・課題や試験等に対してフィードバックを行います。

25ー55

多摩大学 経営情報学部シラバス（2017 年度）

一
般
科
目
１
年
生
以
上

一
般
科
目
２
年
生
以
上

一
般
科
目
３
年
生
以
上

演
習
科
目

認
定
科
目

教
職
科
目

02_231872_多摩大学_2017経営情報学部シラバス_見出し付け用_流し込み完了.indd   55 2017/03/03   19:16:40



科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

立志論（Aspiration Theory）
働く意味を考え、志を確立する。
栢原　伸也
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
「立志論Ⅰ～Ⅴ」の講義は、大学での学びとその延長線上にある実社会での活躍を展望し、自らの可能性と向き合って、「志」
を確立し、大人になった将来の自分をどう創り上げていくのかを考えることを目標としている。
この講義では、将来の可能性を考えるきっかけに「出会い」、将来への希望を見出して
欲しいと思います。様々な出会いをして「世界観」を広げるとともに、「成長する自分」を創り上げるために、自分の「人
格」と向かい合ってほしい。
立志論Ⅰでは、「働く意味」に向かい合ってもらいたい。実際に社会で働いている人たちが、努力している姿の映像を中
心に見ていく。そして、自分自身に「ピンときた」言葉や価値観を蓄積していってほしい。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
講義で学習したことを踏まえて、「働く意味」を理解し、社会人としての将来の活躍をイメージして、これから進むべき
道を具体に設定することを目標とします。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習。テーマとして示している内容について、将来像にオーバーラップさせ自己像として文章にまとめてみる。復習　講
義での内容と予習で作成した文章を比較して変化をまとめよう。目安の時間はそれぞれ 90分。

■授業の概要
第 1講	 １　自分の可能性と向き合う。
第 2講	 ２　働くことを楽し ]む
第 3講	 ３　自らが働いている姿を想像する
第 4講	 ４　働き方を考える
第 5講	 ５　物の見方を変える（インサイド・アウト
第 6講	 ６　第１の習慣（主体性を発揮する）
第 7講	 ７　第２の習慣（目的を持って始める）
第 8講	 ８　第３の習慣（重要事項を優先する）
第 9講	 ９　第４の習慣（Ｗｉｎ・Ｗｉｎを考える）
第 10講	 10　第５の習慣（理解してから理解される）
第 11講	 11　第６の習慣（相乗効果を発揮する）
第 12講	 12　第７の習慣（刀を研ぐ）
第 13講	 13　第８の習慣（ボイスを発見する）
第 14講	 14　仕事の仕方、自らの役割
第 15講	 15 自らの可能性に向き合う

■評価方法
出席 50％と期末レポート 50%の合計得点で成績をつける。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席と期末レポートの合計が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：出席と期末レポートの合計得点が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：出席と期末レポートの合計得点が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：出席と期末レポートの合計得点が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：出席と期末レポートの合計得点が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①講義に際して教員の指示に従わない等の受講態度に問題があった者に対しては、成績が良好であっても単位は付与しな
い。②課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

IT 概論 I（Introduction to IT I）
ビジネスにおいて知っておくべき IT 基礎知識
佐藤　洋行
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
今やすべてのビジネスで必須となっているITについて、ビジネスパーソンが知っておくべき基礎知識を学ぶ。そのために、
IT が実際のビジネスの現場でどのように活用されているのかを、販売促進／顧客管理／物流／製造など、バリューチェー
ン／マーケティングにおける活動単位で解説する。それを通じて、ビジネスに共通して必要な IT 知識を体系的に理解し
てもらう。
身近で実践的な事例を交えた講義とするので、社会人基礎力を養うために是非受講していただきたい。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
産業社会で発生する様々な問題に対処していける専門的能力として、ビジネスで必要とされる IT 知識の基礎を身につけ
てもらう。具体的には、ビジネスと IT との関わりについて、バリューチェーンにおける活動単位と関連付けて概説する
ことができること、およびビジネスを取り巻く IT 環境と組織／企業関係の変化についてトレンドを理解していることを
到達目標とする。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回講義のはじめに前回講義内容に関する小テストを行うので、前回講義資料および講義記録ノートによる復習をするこ
と（1.5 時間程度）

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション　ビジネスと IT（予告編）
第 2講	 販売促進活動と IT（販売促進活動基礎編）
第 3講	 販売促進活動と IT（デジタルマーケティング編）
第 4講	 販売促進活動と IT（マスメディア編）
第 5講	 販売促進活動と IT（店頭編）
第 6講	 顧客管理と IT（顧客管理基礎編）
第 7講	 顧客管理と IT（ダイレクトビジネス編）
第 8講	 顧客管理と IT（非ダイレクトビジネス編）
第 9講	 物流と IT
第 10講	 製造と IT
第 11講	 ビジネスと IT（環境編）
第 12講	 ビジネスと IT（組織編）
第 13講	 ビジネスと IT（法務編）
第 14講	 IT マネジメント（まとめ 1）
第 15講	 IT マネジメント（まとめ 2）

■評価方法
出席 60%、期末試験 40%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ビジネスと IT との関わりについて、講義の範囲すべてを概説することができる
評価A（89～ 80点）	：ビジネスと IT との関わりについて、事例を基に語ることができる
評価B（79～ 70点）	：ビジネスにおける IT の活用事例をいくつか挙げることができる
評価C（69～ 60点）	：ビジネスにおける IT 活用事例をいくつか挙げることができる
評価 F（59点以下）	 ：ビジネスと IT との関わりについて、語るべきところが無い

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①必ずPCを持参すること。②試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

立志論（Aspiration Theory）
働く意味を考え、志を確立する。
栢原　伸也
1 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
「立志論Ⅰ～Ⅴ」の講義は、大学での学びとその延長線上にある実社会での活躍を展望し、自らの可能性と向き合って、「志」
を確立し、大人になった将来の自分をどう創り上げていくのかを考えることを目標としている。
この講義では、将来の可能性を考えるきっかけに「出会い」、将来への希望を見出して
欲しいと思います。様々な出会いをして「世界観」を広げるとともに、「成長する自分」を創り上げるために、自分の「人
格」と向かい合ってほしい。
立志論Ⅰでは、「働く意味」に向かい合ってもらいたい。実際に社会で働いている人たちが、努力している姿の映像を中
心に見ていく。そして、自分自身に「ピンときた」言葉や価値観を蓄積していってほしい。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
講義で学習したことを踏まえて、「働く意味」を理解し、社会人としての将来の活躍をイメージして、これから進むべき
道を具体に設定することを目標とします。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習。テーマとして示している内容について、将来像にオーバーラップさせ自己像として文章にまとめてみる。復習　講
義での内容と予習で作成した文章を比較して変化をまとめよう。目安の時間はそれぞれ 90分。

■授業の概要
第 1講	 １　自分の可能性と向き合う。
第 2講	 ２　働くことを楽し ]む
第 3講	 ３　自らが働いている姿を想像する
第 4講	 ４　働き方を考える
第 5講	 ５　物の見方を変える（インサイド・アウト
第 6講	 ６　第１の習慣（主体性を発揮する）
第 7講	 ７　第２の習慣（目的を持って始める）
第 8講	 ８　第３の習慣（重要事項を優先する）
第 9講	 ９　第４の習慣（Ｗｉｎ・Ｗｉｎを考える）
第 10講	 10　第５の習慣（理解してから理解される）
第 11講	 11　第６の習慣（相乗効果を発揮する）
第 12講	 12　第７の習慣（刀を研ぐ）
第 13講	 13　第８の習慣（ボイスを発見する）
第 14講	 14　仕事の仕方、自らの役割
第 15講	 15 自らの可能性に向き合う

■評価方法
出席 50％と期末レポート 50%の合計得点で成績をつける。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席と期末レポートの合計が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：出席と期末レポートの合計得点が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：出席と期末レポートの合計得点が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：出席と期末レポートの合計得点が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：出席と期末レポートの合計得点が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①講義に際して教員の指示に従わない等の受講態度に問題があった者に対しては、成績が良好であっても単位は付与しな
い。②課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

IT 概論 I（Introduction to IT I）
ビジネスにおいて知っておくべき IT 基礎知識
佐藤　洋行
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
今やすべてのビジネスで必須となっているITについて、ビジネスパーソンが知っておくべき基礎知識を学ぶ。そのために、
IT が実際のビジネスの現場でどのように活用されているのかを、販売促進／顧客管理／物流／製造など、バリューチェー
ン／マーケティングにおける活動単位で解説する。それを通じて、ビジネスに共通して必要な IT 知識を体系的に理解し
てもらう。
身近で実践的な事例を交えた講義とするので、社会人基礎力を養うために是非受講していただきたい。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
産業社会で発生する様々な問題に対処していける専門的能力として、ビジネスで必要とされる IT 知識の基礎を身につけ
てもらう。具体的には、ビジネスと IT との関わりについて、バリューチェーンにおける活動単位と関連付けて概説する
ことができること、およびビジネスを取り巻く IT 環境と組織／企業関係の変化についてトレンドを理解していることを
到達目標とする。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回講義のはじめに前回講義内容に関する小テストを行うので、前回講義資料および講義記録ノートによる復習をするこ
と（1.5 時間程度）

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション　ビジネスと IT（予告編）
第 2講	 販売促進活動と IT（販売促進活動基礎編）
第 3講	 販売促進活動と IT（デジタルマーケティング編）
第 4講	 販売促進活動と IT（マスメディア編）
第 5講	 販売促進活動と IT（店頭編）
第 6講	 顧客管理と IT（顧客管理基礎編）
第 7講	 顧客管理と IT（ダイレクトビジネス編）
第 8講	 顧客管理と IT（非ダイレクトビジネス編）
第 9講	 物流と IT
第 10講	 製造と IT
第 11講	 ビジネスと IT（環境編）
第 12講	 ビジネスと IT（組織編）
第 13講	 ビジネスと IT（法務編）
第 14講	 IT マネジメント（まとめ 1）
第 15講	 IT マネジメント（まとめ 2）

■評価方法
出席 60%、期末試験 40%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ビジネスと IT との関わりについて、講義の範囲すべてを概説することができる
評価A（89～ 80点）	：ビジネスと IT との関わりについて、事例を基に語ることができる
評価B（79～ 70点）	：ビジネスにおける IT の活用事例をいくつか挙げることができる
評価C（69～ 60点）	：ビジネスにおける IT 活用事例をいくつか挙げることができる
評価 F（59点以下）	 ：ビジネスと IT との関わりについて、語るべきところが無い

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①必ずPCを持参すること。②試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

IT 概論 II（Introduction to IT II）
IT 戦略とデジタルマーケティング
佐藤　洋行
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
今やすべてのビジネスで必須となっている IT について、各企業がどのような戦略を持っているのかを学ぶとともに、IT
戦略のトレンドを知る。また、IT活用の中でも、ビジネスの発展に最も重要なものの一つとなっているデジタルマーケティ
ングについて、最前線事例を学ぶとともに、実際に体験することにより、実践的知識を獲得してもらう。
身近で実践的な事例を交えた講義とするので、社会人基礎力を養うために是非受講していただきたい。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
基礎的な学力を養い、グローバルとローカルの関係性を意識しながら産業社会で発生する様々な問題に対処しいける専門
的能力として、ビジネスにおける IT 戦略とデジタルマーケティングの潮流について実践的知識を獲得する。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回講義のはじめに前回講義内容に関する小テストを行うので、前回講義資料および講義記録ノートによる復習をするこ
と（1.5 時間程度）

■授業の概要
第 1講	 イントロダクションⅠ　IT 戦略（予告編）
第 2講	 クラウド環境とオンプレミス環境
第 3講	 オープンソースソフトウェアと商用ソフトウェア
第 4講	 オムニチャネル
第 5講	 IoT
第 6講	 ビッグデータ
第 7講	 IT 戦略（まとめ編）
第 8講	 イントロダクションⅡ　デジタルマーケティング（予告編）
第 9講	 AdTech（デジタル広告の種類編）
第 10講	 AdTech（リアルタイムビッディング（RTB）編）
第 11講	 AdTech（広告枠編）
第 12講	 デジタルCRM（web サイト編）
第 13講	 デジタルCRM（非web サイト編）
第 14講	 デジタルマーケティング（まとめ 1）
第 15講	 デジタルマーケティング（まとめ 2）

■評価方法
出席 60%、期末試験 40%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：IT 戦略とその潮流について、本講義の範囲全般を概説することができる
評価A（89～ 80点）	：T戦略とその潮流について、幅広くトレンドワードを列挙し、説明することができる
評価B（79～ 70点）	：IT 戦略とその潮流について、幾つかのトレンドワードを列挙し、説明することができる
評価C（69～ 60点）	：IT 戦略とその潮流について、幾つかのトレンドワードを列挙できる
評価 F（59点以下）	 ：IT 戦略やデジタルマーケティングについて、語るべきところが無い

■他に履修することが望ましい科目
IT 概論Ⅰ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①必ずPCを持参すること。②試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

アメリカ経済論（America Economy）
オバマ政権（トランプ政権）の経済政策および政策意図を把握する
千原　則和
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
　本講義の目的は、大統領が毎年議会に提出する『Economic	Report	of	the	President（ERP：大統領経済報告）』を通じ
て、オバマ政権の経済政策とその意図を把握することにある。
　『ERP』は、政権の経済情勢および経済政策に関する判断を示す報告書で、アメリカ経済の現状およびオバマ政権の経
済政策を把握するには最適な資料である。本講義では、この『ERP』の翻訳書（『米国経済白書 2016』または『米国経
済白書 2017』）を使って、アメリカ経済の現状およびオバマ政権の経済政策を明らかにする。『米国経済白書 2016』（ま
たは『米国経済白書 2017』）に記載されている豊富な図表および統計データをできる限り多く活用し、アメリカ経済の
みならず世界経済の潮流に触れる機会を提供する。
　必要に応じて、映像資料を使って、最新のアメリカ経済の状況を説明する。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力養成、グローバルビジネス

■到達目標
①オバマ政権（およびトランプ政権）の経済政策および政策意図を理解する　②『大統領経済報告』の内容を理解し、実
践的知識獲得のための環境を整える　③『白書』を通じて、アメリカ経済に関連する最前線事例に触れ、課題発見のため
の素地を養う

■授業形態
講義（受講者 20名以上の場合）、双方向（受講者 20名以下の場合）

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
【予習】　『米国経済白書 2016（または 2017）』	各章の通読、【復習】　配布資料や講義ノートを使った講義の復習

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション
第 2講	 アメリカ経済の基礎知識（１）
第 3講	 アメリカ経済の基礎知識（2）
第 4講	 『ERP』第 1章：米国の包括的成長（１）
第 5講	 『ERP』第 1章：米国の包括的成長（２）
第 6講	 『ERP』第 2章「2015 年の回顧と将来の見通し」（１）
第 7講	 『ERP』第 2章「2015 年の回顧と将来の見通し」（２）
第 8講	 『ERP』第 3章「グローバル経済のマクロ的情勢」（１）
第 9講	 『ERP』第 3章「グローバル経済のマクロ的情勢」（２）
第 10講	『ERP』第 4章「幼児期の不平等と効果的な公共政策による介入」（１）
第 11講	『ERP』第 4章「幼児期の不平等と効果的な公共政策による介入」（２）
第 12講	『ERP』第 5章「テクノロジーとイノベーション」（１）　
第 13講	『ERP』第 5章「テクノロジーとイノベーション」（２）　
第 14講	『ERP』第 6章「米国インフラストラクチャ投資の経済的利益」（１）　
第 15講	『ERP』第 6章「米国インフラストラクチャ投資の経済的利益」（２）　及び　まとめ

■評価方法
定期試験（60％）、授業内の課題の取り組み・出席など（40％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：評価方法配分の要素を合算した 100％を 100 点に換算し、90～ 100 点
評価 A（89～ 80点）	：評価方法配分の要素を合算した 100％を 100 点に換算し、80～ 89点　
評価 B（79～ 70点）	：評価方法配分の要素を合算した 100％を 100 点に換算し、70～ 79点　　
評価C（69～ 60点）	：評価方法配分の要素を合算した 100％を 100 点に換算し、60～ 69点
評価 F（59点以下）	 ：評価方法配分の要素を合算した 100％を 100 点に換算し、59点以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①出欠確認を兼ねた課題（文章作成、小テスト）に取り組むこと、講義中に携帯端末（スマートフォン、タブレットなど）
を使用しないことを、受講の条件とする。②課題に取り組む姿勢、課題の中身を基に、加点評価・減点評価をする。③課
題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

IT 概論 II（Introduction to IT II）
IT 戦略とデジタルマーケティング
佐藤　洋行
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
今やすべてのビジネスで必須となっている IT について、各企業がどのような戦略を持っているのかを学ぶとともに、IT
戦略のトレンドを知る。また、IT活用の中でも、ビジネスの発展に最も重要なものの一つとなっているデジタルマーケティ
ングについて、最前線事例を学ぶとともに、実際に体験することにより、実践的知識を獲得してもらう。
身近で実践的な事例を交えた講義とするので、社会人基礎力を養うために是非受講していただきたい。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
基礎的な学力を養い、グローバルとローカルの関係性を意識しながら産業社会で発生する様々な問題に対処しいける専門
的能力として、ビジネスにおける IT 戦略とデジタルマーケティングの潮流について実践的知識を獲得する。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回講義のはじめに前回講義内容に関する小テストを行うので、前回講義資料および講義記録ノートによる復習をするこ
と（1.5 時間程度）

■授業の概要
第 1講	 イントロダクションⅠ　IT 戦略（予告編）
第 2講	 クラウド環境とオンプレミス環境
第 3講	 オープンソースソフトウェアと商用ソフトウェア
第 4講	 オムニチャネル
第 5講	 IoT
第 6講	 ビッグデータ
第 7講	 IT 戦略（まとめ編）
第 8講	 イントロダクションⅡ　デジタルマーケティング（予告編）
第 9講	 AdTech（デジタル広告の種類編）
第 10講	 AdTech（リアルタイムビッディング（RTB）編）
第 11講	 AdTech（広告枠編）
第 12講	 デジタルCRM（web サイト編）
第 13講	 デジタルCRM（非web サイト編）
第 14講	 デジタルマーケティング（まとめ 1）
第 15講	 デジタルマーケティング（まとめ 2）

■評価方法
出席 60%、期末試験 40%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：IT 戦略とその潮流について、本講義の範囲全般を概説することができる
評価A（89～ 80点）	：T戦略とその潮流について、幅広くトレンドワードを列挙し、説明することができる
評価B（79～ 70点）	：IT 戦略とその潮流について、幾つかのトレンドワードを列挙し、説明することができる
評価C（69～ 60点）	：IT 戦略とその潮流について、幾つかのトレンドワードを列挙できる
評価 F（59点以下）	 ：IT 戦略やデジタルマーケティングについて、語るべきところが無い

■他に履修することが望ましい科目
IT 概論Ⅰ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①必ずPCを持参すること。②試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

アメリカ経済論（America Economy）
オバマ政権（トランプ政権）の経済政策および政策意図を把握する
千原　則和
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
　本講義の目的は、大統領が毎年議会に提出する『Economic	Report	of	the	President（ERP：大統領経済報告）』を通じ
て、オバマ政権の経済政策とその意図を把握することにある。
　『ERP』は、政権の経済情勢および経済政策に関する判断を示す報告書で、アメリカ経済の現状およびオバマ政権の経
済政策を把握するには最適な資料である。本講義では、この『ERP』の翻訳書（『米国経済白書 2016』または『米国経
済白書 2017』）を使って、アメリカ経済の現状およびオバマ政権の経済政策を明らかにする。『米国経済白書 2016』（ま
たは『米国経済白書 2017』）に記載されている豊富な図表および統計データをできる限り多く活用し、アメリカ経済の
みならず世界経済の潮流に触れる機会を提供する。
　必要に応じて、映像資料を使って、最新のアメリカ経済の状況を説明する。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力養成、グローバルビジネス

■到達目標
①オバマ政権（およびトランプ政権）の経済政策および政策意図を理解する　②『大統領経済報告』の内容を理解し、実
践的知識獲得のための環境を整える　③『白書』を通じて、アメリカ経済に関連する最前線事例に触れ、課題発見のため
の素地を養う

■授業形態
講義（受講者 20名以上の場合）、双方向（受講者 20名以下の場合）

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
【予習】　『米国経済白書 2016（または 2017）』	各章の通読、【復習】　配布資料や講義ノートを使った講義の復習

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション
第 2講	 アメリカ経済の基礎知識（１）
第 3講	 アメリカ経済の基礎知識（2）
第 4講	 『ERP』第 1章：米国の包括的成長（１）
第 5講	 『ERP』第 1章：米国の包括的成長（２）
第 6講	 『ERP』第 2章「2015 年の回顧と将来の見通し」（１）
第 7講	 『ERP』第 2章「2015 年の回顧と将来の見通し」（２）
第 8講	 『ERP』第 3章「グローバル経済のマクロ的情勢」（１）
第 9講	 『ERP』第 3章「グローバル経済のマクロ的情勢」（２）
第 10講	『ERP』第 4章「幼児期の不平等と効果的な公共政策による介入」（１）
第 11講	『ERP』第 4章「幼児期の不平等と効果的な公共政策による介入」（２）
第 12講	『ERP』第 5章「テクノロジーとイノベーション」（１）　
第 13講	『ERP』第 5章「テクノロジーとイノベーション」（２）　
第 14講	『ERP』第 6章「米国インフラストラクチャ投資の経済的利益」（１）　
第 15講	『ERP』第 6章「米国インフラストラクチャ投資の経済的利益」（２）　及び　まとめ

■評価方法
定期試験（60％）、授業内の課題の取り組み・出席など（40％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：評価方法配分の要素を合算した 100％を 100 点に換算し、90～ 100 点
評価 A（89～ 80点）	：評価方法配分の要素を合算した 100％を 100 点に換算し、80～ 89点　
評価 B（79～ 70点）	：評価方法配分の要素を合算した 100％を 100 点に換算し、70～ 79点　　
評価C（69～ 60点）	：評価方法配分の要素を合算した 100％を 100 点に換算し、60～ 69点
評価 F（59点以下）	 ：評価方法配分の要素を合算した 100％を 100 点に換算し、59点以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①出欠確認を兼ねた課題（文章作成、小テスト）に取り組むこと、講義中に携帯端末（スマートフォン、タブレットなど）
を使用しないことを、受講の条件とする。②課題に取り組む姿勢、課題の中身を基に、加点評価・減点評価をする。③課
題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

アントレプレナーシップ論（Entrepreneurship）
立志起業家論
趙　佑鎭
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
将来、ビジネスを起こしたいと考えている学生がその実践に生かせる手がかりを学ぶことを科目の目的とする。この場合
の「手がかり」とは、起業家に必要な最低限の「初歩的知識」すなわち、ビジネス・プラン、戦略、組織、マーケティン
グ等のことであり、さらにはビジネスを立ち上げようという「志」、「やる気、思い」である。本講義においては知識以上
に「志」、「やる気、思い」は重要なキーワードである。この授業では、理論を中心とした部分と共に志・実践に役立つ部
分を強化している。趙が講義した内容と対応するかたちで、外部講師として本学に招いたベンチャー業界の実務家（産業
社会で活躍し名声を得ている起業家、インキュベートマネジャー、メンター）は、起業経営の現実と最前線事例のダイナ
ミックスさを学生諸君に感じさせるであろう。将来何をしたいのか漠然としている学生にとっても実務家の体験談を交え
た講義は志・キャリア設計の参考のうえで有意義であると思われる。

■講義分類
ビジネス創造、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
①ビジネスの立ち上げとビジネスプラン作成に必要な知識習得、②起業経営特有の戦略、組織、ファイナンス、マーケティ
ングを理解する、③自分にとって経営 (学 )を勉強する意味を含む志・人生設計及び問題解決を考えさせるきっかけづくり。

■授業形態
講義、双方向、ベンチャー企業の事例を扱ったビデオ・視聴覚教育

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
配布資料には翌週講義回の内容が記載してあり、講義終了間際に教員が示す事前学習ポイントを中心に、それらを授業前
に読んだ上で（各 1.3 時間以上）当該回の講義に臨み、当該回の事業後にはレポートを提出する

■授業の概要
第 1講	 ベンチャー企業とは何か、アントレプレーナシップとは何か
第 2講	 個人事業と会社設立における手順とルール
第 3講	 起業家としての志と勇気ある生き方（外部講師講演）
第 4講	 世界各地域の地域振興の事例とイノベーションの関係
第 5講	 ベンチャー企業経営論のフレームワーク
第 6講	 インキュベート事業経験からみた成功する起業家、失敗する起業家（外部講師講演）
第 7講	 事業機会の発見・評価とビジネスモデル構築
第 8講	 ベンチャー企業の組織のマネジメント
第 9講	 ベンチャー企業の新価値創出と組織のあり方（外部講師講演）
第 10講	 限りある自社資源の限界を超えるための他社の経営資源活用
第 11講	 ベンチャー企業のグローバル化の意義
第 12講	 ベンチャー・ファイナンス -- 日本の銀行とベンチャーキャピタル
第 13講	 起業家・ベンチャー企業のマーケティング
第 14講	 日本の起業家・志ある経営（外部講師講演）
第 15講	 総括

■評価方法
・期末定期試験（40％）＋レポート（3本・30％）＋出席（30％）		・期末試験は趙の講義内容、レポート 3本は外部講
師の内容を中心に行う		・レポート 3本は、MS	Office	word を用いた課題作成提出

■評価基準
評価A+（90点以上）	：起業経営特有の戦略、組織、ファイナンス、マーケティングを大変良好に理解している
評価A（89～ 80点）	：起業経営特有の戦略、組織、ファイナンス、マーケティングをかなり理解している
評価B（79～ 70点）	：起業に必要な知識を良好に習得、レポートでは自分の考えが良く述べられている
評価C（69～ 60点）	：起業に必要な知識をある程度習得、レポートでは自分の考えが一定部分述べられている
評価 F（59点以下）	 ：ベンチャー経営の基本を理解しておらず、レポートも未提出

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①講義の順序は、学生の理解度と進捗度によって前後変更する場合がある。②外部講師の講義日もスケジュール状況によっ
て変更になる場合もある。③私語、携帯電話、本授業と無関係のパソコン使用、途中退室は絶対不可であり、熾烈に厳し
く注意する。学生の社会人としての常識涵養のための注意と授業態度を静粛に保つ教員の姿勢がいやであれば、本講義の
履修は勧められない。④課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

Web デザイン I（Web Design I）
ソースコード（HTML、CSS) を用いてホームページを作成する
良峯　徳和
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
この授業では、ウェブサイト（ホームページ）の構築、登録、更新を行うために必要な基本的な概念、技術の習得を目指
す。インターネットが始まった当初から今日に至るまでのウェブサイトのデザインおよびその技術的変遷について学ぶと
同時に、「ハイパーテキスト」という概念がもたらしたインターネット上の情報を構造的かつ動的に表現するための理論
的な方法論について学習する。具体的には、HTML、CSS（スタイルシート）といったウェブページ構築に必要な基本的
な言語および具体的手法等を、実習を通じて習得する。

■講義分類
ビジネス創造、ビジネス ICT

■到達目標
① TMLおよびCSSを用いて、ウェブページを作成・編集するための知識、スキルの習得　・ウェブページのソースファ
イルの意味や機能の理解、把握　②ウェブページを構成するさまざまなファイルを、サーバー側の要求に合わせて、アッ
プロードしたり、アップデートする方法の習得　③ウェブデザインに関するさまざまな概念や知識の習得

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業の開始時に毎回前回の授業の内容理解を確認するための小テストを行う。その準備として、１時間 15分程度の復習
を行ってくること。

■授業の概要
第 1講	 インターネットの歴史、WWW	の概念
第 2講	 Web ページのソースファイル ;	フォントとフォーマッティングのためのHTMLタグ
第 3講	 画像表示 ;	ハイパーリンク
第 4講	 表の作成 ;	デザインテーブル
第 5講	 フレームを使ったホームページ
第 6講	 リスト、フォーム、ボタン
第 7講	 HTML 全般の復習と練習問題
第 8講	 CSSの基本的文法 ;	ホームページの背景を設定、画像表示
第 9講	 CSSによるテキストの設定、各種テキストスペースの設定 ;	フォントの設定
第 10講	 アプリケーションを使ってスタイルシートを設定する方法 ;	ボーダースタイルの設定
第 11講	 マージン、パディングの設定 ;	イメージフロート
第 12講	 CSS	疑似クラス
第 13講	 CSS全般の復習と練習問題
第 14講	 オリジナルホームページの作成
第 15講	 オリジナルホームページの作成、アップロード

■評価方法
出席 :	10%,	課題提出 :	30%,	小テスト :	40%,	学期末課題 :	20%。ただし、出席は全体の 2/3 以上、課題提出および小テ
ストも全体の 2/3 以上を単位取得のための最低条件とする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を十分に理解し、目的に応じて学んだ内容を応用、発展させることができる。
評価A（89～ 80点）	：講義内容を理解し、目的に応じて学んだ内容をある程度柔軟に応用することができる。
評価B（79～ 70点）	：講義内容をほぼ理解し、目的に応じて学んだ内容をある程度応用することができる。
評価C（69～ 60点）	：講義内容の基本的事柄を理解し、簡単なことであれば、応用ができる。
評価 F（59点以下）	 ：講義内容について基本的な知識も理解も有していない。

■他に履修することが望ましい科目
コンピュータ概論、IT 活用法、IT コミュニケーション入門

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本授業はWeb デザインⅡを履修する際の必須要件となっている。Web デザインⅡも継続的に履修したい学生は必ず本
授業を履修すること。②毎週の課題提出および小テスト正解率が全体で 2/3 を越えない学生、出席が全体の 2/3 に満た
ない学生は、単位を取得することができない。③就職活動に伴う欠席については活動していたという証明書がある場合に
限り、これを正当な理由として考慮する。④課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

アントレプレナーシップ論（Entrepreneurship）
立志起業家論
趙　佑鎭
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
将来、ビジネスを起こしたいと考えている学生がその実践に生かせる手がかりを学ぶことを科目の目的とする。この場合
の「手がかり」とは、起業家に必要な最低限の「初歩的知識」すなわち、ビジネス・プラン、戦略、組織、マーケティン
グ等のことであり、さらにはビジネスを立ち上げようという「志」、「やる気、思い」である。本講義においては知識以上
に「志」、「やる気、思い」は重要なキーワードである。この授業では、理論を中心とした部分と共に志・実践に役立つ部
分を強化している。趙が講義した内容と対応するかたちで、外部講師として本学に招いたベンチャー業界の実務家（産業
社会で活躍し名声を得ている起業家、インキュベートマネジャー、メンター）は、起業経営の現実と最前線事例のダイナ
ミックスさを学生諸君に感じさせるであろう。将来何をしたいのか漠然としている学生にとっても実務家の体験談を交え
た講義は志・キャリア設計の参考のうえで有意義であると思われる。

■講義分類
ビジネス創造、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
①ビジネスの立ち上げとビジネスプラン作成に必要な知識習得、②起業経営特有の戦略、組織、ファイナンス、マーケティ
ングを理解する、③自分にとって経営 (学 )を勉強する意味を含む志・人生設計及び問題解決を考えさせるきっかけづくり。

■授業形態
講義、双方向、ベンチャー企業の事例を扱ったビデオ・視聴覚教育

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
配布資料には翌週講義回の内容が記載してあり、講義終了間際に教員が示す事前学習ポイントを中心に、それらを授業前
に読んだ上で（各 1.3 時間以上）当該回の講義に臨み、当該回の事業後にはレポートを提出する

■授業の概要
第 1講	 ベンチャー企業とは何か、アントレプレーナシップとは何か
第 2講	 個人事業と会社設立における手順とルール
第 3講	 起業家としての志と勇気ある生き方（外部講師講演）
第 4講	 世界各地域の地域振興の事例とイノベーションの関係
第 5講	 ベンチャー企業経営論のフレームワーク
第 6講	 インキュベート事業経験からみた成功する起業家、失敗する起業家（外部講師講演）
第 7講	 事業機会の発見・評価とビジネスモデル構築
第 8講	 ベンチャー企業の組織のマネジメント
第 9講	 ベンチャー企業の新価値創出と組織のあり方（外部講師講演）
第 10講	 限りある自社資源の限界を超えるための他社の経営資源活用
第 11講	 ベンチャー企業のグローバル化の意義
第 12講	 ベンチャー・ファイナンス -- 日本の銀行とベンチャーキャピタル
第 13講	 起業家・ベンチャー企業のマーケティング
第 14講	 日本の起業家・志ある経営（外部講師講演）
第 15講	 総括

■評価方法
・期末定期試験（40％）＋レポート（3本・30％）＋出席（30％）		・期末試験は趙の講義内容、レポート 3本は外部講
師の内容を中心に行う		・レポート 3本は、MS	Office	word を用いた課題作成提出

■評価基準
評価A+（90点以上）	：起業経営特有の戦略、組織、ファイナンス、マーケティングを大変良好に理解している
評価A（89～ 80点）	：起業経営特有の戦略、組織、ファイナンス、マーケティングをかなり理解している
評価B（79～ 70点）	：起業に必要な知識を良好に習得、レポートでは自分の考えが良く述べられている
評価C（69～ 60点）	：起業に必要な知識をある程度習得、レポートでは自分の考えが一定部分述べられている
評価 F（59点以下）	 ：ベンチャー経営の基本を理解しておらず、レポートも未提出

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①講義の順序は、学生の理解度と進捗度によって前後変更する場合がある。②外部講師の講義日もスケジュール状況によっ
て変更になる場合もある。③私語、携帯電話、本授業と無関係のパソコン使用、途中退室は絶対不可であり、熾烈に厳し
く注意する。学生の社会人としての常識涵養のための注意と授業態度を静粛に保つ教員の姿勢がいやであれば、本講義の
履修は勧められない。④課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

Web デザイン I（Web Design I）
ソースコード（HTML、CSS) を用いてホームページを作成する
良峯　徳和
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
この授業では、ウェブサイト（ホームページ）の構築、登録、更新を行うために必要な基本的な概念、技術の習得を目指
す。インターネットが始まった当初から今日に至るまでのウェブサイトのデザインおよびその技術的変遷について学ぶと
同時に、「ハイパーテキスト」という概念がもたらしたインターネット上の情報を構造的かつ動的に表現するための理論
的な方法論について学習する。具体的には、HTML、CSS（スタイルシート）といったウェブページ構築に必要な基本的
な言語および具体的手法等を、実習を通じて習得する。

■講義分類
ビジネス創造、ビジネス ICT

■到達目標
① TMLおよびCSSを用いて、ウェブページを作成・編集するための知識、スキルの習得　・ウェブページのソースファ
イルの意味や機能の理解、把握　②ウェブページを構成するさまざまなファイルを、サーバー側の要求に合わせて、アッ
プロードしたり、アップデートする方法の習得　③ウェブデザインに関するさまざまな概念や知識の習得

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業の開始時に毎回前回の授業の内容理解を確認するための小テストを行う。その準備として、１時間 15分程度の復習
を行ってくること。

■授業の概要
第 1講	 インターネットの歴史、WWW	の概念
第 2講	 Web ページのソースファイル ;	フォントとフォーマッティングのためのHTMLタグ
第 3講	 画像表示 ;	ハイパーリンク
第 4講	 表の作成 ;	デザインテーブル
第 5講	 フレームを使ったホームページ
第 6講	 リスト、フォーム、ボタン
第 7講	 HTML 全般の復習と練習問題
第 8講	 CSSの基本的文法 ;	ホームページの背景を設定、画像表示
第 9講	 CSSによるテキストの設定、各種テキストスペースの設定 ;	フォントの設定
第 10講	 アプリケーションを使ってスタイルシートを設定する方法 ;	ボーダースタイルの設定
第 11講	 マージン、パディングの設定 ;	イメージフロート
第 12講	 CSS	疑似クラス
第 13講	 CSS全般の復習と練習問題
第 14講	 オリジナルホームページの作成
第 15講	 オリジナルホームページの作成、アップロード

■評価方法
出席 :	10%,	課題提出 :	30%,	小テスト :	40%,	学期末課題 :	20%。ただし、出席は全体の 2/3 以上、課題提出および小テ
ストも全体の 2/3 以上を単位取得のための最低条件とする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を十分に理解し、目的に応じて学んだ内容を応用、発展させることができる。
評価A（89～ 80点）	：講義内容を理解し、目的に応じて学んだ内容をある程度柔軟に応用することができる。
評価B（79～ 70点）	：講義内容をほぼ理解し、目的に応じて学んだ内容をある程度応用することができる。
評価C（69～ 60点）	：講義内容の基本的事柄を理解し、簡単なことであれば、応用ができる。
評価 F（59点以下）	 ：講義内容について基本的な知識も理解も有していない。

■他に履修することが望ましい科目
コンピュータ概論、IT 活用法、IT コミュニケーション入門

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本授業はWeb デザインⅡを履修する際の必須要件となっている。Web デザインⅡも継続的に履修したい学生は必ず本
授業を履修すること。②毎週の課題提出および小テスト正解率が全体で 2/3 を越えない学生、出席が全体の 2/3 に満た
ない学生は、単位を取得することができない。③就職活動に伴う欠席については活動していたという証明書がある場合に
限り、これを正当な理由として考慮する。④課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

Web デザイン II（Web Design II）
javascript を学んで、動的、インタラクティブな Web ページをデザインする
良峯　徳和
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
この授業は、HTMLやCSSの基本をマスターした学生を対象に、より高度な表現力、よりインタラクティブなコミュニケー
ションを可能とするWeb ページ制作技術の習得を目的とする。具体的には、HTML、CSSの基礎に加えて、javascript	
と呼ばれるクライアントサイドのWeb プログラミングの技法をWeb ページに組み込むための基礎知識ならびに制作技
術を学ぶ。

■講義分類
ビジネス創造、ビジネス ICT

■到達目標
①プログラミングの基本となるアルゴリズム、構文ルールを理解・習得し、プログラムを構築する基礎能力を身に着ける。	
②Web デザインに有効なさまざまなメソッドの使い方を理解・習得し、必要に応じて使いこなす技術力を身に着ける。	
③Web のユーザビリティやアクセシビリティについての理解を深めるとともに、著作権への配慮やセキュリティの問題
についても関心を持てるようにする。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業の開始時に毎回前回の授業の内容理解を確認するための小テストを行う。その準備として、１時間程度の復習を行っ
てくること。

■授業の概要
第 1講	 javascript とは何か ?;	javascript は Web の世界でどのように利用されているか。
第 2講	 javascript の基本構文 1
第 3講	 javascript の基本構文 2
第 4講	 javascript の基本構文 3
第 5講	 ポップアップウイドウを使ったプログラミング技法を習得。
第 6講	 ループ（繰り返し）処理を使って、作業を大量かつ高速に行わせるプログラミングの技法
第 7講	 ループ（繰り返し）処理を具体的な課題に応用
第 8講	 イベント処理を伴うダイナミックWeb ページの作成方法
第 9講	 文字列オブジェクトを対象としたさまざまな操作や処理
第 10講	 日時に関するオブジェクトや行列を対象とした操作や処理
第 11講	 行列 (array) や数オブジェクトを対象としたさまざまな操作や処理
第 12講	 HTML 要素をオブジェクトとしたさまざまな操作や処理
第 13講	 最終課題作成実習
第 14講	 最終課題作成実習
第 15講	 最終課題作成実習

■評価方法
出席 :	10%,	課題提出 :	30%,	小テスト :	40%,	学期末課題 :	20%。ただし、出席、課題提出、小テストのいずれにおいて
も全体の 2/3 以上を単位取得のための最低条件とする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を十分に理解し、目的に応じて学んだ内容を応用、発展させることができる。
評価A（89～ 80点）	：講義内容を理解し、目的に応じて学んだ内容をある程度柔軟に応用することができる。
評価B（79～ 70点）	：講義内容をほぼ理解し、目的に応じて学んだ内容をある程度応用することができる。
評価C（69～ 60点）	：講義内容の基本的事柄を理解し、簡単なことであれば、応用ができる。
評価 F（59点以下）	 ：講義内容について基本的な知識も理解も有していない。

■他に履修することが望ましい科目
Web デザイン I（Web	Design	I）を必ず履修しておくこと。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①小テストは毎回の授業の開始時に実施するため、遅刻・欠席の場合は受験できない。忌引き、就職の面接試験、インター
ンシップなどの理由で欠席した場合のみ、該当小テスト後の１週間以内に限り、追試を受けることができる。詳細につい
ては、最初の授業で説明する。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

NPO・NGO 論（NPO・NGO Theory）
社会的事業の組織論
松本　祐一
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
社会的な問題の解決の主体であるNPOやＮＧＯ（以下、２つの概念を合わせて便宜上ＮＰＯと表記）が登場した歴史的
背景、現代における存在意義、経営の特徴を学び、ソーシャルイノベーションを生み出す組織原理について理解する。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
ＮＰＯ特有の組織原理を理解すること

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
最低 1.3 時間以上の興味のあるＮＰＯの事例の収集

■授業の概要
第 1講	 講義の目的と内容を共有する。（オリエンテーション）
第 2講	 ＮＰＯという組織を学ぶ意味を考える。
第 3講	 ＮＰＯがなぜ必要かを考える。
第 4講	 ＮＰＯがなぜ必要かを考える。第 2回
第 5講	 ＮＰＯの組織的特色を理解する。
第 6講	 ＮＰＯと他の組織の違いを総括する。
第 7講	 ＮＰＯの成果とは何かを考える。
第 8講	 ＮＰＯに必要なマーケティング志向を理解する。
第 9講	 ＮＰＯマーケティングの枠組みとプロセスを理解する。
第 10講	 ＮＰＯの資源動員について考える。
第 11講	 ＮＰＯに関わる「人」について考える。
第 12講	 ＮＰＯの経営の特徴について、総括する。
第 13講	 社会的事業の開発を考える。
第 14講	 社会的事業の開発を考える。第 2回目。
第 15講	 授業のふりかえりを行う。

■評価方法
授業中提出のワークシート（ミニテスト・セクションレポート）40％　中間レポート 20％　最終レポート 40％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：すべて出席し、内容を理解し、オリジナル性がある。セクションレポートが２回ともＡ
評価A（89～ 80点）	：９割以上出席し、内容を理解している。セクションレポートのうち、２回ともＢ以上。
評価B（79～ 70点）	：８割以上出席し、内容を理解。セクションレポートのうち、１回以上Ｂ
評価C（69～ 60点）	：６割以上出席し、内容をある程度理解。
評価 F（59点以下）	 ：５割以下の出席率。またはセクションレポートが２回ともＤ

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
① 10分以上の遅刻は欠席として扱う。②中間レポートと最終レポートの提出が単位取得の最低限の条件で、授業内で２
回行うセクションレポートで２回ともＤを取った場合、単位取得できない。③課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

Web デザイン II（Web Design II）
javascript を学んで、動的、インタラクティブな Web ページをデザインする
良峯　徳和
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
この授業は、HTMLやCSSの基本をマスターした学生を対象に、より高度な表現力、よりインタラクティブなコミュニケー
ションを可能とするWeb ページ制作技術の習得を目的とする。具体的には、HTML、CSSの基礎に加えて、javascript	
と呼ばれるクライアントサイドのWeb プログラミングの技法をWeb ページに組み込むための基礎知識ならびに制作技
術を学ぶ。

■講義分類
ビジネス創造、ビジネス ICT

■到達目標
①プログラミングの基本となるアルゴリズム、構文ルールを理解・習得し、プログラムを構築する基礎能力を身に着ける。	
②Web デザインに有効なさまざまなメソッドの使い方を理解・習得し、必要に応じて使いこなす技術力を身に着ける。	
③Web のユーザビリティやアクセシビリティについての理解を深めるとともに、著作権への配慮やセキュリティの問題
についても関心を持てるようにする。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業の開始時に毎回前回の授業の内容理解を確認するための小テストを行う。その準備として、１時間程度の復習を行っ
てくること。

■授業の概要
第 1講	 javascript とは何か ?;	javascript は Web の世界でどのように利用されているか。
第 2講	 javascript の基本構文 1
第 3講	 javascript の基本構文 2
第 4講	 javascript の基本構文 3
第 5講	 ポップアップウイドウを使ったプログラミング技法を習得。
第 6講	 ループ（繰り返し）処理を使って、作業を大量かつ高速に行わせるプログラミングの技法
第 7講	 ループ（繰り返し）処理を具体的な課題に応用
第 8講	 イベント処理を伴うダイナミックWeb ページの作成方法
第 9講	 文字列オブジェクトを対象としたさまざまな操作や処理
第 10講	 日時に関するオブジェクトや行列を対象とした操作や処理
第 11講	 行列 (array) や数オブジェクトを対象としたさまざまな操作や処理
第 12講	 HTML 要素をオブジェクトとしたさまざまな操作や処理
第 13講	 最終課題作成実習
第 14講	 最終課題作成実習
第 15講	 最終課題作成実習

■評価方法
出席 :	10%,	課題提出 :	30%,	小テスト :	40%,	学期末課題 :	20%。ただし、出席、課題提出、小テストのいずれにおいて
も全体の 2/3 以上を単位取得のための最低条件とする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を十分に理解し、目的に応じて学んだ内容を応用、発展させることができる。
評価A（89～ 80点）	：講義内容を理解し、目的に応じて学んだ内容をある程度柔軟に応用することができる。
評価B（79～ 70点）	：講義内容をほぼ理解し、目的に応じて学んだ内容をある程度応用することができる。
評価C（69～ 60点）	：講義内容の基本的事柄を理解し、簡単なことであれば、応用ができる。
評価 F（59点以下）	 ：講義内容について基本的な知識も理解も有していない。

■他に履修することが望ましい科目
Web デザイン I（Web	Design	I）を必ず履修しておくこと。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①小テストは毎回の授業の開始時に実施するため、遅刻・欠席の場合は受験できない。忌引き、就職の面接試験、インター
ンシップなどの理由で欠席した場合のみ、該当小テスト後の１週間以内に限り、追試を受けることができる。詳細につい
ては、最初の授業で説明する。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

NPO・NGO 論（NPO・NGO Theory）
社会的事業の組織論
松本　祐一
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
社会的な問題の解決の主体であるNPOやＮＧＯ（以下、２つの概念を合わせて便宜上ＮＰＯと表記）が登場した歴史的
背景、現代における存在意義、経営の特徴を学び、ソーシャルイノベーションを生み出す組織原理について理解する。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
ＮＰＯ特有の組織原理を理解すること

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
最低 1.3 時間以上の興味のあるＮＰＯの事例の収集

■授業の概要
第 1講	 講義の目的と内容を共有する。（オリエンテーション）
第 2講	 ＮＰＯという組織を学ぶ意味を考える。
第 3講	 ＮＰＯがなぜ必要かを考える。
第 4講	 ＮＰＯがなぜ必要かを考える。第 2回
第 5講	 ＮＰＯの組織的特色を理解する。
第 6講	 ＮＰＯと他の組織の違いを総括する。
第 7講	 ＮＰＯの成果とは何かを考える。
第 8講	 ＮＰＯに必要なマーケティング志向を理解する。
第 9講	 ＮＰＯマーケティングの枠組みとプロセスを理解する。
第 10講	 ＮＰＯの資源動員について考える。
第 11講	 ＮＰＯに関わる「人」について考える。
第 12講	 ＮＰＯの経営の特徴について、総括する。
第 13講	 社会的事業の開発を考える。
第 14講	 社会的事業の開発を考える。第 2回目。
第 15講	 授業のふりかえりを行う。

■評価方法
授業中提出のワークシート（ミニテスト・セクションレポート）40％　中間レポート 20％　最終レポート 40％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：すべて出席し、内容を理解し、オリジナル性がある。セクションレポートが２回ともＡ
評価A（89～ 80点）	：９割以上出席し、内容を理解している。セクションレポートのうち、２回ともＢ以上。
評価B（79～ 70点）	：８割以上出席し、内容を理解。セクションレポートのうち、１回以上Ｂ
評価C（69～ 60点）	：６割以上出席し、内容をある程度理解。
評価 F（59点以下）	 ：５割以下の出席率。またはセクションレポートが２回ともＤ

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
① 10分以上の遅刻は欠席として扱う。②中間レポートと最終レポートの提出が単位取得の最低限の条件で、授業内で２
回行うセクションレポートで２回ともＤを取った場合、単位取得できない。③課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

海外活動英語コミュニケーション I（English communication I）
真の国際化とは自分の国を知ること  Be a global business person!
中村（そ）、渡辺（幸）
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
社会人としての基礎力をつけるため、国内外で活躍する各分野での最新事例を直接知ることは大変貴重である。この科目
では企業や団体で活躍する現役ビジネスパーソンから直接“社会の現実”を聞き、日々の課題を解決している現場の雰囲
気を感じ取り、問題解決手法、各分野で必要な英語表現を学習する。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローカルビジネス	

■到達目標
社会環境を知り、問題解決力とともに時代感覚を養い、将来のビジネスライフを想像し、準備学習する為の自分なりの入
り口と道筋を見つける。

■授業形態
グループディスカッション、発見学習、問題解決学習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義に招かれるゲスト、学外での研修、見学、フィールドワークの内容について事前に十分に調査研究をし、授業後は教
員からの指示に従ってフォロー学習を行う。時間は１．５時間

■授業の概要
第 1講	 < 第 1講 >		オリエンテーション　今後の予定			渡辺の自己紹介と昨年の講座内容説明　
第 2講	 < 第 2講 >	　ゲストスピーカーの話　（１）
第 3講	 < 第 3講 >	　ゲストスピーカーの話　（２）
第 4講	 < 第 4講 >	　ゲストスピーカーの話　（３）
第 5講	 < 第 5講 >	　ゲストスピーカーの話　（４）
第 6講	 < 第 6講 >	　ゲストスピーカー（企業・団体・官僚等）の話　（5）
第 7講	 < 第 7講 >　前半終了時の総括　及び、「自分の国を知る大切さ」の講義
第 8講	 < 第 8講 >　ワークショップ　訪問　（１）
第 9講	 < 第 9講 >　ワークショップ　訪問　（２）
第 10講	 < 第 10講 >	　ワークショップ　訪問　（３）
第 11講	 < 第 11講 >	　ワークショップ　訪問　（４）
第 12講	 < 第 12講 >	　ワークショップ　総括
第 13講	 < 第 13講 >	　真の国際化とは自分の国を知る事（１)
第 14講	 < 第 14講 >	　真の国際化とは自分の国を知る事（２）
第 15講	 < 第 15講 >	　グローバルビジネスマン養成講座　総括

■評価方法
受講態度を含めた出席 50%，提出物 50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が９０点以上
評価A（89～ 80点）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が８０点から８９点
評価B（79～ 70点）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が７０点から７９点　
評価C（69～ 60点）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が６０点から６９点
評価 F（59点以下）	 ：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が５９点以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①第１回目の授業に必ず出てください。出席を重要視する授業です。②課題に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

海外活動英語コミュニケーション II（English communication II）
真の国際化とは自分の国を知ること  Be a global business person!
中村（そ）、渡辺（幸）
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
社会人としての基礎力をつけるため、国内外で活躍する各分野での最新事例を直接知ることは大変貴重である。この科目
では企業や団体で活躍する現役ビジネスパーソンから直接“社会の現実”を聞き、日々の課題を解決している現場の雰囲
気を感じ取り、問題解決手法、各分野で必要な英語表現を学習する。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローカルビジネス	

■到達目標
社会環境を知り、問題解決力とともに時代感覚を養い、将来のビジネスライフを想像し、準備学習する為の自分なりの入
り口と道筋を見つける。

■授業形態
グループディスカッション、発見学習、問題解決学習、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義に招かれるゲスト、学外での研修、見学、フィールドワークの内容について事前に十分に調査研究をし、授業後は教
員からの指示に従ってフォロー学習を行う。

■授業の概要
第 1講	 < 第 1講 >		オリエンテーション　今後の予定			渡辺の自己紹介と昨年の講座内容説明　
第 2講	 < 第 2講 >	　ゲストスピーカーの話　（１）
第 3講	 < 第 3講 >	　ゲストスピーカーの話　（２）
第 4講	 < 第４講 >	　ゲストスピーカーの話　（３）
第 5講	 < 第 5講 >	　ゲストスピーカーの話　（４）
第 6講	 < 第 6講 >	　ゲストスピーカー（企業・団体・官僚等）の話　（５）
第 7講	 < 第 7講 >　前半終了時の総括　及び、「自分の国を知る大切さ」の講義
第 8講	 < 第 8講 >　ワークショップ　訪問　（１）
第 9講	 < 第 9講 >　ワークショップ　訪問　（２）
第 10講	 < 第 10講 >	　ワークショップ　訪問　（３）
第 11講	 < 第 11講 >	　ワークショップ　訪問　（４）
第 12講	 < 第 12講 >	　ワークショップ　総括
第 13講	 < 第 13講 >	　真の国際化とは自分の国を知る事（１)
第 14講	 < 第 14講 >	　真の国際化とは自分の国を知る事（２）
第 15講	 < 第 15講 >	　グローバルビジネスマン養成講座　総括

■評価方法
受講態度を含めた出席 50%，提出物 50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が９０点以上
評価A（89～ 80点）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が８０点から８９点
評価B（79～ 70点）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が７０点から７９点　
評価C（69～ 60点）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が６０点から６９点
評価 F（59点以下）	 ：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が５９点以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①第１回目の授業に必ず出てください。出席を重要視する授業です。②課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

海外活動英語コミュニケーション I（English communication I）
真の国際化とは自分の国を知ること  Be a global business person!
中村（そ）、渡辺（幸）
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
社会人としての基礎力をつけるため、国内外で活躍する各分野での最新事例を直接知ることは大変貴重である。この科目
では企業や団体で活躍する現役ビジネスパーソンから直接“社会の現実”を聞き、日々の課題を解決している現場の雰囲
気を感じ取り、問題解決手法、各分野で必要な英語表現を学習する。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローカルビジネス	

■到達目標
社会環境を知り、問題解決力とともに時代感覚を養い、将来のビジネスライフを想像し、準備学習する為の自分なりの入
り口と道筋を見つける。

■授業形態
グループディスカッション、発見学習、問題解決学習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義に招かれるゲスト、学外での研修、見学、フィールドワークの内容について事前に十分に調査研究をし、授業後は教
員からの指示に従ってフォロー学習を行う。時間は１．５時間

■授業の概要
第 1講	 < 第 1講 >		オリエンテーション　今後の予定			渡辺の自己紹介と昨年の講座内容説明　
第 2講	 < 第 2講 >	　ゲストスピーカーの話　（１）
第 3講	 < 第 3講 >	　ゲストスピーカーの話　（２）
第 4講	 < 第 4講 >	　ゲストスピーカーの話　（３）
第 5講	 < 第 5講 >	　ゲストスピーカーの話　（４）
第 6講	 < 第 6講 >	　ゲストスピーカー（企業・団体・官僚等）の話　（5）
第 7講	 < 第 7講 >　前半終了時の総括　及び、「自分の国を知る大切さ」の講義
第 8講	 < 第 8講 >　ワークショップ　訪問　（１）
第 9講	 < 第 9講 >　ワークショップ　訪問　（２）
第 10講	 < 第 10講 >	　ワークショップ　訪問　（３）
第 11講	 < 第 11講 >	　ワークショップ　訪問　（４）
第 12講	 < 第 12講 >	　ワークショップ　総括
第 13講	 < 第 13講 >	　真の国際化とは自分の国を知る事（１)
第 14講	 < 第 14講 >	　真の国際化とは自分の国を知る事（２）
第 15講	 < 第 15講 >	　グローバルビジネスマン養成講座　総括

■評価方法
受講態度を含めた出席 50%，提出物 50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が９０点以上
評価A（89～ 80点）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が８０点から８９点
評価B（79～ 70点）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が７０点から７９点　
評価C（69～ 60点）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が６０点から６９点
評価 F（59点以下）	 ：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が５９点以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①第１回目の授業に必ず出てください。出席を重要視する授業です。②課題に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

海外活動英語コミュニケーション II（English communication II）
真の国際化とは自分の国を知ること  Be a global business person!
中村（そ）、渡辺（幸）
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
社会人としての基礎力をつけるため、国内外で活躍する各分野での最新事例を直接知ることは大変貴重である。この科目
では企業や団体で活躍する現役ビジネスパーソンから直接“社会の現実”を聞き、日々の課題を解決している現場の雰囲
気を感じ取り、問題解決手法、各分野で必要な英語表現を学習する。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローカルビジネス	

■到達目標
社会環境を知り、問題解決力とともに時代感覚を養い、将来のビジネスライフを想像し、準備学習する為の自分なりの入
り口と道筋を見つける。

■授業形態
グループディスカッション、発見学習、問題解決学習、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義に招かれるゲスト、学外での研修、見学、フィールドワークの内容について事前に十分に調査研究をし、授業後は教
員からの指示に従ってフォロー学習を行う。

■授業の概要
第 1講	 < 第 1講 >		オリエンテーション　今後の予定			渡辺の自己紹介と昨年の講座内容説明　
第 2講	 < 第 2講 >	　ゲストスピーカーの話　（１）
第 3講	 < 第 3講 >	　ゲストスピーカーの話　（２）
第 4講	 < 第４講 >	　ゲストスピーカーの話　（３）
第 5講	 < 第 5講 >	　ゲストスピーカーの話　（４）
第 6講	 < 第 6講 >	　ゲストスピーカー（企業・団体・官僚等）の話　（５）
第 7講	 < 第 7講 >　前半終了時の総括　及び、「自分の国を知る大切さ」の講義
第 8講	 < 第 8講 >　ワークショップ　訪問　（１）
第 9講	 < 第 9講 >　ワークショップ　訪問　（２）
第 10講	 < 第 10講 >	　ワークショップ　訪問　（３）
第 11講	 < 第 11講 >	　ワークショップ　訪問　（４）
第 12講	 < 第 12講 >	　ワークショップ　総括
第 13講	 < 第 13講 >	　真の国際化とは自分の国を知る事（１)
第 14講	 < 第 14講 >	　真の国際化とは自分の国を知る事（２）
第 15講	 < 第 15講 >	　グローバルビジネスマン養成講座　総括

■評価方法
受講態度を含めた出席 50%，提出物 50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が９０点以上
評価A（89～ 80点）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が８０点から８９点
評価B（79～ 70点）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が７０点から７９点　
評価C（69～ 60点）	：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が６０点から６９点
評価 F（59点以下）	 ：授業態度を含めた出席、課題、宿題、レポートの総合点が５９点以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①第１回目の授業に必ず出てください。出席を重要視する授業です。②課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

韓国ビジネスコミュニケーション I（Korean Business Communication I）
韓国語中級
朴　浩烈
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
必修「韓国語」（初級）をふまえた上で読む、書く、話す、聞くのレベルにおいて「韓国語」中級を目指すことが講義目
的である。目標達成にため、適宜小試験を行う。この授業で学んだ先輩の中にはハングル検定3級合格者もいる。したがっ
て受講生たちには「ハングル能力検定試験（３～５級）の受験を奨励する。オリジナル教材と教科書を併用しながら学習
を進める。概要には教科書のみの記載であるが、学生たちの進捗状況に応じてオリジナル資料を使いながら授業を進める。
韓国文化や社会を理解し、聞き取りの現在地を確認するため映画鑑賞を 1回行う。

■講義分類
地域ビジネス、社会人力育成

■到達目標
１．韓国語中級レベル	２．コミュニケーション能力の向上	３．客観的指標として、ハングル能力検定試験（5～ 3級）
の合格

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前学習には毎回 1.5 時間程度の時間を必要とする課題を出すことになる。課題は初級教科書の復習、ＣＤを聞きながら
の練習、小テストの準備、指定図書、配布資料の練習問題を必ず解いて授業に参加することとする。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス
第 2講	 オリジナル教材と教科書①の１．子音、母音を復習する . 発音を完璧にマスターする。
第 3講	 教科書①の３．子音＋母音の学習。韓国語音を正確に聞き取り完璧に書けるようにする。
第 4講	 教科書①の４．パッチム（子音＋母音＋子音）。パッチムを完全マスターする。
第 5講	 教科書①の「5級編」１．発音と表記。発音変化を完全にマスターする。
第 6講	 教科書①の２．文法を学ぶ。学んだ文法を応用できるようにする。
第 7講	 引き続き教科書①の２．文法を学ぶ。学んだ文法を応用できるようにする。
第 8講	 教科書①の３．単語及び表現を学ぶ。単語及び表現をマスターする。
第 9講	 引き続き教科書①の３．単語及び表現を学ぶ。単語及び表現をマスターする。
第 10講	 ハングル検定 5級合格のための第 1回模擬試験。
第 11講	 ハングル検定 5級合格のための第 2回模擬試験。
第 12講	 ハングル検定 5級合格のための第 3回模擬試験。　
第 13講	 指定図書の過去問を解く。
第 14講	 韓国映画を鑑賞し、聞き取り能力向上を図る。
第 15講	 まとめ。

■評価方法
出席５０％、講義参加態度５０％。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：欠席が０～１回で講義参加態度（小試験、レポートなどを含む）が最優であること。
評価A（89～ 80点）	：欠席が１～２回で講義参加態度が優であること。
評価B（79～ 70点）	：欠席が２～３回で講義参加態度が良であること。
評価C（69～ 60点）	：欠席が３～５回で講義参加態度が良であること。
評価 F（59点以下）	 ：欠席 6回以上。講義参加態度が消極的な場合。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
（１）履修に関して：次のいずれかの学生を履修可とする。①韓国語 I 及び韓国語 II の単位修得している学生。②初回講
義内にて簡易テストを受験し合格基準に達した学生。（２）フィードバックについて：課題や試験等に対してフィードバッ
クを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

韓国ビジネスコミュニケーション II（Korean Business Communication II）
韓国語中級
朴　浩烈
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
必修「韓国語」（初級）をふまえた上で読む、書く、話す、聞くのレベルにおいて「韓国語」中級を目指すことが講義目
的である。目標達成にため、適宜小試験を行う。この授業で学んだ先輩の中にはハングル検定3級合格者もいる。したがっ
て受講生たちには「ハングル能力検定試験（３～５級）の受験を奨励する。オリジナル教材と教科書を併用しながら学習
を進める。概要には教科書のみの記載であるが、学生たちの進捗状況に応じてオリジナル資料を使いながら授業を進める。
韓国文化や社会を理解し、聞き取りの現在地を確認するため映画鑑賞を 1回行う。

■講義分類
地域ビジネス、社会人力育成

■到達目標
１．韓国語中級レベル	２．コミュニケーション能力の向上	３．客観的指標として、ハングル能力検定試験（5～ 3級）
の合格

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前学習には毎回 1.5 時間程度の時間を必要とする課題を出すことになる。課題は初級教科書の復習、ＣＤを聞きながら
の練習、小テストの準備、指定図書、配布資料の練習問題を必ず解いて授業に参加することとする。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス
第 2講	 オリジナル教材と教科書②の 5級練習問題１、２を完璧にマスターする。
第 3講	 小試験と教科書②の３，４を学ぶ。
第 4講	 小試験と教科書②の５、６を学ぶ。
第 5講	 模擬テスト①と解説。
第 6講	 模擬テスト②と解説
第 7講	 教科書②の 4級練習問題１，２の学習
第 8講	 教科書②３，４の学習
第 9講	 教科書②の５
第 10講	 ハングル検定 4級合格のための第 1回模擬試験。
第 11講	 ハングル検定 4級合格のための第 2回模擬試験。
第 12講	 ハングル検定 4級合格のための第 3回模擬試験。　
第 13講	 指定図書の過去問を解く。
第 14講	 韓国映画を鑑賞し、聞き取り能力向上を図る。
第 15講	 まとめ。

■評価方法
出席５０％、講義参加態度５０％。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：欠席が０～１回で講義参加態度（小試験、レポートなどを含む）が最優であること。
評価A（89～ 80点）	：欠席が１～２回で講義参加態度が優であること。
評価B（79～ 70点）	：欠席が２～３回で講義参加態度が良であること。
評価C（69～ 60点）	：欠席が３～５回で講義参加態度が良であること。
評価 F（59点以下）	 ：欠席 6回以上。講義参加態度が消極的な場合。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
（１）履修に関して：次のいずれかの学生を履修可とする。①韓国語 I 及び韓国語 II の単位修得している学生。②初回講
義内にて簡易テストを受験し合格基準に達した学生。（２）フィードバックについて：課題や試験等に対してフィードバッ
クを行う。　
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

韓国ビジネスコミュニケーション I（Korean Business Communication I）
韓国語中級
朴　浩烈
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
必修「韓国語」（初級）をふまえた上で読む、書く、話す、聞くのレベルにおいて「韓国語」中級を目指すことが講義目
的である。目標達成にため、適宜小試験を行う。この授業で学んだ先輩の中にはハングル検定3級合格者もいる。したがっ
て受講生たちには「ハングル能力検定試験（３～５級）の受験を奨励する。オリジナル教材と教科書を併用しながら学習
を進める。概要には教科書のみの記載であるが、学生たちの進捗状況に応じてオリジナル資料を使いながら授業を進める。
韓国文化や社会を理解し、聞き取りの現在地を確認するため映画鑑賞を 1回行う。

■講義分類
地域ビジネス、社会人力育成

■到達目標
１．韓国語中級レベル	２．コミュニケーション能力の向上	３．客観的指標として、ハングル能力検定試験（5～ 3級）
の合格

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前学習には毎回 1.5 時間程度の時間を必要とする課題を出すことになる。課題は初級教科書の復習、ＣＤを聞きながら
の練習、小テストの準備、指定図書、配布資料の練習問題を必ず解いて授業に参加することとする。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス
第 2講	 オリジナル教材と教科書①の１．子音、母音を復習する . 発音を完璧にマスターする。
第 3講	 教科書①の３．子音＋母音の学習。韓国語音を正確に聞き取り完璧に書けるようにする。
第 4講	 教科書①の４．パッチム（子音＋母音＋子音）。パッチムを完全マスターする。
第 5講	 教科書①の「5級編」１．発音と表記。発音変化を完全にマスターする。
第 6講	 教科書①の２．文法を学ぶ。学んだ文法を応用できるようにする。
第 7講	 引き続き教科書①の２．文法を学ぶ。学んだ文法を応用できるようにする。
第 8講	 教科書①の３．単語及び表現を学ぶ。単語及び表現をマスターする。
第 9講	 引き続き教科書①の３．単語及び表現を学ぶ。単語及び表現をマスターする。
第 10講	 ハングル検定 5級合格のための第 1回模擬試験。
第 11講	 ハングル検定 5級合格のための第 2回模擬試験。
第 12講	 ハングル検定 5級合格のための第 3回模擬試験。　
第 13講	 指定図書の過去問を解く。
第 14講	 韓国映画を鑑賞し、聞き取り能力向上を図る。
第 15講	 まとめ。

■評価方法
出席５０％、講義参加態度５０％。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：欠席が０～１回で講義参加態度（小試験、レポートなどを含む）が最優であること。
評価A（89～ 80点）	：欠席が１～２回で講義参加態度が優であること。
評価B（79～ 70点）	：欠席が２～３回で講義参加態度が良であること。
評価C（69～ 60点）	：欠席が３～５回で講義参加態度が良であること。
評価 F（59点以下）	 ：欠席 6回以上。講義参加態度が消極的な場合。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
（１）履修に関して：次のいずれかの学生を履修可とする。①韓国語 I 及び韓国語 II の単位修得している学生。②初回講
義内にて簡易テストを受験し合格基準に達した学生。（２）フィードバックについて：課題や試験等に対してフィードバッ
クを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

韓国ビジネスコミュニケーション II（Korean Business Communication II）
韓国語中級
朴　浩烈
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
必修「韓国語」（初級）をふまえた上で読む、書く、話す、聞くのレベルにおいて「韓国語」中級を目指すことが講義目
的である。目標達成にため、適宜小試験を行う。この授業で学んだ先輩の中にはハングル検定3級合格者もいる。したがっ
て受講生たちには「ハングル能力検定試験（３～５級）の受験を奨励する。オリジナル教材と教科書を併用しながら学習
を進める。概要には教科書のみの記載であるが、学生たちの進捗状況に応じてオリジナル資料を使いながら授業を進める。
韓国文化や社会を理解し、聞き取りの現在地を確認するため映画鑑賞を 1回行う。

■講義分類
地域ビジネス、社会人力育成

■到達目標
１．韓国語中級レベル	２．コミュニケーション能力の向上	３．客観的指標として、ハングル能力検定試験（5～ 3級）
の合格

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前学習には毎回 1.5 時間程度の時間を必要とする課題を出すことになる。課題は初級教科書の復習、ＣＤを聞きながら
の練習、小テストの準備、指定図書、配布資料の練習問題を必ず解いて授業に参加することとする。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス
第 2講	 オリジナル教材と教科書②の 5級練習問題１、２を完璧にマスターする。
第 3講	 小試験と教科書②の３，４を学ぶ。
第 4講	 小試験と教科書②の５、６を学ぶ。
第 5講	 模擬テスト①と解説。
第 6講	 模擬テスト②と解説
第 7講	 教科書②の 4級練習問題１，２の学習
第 8講	 教科書②３，４の学習
第 9講	 教科書②の５
第 10講	 ハングル検定 4級合格のための第 1回模擬試験。
第 11講	 ハングル検定 4級合格のための第 2回模擬試験。
第 12講	 ハングル検定 4級合格のための第 3回模擬試験。　
第 13講	 指定図書の過去問を解く。
第 14講	 韓国映画を鑑賞し、聞き取り能力向上を図る。
第 15講	 まとめ。

■評価方法
出席５０％、講義参加態度５０％。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：欠席が０～１回で講義参加態度（小試験、レポートなどを含む）が最優であること。
評価A（89～ 80点）	：欠席が１～２回で講義参加態度が優であること。
評価B（79～ 70点）	：欠席が２～３回で講義参加態度が良であること。
評価C（69～ 60点）	：欠席が３～５回で講義参加態度が良であること。
評価 F（59点以下）	 ：欠席 6回以上。講義参加態度が消極的な場合。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
（１）履修に関して：次のいずれかの学生を履修可とする。①韓国語 I 及び韓国語 II の単位修得している学生。②初回講
義内にて簡易テストを受験し合格基準に達した学生。（２）フィードバックについて：課題や試験等に対してフィードバッ
クを行う。　
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

キャリア・デザイン I（Career Design I）
社会人になる準備
浜田　正幸
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
社会人と学生は根本的にちがうので、学生から社会人になるためには、シフトチェンジが必要である。
そのために必要な知識・能力として、社会人基礎力や産業社会の理解などがある。
本講をきっかけに、社会人になるためのシフトチェンジすることが目的である。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
①	自己分析ができていて、自己PRのスピーチができる	②	履歴書を適正に書くことができる	③	社会人基礎力を理解し、
日々の生活でその能力を獲得する努力ができる

■授業形態
プレゼンテーション、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
次回までのワークシートを完成させる（1.5 時間）。毎回小レポートを課す（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 本講全体の内容と、取り扱う範囲の説明。
第 2講	 自分のことを伝える①
第 3講	 自己分析
第 4講	 履歴書の書き方
第 5講	 自分の適性、やりたいことを特定する
第 6講	 業種・業界・会社探索
第 7講	 志望動機
第 8講	 社会人になる時間軸
第 9講	 会社の仕組み「社員区分」
第 10講	 会社の仕組み「評価制度」
第 11講	 会社の仕組み「賃金制度」
第 12講	 会社の仕組み「キャリアシステム」
第 13講	 グループディスカッションの演習
第 14講	 グループディスカッションの演習
第 15講	 確認テスト

■評価方法
出席・レポート（ワークシート）30%		課題への取り組み 10%		到達度テスト 60%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席、レポート、確認テストすべてに大変優れている場合。
評価A（89～ 80点）	：出席、レポート、確認テストすべてに十分到達している場合。
評価B（79～ 70点）	：出席、レポート、確認テストの総合がある程度できているが、十分とはいえない場合。
評価C（69～ 60点）	：出席、レポート、確認テストとも十分ではないが、今後の努力を期待する場合。
評価 F（59点以下）	 ：出席、レポート、確認テストすべてが未達の場合

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

クリエイティブデザイン I（Creative Design I）
マルチメディア実践／デジタル図形の描き方、動画制作ほか
彩藤　ひろみ
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
動画を作成する機会が増えてきた。
動画編集について基本的な知識を習得する。
その周辺で、デジタル図形の描き方、使い方、色の仕組み、著作権への配慮、著作権フリーの映像や音楽の探し方、使い
方を理解する。
また、魅力的なシナリオ構築の方法を身につける。特に、２つのものを比較してどちらを選択するか、という問題解決を
コンピュータを使って考える。具体的には、家具の配置図などをデジタル作画して比較する。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
動画編集について基本的な知識を習得する。その周辺で、デジタル図形の描き方、使い方、色の仕組み、著作権への配慮、
著作権フリーの映像や音楽の探し方、使い方を理解する。シナリオの作り方、それを実現する方法についても演習を通じ
て理解する。目的・情報の受信者の状況に応じた情報の表現方法や情報機器の選択について理解する。

■授業形態
グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
好きな映画やアニメ、CMなどをよく見て、どこが面白いポイントなのか、自分なりに分析してみる。準備に 1.3 時間以
上、復習作業に 1.3 時間以上かかる。

■授業の概要
第 1講	 6 秒ムービーの鑑賞
第 2講	 gif アニメーションの作成
第 3講	 ムービー編集はじめの一歩
第 4講	 ムービーの特殊効果について
第 5講	 音楽やサウンド効果について
第 6講	 第１作品　6秒ムービーの完成と鑑賞
第 7講	 イラスト作成方法の習得
第 8講	 ベクトルデータの活用
第 9講	 ３DCGの活用
第 10講	 第２作品の構想
第 11講	 第２作品　イラストと実写の組み合わせ、または、３DCGと実写の組み合わせ
第 12講	 動画編集基礎知識確認
第 13講	 グループ作品シナリオ作り
第 14講	 作品中間チェックと仕上げのための作業
第 15講	 作品発表会

■評価方法
授業内基礎知識テスト（20%) 作品の技術点（40%）と芸術点（40%）３課題とも提出は必須。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：動画編集の基本的知識習得および各課題での技術点と芸術点が特に優れているもの。
評価A（89～ 80点）	：動画編集の習得および各課題での技術点と芸術点が優れているもの。
評価B（79～ 70点）	：普通程度の動画編集知識があり、作品づくりが出来たもの。
評価C（69～ 60点）	：頑張ったことがわかる作品を作れたもの。
評価 F（59点以下）	 ：課題の放棄、修正を行わなかったもの。

■他に履修することが望ましい科目
IT 活用法

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①最初からPCは必須になる。マウスを準備するほうがよい。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

キャリア・デザイン I（Career Design I）
社会人になる準備
浜田　正幸
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
社会人と学生は根本的にちがうので、学生から社会人になるためには、シフトチェンジが必要である。
そのために必要な知識・能力として、社会人基礎力や産業社会の理解などがある。
本講をきっかけに、社会人になるためのシフトチェンジすることが目的である。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
①	自己分析ができていて、自己PRのスピーチができる	②	履歴書を適正に書くことができる	③	社会人基礎力を理解し、
日々の生活でその能力を獲得する努力ができる

■授業形態
プレゼンテーション、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
次回までのワークシートを完成させる（1.5 時間）。毎回小レポートを課す（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 本講全体の内容と、取り扱う範囲の説明。
第 2講	 自分のことを伝える①
第 3講	 自己分析
第 4講	 履歴書の書き方
第 5講	 自分の適性、やりたいことを特定する
第 6講	 業種・業界・会社探索
第 7講	 志望動機
第 8講	 社会人になる時間軸
第 9講	 会社の仕組み「社員区分」
第 10講	 会社の仕組み「評価制度」
第 11講	 会社の仕組み「賃金制度」
第 12講	 会社の仕組み「キャリアシステム」
第 13講	 グループディスカッションの演習
第 14講	 グループディスカッションの演習
第 15講	 確認テスト

■評価方法
出席・レポート（ワークシート）30%		課題への取り組み 10%		到達度テスト 60%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席、レポート、確認テストすべてに大変優れている場合。
評価A（89～ 80点）	：出席、レポート、確認テストすべてに十分到達している場合。
評価B（79～ 70点）	：出席、レポート、確認テストの総合がある程度できているが、十分とはいえない場合。
評価C（69～ 60点）	：出席、レポート、確認テストとも十分ではないが、今後の努力を期待する場合。
評価 F（59点以下）	 ：出席、レポート、確認テストすべてが未達の場合

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

クリエイティブデザイン I（Creative Design I）
マルチメディア実践／デジタル図形の描き方、動画制作ほか
彩藤　ひろみ
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
動画を作成する機会が増えてきた。
動画編集について基本的な知識を習得する。
その周辺で、デジタル図形の描き方、使い方、色の仕組み、著作権への配慮、著作権フリーの映像や音楽の探し方、使い
方を理解する。
また、魅力的なシナリオ構築の方法を身につける。特に、２つのものを比較してどちらを選択するか、という問題解決を
コンピュータを使って考える。具体的には、家具の配置図などをデジタル作画して比較する。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
動画編集について基本的な知識を習得する。その周辺で、デジタル図形の描き方、使い方、色の仕組み、著作権への配慮、
著作権フリーの映像や音楽の探し方、使い方を理解する。シナリオの作り方、それを実現する方法についても演習を通じ
て理解する。目的・情報の受信者の状況に応じた情報の表現方法や情報機器の選択について理解する。

■授業形態
グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
好きな映画やアニメ、CMなどをよく見て、どこが面白いポイントなのか、自分なりに分析してみる。準備に 1.3 時間以
上、復習作業に 1.3 時間以上かかる。

■授業の概要
第 1講	 6 秒ムービーの鑑賞
第 2講	 gif アニメーションの作成
第 3講	 ムービー編集はじめの一歩
第 4講	 ムービーの特殊効果について
第 5講	 音楽やサウンド効果について
第 6講	 第１作品　6秒ムービーの完成と鑑賞
第 7講	 イラスト作成方法の習得
第 8講	 ベクトルデータの活用
第 9講	 ３DCGの活用
第 10講	 第２作品の構想
第 11講	 第２作品　イラストと実写の組み合わせ、または、３DCGと実写の組み合わせ
第 12講	 動画編集基礎知識確認
第 13講	 グループ作品シナリオ作り
第 14講	 作品中間チェックと仕上げのための作業
第 15講	 作品発表会

■評価方法
授業内基礎知識テスト（20%) 作品の技術点（40%）と芸術点（40%）３課題とも提出は必須。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：動画編集の基本的知識習得および各課題での技術点と芸術点が特に優れているもの。
評価A（89～ 80点）	：動画編集の習得および各課題での技術点と芸術点が優れているもの。
評価B（79～ 70点）	：普通程度の動画編集知識があり、作品づくりが出来たもの。
評価C（69～ 60点）	：頑張ったことがわかる作品を作れたもの。
評価 F（59点以下）	 ：課題の放棄、修正を行わなかったもの。

■他に履修することが望ましい科目
IT 活用法

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①最初からPCは必須になる。マウスを準備するほうがよい。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

クリエイティブデザイン II（Creative Design II）
クリエイティブデザインⅡ　～３DCG 制作とその社会的浸透
彩藤　ひろみ
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
３DCGを利用したCM, アニメ、映画、ポスターなどが増えてきた。立体をそのまま３Dプリンターで印刷することも簡
単になってきた。３DCGを制作体験しながら、これからの社会のどのような方面に応用できるか考察し、具体的に提案
できるようにする。情報伝達・発信のひとつの表現方法として、３DCGを身につける。
個々人の技術習得も狙うが、問題発見、解決の糸口として、グループワーク、プレゼンテーションを実施する。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
3DCGソフトの種類の理解、3DCGソフトの利用、グループワーク、プレゼンテーションを通じてのプロジェクトの推進、
3DCGの社会的価値の考察と成果発信

■授業形態
プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
オープンソースソフトウェア {http://blender.org}Blender の練習に、予習、復習とも 1.3 時間以上かかる。

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション：３DCGが当たり前になってきた世界
第 2講	 Blender の使い方・基本オブジェクトの操作
第 3講	 Blender の使い方・オブジェクトの編集
第 4講	 ロケットの３DCGモデル作成練習その１
第 5講	 ロケットの３DCGモデル作成練習その２　
第 6講	 ３DCG基礎知識の確認
第 7講	 キャラクター３DCGの仕上がりまでの流れ
第 8講	 ゲームと３DCG
第 9講	 AR・VRと３DCG
第 10講	 キャラクタモデリングその１　顔
第 11講	 キャラクタモデリングその２　ボディ
第 12講	 キャラクタモデリングその３　手指、髪の毛
第 13講	 キャラクタモデリングその４　仕上げ
第 14講	 キャラクタアニメーションの流れ
第 15講	 作品鑑賞会

■評価方法
授業内でのミニ知識テストなどの平常点（20%）と作品課題（30%）、レポート（20%）、出席（30%）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：技術の著しい伸びと３DCGに対する深い理解
評価A（89～ 80点）	：技術の伸びと３DCGに対する理解
評価B（79～ 70点）	：技術が一定レベルを超えたもの、およびレポート普通評価。
評価C（69～ 60点）	：基本をおさえたと評価できるもの。
評価 F（59点以下）	 ：基準に達しないもの。

■他に履修することが望ましい科目
必須ではないが、WEBデザイン、クリエイティブデザインⅠ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①PCは最初から必要。マウスを用意してほしい。②課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

クリエイティブデザイン III（Creative Design III）
バーチャルリアリティ技術の習得とインタラクティブアプリケーション制作
出原　至道
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
　学生にとって、新しいアイディアを出し、協業によってそれを実現していく能力を鍛えることは、極めて重要である。
　本講義は、コンピュータを用いたバーチャルリアリティアプリケーションのチーム開発の演習を通して、各種のアルゴ
リズムの実装とユーザ視点のものづくりを行うことを目的とする。
　具体的には、Unity	{http://madewith.unity.com/}	を利用したアプリケーション開発を行う。Unity	は、ゲーム開発に限
らず、PC	からスマートフォンまで、ひろくさまざまなプラットホーム上で、物理・景観シミュレーションの能力を活か
した実務アプリケーション開発でも実績が増えている。Unity	の便利な機能を活かしつつも、コーディングスキルを高め
るために、あえて車輪の再発明を行うことも含まれている。

■講義分類
ビジネス	ICT、社会人力育成、ビジネスマネジメント

■到達目標
①スクラムによるアジャイル開発手法を実践する、② github	を利用した共同開発手法に熟練する、③Unity	を利用した
アプリケーション開発を理解する、④実用的なアルゴリズムの実装が	C#	でできるようになる、⑤コンピュータを利用
したシミュレーションを理解し、実装できるようになる

■授業形態
講義、演習、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義後、各チームで独自に実装研究を９０分程度行い、記録すること。プロジェクト管理システム上で、作業時間の報告
を行うこと。作業成果は、github	上に随時反映させること。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス
第 2講	 環境整備
第 3講	 github	の利用（復習）
第 4講	 Unity	入門
第 5講	 Interactive	Unity
第 6講	 プロジェクトゴールの設定
第 7講	 実現しようとするコンセプトの確定
第 8講	 ユーザインタフェースの設計
第 9講	 実装演習
第 10講	 実装演習
第 11講	 実装演習
第 12講	 実装演習
第 13講	 実装演習
第 14講	 プレゼンテーション準備
第 15講	 プレゼンテーション

■評価方法
平常点（github	上での寄与）50％、最終プレゼンテーション 40％、最終プレゼンテーション相互評価 10％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：数値評価９０点以上
評価A（89～ 80点）	：数値評価８０点以上９０点未満
評価B（79～ 70点）	：数値評価７０点以上７９点未満
評価C（69～ 60点）	：数値評価６０点以上７０点未満
評価 F（59点以下）	 ：数値評価６０点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①全体の講義では、モデリングはほとんど行わない。意欲のある学生は、自主的にモデリング技術を探求すること、②毎
回、コンピュータを持参すること、③特段の事情がある場合を除き、第１回の講義に出席していないものの受講は認めな
い、④ github	上に個人リポジトリを用意しておくことが望ましい、⑤外付けのマウスを持参することが望ましい、⑥課
題に対するフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

クリエイティブデザイン II（Creative Design II）
クリエイティブデザインⅡ　～３DCG 制作とその社会的浸透
彩藤　ひろみ
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
３DCGを利用したCM, アニメ、映画、ポスターなどが増えてきた。立体をそのまま３Dプリンターで印刷することも簡
単になってきた。３DCGを制作体験しながら、これからの社会のどのような方面に応用できるか考察し、具体的に提案
できるようにする。情報伝達・発信のひとつの表現方法として、３DCGを身につける。
個々人の技術習得も狙うが、問題発見、解決の糸口として、グループワーク、プレゼンテーションを実施する。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
3DCGソフトの種類の理解、3DCGソフトの利用、グループワーク、プレゼンテーションを通じてのプロジェクトの推進、
3DCGの社会的価値の考察と成果発信

■授業形態
プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
オープンソースソフトウェア {http://blender.org}Blender の練習に、予習、復習とも 1.3 時間以上かかる。

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション：３DCGが当たり前になってきた世界
第 2講	 Blender の使い方・基本オブジェクトの操作
第 3講	 Blender の使い方・オブジェクトの編集
第 4講	 ロケットの３DCGモデル作成練習その１
第 5講	 ロケットの３DCGモデル作成練習その２　
第 6講	 ３DCG基礎知識の確認
第 7講	 キャラクター３DCGの仕上がりまでの流れ
第 8講	 ゲームと３DCG
第 9講	 AR・VRと３DCG
第 10講	 キャラクタモデリングその１　顔
第 11講	 キャラクタモデリングその２　ボディ
第 12講	 キャラクタモデリングその３　手指、髪の毛
第 13講	 キャラクタモデリングその４　仕上げ
第 14講	 キャラクタアニメーションの流れ
第 15講	 作品鑑賞会

■評価方法
授業内でのミニ知識テストなどの平常点（20%）と作品課題（30%）、レポート（20%）、出席（30%）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：技術の著しい伸びと３DCGに対する深い理解
評価A（89～ 80点）	：技術の伸びと３DCGに対する理解
評価B（79～ 70点）	：技術が一定レベルを超えたもの、およびレポート普通評価。
評価C（69～ 60点）	：基本をおさえたと評価できるもの。
評価 F（59点以下）	 ：基準に達しないもの。

■他に履修することが望ましい科目
必須ではないが、WEBデザイン、クリエイティブデザインⅠ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①PCは最初から必要。マウスを用意してほしい。②課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

クリエイティブデザイン III（Creative Design III）
バーチャルリアリティ技術の習得とインタラクティブアプリケーション制作
出原　至道
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
　学生にとって、新しいアイディアを出し、協業によってそれを実現していく能力を鍛えることは、極めて重要である。
　本講義は、コンピュータを用いたバーチャルリアリティアプリケーションのチーム開発の演習を通して、各種のアルゴ
リズムの実装とユーザ視点のものづくりを行うことを目的とする。
　具体的には、Unity	{http://madewith.unity.com/}	を利用したアプリケーション開発を行う。Unity	は、ゲーム開発に限
らず、PC	からスマートフォンまで、ひろくさまざまなプラットホーム上で、物理・景観シミュレーションの能力を活か
した実務アプリケーション開発でも実績が増えている。Unity	の便利な機能を活かしつつも、コーディングスキルを高め
るために、あえて車輪の再発明を行うことも含まれている。

■講義分類
ビジネス	ICT、社会人力育成、ビジネスマネジメント

■到達目標
①スクラムによるアジャイル開発手法を実践する、② github	を利用した共同開発手法に熟練する、③Unity	を利用した
アプリケーション開発を理解する、④実用的なアルゴリズムの実装が	C#	でできるようになる、⑤コンピュータを利用
したシミュレーションを理解し、実装できるようになる

■授業形態
講義、演習、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義後、各チームで独自に実装研究を９０分程度行い、記録すること。プロジェクト管理システム上で、作業時間の報告
を行うこと。作業成果は、github	上に随時反映させること。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス
第 2講	 環境整備
第 3講	 github	の利用（復習）
第 4講	 Unity	入門
第 5講	 Interactive	Unity
第 6講	 プロジェクトゴールの設定
第 7講	 実現しようとするコンセプトの確定
第 8講	 ユーザインタフェースの設計
第 9講	 実装演習
第 10講	 実装演習
第 11講	 実装演習
第 12講	 実装演習
第 13講	 実装演習
第 14講	 プレゼンテーション準備
第 15講	 プレゼンテーション

■評価方法
平常点（github	上での寄与）50％、最終プレゼンテーション 40％、最終プレゼンテーション相互評価 10％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：数値評価９０点以上
評価A（89～ 80点）	：数値評価８０点以上９０点未満
評価B（79～ 70点）	：数値評価７０点以上７９点未満
評価C（69～ 60点）	：数値評価６０点以上７０点未満
評価 F（59点以下）	 ：数値評価６０点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①全体の講義では、モデリングはほとんど行わない。意欲のある学生は、自主的にモデリング技術を探求すること、②毎
回、コンピュータを持参すること、③特段の事情がある場合を除き、第１回の講義に出席していないものの受講は認めな
い、④ github	上に個人リポジトリを用意しておくことが望ましい、⑤外付けのマウスを持参することが望ましい、⑥課
題に対するフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルエコノミー I（Global Economy I）
国際経済（International Economics）
下井　直毅
2 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
この講義では、最前線事例を紹介しつつ、国際経済をめぐる問題をとりあげる。国際経済は日本経済に大きな影響を及ぼ
している。グローバル化という言葉をよく耳にするが、世界の経済状況がめまぐるしく変わる中で、その動きを理解する
ことはとても大切である。日頃、目や耳にしている出来事や現象を通して、日本や世界を取り巻く産業社会における経済
動向の仕組みやメカニズムについて学んでほしい。

■講義分類
ビジネス環境理解、グローバルビジネス

■到達目標
世界経済の現状と課題についての基本的な知識の修得をめざす。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前には、前回の講義内容について十分に理解をしておくこと。講義内容の復習と次回講義の準備には、1.3 時間以上
の取組が必要です。

■授業の概要
第 1講	 国際化の中の日本－日本経済の状況を概観する
第 2講	 戦後の国際経済体制の流れについて－戦後の国際経済体制の流れをおさえる
第 3講	 貿易の基本的メカニズムについて (1) －貿易の基本的メカニズムについて理解する
第 4講	 貿易の基本的メカニズムについて (2) －貿易の基本的メカニズムについて理解する
第 5講	 保護貿易や自由貿易の功罪－保護貿易や自由貿易について理解する
第 6講	 外国為替について－外国為替について理解する
第 7講	 為替レートの決定理論（１）－短期の為替レートの決定理論について理解する
第 8講	 為替レートの決定理論（２）－長期の為替レートの決定理論について理解する
第 9講	 為替相場制度について－様々な為替相場制度について理解する
第 10講	 国際収支表の見方（１）－国際収支表の見方を理解する
第 11講	 国際収支表の見方（２）－国際収支表の見方を理解する
第 12講	 貿易摩擦について－貿易摩擦の歴史を振り返る
第 13講	 GATT ／WTOの原則と例外について－GATT／WTOの原則と例外について理解する
第 14講	 開放経済における経済政策について－開放経済における経済政策について理解する
第 15講	 まとめ－これまでの復習

■評価方法
出席点あるいは授業の平常点（30％）、試験（70％）。合計 100％で 100点満点。　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：世界経済の現状と課題についての基本的な知識をほぼすべて修得できている
評価A（89～ 80点）	：世界経済の現状と課題についての基本的な知識をかなり修得できている
評価B（79～ 70点）	：世界経済の現状と課題についての基本的な知識を十分に修得できている
評価C（69～ 60点）	：世界経済の現状と課題についての基本的な知識をある程度修得できている
評価 F（59点以下）	 ：世界経済の現状と課題についての基本的な知識を修得できていない

■他に履修することが望ましい科目
ミクロ経済学、マクロ経済学

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①出欠を確認する際に、本人の学生証が無い場合は、欠席扱いとする。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルエコノミー II（Global Economy II）
金融論（Finance）
下井　直毅
2 年生以上 秋学期 学期前半週 2 回

■講義目的
この講義では、金融の理論と仕組みの基礎知識について学ぶ。また、産業社会にとっても重要である金融の役割を理解する。

■講義分類
ビジネス環境理解、グローバルビジネス、地域ビジネス

■到達目標
日本の金融の現状と課題についての基本的な知識の修得をめざす。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前には、前回の講義内容について十分に理解をしておくこと。講義内容の復習と次回講義の準備には、1.3 時間以上
の取組が必要です。

■授業の概要
第 1講	 金融の基本的な機能－金融の基本的な機能を理解する
第 2講	 企業と政府のファイナンス－企業と政府のファイナンスを理解する
第 3講	 日本の金融機関と金融市場－日本の金融機関や金融市場について理解する
第 4講	 貨幣とインフレ－貨幣とインフレについて理解する
第 5講	 金融政策の運営－金融政策の運営について理解する
第 6講	 債券市場と金利－債券市場と金利について理解する
第 7講	 株式市場と株価－株式市場と株価について理解する
第 8講	 金融規制の課題と仕組み－金融規制の課題と仕組みについて理解する
第 9講	 金融危機の発生－金融危機の発生について理解する
第 10講	 国際金融－国際金融について理解する
第 11講	 金融派生商品とリスク・ヘッジ－金融派生商品とリスク・ヘッジについて理解する
第 12講	 日本の金融をめぐる諸問題（Ⅰ）－日本の金融をめぐる諸問題を理解する
第 13講	 日本の金融をめぐる諸問題（Ⅱ）－日本の金融をめぐる諸問題を理解する
第 14講	 講義前半の復習－金融の基本的な機能や金融市場について復習する
第 15講	 講義後半の復習－金融規制の課題や金融危機発生のメカニズムを復習する

■評価方法
出席点あるいは授業の平常点（30％）、試験（70％）。合計 100％で 100 点満点。　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：日本の金融の現状と課題についての基本的な知識をほぼすべて修得できている
評価A（89～ 80点）	：日本の金融の現状と課題についての基本的な知識をかなり修得できている
評価B（79～ 70点）	：日本の金融の現状と課題についての基本的な知識を十分に修得できている
評価C（69～ 60点）	：日本の金融の現状と課題についての基本的な知識をある程度修得できている
評価 F（59点以下）	 ：日本の金融の現状と課題についての基本的な知識を修得できていない

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①出欠を確認する際に、本人の学生証が無い場合は、欠席扱いとする。②試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルエコノミー I（Global Economy I）
国際経済（International Economics）
下井　直毅
2 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
この講義では、最前線事例を紹介しつつ、国際経済をめぐる問題をとりあげる。国際経済は日本経済に大きな影響を及ぼ
している。グローバル化という言葉をよく耳にするが、世界の経済状況がめまぐるしく変わる中で、その動きを理解する
ことはとても大切である。日頃、目や耳にしている出来事や現象を通して、日本や世界を取り巻く産業社会における経済
動向の仕組みやメカニズムについて学んでほしい。

■講義分類
ビジネス環境理解、グローバルビジネス

■到達目標
世界経済の現状と課題についての基本的な知識の修得をめざす。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前には、前回の講義内容について十分に理解をしておくこと。講義内容の復習と次回講義の準備には、1.3 時間以上
の取組が必要です。

■授業の概要
第 1講	 国際化の中の日本－日本経済の状況を概観する
第 2講	 戦後の国際経済体制の流れについて－戦後の国際経済体制の流れをおさえる
第 3講	 貿易の基本的メカニズムについて (1) －貿易の基本的メカニズムについて理解する
第 4講	 貿易の基本的メカニズムについて (2) －貿易の基本的メカニズムについて理解する
第 5講	 保護貿易や自由貿易の功罪－保護貿易や自由貿易について理解する
第 6講	 外国為替について－外国為替について理解する
第 7講	 為替レートの決定理論（１）－短期の為替レートの決定理論について理解する
第 8講	 為替レートの決定理論（２）－長期の為替レートの決定理論について理解する
第 9講	 為替相場制度について－様々な為替相場制度について理解する
第 10講	 国際収支表の見方（１）－国際収支表の見方を理解する
第 11講	 国際収支表の見方（２）－国際収支表の見方を理解する
第 12講	 貿易摩擦について－貿易摩擦の歴史を振り返る
第 13講	 GATT ／WTOの原則と例外について－GATT／WTOの原則と例外について理解する
第 14講	 開放経済における経済政策について－開放経済における経済政策について理解する
第 15講	 まとめ－これまでの復習

■評価方法
出席点あるいは授業の平常点（30％）、試験（70％）。合計 100％で 100点満点。　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：世界経済の現状と課題についての基本的な知識をほぼすべて修得できている
評価A（89～ 80点）	：世界経済の現状と課題についての基本的な知識をかなり修得できている
評価B（79～ 70点）	：世界経済の現状と課題についての基本的な知識を十分に修得できている
評価C（69～ 60点）	：世界経済の現状と課題についての基本的な知識をある程度修得できている
評価 F（59点以下）	 ：世界経済の現状と課題についての基本的な知識を修得できていない

■他に履修することが望ましい科目
ミクロ経済学、マクロ経済学

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①出欠を確認する際に、本人の学生証が無い場合は、欠席扱いとする。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルエコノミー II（Global Economy II）
金融論（Finance）
下井　直毅
2 年生以上 秋学期 学期前半週 2 回

■講義目的
この講義では、金融の理論と仕組みの基礎知識について学ぶ。また、産業社会にとっても重要である金融の役割を理解する。

■講義分類
ビジネス環境理解、グローバルビジネス、地域ビジネス

■到達目標
日本の金融の現状と課題についての基本的な知識の修得をめざす。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前には、前回の講義内容について十分に理解をしておくこと。講義内容の復習と次回講義の準備には、1.3 時間以上
の取組が必要です。

■授業の概要
第 1講	 金融の基本的な機能－金融の基本的な機能を理解する
第 2講	 企業と政府のファイナンス－企業と政府のファイナンスを理解する
第 3講	 日本の金融機関と金融市場－日本の金融機関や金融市場について理解する
第 4講	 貨幣とインフレ－貨幣とインフレについて理解する
第 5講	 金融政策の運営－金融政策の運営について理解する
第 6講	 債券市場と金利－債券市場と金利について理解する
第 7講	 株式市場と株価－株式市場と株価について理解する
第 8講	 金融規制の課題と仕組み－金融規制の課題と仕組みについて理解する
第 9講	 金融危機の発生－金融危機の発生について理解する
第 10講	 国際金融－国際金融について理解する
第 11講	 金融派生商品とリスク・ヘッジ－金融派生商品とリスク・ヘッジについて理解する
第 12講	 日本の金融をめぐる諸問題（Ⅰ）－日本の金融をめぐる諸問題を理解する
第 13講	 日本の金融をめぐる諸問題（Ⅱ）－日本の金融をめぐる諸問題を理解する
第 14講	 講義前半の復習－金融の基本的な機能や金融市場について復習する
第 15講	 講義後半の復習－金融規制の課題や金融危機発生のメカニズムを復習する

■評価方法
出席点あるいは授業の平常点（30％）、試験（70％）。合計 100％で 100点満点。　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：日本の金融の現状と課題についての基本的な知識をほぼすべて修得できている
評価A（89～ 80点）	：日本の金融の現状と課題についての基本的な知識をかなり修得できている
評価B（79～ 70点）	：日本の金融の現状と課題についての基本的な知識を十分に修得できている
評価C（69～ 60点）	：日本の金融の現状と課題についての基本的な知識をある程度修得できている
評価 F（59点以下）	 ：日本の金融の現状と課題についての基本的な知識を修得できていない

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①出欠を確認する際に、本人の学生証が無い場合は、欠席扱いとする。②試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルヒストリー III（Global History III）
上海・内山書店をめぐる日中交流史
中澤　弥
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
２０世紀の前半、１９１０年代から１９４５年までの日中交流史を、上海という都市をフィールドとしてたどっていく。
その際に呼び出されるのは、内山完造という一人の日本人であり、彼が開いた内山書店である。当初、副業として開店し
た内山書店は、店を拡大していくと共に、日中の文化人が集うサロンへと変貌していく。また内山完造は、作家の魯迅を
一時かくまうなど、中国の歴史の流れにも関わりを持っていく。そうした歴史に学ぶことで、中国、あるいはアジアの各
国との交流に関する課題を発見、解決していく力を身に付けてもらいたい。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
大正から昭和期前半における日本と中国との関係について歴史的視座を獲得し、主に文化的な交流において何が必要なの
か、思考力と判断力を身につける。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
中国、特に上海の歴史を事前に学習しておく。魯迅の小説、芥川龍之介・谷崎潤一郎の上海紀行文、横光利一の小説「上
海」などを事前に読んでおく。約 1.3	時間を要す。

■授業の概要
第 1講	 講義の内容・目標を知る。
第 2講	 租界都市・上海
第 3講	 内山完造と上海
第 4講	 内山書店の出発と発展
第 5講	 作家・魯迅について
第 6講	 魯迅と内山書店
第 7講	 文化サロンとしての内山書店
第 8講	 日本の出版文化と上海
第 9講	 芥川龍之介の「上海游記」
第 10講	 谷崎潤一郎の上海滞在
第 11講	 横光利一と五三〇事件
第 12講	 横光利一の「上海」を読む
第 13講	 上海における映画と文化政策
第 14講	 上海事変後の内山書店
第 15講	 まとめ・課題提出

■評価方法
評価は３分の２以上の出席を必須とし、各回の講義内容に基づく小レポートや小テスト５０％、OFFICE(Word) を使用し
た課題レポート５０％により行う。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：日中交流史における内山書店の役割を理解し、課題を自ら発見・解釈することができる。
評価A（89～ 80点）	：日中交流史における内山書店の役割を理解し、課題を自ら発見し説明できる。
評価B（79～ 70点）	：日中交流史における内山書店の役割と、その課題を説明することができる。
評価C（69～ 60点）	：日中交流史において内山書店が果たした役割を理解している。
評価 F（59点以下）	 ：日中交流史において内山書店が果たした役割を正しく理解できていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルマーケティング I（Global Marketing I）
グローバルマーケティングに関する基本的な理論を学ぶ
丹下　英明
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義では、グローバルマーケティングに関する基本的な理論の習得を目的としています。具体的には、企業のグローバ
ル化とはどのようなことか、グローバルマーケティングの枠組みとはどのようなものか、参入市場や参入方式をどのよう
に決定したらよいのか、といった点について、皆さんと学んでいきます。
なお、本講義では、受講者自らが問題解決する力を身に着けられるように、個人またはグループによる研究を講義時間外
で行っていただき、講義にて研究報告を行っていただきます（希望者のみ）。
本講義では一方的な聴講型だけではなく、アクティブ・ラーニング型の授業を目指します。そのため、授業内での考察や
発表、発言やディスカッションを重視します。

■講義分類
グローバルビジネス、顧客理解、ビジネスマネジメント

■到達目標
本講義では、カリキュラムポリシーに掲げた「問題の分析・解決策提案・実践に必要な考え方の習得」を目指すため、次
の２つを到達目標とします。	（１）グローバルマーケティングで用いられる用語に慣れ、学問的体系と内容が説明できる。	
（２）グローバルマーケティングの事例を自ら選び、本講義で得た知識を活用して、当該事例の特徴を説明できる。また、
当該事例が抱えている問題点を指摘し、その解決策を提案できる。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：教科書を読み、不明な点は調べる。不明点をはっきりさせて講義に臨む（1.5 時間）。復習：講義内容を復習し、
まだ不明な点は調べる。それでもわからない点は教員に質問する（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス：この講義で学ぶこと
第 2講	 企業活動のグローバル化１　企業活動のグローバル化とは
第 3講	 企業活動のグローバル化２　企業活動のグローバル化を促進する要因Ⅰ
第 4講	 グローバルマーケティングの枠組み
第 5講	 環境分析１　環境要因の分類と経済環境、金融環境
第 6講	 環境分析２　社会文化環境、政治法律環境
第 7講	 参入市場の決定１　グローバル・セグメンテーションの手法
第 8講	 参入市場の決定２　ポジショニング戦略
第 9講	 市場参入方法の決定１　グローバル市場参入戦略の決定要因　輸出による参入
第 10講	 市場参入方法の決定２　ノウハウの提供による参入
第 11講	 市場参入方法の決定３　出資を伴う直接投資による参入、撤退戦略
第 12講	 グローバル統合・調整
第 13講	 グローバルマーケティングに関する研究報告（１）
第 14講	 グローバルマーケティングに関する研究報告（２）
第 15講	 今後のグローバルマーケティング

■評価方法
出席（講義内の研究報告や発言、小レポートを含む）50％、定期試験（授業内の小テストを行う場合はそれを含む）
50％。ただし、教員の指示に従わないなど問題があった者は、減点あるいは単位を付与しない。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：グローバルマーケティングの特徴や問題を理解し、特筆すべき解決策を提示できる。
評価A（89～ 80点）	：グローバルマーケティングの特徴や問題を理解し、すぐれた解決策を提示できる。
評価B（79～ 70点）	：グローバルマーケティングの特徴や問題を一応理解し、解決策を提示できる。
評価C（69～ 60点）	：グローバルマーケティングの特徴や問題の理解が最低限の水準を満たす。
評価 F（59点以下）	 ：グローバルマーケティングの特徴や問題の理解が水準を満たしていない。

■他に履修することが望ましい科目
マーケティング関連の講義を受講していることが望ましいが、必須ではない。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①日頃から、新聞の産業、企業関連の記事（特に、中小企業、ベンチャー企業関連の記事）について、興味をもってチェッ
クしてください。②課題や試験等に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルヒストリー III（Global History III）
上海・内山書店をめぐる日中交流史
中澤　弥
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
２０世紀の前半、１９１０年代から１９４５年までの日中交流史を、上海という都市をフィールドとしてたどっていく。
その際に呼び出されるのは、内山完造という一人の日本人であり、彼が開いた内山書店である。当初、副業として開店し
た内山書店は、店を拡大していくと共に、日中の文化人が集うサロンへと変貌していく。また内山完造は、作家の魯迅を
一時かくまうなど、中国の歴史の流れにも関わりを持っていく。そうした歴史に学ぶことで、中国、あるいはアジアの各
国との交流に関する課題を発見、解決していく力を身に付けてもらいたい。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
大正から昭和期前半における日本と中国との関係について歴史的視座を獲得し、主に文化的な交流において何が必要なの
か、思考力と判断力を身につける。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
中国、特に上海の歴史を事前に学習しておく。魯迅の小説、芥川龍之介・谷崎潤一郎の上海紀行文、横光利一の小説「上
海」などを事前に読んでおく。約 1.3	時間を要す。

■授業の概要
第 1講	 講義の内容・目標を知る。
第 2講	 租界都市・上海
第 3講	 内山完造と上海
第 4講	 内山書店の出発と発展
第 5講	 作家・魯迅について
第 6講	 魯迅と内山書店
第 7講	 文化サロンとしての内山書店
第 8講	 日本の出版文化と上海
第 9講	 芥川龍之介の「上海游記」
第 10講	 谷崎潤一郎の上海滞在
第 11講	 横光利一と五三〇事件
第 12講	 横光利一の「上海」を読む
第 13講	 上海における映画と文化政策
第 14講	 上海事変後の内山書店
第 15講	 まとめ・課題提出

■評価方法
評価は３分の２以上の出席を必須とし、各回の講義内容に基づく小レポートや小テスト５０％、OFFICE(Word) を使用し
た課題レポート５０％により行う。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：日中交流史における内山書店の役割を理解し、課題を自ら発見・解釈することができる。
評価A（89～ 80点）	：日中交流史における内山書店の役割を理解し、課題を自ら発見し説明できる。
評価B（79～ 70点）	：日中交流史における内山書店の役割と、その課題を説明することができる。
評価C（69～ 60点）	：日中交流史において内山書店が果たした役割を理解している。
評価 F（59点以下）	 ：日中交流史において内山書店が果たした役割を正しく理解できていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルマーケティング I（Global Marketing I）
グローバルマーケティングに関する基本的な理論を学ぶ
丹下　英明
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義では、グローバルマーケティングに関する基本的な理論の習得を目的としています。具体的には、企業のグローバ
ル化とはどのようなことか、グローバルマーケティングの枠組みとはどのようなものか、参入市場や参入方式をどのよう
に決定したらよいのか、といった点について、皆さんと学んでいきます。
なお、本講義では、受講者自らが問題解決する力を身に着けられるように、個人またはグループによる研究を講義時間外
で行っていただき、講義にて研究報告を行っていただきます（希望者のみ）。
本講義では一方的な聴講型だけではなく、アクティブ・ラーニング型の授業を目指します。そのため、授業内での考察や
発表、発言やディスカッションを重視します。

■講義分類
グローバルビジネス、顧客理解、ビジネスマネジメント

■到達目標
本講義では、カリキュラムポリシーに掲げた「問題の分析・解決策提案・実践に必要な考え方の習得」を目指すため、次
の２つを到達目標とします。	（１）グローバルマーケティングで用いられる用語に慣れ、学問的体系と内容が説明できる。	
（２）グローバルマーケティングの事例を自ら選び、本講義で得た知識を活用して、当該事例の特徴を説明できる。また、
当該事例が抱えている問題点を指摘し、その解決策を提案できる。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：教科書を読み、不明な点は調べる。不明点をはっきりさせて講義に臨む（1.5 時間）。復習：講義内容を復習し、
まだ不明な点は調べる。それでもわからない点は教員に質問する（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス：この講義で学ぶこと
第 2講	 企業活動のグローバル化１　企業活動のグローバル化とは
第 3講	 企業活動のグローバル化２　企業活動のグローバル化を促進する要因Ⅰ
第 4講	 グローバルマーケティングの枠組み
第 5講	 環境分析１　環境要因の分類と経済環境、金融環境
第 6講	 環境分析２　社会文化環境、政治法律環境
第 7講	 参入市場の決定１　グローバル・セグメンテーションの手法
第 8講	 参入市場の決定２　ポジショニング戦略
第 9講	 市場参入方法の決定１　グローバル市場参入戦略の決定要因　輸出による参入
第 10講	 市場参入方法の決定２　ノウハウの提供による参入
第 11講	 市場参入方法の決定３　出資を伴う直接投資による参入、撤退戦略
第 12講	 グローバル統合・調整
第 13講	 グローバルマーケティングに関する研究報告（１）
第 14講	 グローバルマーケティングに関する研究報告（２）
第 15講	 今後のグローバルマーケティング

■評価方法
出席（講義内の研究報告や発言、小レポートを含む）50％、定期試験（授業内の小テストを行う場合はそれを含む）
50％。ただし、教員の指示に従わないなど問題があった者は、減点あるいは単位を付与しない。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：グローバルマーケティングの特徴や問題を理解し、特筆すべき解決策を提示できる。
評価A（89～ 80点）	：グローバルマーケティングの特徴や問題を理解し、すぐれた解決策を提示できる。
評価B（79～ 70点）	：グローバルマーケティングの特徴や問題を一応理解し、解決策を提示できる。
評価C（69～ 60点）	：グローバルマーケティングの特徴や問題の理解が最低限の水準を満たす。
評価 F（59点以下）	 ：グローバルマーケティングの特徴や問題の理解が水準を満たしていない。

■他に履修することが望ましい科目
マーケティング関連の講義を受講していることが望ましいが、必須ではない。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①日頃から、新聞の産業、企業関連の記事（特に、中小企業、ベンチャー企業関連の記事）について、興味をもってチェッ
クしてください。②課題や試験等に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営学概論 I（Introduction to Management I）
企業経営の基礎を学ぶ
常見　耕平
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
企業経営の基礎を学ぶ。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
企業経営の基礎を理解すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
ふだんの生活の中で、企業の動向、経済の動きに関心を持ち、主体的に努力する。また、講義中指示した課題に取り組む
（1.3 時間）。

■授業の概要
第 1講	 ビジネスを始める。
第 2講	 ビジネスを続ける。
第 3講	 戦略を考える。
第 4講	 競争の戦略
第 5講	 マーケットをつかまえるために
第 6講	 マーケティングを理解する
第 7講	 ライフサイクルとマーケティング戦略
第 8講	 ここまでの講義のふりかえりとまとめ
第 9講	 戦略を考える（その１）
第 10講	 戦略を考える（その２）
第 11講	 組織と組織の階層を理解する
第 12講	 人々の力を引き出すために
第 13講	 企業の価値を把握する
第 14講	 企業経営を分析する
第 15講	 最終試験

■評価方法
最終試験結果のみで評価する（100％）。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を 90％以上理解していること
評価A（89～ 80点）	：講義内容を 80~89％理解していること
評価B（79～ 70点）	：講義内容を 70~79％理解していること
評価C（69～ 60点）	：講義内容を 60~69％理解していること
評価 F（59点以下）	 ：講義内容の理解が 60％に満たないこと

■他に履修することが望ましい科目
特になし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目である。初回講義出席者から履修者許可者（上限 70名）を選抜する。②講義開始後、受講生の
理解や興味・関心に応じて、講義内容を変更する場合がある。変更も含む講義内容や進行予定の詳細は、講義開始後指示
する。③試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営学概論 II（Introduction to Management II）
経営の基礎と理論を学ぶ
常見　耕平
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
経営の基礎と理論を理解する。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
経営の基礎と理論を理解すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
現実社会の動向に広く目を向けること。また、講義中指示した課題に取り組むこと（1.3 時間）。

■授業の概要
第 1講	 経営学の理論的理解（その 1）
第 2講	 経営学の理論的理解（その 2）
第 3講	 経営学の理論的理解（その 3）
第 4講	 経営学の理論的理解（その 4）
第 5講	 経営学の理論的理解（その 5）
第 6講	 経営学の理論的理解（その 6）
第 7講	 経営学の理論的理解（その 7）
第 8講	 経営学の理論的理解（その 8）
第 9講	 経営学の理論的理解（その 9）
第 10講	 経営学の理論的理解（その 10）
第 11講	 経営学の理論的理解（その 11）
第 12講	 経営学の理論的理解（その 12）
第 13講	 経営学の理論的理解（その 13）
第 14講	 ふり返り
第 15講	 最終試験

■評価方法
最終試験結果のみで評価する（100％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を 90％以上理解していること
評価A（89～ 80点）	：講義内容を 80～ 89％理解していること
評価B（79～ 70点）	：講義内容を 70～ 79％理解していること
評価C（69～ 60点）	：講義内容を 60～ 69％理解していること
評価 F（59点以下）	 ：講義内容の理解が 60％に満たないこと

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目である。初回講義出席者から履修者許可者（上限 70名）を選抜する。②講義開始後、受講生の
理解や興味・関心に応じて、講義内容を変更する場合がある。変更も含む講義内容や進行予定の詳細は、講義開始後指示
する。③試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営学概論 I（Introduction to Management I）
企業経営の基礎を学ぶ
常見　耕平
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
企業経営の基礎を学ぶ。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
企業経営の基礎を理解すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
ふだんの生活の中で、企業の動向、経済の動きに関心を持ち、主体的に努力する。また、講義中指示した課題に取り組む
（1.3 時間）。

■授業の概要
第 1講	 ビジネスを始める。
第 2講	 ビジネスを続ける。
第 3講	 戦略を考える。
第 4講	 競争の戦略
第 5講	 マーケットをつかまえるために
第 6講	 マーケティングを理解する
第 7講	 ライフサイクルとマーケティング戦略
第 8講	 ここまでの講義のふりかえりとまとめ
第 9講	 戦略を考える（その１）
第 10講	 戦略を考える（その２）
第 11講	 組織と組織の階層を理解する
第 12講	 人々の力を引き出すために
第 13講	 企業の価値を把握する
第 14講	 企業経営を分析する
第 15講	 最終試験

■評価方法
最終試験結果のみで評価する（100％）。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を 90％以上理解していること
評価A（89～ 80点）	：講義内容を 80~89％理解していること
評価B（79～ 70点）	：講義内容を 70~79％理解していること
評価C（69～ 60点）	：講義内容を 60~69％理解していること
評価 F（59点以下）	 ：講義内容の理解が 60％に満たないこと

■他に履修することが望ましい科目
特になし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目である。初回講義出席者から履修者許可者（上限 70名）を選抜する。②講義開始後、受講生の
理解や興味・関心に応じて、講義内容を変更する場合がある。変更も含む講義内容や進行予定の詳細は、講義開始後指示
する。③試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営学概論 II（Introduction to Management II）
経営の基礎と理論を学ぶ
常見　耕平
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
経営の基礎と理論を理解する。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
経営の基礎と理論を理解すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
現実社会の動向に広く目を向けること。また、講義中指示した課題に取り組むこと（1.3 時間）。

■授業の概要
第 1講	 経営学の理論的理解（その 1）
第 2講	 経営学の理論的理解（その 2）
第 3講	 経営学の理論的理解（その 3）
第 4講	 経営学の理論的理解（その 4）
第 5講	 経営学の理論的理解（その 5）
第 6講	 経営学の理論的理解（その 6）
第 7講	 経営学の理論的理解（その 7）
第 8講	 経営学の理論的理解（その 8）
第 9講	 経営学の理論的理解（その 9）
第 10講	 経営学の理論的理解（その 10）
第 11講	 経営学の理論的理解（その 11）
第 12講	 経営学の理論的理解（その 12）
第 13講	 経営学の理論的理解（その 13）
第 14講	 ふり返り
第 15講	 最終試験

■評価方法
最終試験結果のみで評価する（100％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を 90％以上理解していること
評価A（89～ 80点）	：講義内容を 80～ 89％理解していること
評価B（79～ 70点）	：講義内容を 70～ 79％理解していること
評価C（69～ 60点）	：講義内容を 60～ 69％理解していること
評価 F（59点以下）	 ：講義内容の理解が 60％に満たないこと

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目である。初回講義出席者から履修者許可者（上限 70名）を選抜する。②講義開始後、受講生の
理解や興味・関心に応じて、講義内容を変更する場合がある。変更も含む講義内容や進行予定の詳細は、講義開始後指示
する。③試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営情報論 I（Management Information Systems I）
経営情報の基本を具体的な事業から学ぶ
志賀、大森（拓）、佐藤、
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
経営情報学部、特に経営情報学科の共通リテラシー（読み書き・ソロバン力）の内容として、企業・社会が何を目的とし
て情報システムを活用するのか、どんな情報システムを活用しているのかを具体的な事業の事例を通じて理解する。
なお、上記理解の前提として、企業・社会の活動の目的と活動の概要の理解も進める。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
①企業や社会が、何を目的として情報システムを利用しているのかを、具体的に理解する。②企業や社会が目的達成のた
めに利用している情報システムのポイント・核心を知る。その結果、ICT に関する基礎的な学力、課題発見力等を修得する。

■授業形態
講義（外部講師含む）、双方向、フィールドワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
キーワードを辞書、書籍、ネットで予習しておく。受講時のノートに基づいて、授業の流れの確認、書籍等の利用による
疑問点の解消などの復習。期末レポート作成。各授業に 1.5 時間程度。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス : 経営情報論とは何か、本授業で何を学ぶかを理解する。
第 2講	 ネットオークション
第 3講	 不動産業界
第 4講	 保険業界
第 5講	 ネット通販
第 6講	 旅行業界
第 7講	 ポータル運営
第 8講	 物流業界
第 9講	 クラウド
第 10講	 IoT
第 11講	 業務管理系
第 12講	 投稿系サイト
第 13講	 工場見学または期末レポート作成
第 14講	 前回と同じ（工場見学の班が交代）
第 15講	 前回と同じ（工場見学の班が交代）

■評価方法
出席 50%。期末レポート 50%。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記評価方法、配分の通り
評価A（89～ 80点）	：下記評価方法、配分の通り
評価B（79～ 70点）	：下記評価方法、配分の通り
評価C（69～ 60点）	：下記評価方法、配分の通り
評価 F（59点以下）	 ：下記評価方法、配分の通り

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①外部講師の都合等により、テーマ（内容）、順番を変更することがある。T-NEXT、大学アドレスへのメール、google	
classroomの連絡を見落とさないこと。②課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営情報論 II（Management Information Systems II）
最新の情報技術サービスの理解
出原、増田
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
企業活動を効果的に行うには顧客嗜好や社会動向をタイムリーかつ的確につかむ必要がある。IoT、Web システム、ビッ
グデータ、人工知能、シミュレーションなどの技術の発達によって、人間の行動や感情、意見を企業活動に活かすことが
可能となってきた。実例を通じて、これらの技術と応用について学ぶ。

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネス ICT

■到達目標
最先端の情報処理技術について学び、次の 4点を理解する。（１）最新技術の動向を理解する。（２）活用方法をしてい
るかを理解する。（３）社会全体の変化を理解する。（４）企業と顧客の関係について理解する。

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義外の時間で、最先端の情報技術の動向を継続的に捉えることが求められる。情報技術サイトの巡回（１５分＊４回）、
講義で説明した技術や手法の復習（３０分）程度の講義外の学習を求める。

■授業の概要
第 1講	 情報ネットワークとは
第 2講	 「ビッグデータ」時代
第 3講	 クラウドコンピューティング
第 4講	 センサー情報の活用
第 5講	 Web ベースビジネス
第 6講	 Web ベースビジネスを支える技術：DB
第 7講	 Web ベースビジネスを支える技術：Sensor
第 8講	 Web ベースビジネスを支える技術：Cloud	Computing
第 9講	 CGMの活用
第 10講	 レポート作成
第 11講	 Web ベースビジネス：セキュリティ
第 12講	 Web ベースビジネス：データ
第 13講	 インターネット時代の会計
第 14講	 演習
第 15講	 まとめ

■評価方法
講義中の理解度確認テストおよびレポート課題（60%）、期末レポート（40%）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：総合評価で９０点以上
評価A（89～ 80点）	：総合評価で８０点以上　
評価B（79～ 70点）	：総合評価で７０点以上
評価C（69～ 60点）	：総合評価で６０点以上　
評価 F（59点以下）	 ：総合評価５９点以下

■他に履修することが望ましい科目
経営情報論 I

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
・先端事例を紹介するため、各回の講義内容は、適宜変更する場合がある。・課題や試験等に対するフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営情報論 I（Management Information Systems I）
経営情報の基本を具体的な事業から学ぶ
志賀、大森（拓）、佐藤、
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
経営情報学部、特に経営情報学科の共通リテラシー（読み書き・ソロバン力）の内容として、企業・社会が何を目的とし
て情報システムを活用するのか、どんな情報システムを活用しているのかを具体的な事業の事例を通じて理解する。
なお、上記理解の前提として、企業・社会の活動の目的と活動の概要の理解も進める。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
①企業や社会が、何を目的として情報システムを利用しているのかを、具体的に理解する。②企業や社会が目的達成のた
めに利用している情報システムのポイント・核心を知る。その結果、ICT に関する基礎的な学力、課題発見力等を修得する。

■授業形態
講義（外部講師含む）、双方向、フィールドワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
キーワードを辞書、書籍、ネットで予習しておく。受講時のノートに基づいて、授業の流れの確認、書籍等の利用による
疑問点の解消などの復習。期末レポート作成。各授業に 1.5 時間程度。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス : 経営情報論とは何か、本授業で何を学ぶかを理解する。
第 2講	 ネットオークション
第 3講	 不動産業界
第 4講	 保険業界
第 5講	 ネット通販
第 6講	 旅行業界
第 7講	 ポータル運営
第 8講	 物流業界
第 9講	 クラウド
第 10講	 IoT
第 11講	 業務管理系
第 12講	 投稿系サイト
第 13講	 工場見学または期末レポート作成
第 14講	 前回と同じ（工場見学の班が交代）
第 15講	 前回と同じ（工場見学の班が交代）

■評価方法
出席 50%。期末レポート 50%。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記評価方法、配分の通り
評価A（89～ 80点）	：下記評価方法、配分の通り
評価B（79～ 70点）	：下記評価方法、配分の通り
評価C（69～ 60点）	：下記評価方法、配分の通り
評価 F（59点以下）	 ：下記評価方法、配分の通り

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①外部講師の都合等により、テーマ（内容）、順番を変更することがある。T-NEXT、大学アドレスへのメール、google	
classroomの連絡を見落とさないこと。②課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営情報論 II（Management Information Systems II）
最新の情報技術サービスの理解
出原、増田
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
企業活動を効果的に行うには顧客嗜好や社会動向をタイムリーかつ的確につかむ必要がある。IoT、Web システム、ビッ
グデータ、人工知能、シミュレーションなどの技術の発達によって、人間の行動や感情、意見を企業活動に活かすことが
可能となってきた。実例を通じて、これらの技術と応用について学ぶ。

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネス ICT

■到達目標
最先端の情報処理技術について学び、次の 4点を理解する。（１）最新技術の動向を理解する。（２）活用方法をしてい
るかを理解する。（３）社会全体の変化を理解する。（４）企業と顧客の関係について理解する。

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義外の時間で、最先端の情報技術の動向を継続的に捉えることが求められる。情報技術サイトの巡回（１５分＊４回）、
講義で説明した技術や手法の復習（３０分）程度の講義外の学習を求める。

■授業の概要
第 1講	 情報ネットワークとは
第 2講	 「ビッグデータ」時代
第 3講	 クラウドコンピューティング
第 4講	 センサー情報の活用
第 5講	 Web ベースビジネス
第 6講	 Web ベースビジネスを支える技術：DB
第 7講	 Web ベースビジネスを支える技術：Sensor
第 8講	 Web ベースビジネスを支える技術：Cloud	Computing
第 9講	 CGMの活用
第 10講	 レポート作成
第 11講	 Web ベースビジネス：セキュリティ
第 12講	 Web ベースビジネス：データ
第 13講	 インターネット時代の会計
第 14講	 演習
第 15講	 まとめ

■評価方法
講義中の理解度確認テストおよびレポート課題（60%）、期末レポート（40%）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：総合評価で９０点以上
評価A（89～ 80点）	：総合評価で８０点以上　
評価B（79～ 70点）	：総合評価で７０点以上
評価C（69～ 60点）	：総合評価で６０点以上　
評価 F（59点以下）	 ：総合評価５９点以下

■他に履修することが望ましい科目
経営情報論 I

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
・先端事例を紹介するため、各回の講義内容は、適宜変更する場合がある。・課題や試験等に対するフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

国際経営入門 I（Introduction to International Management I）
21 世紀の国際経営の基礎理解
飯田　健雄
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
国際経営は世界政治・経済に利益を求めてダイナミックに動くトランスナショナルな超国家的組織体です。この組織を外
部・内部から探究していきましょう。

■講義分類
グローバルビジネス ,	ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
国際経営の基礎を包括的に学んでいく。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
NHKの経済ニュースを見よう。また、日本経済新聞を毎日、読む習慣をつけよう。隔週ごとの項目に関して、1時間半程度、
指定教科書を事前に読み、講義後、板書された項目を理解していこう。

■授業の概要
第 1講	 国際経営とは何か
第 2講	 国際経営組織	I
第 3講	 国際経営組織	II
第 4 講	 国際人事管理	I
第 5講	 国際人事管理	II
第 6 講	 国際マーケティング	I
第 7講	 国際マーケティング　II
第 8講	 国際生産管理　I
第 9講	 国際生産管理	II
第 10 講	 異文化経営論	I
第 11 講	 異文化経営論　II
第 12 講	 国際提携戦略　I
第 13講	 国際提携戦略　II
第 14 講	 国際研究開発
第 15講	 まとめ

■評価方法
試験（70％）出席（30％）　試験では書いた分量だけではなく、問題を満たしたその正確さと質を問う。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：すべての講義にでること。試験は 5問中、すべてに解答し、90点以上を取得すること。
評価A（89～ 80点）	：ほとんど講義に出ること。試験は 5問中、すべてに解答し、80点以上を取得すること。
評価B（79～ 70点）	：10回以上講義に出ること。試験は 5問中、4問すべてに解答し、70点以上を取得すること。
評価C（69～ 60点）	：7回以上講義に出ること。試験は 5問中、3問すべてに解答し、50点以上を取得すること。
評価 F（59点以下）	 ：出席が 5回以下、および、試験は 5問中、3問以下で 50点以下の水準にあること。

■他に履修することが望ましい科目
多国籍企業 I、多国籍企業 II

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目であり履修希望者は初回講義に必ず出席すること。②試験に対するフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

国際経営入門 II（Introduction to International Management II）
21 世紀の国際経営の基礎
飯田　健雄
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
国際経営の基礎を包括的に学んでいく。国際経営とは国内で履行される経営の海外適用・応用という考えをもってもよい。
しかし、その海外事業展開には国内競争では想像もできなかった複雑性・困難な問題が待ち受けている。その理由を解き
明かしていくのがこの講義の最大の目的である。学生は、経営の基礎をきちんと学んでから履修することを希望する。

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
国際経営の各領域や業務部門を理解していく。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前学習として、約 1時間半程度、前期に学習した教科書の 1章から 7章までをよく読んでおく。NHKの NHKスペシャ
ル、「これでわかった！世界の今」、日本経済新聞を読んでおくこと。

■授業の概要
第 1講	 国際 SCM	I
第 2講	 国際 SCM	II
第 3 講	 国際M&A	I
第 4 講	 国際M&A	II
第 5 講	 国際ブランディング管理	I
第 6講	 国際ブランディング管理　II
第 7講	 国際法務
第 8講	 国際財務管理	I
第 9講	 国際財務管理	II
第 10 講	 国際会計
第 11講	 国際経営戦略	I
第 12 講	 国際経営戦略　II
第 13 講	 国際経営戦略　III
第 14 講	 国際経営戦略　IV
第 15講	 まとめ

■評価方法
試験（70％）出席（30％）　試験では書いた分量だけではなく、問題を満たしたその正確さと質を問う。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：すべての講義にでている学生。試験はすべてに解答し、90点以上を取得すること。
評価A（89～ 80点）	：ほとんど講義に出ること。試験は 5問中、すべてに解答し、80点以上を取得すること。
評価B（79～ 70点）	：10回以上講義に出ること。試験は 5問中、4問すべてに解答し、70点以上を取得すること。
評価C（69～ 60点）	：7回以上講義に出ること。試験は 5問中、3問すべてに解答し、50点以上を取得すること。
評価 F（59点以下）	 ：出席が 5回以下、および、試験は 5問中、3問以下で 50点以下の水準にあること。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目であり履修希望者は初回講義に必ず出席すること。②試験に対するフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

国際経営入門 I（Introduction to International Management I）
21 世紀の国際経営の基礎理解
飯田　健雄
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
国際経営は世界政治・経済に利益を求めてダイナミックに動くトランスナショナルな超国家的組織体です。この組織を外
部・内部から探究していきましょう。

■講義分類
グローバルビジネス ,	ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
国際経営の基礎を包括的に学んでいく。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
NHKの経済ニュースを見よう。また、日本経済新聞を毎日、読む習慣をつけよう。隔週ごとの項目に関して、1時間半程度、
指定教科書を事前に読み、講義後、板書された項目を理解していこう。

■授業の概要
第 1講	 国際経営とは何か
第 2講	 国際経営組織	I
第 3講	 国際経営組織	II
第 4 講	 国際人事管理	I
第 5講	 国際人事管理	II
第 6 講	 国際マーケティング	I
第 7講	 国際マーケティング　II
第 8講	 国際生産管理　I
第 9講	 国際生産管理	II
第 10 講	 異文化経営論	I
第 11 講	 異文化経営論　II
第 12 講	 国際提携戦略　I
第 13講	 国際提携戦略　II
第 14 講	 国際研究開発
第 15講	 まとめ

■評価方法
試験（70％）出席（30％）　試験では書いた分量だけではなく、問題を満たしたその正確さと質を問う。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：すべての講義にでること。試験は 5問中、すべてに解答し、90点以上を取得すること。
評価A（89～ 80点）	：ほとんど講義に出ること。試験は 5問中、すべてに解答し、80点以上を取得すること。
評価B（79～ 70点）	：10回以上講義に出ること。試験は 5問中、4問すべてに解答し、70点以上を取得すること。
評価C（69～ 60点）	：7回以上講義に出ること。試験は 5問中、3問すべてに解答し、50点以上を取得すること。
評価 F（59点以下）	 ：出席が 5回以下、および、試験は 5問中、3問以下で 50点以下の水準にあること。

■他に履修することが望ましい科目
多国籍企業 I、多国籍企業 II

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目であり履修希望者は初回講義に必ず出席すること。②試験に対するフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

国際経営入門 II（Introduction to International Management II）
21 世紀の国際経営の基礎
飯田　健雄
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
国際経営の基礎を包括的に学んでいく。国際経営とは国内で履行される経営の海外適用・応用という考えをもってもよい。
しかし、その海外事業展開には国内競争では想像もできなかった複雑性・困難な問題が待ち受けている。その理由を解き
明かしていくのがこの講義の最大の目的である。学生は、経営の基礎をきちんと学んでから履修することを希望する。

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
国際経営の各領域や業務部門を理解していく。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前学習として、約 1時間半程度、前期に学習した教科書の 1章から 7章までをよく読んでおく。NHKの NHKスペシャ
ル、「これでわかった！世界の今」、日本経済新聞を読んでおくこと。

■授業の概要
第 1講	 国際 SCM	I
第 2講	 国際 SCM	II
第 3 講	 国際M&A	I
第 4 講	 国際M&A	II
第 5 講	 国際ブランディング管理	I
第 6講	 国際ブランディング管理　II
第 7講	 国際法務
第 8講	 国際財務管理	I
第 9講	 国際財務管理	II
第 10 講	 国際会計
第 11講	 国際経営戦略	I
第 12 講	 国際経営戦略　II
第 13 講	 国際経営戦略　III
第 14 講	 国際経営戦略　IV
第 15講	 まとめ

■評価方法
試験（70％）出席（30％）　試験では書いた分量だけではなく、問題を満たしたその正確さと質を問う。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：すべての講義にでている学生。試験はすべてに解答し、90点以上を取得すること。
評価A（89～ 80点）	：ほとんど講義に出ること。試験は 5問中、すべてに解答し、80点以上を取得すること。
評価B（79～ 70点）	：10回以上講義に出ること。試験は 5問中、4問すべてに解答し、70点以上を取得すること。
評価C（69～ 60点）	：7回以上講義に出ること。試験は 5問中、3問すべてに解答し、50点以上を取得すること。
評価 F（59点以下）	 ：出席が 5回以下、および、試験は 5問中、3問以下で 50点以下の水準にあること。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目であり履修希望者は初回講義に必ず出席すること。②試験に対するフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

財務会計 I（Principle of Acounting I）
財務諸表の基礎理論を学ぶ
清松　敏雄
2 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
本講義は、「ビジネス入門Ⅱ」の講義内容（会計部分）に関する理解を深化させることが目的である。具体的には、財務
諸表のうち、損益計算書と貸借対照表（特に資産）に焦点を当て、会計処理の背後にある理論をマスターすることが目的
である。なお、本講義は、初級簿記・中級簿記の授業と相俟って、課題発見、問題解決、ビジネス環境理解、ビジネスマ
ネジメント、実践的知識獲得に有効なものであり、これらの知識・能力の獲得も目的としている。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント

■到達目標
損益計算書および貸借対照表（特に資産）に関する論点を理解することが目標である。本学の学位授与方針には、特に、
知識と理解、思考と判断の２つの点で関連している。損益計算書や貸借対照表に関する知識を得て、財務諸表項目が何を
示しているのかを理解できるようになることが目標である。なお、本授業の受講により、概ね、ビジネス会計検定３級の
取得が可能である。また、日商簿記検定２級および３級の学習にも役立つ。

■授業形態
講義が中心（部分的にグループディスカッションを行う）

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
ほぼすべての授業後には課題を提出すること（各回概ね１時間半程度のもの）。ただし、指定図書の通読で代替すること
もある。なお、課題はMicrosoft	Office で作成すること。最終回を除き、次回授業にて講評を行う。

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション。会計の種類と役割。
第 2講	 損益会計の基礎
第 3講	 損益計算書の区分と表示
第 4講	 損益計算書を用いた財務諸表分析の基礎
第 5講	 貸借対照表の区分の表示
第 6講	 資産評価の基本原則
第 7講	 金銭債権の評価
第 8講	 費用性資産の会計処理とその背景にある考え方
第 9講	 棚卸資産
第 10講	 有形固定資産
第 11講	 低価基準（低価法）
第 12講	 減損会計
第 13講	 無形固定資産
第 14講	 繰延資産と研究開発費等
第 15講	 全体のまとめを行う。

■評価方法
授業内中間テスト　50％、授業内期末テスト　50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業内テストの合計点が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：授業内テストの合計点が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：授業内テストの合計点が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：授業内テストの合計点が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：授業内テストの合計点が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス入門Ⅱ、初級簿記

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義は、秋学期に行われる「財務会計Ⅱ」の事前履修科目である。②試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

財務会計 II（Principle of Acounting II）
財務諸表の基礎理論を学ぶ
清松　敏雄
2 年生以上 秋学期 学期前半週 2 回

■講義目的
本講義は、財務会計Ⅰの内容に関する理解を深化させることが目的である。具体的には、財務諸表のうち、貸借対照表（特
に負債・純資産）の会計処理の背後にある理論をマスターすることが目的である。なお、本講義は、初級簿記・中級簿記・
財務会計Ⅰの授業と相俟って、課題発見、問題解決、ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、実践的知識獲得に有効
なものであり、これらの知識・能力の獲得も目的としている。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント

■到達目標
貸借対照表（特に負債・純資産）に関する論点を理解することが目標である。

■授業形態
講義が中心（部分的にグループディスカッションを行う）

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
ほぼすべての授業後には課題を提出すること（各回概ね１時間半程度のもの）。ただし、指定図書の通読で代替すること
おある。なお、課題はMicrosoft	Office で作成すること。最終回を除き、次回授業にて講評を行う。

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション。貸借対照表の概要の復習。
第 2講	 財務会計Ⅰの復習
第 3講	 負債会計その１
第 4講	 負債会計その２
第 5講	 負債会計その３
第 6講	 負債会計その４
第 7講	 純資産の構成要素その１
第 8講	 純資産の構成要素その２
第 9講	 自己株式
第 10講	 その他有価証券評価差額金
第 11講	 純資産に関する復習
第 12講	 株主資本等変動計算書
第 13講	 包括利益
第 14講	 連結財務諸表
第 15講	 全体のまとめを行う。

■評価方法
授業内中間テスト　50％、授業内期末テスト　50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業内テストの合計点が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：授業内テストの合計点が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：授業内テストの合計点が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：授業内テストの合計点が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：授業内テストの合計点が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス入門Ⅱ、初級簿記、財務会計Ⅰ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義の履修のためには、「財務会計Ⅰ」の単位を修得済みでなければならない。②試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

財務会計 I（Principle of Acounting I）
財務諸表の基礎理論を学ぶ
清松　敏雄
2 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
本講義は、「ビジネス入門Ⅱ」の講義内容（会計部分）に関する理解を深化させることが目的である。具体的には、財務
諸表のうち、損益計算書と貸借対照表（特に資産）に焦点を当て、会計処理の背後にある理論をマスターすることが目的
である。なお、本講義は、初級簿記・中級簿記の授業と相俟って、課題発見、問題解決、ビジネス環境理解、ビジネスマ
ネジメント、実践的知識獲得に有効なものであり、これらの知識・能力の獲得も目的としている。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント

■到達目標
損益計算書および貸借対照表（特に資産）に関する論点を理解することが目標である。本学の学位授与方針には、特に、
知識と理解、思考と判断の２つの点で関連している。損益計算書や貸借対照表に関する知識を得て、財務諸表項目が何を
示しているのかを理解できるようになることが目標である。なお、本授業の受講により、概ね、ビジネス会計検定３級の
取得が可能である。また、日商簿記検定２級および３級の学習にも役立つ。

■授業形態
講義が中心（部分的にグループディスカッションを行う）

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
ほぼすべての授業後には課題を提出すること（各回概ね１時間半程度のもの）。ただし、指定図書の通読で代替すること
もある。なお、課題はMicrosoft	Office で作成すること。最終回を除き、次回授業にて講評を行う。

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション。会計の種類と役割。
第 2講	 損益会計の基礎
第 3講	 損益計算書の区分と表示
第 4講	 損益計算書を用いた財務諸表分析の基礎
第 5講	 貸借対照表の区分の表示
第 6講	 資産評価の基本原則
第 7講	 金銭債権の評価
第 8講	 費用性資産の会計処理とその背景にある考え方
第 9講	 棚卸資産
第 10講	 有形固定資産
第 11講	 低価基準（低価法）
第 12講	 減損会計
第 13講	 無形固定資産
第 14講	 繰延資産と研究開発費等
第 15講	 全体のまとめを行う。

■評価方法
授業内中間テスト　50％、授業内期末テスト　50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業内テストの合計点が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：授業内テストの合計点が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：授業内テストの合計点が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：授業内テストの合計点が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：授業内テストの合計点が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス入門Ⅱ、初級簿記

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義は、秋学期に行われる「財務会計Ⅱ」の事前履修科目である。②試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

財務会計 II（Principle of Acounting II）
財務諸表の基礎理論を学ぶ
清松　敏雄
2 年生以上 秋学期 学期前半週 2 回

■講義目的
本講義は、財務会計Ⅰの内容に関する理解を深化させることが目的である。具体的には、財務諸表のうち、貸借対照表（特
に負債・純資産）の会計処理の背後にある理論をマスターすることが目的である。なお、本講義は、初級簿記・中級簿記・
財務会計Ⅰの授業と相俟って、課題発見、問題解決、ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、実践的知識獲得に有効
なものであり、これらの知識・能力の獲得も目的としている。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント

■到達目標
貸借対照表（特に負債・純資産）に関する論点を理解することが目標である。

■授業形態
講義が中心（部分的にグループディスカッションを行う）

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
ほぼすべての授業後には課題を提出すること（各回概ね１時間半程度のもの）。ただし、指定図書の通読で代替すること
おある。なお、課題はMicrosoft	Office で作成すること。最終回を除き、次回授業にて講評を行う。

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション。貸借対照表の概要の復習。
第 2講	 財務会計Ⅰの復習
第 3講	 負債会計その１
第 4講	 負債会計その２
第 5講	 負債会計その３
第 6講	 負債会計その４
第 7講	 純資産の構成要素その１
第 8講	 純資産の構成要素その２
第 9講	 自己株式
第 10講	 その他有価証券評価差額金
第 11講	 純資産に関する復習
第 12講	 株主資本等変動計算書
第 13講	 包括利益
第 14講	 連結財務諸表
第 15講	 全体のまとめを行う。

■評価方法
授業内中間テスト　50％、授業内期末テスト　50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業内テストの合計点が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：授業内テストの合計点が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：授業内テストの合計点が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：授業内テストの合計点が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：授業内テストの合計点が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス入門Ⅱ、初級簿記、財務会計Ⅰ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義の履修のためには、「財務会計Ⅰ」の単位を修得済みでなければならない。②試験に対してフィードバックを行う。

25ー83

多摩大学 経営情報学部シラバス（2017 年度）

一
般
科
目
１
年
生
以
上

一
般
科
目
２
年
生
以
上

一
般
科
目
３
年
生
以
上

演
習
科
目

認
定
科
目

教
職
科
目

02_231872_多摩大学_2017経営情報学部シラバス_見出し付け用_流し込み完了.indd   83 2017/03/03   19:16:45



科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

事業構想論 I（Business concept theory I）
創造型問題解決の事例紹介
松本、丹下
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
事業構想（Project	Dsign)	とは、社会の不条理に立ち向かい問題解決するためのビジネスにあって、様々な障壁、ルール
による制約、環境変化などの困難を克服するために行われる取り組みを含む事業活動全般のことをいう。本学ではこれを
「創造的問題解決」と呼び、問題解決力、事業構想力を身に付けるために本講義を開講することとしている。
学生の「事業を構想する力」が育まれることにつながるよう、本講義においては、①「事業構想（創造的問題解決）とは
どのようなことなのか」「どのようにしてそれは起こるのか」について、問題意識を持つきっかけとなること。②実際の「事
業構想事例」を、その実践者から直接聞くことによって幅広く知り、自分の将来を構想する糧としてもらうことを念頭に
置き、広く産業社会において事業構想に立ち向かう人材を迎え、その活動の全容を紹介する。

■講義分類
ビジネス創造、グローバルビジネス、地域ビジネス

■到達目標
毎回異なるゲストの話を聞き、事業構想にとって重要なポイントを自分なりに考えることができるようになる。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前回に話された内容を、自分のメモを元にまとめ、①講演者にとっての事業構想とは何か　②成功のためのポイントは何
か　③質問して理解を深める点は何か　について整理しておく　（90分程度）

■授業の概要
第 1講	 オリテンテーション
第 2講	 外部講師による講演
第 3講	 外部講師による講演
第 4講	 外部講師による講演
第 5講	 外部講師による講演
第 6講	 外部講師による講演
第 7講	 外部講師による講演
第 8講	 外部講師による講演　
第 9講	 外部講師による講演
第 10講	 外部講師による講演
第 11講	 外部講師による講演
第 12講	 外部講師による講演　
第 13講	 外部講師による講演
第 14講	 事業構想論シンポジウム
第 15講	 最終レポート提出

■評価方法
出席 40%、ミニレポート 30%、最終レポート 30%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：事業構想について特筆すべき説明をすることができる。
評価A（89～ 80点）	：事業構想についてよく説明することができる。
評価B（79～ 70点）	：事業構想について一定の説明をすることができる。
評価C（69～ 60点）	：事業構想について拙いが断片的な説明はできる。
評価 F（59点以下）	 ：事業構想についてほとんど説明することができない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

事業構想論 II（Business concept theory II）
創造型問題解決の事例紹介
松本、小林、バートル、中庭、杉田、水盛
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
事業構想（Project	Dsign)	とは、社会の不条理に立ち向かい問題解決するためのビジネスにあって、様々な障壁、ルール
による制約、環境変化などの困難を克服するために行われる取り組みを含む事業活動全般のことをいう。本学ではこれを
「創造的問題解決」と呼び、問題解決力、事業構想力を身に付けるために本講義を開講することとしている。
　学生の「事業を構想する力」が育まれることにつながるよう、本講義においては、①「事業構想（創造的問題解決）と
はどのようなことなのか」「どのようにしてそれは起こるのか」について、問題意識を持つきっかけとなること。②実際の「事
業構想事例」を、その実践者から直接聞くことによって幅広く知り、自分の将来を構想する糧としてもらうことを念頭に
置き、広く産業社会において事業構想に立ち向かう人材を迎え、その活動の全容を紹介する。

■講義分類
ビジネス創造、グローバルビジネス、地域ビジネス

■到達目標
毎回異なるゲストの話を聞き、事業構想にとって重要なポイントを自分なりに考えることができるようになる。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前回に話された内容を、自分のメモを元にまとめ、①講演者にとっての事業構想とは何か　②成功のためのポイントは何
か　③質問して理解を深める点は何か　について整理しておく　（90分程度）

■授業の概要
第 1講	 オリテンテーション
第 2講	 外部講師による講演
第 3講	 外部講師による講演
第 4講	 外部講師による講演
第 5講	 外部講師による講演
第 6講	 外部講師による講演
第 7講	 外部講師による講演
第 8講	 外部講師による講演　
第 9講	 外部講師による講演
第 10講	 外部講師による講演
第 11講	 外部講師による講演
第 12講	 外部講師による講演　
第 13講	 外部講師による講演
第 14講	 事業構想論シンポジウム
第 15講	 最終レポート提出

■評価方法
出席 40%、ミニレポート 30%、最終レポート 30%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：事業構想について特筆すべき説明をすることができる。
評価A（89～ 80点）	：事業構想についてよく説明することができる。
評価B（79～ 70点）	：事業構想について一定の説明をすることができる。
評価C（69～ 60点）	：事業構想について拙いが断片的な説明はできる。
評価 F（59点以下）	 ：事業構想についてほとんど説明することができない。

■他に履修することが望ましい科目
事業構想論Ⅰ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

事業構想論 I（Business concept theory I）
創造型問題解決の事例紹介
松本、丹下
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
事業構想（Project	Dsign)	とは、社会の不条理に立ち向かい問題解決するためのビジネスにあって、様々な障壁、ルール
による制約、環境変化などの困難を克服するために行われる取り組みを含む事業活動全般のことをいう。本学ではこれを
「創造的問題解決」と呼び、問題解決力、事業構想力を身に付けるために本講義を開講することとしている。
学生の「事業を構想する力」が育まれることにつながるよう、本講義においては、①「事業構想（創造的問題解決）とは
どのようなことなのか」「どのようにしてそれは起こるのか」について、問題意識を持つきっかけとなること。②実際の「事
業構想事例」を、その実践者から直接聞くことによって幅広く知り、自分の将来を構想する糧としてもらうことを念頭に
置き、広く産業社会において事業構想に立ち向かう人材を迎え、その活動の全容を紹介する。

■講義分類
ビジネス創造、グローバルビジネス、地域ビジネス

■到達目標
毎回異なるゲストの話を聞き、事業構想にとって重要なポイントを自分なりに考えることができるようになる。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前回に話された内容を、自分のメモを元にまとめ、①講演者にとっての事業構想とは何か　②成功のためのポイントは何
か　③質問して理解を深める点は何か　について整理しておく　（90分程度）

■授業の概要
第 1講	 オリテンテーション
第 2講	 外部講師による講演
第 3講	 外部講師による講演
第 4講	 外部講師による講演
第 5講	 外部講師による講演
第 6講	 外部講師による講演
第 7講	 外部講師による講演
第 8講	 外部講師による講演　
第 9講	 外部講師による講演
第 10講	 外部講師による講演
第 11講	 外部講師による講演
第 12講	 外部講師による講演　
第 13講	 外部講師による講演
第 14講	 事業構想論シンポジウム
第 15講	 最終レポート提出

■評価方法
出席 40%、ミニレポート 30%、最終レポート 30%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：事業構想について特筆すべき説明をすることができる。
評価A（89～ 80点）	：事業構想についてよく説明することができる。
評価B（79～ 70点）	：事業構想について一定の説明をすることができる。
評価C（69～ 60点）	：事業構想について拙いが断片的な説明はできる。
評価 F（59点以下）	 ：事業構想についてほとんど説明することができない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

事業構想論 II（Business concept theory II）
創造型問題解決の事例紹介
松本、小林、バートル、中庭、杉田、水盛
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
事業構想（Project	Dsign)	とは、社会の不条理に立ち向かい問題解決するためのビジネスにあって、様々な障壁、ルール
による制約、環境変化などの困難を克服するために行われる取り組みを含む事業活動全般のことをいう。本学ではこれを
「創造的問題解決」と呼び、問題解決力、事業構想力を身に付けるために本講義を開講することとしている。
　学生の「事業を構想する力」が育まれることにつながるよう、本講義においては、①「事業構想（創造的問題解決）と
はどのようなことなのか」「どのようにしてそれは起こるのか」について、問題意識を持つきっかけとなること。②実際の「事
業構想事例」を、その実践者から直接聞くことによって幅広く知り、自分の将来を構想する糧としてもらうことを念頭に
置き、広く産業社会において事業構想に立ち向かう人材を迎え、その活動の全容を紹介する。

■講義分類
ビジネス創造、グローバルビジネス、地域ビジネス

■到達目標
毎回異なるゲストの話を聞き、事業構想にとって重要なポイントを自分なりに考えることができるようになる。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前回に話された内容を、自分のメモを元にまとめ、①講演者にとっての事業構想とは何か　②成功のためのポイントは何
か　③質問して理解を深める点は何か　について整理しておく　（90分程度）

■授業の概要
第 1講	 オリテンテーション
第 2講	 外部講師による講演
第 3講	 外部講師による講演
第 4講	 外部講師による講演
第 5講	 外部講師による講演
第 6講	 外部講師による講演
第 7講	 外部講師による講演
第 8講	 外部講師による講演　
第 9講	 外部講師による講演
第 10講	 外部講師による講演
第 11講	 外部講師による講演
第 12講	 外部講師による講演　
第 13講	 外部講師による講演
第 14講	 事業構想論シンポジウム
第 15講	 最終レポート提出

■評価方法
出席 40%、ミニレポート 30%、最終レポート 30%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：事業構想について特筆すべき説明をすることができる。
評価A（89～ 80点）	：事業構想についてよく説明することができる。
評価B（79～ 70点）	：事業構想について一定の説明をすることができる。
評価C（69～ 60点）	：事業構想について拙いが断片的な説明はできる。
評価 F（59点以下）	 ：事業構想についてほとんど説明することができない。

■他に履修することが望ましい科目
事業構想論Ⅰ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

実践的事業経営特講（Practical Business Management）
業界研究
村山　貞幸
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
日本のさまざまなビジネス業界は、業界固有の課題と日々戦いながら、あらゆる問題解決に挑んでいる。講義では、各業
界からゲストをお招きし、その生々しい状況をご説明いただく。リアルな最前線事例を聴くことを通じて、さまざまな業
界を具体的に理解することを目的とする。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成

■到達目標
(1) 業界の現状、将来性をグローカルの視点から理解する。	(2)	業界の状況をアップデートし、分析できるようになる。	(3)
業界を理解し、関心のある業界を見定める。	(4) 特定の業界の状況を明快に、正確に説明できるようになる。	(5) 関心の
ある業界で働き、どのように社会貢献するか志をつくる。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
次週の業界に関する情報を書籍、新聞等で確認し、まとめる。解説された内容に基づき予習内容を修正する。さらに、業
界の中で、関心のある企業を調査、分析する。必要時間は、予習、復習各 1.5 時間。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 日本経済新聞を利用した業界研究
第 3講	 金融業界の解説
第 4講	 不動産業界の解説
第 5講	 IT 業界の解説
第 6講	 コンサルティング業界の解説
第 7講	 福祉業界の解説
第 8講	 福祉業界の解説
第 9講	 部品業界の解説
第 10講	 通信業界の解説
第 11講	 税理士業界の解説
第 12講	 小売業界の解説
第 13講	 卸業界の解説
第 14講	 物流業界の解説
第 15講	 講義内試験

■評価方法
出席５０％、試験５０%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：業界を完全に理解し、自分の志に適切に結び付けられている。
評価A（89～ 80点）	：業界を 8割理解し、自分の志に適切に結び付けられている。
評価B（79～ 70点）	：業界を 7割理解し、自分の志に適切に結び付けられている。
評価C（69～ 60点）	：業界を 6割理解し、自分の志に適切に結び付けられている。
評価 F（59点以下）	 ：業界の理解が 6割を下回っている。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
（１）外部講師を意識した行動をとること。マナーに反する学生は退室させることがある。	（２）授業中の私語、携帯電話、
飲食等授業を妨げる行為は禁止する。	（３）遅刻は認めない。	（４）講師のご都合により、日程、業界が変更されること
がある。	（５）試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

社会心理（Social Psychology）
歴史に残るさまざまな心理学実験を通じ、人間の本質について考える
良峯　徳和
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
人間は「社会的動物である」と言われるように、私たちの意識や行動は、家族、学校、職場、地域、国など、さまざまな
集団・社会を抜きにしては考えられない。この授業では、個人と社会の関わり合いについて実証的に研究する社会心理学
の成果を、具体的な事例や有名な実験などを紹介しつつ、社会的な存在としての人間の行動や認知、他者と共に生活する
ことの意味やその影響について、理解を深める。

■講義分類
社会人力育成、顧客理解

■到達目標
①社会心理学の方法論や実証研究の成果について理解し、基本的な知識を身に付けること。	②自分の考え方や周りの人
達の生き方や行動が、さまざまな社会的要因の影響を受けていることを理	解できるようになる。	③この授業で学んだこ
とを、よりよい自分の生き方、他者への理解、対人関係や集団、社会のなかでの活動のあり方に活かせるようにする。

■授業形態
講義、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業の開始時に毎回内容理解を確認する小テストを行う。その準備として、１時間程度の復習を行ってくること。

■授業の概要
第 1講	 社会心理学とは何か。この授業での学習内容の全体像、授業方針を示す。
第 2講	 ミルグラムのアイヒマン実験
第 3講	 傍観者効果とは何か。キティ・ジェノビーズ事件から学ぶ。
第 4講	 集団的手抜きとは何か。リンゲルマンが行った実験をもとに、原因と対策を考える。
第 5講	 認知的不協和によって生じる「不合理」な行動はどのように説明されるか
第 6講	 スタンフォード監獄実験：権力がいかにひとを変えてしまうのか
第 7講	 協力と裏切りの心理：「囚人のジレンマ」ゲーム実際にやってみる
第 8講	 ひとを説得する技術とその心理
第 9講	 同調行動とそれを成立させる心理的メカニズム
第 10講	 集団意思決定とリスキーシフト
第 11講	 ひとは感情を隠すことができるか。「微表情」と感情の関係
第 12講	 人間の心の能力をどのように測るか。
第 13講	 悲観的な性格の人と楽観的な性格の人の違いは何か
第 14講	 悲観脳のメカニズムと改善方法
第 15講	 心と脳：「自由意志」という幻想？

■評価方法
出席　20%,	小テストおよび期末試験　50%,		レポート　30%。ただし、出席は全体の 2/3 以上、小テストも全体の
2/3 以上をを単位取得のための最低条件とする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：社会心理学に関する理論をよく理解し、具体的な状況でそれを応用することができる。
評価A（89～ 80点）	：社会心理学に関する理論をよく理解し、授業への取り組みが熱心で、積極的である。
評価B（79～ 70点）	：社会心理学に関する理論をおおまかに理解しており、授業への取り組みもまじめである。
評価C（69～ 60点）	：社会心理学に関する基本的な知識を有しているが、授業への取り組みがやや不足。
評価 F（59点以下）	 ：社会心理学に関する基本的な知識も理解十分でなく、授業への取り組みが不真面目。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①小テストは毎回の授業の開始時に実施するため、遅刻・欠席の場合は受験できない。忌引き、就職の面接試験、インター
ンシップなどの理由で欠席した場合のみ、小テスト実施後の１週間以内に限り、追試を受けることができる。詳細につい
ては、授業内で説明する。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

実践的事業経営特講（Practical Business Management）
業界研究
村山　貞幸
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
日本のさまざまなビジネス業界は、業界固有の課題と日々戦いながら、あらゆる問題解決に挑んでいる。講義では、各業
界からゲストをお招きし、その生々しい状況をご説明いただく。リアルな最前線事例を聴くことを通じて、さまざまな業
界を具体的に理解することを目的とする。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成

■到達目標
(1) 業界の現状、将来性をグローカルの視点から理解する。	(2)	業界の状況をアップデートし、分析できるようになる。	(3)
業界を理解し、関心のある業界を見定める。	(4) 特定の業界の状況を明快に、正確に説明できるようになる。	(5) 関心の
ある業界で働き、どのように社会貢献するか志をつくる。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
次週の業界に関する情報を書籍、新聞等で確認し、まとめる。解説された内容に基づき予習内容を修正する。さらに、業
界の中で、関心のある企業を調査、分析する。必要時間は、予習、復習各 1.5 時間。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 日本経済新聞を利用した業界研究
第 3講	 金融業界の解説
第 4講	 不動産業界の解説
第 5講	 IT 業界の解説
第 6講	 コンサルティング業界の解説
第 7講	 福祉業界の解説
第 8講	 福祉業界の解説
第 9講	 部品業界の解説
第 10講	 通信業界の解説
第 11講	 税理士業界の解説
第 12講	 小売業界の解説
第 13講	 卸業界の解説
第 14講	 物流業界の解説
第 15講	 講義内試験

■評価方法
出席５０％、試験５０%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：業界を完全に理解し、自分の志に適切に結び付けられている。
評価A（89～ 80点）	：業界を 8割理解し、自分の志に適切に結び付けられている。
評価B（79～ 70点）	：業界を 7割理解し、自分の志に適切に結び付けられている。
評価C（69～ 60点）	：業界を 6割理解し、自分の志に適切に結び付けられている。
評価 F（59点以下）	 ：業界の理解が 6割を下回っている。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
（１）外部講師を意識した行動をとること。マナーに反する学生は退室させることがある。	（２）授業中の私語、携帯電話、
飲食等授業を妨げる行為は禁止する。	（３）遅刻は認めない。	（４）講師のご都合により、日程、業界が変更されること
がある。	（５）試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

社会心理（Social Psychology）
歴史に残るさまざまな心理学実験を通じ、人間の本質について考える
良峯　徳和
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
人間は「社会的動物である」と言われるように、私たちの意識や行動は、家族、学校、職場、地域、国など、さまざまな
集団・社会を抜きにしては考えられない。この授業では、個人と社会の関わり合いについて実証的に研究する社会心理学
の成果を、具体的な事例や有名な実験などを紹介しつつ、社会的な存在としての人間の行動や認知、他者と共に生活する
ことの意味やその影響について、理解を深める。

■講義分類
社会人力育成、顧客理解

■到達目標
①社会心理学の方法論や実証研究の成果について理解し、基本的な知識を身に付けること。	②自分の考え方や周りの人
達の生き方や行動が、さまざまな社会的要因の影響を受けていることを理	解できるようになる。	③この授業で学んだこ
とを、よりよい自分の生き方、他者への理解、対人関係や集団、社会のなかでの活動のあり方に活かせるようにする。

■授業形態
講義、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業の開始時に毎回内容理解を確認する小テストを行う。その準備として、１時間程度の復習を行ってくること。

■授業の概要
第 1講	 社会心理学とは何か。この授業での学習内容の全体像、授業方針を示す。
第 2講	 ミルグラムのアイヒマン実験
第 3講	 傍観者効果とは何か。キティ・ジェノビーズ事件から学ぶ。
第 4講	 集団的手抜きとは何か。リンゲルマンが行った実験をもとに、原因と対策を考える。
第 5講	 認知的不協和によって生じる「不合理」な行動はどのように説明されるか
第 6講	 スタンフォード監獄実験：権力がいかにひとを変えてしまうのか
第 7講	 協力と裏切りの心理：「囚人のジレンマ」ゲーム実際にやってみる
第 8講	 ひとを説得する技術とその心理
第 9講	 同調行動とそれを成立させる心理的メカニズム
第 10講	 集団意思決定とリスキーシフト
第 11講	 ひとは感情を隠すことができるか。「微表情」と感情の関係
第 12講	 人間の心の能力をどのように測るか。
第 13講	 悲観的な性格の人と楽観的な性格の人の違いは何か
第 14講	 悲観脳のメカニズムと改善方法
第 15講	 心と脳：「自由意志」という幻想？

■評価方法
出席　20%,	小テストおよび期末試験　50%,		レポート　30%。ただし、出席は全体の 2/3 以上、小テストも全体の
2/3 以上をを単位取得のための最低条件とする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：社会心理学に関する理論をよく理解し、具体的な状況でそれを応用することができる。
評価A（89～ 80点）	：社会心理学に関する理論をよく理解し、授業への取り組みが熱心で、積極的である。
評価B（79～ 70点）	：社会心理学に関する理論をおおまかに理解しており、授業への取り組みもまじめである。
評価C（69～ 60点）	：社会心理学に関する基本的な知識を有しているが、授業への取り組みがやや不足。
評価 F（59点以下）	 ：社会心理学に関する基本的な知識も理解十分でなく、授業への取り組みが不真面目。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①小テストは毎回の授業の開始時に実施するため、遅刻・欠席の場合は受験できない。忌引き、就職の面接試験、インター
ンシップなどの理由で欠席した場合のみ、小テスト実施後の１週間以内に限り、追試を受けることができる。詳細につい
ては、授業内で説明する。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

消費心理（Consumer Psychology）
消費者理解とそれを仕掛ける企業側の心理学
浜田　正幸
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
①	消費者行動の理解の一助として心理学が有効であることを学ぶ
②	企業は消費者に対して、心理学を駆使して、購買をプロモートしていることを学ぶ
③	心理学が、ビジネスの世界で多様に織り込まれていることを理解する

■講義分類
顧客理解

■到達目標
①	消費心理に関する一般的テーマや理論を把握する	②	消費心理を把握する方法を身につける	③	消費心理や消費行動の
分析方法を知る

■授業形態
講義、グループワーク、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前にキーワードについて調べて整理する。フィールド（店舗など）調査を行う（1.5 時間）。事後にワークシートの完成、
あるいはレポートを提出する（1.5 時間）

■授業の概要
第 1講	 「消費心理」とは何か説明する
第 2講	 流行の心理学
第 3講	 化粧の心理
第 4講	 ブランドの心理
第 5講	 価格の心理
第 6講	 アンケート調査
第 7講	 広告の心理
第 8講	 広告の心理を使ってみる
第 9講	 ディズニーランドの心理学
第 10講	 コンビニエンスストアの心理学
第 11講	 食品スーパーの心理学
第 12講	 小売店の心理学
第 13講	 インターネットと消費行動
第 14講	 脳科学と心理学
第 15講	 到達度確認テスト

■評価方法
出席（30%）		毎回の課題（レポート、ワークシートなど）（30%）		到達度テスト（40%）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ラーニングゴールに十分に達していること
評価A（89～ 80点）	：ラーニング・ゴールが概ね理解できている
評価B（79～ 70点）	：ラーニング・ゴール直前の理解
評価C（69～ 60点）	：ラーニング・ゴール未達
評価 F（59点以下）	 ：消費心理を全く理解できていない

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①履修制限を行います。選抜方法は別途周知します。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

情報法（Information Law）
知的財産法
石岡　克俊
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
この講義では、「知的財産」に関わる法制度全般を説明していきます。一口に「知的財産」と言っても、しばしば耳にす
るわりに、それがどんなものであるか案外知られていません。ましてや、何故これらを保護しなければならないのか、また、
これらの保護のためにどのような仕組みが用意されているのかに至っては、ほとんど初耳でしょう。この講義では、知的
財産に関する法制度の理解を深めていくことを目的としています。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネス創造、グローバルビジネス

■到達目標
この講義の到達目標としては、しばしば話題にのぼる知的財産の問題について自ら考えていくことができるようになるこ
とです。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前に配布する講義資料（原則A4サイズ１枚）に目を通しておき、ポイントや疑問点などを確認しておくこと（正味１
時間半程度）。

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション
第 2講	 知的財産（権）とは何か？
第 3講	 知的財産権の特徴
第 4講	 新たな技術的成果を保護する特許制度
第 5講	 発明とは何か？
第 6講	 特許の出願手続について
第 7講	 特許の技術的範囲と特許権の差止請求及び損害賠償
第 8講	 発明者にはどのような権利が認められるのか？
第 9講	 実用新案と営業秘密
第 10講	 意匠制度はとはどんなもの？
第 11講	 商標制度とはどんなもの？
第 12講	 商標権を取得しなくても保護される場合がある。
第 13講	 著作権とはどのような権利か？著作権によって保護される著作物とは？
第 14講	 著作者となるのは誰か？著作者にはどのような権利が発生するのか？
第 15講	 著作権が制限される場合。著作権侵害。著作隣接権とはどのような権利か？

■評価方法
期末に実施する試験において評価を行う（100パーセント）。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：本講義で取り扱われた内容について、ほとんどすべて正確に理解している。
評価A（89～ 80点）	：本講義で取り扱われた内容について、概ね正確に理解している。
評価B（79～ 70点）	：本講義で取り扱われた内容について、ほとんど理解している。
評価C（69～ 60点）	：本講義で取り扱われた内容について、概ね理解している。
評価 F（59点以下）	 ：本講義で取り扱われた内容について、あまり理解していない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

消費心理（Consumer Psychology）
消費者理解とそれを仕掛ける企業側の心理学
浜田　正幸
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
①	消費者行動の理解の一助として心理学が有効であることを学ぶ
②	企業は消費者に対して、心理学を駆使して、購買をプロモートしていることを学ぶ
③	心理学が、ビジネスの世界で多様に織り込まれていることを理解する

■講義分類
顧客理解

■到達目標
①	消費心理に関する一般的テーマや理論を把握する	②	消費心理を把握する方法を身につける	③	消費心理や消費行動の
分析方法を知る

■授業形態
講義、グループワーク、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前にキーワードについて調べて整理する。フィールド（店舗など）調査を行う（1.5 時間）。事後にワークシートの完成、
あるいはレポートを提出する（1.5 時間）

■授業の概要
第 1講	 「消費心理」とは何か説明する
第 2講	 流行の心理学
第 3講	 化粧の心理
第 4講	 ブランドの心理
第 5講	 価格の心理
第 6講	 アンケート調査
第 7講	 広告の心理
第 8講	 広告の心理を使ってみる
第 9講	 ディズニーランドの心理学
第 10講	 コンビニエンスストアの心理学
第 11講	 食品スーパーの心理学
第 12講	 小売店の心理学
第 13講	 インターネットと消費行動
第 14講	 脳科学と心理学
第 15講	 到達度確認テスト

■評価方法
出席（30%）		毎回の課題（レポート、ワークシートなど）（30%）		到達度テスト（40%）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ラーニングゴールに十分に達していること
評価A（89～ 80点）	：ラーニング・ゴールが概ね理解できている
評価B（79～ 70点）	：ラーニング・ゴール直前の理解
評価C（69～ 60点）	：ラーニング・ゴール未達
評価 F（59点以下）	 ：消費心理を全く理解できていない

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①履修制限を行います。選抜方法は別途周知します。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

情報法（Information Law）
知的財産法
石岡　克俊
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
この講義では、「知的財産」に関わる法制度全般を説明していきます。一口に「知的財産」と言っても、しばしば耳にす
るわりに、それがどんなものであるか案外知られていません。ましてや、何故これらを保護しなければならないのか、また、
これらの保護のためにどのような仕組みが用意されているのかに至っては、ほとんど初耳でしょう。この講義では、知的
財産に関する法制度の理解を深めていくことを目的としています。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネス創造、グローバルビジネス

■到達目標
この講義の到達目標としては、しばしば話題にのぼる知的財産の問題について自ら考えていくことができるようになるこ
とです。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前に配布する講義資料（原則A4サイズ１枚）に目を通しておき、ポイントや疑問点などを確認しておくこと（正味１
時間半程度）。

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション
第 2講	 知的財産（権）とは何か？
第 3講	 知的財産権の特徴
第 4講	 新たな技術的成果を保護する特許制度
第 5講	 発明とは何か？
第 6講	 特許の出願手続について
第 7講	 特許の技術的範囲と特許権の差止請求及び損害賠償
第 8講	 発明者にはどのような権利が認められるのか？
第 9講	 実用新案と営業秘密
第 10講	 意匠制度はとはどんなもの？
第 11講	 商標制度とはどんなもの？
第 12講	 商標権を取得しなくても保護される場合がある。
第 13講	 著作権とはどのような権利か？著作権によって保護される著作物とは？
第 14講	 著作者となるのは誰か？著作者にはどのような権利が発生するのか？
第 15講	 著作権が制限される場合。著作権侵害。著作隣接権とはどのような権利か？

■評価方法
期末に実施する試験において評価を行う（100パーセント）。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：本講義で取り扱われた内容について、ほとんどすべて正確に理解している。
評価A（89～ 80点）	：本講義で取り扱われた内容について、概ね正確に理解している。
評価B（79～ 70点）	：本講義で取り扱われた内容について、ほとんど理解している。
評価C（69～ 60点）	：本講義で取り扱われた内容について、概ね理解している。
評価 F（59点以下）	 ：本講義で取り扱われた内容について、あまり理解していない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

情報倫理（Information Ethics）
情報社会における諸問題と倫理
齋藤　S. 裕美
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は，情報通信技術と人々の倫理観についての関わり，社会生活における情報の価値，情報通信技術の役割や影響力
などを理解し，情報社会における望ましい態度やあり方，情報倫理の必要性を理解することを目的とする。
現代の社会において，情報通信技術は必要不可欠な存在である。情報通信技術の進展によって生じた諸問題について把握
するとともに，それらの問題を解決するひとつの緒として情報倫理という考え方やその必要性について考える。また，情
報関連の法律や規制，最前線事例についても学習する。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、ビジネス ICT

■到達目標
情報通信技術が社会や人々の生活に対して及ぼした影響を理解し、情報社会における様々な問題について思考する力と倫
理的態度を身につけることをめざす。

■授業形態
講義、グループディカッション、プレゼンテーション、ディベート

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前講までの資料をよく読んでおくこと。また、講義資料に記載されているデータの出所を確認し、当該データや関連のデー
タにもあたっておくこと。必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3時間程度）である。　

■授業の概要
第 1講	 情報通信技術の進展と情報社会
第 2講	 個人情報と個人情報保護法
第 3講	 マイナンバー制度と個人情報の価値
第 4講	 表現の自由とプライバシー
第 5講	 インターネットとコミュニケーション
第 6講	 SNSとその功罪
第 7講	 SNSとプライバシー
第 8講	 知的財産と知的財産制度　
第 9講	 著作権制度
第 10講	 著作権と TPP
第 11講	 情報社会のサービス
第 12講	 情報社会におけるデータの活用
第 13講	 情報セキュリティとその考え方　
第 14講	 情報セキュリティ技術　
第 15講	 情報社会における倫理観

■評価方法
期末試験50%、レポートや課題50%（次の5点を中心に評価）に、授業への参加態度を加味。<1: 個人情報やプライバシー、
2: 知的財産や著作権、3:ICT を活用したコミュニケーション、4: データ活用、5: 倫理観 >

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記 1～ 4を関連づけ，自分の考察を含めて的確に説明できる。5の資質が十分である。
評価A（89～ 80点）	：下記 1～ 4を個別に，自分の考察を含めて的確に説明できる。5の資質が十分である。
評価B（79～ 70点）	：下記 1～ 4のうち 2つ以上を、自分の考察を含めて説明できる。5の資質が十分である。
評価C（69～ 60点）	：下記 1～ 4のうち 2つ以上を説明できる。5の資質が十分である。
評価 F（59点以下）	 ：講義内容について著しく理解が不足している。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①著作権検定，個人情報保護法検定の内容に一部対応。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

初級簿記（Introductory Level Bookkeeping）
簿記入門
清松、渡辺（智）
2 年生以上 春秋学期 学期前半週 4 回

■講義目的
本講義は、産業社会において企業が行うさまざまな取引を会計情報として記録するための技法である「簿記」の基本原理
を習得し、日本商工会議所が主催する簿記検定試験の３級（日商簿記３級）に合格できる知識と能力を習得することを目
的とする。なお、本講義は、財務会計に関する授業と相俟って、課題発見、問題解決、ビジネス環境理解、ビジネスマネ
ジメント、実践的知識獲得に有効なものであり、これらの知識・能力の獲得も目的としている。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
企業の経済活動を会計情報として記録するための技法である「複式簿記」の仕組みについての基礎的な知識を習得するこ
と。

■授業形態
講義のみ

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回の講義内容の理解度を確認するため、指定した練習問題を解いておくことが必要である。また、講義前にテキストの
該当部分を一読しておくこと。講義内容の復習と次回講義の準備には概ね１時間程度必要になる。

■授業の概要
第 1講	 テキスト chapter01		簿記の基礎について解説する。
第 2講	 テキスト chapter02		商品売買について解説する。
第 3講	 テキスト chapter03		現金預金について解説する。
第 4講	 テキスト chapter04		手形について解説する。
第 5講	 テキスト chapter05		有価証券と固定資産について解説する。
第 6講	 テキスト chapter06		その他の取引について解説する。
第 7講	 テキスト chapter07		帳簿（前半部分）について解説する。
第 8講	 テキスト chapter07		帳簿（後半）について解説する。
第 9講	 テキスト chapter08		試算表について解説する。
第 10講	 テキスト chapter09		伝票と仕訳日計表について解説する。
第 11講	 テキスト chapter10		決算手続Ⅰについて解説する。
第 12講	 テキスト chapter11	決算手続Ⅱ（前半）について解説する。
第 13講	 テキスト chapter11		決算手続Ⅱ（後半）について解説する。
第 14講	 テキスト chapter12		決算手続Ⅲについて解説する。
第 15講	（総まとめ）日商簿記検定の過去の出題問題を使い総合問題の演習を行う。

■評価方法
ミニテスト 25％、授業内中間テスト 25％、授業内期末テスト 50％。ただし、講義に際して教員の指示に従わない等の
受講態度に問題があった者に対しては、成績が良好であっても単位は付与しない。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス入門Ⅱ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない　

■留意点
1. この科目の単位取得のためには、宿題及び講義内容の復習を通じて知識の定着を図り、問題演習の積み重ねにより会
計処理能力の向上をさせるなどの自主的な学習が必要である。	2. 講義の際には、教科書のほかに、必ず「電卓」を持参
すること。	3. 課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

情報倫理（Information Ethics）
情報社会における諸問題と倫理
齋藤　S. 裕美
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は，情報通信技術と人々の倫理観についての関わり，社会生活における情報の価値，情報通信技術の役割や影響力
などを理解し，情報社会における望ましい態度やあり方，情報倫理の必要性を理解することを目的とする。
現代の社会において，情報通信技術は必要不可欠な存在である。情報通信技術の進展によって生じた諸問題について把握
するとともに，それらの問題を解決するひとつの緒として情報倫理という考え方やその必要性について考える。また，情
報関連の法律や規制，最前線事例についても学習する。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、ビジネス ICT

■到達目標
情報通信技術が社会や人々の生活に対して及ぼした影響を理解し、情報社会における様々な問題について思考する力と倫
理的態度を身につけることをめざす。

■授業形態
講義、グループディカッション、プレゼンテーション、ディベート

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前講までの資料をよく読んでおくこと。また、講義資料に記載されているデータの出所を確認し、当該データや関連のデー
タにもあたっておくこと。必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3時間程度）である。　

■授業の概要
第 1講	 情報通信技術の進展と情報社会
第 2講	 個人情報と個人情報保護法
第 3講	 マイナンバー制度と個人情報の価値
第 4講	 表現の自由とプライバシー
第 5講	 インターネットとコミュニケーション
第 6講	 SNSとその功罪
第 7講	 SNSとプライバシー
第 8講	 知的財産と知的財産制度　
第 9講	 著作権制度
第 10講	 著作権と TPP
第 11講	 情報社会のサービス
第 12講	 情報社会におけるデータの活用
第 13講	 情報セキュリティとその考え方　
第 14講	 情報セキュリティ技術　
第 15講	 情報社会における倫理観

■評価方法
期末試験50%、レポートや課題50%（次の5点を中心に評価）に、授業への参加態度を加味。<1: 個人情報やプライバシー、
2: 知的財産や著作権、3:ICT を活用したコミュニケーション、4: データ活用、5: 倫理観 >

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記 1～ 4を関連づけ，自分の考察を含めて的確に説明できる。5の資質が十分である。
評価A（89～ 80点）	：下記 1～ 4を個別に，自分の考察を含めて的確に説明できる。5の資質が十分である。
評価B（79～ 70点）	：下記 1～ 4のうち 2つ以上を、自分の考察を含めて説明できる。5の資質が十分である。
評価C（69～ 60点）	：下記 1～ 4のうち 2つ以上を説明できる。5の資質が十分である。
評価 F（59点以下）	 ：講義内容について著しく理解が不足している。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①著作権検定，個人情報保護法検定の内容に一部対応。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

初級簿記（Introductory Level Bookkeeping）
簿記入門
清松、渡辺（智）
2 年生以上 春秋学期 学期前半週 4 回

■講義目的
本講義は、産業社会において企業が行うさまざまな取引を会計情報として記録するための技法である「簿記」の基本原理
を習得し、日本商工会議所が主催する簿記検定試験の３級（日商簿記３級）に合格できる知識と能力を習得することを目
的とする。なお、本講義は、財務会計に関する授業と相俟って、課題発見、問題解決、ビジネス環境理解、ビジネスマネ
ジメント、実践的知識獲得に有効なものであり、これらの知識・能力の獲得も目的としている。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
企業の経済活動を会計情報として記録するための技法である「複式簿記」の仕組みについての基礎的な知識を習得するこ
と。

■授業形態
講義のみ

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回の講義内容の理解度を確認するため、指定した練習問題を解いておくことが必要である。また、講義前にテキストの
該当部分を一読しておくこと。講義内容の復習と次回講義の準備には概ね１時間程度必要になる。

■授業の概要
第 1講	 テキスト chapter01		簿記の基礎について解説する。
第 2講	 テキスト chapter02		商品売買について解説する。
第 3講	 テキスト chapter03		現金預金について解説する。
第 4講	 テキスト chapter04		手形について解説する。
第 5講	 テキスト chapter05		有価証券と固定資産について解説する。
第 6講	 テキスト chapter06		その他の取引について解説する。
第 7講	 テキスト chapter07		帳簿（前半部分）について解説する。
第 8講	 テキスト chapter07		帳簿（後半）について解説する。
第 9講	 テキスト chapter08		試算表について解説する。
第 10講	 テキスト chapter09		伝票と仕訳日計表について解説する。
第 11講	 テキスト chapter10		決算手続Ⅰについて解説する。
第 12講	 テキスト chapter11	決算手続Ⅱ（前半）について解説する。
第 13講	 テキスト chapter11		決算手続Ⅱ（後半）について解説する。
第 14講	 テキスト chapter12		決算手続Ⅲについて解説する。
第 15講	（総まとめ）日商簿記検定の過去の出題問題を使い総合問題の演習を行う。

■評価方法
ミニテスト 25％、授業内中間テスト 25％、授業内期末テスト 50％。ただし、講義に際して教員の指示に従わない等の
受講態度に問題があった者に対しては、成績が良好であっても単位は付与しない。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス入門Ⅱ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない　

■留意点
1. この科目の単位取得のためには、宿題及び講義内容の復習を通じて知識の定着を図り、問題演習の積み重ねにより会
計処理能力の向上をさせるなどの自主的な学習が必要である。	2. 講義の際には、教科書のほかに、必ず「電卓」を持参
すること。	3. 課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

スポーツと健康（Sports and Health）
健康とスポーツ文化の基礎知識を学ぶ
梅澤　佳子
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
運動やスポーツを日常生活の中で習慣化し健康を維持・向上させていくことは、学生の皆さんが社会に貢献していくため
にも、皆さん自身の人生を豊かに過ごすためにも重要なことです。
また、社会全体としても、あらゆる世代の人々が、心も身体も社会的にも健康で、それぞれの人生を十分に生きることが
重要です。
講義では、第一に現代の健康課題とその対策について学ぶこと、第二に、安全に効果的に楽しく運動やスポーツを実施す
るために必要な基本的知識を学ぶこと、第三に社会学的な視点からスポーツや健康についての幅広い知識を学ぶことを目
的としています。

■講義分類
社会人基礎力育成、地域ビジネス、問題解決

■到達目標
１．現代社会における健康課題を理解し自ら対策に取り組める能力を身につける。	２．運動、スポーツに関する課題を
解決する能力を身につける。	３．日常生活を健康で快適に過ごすための健康管理方法、運動、スポーツとの関わり方の理解。	
４．運動、スポーツ、レジャー、レクリエーションの享受能力を高める。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前に予習のための用語やポイントを説明します。指定図書等で予習しておいてください。講義後は、T-NEXT にアップ
された講義資料、ノートを元に必要な情報を自ら収集し深い学びを行ってください。

■授業の概要
第 1講	 講義の目的、内容、予習・復習の仕方、評価基準、評価の方法等についての説明。
第 2講	 国際的な健康の定義、健康問題、保健活動の現状
第 3講	 日本における健康施策、取り組みと健康産業、健康ビジネス
第 4講	 こどもの時の運動が一生のからだをつくる
第 5講	 思春期・青年期の健康、スポーツの課題と解決策	1
第 6講	 思春期・青年期の健康、スポーツの課題と解決策	2
第 7講	 中年期・壮年期・老年期における健康の注意点と運動の方法
第 8講	 食の重要性について
第 9講	 トレーニングの基礎理論
第 10講	 スポーツの起源、本来の意味、文化としてのスポーツ
第 11講	 スポーツとは何か‐近代・現代社会とスポーツ
第 12講	 社会的からだについて
第 13講	 まとめ
第 14講	 授業内テスト
第 15講	 全体のまとめ、試験の解答と解説

■評価方法
講義内の課題提出による評価が40%、中間試験・学期末試験の割合が60%を基本とします。絶対評価方法にて評価します。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容について十分に理解し、オリジナリティが発揮されている。
評価A（89～ 80点）	：授業の内容について十分に理解し、自分の考えもまとめて表現できている。
評価B（79～ 70点）	：授業の内容について理解しているが、その内容の表現が不十分である。
評価C（69～ 60点）	：学んだ内容について理解していない。
評価 F（59点以下）	 ：著しく理解が不十分である。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
出席は評価のための前提条件です。	講義内ミニレポートの内容により講義内容を理解できているか、講義にしっかりと
取り組んでいるか判断し評価に含めます。課題や試験等に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

多摩学 II（Tama Study II）
「多摩」地域の歴史的変遷と特性を知る
大森　映子
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
地域の特性を把握するには、その歴史的な経緯を知ることが不可欠である。また、歴史を探ることは将来を見通すための
鍵になるだろう。国際化が重視されている昨今であるが、自らのよりどころを明確にしなければ、国際的な対応はむしろ
困難であり、問題発見やその解決のための手がかりを得ることはできない。ここでは、まず地域を学ぶことの意味を明ら
かにした上で、多摩地域の歴史を辿り、地域に根ざした特性を明らかにし、地域ビジネスの可能性を考えてみたい。

■講義分類
地域ビジネス、グローバルビジネス、社会人力育成

■到達目標
（１）多摩地域に対する理解を深め、地域的特性と密着した産業社会の実情を探る。（２）現代を考える上で、歴史的考察
が重要であることを認識する。

■授業形態
講義、フィールドワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
復習を重視し、理解を深める。また授業内で示されたキーワードを軸に予習しておく。なお予習・復習は 1.5 時間をめど
とする。

■授業の概要
第 1講	 授業のガイドライン
第 2講	 地域の特性を知る　―文化の違いとその歴史的背景―
第 3講	 地形から見た「多摩」／発掘された「多摩」
第 4講	 古代～中世における武蔵・多摩
第 5講	 戦国時代における多摩地域
第 6講	 多摩地域における主要都市の特質を学ぶ
第 7講	 多摩の博物館へ行こう！
第 8講	 政治都市「江戸」の建設
第 9講	 江戸の城下町構想と現代の「東京」
第 10講	 多摩地域の産業と文化活動
第 11講	 多摩諸地域の特色と見学施設について―中間のまとめ―
第 12講	 自由民権運動と多摩地域
第 13講	 戦前における多摩地域の産業
第 14講	 戦後復興と多摩の位置づけ
第 15講	 多摩地域の特色　―まとめ―

■評価方法
平常点 60%( 授業内で求める簡単なミニレポートを重視する）、見学記録 20%、発表または最終レポート 20%を原則と
する。レポートについてはword を利用すること。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業の趣旨と内容を十分に理解し、自分の意見を持てるようになった。
評価A（89～ 80点）	：授業の趣旨と内容を、基本的に理解し、自分の意見を持てるようになった。
評価B（79～ 70点）	：授業の趣旨と内容を、一応理解できた。
評価C（69～ 60点）	：不十分なところはあるが、授業のポイントは一応理解できた。
評価 F（59点以下）	 ：授業の趣旨、内容ともに理解できていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①初回は授業の方針を確認する上で重要であるので、必ず出席すること。	②後半の講義の中で、学生によるプレゼンテー
ションを予定している。③課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

スポーツと健康（Sports and Health）
健康とスポーツ文化の基礎知識を学ぶ
梅澤　佳子
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
運動やスポーツを日常生活の中で習慣化し健康を維持・向上させていくことは、学生の皆さんが社会に貢献していくため
にも、皆さん自身の人生を豊かに過ごすためにも重要なことです。
また、社会全体としても、あらゆる世代の人々が、心も身体も社会的にも健康で、それぞれの人生を十分に生きることが
重要です。
講義では、第一に現代の健康課題とその対策について学ぶこと、第二に、安全に効果的に楽しく運動やスポーツを実施す
るために必要な基本的知識を学ぶこと、第三に社会学的な視点からスポーツや健康についての幅広い知識を学ぶことを目
的としています。

■講義分類
社会人基礎力育成、地域ビジネス、問題解決

■到達目標
１．現代社会における健康課題を理解し自ら対策に取り組める能力を身につける。	２．運動、スポーツに関する課題を
解決する能力を身につける。	３．日常生活を健康で快適に過ごすための健康管理方法、運動、スポーツとの関わり方の理解。	
４．運動、スポーツ、レジャー、レクリエーションの享受能力を高める。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前に予習のための用語やポイントを説明します。指定図書等で予習しておいてください。講義後は、T-NEXT にアップ
された講義資料、ノートを元に必要な情報を自ら収集し深い学びを行ってください。

■授業の概要
第 1講	 講義の目的、内容、予習・復習の仕方、評価基準、評価の方法等についての説明。
第 2講	 国際的な健康の定義、健康問題、保健活動の現状
第 3講	 日本における健康施策、取り組みと健康産業、健康ビジネス
第 4講	 こどもの時の運動が一生のからだをつくる
第 5講	 思春期・青年期の健康、スポーツの課題と解決策	1
第 6講	 思春期・青年期の健康、スポーツの課題と解決策	2
第 7講	 中年期・壮年期・老年期における健康の注意点と運動の方法
第 8講	 食の重要性について
第 9講	 トレーニングの基礎理論
第 10講	 スポーツの起源、本来の意味、文化としてのスポーツ
第 11講	 スポーツとは何か‐近代・現代社会とスポーツ
第 12講	 社会的からだについて
第 13講	 まとめ
第 14講	 授業内テスト
第 15講	 全体のまとめ、試験の解答と解説

■評価方法
講義内の課題提出による評価が40%、中間試験・学期末試験の割合が60%を基本とします。絶対評価方法にて評価します。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容について十分に理解し、オリジナリティが発揮されている。
評価A（89～ 80点）	：授業の内容について十分に理解し、自分の考えもまとめて表現できている。
評価B（79～ 70点）	：授業の内容について理解しているが、その内容の表現が不十分である。
評価C（69～ 60点）	：学んだ内容について理解していない。
評価 F（59点以下）	 ：著しく理解が不十分である。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
出席は評価のための前提条件です。	講義内ミニレポートの内容により講義内容を理解できているか、講義にしっかりと
取り組んでいるか判断し評価に含めます。課題や試験等に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

多摩学 II（Tama Study II）
「多摩」地域の歴史的変遷と特性を知る
大森　映子
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
地域の特性を把握するには、その歴史的な経緯を知ることが不可欠である。また、歴史を探ることは将来を見通すための
鍵になるだろう。国際化が重視されている昨今であるが、自らのよりどころを明確にしなければ、国際的な対応はむしろ
困難であり、問題発見やその解決のための手がかりを得ることはできない。ここでは、まず地域を学ぶことの意味を明ら
かにした上で、多摩地域の歴史を辿り、地域に根ざした特性を明らかにし、地域ビジネスの可能性を考えてみたい。

■講義分類
地域ビジネス、グローバルビジネス、社会人力育成

■到達目標
（１）多摩地域に対する理解を深め、地域的特性と密着した産業社会の実情を探る。（２）現代を考える上で、歴史的考察
が重要であることを認識する。

■授業形態
講義、フィールドワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
復習を重視し、理解を深める。また授業内で示されたキーワードを軸に予習しておく。なお予習・復習は 1.5 時間をめど
とする。

■授業の概要
第 1講	 授業のガイドライン
第 2講	 地域の特性を知る　―文化の違いとその歴史的背景―
第 3講	 地形から見た「多摩」／発掘された「多摩」
第 4講	 古代～中世における武蔵・多摩
第 5講	 戦国時代における多摩地域
第 6講	 多摩地域における主要都市の特質を学ぶ
第 7講	 多摩の博物館へ行こう！
第 8講	 政治都市「江戸」の建設
第 9講	 江戸の城下町構想と現代の「東京」
第 10講	 多摩地域の産業と文化活動
第 11講	 多摩諸地域の特色と見学施設について―中間のまとめ―
第 12講	 自由民権運動と多摩地域
第 13講	 戦前における多摩地域の産業
第 14講	 戦後復興と多摩の位置づけ
第 15講	 多摩地域の特色　―まとめ―

■評価方法
平常点 60%( 授業内で求める簡単なミニレポートを重視する）、見学記録 20%、発表または最終レポート 20%を原則と
する。レポートについてはword を利用すること。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業の趣旨と内容を十分に理解し、自分の意見を持てるようになった。
評価A（89～ 80点）	：授業の趣旨と内容を、基本的に理解し、自分の意見を持てるようになった。
評価B（79～ 70点）	：授業の趣旨と内容を、一応理解できた。
評価C（69～ 60点）	：不十分なところはあるが、授業のポイントは一応理解できた。
評価 F（59点以下）	 ：授業の趣旨、内容ともに理解できていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①初回は授業の方針を確認する上で重要であるので、必ず出席すること。	②後半の講義の中で、学生によるプレゼンテー
ションを予定している。③課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

地域政策プランニング（Regional policy planning）
政策による問題解決企画の技法
中庭　光彦
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
現代社会において問題解決とは、企業－行政－ＮＰＯ等、更には個人とグループ、先輩といった「多元的な人々の連携」
の下で進められる。問題特定－政策企画－政策実施－政策評価という一連の過程を、多元的な組織・個人で合意をしなが
ら、問題解決を進める。それが政策プランニングである。これからは人口減少局面を前提にした政策を企画しなければな
らない。多様なケースを元に、解決方法を立案するトレーニングを行うのが本講義の狙いである。

■講義分類
地域ビジネス

■到達目標
因果関係図をつくり、それをもとに政策企画を行い、それを説明できるようにすること。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日経新聞過去記事検索データベースで、テーマ内容を調べてくる（予習）。講義・作業の内容をノートに整理してまとめ
直す（復習）。両方で１．５時間。　

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 政策とは何か
第 3講	 地方自治体のしくみ
第 4講	 政策の企画①防災政策
第 5講	 政策の企画②課題の特定
第 6講	 政策の企画③企画立案
第 7講	 政策の企画④
第 8講	 政策の企画⑤
第 9講	 政策の企画⑥人口減少対策
第 10講	 政策の企画⑦
第 11講	 政策の企画⑧
第 12講	 政策の企画⑨
第 13講	 政策の企画⑩
第 14講	 合意形成
第 15講	 ケースで考える政策評価

■評価方法
レポート６０％、出席４０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を十分に理解し、新たな情報を加えて伝えることができる。
評価A（89～ 80点）	：講義内容を十分に理解して、伝えることができる。
評価B（79～ 70点）	：おおよその内容は把握しているが、論理的に伝えるまで至っていない。
評価C（69～ 60点）	：内容をあまり理解できておらず、伝えることも十分ではない。
評価 F（59点以下）	 ：著しく理解に欠けており、伝えることはできない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

地域ビジネスプランニング（Regional Business Planning）
地域問題解決のケース理解と企画
中庭　光彦
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
いま都市と地域が、大きく変わろうとしています。子どもを生みたくなくなるような都市、まじめに農業をしても収益を
得られない農地、大学を卒業しても働き口が無い地域、震災が起きると多数の死傷者が生まれる地域。日本では、人口減
少に伴い、様々な地域の問題解決が必要になっています。そのためには、企業だけではなく自治体やＮＰＯ等がビジネス
の手法で社会を変えることが重要です。本講義では、地域について考えてみたいという２年生を対象に、地域の問題の実
際と、それをビジネスの手法で解決する実例を紹介します。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、地域ビジネス

■到達目標
地域問題に関するニュース記事を理解したレポートを書けるようになること。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日経新聞過去記事検索データベースで、テーマ内容を調べてくる（予習）。講義・作業の内容をノートに整理してまとめ
直す（復習）。両方で１．５時間。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 地域ビジネスの主体
第 3講	 地域の特徴を理解する
第 4講	 人口を増やす
第 5講	 仕事を増やす
第 6講	 中心市街地問題
第 7講	 産業立地とクラスター戦略
第 8講	 共有資源管理の考え方を知る
第 9講	 ヒートアイランド問題と都市の水循環
第 10講	 地方再生における企業とＮＰＯ
第 11講	 地域問題解決における観光ビジネスの役割
第 12講	 高齢者の生きがい支援問題
第 13講	 地域流通のオムニチャンネル化で何が起こっているか
第 14講	 シェアリングエコノミー
第 15講	 地域ビジネスにおける格差問題

■評価方法
レポート６０％、出席４０％。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：地域問題に関するキーワードを充分に使いこなし、レポートも特筆すべきものである。
評価A（89～ 80点）	：地域問題に関するキーワードと使いこなし、レポートもしっかりと書けている。
評価B（79～ 70点）	：地域問題に関するキーワードはあまり使われていないが、レポートは書けている。
評価C（69～ 60点）	：地域問題に関するキーワードは使われていないが、レポートは書けている。
評価 F（59点以下）	 ：キーワードを使わず、レポートもほとんど書けていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

地域政策プランニング（Regional policy planning）
政策による問題解決企画の技法
中庭　光彦
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
現代社会において問題解決とは、企業－行政－ＮＰＯ等、更には個人とグループ、先輩といった「多元的な人々の連携」
の下で進められる。問題特定－政策企画－政策実施－政策評価という一連の過程を、多元的な組織・個人で合意をしなが
ら、問題解決を進める。それが政策プランニングである。これからは人口減少局面を前提にした政策を企画しなければな
らない。多様なケースを元に、解決方法を立案するトレーニングを行うのが本講義の狙いである。

■講義分類
地域ビジネス

■到達目標
因果関係図をつくり、それをもとに政策企画を行い、それを説明できるようにすること。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日経新聞過去記事検索データベースで、テーマ内容を調べてくる（予習）。講義・作業の内容をノートに整理してまとめ
直す（復習）。両方で１．５時間。　

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 政策とは何か
第 3講	 地方自治体のしくみ
第 4講	 政策の企画①防災政策
第 5講	 政策の企画②課題の特定
第 6講	 政策の企画③企画立案
第 7講	 政策の企画④
第 8講	 政策の企画⑤
第 9講	 政策の企画⑥人口減少対策
第 10講	 政策の企画⑦
第 11講	 政策の企画⑧
第 12講	 政策の企画⑨
第 13講	 政策の企画⑩
第 14講	 合意形成
第 15講	 ケースで考える政策評価

■評価方法
レポート６０％、出席４０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を十分に理解し、新たな情報を加えて伝えることができる。
評価A（89～ 80点）	：講義内容を十分に理解して、伝えることができる。
評価B（79～ 70点）	：おおよその内容は把握しているが、論理的に伝えるまで至っていない。
評価C（69～ 60点）	：内容をあまり理解できておらず、伝えることも十分ではない。
評価 F（59点以下）	 ：著しく理解に欠けており、伝えることはできない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

地域ビジネスプランニング（Regional Business Planning）
地域問題解決のケース理解と企画
中庭　光彦
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
いま都市と地域が、大きく変わろうとしています。子どもを生みたくなくなるような都市、まじめに農業をしても収益を
得られない農地、大学を卒業しても働き口が無い地域、震災が起きると多数の死傷者が生まれる地域。日本では、人口減
少に伴い、様々な地域の問題解決が必要になっています。そのためには、企業だけではなく自治体やＮＰＯ等がビジネス
の手法で社会を変えることが重要です。本講義では、地域について考えてみたいという２年生を対象に、地域の問題の実
際と、それをビジネスの手法で解決する実例を紹介します。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、地域ビジネス

■到達目標
地域問題に関するニュース記事を理解したレポートを書けるようになること。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日経新聞過去記事検索データベースで、テーマ内容を調べてくる（予習）。講義・作業の内容をノートに整理してまとめ
直す（復習）。両方で１．５時間。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 地域ビジネスの主体
第 3講	 地域の特徴を理解する
第 4講	 人口を増やす
第 5講	 仕事を増やす
第 6講	 中心市街地問題
第 7講	 産業立地とクラスター戦略
第 8講	 共有資源管理の考え方を知る
第 9講	 ヒートアイランド問題と都市の水循環
第 10講	 地方再生における企業とＮＰＯ
第 11講	 地域問題解決における観光ビジネスの役割
第 12講	 高齢者の生きがい支援問題
第 13講	 地域流通のオムニチャンネル化で何が起こっているか
第 14講	 シェアリングエコノミー
第 15講	 地域ビジネスにおける格差問題

■評価方法
レポート６０％、出席４０％。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：地域問題に関するキーワードを充分に使いこなし、レポートも特筆すべきものである。
評価A（89～ 80点）	：地域問題に関するキーワードと使いこなし、レポートもしっかりと書けている。
評価B（79～ 70点）	：地域問題に関するキーワードはあまり使われていないが、レポートは書けている。
評価C（69～ 60点）	：地域問題に関するキーワードは使われていないが、レポートは書けている。
評価 F（59点以下）	 ：キーワードを使わず、レポートもほとんど書けていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

中国ビジネスコミュニケーション I（Chinese  Business Communication I）
大中華圏の人々との交流を目指して
水盛　涼一
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
中国、台湾、香港、澳門、シンガポール。いわゆる大中華圏で中国語を母語とする人々は 14億人を超えます。これは英
語（6億人）、ヒンディー語（5億人）、スペイン語（4億 5千万人）、アラビア語（3億人）、そして日本語（1億 3千万人）
の母語話者をおさえ、世界で最大です。しかも大中華圏は日本に近く、交流は益々密接になっています。この大中華圏に
ついて、中国赴任時の話題を中心に、すぐに役立つ実践的な中国語を習得していきます。
なお、外国語習得とは他者への想像力を働かせる地域研究でもあります。こうした他者理解には、高校時代の教科書のよ
うな「正解」は存在しません。なにより各々参加者が意見を述べるディベートこそが重要で、相互交流を通した自己理解・
異文化理解からビジネスチャンスを見出すことができます。そこで本講では双方向的演習を通して大中華圏の内実へと踏
み込むことを目指します。
※語学能力に関する試験を行い履修者を選抜する履修制限科目となります。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
①中国・大中華圏の社会や文化について理解を深め、異文化との接触時に戸惑わず積極的に自己主張できるようにする。
②自然な形で中国語による自己紹介といった会話力・表現力・応用力を身につける。③客観的指標として、中国語検定試
験二級～三級程度の実力をつけることを目標とする。　

■授業形態
講義、プレゼンテーション、ディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習復習のほか、毎週「レコードチャイナ」（recordchina.co.jp）又は「牆外楼」（letscorp.net）の記事の短評作成、プ
レゼン担当時の準備のため、2時間弱の学習が必要です。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 中国語の発音について復習し、また大中華圏の文化や言葉に関する質疑応答を行う
第 3講	 教科書：第一課
第 4講	 教科書：第二課
第 5講	 教科書：第三課
第 6講	 中国の食文化について講義を行い、テーマ別にグループワークを行う。
第 7講	 教科書：第四課
第 8講	 教科書：第五課
第 9講	 教科書：第六課
第 10講	 訪日中国人観光客について講義を行い、テーマ別にグループワークを行う。
第 11講	 中国の若者文化について受講生がプレゼンテーションを行う。
第 12講	 前回に引き続き中国の若者文化について受講生がプレゼンテーションを行う。
第 13講	 中国の試験制度の歴史について講義を行い、テーマ別にグループワークを行う。
第 14講	 期末試験に備えて
第 15講	 期末試験

■評価方法
期末試験（60％）、授業に取り組む姿勢・積極性および講義内小テスト（40％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 90点以上。
評価A（89～ 80点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 89～ 80点。
評価 B（79～ 70点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 79～ 70点。
評価C（69～ 60点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 69～ 60点。
評価 F（59点以下）	 ：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 59点以下。

■他に履修することが望ましい科目
中国語Ⅰ、中国語Ⅱ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

中国ビジネスコミュニケーション II（Chinese  Business Communication II）
大中華圏の人々との交流を目指して
水盛　涼一
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
中国、台湾、香港、澳門、シンガポール。いわゆる大中華圏で中国語を母語とする人々は 14億人を超えます。これは英
語（6億人）、ヒンディー語（5億人）、スペイン語（4億 5千万人）、アラビア語（3億人）、そして日本語（1億 3千万人）
の母語話者をおさえ、世界で最大です。しかも大中華圏は日本に近く、交流は益々密接になっています。この大中華圏に
ついて、中国赴任時の話題を中心に、すぐに役立つ実践的な中国語を習得していきます。
なお、外国語習得とは他者への想像力を働かせる地域研究でもあります。こうした他者理解には、高校時代の教科書のよ
うな「正解」は存在しません。なにより各々参加者が意見を述べるディベートこそが重要で、相互交流を通した自己理解・
異文化理解からビジネスチャンスを見出すことができます。そこで本講では双方向的演習を通して大中華圏の内実へと踏
み込むことを目指します。
※語学能力に関する試験を行い履修者を選抜する履修制限科目となります。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
①中国・大中華圏の社会や文化について理解を深め、異文化との接触時に戸惑わず積極的に自己主張できるようにする。
②自然な形で中国語による自己紹介といった会話力・表現力・応用力を身につける。③客観的指標として、中国語検定試
験二級～三級程度の実力をつけることを目標とする。　

■授業形態
講義、プレゼンテーション、ディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習復習のほか、毎週「レコードチャイナ」（recordchina.co.jp）又は「牆外楼」（letscorp.net）の記事の短評作成、プ
レゼン担当時の準備のため、2時間弱の学習が必要です。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 中国語の発音について復習し、また大中華圏の文化や言葉に関する質疑応答を行う
第 3講	 教科書：第七課
第 4講	 教科書：第八課
第 5講	 教科書：第九課
第 6講	 中国の経済について講義を行い、テーマ別にグループワークを行う。
第 7講	 教科書：第十課
第 8講	 教科書：第十一課
第 9講	 教科書：第十二課
第 10講	 中国の政治体制について講義を行い、テーマ別にグループワークを行う。
第 11講	 中国の経済について受講生がプレゼンテーションを行う。
第 12講	 前回に引き続き中国の経済について受講生がプレゼンテーションを行う。
第 13講	 中国の人口問題と農村問題について講義を行い、テーマ別にグループワークを行う。
第 14講	 期末試験に備えて
第 15講	 期末試験

■評価方法
期末試験（60％）、授業に取り組む姿勢・積極性および講義内小テスト（40％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 90点以上。
評価A（89～ 80点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 89～ 80点。
評価 B（79～ 70点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 79～ 70点。
評価C（69～ 60点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 69～ 60点。
評価 F（59点以下）	 ：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 59点以下。

■他に履修することが望ましい科目
中国語Ⅰ、中国語Ⅱ、中国ビジネスコミュニケーションⅠ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
試験に対してフォードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

中国ビジネスコミュニケーション I（Chinese  Business Communication I）
大中華圏の人々との交流を目指して
水盛　涼一
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
中国、台湾、香港、澳門、シンガポール。いわゆる大中華圏で中国語を母語とする人々は 14億人を超えます。これは英
語（6億人）、ヒンディー語（5億人）、スペイン語（4億 5千万人）、アラビア語（3億人）、そして日本語（1億 3千万人）
の母語話者をおさえ、世界で最大です。しかも大中華圏は日本に近く、交流は益々密接になっています。この大中華圏に
ついて、中国赴任時の話題を中心に、すぐに役立つ実践的な中国語を習得していきます。
なお、外国語習得とは他者への想像力を働かせる地域研究でもあります。こうした他者理解には、高校時代の教科書のよ
うな「正解」は存在しません。なにより各々参加者が意見を述べるディベートこそが重要で、相互交流を通した自己理解・
異文化理解からビジネスチャンスを見出すことができます。そこで本講では双方向的演習を通して大中華圏の内実へと踏
み込むことを目指します。
※語学能力に関する試験を行い履修者を選抜する履修制限科目となります。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
①中国・大中華圏の社会や文化について理解を深め、異文化との接触時に戸惑わず積極的に自己主張できるようにする。
②自然な形で中国語による自己紹介といった会話力・表現力・応用力を身につける。③客観的指標として、中国語検定試
験二級～三級程度の実力をつけることを目標とする。　

■授業形態
講義、プレゼンテーション、ディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習復習のほか、毎週「レコードチャイナ」（recordchina.co.jp）又は「牆外楼」（letscorp.net）の記事の短評作成、プ
レゼン担当時の準備のため、2時間弱の学習が必要です。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 中国語の発音について復習し、また大中華圏の文化や言葉に関する質疑応答を行う
第 3講	 教科書：第一課
第 4講	 教科書：第二課
第 5講	 教科書：第三課
第 6講	 中国の食文化について講義を行い、テーマ別にグループワークを行う。
第 7講	 教科書：第四課
第 8講	 教科書：第五課
第 9講	 教科書：第六課
第 10講	 訪日中国人観光客について講義を行い、テーマ別にグループワークを行う。
第 11講	 中国の若者文化について受講生がプレゼンテーションを行う。
第 12講	 前回に引き続き中国の若者文化について受講生がプレゼンテーションを行う。
第 13講	 中国の試験制度の歴史について講義を行い、テーマ別にグループワークを行う。
第 14講	 期末試験に備えて
第 15講	 期末試験

■評価方法
期末試験（60％）、授業に取り組む姿勢・積極性および講義内小テスト（40％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 90点以上。
評価A（89～ 80点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 89～ 80点。
評価 B（79～ 70点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 79～ 70点。
評価C（69～ 60点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 69～ 60点。
評価 F（59点以下）	 ：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 59点以下。

■他に履修することが望ましい科目
中国語Ⅰ、中国語Ⅱ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

中国ビジネスコミュニケーション II（Chinese  Business Communication II）
大中華圏の人々との交流を目指して
水盛　涼一
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
中国、台湾、香港、澳門、シンガポール。いわゆる大中華圏で中国語を母語とする人々は 14億人を超えます。これは英
語（6億人）、ヒンディー語（5億人）、スペイン語（4億 5千万人）、アラビア語（3億人）、そして日本語（1億 3千万人）
の母語話者をおさえ、世界で最大です。しかも大中華圏は日本に近く、交流は益々密接になっています。この大中華圏に
ついて、中国赴任時の話題を中心に、すぐに役立つ実践的な中国語を習得していきます。
なお、外国語習得とは他者への想像力を働かせる地域研究でもあります。こうした他者理解には、高校時代の教科書のよ
うな「正解」は存在しません。なにより各々参加者が意見を述べるディベートこそが重要で、相互交流を通した自己理解・
異文化理解からビジネスチャンスを見出すことができます。そこで本講では双方向的演習を通して大中華圏の内実へと踏
み込むことを目指します。
※語学能力に関する試験を行い履修者を選抜する履修制限科目となります。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
①中国・大中華圏の社会や文化について理解を深め、異文化との接触時に戸惑わず積極的に自己主張できるようにする。
②自然な形で中国語による自己紹介といった会話力・表現力・応用力を身につける。③客観的指標として、中国語検定試
験二級～三級程度の実力をつけることを目標とする。　

■授業形態
講義、プレゼンテーション、ディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習復習のほか、毎週「レコードチャイナ」（recordchina.co.jp）又は「牆外楼」（letscorp.net）の記事の短評作成、プ
レゼン担当時の準備のため、2時間弱の学習が必要です。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 中国語の発音について復習し、また大中華圏の文化や言葉に関する質疑応答を行う
第 3講	 教科書：第七課
第 4講	 教科書：第八課
第 5講	 教科書：第九課
第 6講	 中国の経済について講義を行い、テーマ別にグループワークを行う。
第 7講	 教科書：第十課
第 8講	 教科書：第十一課
第 9講	 教科書：第十二課
第 10講	 中国の政治体制について講義を行い、テーマ別にグループワークを行う。
第 11講	 中国の経済について受講生がプレゼンテーションを行う。
第 12講	 前回に引き続き中国の経済について受講生がプレゼンテーションを行う。
第 13講	 中国の人口問題と農村問題について講義を行い、テーマ別にグループワークを行う。
第 14講	 期末試験に備えて
第 15講	 期末試験

■評価方法
期末試験（60％）、授業に取り組む姿勢・積極性および講義内小テスト（40％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 90点以上。
評価A（89～ 80点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 89～ 80点。
評価 B（79～ 70点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 79～ 70点。
評価C（69～ 60点）	：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 69～ 60点。
評価 F（59点以下）	 ：評価点 100点（下記“配分”参照）のうち 59点以下。

■他に履修することが望ましい科目
中国語Ⅰ、中国語Ⅱ、中国ビジネスコミュニケーションⅠ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
試験に対してフォードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

データサイエンス I（Data Science I）
SPSS によるデータサイエンスの超入門
久保田、佐藤
2 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
データサイエンスの根本となる知識・スキルを修得します。また、ビッグデータを扱うための基礎力を身につけ、統計的
思考力を養成します。分析にはSPSSを使用します。

■講義分類
ビジネス ICT、顧客理解、社会人力育成

■到達目標
データを活用して、データの加工・変換，特徴の解明、関係性の把握、グループ間の差異の検出、複数の変数感の傾向を
説明など、基礎的な考え方とスキルの修得を目標とします。学修の内容としては統計検定 3級程度を目標とします。

■授業形態
講義、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
統計的な考え方について該当する項目をあらかじめ調べる（1.3 時間）。また，当日解析した結果について考察する（1.3
時間）。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション・データ分析概論
第 2講	 統計学超入門・統計を武器とするために
第 3講	 データの読み込み・入力・保存
第 4講	 データの整理
第 5講	 データの加工・変換１
第 6講	 データの加工・変換２
第 7講	 データの特徴を明らかにする１
第 8講	 データの特徴を明らかにする２，レポート１
第 9講	 2 つの変数から関係性を把握する１
第 10講	 2 つの変数から関係性を把握する２，レポート２
第 11講	 グループ間に差異があるのかを確かめる１
第 12講	 グループ間に差異があるのかを確かめる２，レポート３
第 13講	 複数の変数感の傾向を説明する１
第 14講	 複数の変数感の傾向を説明する２，レポート４
第 15講	 総合演習・最終レポート（レポート５）

■評価方法
レポート点：20点× 5回	=	100 点。10回以上出席した者（もしくは欠席回数が 5回未満の者）に対して評価を行う。　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：５回のレポート点の合計点で 90点以上
評価A（89～ 80点）	：5回のレポート点の合計点で 80点以上 89点以下　
評価B（79～ 70点）	：5回のレポート点の合計点で 70点以上 79点以下　
評価C（69～ 60点）	：5回のレポート点の合計点で 60点以上 69点以下　
評価 F（59点以下）	 ：5回のレポート点の合計点で 59点以下　

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない　

■留意点
①統計検定 3級合格者には加点する（本科目を合格（C以上）として取り扱う）。②課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

データサイエンス II（Data Science II）
実践統計学入門
今泉　忠
2 年生以上 秋学期 学期前半週 2 回

■講義目的
高度情報化により、情報が数量として扱われるデータを扱う必要性はますます高まっている。本講義では、データに基づ
く課題解決や問題解決に必須の統計学に関して、その基礎概念の理論的な理解を深め、社会現象を確率モデル・統計モデ
ルとして扱うために必要な統計的方法を利活用できることを目標としている。　

■講義分類
顧客理解、社会人力育成、ビジネス ICT

■到達目標
（１）基礎的な確率分布について理解し、適用できる　（２）標本抽出について理解できる　（３）平均の推定問題が理解でき、
適用できる　（４）検定問題が理解でき、適用できる

■授業形態
講義、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
統計学に関する知識の理解だけではなく、実際の問題解決を求める。実際のデータから解を求めるので１．５時間程度の
復習時間を必要となるので余裕を持ってあたること。

■授業の概要
第 1講	 統計学の基礎
第 2講	 データの整理：平均と標準偏差
第 3講	 平均のバラツキ
第 4講	 確率分布の期待値
第 5講	 離散確率分布について
第 6講	 正規分布
第 7講	 ２つの確率変数の和と差
第 8講	 母集団の平均値と分散の推定
第 9講	 平均値の区間推定と仮説検定
第 10講	 平均値の差の検定
第 11講	 因果分析のための単回帰モデル
第 12講	 単回帰分析での決定係数
第 13講	 単回帰での係数の検定予備
第 14講	 残差分析
第 15講	 まとめ

■評価方法
講義中の小テスト (50%)、期末試験 (50%) により行う。統計的なものの考え方・データをもとにした統計処理の仕方が
できているかどうかを評価する。統計検定試験の結果を成績評価の一部として評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：到達目標（４）検定問題が理解でき、適用できる
評価A（89～ 80点）	：到達目標（３）平均の推定問題が理解でき、適用できる
評価B（79～ 70点）	：到達目標（２）標本抽出と平均の性質について理解している
評価C（69～ 60点）	：到達目標（1）基礎的な分布の性質を理解している
評価 F（59点以下）	 ：上記のいずれも理解しておらず、適用もできない

■他に履修することが望ましい科目
データサイエンスⅠ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
本講義は、毎回の講義の内容を前提として講義を行う。また、講義ではチーム毎のデータ収集、レポート提出のアクティ
ブラーニングを行うので、1回目の講義から欠席せずに受講すること。「データサイエンス III」、「データサイエンス IV」、「問
題解決メソッド I」、「問題解決メソッド II」の履修には本講義を履修しておくことが望ましい。試験に対してフィードバッ
クを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

データサイエンス I（Data Science I）
SPSS によるデータサイエンスの超入門
久保田、佐藤
2 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
データサイエンスの根本となる知識・スキルを修得します。また、ビッグデータを扱うための基礎力を身につけ、統計的
思考力を養成します。分析にはSPSSを使用します。

■講義分類
ビジネス ICT、顧客理解、社会人力育成

■到達目標
データを活用して、データの加工・変換，特徴の解明、関係性の把握、グループ間の差異の検出、複数の変数感の傾向を
説明など、基礎的な考え方とスキルの修得を目標とします。学修の内容としては統計検定 3級程度を目標とします。

■授業形態
講義、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
統計的な考え方について該当する項目をあらかじめ調べる（1.3 時間）。また，当日解析した結果について考察する（1.3
時間）。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション・データ分析概論
第 2講	 統計学超入門・統計を武器とするために
第 3講	 データの読み込み・入力・保存
第 4講	 データの整理
第 5講	 データの加工・変換１
第 6講	 データの加工・変換２
第 7講	 データの特徴を明らかにする１
第 8講	 データの特徴を明らかにする２，レポート１
第 9講	 2 つの変数から関係性を把握する１
第 10講	 2 つの変数から関係性を把握する２，レポート２
第 11講	 グループ間に差異があるのかを確かめる１
第 12講	 グループ間に差異があるのかを確かめる２，レポート３
第 13講	 複数の変数感の傾向を説明する１
第 14講	 複数の変数感の傾向を説明する２，レポート４
第 15講	 総合演習・最終レポート（レポート５）

■評価方法
レポート点：20点× 5回	=	100 点。10回以上出席した者（もしくは欠席回数が 5回未満の者）に対して評価を行う。　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：５回のレポート点の合計点で 90点以上
評価A（89～ 80点）	：5回のレポート点の合計点で 80点以上 89点以下　
評価B（79～ 70点）	：5回のレポート点の合計点で 70点以上 79点以下　
評価C（69～ 60点）	：5回のレポート点の合計点で 60点以上 69点以下　
評価 F（59点以下）	 ：5回のレポート点の合計点で 59点以下　

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない　

■留意点
①統計検定 3級合格者には加点する（本科目を合格（C以上）として取り扱う）。②課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

データサイエンス II（Data Science II）
実践統計学入門
今泉　忠
2 年生以上 秋学期 学期前半週 2 回

■講義目的
高度情報化により、情報が数量として扱われるデータを扱う必要性はますます高まっている。本講義では、データに基づ
く課題解決や問題解決に必須の統計学に関して、その基礎概念の理論的な理解を深め、社会現象を確率モデル・統計モデ
ルとして扱うために必要な統計的方法を利活用できることを目標としている。　

■講義分類
顧客理解、社会人力育成、ビジネス ICT

■到達目標
（１）基礎的な確率分布について理解し、適用できる　（２）標本抽出について理解できる　（３）平均の推定問題が理解でき、
適用できる　（４）検定問題が理解でき、適用できる

■授業形態
講義、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
統計学に関する知識の理解だけではなく、実際の問題解決を求める。実際のデータから解を求めるので１．５時間程度の
復習時間を必要となるので余裕を持ってあたること。

■授業の概要
第 1講	 統計学の基礎
第 2講	 データの整理：平均と標準偏差
第 3講	 平均のバラツキ
第 4講	 確率分布の期待値
第 5講	 離散確率分布について
第 6講	 正規分布
第 7講	 ２つの確率変数の和と差
第 8講	 母集団の平均値と分散の推定
第 9講	 平均値の区間推定と仮説検定
第 10講	 平均値の差の検定
第 11講	 因果分析のための単回帰モデル
第 12講	 単回帰分析での決定係数
第 13講	 単回帰での係数の検定予備
第 14講	 残差分析
第 15講	 まとめ

■評価方法
講義中の小テスト (50%)、期末試験 (50%) により行う。統計的なものの考え方・データをもとにした統計処理の仕方が
できているかどうかを評価する。統計検定試験の結果を成績評価の一部として評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：到達目標（４）検定問題が理解でき、適用できる
評価A（89～ 80点）	：到達目標（３）平均の推定問題が理解でき、適用できる
評価B（79～ 70点）	：到達目標（２）標本抽出と平均の性質について理解している
評価C（69～ 60点）	：到達目標（1）基礎的な分布の性質を理解している
評価 F（59点以下）	 ：上記のいずれも理解しておらず、適用もできない

■他に履修することが望ましい科目
データサイエンスⅠ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
本講義は、毎回の講義の内容を前提として講義を行う。また、講義ではチーム毎のデータ収集、レポート提出のアクティ
ブラーニングを行うので、1回目の講義から欠席せずに受講すること。「データサイエンス III」、「データサイエンス IV」、「問
題解決メソッド I」、「問題解決メソッド II」の履修には本講義を履修しておくことが望ましい。試験に対してフィードバッ
クを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

データベース I（DataBase System I）
データ活用基礎スキルの獲得
島田　由美子
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義では、様々なデータを整理、収集、蓄積、管理するシステムであるデータベースについて基礎から学習する。特に、
リレーショナルデータベースを作成できるようになることが目標である。演習課題として、Microsoft	Accessを使ってデー
タベースを構築する経験を重ねることで、データの活用についての実践的知識及び基礎スキルを獲得してもらうことを本
講義の目的とする。
この講義を通して獲得したスキルを利用して、実社会での「データ」「情報」の活用の仕方について考えてもらえるよう
になることを本講義の最終目的とする。

■講義分類
ビジネス ICT、社会人力育成、ビジネス環境理解

■到達目標
①データベースに関する基礎知識の取得　利用事例の確認　②データベースの設計　（課題発見力と解決力獲得を念頭に
置いた設計方針の提案）　③データベースの構築　	( ディスカッションを通して、よりよいDB構築を目指す )　の３点が
できるようになることを到達目標として設定する。　この講義を通して、「情報科学に関する知識」を利用した、課題発
見と問題解決力を獲得してもらうことを最終的な到達目標とする。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
各回に示す内容について、９０分程度の演習、議論を行い、記録する。特に、Access の操作については、積極的に復習
に取り組むことが望ましい。

■授業の概要
第 1講	 授業オリエンテーション　データベースとは何か
第 2講	 シンプルなデータベースの作成　１　　住所録の作成
第 3講	 シンプルなデータベースの作成　２　　Access の操作の導入
第 4講	 シンプルなデータベースの作成　３　　テーブル作成のテクニック
第 5講	 シンプルなデータベースの作成　４　　データの抽出と並べ替え
第 6講	 リレーショナルデータベースの導入
第 7講	 データの正規化１　　正規化とは
第 8講	 データの正規化２　　なぜ正規化が必要なのか	RDBの設計　１
第 9講	 RDBの設計　２
第 10講	 クエリの導入
第 11講	 フォーム、レポート作成のテクニックについて学ぶ
第 12講	 データベースの構築とプレゼンテーションの準備
第 13講	 プレゼンテーション実践　１
第 14講	 プレゼンテーション実践　２
第 15講	 プレゼンテーションのフィードバックとまとめ

■評価方法
欠席理由を問わず、３分の２以上の出席を前提として、授業内課題等平常点５０点、プレゼンテーション２０点、レポー
ト３０点で評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：数値評価で９０点以上
評価A（89～ 80点）	：数値評価で８０点以上９０点未満
評価B（79～ 70点）	：数値評価で７０点以上８０点未満
評価C（69～ 60点）	：数値評価で６０点以上７０点未満
評価 F（59点以下）	 ：数値評価で６０点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①授業の復習は必ず行い、次の授業までにそれまでの内容については理解していることが望ましい。　②「データベース
Ⅱ」では、本講義の知識を必要とするため、履修を希望する場合は本科目を履修すること。　③教職を希望する人は履修
すること。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

データベース II（DataBase System II）
SQL を用いたデータベースの作成と管理
齋藤　S. 裕美
2 年生以上 秋学期 学期前半週 2 回

■講義目的
データベースは，大量データを管理し，容易にデータの検索や更新などを行うための技術である。
本講義は，データベース管理の概念やしくみについて，データベース管理システム（DBMS：DataBase	Management	
System）の操作を通じて学習することを目的とする。

■講義分類
ビジネス ICT、問題解決

■到達目標
リレーショナルデータベース管理システム（RDBMS：Relational	DataBase	Management	System）を使って，SQL
（Structured	Query	Language）によるデータベース作成やテーブルの追加・設定変更・削除，テーブル間の関係の定義・
削除，テーブルへのデータの追加・更新・削除などデータ操作技法を習得すること，またデータベースが社会でどのよう
に役立っているのか，その活用場面などについて理解することを目指す。

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前講までの学習内容を理解しておくこと。また、ほぼ毎時課題を出すので，その課題作成を通じてSQL の記述方法につ
いて必ず復習すること。　必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3時間程度）である。　

■授業の概要
第 1講	 データベースの概念
第 2講	 リレーショナルデータベースとSQLの概要
第 3講	 SELECT文を利用したデータ検索（１）		検索，並び替え
第 4講	 SELECT文を利用したデータ検索（２）		集合関数
第 5講	 副問合せ（１）　副問合せの基本
第 6講	 副問合せ（２）　副問合せにおける集合関数の利用
第 7講	 データ検索の総合演習（１）
第 8講	 データ検索の総合演習（２）
第 9講	 データ操作文（１）　行の追加，更新
第 10講	 データ操作文（２）　行の追加，更新
第 11講	 データ定義文（１）　表の作成
第 12講	 データ定義文（２）　制約，ビューの作成
第 13講	 データベースを用いた問題解決演習（１）
第 14講	 データベースを用いた問題解決演習（２）
第 15講	 データベースを用いた問題解決演習（３）

■評価方法
期末試験50％，課題50％に授業への参加態度などを加味。<1:SELECT文を利用したデータ検索、2:行の追加，削除，更新、
3: 表の定義，制約の設定、4: データベースを問題解決の手段として利用できる>

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記１～３が全てできる。４の考え方を理解し，合目的的に実践できる。
評価A（89～ 80点）	：下記１～３が全てできる。４の考え方を理解し，実践できる。
評価B（79～ 70点）	：下記１ができる。２，３のどちらかができる。４の考え方を理解し，実践できる。
評価C（69～ 60点）	：下記１ができる。４の考え方を理解し，実践できる。
評価 F（59点以下）	 ：講義内容について著しく理解が不足している。　

■他に履修することが望ましい科目
データベースⅠ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題、試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

データベース I（DataBase System I）
データ活用基礎スキルの獲得
島田　由美子
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義では、様々なデータを整理、収集、蓄積、管理するシステムであるデータベースについて基礎から学習する。特に、
リレーショナルデータベースを作成できるようになることが目標である。演習課題として、Microsoft	Accessを使ってデー
タベースを構築する経験を重ねることで、データの活用についての実践的知識及び基礎スキルを獲得してもらうことを本
講義の目的とする。
この講義を通して獲得したスキルを利用して、実社会での「データ」「情報」の活用の仕方について考えてもらえるよう
になることを本講義の最終目的とする。

■講義分類
ビジネス ICT、社会人力育成、ビジネス環境理解

■到達目標
①データベースに関する基礎知識の取得　利用事例の確認　②データベースの設計　（課題発見力と解決力獲得を念頭に
置いた設計方針の提案）　③データベースの構築　	( ディスカッションを通して、よりよいDB構築を目指す )　の３点が
できるようになることを到達目標として設定する。　この講義を通して、「情報科学に関する知識」を利用した、課題発
見と問題解決力を獲得してもらうことを最終的な到達目標とする。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
各回に示す内容について、９０分程度の演習、議論を行い、記録する。特に、Access の操作については、積極的に復習
に取り組むことが望ましい。

■授業の概要
第 1講	 授業オリエンテーション　データベースとは何か
第 2講	 シンプルなデータベースの作成　１　　住所録の作成
第 3講	 シンプルなデータベースの作成　２　　Access の操作の導入
第 4講	 シンプルなデータベースの作成　３　　テーブル作成のテクニック
第 5講	 シンプルなデータベースの作成　４　　データの抽出と並べ替え
第 6講	 リレーショナルデータベースの導入
第 7講	 データの正規化１　　正規化とは
第 8講	 データの正規化２　　なぜ正規化が必要なのか	RDBの設計　１
第 9講	 RDBの設計　２
第 10講	 クエリの導入
第 11講	 フォーム、レポート作成のテクニックについて学ぶ
第 12講	 データベースの構築とプレゼンテーションの準備
第 13講	 プレゼンテーション実践　１
第 14講	 プレゼンテーション実践　２
第 15講	 プレゼンテーションのフィードバックとまとめ

■評価方法
欠席理由を問わず、３分の２以上の出席を前提として、授業内課題等平常点５０点、プレゼンテーション２０点、レポー
ト３０点で評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：数値評価で９０点以上
評価A（89～ 80点）	：数値評価で８０点以上９０点未満
評価B（79～ 70点）	：数値評価で７０点以上８０点未満
評価C（69～ 60点）	：数値評価で６０点以上７０点未満
評価 F（59点以下）	 ：数値評価で６０点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①授業の復習は必ず行い、次の授業までにそれまでの内容については理解していることが望ましい。　②「データベース
Ⅱ」では、本講義の知識を必要とするため、履修を希望する場合は本科目を履修すること。　③教職を希望する人は履修
すること。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

データベース II（DataBase System II）
SQL を用いたデータベースの作成と管理
齋藤　S. 裕美
2 年生以上 秋学期 学期前半週 2 回

■講義目的
データベースは，大量データを管理し，容易にデータの検索や更新などを行うための技術である。
本講義は，データベース管理の概念やしくみについて，データベース管理システム（DBMS：DataBase	Management	
System）の操作を通じて学習することを目的とする。

■講義分類
ビジネス ICT、問題解決

■到達目標
リレーショナルデータベース管理システム（RDBMS：Relational	DataBase	Management	System）を使って，SQL
（Structured	Query	Language）によるデータベース作成やテーブルの追加・設定変更・削除，テーブル間の関係の定義・
削除，テーブルへのデータの追加・更新・削除などデータ操作技法を習得すること，またデータベースが社会でどのよう
に役立っているのか，その活用場面などについて理解することを目指す。

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前講までの学習内容を理解しておくこと。また、ほぼ毎時課題を出すので，その課題作成を通じてSQL の記述方法につ
いて必ず復習すること。　必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3時間程度）である。　

■授業の概要
第 1講	 データベースの概念
第 2講	 リレーショナルデータベースとSQLの概要
第 3講	 SELECT文を利用したデータ検索（１）		検索，並び替え
第 4講	 SELECT文を利用したデータ検索（２）		集合関数
第 5講	 副問合せ（１）　副問合せの基本
第 6講	 副問合せ（２）　副問合せにおける集合関数の利用
第 7講	 データ検索の総合演習（１）
第 8講	 データ検索の総合演習（２）
第 9講	 データ操作文（１）　行の追加，更新
第 10講	 データ操作文（２）　行の追加，更新
第 11講	 データ定義文（１）　表の作成
第 12講	 データ定義文（２）　制約，ビューの作成
第 13講	 データベースを用いた問題解決演習（１）
第 14講	 データベースを用いた問題解決演習（２）
第 15講	 データベースを用いた問題解決演習（３）

■評価方法
期末試験50％，課題50％に授業への参加態度などを加味。<1:SELECT文を利用したデータ検索、2:行の追加，削除，更新、
3: 表の定義，制約の設定、4: データベースを問題解決の手段として利用できる>

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記１～３が全てできる。４の考え方を理解し，合目的的に実践できる。
評価A（89～ 80点）	：下記１～３が全てできる。４の考え方を理解し，実践できる。
評価B（79～ 70点）	：下記１ができる。２，３のどちらかができる。４の考え方を理解し，実践できる。
評価C（69～ 60点）	：下記１ができる。４の考え方を理解し，実践できる。
評価 F（59点以下）	 ：講義内容について著しく理解が不足している。　

■他に履修することが望ましい科目
データベースⅠ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題、試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

TOEIC I（TOEIC I）
特に英語検定試験受験を必要とする海外活動のために　
石川　晴子
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
English	Expression と並行してまたはその後、英語力を継続的に高め、TOEIC の点数アップをめざす学生のための授業
である。英語の総合的な力が上がれば TOEIC の点数も、もちろん上がって行くはずであるが、特徴のある能力資格試験
なので、どのような傾向の問題がどんな形で出題されるのか、といった予備知識や技術的な訓練、慣れも大切な要素となる。
この講義では TOEIC の得点を少なくとも現在の自分の点数から 100点は上げることをめざし、リスニングリーディング
両セクションで確実に点数を取ることに加えて、語彙、文法、読解力の増強をはかる。ただ、TOEIC の点数を上げるだ
けが英語を学ぶ目的ではないので、単なるノウハウに終わらせることなく、最後には、TOEIC の勉強をしたことが一人
一人の英語コミュニケーション能力を総合的に高める結果につなげる。

■講義分類
英語検定試験準備、自己表現・英語コミュニケーション

■到達目標
授業履修前の TOEIC 得点より 100点アップした実力をつける。

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
TOEIC 受験へ向けての準備、各回最低 2時間程度

■授業の概要
第 1講	 TOEIC の概要と構成について
第 2講	 TOEIC の各パートの概要、出題形式、傾向について
第 3講	 Travel- 旅行中に使う表現、人物（一人）の動作をあらわす表現、ＷＨ疑問文、時制など
第 4講	 英語の音声パターンについて（連結、脱落など）
第 5講	 Dining	Out レストランで使われる表現、人物（一人）の位置・場所をあらわす表現など
第 6講	 リスニング問題で心がけること。聞き取りのポイントについて。
第 7講	 Media- 能動態・受動態、ニュースで使われる表現、接続表現など
第 8講	 聞きとると同時に自分の発音もよりよいものに。発音練習。
第 9講	 Entertainment- 人物（複数）の動作をあらわす表現、図表問題、動名詞・不定詞など
第 10講	 リーディング問題の傾向と対策。問題の解き方について。
第 11講	 Purchasing- 人物（複数）の位置・場所をあらわす表現、店内での会話、代名詞など
第 12講	 リーディングパートの点数をあげるために日頃どのようなものを読んだら良いか。
第 13講	 Clients- 顧客との取引に関する英語表現、品詞、代名詞、意図問題など
第 14講	 速読の技法を身に付ける。できぱきと問題を片づけるコツを身につける。
第 15講	 期末試験および総括

■評価方法
授業への出席および参加 20％、授業内活動（小テスト、課題、宿題含む）40％、定期試験 40％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：評価方法により計算された総合点が 90％以上の場合
評価A（89～ 80点）	：評価方法により計算された総合点が 80～ 89%以上の場合
評価B（79～ 70点）	：評価方法により計算された総合点が 70～ 79%の場合
評価C（69～ 60点）	：評価方法により計算された総合点が 60~69%の場合
評価 F（59点以下）	 ：評価方法により計算された総合点が 59%以下の場合

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①事前履修科目について：	【2011 ～ 2013 年度入学生適用】	同一言語にて 4単位（English	Expression	 I と II、中国語 I
と II、韓国語 I と II、もしくは IT 活用法 I と II）を修得していること。	【2014 年度以降入学生適用】	同一言語にこだわら
ずD区分 4単位を修得していること。②履修定員について：本科目は原則 30人の人数制限がある。初回の授業の出席
者の履修を優先する。③フィードバックについて：課題・試験等に対して行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

TOEIC II（TOEIC II）
特に英語検定試験受験を必要とする海外活動のために　
石川　晴子
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
English	Expression と並行してまたはその後、英語力を継続的に高め、TOEIC の点数アップをめざす学生のための授業
である。英語の総合的な力が上がれば TOEIC の点数も、もちろん上がって行くはずであるが、特徴のある能力資格試験
なので、どのような傾向の問題がどんな形で出題されるのか、といった予備知識や技術的な訓練、慣れも大切な要素となる。
この講義では TOEIC の得点を少なくとも現在の自分の点数から 100点は上げることをめざし、リスニングリーディング
両セクションで確実に点数を取ることに加えて、語彙、文法、読解力の増強をはかる。ただ、TOEIC の点数を上げるだ
けが英語を学ぶ目的ではないので、単なるノウハウに終わらせることなく、最後には、TOEIC の勉強をしたことが一人
一人の英語コミュニケーション能力を総合的に高める結果につなげる。

■講義分類
英語検定試験準備、自己表現・英語コミュニケーション

■到達目標
授業履修前の TOEIC 得点より 100点アップした実力をつける。

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
TOEIC 受験へ向けての準備、各回最低 2時間程度

■授業の概要
第 1講	 TOEIC の概要と構成について
第 2講	 TOEIC の各パートの概要、出題形式、傾向について
第 3講	 Recruiting,	Personnel- 人事に関する英語表現、Yes/No 疑問文、問題先読みの方法など
第 4講	 英語の音声パターンについて（連結、脱落など）
第 5講	 Advertising- 物の位置関係をあらわす表現、比較など
第 6講	 リスニング問題で心がけること。問題に解答するための聞き取りのポイントについて。
第 7講	 Meetings- 会議に関連する英語表現、付加疑問文、前置詞など
第 8講	 ききとると同時に自分の発音もよりよいものに。発音練習。
第 9講	 Offices- オフィスでの英語表現、依頼・許可表現、接続詞、前置詞、代名詞など
第 10講	 リーディング問題の傾向と対策。問題の解き方について。
第 11講	 Daily	Life- 提案・勧誘の表現、関係代名詞など
第 12講	 reading	part の点数をあげるために日頃どのようなものを読んだら良いか紹介する。
第 13講	 Sales	and	Marketing- 営業、マーケティングの英語表現、選択疑問文など
第 14講	 速読の技法を身に付ける。できぱきと問題を片づけるコツを身につける。
第 15講	 期末試験および総括

■評価方法
授業への出席および参加 20％、授業内活動（小テスト、課題、宿題含む）40％、定期試験 40％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：評価方法により計算された総合点が 90%以上の場合
評価A（89～ 80点）	：評価方法により計算された総合点が 80~89%の場合
評価B（79～ 70点）	：評価方法により計算された総合点が 70~79%の場合
評価C（69～ 60点）	：評価方法により計算された総合点が 60~69%の場合
評価 F（59点以下）	 ：評価方法により計算された総合点が 59%以下の場合

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①事前履修科目について：	【2011 ～ 2013 年度入学生適用】	同一言語にて 4単位（English	Expression	 I と II、中国語 I
と II、韓国語 I と II、もしくは IT 活用法 I と II）を修得していること。	【2014 年度以降入学生適用】	同一言語にこだわら
ずD区分 4単位を修得していること。②履修定員について：本科目は原則 30人の人数制限がある。初回の授業の出席
者の履修を優先する。③フィードバックについて：課題・試験等に対して行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

TOEIC I（TOEIC I）
特に英語検定試験受験を必要とする海外活動のために　
石川　晴子
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
English	Expression と並行してまたはその後、英語力を継続的に高め、TOEIC の点数アップをめざす学生のための授業
である。英語の総合的な力が上がれば TOEIC の点数も、もちろん上がって行くはずであるが、特徴のある能力資格試験
なので、どのような傾向の問題がどんな形で出題されるのか、といった予備知識や技術的な訓練、慣れも大切な要素となる。
この講義では TOEIC の得点を少なくとも現在の自分の点数から 100点は上げることをめざし、リスニングリーディング
両セクションで確実に点数を取ることに加えて、語彙、文法、読解力の増強をはかる。ただ、TOEIC の点数を上げるだ
けが英語を学ぶ目的ではないので、単なるノウハウに終わらせることなく、最後には、TOEIC の勉強をしたことが一人
一人の英語コミュニケーション能力を総合的に高める結果につなげる。

■講義分類
英語検定試験準備、自己表現・英語コミュニケーション

■到達目標
授業履修前の TOEIC 得点より 100点アップした実力をつける。

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
TOEIC 受験へ向けての準備、各回最低 2時間程度

■授業の概要
第 1講	 TOEIC の概要と構成について
第 2講	 TOEIC の各パートの概要、出題形式、傾向について
第 3講	 Travel- 旅行中に使う表現、人物（一人）の動作をあらわす表現、ＷＨ疑問文、時制など
第 4講	 英語の音声パターンについて（連結、脱落など）
第 5講	 Dining	Out レストランで使われる表現、人物（一人）の位置・場所をあらわす表現など
第 6講	 リスニング問題で心がけること。聞き取りのポイントについて。
第 7講	 Media- 能動態・受動態、ニュースで使われる表現、接続表現など
第 8講	 聞きとると同時に自分の発音もよりよいものに。発音練習。
第 9講	 Entertainment- 人物（複数）の動作をあらわす表現、図表問題、動名詞・不定詞など
第 10講	 リーディング問題の傾向と対策。問題の解き方について。
第 11講	 Purchasing- 人物（複数）の位置・場所をあらわす表現、店内での会話、代名詞など
第 12講	 リーディングパートの点数をあげるために日頃どのようなものを読んだら良いか。
第 13講	 Clients- 顧客との取引に関する英語表現、品詞、代名詞、意図問題など
第 14講	 速読の技法を身に付ける。できぱきと問題を片づけるコツを身につける。
第 15講	 期末試験および総括

■評価方法
授業への出席および参加 20％、授業内活動（小テスト、課題、宿題含む）40％、定期試験 40％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：評価方法により計算された総合点が 90％以上の場合
評価A（89～ 80点）	：評価方法により計算された総合点が 80～ 89%以上の場合
評価B（79～ 70点）	：評価方法により計算された総合点が 70～ 79%の場合
評価C（69～ 60点）	：評価方法により計算された総合点が 60~69%の場合
評価 F（59点以下）	 ：評価方法により計算された総合点が 59%以下の場合

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①事前履修科目について：	【2011 ～ 2013 年度入学生適用】	同一言語にて 4単位（English	Expression	 I と II、中国語 I
と II、韓国語 I と II、もしくは IT 活用法 I と II）を修得していること。	【2014 年度以降入学生適用】	同一言語にこだわら
ずD区分 4単位を修得していること。②履修定員について：本科目は原則 30人の人数制限がある。初回の授業の出席
者の履修を優先する。③フィードバックについて：課題・試験等に対して行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

TOEIC II（TOEIC II）
特に英語検定試験受験を必要とする海外活動のために　
石川　晴子
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
English	Expression と並行してまたはその後、英語力を継続的に高め、TOEIC の点数アップをめざす学生のための授業
である。英語の総合的な力が上がれば TOEIC の点数も、もちろん上がって行くはずであるが、特徴のある能力資格試験
なので、どのような傾向の問題がどんな形で出題されるのか、といった予備知識や技術的な訓練、慣れも大切な要素となる。
この講義では TOEIC の得点を少なくとも現在の自分の点数から 100点は上げることをめざし、リスニングリーディング
両セクションで確実に点数を取ることに加えて、語彙、文法、読解力の増強をはかる。ただ、TOEIC の点数を上げるだ
けが英語を学ぶ目的ではないので、単なるノウハウに終わらせることなく、最後には、TOEIC の勉強をしたことが一人
一人の英語コミュニケーション能力を総合的に高める結果につなげる。

■講義分類
英語検定試験準備、自己表現・英語コミュニケーション

■到達目標
授業履修前の TOEIC 得点より 100点アップした実力をつける。

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
TOEIC 受験へ向けての準備、各回最低 2時間程度

■授業の概要
第 1講	 TOEIC の概要と構成について
第 2講	 TOEIC の各パートの概要、出題形式、傾向について
第 3講	 Recruiting,	Personnel- 人事に関する英語表現、Yes/No 疑問文、問題先読みの方法など
第 4講	 英語の音声パターンについて（連結、脱落など）
第 5講	 Advertising- 物の位置関係をあらわす表現、比較など
第 6講	 リスニング問題で心がけること。問題に解答するための聞き取りのポイントについて。
第 7講	 Meetings- 会議に関連する英語表現、付加疑問文、前置詞など
第 8講	 ききとると同時に自分の発音もよりよいものに。発音練習。
第 9講	 Offices- オフィスでの英語表現、依頼・許可表現、接続詞、前置詞、代名詞など
第 10講	 リーディング問題の傾向と対策。問題の解き方について。
第 11講	 Daily	Life- 提案・勧誘の表現、関係代名詞など
第 12講	 reading	part の点数をあげるために日頃どのようなものを読んだら良いか紹介する。
第 13講	 Sales	and	Marketing- 営業、マーケティングの英語表現、選択疑問文など
第 14講	 速読の技法を身に付ける。できぱきと問題を片づけるコツを身につける。
第 15講	 期末試験および総括

■評価方法
授業への出席および参加 20％、授業内活動（小テスト、課題、宿題含む）40％、定期試験 40％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：評価方法により計算された総合点が 90%以上の場合
評価A（89～ 80点）	：評価方法により計算された総合点が 80~89%の場合
評価B（79～ 70点）	：評価方法により計算された総合点が 70~79%の場合
評価C（69～ 60点）	：評価方法により計算された総合点が 60~69%の場合
評価 F（59点以下）	 ：評価方法により計算された総合点が 59%以下の場合

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①事前履修科目について：	【2011 ～ 2013 年度入学生適用】	同一言語にて 4単位（English	Expression	 I と II、中国語 I
と II、韓国語 I と II、もしくは IT 活用法 I と II）を修得していること。	【2014 年度以降入学生適用】	同一言語にこだわら
ずD区分 4単位を修得していること。②履修定員について：本科目は原則 30人の人数制限がある。初回の授業の出席
者の履修を優先する。③フィードバックについて：課題・試験等に対して行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネスコミュニケーション I（Business Communication I）
図解表現
久恒　啓一
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
どのような経営体にも経営資源がある、それはヒト、モノ、カネ、時間、情報、システム、技術、人脈、ブランド、理念、
歴史などである。ビジネスにおいてはこれらの経営資源をコミュニケーション活動によって活性化させ商品やサービスを
つくりだし、それを外部に販売する。そして売った商品に対して、CS( 顧客満足 ) 活動によって苦情や意見を消費者から
受け取り、再び経営資源を活性化させ、商品を改良し、新商品につなげていく。ビジネスとはこういったコミュニケーショ
ン活動の一連の流れのことである。
この講義では、上述の観点からビジネスにおけるコミュニケーションと情報に焦点をあて、今までの文章と箇条書きを中
心とした情報処理の欠陥を克服するため、図を用いたコミュニケーションの理論と技術を学ぶ。毎回、産業社会の現場の
最前線のテーマを題材に実習を行い「図解コミュニケーション」という新しい問題解決の武器を身につけてもらう。　

■講義分類
ビジネスマネジメント、グローバルビジネス

■到達目標
①新聞社説等による個人ワーク、グループでのプレゼンテーションやディスカッションをふまえ、「日本の論点」（文春）
の中の一流論者の時事論文をパワーポイントを用いて一枚の図に要約する技術を身につける。又、二枚以上の感想をワー
ドで書く技術を身につける。　②自身で作成した図解を用いて大人数を対象に自信を持ってプレゼンテーションができる
ようになる。

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
目についた新聞・雑誌の記事、他の先生の講義内容を努めて図解する。(60 分 )、毎回の授業で作った図解をブラッシュアッ
プする。(60 分 )

■授業の概要
第 1講	 講義「マネジメントと図解コミュニケーション」
第 2講	 講義「ビジネスと経営」・実習
第 3講	 講義「コミュニケーションと情報」・実習
第 4講	 講義と実習「ビジネスに関するトピックス」
第 5講	 講義と実習「ビジネスに関するトピックス｣
第 6講	 講義と実習「ビジネスに関するトピックス」
第 7講	 講義と実習「コミュニケーションに関するトピックス」
第 8講	 講義と実習「コミュニケーションに関するトピックス」
第 9講	 講義と実習「コミュニケーションに関するトピックス」
第 10講	 講義と実習「経営情報に関するトピックス」
第 11講	 講義と実習「経営情報に関するトピックス」
第 12講	 講義と実習「商品に関するトピックス」
第 13講	 講義と実習「時事に関するトピックス」
第 14講	 講義と実習「時事に関するトピックス」
第 15講	 講義「経営情報とビジネスコミュニケーション」

■評価方法
1. 出席　50点、2. 提出する図　25点、3. 毎回の授業に関するレポートの内容　25点　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：全回出席。レポートが特に優れている。
評価A（89～ 80点）	：ほぼ全回出席。レポートが優れている。
評価B（79～ 70点）	：高い出席率。レポートが良い。
評価C（69～ 60点）	：高い出席率。レポートの提出あり。
評価 F（59点以下）	 ：低い出席率。レポート提出なし。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①毎回実習（作図・プレゼン・ディスカッション）を行うことで力をつけていくので、毎回出席することが望ましい。②
課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

特別講座 I・Ⅱ（Consideration revolution I・Ⅱ）
寺島実郎学長監修リレー講座
寺島、久恒、金、小林、バートル、中庭、志賀、増田、中澤、良峯、佐藤、小西、丹下、野坂、水盛
2 年生以上 春秋学期 学期週 1 回

■講義目的
　寺島実郎学長が提唱してきた「世界潮流と日本の進路」を軸に、国際情勢、経済、国内行政、IT、歴史など各分野にお
ける精鋭の専門家を講師として招き、通年の体系的なプログラムを開催する。
	現代世界は、単なる同時不況、経済危機を超え、本質的な意味での構造転換に直面している。「外は広く、内は深い」、
このことを知るだけで人間の重心は下がる。鈴木大拙の言葉のごとく、より広い視野で世界を見渡し、より深く自らの立
脚点を見つめる視座が求められている。
　この連続講義では、我々が生きている時代を的確に把握し認識するために、世界から見た日本、また日本国内の諸問題
について複数回にわたり多面的に取り上げることで、問題意識の提起と深化を目指す。時代に発信する識者の生の声を聞
いて現代世界を生きるヒントを得てもらいたい。

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネス ICT、地域ビジネス

■到達目標
自分自身が生きている時代を把握し認識するために、連続講座を通じて提起される数々の問題や課題について自身なりの
解決策を考える。　

■授業形態
講義、専用ノート作成

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
①寺島実郎学長監修リレー講座パンフレットのテーマにしたがってキーワードを調べる (1 時間 )。	②中間レポートや最
終レポートの作成にあたり、「レポートの書き方」について解説する (1 時間 )。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス　
第 2講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 3講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 4講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 5講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 6講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 7講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 8講	 前半 6講演の内容を基に中間レポートを作成する。
第 9講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 10講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 11講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 12講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 13講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 14講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 15講	 後半 6講演の内容を基に最終レポートを作成する。

■評価方法
出席 (40%)、講義専用ノート (30%)、中間および最終レポート (30%) の割合で評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席、講義メモ、中間および最終レポートの合算点が、90%以上であること。
評価A（89～ 80点）	：出席、講義メモ、中間および最終レポートの合算点が、89～ 80%であること。
評価B（79～ 70点）	：出席、講義メモ、中間および最終レポートの合算点が、79～ 70%であること。
評価C（69～ 60点）	：出席、講義メモ、中間および最終レポートの合算点が、69～ 60%であること。
評価 F（59点以下）	 ：出席、講義メモ、中間および最終レポートの合算点が 59%以下の場合は、不合格とする。

■他に履修することが望ましい科目
グローバルビジネス系、地域ビジネス系、ビジネス ICT 系のすべての科目に関連する。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①第 1回目のガイダンスに出席しない場合履修できない。尚、履修希望者が多い場合 ( 座席数が限られている為 ) 履修者
を選抜する。②地域住民をはじめとする一般参加者 400名 ( 有料 ) と一緒に外部講師の講演を聴講するため、受講ルール
を厳守すること。③ 001 教室の座席は、事前に指定された席に着席すること。④講義内容及び講義内容に関する自分の
意見は、特別講座専用ノートに整理して記入する。⑤課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネスコミュニケーション I（Business Communication I）
図解表現
久恒　啓一
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
どのような経営体にも経営資源がある、それはヒト、モノ、カネ、時間、情報、システム、技術、人脈、ブランド、理念、
歴史などである。ビジネスにおいてはこれらの経営資源をコミュニケーション活動によって活性化させ商品やサービスを
つくりだし、それを外部に販売する。そして売った商品に対して、CS( 顧客満足 ) 活動によって苦情や意見を消費者から
受け取り、再び経営資源を活性化させ、商品を改良し、新商品につなげていく。ビジネスとはこういったコミュニケーショ
ン活動の一連の流れのことである。
この講義では、上述の観点からビジネスにおけるコミュニケーションと情報に焦点をあて、今までの文章と箇条書きを中
心とした情報処理の欠陥を克服するため、図を用いたコミュニケーションの理論と技術を学ぶ。毎回、産業社会の現場の
最前線のテーマを題材に実習を行い「図解コミュニケーション」という新しい問題解決の武器を身につけてもらう。　

■講義分類
ビジネスマネジメント、グローバルビジネス

■到達目標
①新聞社説等による個人ワーク、グループでのプレゼンテーションやディスカッションをふまえ、「日本の論点」（文春）
の中の一流論者の時事論文をパワーポイントを用いて一枚の図に要約する技術を身につける。又、二枚以上の感想をワー
ドで書く技術を身につける。　②自身で作成した図解を用いて大人数を対象に自信を持ってプレゼンテーションができる
ようになる。

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
目についた新聞・雑誌の記事、他の先生の講義内容を努めて図解する。(60 分 )、毎回の授業で作った図解をブラッシュアッ
プする。(60 分 )

■授業の概要
第 1講	 講義「マネジメントと図解コミュニケーション」
第 2講	 講義「ビジネスと経営」・実習
第 3講	 講義「コミュニケーションと情報」・実習
第 4講	 講義と実習「ビジネスに関するトピックス」
第 5講	 講義と実習「ビジネスに関するトピックス｣
第 6講	 講義と実習「ビジネスに関するトピックス」
第 7講	 講義と実習「コミュニケーションに関するトピックス」
第 8講	 講義と実習「コミュニケーションに関するトピックス」
第 9講	 講義と実習「コミュニケーションに関するトピックス」
第 10講	 講義と実習「経営情報に関するトピックス」
第 11講	 講義と実習「経営情報に関するトピックス」
第 12講	 講義と実習「商品に関するトピックス」
第 13講	 講義と実習「時事に関するトピックス」
第 14講	 講義と実習「時事に関するトピックス」
第 15講	 講義「経営情報とビジネスコミュニケーション」

■評価方法
1. 出席　50点、2. 提出する図　25点、3. 毎回の授業に関するレポートの内容　25点　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：全回出席。レポートが特に優れている。
評価A（89～ 80点）	：ほぼ全回出席。レポートが優れている。
評価B（79～ 70点）	：高い出席率。レポートが良い。
評価C（69～ 60点）	：高い出席率。レポートの提出あり。
評価 F（59点以下）	 ：低い出席率。レポート提出なし。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①毎回実習（作図・プレゼン・ディスカッション）を行うことで力をつけていくので、毎回出席することが望ましい。②
課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

特別講座 I・Ⅱ（Consideration revolution I・Ⅱ）
寺島実郎学長監修リレー講座
寺島、久恒、金、小林、バートル、中庭、志賀、増田、中澤、良峯、佐藤、小西、丹下、野坂、水盛
2 年生以上 春秋学期 学期週 1 回

■講義目的
　寺島実郎学長が提唱してきた「世界潮流と日本の進路」を軸に、国際情勢、経済、国内行政、IT、歴史など各分野にお
ける精鋭の専門家を講師として招き、通年の体系的なプログラムを開催する。
	現代世界は、単なる同時不況、経済危機を超え、本質的な意味での構造転換に直面している。「外は広く、内は深い」、
このことを知るだけで人間の重心は下がる。鈴木大拙の言葉のごとく、より広い視野で世界を見渡し、より深く自らの立
脚点を見つめる視座が求められている。
　この連続講義では、我々が生きている時代を的確に把握し認識するために、世界から見た日本、また日本国内の諸問題
について複数回にわたり多面的に取り上げることで、問題意識の提起と深化を目指す。時代に発信する識者の生の声を聞
いて現代世界を生きるヒントを得てもらいたい。

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネス ICT、地域ビジネス

■到達目標
自分自身が生きている時代を把握し認識するために、連続講座を通じて提起される数々の問題や課題について自身なりの
解決策を考える。　

■授業形態
講義、専用ノート作成

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
①寺島実郎学長監修リレー講座パンフレットのテーマにしたがってキーワードを調べる (1 時間 )。	②中間レポートや最
終レポートの作成にあたり、「レポートの書き方」について解説する (1 時間 )。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス　
第 2講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 3講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 4講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 5講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 6講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 7講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 8講	 前半 6講演の内容を基に中間レポートを作成する。
第 9講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 10講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 11講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 12講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 13講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 14講	 別途、パンフレットを配布する。　
第 15講	 後半 6講演の内容を基に最終レポートを作成する。

■評価方法
出席 (40%)、講義専用ノート (30%)、中間および最終レポート (30%) の割合で評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席、講義メモ、中間および最終レポートの合算点が、90%以上であること。
評価A（89～ 80点）	：出席、講義メモ、中間および最終レポートの合算点が、89～ 80%であること。
評価B（79～ 70点）	：出席、講義メモ、中間および最終レポートの合算点が、79～ 70%であること。
評価C（69～ 60点）	：出席、講義メモ、中間および最終レポートの合算点が、69～ 60%であること。
評価 F（59点以下）	 ：出席、講義メモ、中間および最終レポートの合算点が 59%以下の場合は、不合格とする。

■他に履修することが望ましい科目
グローバルビジネス系、地域ビジネス系、ビジネス ICT 系のすべての科目に関連する。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①第 1回目のガイダンスに出席しない場合履修できない。尚、履修希望者が多い場合 ( 座席数が限られている為 ) 履修者
を選抜する。②地域住民をはじめとする一般参加者 400名 ( 有料 ) と一緒に外部講師の講演を聴講するため、受講ルール
を厳守すること。③ 001 教室の座席は、事前に指定された席に着席すること。④講義内容及び講義内容に関する自分の
意見は、特別講座専用ノートに整理して記入する。⑤課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス最前線研究（Business Forefront Study）
話題のビジネスにおける「成長のポイント」を理解する。企業経営の様々な側面を知る。
栢原　伸也
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
人はなぜ会社を設立しビジネスに取り組むのだろうか？株式会社は利潤の追求が目的だと言われるが、株式会社を設立す
る目的はそれだけだうか？会社を設立しビジネスに取り組むことを多面的に考える。そして、ビジネスへの意欲を高める。

■講義分類
ビジネス創造、ビジネス環境理解

■到達目標
メディアで取り上げられる最前線企業の経営に関する知識を獲得する。また、株式会社の歴史や設立の目的を理解すると
ともに、それらが企業の現場でどのように扱われているかを知る。

■授業形態
映像の鑑賞と取り上げた企業に関わるテーマの解説講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義で取り上げる企業についてのニュースに目を通す。また、示しているキーワードについて予習しておくこと。予習は、
1時間程度。講義で説明したビジネスのポイントを自分なりに整理する。復習は一時間程度。

■授業の概要
第 1講	 株式会社等法人組織の設立目的について
第 2講	 アウトソーシング
第 3講	 ジャストインタイムについて
第 4講	 ビジネスコンセプトについて
第 5講	 プラットフォームビジネスについて
第 6講	 グローカルについて
第 7講	 ソーシャルビジネスについて
第 8講	 宅配ビジネスについて
第 9講	 六次産業化について
第 10講	 アウトソーシング 2
第 11講	 マッチングビジネスについて
第 12講	 企業の多角化について
第 13講	 チェーンストア理論について
第 14講	 授業内テストの実施
第 15講	 講義全体のまとめおよび今後の「日本企業の成長」について

■評価方法
出席点 50％　授業内テスト 50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席点と授業内テストの結果。
評価A（89～ 80点）	：出席点と授業内テストの結果。
評価B（79～ 70点）	：出席点と授業内テストの結果。
評価C（69～ 60点）	：出席点と授業内テストの結果。
評価 F（59点以下）	 ：出席点と授業内テストの結果。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①静粛な授業環境を保つため、私語や周りの学生への関与を禁止する。注意を受けた場合は、教室からの退出を求める。
②試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス数学 I（Business mathematics I）
行列の演算とそのビジネス利用
久保田　貴文
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
ビジネスの現場で使える数学の基礎的な実力，特に，数学で物事を考える力を養います。

■講義分類
ビジネスマネジメント、社会人力育成、ビジネス ICT　

■到達目標
ビジネスに利活用できる数的処理力、またグループワークを通して協業力や情報収集力を養う。また、関数等を活用した
エクセルのスキルやそれをレポートとしてまとめるためのワードのスキルを養う。データ分析を用いてマーケティング戦
略の立案と提案するための数学の基礎力をつけ、自ら問題を設定し数的処理により解決できるように学修する。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
初回までに，四則演算，割合の計算等、特に、ビジネス数学基礎の内容を復習のこと。また各授業においては，内容につ
いての復習（1.3 時間），次回内容について予習（1.3 時間）を実行すること。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 線形独立と線形従属
第 3講	 行列の定義と基本の計算
第 4講	 行列の積
第 5講	 行列の積・演習
第 6講	 逆行列
第 7講	 連立 1次方程式
第 8講	 行列の階数（ｒａｎｋ）　
第 9講	 中間試験
第 10講	 中間試験の解答・前半のまとめ、後半のオリエンテーション
第 11講	 連立 1次方程式・逆行列，第 1回レポート
第 12講	 行列式，第 2回レポート
第 13講	 行列式の性質，第 3回レポート
第 14講	 余因子展開，第 4回レポート
第 15講	 クラメールの公式と行列式，第 5回レポート

■評価方法
中間試験 50点、レポート 50点。10回以上出席した者（もしくは欠席回数が 5回未満の者）に対して評価を行う。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：中間試験の点数とレポート点の合計点で 90点以上
評価A（89～ 80点）	：中間試験の点数とレポート点の合計点で 80点以上 89点以下
評価B（79～ 70点）	：中間試験の点数とレポート点の合計点で 70点以上 79点以下
評価C（69～ 60点）	：中間試験の点数とレポート点の合計点で 60点以上 69点以下
評価 F（59点以下）	 ：中間試験の点数とレポート点の合計点で 59点以下

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス数学基礎

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス最前線研究（Business Forefront Study）
話題のビジネスにおける「成長のポイント」を理解する。企業経営の様々な側面を知る。
栢原　伸也
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
人はなぜ会社を設立しビジネスに取り組むのだろうか？株式会社は利潤の追求が目的だと言われるが、株式会社を設立す
る目的はそれだけだうか？会社を設立しビジネスに取り組むことを多面的に考える。そして、ビジネスへの意欲を高める。

■講義分類
ビジネス創造、ビジネス環境理解

■到達目標
メディアで取り上げられる最前線企業の経営に関する知識を獲得する。また、株式会社の歴史や設立の目的を理解すると
ともに、それらが企業の現場でどのように扱われているかを知る。

■授業形態
映像の鑑賞と取り上げた企業に関わるテーマの解説講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義で取り上げる企業についてのニュースに目を通す。また、示しているキーワードについて予習しておくこと。予習は、
1時間程度。講義で説明したビジネスのポイントを自分なりに整理する。復習は一時間程度。

■授業の概要
第 1講	 株式会社等法人組織の設立目的について
第 2講	 アウトソーシング
第 3講	 ジャストインタイムについて
第 4講	 ビジネスコンセプトについて
第 5講	 プラットフォームビジネスについて
第 6講	 グローカルについて
第 7講	 ソーシャルビジネスについて
第 8講	 宅配ビジネスについて
第 9講	 六次産業化について
第 10講	 アウトソーシング 2
第 11講	 マッチングビジネスについて
第 12講	 企業の多角化について
第 13講	 チェーンストア理論について
第 14講	 授業内テストの実施
第 15講	 講義全体のまとめおよび今後の「日本企業の成長」について

■評価方法
出席点 50％　授業内テスト 50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席点と授業内テストの結果。
評価A（89～ 80点）	：出席点と授業内テストの結果。
評価B（79～ 70点）	：出席点と授業内テストの結果。
評価C（69～ 60点）	：出席点と授業内テストの結果。
評価 F（59点以下）	 ：出席点と授業内テストの結果。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①静粛な授業環境を保つため、私語や周りの学生への関与を禁止する。注意を受けた場合は、教室からの退出を求める。
②試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス数学 I（Business mathematics I）
行列の演算とそのビジネス利用
久保田　貴文
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
ビジネスの現場で使える数学の基礎的な実力，特に，数学で物事を考える力を養います。

■講義分類
ビジネスマネジメント、社会人力育成、ビジネス ICT　

■到達目標
ビジネスに利活用できる数的処理力、またグループワークを通して協業力や情報収集力を養う。また、関数等を活用した
エクセルのスキルやそれをレポートとしてまとめるためのワードのスキルを養う。データ分析を用いてマーケティング戦
略の立案と提案するための数学の基礎力をつけ、自ら問題を設定し数的処理により解決できるように学修する。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
初回までに，四則演算，割合の計算等、特に、ビジネス数学基礎の内容を復習のこと。また各授業においては，内容につ
いての復習（1.3 時間），次回内容について予習（1.3 時間）を実行すること。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 線形独立と線形従属
第 3講	 行列の定義と基本の計算
第 4講	 行列の積
第 5講	 行列の積・演習
第 6講	 逆行列
第 7講	 連立 1次方程式
第 8講	 行列の階数（ｒａｎｋ）　
第 9講	 中間試験
第 10講	 中間試験の解答・前半のまとめ、後半のオリエンテーション
第 11講	 連立 1次方程式・逆行列，第 1回レポート
第 12講	 行列式，第 2回レポート
第 13講	 行列式の性質，第 3回レポート
第 14講	 余因子展開，第 4回レポート
第 15講	 クラメールの公式と行列式，第 5回レポート

■評価方法
中間試験 50点、レポート 50点。10回以上出席した者（もしくは欠席回数が 5回未満の者）に対して評価を行う。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：中間試験の点数とレポート点の合計点で 90点以上
評価A（89～ 80点）	：中間試験の点数とレポート点の合計点で 80点以上 89点以下
評価B（79～ 70点）	：中間試験の点数とレポート点の合計点で 70点以上 79点以下
評価C（69～ 60点）	：中間試験の点数とレポート点の合計点で 60点以上 69点以下
評価 F（59点以下）	 ：中間試験の点数とレポート点の合計点で 59点以下

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス数学基礎

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス数学 II（Business mathematics II）
ビジネスのための微分・積分入門
今泉　忠
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
経営上では，情報を活用して，未来の状態を予測し，そこで発生するで問題を事前に対応できるようにすることは重要で
ある。
本講義では、ビジネス課題の解決のために数学的知識を用いたモデル構築のための基礎としての、数学的な考察およびモ
デルの構築を目指し、関数の概念とその応用、微分積分の概念と応用について、基礎的な概念についての理解と実際の計
算方法についての習得を目指す。
できるだけ，実際での問題解決のための数学と位置づけて講義を行う。　

■講義分類
社会人力育成、ビジネス ICT

■到達目標
(1) 初等関数について微分積分を理解して行える　(2) 多変数関数の微分を理解して行える　(3) 関数近似について理解し
て行える　

■授業形態
講義、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
各講義回において出される経営に関する実際の問題を次回までに解いて整理しておくことが求められる。問題の理解と解
を求め整理する時間としては１．５時間以上必要となるので余裕も持って準備すること。

■授業の概要
第 1講	 グラフから学ぶ
第 2講	 グラフから学ぶ II
第 3講	 微分の基本となる差分について講義する
第 4講	 基本的な関数の微分法
第 5講	 合成関数の微分法
第 6講	 合成関数の微分法　演習
第 7講	 テラー展開
第 8講	 テラーの公式
第 9講	 最適化問題
第 10講	 最適化問題 II
第 11 講	 不定積分の基本
第 12講	 不定積分の基本　II
第 13 講	 置換積分と部分積分
第 14講	 多変数関数と偏微分
第 15講	 まとめ

■評価方法
通常の課題等による平常点 (60%) と学期末の試験結果 (40%) により総合評価　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：学習した内容について理解して実際の問題に適用し、解を求めることができる。
評価A（89～ 80点）	：学習した内容について理解して解を求めることができる。
評価B（79～ 70点）	：学習した内容について理解して少なくとも 2つの内容に関する解を求めることができる。
評価C（69～ 60点）	：学習した内容について理解して少なくとも 1つの内容に関する解を求めることができる。
評価 F（59点以下）	 ：学習した内容について理解が不十分で解を求めることができない。

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス数学基礎

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス戦略 I（Business Strategy I）
「徹底したグループワーク」で、超実践的に、ビジネス戦略の基本を身につける
志賀　敏宏
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
①ビジネス戦略の基本（ひとつひとつの事業の成功のために必要なこと）を学ぶ
②事例研究、グループワーク、プレゼンテーションというアクティブラーニング手法を通じて学ぶ
③結果として、受講生はビジネスに関する思考力、知識の応用力、プレゼン力を身につける

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネス創造

■到達目標
皆さんが「グループワーク」での資料作成、プレゼン、質疑応答を通じて、基礎的な学力を養うこと。合せて課題発見力、
自ら論理的に考える力、発言力、討論する力をつけること。必ず「就活の強力な武器」となります。この目標に共感する
人、高い志をもって、【努力することを強く約束できる人】が履修登録、受講して下さい。

■授業形態
グループワーク（PowerPoint による資料作成）、プレゼンテーション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
グループワークでの資料収集と発表資料作成、授業中のノートでの復習が必要です。全員が、どこかのグループメンバー
となり、最少二回の発表を担当します。各回平均１．５時間程度の予習・復習が必須です。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション。本授業の進め方を説明、グループ決定、発表テーマを選びます。
第 2講	 事例研究の進め方説明。グループ、担当テーマの確定。
第 3講	 「テーマ：地域ビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 4講	 「テーマ：宅配便ビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 5講	 「テーマ：テーマパークビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 6講	 「テーマ：スマフォビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 7講	 「テーマ：ファッションビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 8講	 「テーマ：観光ビジネスまたはウェディングビジネス」の「プレゼンテーション」
第 9講	 「テーマ：インテリア・雑貨ビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 10講	「テーマ：乗用車ビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 11講	「テーマ：コンビニビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 12講	「テーマ：ネット通販ビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 13講	「テーマ：カフェビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 14講	「テーマ：アイドルグループビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 15講	 全授業のまとめ（場合により授業内期末テスト）

■評価方法
出席 25点。プレゼンテーション 35点。授業中の発言等 15点。期末レポートまたはテスト結果を上記に加点し、100
点満点。受講態度（私語等）によっては減点、受講停止を求めます。詳細、変更は、T-NEXT で連絡します。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記の評価方法と配分に従って 90点以上
評価A（89～ 80点）	：下記の評価方法と配分に従って 80点以上、89点以下
評価B（79～ 70点）	：下記の評価方法と配分に従って 70点以上、79点以下
評価C（69～ 60点）	：下記の評価方法と配分に従って 60点以上、69点以下
評価 F（59点以下）	 ：下記の評価方法と配分に従って 59点以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
1. 次の 3点の約束を守れる人が履修して下さい。①グループワークで努力する人②私語・遅刻等で迷惑をかけない人③
他グループの発表を真剣に聞きノートをとる人。守れない場合は受講停止を求めることがあります。2.T-NEXT の連絡を
見落とした場合は成績に関する異議を受け付けません。3. 受講を停止する際は必ず履修削除して下さい。理由は就活時
に成績で不利にならないためです。4. 課題や試験等に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス数学 II（Business mathematics II）
ビジネスのための微分・積分入門
今泉　忠
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
経営上では，情報を活用して，未来の状態を予測し，そこで発生するで問題を事前に対応できるようにすることは重要で
ある。
本講義では、ビジネス課題の解決のために数学的知識を用いたモデル構築のための基礎としての、数学的な考察およびモ
デルの構築を目指し、関数の概念とその応用、微分積分の概念と応用について、基礎的な概念についての理解と実際の計
算方法についての習得を目指す。
できるだけ，実際での問題解決のための数学と位置づけて講義を行う。　

■講義分類
社会人力育成、ビジネス ICT

■到達目標
(1) 初等関数について微分積分を理解して行える　(2) 多変数関数の微分を理解して行える　(3) 関数近似について理解し
て行える　

■授業形態
講義、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
各講義回において出される経営に関する実際の問題を次回までに解いて整理しておくことが求められる。問題の理解と解
を求め整理する時間としては１．５時間以上必要となるので余裕も持って準備すること。

■授業の概要
第 1講	 グラフから学ぶ
第 2講	 グラフから学ぶ II
第 3講	 微分の基本となる差分について講義する
第 4講	 基本的な関数の微分法
第 5講	 合成関数の微分法
第 6講	 合成関数の微分法　演習
第 7講	 テラー展開
第 8講	 テラーの公式
第 9講	 最適化問題
第 10講	 最適化問題 II
第 11 講	 不定積分の基本
第 12講	 不定積分の基本　II
第 13 講	 置換積分と部分積分
第 14講	 多変数関数と偏微分
第 15講	 まとめ

■評価方法
通常の課題等による平常点 (60%) と学期末の試験結果 (40%) により総合評価　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：学習した内容について理解して実際の問題に適用し、解を求めることができる。
評価A（89～ 80点）	：学習した内容について理解して解を求めることができる。
評価B（79～ 70点）	：学習した内容について理解して少なくとも 2つの内容に関する解を求めることができる。
評価C（69～ 60点）	：学習した内容について理解して少なくとも 1つの内容に関する解を求めることができる。
評価 F（59点以下）	 ：学習した内容について理解が不十分で解を求めることができない。

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス数学基礎

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス戦略 I（Business Strategy I）
「徹底したグループワーク」で、超実践的に、ビジネス戦略の基本を身につける
志賀　敏宏
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
①ビジネス戦略の基本（ひとつひとつの事業の成功のために必要なこと）を学ぶ
②事例研究、グループワーク、プレゼンテーションというアクティブラーニング手法を通じて学ぶ
③結果として、受講生はビジネスに関する思考力、知識の応用力、プレゼン力を身につける

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネス創造

■到達目標
皆さんが「グループワーク」での資料作成、プレゼン、質疑応答を通じて、基礎的な学力を養うこと。合せて課題発見力、
自ら論理的に考える力、発言力、討論する力をつけること。必ず「就活の強力な武器」となります。この目標に共感する
人、高い志をもって、【努力することを強く約束できる人】が履修登録、受講して下さい。

■授業形態
グループワーク（PowerPoint による資料作成）、プレゼンテーション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
グループワークでの資料収集と発表資料作成、授業中のノートでの復習が必要です。全員が、どこかのグループメンバー
となり、最少二回の発表を担当します。各回平均１．５時間程度の予習・復習が必須です。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション。本授業の進め方を説明、グループ決定、発表テーマを選びます。
第 2講	 事例研究の進め方説明。グループ、担当テーマの確定。
第 3講	 「テーマ：地域ビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 4講	 「テーマ：宅配便ビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 5講	 「テーマ：テーマパークビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 6講	 「テーマ：スマフォビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 7講	 「テーマ：ファッションビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 8講	 「テーマ：観光ビジネスまたはウェディングビジネス」の「プレゼンテーション」
第 9講	 「テーマ：インテリア・雑貨ビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 10講	「テーマ：乗用車ビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 11講	「テーマ：コンビニビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 12講	「テーマ：ネット通販ビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 13講	「テーマ：カフェビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 14講	「テーマ：アイドルグループビジネス」のグループワークの「プレゼンテーション」
第 15講	 全授業のまとめ（場合により授業内期末テスト）

■評価方法
出席 25点。プレゼンテーション 35点。授業中の発言等 15点。期末レポートまたはテスト結果を上記に加点し、100
点満点。受講態度（私語等）によっては減点、受講停止を求めます。詳細、変更は、T-NEXT で連絡します。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記の評価方法と配分に従って 90点以上
評価A（89～ 80点）	：下記の評価方法と配分に従って 80点以上、89点以下
評価B（79～ 70点）	：下記の評価方法と配分に従って 70点以上、79点以下
評価C（69～ 60点）	：下記の評価方法と配分に従って 60点以上、69点以下
評価 F（59点以下）	 ：下記の評価方法と配分に従って 59点以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
1. 次の 3点の約束を守れる人が履修して下さい。①グループワークで努力する人②私語・遅刻等で迷惑をかけない人③
他グループの発表を真剣に聞きノートをとる人。守れない場合は受講停止を求めることがあります。2.T-NEXT の連絡を
見落とした場合は成績に関する異議を受け付けません。3. 受講を停止する際は必ず履修削除して下さい。理由は就活時
に成績で不利にならないためです。4. 課題や試験等に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス戦略 II（Business Strategy II）
「徹底したグループワーク」で超実践的にビジネス戦略の「企業の存続法」を身につける
志賀　敏宏
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
①ビジネス戦略の内、企業の生き残り戦略として「多角化・新事業、イノベーション、国際展開」を学ぶ
②事例研究、グループワーク、プレゼンテーションというアクティブラーニング手法を通じて学ぶ
③結果として、受講生はビジネスに関する思考力、知識の応用力、プレゼン力を高める

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネス創造

■到達目標
皆さんが「グループワーク」での資料作成、プレゼン、質疑応答を通じて、基礎的な学力を高めること。合せて課題発見
力、自ら論理的に考える力、発言力、討論する力を高めること。必ず「就活の強力な武器」となります。この目標に共感
する人、高い志をもって、【努力することを強く約束できる人】が履修登録、受講して下さい。

■授業形態
グループワーク（PowerPoint による資料作成）、プレゼンテーション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
グループワークでの資料収集と発表資料作成、授業中のノートでの復習が必要です。全員が、どこかのグループメンバー
となり、最少二回の発表を担当します。各回平均１．５時間程度の予習・復習が必須です。　

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション。本授業の進め方を説明、グループ決定、発表テーマを選びます。　
第 2講	 事例研究の進め方説明。グループ、担当テーマの確定。
第 3講	 「テーマ：多角化－得意な技術の活用」のグループワークのプレゼンテーション
第 4講	 「テーマ：多角化－大手飲料業界の事業領域拡大」のプレゼンテーション
第 5講	 「テーマ：多角化－余った資源の活用」のプレゼンテーション
第 6講	 「テーマ：多角化－大手衛生用品業界の事業領域拡大」のプレゼンテーション
第 7講	 「テーマ：大型の機械系イノベーション」のプレゼンテーション
第 8講	 「テーマ：一芸家電のプチイノベーション」のプレゼンテーション
第 9講	 「テーマ：大型サービスのイノベーション」のプレゼンテーション
第 10講	「テーマ：ニーズ対応のプチイノベーション」のプレゼンテーション
第 11講	「テーマ：大型ハイテクイノベーション」のプレゼンテーション
第 12講	「テーマ：サービス産業の海外展開」のプレゼンテーション
第 13講	「テーマ：製造業の海外展開」のプレゼンテーション
第 14講	「テーマ：食品・飲料業界の海外展開」のグループワークのプレゼンテーション
第 15講	 全授業のまとめ（場合により授業内期末テスト）　

■評価方法
出席 25点。プレゼンテーション 35点。授業中の発言等 15点。期末レポートまたはテスト結果を上記に加点し、100
点満点。受講態度（私語等）によっては減点、受講停止を求めます。詳細、変更は、T-NEXT で連絡します。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記の評価方法と配分に従って 90点以上
評価A（89～ 80点）	：下記の評価方法と配分に従って 80点以上 89点以下
評価B（79～ 70点）	：下記の評価方法と配分に従って 70点以上 79点以下
評価C（69～ 60点）	：下記の評価方法と配分に従って 60点以上 69点以下
評価 F（59点以下）	 ：下記の評価方法と配分に従って 59点以下

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス戦略Ⅰの単位修得。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
1. 次の 3点の約束を守れる人が履修して下さい。①グループワークで努力する人②私語・遅刻等で迷惑をかけない人③
他グループの発表を真剣に聞きノートをとる人。守れない場合は受講停止を求めることがあります。2.T-NEXT の連絡を
見落とした場合は成績に関する異議を受け付けません。3. 受講を停止する際は必ず履修削除して下さい。理由は就活時
に成績で不利にならないためです。4. 課題や試験等に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス法（Business Law）
ビジネスに関連する基本的な法律関係
櫻井　博子
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
産業社会の中心的な担い手である企業が行うビジネスは、一定の法ルールによって規律されている。
昨今、企業には法ルールに対するコンプライアンス（法令遵守）が強く求められている。
本講義では、将来、このようなビジネス環境のもとで、企業の一員として仕事に従事するために理解しておくべき法律知
識について学び、ビジネス上の取引で生じる様々な法的問題の対応能力やコンプライアンス能力といった社会人基礎力を
涵養することを目的とする。
具体的に講義では、ビジネス上の取引のみならず、日常生活においても重要な役割を果たしている契約に関する規律と、
企業に関する規律、すなわち民法と会社法を中心 t とした基本的な法の在り方と、法的なものの考え方（リーガル・マイ
ンド）を学び、実践的知識として定着を図るため、ビジネス法務検定 3級の問題を復習に活用する。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
ビジネスに関連する主要な法制度の構造と、その前提となっている法の基本概念を理解し、説明できるようになる。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義資料・ノートの見直し , 復習用実践問題（ビジネス法務検定試験 3級問題）の解答（90分程度）

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション
第 2講	 ビジネスと契約（１）
第 3講	 ビジネスと契約（２）
第 4講	 ビジネスと契約（３）
第 5講	 ビジネスと契約（４）
第 6講	 ビジネスと契約（５）
第 7講	 ビジネスと契約（６）
第 8講	 ビジネスと契約（７）
第 9講	 ビジネスと契約（７）　
第 10講	 ビジネスに関する法律関係（１）　
第 11講	 ビジネスに関する法律関係（２）
第 12講	 ビジネスに関する法律関係（３）　
第 13講	 ビジネスに関する法律関係（４）　　
第 14講	 ビジネスに関する法律関係（５）　　
第 15講	 筆記試験

■評価方法
小テスト（３０％）、授業内期末試験（７０％）。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：特定の問題状況に適用される制度の要件・効果を、意義や機能をふまえて説明できる。
評価A（89～ 80点）	：特定の問題状況に適用される制度の条文とその要件、効果を正確に説明できる。
評価B（79～ 70点）	：講義で説明した制度が適用されるべき、特定の問題状況を説明できる。
評価C（69～ 60点）	：講義で説明した法の概念や法律につき、基礎的な知識を理解している。
評価 F（59点以下）	 ：講義で説明した法の概念や法律に関する理解が不十分である。

■他に履修することが望ましい科目
法学

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①履修希望者は、必ず初回の講義に出席すること。②講義に出席する際は、周囲の迷惑にならないよう、私語を慎み、自
分で工夫しながらノートをとること。③試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス戦略 II（Business Strategy II）
「徹底したグループワーク」で超実践的にビジネス戦略の「企業の存続法」を身につける
志賀　敏宏
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
①ビジネス戦略の内、企業の生き残り戦略として「多角化・新事業、イノベーション、国際展開」を学ぶ
②事例研究、グループワーク、プレゼンテーションというアクティブラーニング手法を通じて学ぶ
③結果として、受講生はビジネスに関する思考力、知識の応用力、プレゼン力を高める

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネス創造

■到達目標
皆さんが「グループワーク」での資料作成、プレゼン、質疑応答を通じて、基礎的な学力を高めること。合せて課題発見
力、自ら論理的に考える力、発言力、討論する力を高めること。必ず「就活の強力な武器」となります。この目標に共感
する人、高い志をもって、【努力することを強く約束できる人】が履修登録、受講して下さい。

■授業形態
グループワーク（PowerPoint による資料作成）、プレゼンテーション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
グループワークでの資料収集と発表資料作成、授業中のノートでの復習が必要です。全員が、どこかのグループメンバー
となり、最少二回の発表を担当します。各回平均１．５時間程度の予習・復習が必須です。　

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション。本授業の進め方を説明、グループ決定、発表テーマを選びます。　
第 2講	 事例研究の進め方説明。グループ、担当テーマの確定。
第 3講	 「テーマ：多角化－得意な技術の活用」のグループワークのプレゼンテーション
第 4講	 「テーマ：多角化－大手飲料業界の事業領域拡大」のプレゼンテーション
第 5講	 「テーマ：多角化－余った資源の活用」のプレゼンテーション
第 6講	 「テーマ：多角化－大手衛生用品業界の事業領域拡大」のプレゼンテーション
第 7講	 「テーマ：大型の機械系イノベーション」のプレゼンテーション
第 8講	 「テーマ：一芸家電のプチイノベーション」のプレゼンテーション
第 9講	 「テーマ：大型サービスのイノベーション」のプレゼンテーション
第 10講	「テーマ：ニーズ対応のプチイノベーション」のプレゼンテーション
第 11講	「テーマ：大型ハイテクイノベーション」のプレゼンテーション
第 12講	「テーマ：サービス産業の海外展開」のプレゼンテーション
第 13講	「テーマ：製造業の海外展開」のプレゼンテーション
第 14講	「テーマ：食品・飲料業界の海外展開」のグループワークのプレゼンテーション
第 15講	 全授業のまとめ（場合により授業内期末テスト）　

■評価方法
出席 25点。プレゼンテーション 35点。授業中の発言等 15点。期末レポートまたはテスト結果を上記に加点し、100
点満点。受講態度（私語等）によっては減点、受講停止を求めます。詳細、変更は、T-NEXT で連絡します。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記の評価方法と配分に従って 90点以上
評価A（89～ 80点）	：下記の評価方法と配分に従って 80点以上 89点以下
評価B（79～ 70点）	：下記の評価方法と配分に従って 70点以上 79点以下
評価C（69～ 60点）	：下記の評価方法と配分に従って 60点以上 69点以下
評価 F（59点以下）	 ：下記の評価方法と配分に従って 59点以下

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス戦略Ⅰの単位修得。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
1. 次の 3点の約束を守れる人が履修して下さい。①グループワークで努力する人②私語・遅刻等で迷惑をかけない人③
他グループの発表を真剣に聞きノートをとる人。守れない場合は受講停止を求めることがあります。2.T-NEXT の連絡を
見落とした場合は成績に関する異議を受け付けません。3. 受講を停止する際は必ず履修削除して下さい。理由は就活時
に成績で不利にならないためです。4. 課題や試験等に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ビジネス法（Business Law）
ビジネスに関連する基本的な法律関係
櫻井　博子
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
産業社会の中心的な担い手である企業が行うビジネスは、一定の法ルールによって規律されている。
昨今、企業には法ルールに対するコンプライアンス（法令遵守）が強く求められている。
本講義では、将来、このようなビジネス環境のもとで、企業の一員として仕事に従事するために理解しておくべき法律知
識について学び、ビジネス上の取引で生じる様々な法的問題の対応能力やコンプライアンス能力といった社会人基礎力を
涵養することを目的とする。
具体的に講義では、ビジネス上の取引のみならず、日常生活においても重要な役割を果たしている契約に関する規律と、
企業に関する規律、すなわち民法と会社法を中心 t とした基本的な法の在り方と、法的なものの考え方（リーガル・マイ
ンド）を学び、実践的知識として定着を図るため、ビジネス法務検定 3級の問題を復習に活用する。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
ビジネスに関連する主要な法制度の構造と、その前提となっている法の基本概念を理解し、説明できるようになる。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義資料・ノートの見直し , 復習用実践問題（ビジネス法務検定試験 3級問題）の解答（90分程度）

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション
第 2講	 ビジネスと契約（１）
第 3講	 ビジネスと契約（２）
第 4講	 ビジネスと契約（３）
第 5講	 ビジネスと契約（４）
第 6講	 ビジネスと契約（５）
第 7講	 ビジネスと契約（６）
第 8講	 ビジネスと契約（７）
第 9講	 ビジネスと契約（７）　
第 10講	 ビジネスに関する法律関係（１）　
第 11講	 ビジネスに関する法律関係（２）
第 12講	 ビジネスに関する法律関係（３）　
第 13講	 ビジネスに関する法律関係（４）　　
第 14講	 ビジネスに関する法律関係（５）　　
第 15講	 筆記試験

■評価方法
小テスト（３０％）、授業内期末試験（７０％）。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：特定の問題状況に適用される制度の要件・効果を、意義や機能をふまえて説明できる。
評価A（89～ 80点）	：特定の問題状況に適用される制度の条文とその要件、効果を正確に説明できる。
評価B（79～ 70点）	：講義で説明した制度が適用されるべき、特定の問題状況を説明できる。
評価C（69～ 60点）	：講義で説明した法の概念や法律につき、基礎的な知識を理解している。
評価 F（59点以下）	 ：講義で説明した法の概念や法律に関する理解が不十分である。

■他に履修することが望ましい科目
法学

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①履修希望者は、必ず初回の講義に出席すること。②講義に出席する際は、周囲の迷惑にならないよう、私語を慎み、自
分で工夫しながらノートをとること。③試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

Practical English Conversation I（Practical English Conversation I）
世界でそして地域で活躍するために必要な英語表現力を身に付ける
中村　その子
2 年生以上 秋学期 学期前半週 2 回

■講義目的
世界でそして地域で活躍するために必要な英語表現力を身に付け、志の実現に向かって社会に自分のアイデアや考え、意
見を英語で積極的に発信し、いろいろな形のコミュニケーションを取れるようにする。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス　

■到達目標
以下講義概要に述べられる学習項目について、英語でのコミュニケーションが取れるようにする。特に、留学や、国内外
での研修、見学、社会的活動に最低限必要な英語表現を習得し、自分の考えやアイデアをいろいろな方法で社会に発信し、
また同時に発信された他者の考えを正しく理解できるようになること。

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション、

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
下記の各週講義内容に関して配布される教材を１．５時間程度予習、復習し、そこに提示されている英語表現を覚えること。

■授業の概要
第 1講	 挨拶、アイスブレーキング、友人作り、スモールトークなど
第 2講	 電話での会話やPC(SNS) に関連した表現、アポイントメントに関連した表現
第 3講	 家族や結婚、自分の生活や趣味、ショッピングやデート、スポーツ
第 4講	 アニメーション、映画やテレビ番組、メディア関連
第 5講	 人物、製品、サービスなどを魅力的に描写
第 6講	 食品販売、レストラン、料理など、食に関連した英語表現
第 7講	 比較対照、提案、オファー、選択決定、意見やアドバイスのやりとり
第 8講	 自由時間、週末の楽しみ方、趣味、旅行、特技
第 9講	 的確な指示の与え方と説明の仕方
第 10講	 アルバイト、インターンシップ、就職活動、ボランティア活動などについて
第 11講	 因果関係、同意不同意、将来計画、予想予測、論理思考
第 12講	 ファッション、音楽、および音楽関連産業に関する英語表現
第 13講	 地球にやさしい英語表現 =環境問題
第 14講	 期末スピーキングテストと最終プレゼンテーション　世界に発信すべき日本の伝統と文化
第 15講	 期末ライティングテスト

■評価方法
出席 20%、授業内小テスト 20%、宿題 20%、中間テストおよび期末テスト 40%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記の配分で得点を付け、９０点以上の場合　
評価A（89～ 80点）	：下記の配分で得点を付け、８０点から８９点の場合　
評価B（79～ 70点）	：下記の配分で得点を付け、７０点から７９点の場合　　
評価C（69～ 60点）	：下記の配分で得点を付け、６０点から６９点の場合　　
評価 F（59点以下）	 ：下記の配分で得点を付け、５９点以下の場合　

■他に履修することが望ましい科目
海外活動英語コミュニケーションと同時に履修することが望ましい。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

Practical English Conversation II（Practical Conversation II）
世界でそして地域で活躍するために必要な英語表現力を身に付ける
中村　その子
2 年生以上 秋学期 学期後半週 2 回

■講義目的
世界でそして地域で活躍するために必要な英語表現力を身に付け、志の実現に向かって社会に自分のアイデアや考え、意
見を英語で積極的に発信し、いろいろな形のコミュニケーションを取れるようにする。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス　

■到達目標
以下講義概要に述べられる学習項目について、英語でのコミュニケーションが取れるようにする。特に、留学や、国内外
での研修、見学、社会的活動に最低限必要な英語表現を習得し、自分の考えやアイデアをいろいろな方法で社会に発信し、
また同時に発信された他者の考えを正しく理解できるようになること。

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
下記の各週講義内容に関して配布される教材を１．５時間程度予習、復習し、そこに提示されている英語表現を覚えること。

■授業の概要
第 1講	 挨拶、アイスブレーキング、友人作り、スモールトークなど
第 2講	 電話での会話やPC(SNS) に関連した表現、アポイントメントに関連した表現
第 3講	 家族や結婚、自分の生活や趣味、ショッピングやデート、スポーツ
第 4講	 アニメーション、映画やテレビ番組、メディア関連
第 5講	 人物、製品、サービスなどを魅力的に描写
第 6講	 食品販売、レストラン、料理など、食に関連した英語表現
第 7講	 比較対照、提案、オファー、選択決定、意見やアドバイスのやりとり
第 8講	 自由時間、週末の楽しみ方、趣味、旅行、特技
第 9講	 的確な指示の与え方と説明の仕方
第 10講	 アルバイト、インターンシップ、就職活動、ボランティア活動などについて
第 11講	 因果関係、同意不同意、将来計画、予想予測、論理思考
第 12講	 ファッション、音楽、および音楽関連産業に関する英語表現
第 13講	 地球にやさしい英語表現 =環境問題
第 14講	 期末スピーキングテストと最終プレゼンテーション　世界に発信すべき日本の伝統と文化
第 15講	 期末ライティングテスト

■評価方法
出席 20%、授業内小テスト 20%、宿題 20%、中間テストおよび期末テスト 40%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記の配分で得点を付け、９０点以上の場合　
評価A（89～ 80点）	：下記の配分で得点を付け、８０点から８９点の場合　
評価B（79～ 70点）	：下記の配分で得点を付け、７０点から７９点の場合　　
評価C（69～ 60点）	：下記の配分で得点を付け、６０点から６９点の場合　　
評価 F（59点以下）	 ：下記の配分で得点を付け、５９点以下の場合　

■他に履修することが望ましい科目
海外活動英語コミュニケーションと同時に履修することが望ましい。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

Practical English Conversation I（Practical English Conversation I）
世界でそして地域で活躍するために必要な英語表現力を身に付ける
中村　その子
2 年生以上 秋学期 学期前半週 2 回

■講義目的
世界でそして地域で活躍するために必要な英語表現力を身に付け、志の実現に向かって社会に自分のアイデアや考え、意
見を英語で積極的に発信し、いろいろな形のコミュニケーションを取れるようにする。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス　

■到達目標
以下講義概要に述べられる学習項目について、英語でのコミュニケーションが取れるようにする。特に、留学や、国内外
での研修、見学、社会的活動に最低限必要な英語表現を習得し、自分の考えやアイデアをいろいろな方法で社会に発信し、
また同時に発信された他者の考えを正しく理解できるようになること。

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション、

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
下記の各週講義内容に関して配布される教材を１．５時間程度予習、復習し、そこに提示されている英語表現を覚えること。

■授業の概要
第 1講	 挨拶、アイスブレーキング、友人作り、スモールトークなど
第 2講	 電話での会話やPC(SNS) に関連した表現、アポイントメントに関連した表現
第 3講	 家族や結婚、自分の生活や趣味、ショッピングやデート、スポーツ
第 4講	 アニメーション、映画やテレビ番組、メディア関連
第 5講	 人物、製品、サービスなどを魅力的に描写
第 6講	 食品販売、レストラン、料理など、食に関連した英語表現
第 7講	 比較対照、提案、オファー、選択決定、意見やアドバイスのやりとり
第 8講	 自由時間、週末の楽しみ方、趣味、旅行、特技
第 9講	 的確な指示の与え方と説明の仕方
第 10講	 アルバイト、インターンシップ、就職活動、ボランティア活動などについて
第 11講	 因果関係、同意不同意、将来計画、予想予測、論理思考
第 12講	 ファッション、音楽、および音楽関連産業に関する英語表現
第 13講	 地球にやさしい英語表現 =環境問題
第 14講	 期末スピーキングテストと最終プレゼンテーション　世界に発信すべき日本の伝統と文化
第 15講	 期末ライティングテスト

■評価方法
出席 20%、授業内小テスト 20%、宿題 20%、中間テストおよび期末テスト 40%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記の配分で得点を付け、９０点以上の場合　
評価A（89～ 80点）	：下記の配分で得点を付け、８０点から８９点の場合　
評価B（79～ 70点）	：下記の配分で得点を付け、７０点から７９点の場合　　
評価C（69～ 60点）	：下記の配分で得点を付け、６０点から６９点の場合　　
評価 F（59点以下）	 ：下記の配分で得点を付け、５９点以下の場合　

■他に履修することが望ましい科目
海外活動英語コミュニケーションと同時に履修することが望ましい。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

Practical English Conversation II（Practical Conversation II）
世界でそして地域で活躍するために必要な英語表現力を身に付ける
中村　その子
2 年生以上 秋学期 学期後半週 2 回

■講義目的
世界でそして地域で活躍するために必要な英語表現力を身に付け、志の実現に向かって社会に自分のアイデアや考え、意
見を英語で積極的に発信し、いろいろな形のコミュニケーションを取れるようにする。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス　

■到達目標
以下講義概要に述べられる学習項目について、英語でのコミュニケーションが取れるようにする。特に、留学や、国内外
での研修、見学、社会的活動に最低限必要な英語表現を習得し、自分の考えやアイデアをいろいろな方法で社会に発信し、
また同時に発信された他者の考えを正しく理解できるようになること。

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
下記の各週講義内容に関して配布される教材を１．５時間程度予習、復習し、そこに提示されている英語表現を覚えること。

■授業の概要
第 1講	 挨拶、アイスブレーキング、友人作り、スモールトークなど
第 2講	 電話での会話やPC(SNS) に関連した表現、アポイントメントに関連した表現
第 3講	 家族や結婚、自分の生活や趣味、ショッピングやデート、スポーツ
第 4講	 アニメーション、映画やテレビ番組、メディア関連
第 5講	 人物、製品、サービスなどを魅力的に描写
第 6講	 食品販売、レストラン、料理など、食に関連した英語表現
第 7講	 比較対照、提案、オファー、選択決定、意見やアドバイスのやりとり
第 8講	 自由時間、週末の楽しみ方、趣味、旅行、特技
第 9講	 的確な指示の与え方と説明の仕方
第 10講	 アルバイト、インターンシップ、就職活動、ボランティア活動などについて
第 11講	 因果関係、同意不同意、将来計画、予想予測、論理思考
第 12講	 ファッション、音楽、および音楽関連産業に関する英語表現
第 13講	 地球にやさしい英語表現 =環境問題
第 14講	 期末スピーキングテストと最終プレゼンテーション　世界に発信すべき日本の伝統と文化
第 15講	 期末ライティングテスト

■評価方法
出席 20%、授業内小テスト 20%、宿題 20%、中間テストおよび期末テスト 40%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記の配分で得点を付け、９０点以上の場合　
評価A（89～ 80点）	：下記の配分で得点を付け、８０点から８９点の場合　
評価B（79～ 70点）	：下記の配分で得点を付け、７０点から７９点の場合　　
評価C（69～ 60点）	：下記の配分で得点を付け、６０点から６９点の場合　　
評価 F（59点以下）	 ：下記の配分で得点を付け、５９点以下の場合　

■他に履修することが望ましい科目
海外活動英語コミュニケーションと同時に履修することが望ましい。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

プログラミング入門 I（Introduction toProgramming Language I）
Programming for beginers Ⅰ
彩藤　ひろみ
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は、いずれ何らかのプログラミング言語で、自ら構想したアルゴリズムをコンピュータに実装可能になるまでの第
一歩を学ぶ。問題解決するための解法を考えて、一つ一つ実行させることが重要である。すべての人がコーディングを理
解することが必要だ、という考え方が、アメリカでは広がっている。そのための支援団体も多い。ここでは、コンピュー
タにどうやってこちらの考えを伝えるのか、そのアルゴリズムを学び、実践してみる。デザインワークショップⅠは、A
と Bに分かれているが、将来 ICT ビジネスの方面で職を得たいと思うものは、なるべく Aを、まったく初心者で、ひと
まずコーディングのことを知っておきたいというものはBを選択するとよい。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
アルゴリズムの理解、プログラミングの組み立て、ステップ単位の実行とフィードバックの理解

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
Code.orgのチュートリアルを順番にやる。予習に1.3時間以上、復習に1.3時間以上かかる。わからないところは飛ばして、
後で問題解決する。

■授業の概要
第 1講	 Code.org でコーディングの楽しさを知る
第 2講	 Code で学ぶ、ステップ実行
第 3講	 アルゴリズムの理解その１
第 4講	 アルゴリズムの理解その２
第 5講	 プログラミングの最初の一歩
第 6講	 中間確認日
第 7講	 センサーの導入　アイディアソン
第 8講	 センサーの導入アイディア発表
第 9講	 ペッパー君のプログラミング
第 10講	 センサーとペッパー君あるいはロボットの未来
第 11講	 グラフィック表示をさせる
第 12講	 グラフィック表示を使って画像を作る
第 13講	 自由課題への取り組みその１
第 14講	 自由課題への取り組みその２
第 15講	 期末テスト：全体を通して期末テストを行う。

■評価方法
学期末試験 50%　レポートなど平常点 50%　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ほぼ完ぺきな理解度と評価　
評価A（89～ 80点）	：上位の評価　
評価B（79～ 70点）	：中位の評価　
評価C（69～ 60点）	：下位の評価　
評価 F（59点以下）	 ：不十分な理解度と評価

■他に履修することが望ましい科目
IT 活用法

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①プログラミング言語の学習においては、面倒がらずに自分でプログラムを打ち、実行して確認していくことが重要であ
る。いろいろなエラーを経験すること、つ	まり失敗することが、成功すること以上に意味を持っている。わからないことは、
できるだけ授業中に質問して解決するように心がけよう。②授業には毎回各自のノートPCを必ず持ってくること。③課
題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

プログラミング入門 II（Introduction toProgramming Language II）
Java 言語によるプログラミング入門
中村　有一
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は、Java 言語によるプログラミングの入門コースである。将来 SEなどを目指し、職業的なプログラミング技術
を身につけたい学生には、この科目を	受講することを強く勧める。Java 言語は、最近広く普及しているプログラミング
言語であり、この言語を一通り習得していると、さまざまな場面で役に立つ。また「情報処理技術者試験」などの資格試
験を受ける場合にも有効である。
　授業は、基礎的なプログラミングの構造の説明と、その演習の繰り返しで行っていく。単元ごとにレポートの提出を求
めるため、各自、空き時間にはしっかりと復習をすることが必要である。

■講義分類
ビジネス ICT　

■到達目標
Java 言語を一通り使いこなせるようになることが最終目標である。

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：講義資料を読んでできるだけ理解し、わからない部分は整理しておく。（１．３時間）　復習：資料をもう一度読み
なおし、理解できたか確認する。ミニテストなどの結果を振り返る。（１．３時間）　

■授業の概要
第 1講	 Java 言語入門：プログラム・プログラミング・プログラミング言語
第 2講	 開発環境の整備：Java の開発環境を整備し、使い方を学ぶ。
第 3講	 入出力と変数：変数名のつけ方、変数の型
第 4講	 四則演算と代入：計算式の書き方
第 5講	 枝分かれ：if 文と switch 文の違い
第 6講	 for 文による繰り返し：回数が決まっている繰り返し、漸化式
第 7講	 while 文、do	while 文による繰り返し：条件が成り立っているあいだ繰り返しを行う構文
第 8講	 配列：規則的に並んだデータを扱う場合に使われるデータ構造
第 9講	 関数：ひとまとまりの処理に名前を付け部品として呼び出す
第 10講	 GUI の利用：GUI 機能を使ったプログラミング手法
第 11講	 乱数とグラフィクス：Java における乱数生成とグラフィクス機能
第 12講	 タイマーとサウンド：Java におけるタイマーとサウンド出力の機能
第 13講	 イベント処理：Java におけるイベント処理の機能を取り上げる。
第 14講	 レポート作成：ある程度の大きさの実用的なプログラムを作成する。
第 15講	 レポート作成：ある程度の大きさの実用的なプログラムを作成する。

■評価方法
学期末試験 50%　レポートなど平常点 50%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ほぼ完ぺきな理解度と評価
評価A（89～ 80点）	：上位の評価
評価B（79～ 70点）	：中位の評価
評価C（69～ 60点）	：下位の評価
評価 F（59点以下）	 ：不十分な理解度と評価

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①プログラミング言語の学習においては、面倒がらずに自分でプログラムを打ち、実行して確認していくことが重要であ
る。いろいろなエラーを経験すること、つまり失敗することが、成功すること以上に意味を持っている。わからないこと
は、できるだけ授業中に質問して解決するように心がけよう。②授業には、毎回各自のノートPCを必ず持ってくること。
③課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

プログラミング入門 I（Introduction toProgramming Language I）
Programming for beginers Ⅰ
彩藤　ひろみ
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は、いずれ何らかのプログラミング言語で、自ら構想したアルゴリズムをコンピュータに実装可能になるまでの第
一歩を学ぶ。問題解決するための解法を考えて、一つ一つ実行させることが重要である。すべての人がコーディングを理
解することが必要だ、という考え方が、アメリカでは広がっている。そのための支援団体も多い。ここでは、コンピュー
タにどうやってこちらの考えを伝えるのか、そのアルゴリズムを学び、実践してみる。デザインワークショップⅠは、A
と Bに分かれているが、将来 ICT ビジネスの方面で職を得たいと思うものは、なるべく Aを、まったく初心者で、ひと
まずコーディングのことを知っておきたいというものはBを選択するとよい。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
アルゴリズムの理解、プログラミングの組み立て、ステップ単位の実行とフィードバックの理解

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
Code.orgのチュートリアルを順番にやる。予習に1.3時間以上、復習に1.3時間以上かかる。わからないところは飛ばして、
後で問題解決する。

■授業の概要
第 1講	 Code.org でコーディングの楽しさを知る
第 2講	 Code で学ぶ、ステップ実行
第 3講	 アルゴリズムの理解その１
第 4講	 アルゴリズムの理解その２
第 5講	 プログラミングの最初の一歩
第 6講	 中間確認日
第 7講	 センサーの導入　アイディアソン
第 8講	 センサーの導入アイディア発表
第 9講	 ペッパー君のプログラミング
第 10講	 センサーとペッパー君あるいはロボットの未来
第 11講	 グラフィック表示をさせる
第 12講	 グラフィック表示を使って画像を作る
第 13講	 自由課題への取り組みその１
第 14講	 自由課題への取り組みその２
第 15講	 期末テスト：全体を通して期末テストを行う。

■評価方法
学期末試験 50%　レポートなど平常点 50%　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ほぼ完ぺきな理解度と評価　
評価A（89～ 80点）	：上位の評価　
評価B（79～ 70点）	：中位の評価　
評価C（69～ 60点）	：下位の評価　
評価 F（59点以下）	 ：不十分な理解度と評価

■他に履修することが望ましい科目
IT 活用法

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①プログラミング言語の学習においては、面倒がらずに自分でプログラムを打ち、実行して確認していくことが重要であ
る。いろいろなエラーを経験すること、つ	まり失敗することが、成功すること以上に意味を持っている。わからないことは、
できるだけ授業中に質問して解決するように心がけよう。②授業には毎回各自のノートPCを必ず持ってくること。③課
題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

プログラミング入門 II（Introduction toProgramming Language II）
Java 言語によるプログラミング入門
中村　有一
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は、Java 言語によるプログラミングの入門コースである。将来 SEなどを目指し、職業的なプログラミング技術
を身につけたい学生には、この科目を	受講することを強く勧める。Java 言語は、最近広く普及しているプログラミング
言語であり、この言語を一通り習得していると、さまざまな場面で役に立つ。また「情報処理技術者試験」などの資格試
験を受ける場合にも有効である。
　授業は、基礎的なプログラミングの構造の説明と、その演習の繰り返しで行っていく。単元ごとにレポートの提出を求
めるため、各自、空き時間にはしっかりと復習をすることが必要である。

■講義分類
ビジネス ICT　

■到達目標
Java 言語を一通り使いこなせるようになることが最終目標である。

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：講義資料を読んでできるだけ理解し、わからない部分は整理しておく。（１．３時間）　復習：資料をもう一度読み
なおし、理解できたか確認する。ミニテストなどの結果を振り返る。（１．３時間）　

■授業の概要
第 1講	 Java 言語入門：プログラム・プログラミング・プログラミング言語
第 2講	 開発環境の整備：Java の開発環境を整備し、使い方を学ぶ。
第 3講	 入出力と変数：変数名のつけ方、変数の型
第 4講	 四則演算と代入：計算式の書き方
第 5講	 枝分かれ：if 文と switch 文の違い
第 6講	 for 文による繰り返し：回数が決まっている繰り返し、漸化式
第 7講	 while 文、do	while 文による繰り返し：条件が成り立っているあいだ繰り返しを行う構文
第 8講	 配列：規則的に並んだデータを扱う場合に使われるデータ構造
第 9講	 関数：ひとまとまりの処理に名前を付け部品として呼び出す
第 10講	 GUI の利用：GUI 機能を使ったプログラミング手法
第 11講	 乱数とグラフィクス：Java における乱数生成とグラフィクス機能
第 12講	 タイマーとサウンド：Java におけるタイマーとサウンド出力の機能
第 13講	 イベント処理：Java におけるイベント処理の機能を取り上げる。
第 14講	 レポート作成：ある程度の大きさの実用的なプログラムを作成する。
第 15講	 レポート作成：ある程度の大きさの実用的なプログラムを作成する。

■評価方法
学期末試験 50%　レポートなど平常点 50%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ほぼ完ぺきな理解度と評価
評価A（89～ 80点）	：上位の評価
評価B（79～ 70点）	：中位の評価
評価C（69～ 60点）	：下位の評価
評価 F（59点以下）	 ：不十分な理解度と評価

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①プログラミング言語の学習においては、面倒がらずに自分でプログラムを打ち、実行して確認していくことが重要であ
る。いろいろなエラーを経験すること、つまり失敗することが、成功すること以上に意味を持っている。わからないこと
は、できるだけ授業中に質問して解決するように心がけよう。②授業には、毎回各自のノートPCを必ず持ってくること。
③課題や試験等に対してフィードバックを行う。

25ー115

多摩大学 経営情報学部シラバス（2017 年度）

一
般
科
目
１
年
生
以
上

一
般
科
目
２
年
生
以
上

一
般
科
目
３
年
生
以
上

演
習
科
目

認
定
科
目

教
職
科
目

02_231872_多摩大学_2017経営情報学部シラバス_見出し付け用_流し込み完了.indd   115 2017/03/03   19:16:50



科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

プログラミング入門 III（Introduction toProgramming Language III）
Python プログラム入門
今泉　忠
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
この講義ではプログラム言語【Python】について学ぶ。Python は、オブジェクト指向、命令型、手続き型、関数型など
のスタイルでプログラムを書くことができる。開発効率が高く、フリーの優秀なフレームワークや開発環境が揃っている。
何らかのプログラミング言語で、自ら構想したアルゴリズムの実装が可能になりたいなどの将来SEなどを目指し、職業
的なプログラミング技術を身につけたい学生やには、この科目を受講することを強く勧める。
本講義の前半では順次処理、分岐処理、繰り返し処理について学び、Python のコーディングスキルを確かなものにする。
後半では、データの作成や集計、並び替えのプログラミングを実践して、データを処理するアルゴリズムの基礎について
理解を深める。
自分の頭で考えて、アイディアを表現する力を身につける。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
Python のプログラミングと、アルゴリズムの基礎を身につけることを目指す。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義で課されたプログラム課題について次回までに実行し確認しておくこと。
プログラムの説明なども記入するので復習時間として 1.5 時間以上必要となるので余裕を持って行うこと。

■授業の概要
第 1講	 開発環境の確認と入出力
第 2講	 Google	Drive のセットアップと復習
第 3講	 四則演算と余りの復習
第 4講	 if 文について
第 5講	 if 文の復習と計算機の開発
第 6講	 関数入門
第 7講	 関数応用
第 8講	 乱数の生成と繰り返しと配列を復習して、検索アルゴリズムを学ぶ
第 9講	 乱数の生成と繰り返しと配列を復習して、検索アルゴリズムを学ぶ　
第 10講	 ファイルの入出力と合計、平均を学ぶ
第 11講	 ファイルの入出力と合計、平均を学ぶ　
第 12講	 最小値、最大値を探すプログラムの開発
第 13講	 並び替えプログラムの開発
第 14講	 並び替えプログラムの開発
第 15講	 学期末レポート

■評価方法
日常課題 50%、期末テスト 50%。出席が 80%を満たさない場合は減点する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席、課題、テストを総合して、90%以上の高得点を獲得している。
評価A（89～ 80点）	：Python の応用的なプログラムを書くことができる。
評価B（79～ 70点）	：Python の簡単なプログラムを書くことができる。
評価C（69～ 60点）	：Python のプログラムを読んで理解することができる。
評価 F（59点以下）	 ：出席数が足りない。あるいは、基本的なPython の文法が理解できていない。

■他に履修することが望ましい科目
IT 活用法 I

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
・デザインワークショップ I の内容を理解していることを前提とする。	・講義と日常の課題を通して、Python を身につけ
る努力をしたかを学期末レポートで問う。出席や日常課題だけでは単位はとれません。・課題や試験等に対してフィード
バックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

Basic Office English I（Basic Office English Ｉ）
Basic business communication
ガイ　ローズ
2 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
The	aim	of	 this	course	 is	 to	provide	practice	 for	basic	office	situations	as	well	as	develop	and	practice	skills	 for	
successful	business	interactions.

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
① Talk	about	current	business	practices,	entrepreneurs	and	situations.	② Learn	how	to	express	yourself	in	English	to	
resolve	issues	and	solve	problems.	③ Learn:	Self-Introductions,	Introducing	others,	Talking	about	companies,	Meeting	
etiquette,	At	the	office	situations,	Interviews	and	Socializing.	④ Brainstorm	to	develop	ideas.

■授業形態
グループディスカッション・ワーク、プレゼンテーション、AL問題解決学習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎クラスごとに約 2時間ほどの課題が与えられる。( 時間は英語のレベルによる。)

■授業の概要
第 1講	 Class	Introduction
第 2講	 Business	Introductions
第 3講	 Types	of	Meetings
第 4講	 Companies
第 5講	 Test	1
第 6講	 In	the	office
第 7講	 Work
第 8講	 Appointments
第 9講	 Scheduling	Meetings
第 10 講	 Test	2
第 11 講	 Email	Basics
第 12 講	 Product	Marketing
第 13 講	 Requests	and	Offers
第 14 講	 Presentation	Prep
第 15 講	 Final	Presentations

■評価方法
テスト	70%,	宿題 20%,	他の課題 10%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業参加、試験とプレゼンの成績、	宿題・課題の提出の総合で顕著な成績
評価A（89～ 80点）	：授業参加、試験とプレゼンテーションの成績、	宿題・課題の提出の総合で平均以上
評価B（79～ 70点）	：授業参加、試験とプレゼンテーションの成績、	宿題・課題の提出の総合で平均
評価C（69～ 60点）	：授業参加、試験とプレゼンテーションの成績、	宿題・課題の提出の総合で平均以下
評価 F（59点以下）	 ：授業に全くもしくは、ほぼ参加がないため判断できない場合

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①Class	criteria	subject	to	change ② Results	of	your	reports	or	exams	are	fed	back.
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

プログラミング入門 III（Introduction toProgramming Language III）
Python プログラム入門
今泉　忠
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
この講義ではプログラム言語【Python】について学ぶ。Python は、オブジェクト指向、命令型、手続き型、関数型など
のスタイルでプログラムを書くことができる。開発効率が高く、フリーの優秀なフレームワークや開発環境が揃っている。
何らかのプログラミング言語で、自ら構想したアルゴリズムの実装が可能になりたいなどの将来SEなどを目指し、職業
的なプログラミング技術を身につけたい学生やには、この科目を受講することを強く勧める。
本講義の前半では順次処理、分岐処理、繰り返し処理について学び、Python のコーディングスキルを確かなものにする。
後半では、データの作成や集計、並び替えのプログラミングを実践して、データを処理するアルゴリズムの基礎について
理解を深める。
自分の頭で考えて、アイディアを表現する力を身につける。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
Python のプログラミングと、アルゴリズムの基礎を身につけることを目指す。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義で課されたプログラム課題について次回までに実行し確認しておくこと。
プログラムの説明なども記入するので復習時間として 1.5 時間以上必要となるので余裕を持って行うこと。

■授業の概要
第 1講	 開発環境の確認と入出力
第 2講	 Google	Drive のセットアップと復習
第 3講	 四則演算と余りの復習
第 4講	 if 文について
第 5講	 if 文の復習と計算機の開発
第 6講	 関数入門
第 7講	 関数応用
第 8講	 乱数の生成と繰り返しと配列を復習して、検索アルゴリズムを学ぶ
第 9講	 乱数の生成と繰り返しと配列を復習して、検索アルゴリズムを学ぶ　
第 10講	 ファイルの入出力と合計、平均を学ぶ
第 11講	 ファイルの入出力と合計、平均を学ぶ　
第 12講	 最小値、最大値を探すプログラムの開発
第 13講	 並び替えプログラムの開発
第 14講	 並び替えプログラムの開発
第 15講	 学期末レポート

■評価方法
日常課題 50%、期末テスト 50%。出席が 80%を満たさない場合は減点する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席、課題、テストを総合して、90%以上の高得点を獲得している。
評価A（89～ 80点）	：Python の応用的なプログラムを書くことができる。
評価B（79～ 70点）	：Python の簡単なプログラムを書くことができる。
評価C（69～ 60点）	：Python のプログラムを読んで理解することができる。
評価 F（59点以下）	 ：出席数が足りない。あるいは、基本的なPython の文法が理解できていない。

■他に履修することが望ましい科目
IT 活用法 I

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
・デザインワークショップ I の内容を理解していることを前提とする。	・講義と日常の課題を通して、Python を身につけ
る努力をしたかを学期末レポートで問う。出席や日常課題だけでは単位はとれません。・課題や試験等に対してフィード
バックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

Basic Office English I（Basic Office English Ｉ）
Basic business communication
ガイ　ローズ
2 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
The	aim	of	 this	course	 is	 to	provide	practice	 for	basic	office	situations	as	well	as	develop	and	practice	skills	 for	
successful	business	interactions.

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
① Talk	about	current	business	practices,	entrepreneurs	and	situations.	② Learn	how	to	express	yourself	in	English	to	
resolve	issues	and	solve	problems.	③ Learn:	Self-Introductions,	Introducing	others,	Talking	about	companies,	Meeting	
etiquette,	At	the	office	situations,	Interviews	and	Socializing.	④ Brainstorm	to	develop	ideas.

■授業形態
グループディスカッション・ワーク、プレゼンテーション、AL問題解決学習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎クラスごとに約 2時間ほどの課題が与えられる。( 時間は英語のレベルによる。)

■授業の概要
第 1講	 Class	Introduction
第 2講	 Business	Introductions
第 3講	 Types	of	Meetings
第 4講	 Companies
第 5講	 Test	1
第 6講	 In	the	office
第 7講	 Work
第 8講	 Appointments
第 9講	 Scheduling	Meetings
第 10 講	 Test	2
第 11 講	 Email	Basics
第 12 講	 Product	Marketing
第 13 講	 Requests	and	Offers
第 14 講	 Presentation	Prep
第 15 講	 Final	Presentations

■評価方法
テスト	70%,	宿題 20%,	他の課題 10%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業参加、試験とプレゼンの成績、	宿題・課題の提出の総合で顕著な成績
評価A（89～ 80点）	：授業参加、試験とプレゼンテーションの成績、	宿題・課題の提出の総合で平均以上
評価B（79～ 70点）	：授業参加、試験とプレゼンテーションの成績、	宿題・課題の提出の総合で平均
評価C（69～ 60点）	：授業参加、試験とプレゼンテーションの成績、	宿題・課題の提出の総合で平均以下
評価 F（59点以下）	 ：授業に全くもしくは、ほぼ参加がないため判断できない場合

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①Class	criteria	subject	to	change ② Results	of	your	reports	or	exams	are	fed	back.
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

Basic Office English II（Basic Office English Ⅱ）
Basic business communication
ガイ　ローズ
2 年生以上 春学期 学期後半週 2 回

■講義目的
The	aim	of	this	course	is	to	familiarize	you	with	Basic	Office	English	in	common	business	situations	and	environments	
as	well	as	improve	overall	communication	skills	in	said	circumstances.

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
① Talk	about	current	business	practices,	entrepreneurs	and	situations.	② Learn	how	to	express	yourself	in	English	to	
resolve	issues	and	solve	problems.	③ Learn:	Self-Introductions,	Introducing	others,	Talking	about	companies,	Meeting	
etiquette,	At	 the	office	situations,	 Interviews	and	Socializing.	 ④ Brainstorm	to	develop	 ideas	 ⑤ Group	work	and	 in	
class	presentations.

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎クラスごとに約 2時間ほどの課題が与えられる。( 時間は英語のレベルによる。)

■授業の概要
第 1講	 Class	Introduction
第 2講	 Business	Introductions	(Review)
第 3講	 Client	Meetings
第 4講	 Improving	your	Small	Talk
第 5講	 Test	1
第 6講	 Company	Plans
第 7講	 Percents
第 8講	 Projects
第 9講	 Opinions	&	Preferences
第 10 講	 Project	Information	Presentation	Prep
第 11 講	 Test	2
第 12 講	 Interviewing
第 13 講	 Entrepreneurs	and	The	Power	of	Social	Media
第 14 講	 Presentation	Prep
第 15 講	 Final	Presentations

■評価方法
テスト	70%,	宿題 20%,	他の課題 10%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業参加、試験とプレゼンの成績、宿題・課題の提出の総合で非常に優秀な成績
評価A（89～ 80点）	：授業参加、試験とプレゼンの成績、	宿題・課題の提出の総合で平均以上
評価B（79～ 70点）	：授業参加、試験とプレゼンの成績、	宿題・課題の提出の総合で平均点
評価C（69～ 60点）	：授業参加、試験とプレゼンの成績、	宿題・課題の提出の総合で平均以下
評価 F（59点以下）	 ：授業に全くもしくは、ほぼ参加がなく判断ができない場合

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①Class	criteria	subject	to	change ② Results	of	your	reports	or	exams	are	fed	back.

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ベンチャー企業論（Venture company Theory）
企業家精神の習得
小林　英夫
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
付加価値や雇用の創出においてベンチャー企業の果たす役割は非常に大きい。また、ベンチャー企業を興し発展させてい
くことを司る精神－企業家精神－は、創業に携わるかどうかにかかわらず、創造的なビジネス活動を行っていく上で重要
なものである。
本講義では、組織のマネジメントとそれを支える行動規範としての企業家精神について包括的に学ぶとともに、現在活躍
中の企業家や事業家の生き方を知ることを通じて、ベンチャー企業の経営やベンチャー企業への参画について学び、自ら
のライフマネジメントについて考える。

■講義分類
ビジネス創造、ビジネスマネジメント、グローバルビジネス

■到達目標
①ベンチャーと企業家精神とは何かを理解することを通して、自らのキャリアデザインを考えられるようになる、②事業
立ち上げや発展に必要な知識を習得し、事業創業や急成長時に特有の課題や戦略を理解する、③ベンチャー企業創造につ
ながるアイディアを発見し、それを具体化させられるようになる、の３点を到達目標とする。これを通じ、社会発展に貢
献する力や高い志を身につける。

■授業形態
講義、双方向、クラスディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前に、事前学習ポイントを調べ、T-NEXT 上の授業資料に目を通し疑問点を明確にする（1.5 時間）。授業後に、事
前学習の疑問点解消を確認し、未解消の項目は自己調査や教員質問等で解消する（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 起業活動の意義
第 2講	 ベンチャーと企業家精神
第 3講	 起業プロセス
第 4講	 女性起業家
第 5講	 学生起業
第 6講	 就業後起業
第 7講	 米国の起業家
第 8講	 カリスマ的起業家
第 9講	 連続起業家
第 10講	 事業計画の立案
第 11講	 資金調達とインキュベーション
第 12講	 リーンスタートアップとピボット
第 13講	 中小企業からベンチャーへの転換
第 14講	 企業家精神の展望
第 15講	 学習成果の確認－授業内期末試験

■評価方法
授業貢献点（59点）、期末試験（41点）。授業貢献点は単なる出席点ではなく、授業を聴き自ら考えたかを評価する。期
末試験は、ベンチャー企業に関する知識と、企業家精神を通じた事業構想活動の理解度を評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業貢献点と期末試験の合計が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：授業貢献点と期末試験の合計が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①授業貢献点は単なる出席点とは異なる。毎回の授業においてコメントシートの提出を求め、その内容をA（授業を聴き
良い気づきがあった）、B（授業を聴いていた）、C（授業を聴いていたとは思われない）の 3段階評価し授業貢献点とする。
Aは加点対象（6点）、Bが標準（4点）、Cは減点（-4 点）、欠席は 0点。授業の受講態度が悪い場合は欠席以下の評価
となる。授業貢献点は最大 59点。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

Basic Office English II（Basic Office English Ⅱ）
Basic business communication
ガイ　ローズ
2 年生以上 春学期 学期後半週 2 回

■講義目的
The	aim	of	this	course	is	to	familiarize	you	with	Basic	Office	English	in	common	business	situations	and	environments	
as	well	as	improve	overall	communication	skills	in	said	circumstances.

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
① Talk	about	current	business	practices,	entrepreneurs	and	situations.	② Learn	how	to	express	yourself	in	English	to	
resolve	issues	and	solve	problems.	③ Learn:	Self-Introductions,	Introducing	others,	Talking	about	companies,	Meeting	
etiquette,	At	 the	office	situations,	 Interviews	and	Socializing.	 ④ Brainstorm	to	develop	 ideas	 ⑤ Group	work	and	 in	
class	presentations.

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎クラスごとに約 2時間ほどの課題が与えられる。( 時間は英語のレベルによる。)

■授業の概要
第 1講	 Class	Introduction
第 2講	 Business	Introductions	(Review)
第 3講	 Client	Meetings
第 4講	 Improving	your	Small	Talk
第 5講	 Test	1
第 6講	 Company	Plans
第 7講	 Percents
第 8講	 Projects
第 9講	 Opinions	&	Preferences
第 10 講	 Project	Information	Presentation	Prep
第 11 講	 Test	2
第 12 講	 Interviewing
第 13 講	 Entrepreneurs	and	The	Power	of	Social	Media
第 14 講	 Presentation	Prep
第 15 講	 Final	Presentations

■評価方法
テスト	70%,	宿題 20%,	他の課題 10%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業参加、試験とプレゼンの成績、宿題・課題の提出の総合で非常に優秀な成績
評価A（89～ 80点）	：授業参加、試験とプレゼンの成績、	宿題・課題の提出の総合で平均以上
評価B（79～ 70点）	：授業参加、試験とプレゼンの成績、	宿題・課題の提出の総合で平均点
評価C（69～ 60点）	：授業参加、試験とプレゼンの成績、	宿題・課題の提出の総合で平均以下
評価 F（59点以下）	 ：授業に全くもしくは、ほぼ参加がなく判断ができない場合

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①Class	criteria	subject	to	change ② Results	of	your	reports	or	exams	are	fed	back.

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ベンチャー企業論（Venture company Theory）
企業家精神の習得
小林　英夫
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
付加価値や雇用の創出においてベンチャー企業の果たす役割は非常に大きい。また、ベンチャー企業を興し発展させてい
くことを司る精神－企業家精神－は、創業に携わるかどうかにかかわらず、創造的なビジネス活動を行っていく上で重要
なものである。
本講義では、組織のマネジメントとそれを支える行動規範としての企業家精神について包括的に学ぶとともに、現在活躍
中の企業家や事業家の生き方を知ることを通じて、ベンチャー企業の経営やベンチャー企業への参画について学び、自ら
のライフマネジメントについて考える。

■講義分類
ビジネス創造、ビジネスマネジメント、グローバルビジネス

■到達目標
①ベンチャーと企業家精神とは何かを理解することを通して、自らのキャリアデザインを考えられるようになる、②事業
立ち上げや発展に必要な知識を習得し、事業創業や急成長時に特有の課題や戦略を理解する、③ベンチャー企業創造につ
ながるアイディアを発見し、それを具体化させられるようになる、の３点を到達目標とする。これを通じ、社会発展に貢
献する力や高い志を身につける。

■授業形態
講義、双方向、クラスディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前に、事前学習ポイントを調べ、T-NEXT 上の授業資料に目を通し疑問点を明確にする（1.5 時間）。授業後に、事
前学習の疑問点解消を確認し、未解消の項目は自己調査や教員質問等で解消する（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 起業活動の意義
第 2講	 ベンチャーと企業家精神
第 3講	 起業プロセス
第 4講	 女性起業家
第 5講	 学生起業
第 6講	 就業後起業
第 7講	 米国の起業家
第 8講	 カリスマ的起業家
第 9講	 連続起業家
第 10講	 事業計画の立案
第 11講	 資金調達とインキュベーション
第 12講	 リーンスタートアップとピボット
第 13講	 中小企業からベンチャーへの転換
第 14講	 企業家精神の展望
第 15講	 学習成果の確認－授業内期末試験

■評価方法
授業貢献点（59点）、期末試験（41点）。授業貢献点は単なる出席点ではなく、授業を聴き自ら考えたかを評価する。期
末試験は、ベンチャー企業に関する知識と、企業家精神を通じた事業構想活動の理解度を評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業貢献点と期末試験の合計が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：授業貢献点と期末試験の合計が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施する

■留意点
①授業貢献点は単なる出席点とは異なる。毎回の授業においてコメントシートの提出を求め、その内容をA（授業を聴き
良い気づきがあった）、B（授業を聴いていた）、C（授業を聴いていたとは思われない）の 3段階評価し授業貢献点とする。
Aは加点対象（6点）、Bが標準（4点）、Cは減点（-4 点）、欠席は 0点。授業の受講態度が悪い場合は欠席以下の評価
となる。授業貢献点は最大 59点。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ヨーロッパ経済論（European Economic）
ヨーロッパの今を読む
田中　理
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
ヨーロッパでは各国・各地域が民族、言語、文化、宗教などの垣根を越え、政治、経済、司法、外交・安全保障など様々
な分野で政策の統一や調整を進めている。1950 年代に 6ヶ国で始まったヨーロッパ統合のプロセスは 28ヶ国体制に拡
大。単一通貨ユーロの崩壊や解体の危機が叫ばれた債務危機の最中、ヨーロッパ諸国は統合を次のステージに進めること
で危機克服を目指した。だが、長引く景気停滞、失業や貧困の増加から、ヨーロッパ市民の間では現状への不満が高まっ
ている。こうした不満の矛先は統合への批判や難民・移民の排斥という形でヨーロッパの各地で噴出している。ヨーロッ
パは今、統合の求心力を保てるかの岐路に立たされている。本講義では、こうした現在進行形のヨーロッパ情勢と一般的
なヨーロッパ経済の教科書に書かれている内容の”橋渡し”を意識し、時事的なトピックを随時取り上げる。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
ヨーロッパの政治・経済・金融情勢を題材に、国際問題に関する情報収集の力を磨き、それを整理し、分かりやすく伝え
る能力を身に付けることを目指す。

■授業形態
講義。但し、履修者数次第でグループワークやプレゼンテーションを実施予定。

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：過去１週間に新聞、雑誌、テレビなどで取り上げられたヨーロッパに関連するニュースに目を通しておく（15分
/日× 7日＝約 100分）。復習：授業資料で意味の分からない言葉について調べる（約 100分）。

■授業の概要
第 1講	 欧州経済・欧州通貨統合の基礎
第 2講	 欧州債務危機
第 3講	 欧州の難民危機
第 4講	 欧州のデフレ危機と金融政策
第 5講	 欧州の雇用問題
第 6講	 欧州の政治潮流
第 7講	 欧州の貿易・通商政策
第 8講	 欧州の産業構造・産業政策
第 9講	 ドイツの政治・経済
第 10講	 フランスの政治・経済
第 11講	 英国の政治・経済
第 12講	 南欧の政治・経済
第 13講	 中東欧の政治・経済
第 14講	 ウクライナ危機
第 15講	 ロシアの政治・経済

■評価方法
出席（30％）、中間レポート（30％）、期末レポート（40％）。履修者が少ない場合にはレポートの代わりにグループワー
クやプレゼンテーションで代替する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を非常によく理解している。
評価A（89～ 80点）	：講義内容をよく理解している。
評価B（79～ 70点）	：講義内容を概ね理解している。
評価C（69～ 60点）	：講義内容の理解で不十分な点がある。
評価 F（59点以下）	 ：講義内容を理解していない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①レポート執筆にあたって、統計データの入手方法や分析・加工方法を知りたい履修者は、別途指導する機会を設けるの
で、担当教員に相談すること。②課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

立志人物伝（Ambitious Person Theory）
ライフマネジメントを考える
久恒　啓一
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
ビジネスはコミュニケーション活動によって成り立っており、その活動を担うのは人である。経営資源を束ねる人的資源
の重要性はますます高まっている。今後はキャリア形成を含むライフマネジメントの視点から人的資源の活性化を考えな
がら、組織や経営やビジネスについて考察することが求められる。
この講義においては、近代日本を作った明治期を中心とするわが国の志を実現した偉人の生涯（経営者・政治家・芸術家・
作家・ジャーナリスト）の資料やYouTube の映像を題材に、いくつかの切り口―仰ぎ見る師匠の存在、敵との切磋・友
との拓磨、持続する志、怒涛の仕事量、修養・鍛錬・研鑽、飛翔する構想力、日本への回帰―を用いて今日の産業社会で
生きるための問題解決の知恵について学び、自らの志とライフマネジメントについて深く考えてもらう。

■講義分類
ビジネスマネジメント、グローバルビジネス

■到達目標
自身のロールモデルを発見し、最終レポートとしてパワーポイントを用いて「私のロールモデル〇〇〇〇の人生鳥瞰図」
を作成し、ワードを用いて「私のロールモデル〇〇〇〇から学んだこと」をレポートできる力を身につける。

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
次回に取り上げる予定の偉人について自分なりに調べておくこと。(60 分 )、毎回の授業で紹介したYouTube 映像を視る。
(60 分 )

■授業の概要
第 1講	 講義「近代日本のわが国の偉人たちのライフマネジメント」
第 2講	 講義「仰ぎ見る師匠の存在Ⅰ」
第 3講	 講義「仰ぎ見る師匠の存在Ⅱ」
第 4講	 講義「敵との切磋、友との拓磨　Ⅰ」
第 5講	 講義「敵との切磋、友との拓磨　Ⅱ」
第 6講	 講義「持続する志」
第 7講	 講義「怒涛の仕事量　Ⅰ」
第 8講	 講義「怒涛の仕事量　Ⅱ」
第 9講	 講義「修養・鍛錬・研鑽」
第 10講	 講義「飛翔する構想力」
第 11講	 講義「日本への回帰」
第 12講	 講義「人物モデルの人生鳥瞰図作成Ⅰ」
第 13講	 講義「人物モデルの人生鳥瞰図作成Ⅱ」
第 14講	 講義「人物モデルの人生鳥瞰図作成Ⅲ」
第 15講	 講義「人物モデルの人生鳥瞰図作成Ⅳ」

■評価方法
出席　５０点、毎回の提出アンケート　２５点、最終レポート　２５点

■評価基準
評価A+（90点以上）	：全回出席。レポートが特に優れている。
評価A（89～ 80点）	：ほぼ全回出席。レポートが優れている。
評価B（79～ 70点）	：高い出席率。レポートが良い。
評価C（69～ 60点）	：高い出席率。レポートの提出あり。
評価 F（59点以下）	 ：低い出席率。レポートの提出なし。

■他に履修することが望ましい科目
立志系科目を履修するのが望ましい。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①次回に取り上げる予定の偉人について、自分なりに調べておくことを心がけてもらいたい。講義で興味を持った人物の
自伝や伝記を読んでほしい。②課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ヨーロッパ経済論（European Economic）
ヨーロッパの今を読む
田中　理
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
ヨーロッパでは各国・各地域が民族、言語、文化、宗教などの垣根を越え、政治、経済、司法、外交・安全保障など様々
な分野で政策の統一や調整を進めている。1950 年代に 6ヶ国で始まったヨーロッパ統合のプロセスは 28ヶ国体制に拡
大。単一通貨ユーロの崩壊や解体の危機が叫ばれた債務危機の最中、ヨーロッパ諸国は統合を次のステージに進めること
で危機克服を目指した。だが、長引く景気停滞、失業や貧困の増加から、ヨーロッパ市民の間では現状への不満が高まっ
ている。こうした不満の矛先は統合への批判や難民・移民の排斥という形でヨーロッパの各地で噴出している。ヨーロッ
パは今、統合の求心力を保てるかの岐路に立たされている。本講義では、こうした現在進行形のヨーロッパ情勢と一般的
なヨーロッパ経済の教科書に書かれている内容の”橋渡し”を意識し、時事的なトピックを随時取り上げる。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
ヨーロッパの政治・経済・金融情勢を題材に、国際問題に関する情報収集の力を磨き、それを整理し、分かりやすく伝え
る能力を身に付けることを目指す。

■授業形態
講義。但し、履修者数次第でグループワークやプレゼンテーションを実施予定。

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：過去１週間に新聞、雑誌、テレビなどで取り上げられたヨーロッパに関連するニュースに目を通しておく（15分
/日× 7日＝約 100分）。復習：授業資料で意味の分からない言葉について調べる（約 100分）。

■授業の概要
第 1講	 欧州経済・欧州通貨統合の基礎
第 2講	 欧州債務危機
第 3講	 欧州の難民危機
第 4講	 欧州のデフレ危機と金融政策
第 5講	 欧州の雇用問題
第 6講	 欧州の政治潮流
第 7講	 欧州の貿易・通商政策
第 8講	 欧州の産業構造・産業政策
第 9講	 ドイツの政治・経済
第 10講	 フランスの政治・経済
第 11講	 英国の政治・経済
第 12講	 南欧の政治・経済
第 13講	 中東欧の政治・経済
第 14講	 ウクライナ危機
第 15講	 ロシアの政治・経済

■評価方法
出席（30％）、中間レポート（30％）、期末レポート（40％）。履修者が少ない場合にはレポートの代わりにグループワー
クやプレゼンテーションで代替する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を非常によく理解している。
評価A（89～ 80点）	：講義内容をよく理解している。
評価B（79～ 70点）	：講義内容を概ね理解している。
評価C（69～ 60点）	：講義内容の理解で不十分な点がある。
評価 F（59点以下）	 ：講義内容を理解していない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①レポート執筆にあたって、統計データの入手方法や分析・加工方法を知りたい履修者は、別途指導する機会を設けるの
で、担当教員に相談すること。②課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

立志人物伝（Ambitious Person Theory）
ライフマネジメントを考える
久恒　啓一
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
ビジネスはコミュニケーション活動によって成り立っており、その活動を担うのは人である。経営資源を束ねる人的資源
の重要性はますます高まっている。今後はキャリア形成を含むライフマネジメントの視点から人的資源の活性化を考えな
がら、組織や経営やビジネスについて考察することが求められる。
この講義においては、近代日本を作った明治期を中心とするわが国の志を実現した偉人の生涯（経営者・政治家・芸術家・
作家・ジャーナリスト）の資料やYouTube の映像を題材に、いくつかの切り口―仰ぎ見る師匠の存在、敵との切磋・友
との拓磨、持続する志、怒涛の仕事量、修養・鍛錬・研鑽、飛翔する構想力、日本への回帰―を用いて今日の産業社会で
生きるための問題解決の知恵について学び、自らの志とライフマネジメントについて深く考えてもらう。

■講義分類
ビジネスマネジメント、グローバルビジネス

■到達目標
自身のロールモデルを発見し、最終レポートとしてパワーポイントを用いて「私のロールモデル〇〇〇〇の人生鳥瞰図」
を作成し、ワードを用いて「私のロールモデル〇〇〇〇から学んだこと」をレポートできる力を身につける。

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
次回に取り上げる予定の偉人について自分なりに調べておくこと。(60 分 )、毎回の授業で紹介したYouTube 映像を視る。
(60 分 )

■授業の概要
第 1講	 講義「近代日本のわが国の偉人たちのライフマネジメント」
第 2講	 講義「仰ぎ見る師匠の存在Ⅰ」
第 3講	 講義「仰ぎ見る師匠の存在Ⅱ」
第 4講	 講義「敵との切磋、友との拓磨　Ⅰ」
第 5講	 講義「敵との切磋、友との拓磨　Ⅱ」
第 6講	 講義「持続する志」
第 7講	 講義「怒涛の仕事量　Ⅰ」
第 8講	 講義「怒涛の仕事量　Ⅱ」
第 9講	 講義「修養・鍛錬・研鑽」
第 10講	 講義「飛翔する構想力」
第 11講	 講義「日本への回帰」
第 12講	 講義「人物モデルの人生鳥瞰図作成Ⅰ」
第 13講	 講義「人物モデルの人生鳥瞰図作成Ⅱ」
第 14講	 講義「人物モデルの人生鳥瞰図作成Ⅲ」
第 15講	 講義「人物モデルの人生鳥瞰図作成Ⅳ」

■評価方法
出席　５０点、毎回の提出アンケート　２５点、最終レポート　２５点

■評価基準
評価A+（90点以上）	：全回出席。レポートが特に優れている。
評価A（89～ 80点）	：ほぼ全回出席。レポートが優れている。
評価B（79～ 70点）	：高い出席率。レポートが良い。
評価C（69～ 60点）	：高い出席率。レポートの提出あり。
評価 F（59点以下）	 ：低い出席率。レポートの提出なし。

■他に履修することが望ましい科目
立志系科目を履修するのが望ましい。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①次回に取り上げる予定の偉人について、自分なりに調べておくことを心がけてもらいたい。講義で興味を持った人物の
自伝や伝記を読んでほしい。②課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

アジア経済論 I（Asia EconomyI）
アジアビジネスと企業戦略、そして起業家精神
金　美徳
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
　今や日本企業は、アジア市場に進出するか、アジアのヒト・モノ・カネ・情報を取り込まずにして、生き残れない。換
言すれば「ビジネス＝アジア」、「人生＝アジア」の時代と言っても過言でない。
　したがって本授業では、アジア経済の体系的な知識・理論やアジアの企業・産業・市場・情勢に関する情報の収集・分
析方法を学ぶ。また、「アジア」をキーワードにして、日本企業の戦略・営業・経営企画・ビジネスモデルや日本経済の
課題を考える。さらに、アジア経済論 I で学んだことを「いかに就活や起業に活かせるか」をシミュレーションする。
　本授業のキーワードは、アジアビジネス、グローバルビジネス、アジア・ユーラシアダイナミズム、アジアマーケティ
ング、外国人観光客 ( インバウンド ) の日本誘致策と新たなサービス、新興国ビジネスモデル、アジアの知恵と日本の知
恵の融合、地政学的知と地政学的戦略、アジアマインド、アジアセンス。　

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネス環境理解、社会人力育成

■到達目標
①アジアの政治外交・経済ビジネス・文化社会に関する基礎的な知識・理論を習得する。	②アジア発のビジネス情報の
収集力・分析力・発信力を身に付ける。	③アジアの潮流・論理・視点に基づく経営戦略力、ビジネスモデル構築力、起
業力を身に付ける。

■授業形態
講義、双方向、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
アジア情勢やアジアビジネスに関するニュースやネット情報を調べること (1 時間 )。授業開始時に 3～ 5名の学生に報
告してもらう (30 分 )。

■授業の概要
第 1講	 アジア経済論Ⅰガイダンス
第 2講	 アジア・ユーラシアダイナミズムといかに向き合うか ( １)
第 3講	 アジア・ユーラシアダイナミズムといかに向き合うか (2)
第 4講	 アジア・ユーラシアダイナミズムといかに向き合うか (3)
第 5講	 ビジネスに重要な平和に対する敏感さ ( １)
第 6講	 ビジネスに重要な平和に対する敏感さ (2)
第 7講	 ビジネスに重要な平和に対する敏感さ (3)
第 8講	 日本企業の現状と課題 (1)
第 9講	 日本企業の現状と課題 (2)
第 10 講	 アジア市場とアジア戦略 (1)
第 11 講	 アジア市場とアジア戦略 (2)
第 12 講	 アジア市場とアジア戦略 (3)
第 13 講	 アジア市場とアジア戦略 (4)
第 14 講	 アジア戦略レポートのテーマ発表①
第 15講	 アジア戦略レポートのテーマ発表②

■評価方法
評価は、出席（35%）、毎回提出の講義メモ（35%）、最終レポート（30%）の割合で行う。	①講義メモは、採点後、講
義の最終段階で返却する。	②最終レポートは、A4用紙 3枚以上とする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が、90%以上であること。
評価A（89～ 80点）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が、89～ 80%であること。
評価B（79～ 70点）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポーの合算点が、79～ 70%であること。
評価C（69～ 60点）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が、69～ 60%であること。
評価 F（59点以下）	 ：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が 59%以下の場合は、不合格とする。

■他に履修することが望ましい科目
語学系、経営学系、経済学系、グローバルビジネス系科目を積極的に履修すること。　

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①携帯電話・パソコンは、使用を禁止する。	②私語、帽子着用、飲食は、禁止する。	③遅刻および途中退室は、厳禁と
する。途中退室は、必ず入退室を記録（日付・時間・学籍番号・氏名）すること。	④就職活動による欠席は、公平性を
保つため欠席扱いとする。	⑤講義メモの不正提出は、即刻、不合格とする。	⑥最終レポートの不正提出は、不合格とする。
⑦課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

アジア経済論 II（Asia EconomyII）
アジアで活躍できる人財を目指そう
バートル
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
時代は今、「知」が重要視される知識情報社会となっており、膨大な情報の中から必要な情報を摘出して分析し、未来を
洞察していくことが求められている。
本講義では、世界経済の牽引役として、また政治や外交面でも国際的プレゼンスの高まりを見せている中国を中心としな
がら、大中華圏（中国・台湾・香港・シンガポール）や中国の辺境経済圏を立体的かつ複眼的な視点で理解するための基
礎知識の習得と知見の広がり、そして日本をめぐる世界潮流、日本企業のビジネス環境を「読む」力の養成を目指す。
具体的には最前線事例を取りあげながら産業社会が求める問題発見能力と問題解決能力及び高度なコミュニケーション能
力を備えた人材育成を念頭に置いた講義を行う。受講生は、本講義を通じて習得した知識を自分の将来に向けて活用でき
るようにすることが求められる。　　

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネス創造、グローバルビジネス

■到達目標
①中国・大中華圏・中国辺境経済圏のビジネスに関する基礎的な知識の習得。②中国・大中華圏・中国辺境経済圏の特徴
と関連企業の経営戦略を分析し、日本企業の新たな経営戦略・ビジネスモデルの立案、企業間の協力の可能性について考
える。③講義で習得した知見を就職活動に利活用できるようにする。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
大中華圏や中国の辺境地域に関する時事問題をはじめ、講義内容の中で自分自身が関心をもつ分野についての情報の収集、
分析、調査を行う習慣をつけること。上記準備学習に要する時間は最低２時間以上とする。

■授業の概要
第 1講	 大中華圏（1）～台湾編：台湾の歴史、文化、経済状況
第 2講	 大中華圏（2）～香港編：香港の歴史、文化、華人財閥
第 3講	 大中華圏（3）～シンガポール編：シンガポールの歴史、文化、経済状況
第 4講	 中国の「辺境経済圏」（1）：「新シルクロード経済圏」
第 5講	 中国の「辺境経済圏」（2）：「グレーターメコン経済圏」
第 6講	 中国の「辺境経済圏」（3）：「東北アジア経済圏」
第 7講	 中国の「辺境経済圏」（4）：「ヒマラヤ経済圏」
第 8講	 中国企業の経営戦略：国営企業と民営企業
第 9講	 中国企業の対外投資の現状と課題：中国企業の海外進出の目的と成果
第 10講	 中国の対外関係（1）～米中関係：米中戦略・経済対話
第 11講	 中国の対外関係（2）～	中露関係：中国とロシア両国の経済・外交関係、ＳＣＯ
第 12講	 中国の対外関係（3）中国と中東・アフリカ関係：中国と中東アフリカ関係の現状
第 13講	 中国の対外関係（4）～中国と欧州関関係：中国と欧州関係の現状
第 14講	 日中経済関係の現状と課題：日中経済関係の最新状況
第 15講	 秋学期の講義内容の総まとめ：大中華圏・中国の辺境経済圏の最新動向・秋学期の総括

■評価方法
出席 30点、ミニレポート 30点、最終レポート 30点、質問 10点の 100点満点で絶対評価。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：100 点満点中 90点以上。
評価A（89～ 80点）	：100 点満点中 89～ 80点。
評価 B（79～ 70点）	：100 点満点中 79～ 70点。
評価C（69～ 60点）	：100 点満点中 69～ 60点。
評価 F（59点以下）	 ：100 点満点中 59点以下。

■他に履修することが望ましい科目
アジア経済論Ⅰ、中国経済論、韓国経済論、特別講座など

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
<成績評価について>出席と毎回提出する講義メモを重視 (30 点＋ 30点＝ 60点 ) する。最終レポート (30 点 ) は、A4
用紙 3枚以内。講義内の質問・意見 (10 点 ) は、講義への積極的な参加・貢献として評価し、発言回数に基づいて 1点
～ 10点の評価を加える。講義メモは、講義内容を理解し、かつ独自の問題意識を持ち、問題解決へ向けての取り組み姿
勢が顕著に表れているのかを重視する。採点後、最後に返却してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

アジア経済論 I（Asia EconomyI）
アジアビジネスと企業戦略、そして起業家精神
金　美徳
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
　今や日本企業は、アジア市場に進出するか、アジアのヒト・モノ・カネ・情報を取り込まずにして、生き残れない。換
言すれば「ビジネス＝アジア」、「人生＝アジア」の時代と言っても過言でない。
　したがって本授業では、アジア経済の体系的な知識・理論やアジアの企業・産業・市場・情勢に関する情報の収集・分
析方法を学ぶ。また、「アジア」をキーワードにして、日本企業の戦略・営業・経営企画・ビジネスモデルや日本経済の
課題を考える。さらに、アジア経済論 I で学んだことを「いかに就活や起業に活かせるか」をシミュレーションする。
　本授業のキーワードは、アジアビジネス、グローバルビジネス、アジア・ユーラシアダイナミズム、アジアマーケティ
ング、外国人観光客 ( インバウンド ) の日本誘致策と新たなサービス、新興国ビジネスモデル、アジアの知恵と日本の知
恵の融合、地政学的知と地政学的戦略、アジアマインド、アジアセンス。　

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネス環境理解、社会人力育成

■到達目標
①アジアの政治外交・経済ビジネス・文化社会に関する基礎的な知識・理論を習得する。	②アジア発のビジネス情報の
収集力・分析力・発信力を身に付ける。	③アジアの潮流・論理・視点に基づく経営戦略力、ビジネスモデル構築力、起
業力を身に付ける。

■授業形態
講義、双方向、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
アジア情勢やアジアビジネスに関するニュースやネット情報を調べること (1 時間 )。授業開始時に 3～ 5名の学生に報
告してもらう (30 分 )。

■授業の概要
第 1講	 アジア経済論Ⅰガイダンス
第 2講	 アジア・ユーラシアダイナミズムといかに向き合うか ( １)
第 3講	 アジア・ユーラシアダイナミズムといかに向き合うか (2)
第 4講	 アジア・ユーラシアダイナミズムといかに向き合うか (3)
第 5講	 ビジネスに重要な平和に対する敏感さ ( １)
第 6講	 ビジネスに重要な平和に対する敏感さ (2)
第 7講	 ビジネスに重要な平和に対する敏感さ (3)
第 8講	 日本企業の現状と課題 (1)
第 9講	 日本企業の現状と課題 (2)
第 10 講	 アジア市場とアジア戦略 (1)
第 11 講	 アジア市場とアジア戦略 (2)
第 12 講	 アジア市場とアジア戦略 (3)
第 13 講	 アジア市場とアジア戦略 (4)
第 14 講	 アジア戦略レポートのテーマ発表①
第 15講	 アジア戦略レポートのテーマ発表②

■評価方法
評価は、出席（35%）、毎回提出の講義メモ（35%）、最終レポート（30%）の割合で行う。	①講義メモは、採点後、講
義の最終段階で返却する。	②最終レポートは、A4用紙 3枚以上とする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が、90%以上であること。
評価A（89～ 80点）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が、89～ 80%であること。
評価B（79～ 70点）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポーの合算点が、79～ 70%であること。
評価C（69～ 60点）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が、69～ 60%であること。
評価 F（59点以下）	 ：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が 59%以下の場合は、不合格とする。

■他に履修することが望ましい科目
語学系、経営学系、経済学系、グローバルビジネス系科目を積極的に履修すること。　

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①携帯電話・パソコンは、使用を禁止する。	②私語、帽子着用、飲食は、禁止する。	③遅刻および途中退室は、厳禁と
する。途中退室は、必ず入退室を記録（日付・時間・学籍番号・氏名）すること。	④就職活動による欠席は、公平性を
保つため欠席扱いとする。	⑤講義メモの不正提出は、即刻、不合格とする。	⑥最終レポートの不正提出は、不合格とする。
⑦課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

アジア経済論 II（Asia EconomyII）
アジアで活躍できる人財を目指そう
バートル
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
時代は今、「知」が重要視される知識情報社会となっており、膨大な情報の中から必要な情報を摘出して分析し、未来を
洞察していくことが求められている。
本講義では、世界経済の牽引役として、また政治や外交面でも国際的プレゼンスの高まりを見せている中国を中心としな
がら、大中華圏（中国・台湾・香港・シンガポール）や中国の辺境経済圏を立体的かつ複眼的な視点で理解するための基
礎知識の習得と知見の広がり、そして日本をめぐる世界潮流、日本企業のビジネス環境を「読む」力の養成を目指す。
具体的には最前線事例を取りあげながら産業社会が求める問題発見能力と問題解決能力及び高度なコミュニケーション能
力を備えた人材育成を念頭に置いた講義を行う。受講生は、本講義を通じて習得した知識を自分の将来に向けて活用でき
るようにすることが求められる。　　

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネス創造、グローバルビジネス

■到達目標
①中国・大中華圏・中国辺境経済圏のビジネスに関する基礎的な知識の習得。②中国・大中華圏・中国辺境経済圏の特徴
と関連企業の経営戦略を分析し、日本企業の新たな経営戦略・ビジネスモデルの立案、企業間の協力の可能性について考
える。③講義で習得した知見を就職活動に利活用できるようにする。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
大中華圏や中国の辺境地域に関する時事問題をはじめ、講義内容の中で自分自身が関心をもつ分野についての情報の収集、
分析、調査を行う習慣をつけること。上記準備学習に要する時間は最低２時間以上とする。

■授業の概要
第 1講	 大中華圏（1）～台湾編：台湾の歴史、文化、経済状況
第 2講	 大中華圏（2）～香港編：香港の歴史、文化、華人財閥
第 3講	 大中華圏（3）～シンガポール編：シンガポールの歴史、文化、経済状況
第 4講	 中国の「辺境経済圏」（1）：「新シルクロード経済圏」
第 5講	 中国の「辺境経済圏」（2）：「グレーターメコン経済圏」
第 6講	 中国の「辺境経済圏」（3）：「東北アジア経済圏」
第 7講	 中国の「辺境経済圏」（4）：「ヒマラヤ経済圏」
第 8講	 中国企業の経営戦略：国営企業と民営企業
第 9講	 中国企業の対外投資の現状と課題：中国企業の海外進出の目的と成果
第 10講	 中国の対外関係（1）～米中関係：米中戦略・経済対話
第 11講	 中国の対外関係（2）～	中露関係：中国とロシア両国の経済・外交関係、ＳＣＯ
第 12講	 中国の対外関係（3）中国と中東・アフリカ関係：中国と中東アフリカ関係の現状
第 13講	 中国の対外関係（4）～中国と欧州関関係：中国と欧州関係の現状
第 14講	 日中経済関係の現状と課題：日中経済関係の最新状況
第 15講	 秋学期の講義内容の総まとめ：大中華圏・中国の辺境経済圏の最新動向・秋学期の総括

■評価方法
出席 30点、ミニレポート 30点、最終レポート 30点、質問 10点の 100点満点で絶対評価。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：100 点満点中 90点以上。
評価A（89～ 80点）	：100 点満点中 89～ 80点。
評価 B（79～ 70点）	：100 点満点中 79～ 70点。
評価C（69～ 60点）	：100 点満点中 69～ 60点。
評価 F（59点以下）	 ：100 点満点中 59点以下。

■他に履修することが望ましい科目
アジア経済論Ⅰ、中国経済論、韓国経済論、特別講座など

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
<成績評価について>出席と毎回提出する講義メモを重視 (30 点＋ 30点＝ 60点 ) する。最終レポート (30 点 ) は、A4
用紙 3枚以内。講義内の質問・意見 (10 点 ) は、講義への積極的な参加・貢献として評価し、発言回数に基づいて 1点
～ 10点の評価を加える。講義メモは、講義内容を理解し、かつ独自の問題意識を持ち、問題解決へ向けての取り組み姿
勢が顕著に表れているのかを重視する。採点後、最後に返却してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ｅビジネス（e Business）
ＩＴパスポート試験対策を含む
小西　英行
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
国家試験である「ＩＴパスポート試験」は、「ビジネスＩＣＴ」の分野で「問題解決のための理論や方法」についての実
践的知識を問うものであり、具体的には「ストラテジー系」分野と「マネジメント系」分野、そして「テクノロジー系」
分野があります。本講義ではこのうち「ストラテジー分野」を中心に学び、「ＩＴパスポート試験」の合格に必要な知識
を得ることを目的とします。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、ビジネスＩＣＴ

■到達目標
本講義は、グローカル社会に対する理解を深めるために必要な、ビジネスビジネスＩＣＴに関する専門知識について、①
専門用語についての定義や用例などを理解し、②具体例を挙げて説明出来ることを学修目標とします。そしてこれらの学
修成果の定着を図るために、授業に対する「予習」「復習」を習慣化することを目標とします。そしてこれらの学修を通
じて最終的には「ＩＴパスポート試験」合格を目指します。

■授業形態
講義、双方向、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前に配布する予習用サブノートを用いて、毎回１時間以上の予習が必要。さらに、授業終了時に配布する復習用ワーク
シートを用いて、毎回１時間以上の復習が必要。

■授業の概要
第 1講	 ＩＴパスポート試験の概要説明
第 2講	 企業活動
第 3講	 企業法務
第 4講	 経営戦略
第 5講	 技術戦略マネジメント
第 6講	 システム戦略
第 7講	 システム化計画
第 8講	 授業内中間試験
第 9講	 開発技術
第 10講	 プロジェクトマネジメント
第 11講	 サービスマネジメント
第 12講	 アルゴリズムとプログラミング
第 13講	 コンピュータシステム
第 14講	 技術要素
第 15講	 授業内期末試験

■評価方法
予習（２０％）、復習（２０％）、授業内中間試験（２０％）、授業内期末試験（４０％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ＩＴパスポート試験シラバスに記載の用語について、具体例を挙げて詳細に説明できる。
評価A（89～ 80点）	：ＩＴパスポート試験シラバスに記載の用語について、具体例を挙げて説明できる。
評価B（79～ 70点）	：ＩＴパスポート試験シラバスに記載の用語について、詳細に説明できる。
評価C（69～ 60点）	：ＩＴパスポート試験シラバスに記載の用語について、大まかに説明できる。
評価 F（59点以下）	 ：ＩＴパスポート試験シラバスに記載の用語について、ほとんど理解していない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①授業時に教科書及び、ノートパソコン又はタブレット等を使用するので、必ず持参してください。	②授業毎に「予習」
と「復習」の履行状況を確認しますので、毎回必ず行ってください。	③授業毎に「授業コメントシート（シャトルカード）」
を書いてもらい、毎回コメントを付して返却します。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

Web プログラミング（Web Programming）
サーバサイドプログラミング
出原　至道
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
この講義は、ビジネス ICT の開発系スキルの集大成として、実践を通じて、Web プログラミング環境構築、HTML、
CSS、PHPプログラミング、データベースシステムとの連携を習得し、Web プログラミングの全体像を理解することを
目的とする。これにより、受講生は、さまざまなシーンで高度にWebを活用して問題解決に資する能力を得ることができ、
実社会で高く評価される。
講義にはPCを持参すること。受講生の技術レベル・進度に応じて、講義内容を調整することがある。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
（１）Web プログラミング環境を構築できる　（２）HTML を使ったWeb ページを作成できる　（３）HTML に CSS を
組み込んでWeb ページを作成できる　（４）PHPプログラムを作成できる　（５）PHPプログラムによりHTMLのフォー
ムを作成し処理できる　（６）PHPプログラムによりウェブデータベースシステムが構築できる。

■授業形態
講義、実習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
各回の講義では、実習時間が不十分であるので、各回９０分程度の実習を通して、説明した要素技術について習熟を深め
ること。

■授業の概要
第 1講	 Web の基礎と環境構築
第 2講	 HTML の基礎（タグの概念）
第 3講	 HTML の基礎（アンカー）
第 4講	 CSS
第 5講	 CSSの応用
第 6講	 PHPの基礎の習得
第 7講	 PHPを使ったプログラムの作成
第 8講	 PHPを使ったプログラムの作成
第 9講	 PHP
第 10講	 PHPと HTMLの連携
第 11講	 PHPとデータベース
第 12講	 PHPとデータベース
第 13講	 PHPとデータベース
第 14講	 統合：これまでの知識を統合し実装する
第 15講	 試験

■評価方法
講義内で複数回出題される課題提出 (60%)、試験 (40%)。試験は講義の最終回に実施する予定。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：数値評価で９０点以上
評価A（89～ 80点）	：数値評価で８０点以上９０点未満
評価B（79～ 70点）	：数値評価で７０点以上８０点未満
評価C（69～ 60点）	：数値評価で６０点以上７０点未満
評価 F（59点以下）	 ：数値評価で６０点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
・コンピュータを持参すること。前提知識として、①Web の使い方、②基礎的なプログラミングの知識・能力を持って
いること。扱う内容が多岐にわたり（HTML、CSS、PHPなど）、それらの知識を積み上げていく必要があるため、理解
が難しいと感じた場合は自らWeb や参考書籍などで調べてフォローする必要がある。・課題や試験等に対するフィード
バックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ｅビジネス（e Business）
ＩＴパスポート試験対策を含む
小西　英行
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
国家試験である「ＩＴパスポート試験」は、「ビジネスＩＣＴ」の分野で「問題解決のための理論や方法」についての実
践的知識を問うものであり、具体的には「ストラテジー系」分野と「マネジメント系」分野、そして「テクノロジー系」
分野があります。本講義ではこのうち「ストラテジー分野」を中心に学び、「ＩＴパスポート試験」の合格に必要な知識
を得ることを目的とします。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、ビジネスＩＣＴ

■到達目標
本講義は、グローカル社会に対する理解を深めるために必要な、ビジネスビジネスＩＣＴに関する専門知識について、①
専門用語についての定義や用例などを理解し、②具体例を挙げて説明出来ることを学修目標とします。そしてこれらの学
修成果の定着を図るために、授業に対する「予習」「復習」を習慣化することを目標とします。そしてこれらの学修を通
じて最終的には「ＩＴパスポート試験」合格を目指します。

■授業形態
講義、双方向、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前に配布する予習用サブノートを用いて、毎回１時間以上の予習が必要。さらに、授業終了時に配布する復習用ワーク
シートを用いて、毎回１時間以上の復習が必要。

■授業の概要
第 1講	 ＩＴパスポート試験の概要説明
第 2講	 企業活動
第 3講	 企業法務
第 4講	 経営戦略
第 5講	 技術戦略マネジメント
第 6講	 システム戦略
第 7講	 システム化計画
第 8講	 授業内中間試験
第 9講	 開発技術
第 10講	 プロジェクトマネジメント
第 11講	 サービスマネジメント
第 12講	 アルゴリズムとプログラミング
第 13講	 コンピュータシステム
第 14講	 技術要素
第 15講	 授業内期末試験

■評価方法
予習（２０％）、復習（２０％）、授業内中間試験（２０％）、授業内期末試験（４０％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ＩＴパスポート試験シラバスに記載の用語について、具体例を挙げて詳細に説明できる。
評価A（89～ 80点）	：ＩＴパスポート試験シラバスに記載の用語について、具体例を挙げて説明できる。
評価B（79～ 70点）	：ＩＴパスポート試験シラバスに記載の用語について、詳細に説明できる。
評価C（69～ 60点）	：ＩＴパスポート試験シラバスに記載の用語について、大まかに説明できる。
評価 F（59点以下）	 ：ＩＴパスポート試験シラバスに記載の用語について、ほとんど理解していない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①授業時に教科書及び、ノートパソコン又はタブレット等を使用するので、必ず持参してください。	②授業毎に「予習」
と「復習」の履行状況を確認しますので、毎回必ず行ってください。	③授業毎に「授業コメントシート（シャトルカード）」
を書いてもらい、毎回コメントを付して返却します。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

Web プログラミング（Web Programming）
サーバサイドプログラミング
出原　至道
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
この講義は、ビジネス ICT の開発系スキルの集大成として、実践を通じて、Web プログラミング環境構築、HTML、
CSS、PHPプログラミング、データベースシステムとの連携を習得し、Web プログラミングの全体像を理解することを
目的とする。これにより、受講生は、さまざまなシーンで高度にWebを活用して問題解決に資する能力を得ることができ、
実社会で高く評価される。
講義にはPCを持参すること。受講生の技術レベル・進度に応じて、講義内容を調整することがある。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
（１）Web プログラミング環境を構築できる　（２）HTML を使ったWeb ページを作成できる　（３）HTML に CSS を
組み込んでWeb ページを作成できる　（４）PHPプログラムを作成できる　（５）PHPプログラムによりHTMLのフォー
ムを作成し処理できる　（６）PHPプログラムによりウェブデータベースシステムが構築できる。

■授業形態
講義、実習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
各回の講義では、実習時間が不十分であるので、各回９０分程度の実習を通して、説明した要素技術について習熟を深め
ること。

■授業の概要
第 1講	 Web の基礎と環境構築
第 2講	 HTML の基礎（タグの概念）
第 3講	 HTML の基礎（アンカー）
第 4講	 CSS
第 5講	 CSSの応用
第 6講	 PHPの基礎の習得
第 7講	 PHPを使ったプログラムの作成
第 8講	 PHPを使ったプログラムの作成
第 9講	 PHP
第 10講	 PHPと HTMLの連携
第 11講	 PHPとデータベース
第 12講	 PHPとデータベース
第 13講	 PHPとデータベース
第 14講	 統合：これまでの知識を統合し実装する
第 15講	 試験

■評価方法
講義内で複数回出題される課題提出 (60%)、試験 (40%)。試験は講義の最終回に実施する予定。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：数値評価で９０点以上
評価A（89～ 80点）	：数値評価で８０点以上９０点未満
評価B（79～ 70点）	：数値評価で７０点以上８０点未満
評価C（69～ 60点）	：数値評価で６０点以上７０点未満
評価 F（59点以下）	 ：数値評価で６０点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
・コンピュータを持参すること。前提知識として、①Web の使い方、②基礎的なプログラミングの知識・能力を持って
いること。扱う内容が多岐にわたり（HTML、CSS、PHPなど）、それらの知識を積み上げていく必要があるため、理解
が難しいと感じた場合は自らWeb や参考書籍などで調べてフォローする必要がある。・課題や試験等に対するフィード
バックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

韓国経済論（Korean Economy）
日韓ビジネス
金　美徳
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
　一つは、韓国企業について学ぶ。日本企業 ( 中小・ベンチャー企業含む ) が韓国進出するか否か、韓国企業をライバル
にするかパートナーにするか、韓国人観光客や韓国企業の日本への誘致策を考える。また、韓国企業と日本企業の経営ス
タイルやグローバル戦略を比較研究することにより、新たな経営戦略やビジネスモデルを考察する。さらに、韓国企業を
通じて、アジア企業やアジアビジネスについて学ぶことである。
	もう一つは、朝鮮半島情勢を知る。朝鮮半島は、韓国と北朝鮮、南北に分断されており、緊迫かつ不安定な情勢である。
そのため、日本の平和や企業のリスクマネジメントを考える上で、朝鮮半島の情勢分析は必要不可欠である。
　本講義のキーワードは、日韓ビジネスと日韓企業連携、韓国企業とアジア企業、韓流マーケティングとアジアマーケティ
ング、アジアビジネスと新興国ビジネス、激動する朝鮮半島とアジアダイナミズムである。　

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネス環境理解、ビジネス創造

■到達目標
①韓国と北朝鮮の政治外交・経済ビジネス・文化社会に関する基礎知識を習得する。	②韓国企業の経営スタイルやグロー
バル戦略などの特徴を分析し、日本企業の新たな経営戦略やビジネスモデルを立案する。または日韓ビジネスのアイデア
を考える。	③朝鮮半島問題に対する問題意識の向上を図り、国際情勢や平和に敏感になる。　

■授業形態
講義、デイスカッション、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
朝鮮半島情勢や日韓ビジネスに関するニュースやネット情報を調べること (1 時間 )。授業開始時に 3～ 5名の学生に報
告してもらう (30 分 )。

■授業の概要
第 1講	 韓国経済論ガイダンス
第 2講	 韓国政治の基礎 (1)
第 3講	 韓国政治の基礎 (2)
第 4講	 韓国政治の基礎 (3)
第 5講	 韓国政治の基礎 (4)
第 6講	 韓国政治の基礎 (5)	　
第 7講	 韓国経済の基礎 (1)
第 8講	 韓国経済の基礎 (2)　
第 9講	 韓国経済の基礎 (3)
第 10 講	 韓国経済の基礎 (4)　
第 11講	 韓国経済の基礎 (5)　　
第 12講	 日韓関係の改善策
第 13講	 北朝鮮の最新動向と展望
第 14講	 最終レポートのテーマ、設定理由、目次の発表①
第 15講	 最終レポートのテーマ、設定理由、目次の発表②

■評価方法
①出席 (35%)、毎回提出の講義メモ (35%)、最終レポート (30%) の割合で評価する。	②講義メモは、最低限の記述内容
が記載されていない場合は、減点する。	③最終レポート（30%）は、A4用紙 3枚以上とする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が、90%以上であること。
評価A（89～ 80点）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が、89～ 80%であること。
評価B（79～ 70点）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が、79～ 70%であること。
評価C（69～ 60点）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポート）の合算点が、69～ 60%であること。
評価 F（59点以下）	 ：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が 59%以下の場合は、不合格とする。

■他に履修することが望ましい科目
グローバルビジネス系科目を積極的に履修すること。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①携帯電話・パソコンは、使用を禁止する。②私語、帽子着用、飲食は、禁止する。③遅刻および途中退室は、厳禁とす
る。④就職活動による欠席は、公平性を保つため欠席扱いとする。⑤講義メモの不正提出は、即刻、不合格とする。⑥最
終レポートの不正提出は、不合格とする。⑦課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

管理会計入門（Introduction to Management Accounting）
意思決定と業績管理に関する会計的手法を学ぶ。
金子　邦博
3 年生以上 春学期 学期後半週 2 回

■講義目的
本講義は、産業社会を支える企業などの組織体の経営・管理活動における問題発見や問題解決に役立つ情報を提供するた
めのシステムとしての管理会計について、最新の理論と手法を学習することで、企業の戦略的な経営に資することを目指
して会計情報を活用していくことの意義を理解することを目的とする。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
企業で使われている意思決定への情報提供システムとしての管理会計における理論と手法についての基礎的な知識を習得
すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義を受講するにあたっては、毎回の講義で学習したことを整理し、理解を深めておくことが必要です。講義内容の復習
と次回講義の準備には概ね１時間 30分程度の取り組みが必要です。

■授業の概要
第 1講	 序　管理会計とは　管理会計の意義について学ぶ。
第 2講	 １　管理会計の諸概念　管理会計で使われる諸概念について学ぶ。
第 3講	 ２　事業部制の業績管理　責任センターの意義と業績管理の考え方を学ぶ。
第 4講	 ３　損益分岐点分析　損益分岐点分析の手法を学ぶ。
第 5講	 ４　利益計画　５　コスト・コントロール　利益計画と予算管理について学ぶ。
第 6講	 ６　原価企画　原価企画について学ぶ。
第 7講	 ７　ＡＢＣ　活動基準原価計算（ＡＢＣ）について学ぶ。
第 8講	 ８　コストのマネジメント　コストのマネジメント技法を学ぶ。
第 9講	 ９　経営意思決定　企業が行う短期的意思決定の手法を学ぶ。
第 10講	 10　戦略的意思決定　戦略的な意思決定手法を学ぶ。
第 11講	 11　戦略的・戦術的価格決定　商品や製品の価格決定の手法を学ぶ。
第 12講	 12　経営戦略と管理会計　戦略における会計の役割を理解する。
第 13講	 13　バランスト・スコアカード　バランスト・スコアカードの仕組みを学ぶ。
第 14講	 14　無形資産とコーポレート・レピュテーション　形のない資産の価値を理解する。
第 15講	 ( 総まとめ）　これまでに学んだことを整理し、管理会計の意義を理解する。

■評価方法
期末試験の成績により評価する（100％）。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：期末試験の得点が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：期末試験の得点が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：期末試験の得点が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：期末試験の得点が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：期末試験の得点が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
「原価計算」が履修済みであることが望ましい。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない　

■留意点
期末試験は、受講者の人数によっては定期試験期間中ではなく、第 15講の時間内に授業内試験として実施する場合があ
ります。その際は、その旨の掲示を TNEXTで行います。また試験に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

韓国経済論（Korean Economy）
日韓ビジネス
金　美徳
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
　一つは、韓国企業について学ぶ。日本企業 ( 中小・ベンチャー企業含む ) が韓国進出するか否か、韓国企業をライバル
にするかパートナーにするか、韓国人観光客や韓国企業の日本への誘致策を考える。また、韓国企業と日本企業の経営ス
タイルやグローバル戦略を比較研究することにより、新たな経営戦略やビジネスモデルを考察する。さらに、韓国企業を
通じて、アジア企業やアジアビジネスについて学ぶことである。
	もう一つは、朝鮮半島情勢を知る。朝鮮半島は、韓国と北朝鮮、南北に分断されており、緊迫かつ不安定な情勢である。
そのため、日本の平和や企業のリスクマネジメントを考える上で、朝鮮半島の情勢分析は必要不可欠である。
　本講義のキーワードは、日韓ビジネスと日韓企業連携、韓国企業とアジア企業、韓流マーケティングとアジアマーケティ
ング、アジアビジネスと新興国ビジネス、激動する朝鮮半島とアジアダイナミズムである。　

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネス環境理解、ビジネス創造

■到達目標
①韓国と北朝鮮の政治外交・経済ビジネス・文化社会に関する基礎知識を習得する。	②韓国企業の経営スタイルやグロー
バル戦略などの特徴を分析し、日本企業の新たな経営戦略やビジネスモデルを立案する。または日韓ビジネスのアイデア
を考える。	③朝鮮半島問題に対する問題意識の向上を図り、国際情勢や平和に敏感になる。　

■授業形態
講義、デイスカッション、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
朝鮮半島情勢や日韓ビジネスに関するニュースやネット情報を調べること (1 時間 )。授業開始時に 3～ 5名の学生に報
告してもらう (30 分 )。

■授業の概要
第 1講	 韓国経済論ガイダンス
第 2講	 韓国政治の基礎 (1)
第 3講	 韓国政治の基礎 (2)
第 4講	 韓国政治の基礎 (3)
第 5講	 韓国政治の基礎 (4)
第 6講	 韓国政治の基礎 (5)	　
第 7講	 韓国経済の基礎 (1)
第 8講	 韓国経済の基礎 (2)　
第 9講	 韓国経済の基礎 (3)
第 10 講	 韓国経済の基礎 (4)　
第 11講	 韓国経済の基礎 (5)　　
第 12講	 日韓関係の改善策
第 13講	 北朝鮮の最新動向と展望
第 14講	 最終レポートのテーマ、設定理由、目次の発表①
第 15講	 最終レポートのテーマ、設定理由、目次の発表②

■評価方法
①出席 (35%)、毎回提出の講義メモ (35%)、最終レポート (30%) の割合で評価する。	②講義メモは、最低限の記述内容
が記載されていない場合は、減点する。	③最終レポート（30%）は、A4用紙 3枚以上とする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が、90%以上であること。
評価A（89～ 80点）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が、89～ 80%であること。
評価B（79～ 70点）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が、79～ 70%であること。
評価C（69～ 60点）	：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポート）の合算点が、69～ 60%であること。
評価 F（59点以下）	 ：出席、毎回提出の講義メモ、最終レポートの合算点が 59%以下の場合は、不合格とする。

■他に履修することが望ましい科目
グローバルビジネス系科目を積極的に履修すること。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①携帯電話・パソコンは、使用を禁止する。②私語、帽子着用、飲食は、禁止する。③遅刻および途中退室は、厳禁とす
る。④就職活動による欠席は、公平性を保つため欠席扱いとする。⑤講義メモの不正提出は、即刻、不合格とする。⑥最
終レポートの不正提出は、不合格とする。⑦課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

管理会計入門（Introduction to Management Accounting）
意思決定と業績管理に関する会計的手法を学ぶ。
金子　邦博
3 年生以上 春学期 学期後半週 2 回

■講義目的
本講義は、産業社会を支える企業などの組織体の経営・管理活動における問題発見や問題解決に役立つ情報を提供するた
めのシステムとしての管理会計について、最新の理論と手法を学習することで、企業の戦略的な経営に資することを目指
して会計情報を活用していくことの意義を理解することを目的とする。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
企業で使われている意思決定への情報提供システムとしての管理会計における理論と手法についての基礎的な知識を習得
すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義を受講するにあたっては、毎回の講義で学習したことを整理し、理解を深めておくことが必要です。講義内容の復習
と次回講義の準備には概ね１時間 30分程度の取り組みが必要です。

■授業の概要
第 1講	 序　管理会計とは　管理会計の意義について学ぶ。
第 2講	 １　管理会計の諸概念　管理会計で使われる諸概念について学ぶ。
第 3講	 ２　事業部制の業績管理　責任センターの意義と業績管理の考え方を学ぶ。
第 4講	 ３　損益分岐点分析　損益分岐点分析の手法を学ぶ。
第 5講	 ４　利益計画　５　コスト・コントロール　利益計画と予算管理について学ぶ。
第 6講	 ６　原価企画　原価企画について学ぶ。
第 7講	 ７　ＡＢＣ　活動基準原価計算（ＡＢＣ）について学ぶ。
第 8講	 ８　コストのマネジメント　コストのマネジメント技法を学ぶ。
第 9講	 ９　経営意思決定　企業が行う短期的意思決定の手法を学ぶ。
第 10講	 10　戦略的意思決定　戦略的な意思決定手法を学ぶ。
第 11講	 11　戦略的・戦術的価格決定　商品や製品の価格決定の手法を学ぶ。
第 12講	 12　経営戦略と管理会計　戦略における会計の役割を理解する。
第 13講	 13　バランスト・スコアカード　バランスト・スコアカードの仕組みを学ぶ。
第 14講	 14　無形資産とコーポレート・レピュテーション　形のない資産の価値を理解する。
第 15講	 ( 総まとめ）　これまでに学んだことを整理し、管理会計の意義を理解する。

■評価方法
期末試験の成績により評価する（100％）。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：期末試験の得点が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：期末試験の得点が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：期末試験の得点が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：期末試験の得点が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：期末試験の得点が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
「原価計算」が履修済みであることが望ましい。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない　

■留意点
期末試験は、受講者の人数によっては定期試験期間中ではなく、第 15講の時間内に授業内試験として実施する場合があ
ります。その際は、その旨の掲示を TNEXTで行います。また試験に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルエコノミー III（Global Economy III）
（グローバル視点を踏まえた）日本経済論：プレゼンと討論による学び
椎木　哲太郎
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
日本経済を分析対象とし、経済学的視点、歴史的視点、社会経済システム論的視点からアプローチする。さらに産業、貿
易、労働、金融、財政、社会保障といった各分野毎の切り口からも接近を試みる。それによって、日本経済の現状と課題
をトータルに把握したい。その上で、経済政策の果たした役割についても具体的事例に即して検討し、日本経済を取り巻
く大きな環境変化に対応して、国民生活の質を高めていくための「問題解決策」として、制度改革も含めた経済政策のあ
り方を考える。グループワークによる調査・報告（プレゼンテーション）と討論（ディスカッション）を中心に、双方向
のアクティブラーニング実践として進めていく予定である。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
経済学の理論を援用し、グローバルな視点に立って日本経済の現状・因果連関を分析し、環境変化に伴って生起する解決
すべき諸課題を明確にする中で、日本経済に対するトータルな認識を深め、一市民として、主権者たる日本国民として、
経済成長の意味を問いつつ国民生活の質を高めていくための「問題解決策」として、制度改革も含めた望ましい経済政策
を構想（評価）することができるようになる。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
最低 20分の報告のために、シラバス・参考図書を参照し、2冊以上の専門書を読み、PPT作成と報告準備に 10時間以上、
最終レポートに 5時間以上費やすこと。コメンテーターは、必ず 2点の論点提起を用意すること。

■授業の概要
第 1講	 日本経済論の課題
第 2講	 日本経済へのアプローチ
第 3講	 世界経済の中の日本経済
第 4講	 高度成長とその終焉
第 5講	 バブル経済とその崩壊
第 6講	 長期デフレ不況といわゆる「構造改革」
第 7講	 日本の貿易と直接投資
第 8講	 日本の産業構造
第 9講	 日本の労働市場
第 10講	 日本の金融
第 11講	 日本の財政
第 12講	 日本の税制　　日本の税制の現状と、制度改革の方向性を考える。
第 13講	 日本の社会保障と経済　　社会保障制度の概要と政策の特質を明らかにする。
第 14講	 日本経済の近未来　　2030 年の日本経済を考える。
第 15講	 日本経済の全体像　　歴史的分析と各論から、日本経済の全体像、将来像を考える。

■評価方法
最終レポート（60％）、報告・討論［メモ］・出席（40％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：文献が参照され、最終レポート、発表・討論ともに極めて優秀である
評価A（89～ 80点）	：文献が参照され、最終レポート、発表・討論ともに優秀である
評価B（79～ 70点）	：文献が参照され、最終レポート、発表・討論ともに良い
評価C（69～ 60点）	：文献が参照され、最終レポート、発表・討論ともに普通
評価 F（59点以下）	 ：最終レポート、発表・討論ともに不十分。文献参照、データの分析ともに不十分

■他に履修することが望ましい科目
ミクロ経済学　マクロ経済学　国際公共政策

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①報告（プレゼン）に際しては、何冊かの参考文献・図書を読んで頂く。②第１～第３回の講義で分担（各回の報告者
とコメンテーター）を決定するので、（予め希望回を明確にして）必ず出席すること。この間の講義に出席しなかった
（分担決定に参加しなかった）諸君には、履修を許可しない。③プレゼン、最終レポート作成にあたっては、MS	Office、
Excel を使いこなすことを目標とする。④課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルエコノミー IV（Global Economy IV）
経済統計学（Economic Statistics）
下井　直毅
3 年生以上 秋学期 学期前半週 2 回

■講義目的
産業社会を分析する上では多種多様な問題が提起される。経済成長の見通しはどうなのか、中高年層の雇用の予想はどう
なるのか、為替相場の動向はどう予想されるのか、等々である。こうした問題について経済理論はもちろん必要だが、経
済統計データもあわせてみる必要がある。この講義では、日本経済の現状および日本経済が抱える課題について学び、最
前線事例を紹介しつつ、その際に必要なデータについての基礎知識を身につけることを目的としている。

■講義分類
ビジネス環境理解、グローバルビジネス

■到達目標
日本経済の現状と課題についての基本的な知識や経済データに関する必要な知識の修得をめざす。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前には、前回の講義内容について十分に理解をしておくこと。講義内容の復習と次回講義の準備には、1.3 時間以上
の取組が必要です。

■授業の概要
第 1講	 日本経済の全体像－日本経済の全体像を把握する
第 2講	 戦後日本の経済成長－戦後日本の経済成長の推移を理解する
第 3講	 景気循環の姿とそのとらえ方－景気循環について理解する
第 4講	 ストックから見た日本経済－ストック面から日本経済を概観する
第 5講	 雇用の変動と日本型雇用慣行の行方－雇用環境について理解する
第 6講	 企業行動と日本型企業経営の行方－日本の企業行動について理解する
第 7講	 産業構造の変化と将来のリーディング産業－産業構造の変化や将来のリーディング産業について考える
第 8講	 物価の変動とデフレ問題－物価の変動とデフレの問題について理解する
第 9講	 円レートの変動と日本経済－為替相場の変動や日本経済に及ぼす影響について理解する
第 10講	 貿易と国際収支の姿－貿易と国際収支の姿を概観する
第 11講	 直接投資と空洞化をめぐる議論－直接投資と空洞化をめぐる議論を概観する
第 12講	 財政をめぐる諸問題－財政をめぐる諸問題について考える
第 13講	 経済再生の鍵を握る金融－経済再生の鍵を握る金融について考える
第 14講	 講義前半の復習
第 15講	 講義後半の復習

■評価方法
出席点あるいは授業の平常点（30％）、試験（70％）。合計 100％で 100 点満点。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：100 点満点中 90点以上
評価A（89～ 80点）	：100 点満点中 80点以上 89点以下
評価B（79～ 70点）	：100 点満点中 70点以上 79点以下
評価C（69～ 60点）	：100 点満点中 60点以上 69点以下
評価 F（59点以下）	 ：100 点満点中 59点以下

■他に履修することが望ましい科目
グローバルエコノミーⅠ、グローバルエコノミーⅡ、グローバルエコノミーⅢ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①出欠を確認する際に、本人の学生証が無い場合は、欠席扱いとする。②試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルエコノミー III（Global Economy III）
（グローバル視点を踏まえた）日本経済論：プレゼンと討論による学び
椎木　哲太郎
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
日本経済を分析対象とし、経済学的視点、歴史的視点、社会経済システム論的視点からアプローチする。さらに産業、貿
易、労働、金融、財政、社会保障といった各分野毎の切り口からも接近を試みる。それによって、日本経済の現状と課題
をトータルに把握したい。その上で、経済政策の果たした役割についても具体的事例に即して検討し、日本経済を取り巻
く大きな環境変化に対応して、国民生活の質を高めていくための「問題解決策」として、制度改革も含めた経済政策のあ
り方を考える。グループワークによる調査・報告（プレゼンテーション）と討論（ディスカッション）を中心に、双方向
のアクティブラーニング実践として進めていく予定である。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
経済学の理論を援用し、グローバルな視点に立って日本経済の現状・因果連関を分析し、環境変化に伴って生起する解決
すべき諸課題を明確にする中で、日本経済に対するトータルな認識を深め、一市民として、主権者たる日本国民として、
経済成長の意味を問いつつ国民生活の質を高めていくための「問題解決策」として、制度改革も含めた望ましい経済政策
を構想（評価）することができるようになる。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
最低 20分の報告のために、シラバス・参考図書を参照し、2冊以上の専門書を読み、PPT作成と報告準備に 10時間以上、
最終レポートに 5時間以上費やすこと。コメンテーターは、必ず 2点の論点提起を用意すること。

■授業の概要
第 1講	 日本経済論の課題
第 2講	 日本経済へのアプローチ
第 3講	 世界経済の中の日本経済
第 4講	 高度成長とその終焉
第 5講	 バブル経済とその崩壊
第 6講	 長期デフレ不況といわゆる「構造改革」
第 7講	 日本の貿易と直接投資
第 8講	 日本の産業構造
第 9講	 日本の労働市場
第 10講	 日本の金融
第 11講	 日本の財政
第 12講	 日本の税制　　日本の税制の現状と、制度改革の方向性を考える。
第 13講	 日本の社会保障と経済　　社会保障制度の概要と政策の特質を明らかにする。
第 14講	 日本経済の近未来　　2030 年の日本経済を考える。
第 15講	 日本経済の全体像　　歴史的分析と各論から、日本経済の全体像、将来像を考える。

■評価方法
最終レポート（60％）、報告・討論［メモ］・出席（40％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：文献が参照され、最終レポート、発表・討論ともに極めて優秀である
評価A（89～ 80点）	：文献が参照され、最終レポート、発表・討論ともに優秀である
評価B（79～ 70点）	：文献が参照され、最終レポート、発表・討論ともに良い
評価C（69～ 60点）	：文献が参照され、最終レポート、発表・討論ともに普通
評価 F（59点以下）	 ：最終レポート、発表・討論ともに不十分。文献参照、データの分析ともに不十分

■他に履修することが望ましい科目
ミクロ経済学　マクロ経済学　国際公共政策

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①報告（プレゼン）に際しては、何冊かの参考文献・図書を読んで頂く。②第１～第３回の講義で分担（各回の報告者
とコメンテーター）を決定するので、（予め希望回を明確にして）必ず出席すること。この間の講義に出席しなかった
（分担決定に参加しなかった）諸君には、履修を許可しない。③プレゼン、最終レポート作成にあたっては、MS	Office、
Excel を使いこなすことを目標とする。④課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルエコノミー IV（Global Economy IV）
経済統計学（Economic Statistics）
下井　直毅
3 年生以上 秋学期 学期前半週 2 回

■講義目的
産業社会を分析する上では多種多様な問題が提起される。経済成長の見通しはどうなのか、中高年層の雇用の予想はどう
なるのか、為替相場の動向はどう予想されるのか、等々である。こうした問題について経済理論はもちろん必要だが、経
済統計データもあわせてみる必要がある。この講義では、日本経済の現状および日本経済が抱える課題について学び、最
前線事例を紹介しつつ、その際に必要なデータについての基礎知識を身につけることを目的としている。

■講義分類
ビジネス環境理解、グローバルビジネス

■到達目標
日本経済の現状と課題についての基本的な知識や経済データに関する必要な知識の修得をめざす。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前には、前回の講義内容について十分に理解をしておくこと。講義内容の復習と次回講義の準備には、1.3 時間以上
の取組が必要です。

■授業の概要
第 1講	 日本経済の全体像－日本経済の全体像を把握する
第 2講	 戦後日本の経済成長－戦後日本の経済成長の推移を理解する
第 3講	 景気循環の姿とそのとらえ方－景気循環について理解する
第 4講	 ストックから見た日本経済－ストック面から日本経済を概観する
第 5講	 雇用の変動と日本型雇用慣行の行方－雇用環境について理解する
第 6講	 企業行動と日本型企業経営の行方－日本の企業行動について理解する
第 7講	 産業構造の変化と将来のリーディング産業－産業構造の変化や将来のリーディング産業について考える
第 8講	 物価の変動とデフレ問題－物価の変動とデフレの問題について理解する
第 9講	 円レートの変動と日本経済－為替相場の変動や日本経済に及ぼす影響について理解する
第 10講	 貿易と国際収支の姿－貿易と国際収支の姿を概観する
第 11講	 直接投資と空洞化をめぐる議論－直接投資と空洞化をめぐる議論を概観する
第 12講	 財政をめぐる諸問題－財政をめぐる諸問題について考える
第 13講	 経済再生の鍵を握る金融－経済再生の鍵を握る金融について考える
第 14講	 講義前半の復習
第 15講	 講義後半の復習

■評価方法
出席点あるいは授業の平常点（30％）、試験（70％）。合計 100％で 100点満点。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：100 点満点中 90点以上
評価A（89～ 80点）	：100 点満点中 80点以上 89点以下
評価B（79～ 70点）	：100 点満点中 70点以上 79点以下
評価C（69～ 60点）	：100 点満点中 60点以上 69点以下
評価 F（59点以下）	 ：100 点満点中 59点以下

■他に履修することが望ましい科目
グローバルエコノミーⅠ、グローバルエコノミーⅡ、グローバルエコノミーⅢ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①出欠を確認する際に、本人の学生証が無い場合は、欠席扱いとする。②試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルマーケティング II（Global Marketing II）
グローバル・マーケティングの最前線事例を学ぶ
宮井　弘之
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
マーケティングとは、社会全体に価値あるモノやサービスを創造・伝達・配達・交換するための活動です。グローバル・マー
ケティングは、国境を越えて顧客理解を行い、マーケティング戦略を構想し、実行する活動です。本講義を通じて、グロー
バル・ビジネスに携わる人材となるための課題発見力を養うことを目的とします。授業ではおもに最前線事例（ケースス
タディ）を紹介していきます。本講義はアクティブラーニングの形式をとり、毎回授業の前半は教科書をもとにしたグルー
プディスカッションとワークを実施し、社会人基礎力を養います。毎回授業の後半ではワークの内容をその場でレポート
の形でまとめ、実践的知識を培います。

■講義分類
グローバルビジネス、社会人力育成、顧客理解

■到達目標
グローバル・マーケティングを行う様々な企業の事例を理解し、自分の言葉でその事例の要点や考察を述べることができ
るようになること。

■授業形態
講義、グループワーク、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
本シラバスにて指定された企業についてのニュースや企業HPを探索し自分なりに要点を整理しておくこと。約 1.5 時間
の時間を要す。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション・グローバルマーケティング概論
第 2講	 教育企業のグローバル・マーケティング（KUMON）
第 3講	 飲食企業のグローバル・マーケティング（吉野家）
第 4講	 アパレル企業のグローバル・マーケティング（ユニクロ）
第 5講	 食品メーカーのグローバル・マーケティング（味の素）
第 6講	 日用品メーカーのグローバル・マーケティング（花王）
第 7講	 電機メーカーのグローバル・マーケティング（Panasonic）
第 8講	 車メーカーのグローバル・マーケティング（スズキ）
第 9講	 車メーカーのグローバル・マーケティング（ホンダ）
第 10講	 車メーカーのグローバル・マーケティング（トヨタ）（１）
第 11講	 車メーカーのグローバル・マーケティング（トヨタ）（２）
第 12講	 インバウンドマーケティング（日本のおもてなし）（１）
第 13講	 インバウンドマーケティング（日本のおもてなし）（２）
第 14講	 ケーススタディ（１）
第 15講	 ケーススタディ（２）

■評価方法
授業中のグループワークへの参加	40%、授業ごとのレポート評価 60%を基準に 100点満点で得点化し絶対評価を行う。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業内レポート提出１３回以上。レポートに予習した内容が盛り込まれている。
評価A（89～ 80点）	：授業内レポート提出回数１３回以上。レポートに自分なりの考察が述べられている。
評価B（79～ 70点）	：授業内レポート提出回数が１１回以上。レポートに自分なりの考察が述べられている。
評価C（69～ 60点）	：授業内レポート提出回数が１１回以上。
評価 F（59点以下）	 ：授業内レポート提出回数が１０回以下。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①授業内レポートを作成するために、筆記用具を持参してください。②課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営科学 I（Management Science I）
management science Ⅰ
増田　浩通
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
問題解決学メソッドとして、主に経営科学の基本的な考え方を理解することを目的とします。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
数学的考えを身につけ、Excel の基本が身につくことを到達目標とします。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
この授業にはEXCEL の基本的な使い方を知る必要があります。もし基本的な使い方を知らない人は、各自EXCEL の入
門書を読んでください。そのために予習 1.3 時間以上、授業後の復習に 1.3 時間以上を当ててください。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス：半年間の講義の目的と授業の予定を述べる。
第 2講	 EXCEL を用いて授業を行います。パソコンは毎週持ってくること。
第 3講	 EXCEL の復習 2
第 4講	 EXCEL の復習 3
第 5講	 EXCEL の復習 4
第 6講	 経営科学に使われる数学の復習１：等差数列
第 7講	 経営科学に使われる数学の復習２：等比数列
第 8講	 中間課題の作成と提出
第 9講	 エクセルの財務関数である FV関数、将来価値について。
第 10講	 エクセルの財務関数であるPV関数、現在価値について学びます。
第 11講	 財務関数　PMT、IPMT、PPMT関数の使い方
第 12講	 シミュレーションの考え方①：簡単な自動販売機のおつりのシミュレーションを行う。
第 13講	 シミュレーションの考え方②：簡単な自動販売機のおつりのシミュレーション。
第 14講	 シミュレーションの考え方③：簡単な自動販売機のおつりのシミュレーション。
第 15講	 期末課題の作成と提出：第 9講以降の学習内容を元に最終レポートを課します。

■評価方法
授業内での T-NEXT への課題　７０％、中間課題　１５％、期末課題　１５％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：T-NEXT に提出された課題と中間課題、期末課題を評価方法に基づいて判定する。
評価A（89～ 80点）	：T-NEXT に提出された課題と中間課題、期末課題を評価方法に基づいて判定する。
評価B（79～ 70点）	：T-NEXT に提出された課題と中間課題、期末課題を評価方法に基づいて判定する。
評価C（69～ 60点）	：T-NEXT に提出された課題と中間課題、期末課題を評価方法に基づいて判定する。
評価 F（59点以下）	 ：課題の未提出など

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

グローバルマーケティング II（Global Marketing II）
グローバル・マーケティングの最前線事例を学ぶ
宮井　弘之
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
マーケティングとは、社会全体に価値あるモノやサービスを創造・伝達・配達・交換するための活動です。グローバル・マー
ケティングは、国境を越えて顧客理解を行い、マーケティング戦略を構想し、実行する活動です。本講義を通じて、グロー
バル・ビジネスに携わる人材となるための課題発見力を養うことを目的とします。授業ではおもに最前線事例（ケースス
タディ）を紹介していきます。本講義はアクティブラーニングの形式をとり、毎回授業の前半は教科書をもとにしたグルー
プディスカッションとワークを実施し、社会人基礎力を養います。毎回授業の後半ではワークの内容をその場でレポート
の形でまとめ、実践的知識を培います。

■講義分類
グローバルビジネス、社会人力育成、顧客理解

■到達目標
グローバル・マーケティングを行う様々な企業の事例を理解し、自分の言葉でその事例の要点や考察を述べることができ
るようになること。

■授業形態
講義、グループワーク、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
本シラバスにて指定された企業についてのニュースや企業HPを探索し自分なりに要点を整理しておくこと。約 1.5 時間
の時間を要す。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション・グローバルマーケティング概論
第 2講	 教育企業のグローバル・マーケティング（KUMON）
第 3講	 飲食企業のグローバル・マーケティング（吉野家）
第 4講	 アパレル企業のグローバル・マーケティング（ユニクロ）
第 5講	 食品メーカーのグローバル・マーケティング（味の素）
第 6講	 日用品メーカーのグローバル・マーケティング（花王）
第 7講	 電機メーカーのグローバル・マーケティング（Panasonic）
第 8講	 車メーカーのグローバル・マーケティング（スズキ）
第 9講	 車メーカーのグローバル・マーケティング（ホンダ）
第 10講	 車メーカーのグローバル・マーケティング（トヨタ）（１）
第 11講	 車メーカーのグローバル・マーケティング（トヨタ）（２）
第 12講	 インバウンドマーケティング（日本のおもてなし）（１）
第 13講	 インバウンドマーケティング（日本のおもてなし）（２）
第 14講	 ケーススタディ（１）
第 15講	 ケーススタディ（２）

■評価方法
授業中のグループワークへの参加	40%、授業ごとのレポート評価 60%を基準に 100点満点で得点化し絶対評価を行う。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業内レポート提出１３回以上。レポートに予習した内容が盛り込まれている。
評価A（89～ 80点）	：授業内レポート提出回数１３回以上。レポートに自分なりの考察が述べられている。
評価B（79～ 70点）	：授業内レポート提出回数が１１回以上。レポートに自分なりの考察が述べられている。
評価C（69～ 60点）	：授業内レポート提出回数が１１回以上。
評価 F（59点以下）	 ：授業内レポート提出回数が１０回以下。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①授業内レポートを作成するために、筆記用具を持参してください。②課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営科学 I（Management Science I）
management science Ⅰ
増田　浩通
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
問題解決学メソッドとして、主に経営科学の基本的な考え方を理解することを目的とします。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
数学的考えを身につけ、Excel の基本が身につくことを到達目標とします。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
この授業にはEXCEL の基本的な使い方を知る必要があります。もし基本的な使い方を知らない人は、各自EXCEL の入
門書を読んでください。そのために予習 1.3 時間以上、授業後の復習に 1.3 時間以上を当ててください。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス：半年間の講義の目的と授業の予定を述べる。
第 2講	 EXCEL を用いて授業を行います。パソコンは毎週持ってくること。
第 3講	 EXCEL の復習 2
第 4講	 EXCEL の復習 3
第 5講	 EXCEL の復習 4
第 6講	 経営科学に使われる数学の復習１：等差数列
第 7講	 経営科学に使われる数学の復習２：等比数列
第 8講	 中間課題の作成と提出
第 9講	 エクセルの財務関数である FV関数、将来価値について。
第 10講	 エクセルの財務関数であるPV関数、現在価値について学びます。
第 11講	 財務関数　PMT、IPMT、PPMT関数の使い方
第 12講	 シミュレーションの考え方①：簡単な自動販売機のおつりのシミュレーションを行う。
第 13講	 シミュレーションの考え方②：簡単な自動販売機のおつりのシミュレーション。
第 14講	 シミュレーションの考え方③：簡単な自動販売機のおつりのシミュレーション。
第 15講	 期末課題の作成と提出：第 9講以降の学習内容を元に最終レポートを課します。

■評価方法
授業内での T-NEXT への課題　７０％、中間課題　１５％、期末課題　１５％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：T-NEXT に提出された課題と中間課題、期末課題を評価方法に基づいて判定する。
評価A（89～ 80点）	：T-NEXT に提出された課題と中間課題、期末課題を評価方法に基づいて判定する。
評価B（79～ 70点）	：T-NEXT に提出された課題と中間課題、期末課題を評価方法に基づいて判定する。
評価C（69～ 60点）	：T-NEXT に提出された課題と中間課題、期末課題を評価方法に基づいて判定する。
評価 F（59点以下）	 ：課題の未提出など

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営科学 II（Management Science II）
management science Ⅱ
増田　浩通
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
ICT を基盤とした高度情報社会における実情を，社会との関係に重点をおいた視点で学ぶ。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
高度情報化社会における問題と社会について体系的に理解することを目標とする。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
この授業の資料はパワーポイント形式でＴ－ＮＥＸＴ上にアップロードします。各自予習 1.3 時間以上、授業後パワーポ
イント資料を見ながら、復習に 1.3 時間以上費やしてください。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンスおよび情報化社会の問題点
第 2講	 情報が変えていく社会
第 3講	 情報社会が抱える問題
第 4講	 情報倫理
第 5講	 ウイルスの問題とその対策
第 6講	 情報とコミュニケーション
第 7講	 ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI）および中間レポートの作成
第 8講	 コミュニケーションモデル
第 9講	 ユーザーインターフェイス（UI）
第 10講	 インターネットの仕組み
第 11講	 WEBサービス
第 12講	 データベースの基本概念
第 13講	 データマイニングの基礎
第 14講	 情報システム
第 15講	 クラウドコンピューティング

■評価方法
中間レポート　３０％、講義内課題　３０％、期末テスト　４０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：テストとレポートの合計で評価方法に基づいて判断する。
評価A（89～ 80点）	：テストとレポートの合計で評価方法に基づいて判断する。
評価B（79～ 70点）	：テストとレポートの合計で評価方法に基づいて判断する。
評価C（69～ 60点）	：テストとレポートの合計で評価方法に基づいて判断する。
評価 F（59点以下）	 ：中間レポートの提出がない、もしくは期末テストを受けないと評価は Fになる。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営組織 I（Management Organization I）
組織の実践的理解
小林　英夫
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
企業は最も重要な経営資源である人（々）を一つの組織としてまとめあげ、直面する内外の課題を解決し、成果をあげ続
けることを目指す存在である。時代とともに変貌する組織のあり方、組織を構成する人的資源を最大に発揮する方法など
を考える科目である。
経営組織Ⅰでは、この問題に関する基礎的項目について最前線事例を踏まえて学び、実践的知識を獲得する。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、グローバルビジネス

■到達目標
①組織とは何で企業組織はどのように運営されているのかを理解し説明できる、②組織の主要構成要素である人的資源が
組織の中でどのように活かされているのかを理解し説明できる、③自らが組織を通じてキャリアを築き産業社会へ貢献す
るイメージを描くことができる、の３点を到達目標とする。これを通じて、社会に貢献していくための知識や意欲、およ
び組織の中で役割分担により組織目標の達成に貢献する力を身につける。

■授業形態
講義、双方向、クラスディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前に、事前学習ポイントを調べ、T-NEXT 上の授業資料に目を通し疑問点を明確にする（1.5 時間）。授業後に、事
前学習の疑問点解消を確認し、未解消の項目は自己調査や教員質問等で解消する（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 様々な組織観
第 2講	 経営、個人と組織
第 3講	 企業統治～会社は誰が動かしているのか
第 4講	 組織構造～会社はどのような仕組みで動いているのか
第 5講	 職務設計～社員は仕事をどのように分担しているのか
第 6講	 企業集団～会社は他の会社とどのように協力しているのか
第 7講	 企業理念～理念の存在は組織の中での人の動き方にどのように影響を与えるのか
第 8講	 組織文化～会社はどのような要素に影響を受けて動いているのか
第 9講	 組織社会化～人はどのように会社に染まってくのか
第 10講	 キャリア・マネジメント～人はどのようにキャリアを選択していくのか
第 11講	 リーダーシップ～人をどのように動かすか
第 12講	 動機づけ～組織は人をどのように捉えるのか
第 13講	 影響力～人はどのように動かされるのか
第 14講	 人の管理とはどのようなことか
第 15講	 学習成果の確認－授業内期末試験

■評価方法
授業貢献点（59点）、期末試験（41点）。授業貢献点は出席点ではなく、授業を聴き自ら考えたかを評価する。期末試験は、
経営組織の知識、人的資源を活かす組織と組織を通じた自らのキャリア形成への理解を評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業貢献点と期末試験の合計が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：授業貢献点と期末試験の合計が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①授業貢献点は単なる出席点とは異なる。毎回の授業においてコメントシートの提出を求め、その内容をA（授業を聴き
良い気づきがあった）、B（授業を聴いていた）、C（授業を聴いていたとは思われない）の 3段階評価し授業貢献点とする。
Aは加点対象（6点）、Bが標準（4点）、Cは減点（-4 点）、欠席は 0点。授業の受講態度が悪い場合は欠席以下の評価
となる。授業貢献点は最大 59点。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営科学 II（Management Science II）
management science Ⅱ
増田　浩通
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
ICT を基盤とした高度情報社会における実情を，社会との関係に重点をおいた視点で学ぶ。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
高度情報化社会における問題と社会について体系的に理解することを目標とする。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
この授業の資料はパワーポイント形式でＴ－ＮＥＸＴ上にアップロードします。各自予習 1.3 時間以上、授業後パワーポ
イント資料を見ながら、復習に 1.3 時間以上費やしてください。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンスおよび情報化社会の問題点
第 2講	 情報が変えていく社会
第 3講	 情報社会が抱える問題
第 4講	 情報倫理
第 5講	 ウイルスの問題とその対策
第 6講	 情報とコミュニケーション
第 7講	 ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI）および中間レポートの作成
第 8講	 コミュニケーションモデル
第 9講	 ユーザーインターフェイス（UI）
第 10講	 インターネットの仕組み
第 11講	 WEBサービス
第 12講	 データベースの基本概念
第 13講	 データマイニングの基礎
第 14講	 情報システム
第 15講	 クラウドコンピューティング

■評価方法
中間レポート　３０％、講義内課題　３０％、期末テスト　４０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：テストとレポートの合計で評価方法に基づいて判断する。
評価A（89～ 80点）	：テストとレポートの合計で評価方法に基づいて判断する。
評価B（79～ 70点）	：テストとレポートの合計で評価方法に基づいて判断する。
評価C（69～ 60点）	：テストとレポートの合計で評価方法に基づいて判断する。
評価 F（59点以下）	 ：中間レポートの提出がない、もしくは期末テストを受けないと評価は Fになる。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営組織 I（Management Organization I）
組織の実践的理解
小林　英夫
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
企業は最も重要な経営資源である人（々）を一つの組織としてまとめあげ、直面する内外の課題を解決し、成果をあげ続
けることを目指す存在である。時代とともに変貌する組織のあり方、組織を構成する人的資源を最大に発揮する方法など
を考える科目である。
経営組織Ⅰでは、この問題に関する基礎的項目について最前線事例を踏まえて学び、実践的知識を獲得する。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、グローバルビジネス

■到達目標
①組織とは何で企業組織はどのように運営されているのかを理解し説明できる、②組織の主要構成要素である人的資源が
組織の中でどのように活かされているのかを理解し説明できる、③自らが組織を通じてキャリアを築き産業社会へ貢献す
るイメージを描くことができる、の３点を到達目標とする。これを通じて、社会に貢献していくための知識や意欲、およ
び組織の中で役割分担により組織目標の達成に貢献する力を身につける。

■授業形態
講義、双方向、クラスディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前に、事前学習ポイントを調べ、T-NEXT 上の授業資料に目を通し疑問点を明確にする（1.5 時間）。授業後に、事
前学習の疑問点解消を確認し、未解消の項目は自己調査や教員質問等で解消する（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 様々な組織観
第 2講	 経営、個人と組織
第 3講	 企業統治～会社は誰が動かしているのか
第 4講	 組織構造～会社はどのような仕組みで動いているのか
第 5講	 職務設計～社員は仕事をどのように分担しているのか
第 6講	 企業集団～会社は他の会社とどのように協力しているのか
第 7講	 企業理念～理念の存在は組織の中での人の動き方にどのように影響を与えるのか
第 8講	 組織文化～会社はどのような要素に影響を受けて動いているのか
第 9講	 組織社会化～人はどのように会社に染まってくのか
第 10講	 キャリア・マネジメント～人はどのようにキャリアを選択していくのか
第 11講	 リーダーシップ～人をどのように動かすか
第 12講	 動機づけ～組織は人をどのように捉えるのか
第 13講	 影響力～人はどのように動かされるのか
第 14講	 人の管理とはどのようなことか
第 15講	 学習成果の確認－授業内期末試験

■評価方法
授業貢献点（59点）、期末試験（41点）。授業貢献点は出席点ではなく、授業を聴き自ら考えたかを評価する。期末試験は、
経営組織の知識、人的資源を活かす組織と組織を通じた自らのキャリア形成への理解を評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業貢献点と期末試験の合計が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：授業貢献点と期末試験の合計が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①授業貢献点は単なる出席点とは異なる。毎回の授業においてコメントシートの提出を求め、その内容をA（授業を聴き
良い気づきがあった）、B（授業を聴いていた）、C（授業を聴いていたとは思われない）の 3段階評価し授業貢献点とする。
Aは加点対象（6点）、Bが標準（4点）、Cは減点（-4 点）、欠席は 0点。授業の受講態度が悪い場合は欠席以下の評価
となる。授業貢献点は最大 59点。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営組織 II（Management Organization II）
組織の理論的理解
小林　英夫
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
企業は最も重要な経営資源である人（々）を一つの組織としてまとめあげ、直面する内外の課題を解決し、成果をあげ続
けることを目指す存在である。時代とともに変貌する組織のあり方、組織を構成する人的資源を最大に発揮する方法など
を考える科目である。
経営組織Ⅱでは、この問題に対してこれまでの学術的成果を踏まえ理論的側面からの検討を行うとともに、理論を実務に
適用する際の考慮点を学ぶ。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、グローバルビジネス

■到達目標
① 1900 年代より現在に至る組織理論進展を体系的に説明することができる、②理論と実際の組織運営の課題を結び付け
て考え、理論を用いて実務的な問題解決方法を考えることができる、③自らが組織を通じキャリアを築き産業社会へ貢献
するイメージを描くことができる、の３点を到達目標とする。これを通じ、社会に貢献していくための知識や意欲、およ
び組織の中で役割分担により組織目標の達成に貢献する力を身につける。

■授業形態
講義、双方向、クラスディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前に、事前学習ポイントを調べ、T-NEXT 上の授業資料に目を通し疑問点を明確にする（1.5 時間）。授業後に、事
前学習の疑問点解消を確認し、未解消の項目は自己調査や教員質問等で解消する（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 経営組織論の体系
第 2講	 様々な組織と官僚制
第 3講	 古典的組織論：科学的管理法と管理過程論
第 4講	 新古典派組織論：人間関係論
第 5講	 近代組織論：バーナード革命と意思決定論
第 6講	 コンティンジェンシー理論：組織の環境適応と組織構造設計
第 7講	 制度派組織論：組織と制度
第 8講	 行動科学的管理論１：モチベーションの強度
第 9講	 行動科学的管理論２：モチベーションの方向性と持続性
第 10講	 行動科学的管理論３：リーダーシップの定義
第 11講	 行動科学的管理論４：リーダーシップ・スタイル
第 12講	 科学的管理論５：職業人としてのキャリア
第 13講	 行動科学的管理論６：キャリアの形成要素
第 14講	 ラップアップ：経営組織の展望
第 15講	 学習成果の確認－授業内期末試験

■評価方法
授業貢献点（59点）、期末試験（41点）。授業貢献点は出席点ではなく、授業を聴き自ら考えたかを評価する。期末試験は、
経営組織に関する理論の理解と組織を通じた自らのキャリア形成への理解を評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業貢献点と期末試験の合計が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：授業貢献点と期末試験の合計が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
経営組織Ⅰを履修していることが望ましいが、必須ではない

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①授業貢献点は単なる出席点とは異なる。毎回の授業においてコメントシートの提出を求め、その内容をA（授業を聴き
良い気づきがあった）、B（授業を聴いていた）、C（授業を聴いていたとは思われない）の 3段階評価し授業貢献点とする。
Aは加点対象（6点）、Bが標準（4点）、Cは減点（-4 点）、欠席は 0点。授業の受講態度が悪い場合は欠席以下の評価
となる。授業貢献点は最大 59点。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営と意思決定（Decision Making for Management Sciences）
量的意思決定支援の方法
今泉　忠
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
経営では、競争があり、そこではさまざまな問題解決のためには戦略的なアプローチが必要である．それは、これらがリ
スク下での意思決定問題として表現できることからもわかる。本講義では、さまざまな状況下で適切に判断できる能力や
技法などの意思決定の基礎について合理的な解決に活用しうる数理的方法及び統計的方法について実例を交えながら学
ぶ。いくつかの課題については、グループ課題として行う。1. 意思決定とは、2.	確実性のもとでの意思決定、3.	不確実
性のもとでの意思決定、4. ベイズ意思決定。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、ビジネス ICT	　

■到達目標
意思決定に関して次の項目について講義する。1. 意思決定とは、2.	確実性のもとでの意思決定、3.	不確実性のもとで
の意思決定、4. ベイズ意思決定。　特に次の習得を目標とする。（１）AHP法について理解している、（２）Decision　
Tree について理解している、（３）ベイズ意思決定について理解している。　

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション　

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義での課題を次回の演習時間に提出することを想定している。課題を解くには，１時間程度，レポートとしてまとまる
のに０．５時間ほど必要と考えられるので十分余裕をもっておくこと

■授業の概要
第 1講	 意思決定を考える：何故定量的な意思決定が必要かについて講義する
第 2講	 確実性のもとでの意思決定
第 3講	 確実性のもとでの意思決定　機会費用とサンクコスト
第 4講	 確実性のもとでの意思決定　代替案の選択 I　選択基準
第 5講	 確実性のもとでの意思決定　演習
第 6講	 選択基準（効用を評価する）
第 7講	 選択基準　期待値
第 8講	 多属性意思決定　AHP
第 9講	 多属性意思決定　AHP演習
第 10講	 多属性意思決定　AHP演習　II
第 11 講	 不確実性のもとでの意思決定　ディジションツリー I　
第 12講	 不確実性のもとでの意思決定　ディジションツリー II
第 13 講	 ディジションツリーとベイズ意思決定 I
第 14講	 ディジションツリーとベイズ意思決定 II
第 15 講	 まとめ

■評価方法
出席２０％、講義内レポート４０％、最終課題４０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：学習した方法を理解して、問題解決に適用し提案できるか。
評価A（89～ 80点）	：学習した方法を理解して、問題解決に適用できるか
評価B（79～ 70点）	：学習した手法のうち、すくなくとも２つの手法について問題解決に適用できるか
評価C（69～ 60点）	：学習した手法のうち、1つの手法について問題解決に適用できるか
評価 F（59点以下）	 ：学習した手法について、理解不十分で問題解決に適用できない

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス数学 I,II、データサイエンス II

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対するフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営組織 II（Management Organization II）
組織の理論的理解
小林　英夫
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
企業は最も重要な経営資源である人（々）を一つの組織としてまとめあげ、直面する内外の課題を解決し、成果をあげ続
けることを目指す存在である。時代とともに変貌する組織のあり方、組織を構成する人的資源を最大に発揮する方法など
を考える科目である。
経営組織Ⅱでは、この問題に対してこれまでの学術的成果を踏まえ理論的側面からの検討を行うとともに、理論を実務に
適用する際の考慮点を学ぶ。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、グローバルビジネス

■到達目標
① 1900 年代より現在に至る組織理論進展を体系的に説明することができる、②理論と実際の組織運営の課題を結び付け
て考え、理論を用いて実務的な問題解決方法を考えることができる、③自らが組織を通じキャリアを築き産業社会へ貢献
するイメージを描くことができる、の３点を到達目標とする。これを通じ、社会に貢献していくための知識や意欲、およ
び組織の中で役割分担により組織目標の達成に貢献する力を身につける。

■授業形態
講義、双方向、クラスディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
授業前に、事前学習ポイントを調べ、T-NEXT 上の授業資料に目を通し疑問点を明確にする（1.5 時間）。授業後に、事
前学習の疑問点解消を確認し、未解消の項目は自己調査や教員質問等で解消する（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 経営組織論の体系
第 2講	 様々な組織と官僚制
第 3講	 古典的組織論：科学的管理法と管理過程論
第 4講	 新古典派組織論：人間関係論
第 5講	 近代組織論：バーナード革命と意思決定論
第 6講	 コンティンジェンシー理論：組織の環境適応と組織構造設計
第 7講	 制度派組織論：組織と制度
第 8講	 行動科学的管理論１：モチベーションの強度
第 9講	 行動科学的管理論２：モチベーションの方向性と持続性
第 10講	 行動科学的管理論３：リーダーシップの定義
第 11講	 行動科学的管理論４：リーダーシップ・スタイル
第 12講	 科学的管理論５：職業人としてのキャリア
第 13講	 行動科学的管理論６：キャリアの形成要素
第 14講	 ラップアップ：経営組織の展望
第 15講	 学習成果の確認－授業内期末試験

■評価方法
授業貢献点（59点）、期末試験（41点）。授業貢献点は出席点ではなく、授業を聴き自ら考えたかを評価する。期末試験は、
経営組織に関する理論の理解と組織を通じた自らのキャリア形成への理解を評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業貢献点と期末試験の合計が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：授業貢献点と期末試験の合計が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：授業貢献点と期末試験の合計が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
経営組織Ⅰを履修していることが望ましいが、必須ではない

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①授業貢献点は単なる出席点とは異なる。毎回の授業においてコメントシートの提出を求め、その内容をA（授業を聴き
良い気づきがあった）、B（授業を聴いていた）、C（授業を聴いていたとは思われない）の 3段階評価し授業貢献点とする。
Aは加点対象（6点）、Bが標準（4点）、Cは減点（-4 点）、欠席は 0点。授業の受講態度が悪い場合は欠席以下の評価
となる。授業貢献点は最大 59点。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営と意思決定（Decision Making for Management Sciences）
量的意思決定支援の方法
今泉　忠
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
経営では、競争があり、そこではさまざまな問題解決のためには戦略的なアプローチが必要である．それは、これらがリ
スク下での意思決定問題として表現できることからもわかる。本講義では、さまざまな状況下で適切に判断できる能力や
技法などの意思決定の基礎について合理的な解決に活用しうる数理的方法及び統計的方法について実例を交えながら学
ぶ。いくつかの課題については、グループ課題として行う。1. 意思決定とは、2.	確実性のもとでの意思決定、3.	不確実
性のもとでの意思決定、4. ベイズ意思決定。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、ビジネス ICT	　

■到達目標
意思決定に関して次の項目について講義する。1. 意思決定とは、2.	確実性のもとでの意思決定、3.	不確実性のもとで
の意思決定、4. ベイズ意思決定。　特に次の習得を目標とする。（１）AHP法について理解している、（２）Decision　
Tree について理解している、（３）ベイズ意思決定について理解している。　

■授業形態
講義、グループワーク、プレゼンテーション　

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義での課題を次回の演習時間に提出することを想定している。課題を解くには，１時間程度，レポートとしてまとまる
のに０．５時間ほど必要と考えられるので十分余裕をもっておくこと

■授業の概要
第 1講	 意思決定を考える：何故定量的な意思決定が必要かについて講義する
第 2講	 確実性のもとでの意思決定
第 3講	 確実性のもとでの意思決定　機会費用とサンクコスト
第 4講	 確実性のもとでの意思決定　代替案の選択 I　選択基準
第 5講	 確実性のもとでの意思決定　演習
第 6講	 選択基準（効用を評価する）
第 7講	 選択基準　期待値
第 8講	 多属性意思決定　AHP
第 9講	 多属性意思決定　AHP演習
第 10講	 多属性意思決定　AHP演習　II
第 11 講	 不確実性のもとでの意思決定　ディジションツリー I　
第 12講	 不確実性のもとでの意思決定　ディジションツリー II
第 13 講	 ディジションツリーとベイズ意思決定 I
第 14講	 ディジションツリーとベイズ意思決定 II
第 15 講	 まとめ

■評価方法
出席２０％、講義内レポート４０％、最終課題４０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：学習した方法を理解して、問題解決に適用し提案できるか。
評価A（89～ 80点）	：学習した方法を理解して、問題解決に適用できるか
評価B（79～ 70点）	：学習した手法のうち、すくなくとも２つの手法について問題解決に適用できるか
評価C（69～ 60点）	：学習した手法のうち、1つの手法について問題解決に適用できるか
評価 F（59点以下）	 ：学習した手法について、理解不十分で問題解決に適用できない

■他に履修することが望ましい科目
ビジネス数学 I,II、データサイエンス II

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対するフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営とセキュリティ（Management and Security）
情報化社会における企業の立場から必要となる情報セキュリティ
諸橋　正幸
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
インターネット技術の急速な発展に伴い、企業や組織においてもインターネットを前提とした情報収集・利用やそれに基
づくサービス提供が当たり前となっている。また、サービスを受ける側の情報リテラシーも十分な態勢にあることを前提
とした情報化社会への変化が急速に進みつつある。
そうした変化に対応するために必要な考え方やそれに対応する技術として、情報セキュリティが注目され、情報セキュリ
ティ技術者の重要性が高まっている。
本講義では、情報化社会の現在と今後の方向性を理解した上で、情報セキュリティ技術の重要性を認識し、それに対応で
きる情報セキュリティプロフェッショナルとしての知識を習得する。これにより、情報セキュリティに関連する問題を解
決する能力を身に付けることを目標とする。

■講義分類
ビジネス ICT、社会人力育成

■到達目標
（１）情報化社会の現在と未来を理解している　（２）情報セキュリティの重要性を説明できる　（３）情報セキュリティ
への脅威を認識し、対策をとることができる
関連する資格：情報セキュリティスペシャリスト、情報セキュリティ管理士

■授業形態
グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
各講義の事前、事後学習ポイントに記載されたキーワードをあらかじめ調べてまとめる。また、講義中に話した内容に基
づいて、まとめを加筆・修正し、授業終了後に提出する。設定課題の準備には 1.3 時間を想定。

■授業の概要
第 1講	 インターネットを中心とした情報の流れ―１
第 2講	 インターネットを中心とした情報の流れ―２
第 3講	 情報システム概論
第 4講	 従来型情報システム
第 5講	 インターネット独自の情報システム
第 6講	 データマイニングとビッグデータ
第 7講	 政府の取組
第 8講	 情報化社会で変わる生活―１
第 9講	 情報化社会で変わる生活―２（勤務形態）
第 10講	 情報化社会で変わる生活―２（グループワーク）
第 11講	 情報化社会で変わる生活―２〈発表とディスカッション）
第 12講	 情報社会における安全の確保―１
第 13講	 情報社会における安全の確保―２
第 14講	 安全を確保するための情報技術
第 15講	 セキュリティ管理

■評価方法
試験 60%　グループワークおよび平常点 40%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を十分に理解し、身につけている
評価A（89～ 80点）	：講義内容を理解し、身につけている
評価B（79～ 70点）	：講義内容をある程度理解している
評価C（69～ 60点）	：講義内容をなんとか理解できている段階にある
評価 F（59点以下）	 ：十分な知識がない。出席していない。試験を受けていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①就活等の理由により出席できなかった学生については申請があれば、その回の配布資料に基づいた質疑を行い、講義内
容が確実に理解できていると認めたときは、出席扱いをする（病欠等についても同様）②課題や試験等に対してフィード
バックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

原価計算（Cost Accounting）
意思決定と業績管理に関する会計的手法を学ぶ。
金子　邦博
3 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
本講義は、製造業における会計手続きである「工業簿記」および単位あたりの製品の製造原価を計算する手法である「原
価計算」の基本原理を習得し、日本商工会議所が主催する簿記検定試験の 2級 ( 日商簿記 2級 ) の工業簿記に関する部分
で合格点が取れる知識と能力を習得することを目的とする。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
工業簿記及び原価計算に関して、日商簿記2級の工業簿記の試験問題がおおむね解答できる基礎的な知識を習得すること。　

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義を受講するにあたっては、毎回の講義で学習したことを整理し、理解を深めておくことが必要です。講義内容の復習
と次回講義の準備には概ね１時間 30分程度の取り組みが必要です。

■授業の概要
第 1講	 １　工業簿記の基礎　工業簿記および原価計算とは。
第 2講	 ２　材料費　材料費に関する会計処理を学ぶ。
第 3講	 ３　労務費　労務費に関する会計処理を学ぶ。
第 4講	 ４　経費　経費の会計処理を学ぶ。　
第 5講	 ５　個別原価計算（１）　個別原価計算の仕組みを理解する。
第 6講	 ５　個別原価計算（２）　製造間接費の会計処理を理解する。
第 7講	 ６　部門別個別原価計算　製造部門と補助部門との関係を理解する。
第 8講	 ７　総合原価計算（１）　大量生産の場合の原価計算を学ぶ。
第 9講	 ７　総合原価計算（２）　複雑な製造過程をどう原価に反映するのか学ぶ。
第 10講	 ７　総合原価計算（３）　財務諸表　仕損・減損と製造原価報告書を理解する。
第 11講	 ８　本社工場会計	本社と工場の間での会計情報のつながりを理解する。
第 12講	 ９　標準原価計算（１）　標準原価計算の目的を理解する。
第 13講	 ９　標準原価計算（２）　原価差異の把握方法とその分析を学ぶ。
第 14講	 10　直接原価計算　直接原価計算の必要性を理解する。
第 15講	 ( 総まとめ )	これまでに学んだことを整理し、理解を深める。

■評価方法
期末試験の成績により評価する（100％）。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：期末試験の得点が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：期末試験の得点が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：期末試験の得点が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：期末試験の得点が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：期末試験の得点が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
「初級簿記」が履修済みであることが望ましい。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない　

■留意点
期末試験は、受講者の人数によっては定期試験期間中ではなく、第 15講の時間内に授業内試験として実施する場合があ
ります。その際は、その旨の掲示を TNEXTで行います。期末試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

経営とセキュリティ（Management and Security）
情報化社会における企業の立場から必要となる情報セキュリティ
諸橋　正幸
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
インターネット技術の急速な発展に伴い、企業や組織においてもインターネットを前提とした情報収集・利用やそれに基
づくサービス提供が当たり前となっている。また、サービスを受ける側の情報リテラシーも十分な態勢にあることを前提
とした情報化社会への変化が急速に進みつつある。
そうした変化に対応するために必要な考え方やそれに対応する技術として、情報セキュリティが注目され、情報セキュリ
ティ技術者の重要性が高まっている。
本講義では、情報化社会の現在と今後の方向性を理解した上で、情報セキュリティ技術の重要性を認識し、それに対応で
きる情報セキュリティプロフェッショナルとしての知識を習得する。これにより、情報セキュリティに関連する問題を解
決する能力を身に付けることを目標とする。

■講義分類
ビジネス ICT、社会人力育成

■到達目標
（１）情報化社会の現在と未来を理解している　（２）情報セキュリティの重要性を説明できる　（３）情報セキュリティ
への脅威を認識し、対策をとることができる
関連する資格：情報セキュリティスペシャリスト、情報セキュリティ管理士

■授業形態
グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
各講義の事前、事後学習ポイントに記載されたキーワードをあらかじめ調べてまとめる。また、講義中に話した内容に基
づいて、まとめを加筆・修正し、授業終了後に提出する。設定課題の準備には 1.3 時間を想定。

■授業の概要
第 1講	 インターネットを中心とした情報の流れ―１
第 2講	 インターネットを中心とした情報の流れ―２
第 3講	 情報システム概論
第 4講	 従来型情報システム
第 5講	 インターネット独自の情報システム
第 6講	 データマイニングとビッグデータ
第 7講	 政府の取組
第 8講	 情報化社会で変わる生活―１
第 9講	 情報化社会で変わる生活―２（勤務形態）
第 10講	 情報化社会で変わる生活―２（グループワーク）
第 11講	 情報化社会で変わる生活―２〈発表とディスカッション）
第 12講	 情報社会における安全の確保―１
第 13講	 情報社会における安全の確保―２
第 14講	 安全を確保するための情報技術
第 15講	 セキュリティ管理

■評価方法
試験 60%　グループワークおよび平常点 40%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を十分に理解し、身につけている
評価A（89～ 80点）	：講義内容を理解し、身につけている
評価B（79～ 70点）	：講義内容をある程度理解している
評価C（69～ 60点）	：講義内容をなんとか理解できている段階にある
評価 F（59点以下）	 ：十分な知識がない。出席していない。試験を受けていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①就活等の理由により出席できなかった学生については申請があれば、その回の配布資料に基づいた質疑を行い、講義内
容が確実に理解できていると認めたときは、出席扱いをする（病欠等についても同様）②課題や試験等に対してフィード
バックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

原価計算（Cost Accounting）
意思決定と業績管理に関する会計的手法を学ぶ。
金子　邦博
3 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
本講義は、製造業における会計手続きである「工業簿記」および単位あたりの製品の製造原価を計算する手法である「原
価計算」の基本原理を習得し、日本商工会議所が主催する簿記検定試験の 2級 ( 日商簿記 2級 ) の工業簿記に関する部分
で合格点が取れる知識と能力を習得することを目的とする。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
工業簿記及び原価計算に関して、日商簿記2級の工業簿記の試験問題がおおむね解答できる基礎的な知識を習得すること。　

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義を受講するにあたっては、毎回の講義で学習したことを整理し、理解を深めておくことが必要です。講義内容の復習
と次回講義の準備には概ね１時間 30分程度の取り組みが必要です。

■授業の概要
第 1講	 １　工業簿記の基礎　工業簿記および原価計算とは。
第 2講	 ２　材料費　材料費に関する会計処理を学ぶ。
第 3講	 ３　労務費　労務費に関する会計処理を学ぶ。
第 4講	 ４　経費　経費の会計処理を学ぶ。　
第 5講	 ５　個別原価計算（１）　個別原価計算の仕組みを理解する。
第 6講	 ５　個別原価計算（２）　製造間接費の会計処理を理解する。
第 7講	 ６　部門別個別原価計算　製造部門と補助部門との関係を理解する。
第 8講	 ７　総合原価計算（１）　大量生産の場合の原価計算を学ぶ。
第 9講	 ７　総合原価計算（２）　複雑な製造過程をどう原価に反映するのか学ぶ。
第 10講	 ７　総合原価計算（３）　財務諸表　仕損・減損と製造原価報告書を理解する。
第 11講	 ８　本社工場会計	本社と工場の間での会計情報のつながりを理解する。
第 12講	 ９　標準原価計算（１）　標準原価計算の目的を理解する。
第 13講	 ９　標準原価計算（２）　原価差異の把握方法とその分析を学ぶ。
第 14講	 10　直接原価計算　直接原価計算の必要性を理解する。
第 15講	 ( 総まとめ )	これまでに学んだことを整理し、理解を深める。

■評価方法
期末試験の成績により評価する（100％）。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：期末試験の得点が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：期末試験の得点が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：期末試験の得点が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：期末試験の得点が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：期末試験の得点が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
「初級簿記」が履修済みであることが望ましい。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない　

■留意点
期末試験は、受講者の人数によっては定期試験期間中ではなく、第 15講の時間内に授業内試験として実施する場合があ
ります。その際は、その旨の掲示を TNEXTで行います。期末試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

現代メディア論 I（Contemporary Media Studies I）
メディアを読む、世界を読む
木村　知義
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
いま、メディアは劇的な変化の時代を迎えている。新聞、テレビなど既存のマスメディア離れが止まらない。人びとはネッ
トへ流れ、企業は広告をネットにシフト。メディアの生存をかけた厳しい競争の時代を迎えている。この歴史的ともいう
べきメディア環境の「変容」は、単に情報の「送り手」の問題にとどまらない。「受け手」としての我々のメディアとの
向き合い方＝メディアリテラシー（メディアを的確かつ批判的に読み解き、活用していく力）もまた、鋭く試される時代
を迎えている。何が情報で、その背後にある「構造」は何かを見抜き、的確かつ鋭く読み解くことがますます重要になっ
ている。メディアの現在と未来を見通して、情報感度と情報の解読能力を高め、現代社会を生きるうえで不可欠な、人間
としての基礎力の涵養にチャレンジする。現代の新たなリベラルアーツというべき、創造性豊かな総合知の獲得をめざす。
合言葉は、感じる空間、考える教室！世界と時代に向き合う知のシャワーを！である。　

■講義分類
社会人力育成、ビジネス環境理解、グローバルビジネス

■到達目標
１．現在のメディア状況について知見を広げ、深い問題意識を持つことができる。２．世界と日本で起きる出来事、ニュー
スについて、自分の頭で考え、分析し、自分の視点で語ることができる。３．情報を読み解く力を鍛え、問題発見能力、
問題解決のための実践的知識を獲得して、社会で活用、貢献できる。４．現代社会を生きる上で不可欠なコミュニケーショ
ン能力を獲得し、独自の発想と言葉で語ることができる。

■授業形態
講義、双方向、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回の予習課題には最低限 1.5 時間程度の学習が必要となる。さらに教室で学んだ事柄について知見を広げ、問題意識を
深めるための復習として 1.5 ～ 2時間程度の学習を課す。

■授業の概要
第 1講	 激動期にある現在のメディア状況とメディアが直面する課題について考える。
第 2講	 ネットメディアの「洪水」に飲み込まれないために－「偽情報」問題を考える。
第 3講	 メディアに起きている「新しい波」（１）　デジタルジャーナリズムの現在
第 4講	 メディアに起きている「新しい波」（２）　AI、IoT はメディアをどう変える
第 5講	 新聞は「オワコン」なのか！？（１）　新聞を読む意味の再認識へ
第 6講	 新聞は「オワコン」なのか！？（２）　新聞の歴史と歴史における新聞の役割を考える
第 7講	 スクープの罠（１）　新聞、テレビなどメディアの「スクープ」がはらむ「落とし穴」
第 8講	 スクープの罠（２）　手ごわい国際情報、企業・経済ニュースの「スクープ」をどう読む
第 9講	 特別講義：メディアの現場から　メディア最前線で活動する優れたジャーナリストに聞く
第 10講	 メディアにおける「公平・公正」とは
第 11講	 戦争、テロ、メディア（１）　頻発するテロ、いまだ絶えない戦禍。メディアの責任は
第 12講	 戦争、テロ、メディア（2）　「シャルリエブド」事件と表現の自由、そしてメディア
第 13講	 メディアを読み解く遠近法（１）　いま、エドワード・サイードに学ぶ
第 14講	 メディアを読み解く遠近法（２）　歴史意識と想像力、そしてメディアリテラシ－
第 15講	 今日のニュースは明日の歴史―春学期のまとめにむけて－

■評価方法
学期末の課題レポート：４０％、毎回の予習課題：４０％、特別講義についてのミニレポート：２０％（学期末の課題レ
ポート、特別講義にかかわるミニレポートはMicrosoft	Office のWord で作成）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義による知見をもとに、メディアについてオリジナリティーに富む考えを提示できる。
評価A（89～ 80点）	：レポート、意見発表で、自分なりの視点、発想で考ようとする努力が伝わってくる。
評価B（79～ 70点）	：講義を真摯に聴講し、知見の獲得に努力したことがうかがえる水準に達してる。
評価C（69～ 60点）	：最低限の知見の獲得努力はうかがえるが、それを表現する水準に到達できていない。
評価 F（59点以下）	 ：予習課題不提出をはじめ、講義による知見獲得への真摯さと努力がうかがえない。

■他に履修することが望ましい科目
政治、経済にとどまらず歴史、芸術、文化など広く、総合的な「知」の獲得に努力を。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①毎回提示する予習課題について事前学習が必須。②毎回の配布資料を読み込み、必要な事項については調べ、考えを整
理して授業に臨むこと。なお、日々世界と日本で起きるできごとやニュースを具体事例として活用するため臨機応変に講
義内容を組み変えていくこともありうることをあらかじめ承知、理解しておくこと。③レポート作成に際して、Web か
らのコピー＆ペーストは不可。④課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

現代メディア論 II（Contemporary Media Studies II）
メディアを読む、世界を読む
木村　知義
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
春学期の「現代メディア論 I」をふまえて、さらに深めていく。通底する問題意識は、日々洪水のように押し寄せる情報
の波に翻弄されていてはならない	ということである。メディアは「饒舌」なまでに語るが、伝えられるべきことが語ら
れているのだろうかという問題意識でもある。「メディアの現在地」に対する知見を一層広げ、「客観報道」「調査報道」「メ
ディアの新潮流」などメディアにおける重要なテーマを柱に据えて、報道記事や国内外のドキュメンタリー番組なども活
用しながら学びを深める。いまメディアに問われるものは何か、そこで我々が備えるべき力とはどのようなものかを学び、
大学という場から社会に巣立つ際に不可欠な情報への感度を高め、情報の解析能力、問題発見・解決能力を鍛えながらコ
ミュニケーション能力を練磨して、現代社会を生きるための新たなリベラルアーツというべき創造的な学びをめざす。合
言葉は、感じる空間、考える教室！世界と時代に向き合う知のシャワーを！である。

■講義分類
社会人力育成、ビジネス環境理解、グローバルビジネス

■到達目標
１．現在のメディア状況について知見を広げ、深い問題意識を持つことができる。２．世界と日本で起きる出来事、ニュー
スについて、自分の頭で考え、分析し、自分の視点で語ることができる。３．情報を読み解く力を鍛え、問題発見能力、
問題解決のための実践的知識を獲得して、社会で活用、貢献できる。４．現代社会を生きる上で不可欠なコミュニケーショ
ン能力を獲得し、独自の発想と言葉で語ることができる。

■授業形態
講義、双方向、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回の予習課題には最低限 1.5 時間程度の学習が必要となる。さらに教室で学んだ事柄について知見を広げ、問題意識を
深めるための復習として 1.5 ～ 2時間程度の学習を課す。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス、「メディアの現在地」とメディアリテラシー
第 2講	 メディアの「危機」とは何か？！
第 3講	 事実の時代へ、事実とは何か？！
第 4講	 「客観報道」とは何か ( １)　客観報道の要件と内在する問題は？！
第 5講	 「客観報道」とは何か ( ２)　事実と意見、そして「客観報道主義」とメディアリテラシー
第 6講	 「客観報道」のむこうへ、「調査報道」とは
第 7講	 「調査報道」を読む－「調査報道は生き方である」をめぐって
第 8講	 「調査報道」はメディアを変えるか、その可能性と課題を考える　
第 9講	 特別講義：メディアの現場から　メディア最前線で活動する優れたジャーナリストに聞く
第 10講	 メディアの明日（１）　大転換期を迎えている放送メディア・テレビの現在、過去、未来
第 11講	 メディアの明日（２）　データジャーナリズムと新たな調査報道の可能性
第 12講	 いま、ラジオが面白い－マイナーだがディープな「ラジオ」が若者に
第 13講	 情報の「受け手」から、情報の「主役」へ！新たな公共空間の創出へ
第 14講	「遠音」を聴く感性を－いま、時代が求めるメディアリテラシーとは
第 15講	 終講に際して、ふたたび「きょうのニュースは明日の歴史」をめぐって

■評価方法
学期末の課題レポート：４０％、毎回の予習課題：４０％、特別講義についてのミニ・レポート：２０％（学期末の課題
レポート、特別講義にかかわるミニ・レポートはMicrosoft	Office のWord で作成）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義による知見をもとに、メディアについてオリジナリティーに富む考えを提示できる。
評価A（89～ 80点）	：レポート、意見発表で、自分なりの視点、発想で考ようとする努力が伝わってくる。
評価B（79～ 70点）	：講義を真摯に聴講し、知見の獲得に努力したことがうかがえる水準に達している。
評価C（69～ 60点）	：最低限の知見の獲得努力はうかがえるが、それを表現する水準に到達できていない。
評価 F（59点以下）	 ：予習課題不提出をはじめ、講義による知見獲得への真摯さと努力がうかがえない。

■他に履修することが望ましい科目
政治、経済にとどまらず歴史、芸術、文化など広く、総合的な「知」の獲得に努力を。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①毎回提示する予習課題について事前学習が必須。②毎回の配布資料を読み込み、必要な事項については調べ、考えを整
理して授業に臨むこと。なお、日々世界と日本で起きるできごとやニュースを具体事例として活用するため臨機応変に講
義内容を組み変えていくこともありうることをあらかじめ承知、理解しておくこと。③レポート作成に際して、Web か
らのコピー＆ペーストは不可。④課題に対してフィードバックを行う。　
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

現代メディア論 I（Contemporary Media Studies I）
メディアを読む、世界を読む
木村　知義
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
いま、メディアは劇的な変化の時代を迎えている。新聞、テレビなど既存のマスメディア離れが止まらない。人びとはネッ
トへ流れ、企業は広告をネットにシフト。メディアの生存をかけた厳しい競争の時代を迎えている。この歴史的ともいう
べきメディア環境の「変容」は、単に情報の「送り手」の問題にとどまらない。「受け手」としての我々のメディアとの
向き合い方＝メディアリテラシー（メディアを的確かつ批判的に読み解き、活用していく力）もまた、鋭く試される時代
を迎えている。何が情報で、その背後にある「構造」は何かを見抜き、的確かつ鋭く読み解くことがますます重要になっ
ている。メディアの現在と未来を見通して、情報感度と情報の解読能力を高め、現代社会を生きるうえで不可欠な、人間
としての基礎力の涵養にチャレンジする。現代の新たなリベラルアーツというべき、創造性豊かな総合知の獲得をめざす。
合言葉は、感じる空間、考える教室！世界と時代に向き合う知のシャワーを！である。　

■講義分類
社会人力育成、ビジネス環境理解、グローバルビジネス

■到達目標
１．現在のメディア状況について知見を広げ、深い問題意識を持つことができる。２．世界と日本で起きる出来事、ニュー
スについて、自分の頭で考え、分析し、自分の視点で語ることができる。３．情報を読み解く力を鍛え、問題発見能力、
問題解決のための実践的知識を獲得して、社会で活用、貢献できる。４．現代社会を生きる上で不可欠なコミュニケーショ
ン能力を獲得し、独自の発想と言葉で語ることができる。

■授業形態
講義、双方向、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回の予習課題には最低限 1.5 時間程度の学習が必要となる。さらに教室で学んだ事柄について知見を広げ、問題意識を
深めるための復習として 1.5 ～ 2時間程度の学習を課す。

■授業の概要
第 1講	 激動期にある現在のメディア状況とメディアが直面する課題について考える。
第 2講	 ネットメディアの「洪水」に飲み込まれないために－「偽情報」問題を考える。
第 3講	 メディアに起きている「新しい波」（１）　デジタルジャーナリズムの現在
第 4講	 メディアに起きている「新しい波」（２）　AI、IoT はメディアをどう変える
第 5講	 新聞は「オワコン」なのか！？（１）　新聞を読む意味の再認識へ
第 6講	 新聞は「オワコン」なのか！？（２）　新聞の歴史と歴史における新聞の役割を考える
第 7講	 スクープの罠（１）　新聞、テレビなどメディアの「スクープ」がはらむ「落とし穴」
第 8講	 スクープの罠（２）　手ごわい国際情報、企業・経済ニュースの「スクープ」をどう読む
第 9講	 特別講義：メディアの現場から　メディア最前線で活動する優れたジャーナリストに聞く
第 10講	 メディアにおける「公平・公正」とは
第 11講	 戦争、テロ、メディア（１）　頻発するテロ、いまだ絶えない戦禍。メディアの責任は
第 12講	 戦争、テロ、メディア（2）　「シャルリエブド」事件と表現の自由、そしてメディア
第 13講	 メディアを読み解く遠近法（１）　いま、エドワード・サイードに学ぶ
第 14講	 メディアを読み解く遠近法（２）　歴史意識と想像力、そしてメディアリテラシ－
第 15講	 今日のニュースは明日の歴史―春学期のまとめにむけて－

■評価方法
学期末の課題レポート：４０％、毎回の予習課題：４０％、特別講義についてのミニレポート：２０％（学期末の課題レ
ポート、特別講義にかかわるミニレポートはMicrosoft	Office のWord で作成）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義による知見をもとに、メディアについてオリジナリティーに富む考えを提示できる。
評価A（89～ 80点）	：レポート、意見発表で、自分なりの視点、発想で考ようとする努力が伝わってくる。
評価B（79～ 70点）	：講義を真摯に聴講し、知見の獲得に努力したことがうかがえる水準に達してる。
評価C（69～ 60点）	：最低限の知見の獲得努力はうかがえるが、それを表現する水準に到達できていない。
評価 F（59点以下）	 ：予習課題不提出をはじめ、講義による知見獲得への真摯さと努力がうかがえない。

■他に履修することが望ましい科目
政治、経済にとどまらず歴史、芸術、文化など広く、総合的な「知」の獲得に努力を。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①毎回提示する予習課題について事前学習が必須。②毎回の配布資料を読み込み、必要な事項については調べ、考えを整
理して授業に臨むこと。なお、日々世界と日本で起きるできごとやニュースを具体事例として活用するため臨機応変に講
義内容を組み変えていくこともありうることをあらかじめ承知、理解しておくこと。③レポート作成に際して、Web か
らのコピー＆ペーストは不可。④課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

現代メディア論 II（Contemporary Media Studies II）
メディアを読む、世界を読む
木村　知義
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
春学期の「現代メディア論 I」をふまえて、さらに深めていく。通底する問題意識は、日々洪水のように押し寄せる情報
の波に翻弄されていてはならない	ということである。メディアは「饒舌」なまでに語るが、伝えられるべきことが語ら
れているのだろうかという問題意識でもある。「メディアの現在地」に対する知見を一層広げ、「客観報道」「調査報道」「メ
ディアの新潮流」などメディアにおける重要なテーマを柱に据えて、報道記事や国内外のドキュメンタリー番組なども活
用しながら学びを深める。いまメディアに問われるものは何か、そこで我々が備えるべき力とはどのようなものかを学び、
大学という場から社会に巣立つ際に不可欠な情報への感度を高め、情報の解析能力、問題発見・解決能力を鍛えながらコ
ミュニケーション能力を練磨して、現代社会を生きるための新たなリベラルアーツというべき創造的な学びをめざす。合
言葉は、感じる空間、考える教室！世界と時代に向き合う知のシャワーを！である。

■講義分類
社会人力育成、ビジネス環境理解、グローバルビジネス

■到達目標
１．現在のメディア状況について知見を広げ、深い問題意識を持つことができる。２．世界と日本で起きる出来事、ニュー
スについて、自分の頭で考え、分析し、自分の視点で語ることができる。３．情報を読み解く力を鍛え、問題発見能力、
問題解決のための実践的知識を獲得して、社会で活用、貢献できる。４．現代社会を生きる上で不可欠なコミュニケーショ
ン能力を獲得し、独自の発想と言葉で語ることができる。

■授業形態
講義、双方向、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回の予習課題には最低限 1.5 時間程度の学習が必要となる。さらに教室で学んだ事柄について知見を広げ、問題意識を
深めるための復習として 1.5 ～ 2時間程度の学習を課す。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス、「メディアの現在地」とメディアリテラシー
第 2講	 メディアの「危機」とは何か？！
第 3講	 事実の時代へ、事実とは何か？！
第 4講	 「客観報道」とは何か ( １)　客観報道の要件と内在する問題は？！
第 5講	 「客観報道」とは何か ( ２)　事実と意見、そして「客観報道主義」とメディアリテラシー
第 6講	 「客観報道」のむこうへ、「調査報道」とは
第 7講	 「調査報道」を読む－「調査報道は生き方である」をめぐって
第 8講	 「調査報道」はメディアを変えるか、その可能性と課題を考える　
第 9講	 特別講義：メディアの現場から　メディア最前線で活動する優れたジャーナリストに聞く
第 10講	 メディアの明日（１）　大転換期を迎えている放送メディア・テレビの現在、過去、未来
第 11講	 メディアの明日（２）　データジャーナリズムと新たな調査報道の可能性
第 12講	 いま、ラジオが面白い－マイナーだがディープな「ラジオ」が若者に
第 13講	 情報の「受け手」から、情報の「主役」へ！新たな公共空間の創出へ
第 14講	「遠音」を聴く感性を－いま、時代が求めるメディアリテラシーとは
第 15講	 終講に際して、ふたたび「きょうのニュースは明日の歴史」をめぐって

■評価方法
学期末の課題レポート：４０％、毎回の予習課題：４０％、特別講義についてのミニ・レポート：２０％（学期末の課題
レポート、特別講義にかかわるミニ・レポートはMicrosoft	Office のWord で作成）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義による知見をもとに、メディアについてオリジナリティーに富む考えを提示できる。
評価A（89～ 80点）	：レポート、意見発表で、自分なりの視点、発想で考ようとする努力が伝わってくる。
評価B（79～ 70点）	：講義を真摯に聴講し、知見の獲得に努力したことがうかがえる水準に達している。
評価C（69～ 60点）	：最低限の知見の獲得努力はうかがえるが、それを表現する水準に到達できていない。
評価 F（59点以下）	 ：予習課題不提出をはじめ、講義による知見獲得への真摯さと努力がうかがえない。

■他に履修することが望ましい科目
政治、経済にとどまらず歴史、芸術、文化など広く、総合的な「知」の獲得に努力を。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①毎回提示する予習課題について事前学習が必須。②毎回の配布資料を読み込み、必要な事項については調べ、考えを整
理して授業に臨むこと。なお、日々世界と日本で起きるできごとやニュースを具体事例として活用するため臨機応変に講
義内容を組み変えていくこともありうることをあらかじめ承知、理解しておくこと。③レポート作成に際して、Web か
らのコピー＆ペーストは不可。④課題に対してフィードバックを行う。　
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

国際公共政策（International public policy）
地球規模の諸課題と、新しいグローバルな公共政策
椎木　哲太郎
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
「世界全体が幸福にならないうちは、個人の幸福はあり得ない」（宮沢賢治『農民芸術概論綱要』）というのは少し極端と
しても、我々の生活が地球社会全体の在りようと密接に関連していることは、紛れもない。国際公共政策とは、平和、安
全保障、開発、人権、基本的自由といった国際的共通価値、「国際公益」を実現するための政策の総称 [高阪章編（2008）
『国際公共政策学入門』大阪大学出版会 p.1] である。本講座は 2014 年度まで開講されてきた「社会経済政策」を引き継ぎ、
幅広く先端研究を援用してグローバルな視点からの「総合政策論」的発展を企図している。「ポスト産業社会」を生きる
市民の生活の質を高めていくためにも、成熟した「持続可能な社会」につながる体系的な公共政策が不可欠である。国際
機関、政府、NGO、企業等が協力し合い新たな制度、政策を創出して社会問題の解決に取り組んでいく試みに、多少な
りとも参加していきたいものである。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
先進国、途上国双方を視野に入れた幅広い国際公共政策、社会経済政策を学ぶことによって、成熟した「持続可能な社会」
を実現するための総合的な視座、政策論的問題解決技法を身に付け、高い志を持って地球市民、主権者たる日本国民とし
て連帯し、積極的にグローカルな行動ができるようになる。企業で働く際にも、国際ルールを遵守し、よき企業市民、グ
ローカル人材として、問題解決、社会の発展に貢献することが容易となる。

■授業形態
講義、双方向、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
初回講義時に配布する講義計画に従って、毎週 1.3 時間を目標に必ず予習してくること。課題の小テスト（復習）は、そ
れぞれ約 30分を使って次の講義までに必ず仕上げてくること。

■授業の概要
第 1講	 国際公共政策と社会経済政策
第 2講	 経済と社会
第 3講	 経済成長と生活の質、幸福度
第 4講	 経済成長政策
第 5講	 貿易・通商政策
第 6講	 労働政策
第 7講	 社会保障政策
第 8講	 国際協力、人間の安全保障
第 9講	 NGOと CSO
第 10講	 国際公共財と国際課税
第 11講	 国際通貨制度とプルーデンス政策
第 12講	 開発援助政策
第 13講	 少子化対策と教育文化政策
第 14講	 地球環境政策
第 15講	 国際公共政策：総括

■評価方法
期末試験［または最終レポート］の結果（70％）、小テスト・レポート・出席（30％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：試験の成績、通常の取り組みともに顕著に優れている
評価A（89～ 80点）	：試験の成績、通常の取り組みともに優れている
評価B（79～ 70点）	：試験の成績、通常の取り組みともに良い
評価C（69～ 60点）	：試験の成績、通常の取り組みともに普通
評価 F（59点以下）	 ：試験の成績、通常の取り組みともに不十分

■他に履修することが望ましい科目
マクロ経済学

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講座は連続性を重視した積み重ね型の講義であり、最初に重要な点を概説する。これらの理解なくしてその後の学習
は困難である。②長期的に取り組んで頂くための課題を提示する可能性がある。したがって、第３回目までに全く出席し
なかった者は原則として履修を許可しない。③課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

コンピュータネットワーク活用（Utilization of Computer Network）
インターネットの仕組みを理解し活用する
中村　有一
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
ネットワーク技術は、いま世の中でもっとも必要とされる技術の 1つである。単に概念を理解するだけでなく、具体的
にネットワークにコンピュータを接続	し、システムとして機能するようにしなければならない。さらに安定してネット
ワークを利用するには、セキュリティや信頼性の面にも配慮しておく必要があ	る。これらのことを、1つ 1つ意味を理
解しながらできるようにしていくのがこの講義の目的である。
受講にあたっては、基本的な用語とその概念を理解し、実習を通して、具体的なネットワーク構築に必要な知識を習得する。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
現在主流として使われているネットワーク技術 TCP/IP の基礎的な仕組みを理解し、実際にネットワークを利用したり、
トラブルに対処したりできるように、知識とスキルを身につける。

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：講義資料を読んでできるだけ理解し、わからない部分は整理しておく。（１．３時間）　復習：資料をもう一度読み
なおし、理解できたか確認する。ミニテストなどの結果を振り返る。（１．３時間）　

■授業の概要
第 1講	 ネットワークとプロトコルの話
第 2講	 物理層の話
第 3講	 無線ネットワークとデータリンク層の話
第 4講	 インターネット層の話（１）：IP アドレス、２進数や１６進数
第 5講	 インターネット層の話（２）：CIDRとネットワークの分割
第 6講	 インターネット層の話（３）：インターネット層における補完的なプロトコル
第 7講	 トランスポート層の話：ＴＣＰとＵＤＰの違い、ポート番号
第 8講	 ドメイン名とＤＮＳの話：アプリケーション層、ホスト名・ドメイン名、ＤＮＳ
第 9講	 DHCPと文字端末の話：DHCP、TELNET、SSH
第 10講	 ウェブとファイル転送の話：FTP、HTTP
第 11講	 電子メールとネットワーク管理の話：SMTP、POP、IMAP、SNMP、NTP
第 12講	 ルーティングとアドレス変換の話：ルーティングプロトコル、アドレス変換
第 13講	 インターネットセキュリティの話：プロキシサーバ、ファイアウォール
第 14講	 パケットキャプチャの話：パケットキャプチャーツール
第 15講	 暗号と認証の話：公開鍵暗号の基本的な仕組み

■評価方法
学期末試験 70%　レポートなど平常点 30%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ほぼ完ぺきな理解度と評価
評価A（89～ 80点）	：上位の評価
評価B（79～ 70点）	：中位の評価
評価C（69～ 60点）	：下位の評価
評価 F（59点以下）	 ：不十分な理解度と評価

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①コンピュータを使った演習については、自分で必ず実際に動かしてみること。単に本を読むだけでは得られない知識が
得られるはずである。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

国際公共政策（International public policy）
地球規模の諸課題と、新しいグローバルな公共政策
椎木　哲太郎
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
「世界全体が幸福にならないうちは、個人の幸福はあり得ない」（宮沢賢治『農民芸術概論綱要』）というのは少し極端と
しても、我々の生活が地球社会全体の在りようと密接に関連していることは、紛れもない。国際公共政策とは、平和、安
全保障、開発、人権、基本的自由といった国際的共通価値、「国際公益」を実現するための政策の総称 [高阪章編（2008）
『国際公共政策学入門』大阪大学出版会 p.1] である。本講座は 2014 年度まで開講されてきた「社会経済政策」を引き継ぎ、
幅広く先端研究を援用してグローバルな視点からの「総合政策論」的発展を企図している。「ポスト産業社会」を生きる
市民の生活の質を高めていくためにも、成熟した「持続可能な社会」につながる体系的な公共政策が不可欠である。国際
機関、政府、NGO、企業等が協力し合い新たな制度、政策を創出して社会問題の解決に取り組んでいく試みに、多少な
りとも参加していきたいものである。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成、グローバルビジネス

■到達目標
先進国、途上国双方を視野に入れた幅広い国際公共政策、社会経済政策を学ぶことによって、成熟した「持続可能な社会」
を実現するための総合的な視座、政策論的問題解決技法を身に付け、高い志を持って地球市民、主権者たる日本国民とし
て連帯し、積極的にグローカルな行動ができるようになる。企業で働く際にも、国際ルールを遵守し、よき企業市民、グ
ローカル人材として、問題解決、社会の発展に貢献することが容易となる。

■授業形態
講義、双方向、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
初回講義時に配布する講義計画に従って、毎週 1.3 時間を目標に必ず予習してくること。課題の小テスト（復習）は、そ
れぞれ約 30分を使って次の講義までに必ず仕上げてくること。

■授業の概要
第 1講	 国際公共政策と社会経済政策
第 2講	 経済と社会
第 3講	 経済成長と生活の質、幸福度
第 4講	 経済成長政策
第 5講	 貿易・通商政策
第 6講	 労働政策
第 7講	 社会保障政策
第 8講	 国際協力、人間の安全保障
第 9講	 NGOと CSO
第 10講	 国際公共財と国際課税
第 11講	 国際通貨制度とプルーデンス政策
第 12講	 開発援助政策
第 13講	 少子化対策と教育文化政策
第 14講	 地球環境政策
第 15講	 国際公共政策：総括

■評価方法
期末試験［または最終レポート］の結果（70％）、小テスト・レポート・出席（30％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：試験の成績、通常の取り組みともに顕著に優れている
評価A（89～ 80点）	：試験の成績、通常の取り組みともに優れている
評価B（79～ 70点）	：試験の成績、通常の取り組みともに良い
評価C（69～ 60点）	：試験の成績、通常の取り組みともに普通
評価 F（59点以下）	 ：試験の成績、通常の取り組みともに不十分

■他に履修することが望ましい科目
マクロ経済学

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講座は連続性を重視した積み重ね型の講義であり、最初に重要な点を概説する。これらの理解なくしてその後の学習
は困難である。②長期的に取り組んで頂くための課題を提示する可能性がある。したがって、第３回目までに全く出席し
なかった者は原則として履修を許可しない。③課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

コンピュータネットワーク活用（Utilization of Computer Network）
インターネットの仕組みを理解し活用する
中村　有一
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
ネットワーク技術は、いま世の中でもっとも必要とされる技術の 1つである。単に概念を理解するだけでなく、具体的
にネットワークにコンピュータを接続	し、システムとして機能するようにしなければならない。さらに安定してネット
ワークを利用するには、セキュリティや信頼性の面にも配慮しておく必要があ	る。これらのことを、1つ 1つ意味を理
解しながらできるようにしていくのがこの講義の目的である。
受講にあたっては、基本的な用語とその概念を理解し、実習を通して、具体的なネットワーク構築に必要な知識を習得する。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
現在主流として使われているネットワーク技術 TCP/IP の基礎的な仕組みを理解し、実際にネットワークを利用したり、
トラブルに対処したりできるように、知識とスキルを身につける。

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：講義資料を読んでできるだけ理解し、わからない部分は整理しておく。（１．３時間）　復習：資料をもう一度読み
なおし、理解できたか確認する。ミニテストなどの結果を振り返る。（１．３時間）　

■授業の概要
第 1講	 ネットワークとプロトコルの話
第 2講	 物理層の話
第 3講	 無線ネットワークとデータリンク層の話
第 4講	 インターネット層の話（１）：IP アドレス、２進数や１６進数
第 5講	 インターネット層の話（２）：CIDRとネットワークの分割
第 6講	 インターネット層の話（３）：インターネット層における補完的なプロトコル
第 7講	 トランスポート層の話：ＴＣＰとＵＤＰの違い、ポート番号
第 8講	 ドメイン名とＤＮＳの話：アプリケーション層、ホスト名・ドメイン名、ＤＮＳ
第 9講	 DHCPと文字端末の話：DHCP、TELNET、SSH
第 10講	 ウェブとファイル転送の話：FTP、HTTP
第 11講	 電子メールとネットワーク管理の話：SMTP、POP、IMAP、SNMP、NTP
第 12講	 ルーティングとアドレス変換の話：ルーティングプロトコル、アドレス変換
第 13講	 インターネットセキュリティの話：プロキシサーバ、ファイアウォール
第 14講	 パケットキャプチャの話：パケットキャプチャーツール
第 15講	 暗号と認証の話：公開鍵暗号の基本的な仕組み

■評価方法
学期末試験 70%　レポートなど平常点 30%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ほぼ完ぺきな理解度と評価
評価A（89～ 80点）	：上位の評価
評価B（79～ 70点）	：中位の評価
評価C（69～ 60点）	：下位の評価
評価 F（59点以下）	 ：不十分な理解度と評価

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①コンピュータを使った演習については、自分で必ず実際に動かしてみること。単に本を読むだけでは得られない知識が
得られるはずである。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

事業デザイン論 I（Business design theory I）
事業開発（business creation）の方法論
松本　祐一
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
企業、行政、ＮＰＯ等、様々な組織が行う営みを、「事業」という同じ枠組みでとらえ、その歴史や特徴を理解し、自分
で事業をデザインするための方法論を学ぶ。

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネス創造

■到達目標
事業開発に関する理論と方法を理解し、自分で事業をデザインできるようになること

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
最低 1.3 時間以上のビジネスプランを立案するための情報収集等

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 「事業」とは何か？
第 3講	 「事業」とは何か？②
第 4講	 「事業開発」のメカニズム
第 5講	 「事業開発」の枠組み
第 6講	 「事業開発」の枠組み②
第 7講	 環境：どうなるべきか？
第 8講	 環境：どうなるべきか？②
第 9講	 使命：どうなりたいか？
第 10講	 能力：どうなれるか？
第 11講	 価値：コンセプト
第 12講	 仕組み：どうやるか？
第 13講	 プロトタイピング
第 14講	 プロトタイピング②
第 15講	 まとめ

■評価方法
授業中提出のワークシート４０％、中間レポート２０％、最終レポート４０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：すべての授業に出席。自分でビジネスプランを組み立てられて、独自性がある。
評価A（89～ 80点）	：９割以上出席し、自分でビジネスプランを組み立てることができる。
評価B（79～ 70点）	：8割以上出席し、ビジネスプランももれなく作成できる。
評価C（69～ 60点）	：6割以上出席し、要求されていることにある程度答えられている。
評価 F（59点以下）	 ：5割以下の出席率で、要求されていることに答えられていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①１０分以上の遅刻は欠席となります。②課題に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

事業デザイン論 II（Business design theory II）
「ビジネスモデルキャンバス」手法を活用した、事例によるビジネスモデル論
手塚　貞治
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
ビジネスモデルを考えるフレームワークを解説したうえで、ビジネスモデルの各種パターンを事例とともに解説する。最
後は、演習に準じた形で実際にグループワークを通じて自分たちのビジネスモデル案を構築してもらう。

■講義分類
ビジネス創造、ビジネスマネジメント

■到達目標
自分で事業アイデアを考え、それをビジネスモデルキャンバス等のフォーマットを活用してレポートにとりまとめられる
ようになる。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、レポート作成

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
①前回講義で提示した「ビジネスモデル変革の方向性」について、ノートに整理する。②取り上げた事例は、ネットや書
籍等を通じてその事業内容やビジネスモデル変革についてまとめる（以上、必要時間 1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 事業デザインとビジネスモデル
第 2講	 ビジネスモデルキャンバス
第 3講	 顧客セグメント
第 4講	 価値提案
第 5講	 チャネル
第 6講	 顧客との関係
第 7講	 主要資源
第 8講	 主要活動
第 9講	 パートナー
第 10講	 収益構造①
第 11講	 収益構造②
第 12講	 ビジネスモデルの作り方
第 13講	 ビジネスモデル案の検討
第 14講	 発表・まとめ
第 15講	 まとめ

■評価方法
授業点（毎回のレポート評価）80％　＋　演習点（グループワーク取り組み・発表）20％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業内容を十分理解し、秀逸な独自のビジネスモデル案を考えることができる。
評価A（89～ 80点）	：授業内容を十分理解し、自分なりのビジネスモデル案を作成できる。
評価B（79～ 70点）	：授業内容は理解し、ビジネスモデル案の作り方を理解している。
評価C（69～ 60点）	：一部不十分な点もあるものの、授業内容を理解している。
評価 F（59点以下）	 ：授業内容を理解できていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①相当の負荷がかかるため、やる気のある者のみを歓迎する。②授業中の私語や携帯、飲食等他人に迷惑をかける行為は
厳禁。即刻退出してもらう。③テストは実施せず、授業内のレポート・演習で評価を行うため、２／３以上の出席が必要
である。なお、参加人数や参加者の理解度に応じて、演習の進め方は変更の可能性がある。④課題に対してフィードバッ
クを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

事業デザイン論 I（Business design theory I）
事業開発（business creation）の方法論
松本　祐一
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
企業、行政、ＮＰＯ等、様々な組織が行う営みを、「事業」という同じ枠組みでとらえ、その歴史や特徴を理解し、自分
で事業をデザインするための方法論を学ぶ。

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、ビジネス創造

■到達目標
事業開発に関する理論と方法を理解し、自分で事業をデザインできるようになること

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
最低 1.3 時間以上のビジネスプランを立案するための情報収集等

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 「事業」とは何か？
第 3講	 「事業」とは何か？②
第 4講	 「事業開発」のメカニズム
第 5講	 「事業開発」の枠組み
第 6講	 「事業開発」の枠組み②
第 7講	 環境：どうなるべきか？
第 8講	 環境：どうなるべきか？②
第 9講	 使命：どうなりたいか？
第 10講	 能力：どうなれるか？
第 11講	 価値：コンセプト
第 12講	 仕組み：どうやるか？
第 13講	 プロトタイピング
第 14講	 プロトタイピング②
第 15講	 まとめ

■評価方法
授業中提出のワークシート４０％、中間レポート２０％、最終レポート４０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：すべての授業に出席。自分でビジネスプランを組み立てられて、独自性がある。
評価A（89～ 80点）	：９割以上出席し、自分でビジネスプランを組み立てることができる。
評価B（79～ 70点）	：8割以上出席し、ビジネスプランももれなく作成できる。
評価C（69～ 60点）	：6割以上出席し、要求されていることにある程度答えられている。
評価 F（59点以下）	 ：5割以下の出席率で、要求されていることに答えられていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①１０分以上の遅刻は欠席となります。②課題に対してフィードバックを行います。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

事業デザイン論 II（Business design theory II）
「ビジネスモデルキャンバス」手法を活用した、事例によるビジネスモデル論
手塚　貞治
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
ビジネスモデルを考えるフレームワークを解説したうえで、ビジネスモデルの各種パターンを事例とともに解説する。最
後は、演習に準じた形で実際にグループワークを通じて自分たちのビジネスモデル案を構築してもらう。

■講義分類
ビジネス創造、ビジネスマネジメント

■到達目標
自分で事業アイデアを考え、それをビジネスモデルキャンバス等のフォーマットを活用してレポートにとりまとめられる
ようになる。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、レポート作成

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
①前回講義で提示した「ビジネスモデル変革の方向性」について、ノートに整理する。②取り上げた事例は、ネットや書
籍等を通じてその事業内容やビジネスモデル変革についてまとめる（以上、必要時間 1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 事業デザインとビジネスモデル
第 2講	 ビジネスモデルキャンバス
第 3講	 顧客セグメント
第 4講	 価値提案
第 5講	 チャネル
第 6講	 顧客との関係
第 7講	 主要資源
第 8講	 主要活動
第 9講	 パートナー
第 10講	 収益構造①
第 11講	 収益構造②
第 12講	 ビジネスモデルの作り方
第 13講	 ビジネスモデル案の検討
第 14講	 発表・まとめ
第 15講	 まとめ

■評価方法
授業点（毎回のレポート評価）80％　＋　演習点（グループワーク取り組み・発表）20％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：授業内容を十分理解し、秀逸な独自のビジネスモデル案を考えることができる。
評価A（89～ 80点）	：授業内容を十分理解し、自分なりのビジネスモデル案を作成できる。
評価B（79～ 70点）	：授業内容は理解し、ビジネスモデル案の作り方を理解している。
評価C（69～ 60点）	：一部不十分な点もあるものの、授業内容を理解している。
評価 F（59点以下）	 ：授業内容を理解できていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①相当の負荷がかかるため、やる気のある者のみを歓迎する。②授業中の私語や携帯、飲食等他人に迷惑をかける行為は
厳禁。即刻退出してもらう。③テストは実施せず、授業内のレポート・演習で評価を行うため、２／３以上の出席が必要
である。なお、参加人数や参加者の理解度に応じて、演習の進め方は変更の可能性がある。④課題に対してフィードバッ
クを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

情報工学概論（Information Engineering）
情報概論
中村　有一
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
20 世紀後半からコンピュータや通信の技術が急速に発達し、情報技術が社会や産業に大きなインパクトを与えるように
なってきた。さらに 21世紀になって、	それまで予測されていたことがほぼ現実のものとなり、本格的な情報社会が到来
した。これに伴って、これまでの工業社会とは異なる考えかたやモラルが必要と	される時代となった。また個人の生活
の中にもパソコンなどの情報機器が普及し、それらの原理や役割を正しく把握し、うまく利用することが求められるよう
に	なってきた。この講義の目的は、現代の情報社会で必要とされる知識やモラルを身につけ、情報産業などの分野で活
躍できる基礎をつくることである。
また、本講義によって情報通信の分野に、より興味をもってもらい、将来のゼミ選択や就職にも参考になるようにしたい。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
情報技術の概略を理解すること。情報化にともなう社会変化、産業構造の変化など、大きな流れを把握した上で、さまざ
まな課題を自分の頭で考えられるような能力を身につける。また情報社会で生きていくうえで必要なモラルについても習
得する。

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：講義資料を読んでできるだけ理解し、わからない部分は整理しておく。（１．３時間）　復習：資料をもう一度読み
なおし、理解できたか確認する。ミニテストなどの結果を振り返る。（１．３時間）　

■授業の概要
第 1講	 情報とは？：情報とは何か、さまざまな視点から考察する。
第 2講	 ハードウェア：ミクロな仕組みとマクロな設計思想について学ぶ。
第 3講	 ソフトウェアの基礎：OSの仕組みと代表的なアプリケーションソフト
第 4講	 ワードプロセッサ：仕組みと役割、関連する用語について取り上げる。
第 5講	 表計算ソフト：仕組み、使い方、ＭＯＳ試験対策
第 6講	 データベース：データベースの仕組み、役割などについて話す。
第 7講	 ネットワーク技術の基礎：インターネット、携帯電話
第 8講	 インターネット：インターネットとは何か？さまざまな視点から考察する。
第 9講	 情報化と社会生活の変化：通信手段の発達史、社会変化と問題点
第 10講	 情報産業の発展：産業構造の変化、新しい情報産業の発展
第 11講	 情報産業と政策：通信放送分野の自由化・規制緩和について考える。
第 12講	 情報社会におけるモラル：情報化によって新しいモラルの考え方が必要になった。
第 13講	 暗号と認証の話：情報社会の基盤として公開鍵暗号の仕組みを理解する。
第 14講	 人工知能の話：トピック的に人工知能の技術を展望する。
第 15講	 ロボットの話：その現状と問題点を考察する。

■評価方法
学期末試験 70%　レポートなど平常点 30%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ほぼ完ぺきな理解度と評価
評価A（89～ 80点）	：上位の評価
評価B（79～ 70点）	：中位の評価
評価C（69～ 60点）	：下位の評価
評価 F（59点以下）	 ：不十分な理解度と評価

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①スライドの資料は、概略を示したものなので、これだけを読んでも理解できないだろう。復習するときに、内容を整理
するた	めに使う。②授業中に適宜紹介する参考文献を読むことにより、授業内容をより深く理解できるようにすること
が望ましい。③課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

情報と職業（Information and Profeession）
情報社会における職業人に求められる勤労観と職業倫理
齋藤　S. 裕美
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は，情報と職業についての関わり，情報に関係する職業人 ( 情報処理技術者，ネットワーク技術者など ) の役割と
責任について理解することを目的とする。
現代の社会において，IT( 情報技術 ) は必要不可欠な存在である。情報技術の進展によって生まれた産業の特徴や情報シ
ステムが一般社会生活のなかでどのように使われているかなど，情報技術の現状を把握するとともに，私たちの生活や既
存の産業が受けた情報化の影響などについても学習する。
また，情報システムを構築し運用する上で，情報処理技術者やネットワーク技術者が果たすべき役割や責任について理解
し，情報技術の専門家に求められる勤労観や職業観を身につけることも目的のひとつである。
さらに本講義によって，将来，情報に関係する職業人を目指す高校生に対して，適切な教育指導が出来るようになること
を目指す。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成

■到達目標
情報技術が産業社会や人々の生活に対して及ぼした影響を理解し，情報技術の専門家に求められる倫理観や職業観を身に
つけることをめざす。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前講までの資料をよく読んでおくこと。また、講義資料に記載されているデータの出所を確認し、当該データや関連のデー
タにもあたっておくこと。必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3時間程度）である。

■授業の概要
第 1講	 情報社会までの歴史的変遷
第 2講	 戦後の産業構造の変化
第 3講	 情報社会における職業観
第 4講	 情報社会と職業教育
第 5講	 情報産業における職業教育と資格
第 6講	 情報産業の誕生と発展
第 7講	 情報産業の実像
第 8講	 企業における情報化
第 9講	 情報技術と犯罪（暗号化技術など）
第 10講	 情報技術とリスクマネジメント
第 11講	 リスクマネジメントの背景
第 12講	 リスクマネジメントとCSR
第 13講	 CSRと企業の取り組み
第 14講	 職業人として必要な倫理観
第 15講	 職業人として必要な倫理観

■評価方法
期末試験 45%、レポートや課題 40%、出席状況 15%に参加態度を加味。<1: 産業社会の変遷、2: 人々の勤労観や職業観、
3: 情報産業の特徴や技術動向、4: 職業人としての役割や責任、倫理観>

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記 4観点を関連づけ，自分の考察を含めてそれらの内容を的確に説明できる。
評価A（89～ 80点）	：下記 4観点を個別に，自分の考察を含めてそれらの内容を説明できる。
評価B（79～ 70点）	：下記 4観点について，いずれか 2つ以上の内容を説明できる。　
評価C（69～ 60点）	：下記 4観点について，いずれか 1つ以上の内容を説明できる。　　
評価 F（59点以下）	 ：講義内容について著しく理解が不足している。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

情報工学概論（Information Engineering）
情報概論
中村　有一
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
20 世紀後半からコンピュータや通信の技術が急速に発達し、情報技術が社会や産業に大きなインパクトを与えるように
なってきた。さらに 21世紀になって、	それまで予測されていたことがほぼ現実のものとなり、本格的な情報社会が到来
した。これに伴って、これまでの工業社会とは異なる考えかたやモラルが必要と	される時代となった。また個人の生活
の中にもパソコンなどの情報機器が普及し、それらの原理や役割を正しく把握し、うまく利用することが求められるよう
に	なってきた。この講義の目的は、現代の情報社会で必要とされる知識やモラルを身につけ、情報産業などの分野で活
躍できる基礎をつくることである。
また、本講義によって情報通信の分野に、より興味をもってもらい、将来のゼミ選択や就職にも参考になるようにしたい。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
情報技術の概略を理解すること。情報化にともなう社会変化、産業構造の変化など、大きな流れを把握した上で、さまざ
まな課題を自分の頭で考えられるような能力を身につける。また情報社会で生きていくうえで必要なモラルについても習
得する。

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：講義資料を読んでできるだけ理解し、わからない部分は整理しておく。（１．３時間）　復習：資料をもう一度読み
なおし、理解できたか確認する。ミニテストなどの結果を振り返る。（１．３時間）　

■授業の概要
第 1講	 情報とは？：情報とは何か、さまざまな視点から考察する。
第 2講	 ハードウェア：ミクロな仕組みとマクロな設計思想について学ぶ。
第 3講	 ソフトウェアの基礎：OSの仕組みと代表的なアプリケーションソフト
第 4講	 ワードプロセッサ：仕組みと役割、関連する用語について取り上げる。
第 5講	 表計算ソフト：仕組み、使い方、ＭＯＳ試験対策
第 6講	 データベース：データベースの仕組み、役割などについて話す。
第 7講	 ネットワーク技術の基礎：インターネット、携帯電話
第 8講	 インターネット：インターネットとは何か？さまざまな視点から考察する。
第 9講	 情報化と社会生活の変化：通信手段の発達史、社会変化と問題点
第 10講	 情報産業の発展：産業構造の変化、新しい情報産業の発展
第 11講	 情報産業と政策：通信放送分野の自由化・規制緩和について考える。
第 12講	 情報社会におけるモラル：情報化によって新しいモラルの考え方が必要になった。
第 13講	 暗号と認証の話：情報社会の基盤として公開鍵暗号の仕組みを理解する。
第 14講	 人工知能の話：トピック的に人工知能の技術を展望する。
第 15講	 ロボットの話：その現状と問題点を考察する。

■評価方法
学期末試験 70%　レポートなど平常点 30%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ほぼ完ぺきな理解度と評価
評価A（89～ 80点）	：上位の評価
評価B（79～ 70点）	：中位の評価
評価C（69～ 60点）	：下位の評価
評価 F（59点以下）	 ：不十分な理解度と評価

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①スライドの資料は、概略を示したものなので、これだけを読んでも理解できないだろう。復習するときに、内容を整理
するた	めに使う。②授業中に適宜紹介する参考文献を読むことにより、授業内容をより深く理解できるようにすること
が望ましい。③課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

情報と職業（Information and Profeession）
情報社会における職業人に求められる勤労観と職業倫理
齋藤　S. 裕美
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は，情報と職業についての関わり，情報に関係する職業人 ( 情報処理技術者，ネットワーク技術者など ) の役割と
責任について理解することを目的とする。
現代の社会において，IT( 情報技術 ) は必要不可欠な存在である。情報技術の進展によって生まれた産業の特徴や情報シ
ステムが一般社会生活のなかでどのように使われているかなど，情報技術の現状を把握するとともに，私たちの生活や既
存の産業が受けた情報化の影響などについても学習する。
また，情報システムを構築し運用する上で，情報処理技術者やネットワーク技術者が果たすべき役割や責任について理解
し，情報技術の専門家に求められる勤労観や職業観を身につけることも目的のひとつである。
さらに本講義によって，将来，情報に関係する職業人を目指す高校生に対して，適切な教育指導が出来るようになること
を目指す。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成

■到達目標
情報技術が産業社会や人々の生活に対して及ぼした影響を理解し，情報技術の専門家に求められる倫理観や職業観を身に
つけることをめざす。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前講までの資料をよく読んでおくこと。また、講義資料に記載されているデータの出所を確認し、当該データや関連のデー
タにもあたっておくこと。必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3時間程度）である。

■授業の概要
第 1講	 情報社会までの歴史的変遷
第 2講	 戦後の産業構造の変化
第 3講	 情報社会における職業観
第 4講	 情報社会と職業教育
第 5講	 情報産業における職業教育と資格
第 6講	 情報産業の誕生と発展
第 7講	 情報産業の実像
第 8講	 企業における情報化
第 9講	 情報技術と犯罪（暗号化技術など）
第 10講	 情報技術とリスクマネジメント
第 11講	 リスクマネジメントの背景
第 12講	 リスクマネジメントとCSR
第 13講	 CSRと企業の取り組み
第 14講	 職業人として必要な倫理観
第 15講	 職業人として必要な倫理観

■評価方法
期末試験 45%、レポートや課題 40%、出席状況 15%に参加態度を加味。<1: 産業社会の変遷、2: 人々の勤労観や職業観、
3: 情報産業の特徴や技術動向、4: 職業人としての役割や責任、倫理観>

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記 4観点を関連づけ，自分の考察を含めてそれらの内容を的確に説明できる。
評価A（89～ 80点）	：下記 4観点を個別に，自分の考察を含めてそれらの内容を説明できる。
評価B（79～ 70点）	：下記 4観点について，いずれか 2つ以上の内容を説明できる。　
評価C（69～ 60点）	：下記 4観点について，いずれか 1つ以上の内容を説明できる。　　
評価 F（59点以下）	 ：講義内容について著しく理解が不足している。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

情報ネットワーク（Networking System）
information network
増田　浩通
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
情報ネットワークの概念と役割，基礎技術，インターネットの概要について学ぶ。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
ビジネスパスポート試験の問題を解くことができるレベルに到達することを目標とする。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
この授業の資料はパワーポイント形式でＴ－ＮＥＸＴ上にアップロードします。各自予習 1.3 時間以上、授業後パワーポ
イント資料を見ながら、復習に 1.3 時間以上費やしてください。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンスと課題の提示
第 2講	 情報化時代のルールとマナー
第 3講	 通信ネットワークとは
第 4講	 モバイル通信のネットワーク
第 5講	 コンピュータとネットワークの歴史
第 6講	 コンピュータの原理
第 7講	 通信技術の概要
第 8講	 中間レポートの作成
第 9講	 データネットワーク技術
第 10講	 誤り制御
第 11講	 ネットワークの接続形態とＯＳＩ参照モデル
第 12講	 情報ネットワークの使われ方
第 13講	 インターネットの仕組み
第 14講	 ネットワークセキュリティ
第 15講	 期末テスト

■評価方法
中間レポート５０％、期末テスト５０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：中間レポートと期末テストで評価方法に基づいて評価する。
評価A（89～ 80点）	：中間レポートと期末テストで評価方法に基づいて評価する。
評価B（79～ 70点）	：中間レポートと期末テストで評価方法に基づいて評価する。
評価C（69～ 60点）	：中間レポートと期末テストで評価方法に基づいて評価する。
評価 F（59点以下）	 ：中間レポートの提出がないか、または期末テストを受けないと評価は Fとする。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

多国籍企業 I（Multinational Corpolations I）
21 世紀のマルチナショナル・コーポレーションズ
飯田　健雄
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
21 世紀の多国籍企業の動態を分析していく。とくに、発展途上国もインフラ投資に力を入れる一方で、アメリカ、ヨーロッ
パ、中国では、ICT のクラウド化やAI の積極的投資を進めている。20世紀の欧米中心の多国籍企業の動態分析ではなく、
21世紀の直積投資の大きな領域を占める、この二つの大きな潮流を講義していく。

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
春学期は世界の代表的多国籍企業を学んでいく。特に、アメリカの ICT 企業に的を絞り、理解する。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義をよりよく理解するために、約 1時半程度、NHKをはじめとする民放各社の経済ニュースで日本企業や外国企業の
動向を知っていこう。日本経済新聞を読んで、世界の企業の動向を知ろう。

■授業の概要
第 1講	 IT 産業―ゲーム業界 (SCE)
第 2講	 ICT 業界―シスコ・システムズ
第 3講	 ICT 業界―インテル
第 4講	 ICT 業界―グーグル
第 5講	 ICT 業界―マイクロソフト
第 6講	 ICT 業界―アップル
第 7講	 IT 業界―オラクル
第 8講	 ICT 業界―デルコンピュータ
第 9講	 世界のビール業界
第 10講	 日本の商社活動
第 11講	 世界のアパレル業界
第 12講	 世界の小売業界
第 13講	 世界の鉄鋼業界
第 14講	 ウォルト・ディズニー
第 15講	 まとめ

■評価方法
試験（70％）出席（30％）　試験では書いた分量だけではなく、問題を満たしたその正確さと質を問う。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：すべての講義にでること。試験では、すべてに解答し、90点以上を取得すること。
評価A（89～ 80点）	：ほとんど講義に出ている学生。試験はすべてに解答し、80点以上を取得すること。
評価B（79～ 70点）	：10回以上講義に出席。試験は 5問中、4問すべてに解答し、70点以上を取得すること。
評価C（69～ 60点）	：7回以上講義に出ること。試験は 5問中、3問すべてに解答し、50点以上を取得すること。
評価 F（59点以下）	 ：15回中、5回以下、および、試験は 5問中、3問以下で 50点以下の水準にあること。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
試験に対するフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

情報ネットワーク（Networking System）
information network
増田　浩通
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
情報ネットワークの概念と役割，基礎技術，インターネットの概要について学ぶ。

■講義分類
ビジネス ICT

■到達目標
ビジネスパスポート試験の問題を解くことができるレベルに到達することを目標とする。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
この授業の資料はパワーポイント形式でＴ－ＮＥＸＴ上にアップロードします。各自予習 1.3 時間以上、授業後パワーポ
イント資料を見ながら、復習に 1.3 時間以上費やしてください。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンスと課題の提示
第 2講	 情報化時代のルールとマナー
第 3講	 通信ネットワークとは
第 4講	 モバイル通信のネットワーク
第 5講	 コンピュータとネットワークの歴史
第 6講	 コンピュータの原理
第 7講	 通信技術の概要
第 8講	 中間レポートの作成
第 9講	 データネットワーク技術
第 10講	 誤り制御
第 11講	 ネットワークの接続形態とＯＳＩ参照モデル
第 12講	 情報ネットワークの使われ方
第 13講	 インターネットの仕組み
第 14講	 ネットワークセキュリティ
第 15講	 期末テスト

■評価方法
中間レポート５０％、期末テスト５０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：中間レポートと期末テストで評価方法に基づいて評価する。
評価A（89～ 80点）	：中間レポートと期末テストで評価方法に基づいて評価する。
評価B（79～ 70点）	：中間レポートと期末テストで評価方法に基づいて評価する。
評価C（69～ 60点）	：中間レポートと期末テストで評価方法に基づいて評価する。
評価 F（59点以下）	 ：中間レポートの提出がないか、または期末テストを受けないと評価は Fとする。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

多国籍企業 I（Multinational Corpolations I）
21 世紀のマルチナショナル・コーポレーションズ
飯田　健雄
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
21 世紀の多国籍企業の動態を分析していく。とくに、発展途上国もインフラ投資に力を入れる一方で、アメリカ、ヨーロッ
パ、中国では、ICT のクラウド化やAI の積極的投資を進めている。20世紀の欧米中心の多国籍企業の動態分析ではなく、
21世紀の直積投資の大きな領域を占める、この二つの大きな潮流を講義していく。

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
春学期は世界の代表的多国籍企業を学んでいく。特に、アメリカの ICT 企業に的を絞り、理解する。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義をよりよく理解するために、約 1時半程度、NHKをはじめとする民放各社の経済ニュースで日本企業や外国企業の
動向を知っていこう。日本経済新聞を読んで、世界の企業の動向を知ろう。

■授業の概要
第 1講	 IT 産業―ゲーム業界 (SCE)
第 2講	 ICT 業界―シスコ・システムズ
第 3講	 ICT 業界―インテル
第 4講	 ICT 業界―グーグル
第 5講	 ICT 業界―マイクロソフト
第 6講	 ICT 業界―アップル
第 7講	 IT 業界―オラクル
第 8講	 ICT 業界―デルコンピュータ
第 9講	 世界のビール業界
第 10講	 日本の商社活動
第 11講	 世界のアパレル業界
第 12講	 世界の小売業界
第 13講	 世界の鉄鋼業界
第 14講	 ウォルト・ディズニー
第 15講	 まとめ

■評価方法
試験（70％）出席（30％）　試験では書いた分量だけではなく、問題を満たしたその正確さと質を問う。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：すべての講義にでること。試験では、すべてに解答し、90点以上を取得すること。
評価A（89～ 80点）	：ほとんど講義に出ている学生。試験はすべてに解答し、80点以上を取得すること。
評価B（79～ 70点）	：10回以上講義に出席。試験は 5問中、4問すべてに解答し、70点以上を取得すること。
評価C（69～ 60点）	：7回以上講義に出ること。試験は 5問中、3問すべてに解答し、50点以上を取得すること。
評価 F（59点以下）	 ：15回中、5回以下、および、試験は 5問中、3問以下で 50点以下の水準にあること。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
試験に対するフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

多国籍企業 II（Multinational Corpolations II）
21 世紀の多国籍企業論
飯田　健雄
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
秋学期は多国籍企業の中でインフラ産業に特化している企業を学んでいきます。

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
21 世紀の先進諸国は、B	to	C から B	to	B のインフラビジネスに重きをおいた、戦略展開を積極的に進めています。そ
の事業形態の理解を深めましょう。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
NHKの経済ニュースを見よう。また、日本経済新聞を毎日、読む習慣をつけよう。隔週ごとの項目に関して、約 1時間
半程度、指定教科書を事前に読み、講義後、板書された項目を理解していこう。

■授業の概要
第 1講	 ODA型のインフラ輸出について
第 2講	 プロジェクト・ファイナンスについて
第 3講	 重厚長大型産業の復活
第 4講	 第三セクターと民営化の違い
第 5講	 先進国のインフラ・プロジェクト
第 6講	 インフラ政策とインフラ管理
第 7講	 随意契約と一般競争入札
第 8講	 レントシーキングの問題
第 9講	 世界のウォータービジネス
第 10講	 バーチャル・ウォーター
第 11講	 商社の変容
第 12講	 PPPについて
第 13講	 イギリスの教訓
第 14講	 ケーススタディ
第 15講	 まとめ

■評価方法
試験（70％）出席（30％）　試験では書いた分量だけではなく、問題を満たしたその正確さと質を問う。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：すべての講義にでること。試験は 5問中、すべてに解答し、90点以上を取得すること。
評価A（89～ 80点）	：ほとんど講義に出ること。試験は 5問中、すべてに解答し、80点以上を取得すること。
評価B（79～ 70点）	：10回以上講義に出ること。試験は 5問中、4問すべてに解答し、70点以上を取得すること。
評価C（69～ 60点）	：7回以上講義に出ること。試験は 5問中、3問すべてに解答し、50点以上を取得すること。
評価 F（59点以下）	 ：出席が 5回以下、および、試験は 5問中、3問以下で 50点以下の水準にあること。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
試験に対するフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

地域観光論（Regional tourism theory）
観光まちづくりの最前線事例と地域ビジネス
中庭　光彦
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
日本の社会経済を支える有力な産業として「観光産業」が注目されています。昔は、大都市の旅行代理店と観光地の宿泊
施設が協力して観光客を集めていましたが、今は、各観光地が魅力づくりを競い、インバウンド客も増えてきていますが、
「着地マーケティング」の力不足が日本の弱点となっています。本講義前半では、観光に関心のある主に２年生を対象に、
観光産業の基本・現状を伝え、「移動する人間」が社会経済を変える影響力や地域観光政策の考え方について学びます。
後半では観光まちづくりに焦点を絞り、観光地をつくるマーケティングや政策の戦略について学びます。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、地域ビジネス

■到達目標
観光による地域ビジネスの考え方を理解し、基本用語を使って、現代の観光についてレポートを書けるようにする。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日経新聞過去記事検索データベースで、テーマ内容を調べてくる（予習）。講義・作業の内容をノートに整理してまとめ
直す（復習）。両方で１．５時間。　

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 観光論が対象とする様々なビジネス
第 3講	 観光地と観光産業の関係
第 4講	 観光立国について考える
第 5講	 コンベンション・ビジネスについて考える
第 6講	 ケースで考えるホスピタリティビジネス
第 7講	 テーマパークと観光地の関係について考える
第 8講	 マスツーリズムからニューツーリズムへ
第 9講	 ケースで考える観光まちづくり①観光地プロモーションとブランド化を考える
第 10講	 ケースで考える観光まちづくり②観光地ブランド化と文化の関係を考える
第 11講	 ケースで考える観光まちづくり③エコツーリズム
第 12講	 ケースで考える観光まちづくり④歴史の魅力と都市観光
第 13講	 ケースで考える観光まちづくり⑤ＤＭＯによるアクティビティ企画
第 14講	 ケースで考える観光まちづくり⑥食によるブランディング
第 15講	 ケースで考える観光まちづくり⑦観光地づくりの目的

■評価方法
レポート６０％、出席４０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を十分に理解し、新たな情報を加えて伝えることができる。
評価A（89～ 80点）	：講義内容を十分に理解して、伝えることができる。
評価B（79～ 70点）	：おおよその内容は把握しているが、論理的に伝えるまで至っていない。
評価C（69～ 60点）	：内容をあまり理解できておらず、伝えることも十分ではない。
評価 F（59点以下）	 ：著しく理解に欠けており、伝えることはできない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

多国籍企業 II（Multinational Corpolations II）
21 世紀の多国籍企業論
飯田　健雄
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
秋学期は多国籍企業の中でインフラ産業に特化している企業を学んでいきます。

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
21 世紀の先進諸国は、B	to	C から B	to	B のインフラビジネスに重きをおいた、戦略展開を積極的に進めています。そ
の事業形態の理解を深めましょう。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
NHKの経済ニュースを見よう。また、日本経済新聞を毎日、読む習慣をつけよう。隔週ごとの項目に関して、約 1時間
半程度、指定教科書を事前に読み、講義後、板書された項目を理解していこう。

■授業の概要
第 1講	 ODA型のインフラ輸出について
第 2講	 プロジェクト・ファイナンスについて
第 3講	 重厚長大型産業の復活
第 4講	 第三セクターと民営化の違い
第 5講	 先進国のインフラ・プロジェクト
第 6講	 インフラ政策とインフラ管理
第 7講	 随意契約と一般競争入札
第 8講	 レントシーキングの問題
第 9講	 世界のウォータービジネス
第 10講	 バーチャル・ウォーター
第 11講	 商社の変容
第 12講	 PPPについて
第 13講	 イギリスの教訓
第 14講	 ケーススタディ
第 15講	 まとめ

■評価方法
試験（70％）出席（30％）　試験では書いた分量だけではなく、問題を満たしたその正確さと質を問う。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：すべての講義にでること。試験は 5問中、すべてに解答し、90点以上を取得すること。
評価A（89～ 80点）	：ほとんど講義に出ること。試験は 5問中、すべてに解答し、80点以上を取得すること。
評価B（79～ 70点）	：10回以上講義に出ること。試験は 5問中、4問すべてに解答し、70点以上を取得すること。
評価C（69～ 60点）	：7回以上講義に出ること。試験は 5問中、3問すべてに解答し、50点以上を取得すること。
評価 F（59点以下）	 ：出席が 5回以下、および、試験は 5問中、3問以下で 50点以下の水準にあること。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
試験に対するフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

地域観光論（Regional tourism theory）
観光まちづくりの最前線事例と地域ビジネス
中庭　光彦
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
日本の社会経済を支える有力な産業として「観光産業」が注目されています。昔は、大都市の旅行代理店と観光地の宿泊
施設が協力して観光客を集めていましたが、今は、各観光地が魅力づくりを競い、インバウンド客も増えてきていますが、
「着地マーケティング」の力不足が日本の弱点となっています。本講義前半では、観光に関心のある主に２年生を対象に、
観光産業の基本・現状を伝え、「移動する人間」が社会経済を変える影響力や地域観光政策の考え方について学びます。
後半では観光まちづくりに焦点を絞り、観光地をつくるマーケティングや政策の戦略について学びます。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、地域ビジネス

■到達目標
観光による地域ビジネスの考え方を理解し、基本用語を使って、現代の観光についてレポートを書けるようにする。

■授業形態
講義、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日経新聞過去記事検索データベースで、テーマ内容を調べてくる（予習）。講義・作業の内容をノートに整理してまとめ
直す（復習）。両方で１．５時間。　

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 観光論が対象とする様々なビジネス
第 3講	 観光地と観光産業の関係
第 4講	 観光立国について考える
第 5講	 コンベンション・ビジネスについて考える
第 6講	 ケースで考えるホスピタリティビジネス
第 7講	 テーマパークと観光地の関係について考える
第 8講	 マスツーリズムからニューツーリズムへ
第 9講	 ケースで考える観光まちづくり①観光地プロモーションとブランド化を考える
第 10講	 ケースで考える観光まちづくり②観光地ブランド化と文化の関係を考える
第 11講	 ケースで考える観光まちづくり③エコツーリズム
第 12講	 ケースで考える観光まちづくり④歴史の魅力と都市観光
第 13講	 ケースで考える観光まちづくり⑤ＤＭＯによるアクティビティ企画
第 14講	 ケースで考える観光まちづくり⑥食によるブランディング
第 15講	 ケースで考える観光まちづくり⑦観光地づくりの目的

■評価方法
レポート６０％、出席４０％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を十分に理解し、新たな情報を加えて伝えることができる。
評価A（89～ 80点）	：講義内容を十分に理解して、伝えることができる。
評価B（79～ 70点）	：おおよその内容は把握しているが、論理的に伝えるまで至っていない。
評価C（69～ 60点）	：内容をあまり理解できておらず、伝えることも十分ではない。
評価 F（59点以下）	 ：著しく理解に欠けており、伝えることはできない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

地域産業論 I（Local industry Theory I）
地域と共に生きる中小企業の役割と地域産業の発展に向けた方策
野坂　美穂
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義では、地域経済を支える地域産業の意義、地域産業の主な担い手である中小企業の役割について理解することを目
的とする。本授業を通じて、地域と産業が持続的に共生し、発展していくためにはどうすれば良いか、自分なりの考えや
具体的な方策を示すことができ、将来的な地域産業の一担い手として、自身のあるべき姿（どのような形で地域産業に貢
献する人材になりたいかというビジョン）を描けるようになることを目指す。

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、地域ビジネス

■到達目標
（１）二次資料（官公庁の報告書や統計データ等、新聞記事・雑誌等）の活用によるレポート作成やプレゼンテーション
を行い、情報リテラシーと数量スキルを身につける。	（２）グループディスカッションやグループワークを通じて、チー
ム・ビルディングスキルやファシリテーションスキルを養う。	（３）グループディスカッションやケース・スタディを通
じて、論理的思考力および問題解決力を身につける。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習・復習時間は、各 90分～ 120分程度を要する。指定した動画教材の視聴または配布した新聞（or 雑誌）記事やケー
ス等を読んで要約を行い、さらに内容に関する質問を 3つ考えること（毎回提出を求めます）。

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション：地域経済における地域産業の意義と役割
第 2講	 地域産業の担い手としての中小企業の役割
第 3講	 中小企業が直面する様々な問題
第 4講	 中小企業におけるイノベーションの意義
第 5講	 中小企業におけるＩＴの活用、我が国中小企業におけるＩｏＴの導入可能性
第 6講	 中小企業の海外展開
第 7講	 産業集積と地域イノベーション（１）
第 8講	 産業集積と地域イノベーション（２）　
第 9講	 伝統的地場産業の衰退と再生（１）
第 10講	 伝統的地場産業の衰退と再生（２）
第 11講	 一次産業に着目した地域産業の在り方（１）
第 12講	 一次産業に着目した地域産業の在り方（２）被災地の産業復興
第 13講	 地域産業の活性化とＣＳＶ（共通価値の創造）
第 14講	 観光戦略を通じた地域産業の活性化
第 15講	 プレゼンテーション成果発表会

■評価方法
出席 15％、事前・事後学習課題 15％、レポート 20％、グループワークでの貢献度（振り返りシート）20％、最終プレ
ゼンテーション 10％、期末定期試験 20％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：理論や知識の応用、二次資料に基づく分析が十分にでき、グループへの貢献度が高い。
評価A（89～ 80点）	：理論や知識の応用、二次資料に基づく分析ができ、グループへの貢献度が高い。
評価B（79～ 70点）	：理論や知識の応用、二次資料に基づく分析ができ、グループへの貢献度が中程度。
評価C（69～ 60点）	：理論や知識の応用、二次資料に基づく分析が不十分、グループへの貢献度が低い。
評価 F（59点以下）	 ：理論や知識の応用、二次資料に基づく分析ができない、グループへの貢献度が低い。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①日常生活において出来る限り、新聞記事（できれば日本経済新聞）や雑誌記事（できれば東洋経済、日経ビジネス等）
を読み、中小企業の動向を把握するようにしてください。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

地域産業論 II（Local industry Theory II）
～中小・ベンチャー企業の役割、問題点、発展形態および経営～
丹下　英明
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義では、地域産業において重要な役割を果たす中小・ベンチャー企業について、どのような経営活動を行っているの
か、また、特徴や課題は何かなどについて、体系的に学ぶことを目的としています。特に、グローバル化への対応や事業
承継、資金調達など、現在多くの中小企業が抱える課題について、その現状を理解していただきます。
なお、本講義では、受講者自らが問題解決する力を身に着けられるように、個人またはグループによる研究を講義時間外
で行っていただき、講義にて研究報告を行っていただきます（希望者のみ）。
本講義では一方的な聴講型だけではなく、アクティブ・ラーニング型の授業を目指します。そのため、授業内での考察や
発表、発言やディスカッションを重視します。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、地域ビジネス

■到達目標
本講義では、カリキュラムポリシーに掲げた「問題の分析・解決策提案・実践に必要な考え方の習得」を目指すため、次
の２つを到達目標とします。	（１）中小企業論で用いられる用語に慣れ、学問的体系と内容が説明できる。	（２）中小企
業の事例を自ら選び、本講義で得た知識を活用して、当該事例の特徴を説明できる。また、当該事例が抱えている問題点
を指摘し、その解決策を提案できる。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：教科書を読み、不明な点は調べる。不明点をはっきりさせて講義に臨む（1.5 時間）。復習：講義内容を復習し、
まだ不明な点は調べる。それでもわからない点は教員に質問する（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス：この講義で学ぶこと
第 2講	 中小企業とは何か：中小企業の定義、特徴について
第 3講	 日本経済、地域経済と中小企業
第 4講	 大企業と中小企業
第 5講	 下請システムとものづくり中小企業
第 6講	 グローバル化と中小企業
第 7講	 事業承継と中小企業
第 8講	 集積・ネットワークを活かす中小企業
第 9講	 中小企業金融
第 10講	 起業と経済活性化
第 11講	 ベンチャー企業の創造・経営と支援
第 12講	 イノベーションを展開する中小企業
第 13講	 中小・ベンチャー企業に関する研究報告（１）
第 14講	 中小・ベンチャー企業に関する研究報告（２）
第 15講	 グローバル、地域と中小・ベンチャー企業

■評価方法
出席（講義内の研究報告や発言、小レポートを含む）50％、定期試験（授業内の小テストを行う場合はそれを含む）
50％。ただし、教員の指示に従わないなど問題があった者は、減点あるいは単位を付与しない。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：中小企業の特徴や問題を理解し、特筆すべき解決策を提示できる。
評価A（89～ 80点）	：中小企業の特徴や問題を理解し、すぐれた解決策を提示できる。
評価B（79～ 70点）	：中小企業の特徴や問題を一応理解し、解決策を提示できる。
評価C（69～ 60点）	：中小企業の特徴や問題の理解が最低限の水準を満たす。
評価 F（59点以下）	 ：中小企業の特徴や問題の理解が水準を満たしていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①日頃から、新聞の産業、企業関連の記事（特に、中小企業、ベンチャー企業関連の記事）について、興味をもってチェッ
クしてください。②課題や試験等に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

地域産業論 I（Local industry Theory I）
地域と共に生きる中小企業の役割と地域産業の発展に向けた方策
野坂　美穂
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義では、地域経済を支える地域産業の意義、地域産業の主な担い手である中小企業の役割について理解することを目
的とする。本授業を通じて、地域と産業が持続的に共生し、発展していくためにはどうすれば良いか、自分なりの考えや
具体的な方策を示すことができ、将来的な地域産業の一担い手として、自身のあるべき姿（どのような形で地域産業に貢
献する人材になりたいかというビジョン）を描けるようになることを目指す。

■講義分類
顧客理解、ビジネス環境理解、地域ビジネス

■到達目標
（１）二次資料（官公庁の報告書や統計データ等、新聞記事・雑誌等）の活用によるレポート作成やプレゼンテーション
を行い、情報リテラシーと数量スキルを身につける。	（２）グループディスカッションやグループワークを通じて、チー
ム・ビルディングスキルやファシリテーションスキルを養う。	（３）グループディスカッションやケース・スタディを通
じて、論理的思考力および問題解決力を身につける。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習・復習時間は、各 90分～ 120分程度を要する。指定した動画教材の視聴または配布した新聞（or 雑誌）記事やケー
ス等を読んで要約を行い、さらに内容に関する質問を 3つ考えること（毎回提出を求めます）。

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション：地域経済における地域産業の意義と役割
第 2講	 地域産業の担い手としての中小企業の役割
第 3講	 中小企業が直面する様々な問題
第 4講	 中小企業におけるイノベーションの意義
第 5講	 中小企業におけるＩＴの活用、我が国中小企業におけるＩｏＴの導入可能性
第 6講	 中小企業の海外展開
第 7講	 産業集積と地域イノベーション（１）
第 8講	 産業集積と地域イノベーション（２）　
第 9講	 伝統的地場産業の衰退と再生（１）
第 10講	 伝統的地場産業の衰退と再生（２）
第 11講	 一次産業に着目した地域産業の在り方（１）
第 12講	 一次産業に着目した地域産業の在り方（２）被災地の産業復興
第 13講	 地域産業の活性化とＣＳＶ（共通価値の創造）
第 14講	 観光戦略を通じた地域産業の活性化
第 15講	 プレゼンテーション成果発表会

■評価方法
出席 15％、事前・事後学習課題 15％、レポート 20％、グループワークでの貢献度（振り返りシート）20％、最終プレ
ゼンテーション 10％、期末定期試験 20％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：理論や知識の応用、二次資料に基づく分析が十分にでき、グループへの貢献度が高い。
評価A（89～ 80点）	：理論や知識の応用、二次資料に基づく分析ができ、グループへの貢献度が高い。
評価B（79～ 70点）	：理論や知識の応用、二次資料に基づく分析ができ、グループへの貢献度が中程度。
評価C（69～ 60点）	：理論や知識の応用、二次資料に基づく分析が不十分、グループへの貢献度が低い。
評価 F（59点以下）	 ：理論や知識の応用、二次資料に基づく分析ができない、グループへの貢献度が低い。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①日常生活において出来る限り、新聞記事（できれば日本経済新聞）や雑誌記事（できれば東洋経済、日経ビジネス等）
を読み、中小企業の動向を把握するようにしてください。②課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

地域産業論 II（Local industry Theory II）
～中小・ベンチャー企業の役割、問題点、発展形態および経営～
丹下　英明
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義では、地域産業において重要な役割を果たす中小・ベンチャー企業について、どのような経営活動を行っているの
か、また、特徴や課題は何かなどについて、体系的に学ぶことを目的としています。特に、グローバル化への対応や事業
承継、資金調達など、現在多くの中小企業が抱える課題について、その現状を理解していただきます。
なお、本講義では、受講者自らが問題解決する力を身に着けられるように、個人またはグループによる研究を講義時間外
で行っていただき、講義にて研究報告を行っていただきます（希望者のみ）。
本講義では一方的な聴講型だけではなく、アクティブ・ラーニング型の授業を目指します。そのため、授業内での考察や
発表、発言やディスカッションを重視します。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、地域ビジネス

■到達目標
本講義では、カリキュラムポリシーに掲げた「問題の分析・解決策提案・実践に必要な考え方の習得」を目指すため、次
の２つを到達目標とします。	（１）中小企業論で用いられる用語に慣れ、学問的体系と内容が説明できる。	（２）中小企
業の事例を自ら選び、本講義で得た知識を活用して、当該事例の特徴を説明できる。また、当該事例が抱えている問題点
を指摘し、その解決策を提案できる。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：教科書を読み、不明な点は調べる。不明点をはっきりさせて講義に臨む（1.5 時間）。復習：講義内容を復習し、
まだ不明な点は調べる。それでもわからない点は教員に質問する（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス：この講義で学ぶこと
第 2講	 中小企業とは何か：中小企業の定義、特徴について
第 3講	 日本経済、地域経済と中小企業
第 4講	 大企業と中小企業
第 5講	 下請システムとものづくり中小企業
第 6講	 グローバル化と中小企業
第 7講	 事業承継と中小企業
第 8講	 集積・ネットワークを活かす中小企業
第 9講	 中小企業金融
第 10講	 起業と経済活性化
第 11講	 ベンチャー企業の創造・経営と支援
第 12講	 イノベーションを展開する中小企業
第 13講	 中小・ベンチャー企業に関する研究報告（１）
第 14講	 中小・ベンチャー企業に関する研究報告（２）
第 15講	 グローバル、地域と中小・ベンチャー企業

■評価方法
出席（講義内の研究報告や発言、小レポートを含む）50％、定期試験（授業内の小テストを行う場合はそれを含む）
50％。ただし、教員の指示に従わないなど問題があった者は、減点あるいは単位を付与しない。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：中小企業の特徴や問題を理解し、特筆すべき解決策を提示できる。
評価A（89～ 80点）	：中小企業の特徴や問題を理解し、すぐれた解決策を提示できる。
評価B（79～ 70点）	：中小企業の特徴や問題を一応理解し、解決策を提示できる。
評価C（69～ 60点）	：中小企業の特徴や問題の理解が最低限の水準を満たす。
評価 F（59点以下）	 ：中小企業の特徴や問題の理解が水準を満たしていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①日頃から、新聞の産業、企業関連の記事（特に、中小企業、ベンチャー企業関連の記事）について、興味をもってチェッ
クしてください。②課題や試験等に対してフィードバックを行います。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

中国経済論（Chinese Economy）
中国・大中華圏で活躍できる人財を目指そう
バートル
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
時代は今、「知」が重要視される知識情報社会となっており、膨大な情報の中から必要な情報を摘出して分析し、未来を
洞察していくことが求められている。
本講義では、世界経済の牽引役として、また政治や外交面でも国際的プレゼンスの高まりを見せている中国を立体的かつ
複眼的な視点で理解を深めるための基本的な知識の習得と知見の広がり、そして日本をめぐる世界潮流、日本企業のビジ
ネス環境を正しく「読む」力の養成を目指す。
具体的には、中国や日中間のビジネスの最前線事例を取りあげながら産業社会が求める問題発見能力と問題解決能力及び
高度なコミュニケーション能力を備えた人材育成を念頭に置いた講義を行う。受講生は、本講義を通じて習得した知識や
得た知見を自分の就職や将来に向けて活用できるようにすることが求められる。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、グローバルビジネス

■到達目標
①中国経済に関する基本的な知識を習得し知見を広げ、中国の実像を把握できるようにする。	②中国経済の現状と課題
を分析し、日本企業の新たな経営戦略・ビジネスモデルの立案のほか、日中間の協力の可能性について、履修者が独自の
問題意識を持てるようにする。	③講義で習得した知見を就職活動に利活用できるようにする。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
中国や日中経済関係に関する時事問題を始め、講義内容の中で自分自身が関心を持つ分野に関する情報を収集、分析、調
査する習慣をつけることが必須。上記準備学習に要する時間は最低２時間以上とする。

■授業の概要
第 1講	 「中国」とは～ガイダンス	講義の目的・内容の説明、中国の一般事情
第 2講	 「世界の工場」と「世界市場」の両方の視点から「中国像」を提示する。
第 3講	 毛沢東時代の中国の政治、経済、社会体制と鄧小平時代の改革開放政策の成果と課題
第 4講	 高度成長の「光」と「影」(1)- エネルギー需給状況、環境問題を中心に
第 5講	 高度成長の「光」と「影」(2)- 食料問題を中心に ~中国の食料需給状況と今後の見通し ~
第 6講	 高度成長の「光」と「影」(3)- 格差問題を中心に ~中国の格差問題の現状と対策 ~
第 7講	 高度成長の「光」と「影」(4)- 人口問題を中心に ~中国の人口構造の現状と今後の見通し ~
第 8講	 高度成長の「光」と「影」(5)- 戸籍制度と「農民工」問題を中心に
第 9講	 高度成長の「光」と「影」(6)- 民族問題の歴史的背景と現状、今後の展望を中心に
第 10講	 高度成長の「光」と「影」(7) ‐中国の政治体制と中国共産党を中心に
第 11講	 中国の地域開発戦略（1）	「東北振興」戦略
第 12講	 中国の地域開発戦略（2）	「西部大開発」戦略
第 13講	 中国の地域開発戦略（3）「中部掘起」戦略
第 14講	 日中経済関係の現状と課題 ~日中経済関係の最新状況 ~
第 15講	 中国経済の最新動向と春学期の講義内容についての総まとめ

■評価方法
出席 30点、ミニレポート 30点、最終レポート 30点、質問 10点の 100点満点で絶対評価。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：100 点満点中 90点以上。
評価A（89～ 80点）	：100 点満点中 89～ 80点。
評価 B（79～ 70点）	：100 点満点中 79～ 70点。
評価C（69～ 60点）	：100 点満点中 69～ 60点。
評価 F（59点以下）	 ：100 点満点中 59点以下。

■他に履修することが望ましい科目
アジア経済論Ⅰ、韓国経済論、特別講座など、グローバルビジネス関連科目

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
~ 成績評価について ~	出席と毎回提出する講義メモを重視 (30 点＋ 30 点＝ 60点 ) する。最終レポート (30 点 ) は、A4
用紙 3枚以内。講義内の質問・意見 (10 点 ) は、講義への積極的な参加・貢献として評価し、発言回数に基づいて 1点
～ 10点の評価を加える。講義メモは、講義内容を理解し、かつ独自の問題意識を持ち、問題解決へ向けての取り組み姿
勢が顕著に表れているのかを重視する。採点後、最後に返却してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

中級簿記（Intermediate Level Bookkeeping）
株式会社で行われる商業簿記を学ぶ
清松　敏雄
3 年生以上 春学期 学期前半週 4 回

■講義目的
本講義は、産業社会を支える最も基本的な情報システムである「簿記」の基本原理についての基礎的な理解を前提に、商
業を営む株式会社における簿記についてその仕組みを習得し、商業簿記に関して日本商工会議所が主催する簿記検定試験
の 2級（日商簿記 2級）に合格できる知識と能力を習得することを目的とする。なお、本講義は、財務会計に関する授
業と相俟って課題発見、問題解決、ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、実践的知識獲得に有効なものであり、こ
れらの知識・能力の獲得も目的としている。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
企業の経済活動を会計情報として記録するための技法である「複式簿記」の仕組みについて、株式会社での日常の取引を
会計処理できる知識を習得すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回の講義内容の理解度を確認するため、指定した練習問題を解いておくことが必要である。また、講義前にテキストの
該当部分を一読しておくこと。講義内容の復習と次回講義の準備には概ね１時間半程度必要になる。

■授業の概要
第 1講	 テキスト chapter01 と chapter02　株式の発行、剰余金の配当と処分について解説する。
第 2講	 テキスト chapter03 と chapter04　株主資本の係数変動、税金について解説する。
第 3講	 テキスト chapter05　商品売買について解説する。
第 4講	 テキスト chapter06 と chapter07　手形等と銀行勘定調整表について解説する。
第 5講	 テキスト chapter08　固定資産について解説する。
第 6講	 テキスト chapter09 と chapter10　研究開発費等と有価証券について解説する。
第 7講	 テキスト chapter10 と chapter11	有価証券（続き）、引当金について解説する。
第 8講	 テキスト chapter12	収益・費用について解説する。
第 9講	 テキスト chapter13　精算表と財務諸表について解説する。
第 10講	 テキスト chapter14　帳簿の締め切りについて解説する。
第 11講	 テキスト chapter15　本支店会計について解説する。
第 12講	 テキスト chapter16　仕訳日計表について解説する。
第 13講	 リース取引の会計処理を解説する。
第 14講	 連結財務諸表の作成について解説する。
第 15講	 連結財務諸表の作成（続き）について解説する。

■評価方法
授業内で行うミニテスト　25％、授業内中間テスト　25％、授業内期末テスト　50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
この講義の履修登録には、「初級簿記」の単位が取得済みであることが必要である。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
1. 本科目の単位取得のためには検定試験に合格できる水準の知識と会計処理能力を身に付けることが求められる。講義
を聴くのみの漠然とした理解だけではその水準に達することは困難であり、単位取得のためには宿題及び講義内容の復習
を通じて知識の定着を図り、問題演習の積み重ねにより会計処理能力の向上をさせる等の自主学習が必要である。	2. 講
義時は教科書と必ず「電卓」を持参すること。3. 試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

中国経済論（Chinese Economy）
中国・大中華圏で活躍できる人財を目指そう
バートル
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
時代は今、「知」が重要視される知識情報社会となっており、膨大な情報の中から必要な情報を摘出して分析し、未来を
洞察していくことが求められている。
本講義では、世界経済の牽引役として、また政治や外交面でも国際的プレゼンスの高まりを見せている中国を立体的かつ
複眼的な視点で理解を深めるための基本的な知識の習得と知見の広がり、そして日本をめぐる世界潮流、日本企業のビジ
ネス環境を正しく「読む」力の養成を目指す。
具体的には、中国や日中間のビジネスの最前線事例を取りあげながら産業社会が求める問題発見能力と問題解決能力及び
高度なコミュニケーション能力を備えた人材育成を念頭に置いた講義を行う。受講生は、本講義を通じて習得した知識や
得た知見を自分の就職や将来に向けて活用できるようにすることが求められる。

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、グローバルビジネス

■到達目標
①中国経済に関する基本的な知識を習得し知見を広げ、中国の実像を把握できるようにする。	②中国経済の現状と課題
を分析し、日本企業の新たな経営戦略・ビジネスモデルの立案のほか、日中間の協力の可能性について、履修者が独自の
問題意識を持てるようにする。	③講義で習得した知見を就職活動に利活用できるようにする。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
中国や日中経済関係に関する時事問題を始め、講義内容の中で自分自身が関心を持つ分野に関する情報を収集、分析、調
査する習慣をつけることが必須。上記準備学習に要する時間は最低２時間以上とする。

■授業の概要
第 1講	 「中国」とは～ガイダンス	講義の目的・内容の説明、中国の一般事情
第 2講	 「世界の工場」と「世界市場」の両方の視点から「中国像」を提示する。
第 3講	 毛沢東時代の中国の政治、経済、社会体制と鄧小平時代の改革開放政策の成果と課題
第 4講	 高度成長の「光」と「影」(1)- エネルギー需給状況、環境問題を中心に
第 5講	 高度成長の「光」と「影」(2)- 食料問題を中心に ~中国の食料需給状況と今後の見通し ~
第 6講	 高度成長の「光」と「影」(3)- 格差問題を中心に ~中国の格差問題の現状と対策 ~
第 7講	 高度成長の「光」と「影」(4)- 人口問題を中心に ~中国の人口構造の現状と今後の見通し ~
第 8講	 高度成長の「光」と「影」(5)- 戸籍制度と「農民工」問題を中心に
第 9講	 高度成長の「光」と「影」(6)- 民族問題の歴史的背景と現状、今後の展望を中心に
第 10講	 高度成長の「光」と「影」(7) ‐中国の政治体制と中国共産党を中心に
第 11講	 中国の地域開発戦略（1）	「東北振興」戦略
第 12講	 中国の地域開発戦略（2）	「西部大開発」戦略
第 13講	 中国の地域開発戦略（3）「中部掘起」戦略
第 14講	 日中経済関係の現状と課題 ~日中経済関係の最新状況 ~
第 15講	 中国経済の最新動向と春学期の講義内容についての総まとめ

■評価方法
出席 30点、ミニレポート 30点、最終レポート 30点、質問 10点の 100点満点で絶対評価。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：100 点満点中 90点以上。
評価A（89～ 80点）	：100 点満点中 89～ 80点。
評価 B（79～ 70点）	：100 点満点中 79～ 70点。
評価C（69～ 60点）	：100 点満点中 69～ 60点。
評価 F（59点以下）	 ：100 点満点中 59点以下。

■他に履修することが望ましい科目
アジア経済論Ⅰ、韓国経済論、特別講座など、グローバルビジネス関連科目

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
~ 成績評価について ~	出席と毎回提出する講義メモを重視 (30 点＋ 30 点＝ 60点 ) する。最終レポート (30 点 ) は、A4
用紙 3枚以内。講義内の質問・意見 (10 点 ) は、講義への積極的な参加・貢献として評価し、発言回数に基づいて 1点
～ 10点の評価を加える。講義メモは、講義内容を理解し、かつ独自の問題意識を持ち、問題解決へ向けての取り組み姿
勢が顕著に表れているのかを重視する。採点後、最後に返却してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

中級簿記（Intermediate Level Bookkeeping）
株式会社で行われる商業簿記を学ぶ
清松　敏雄
3 年生以上 春学期 学期前半週 4 回

■講義目的
本講義は、産業社会を支える最も基本的な情報システムである「簿記」の基本原理についての基礎的な理解を前提に、商
業を営む株式会社における簿記についてその仕組みを習得し、商業簿記に関して日本商工会議所が主催する簿記検定試験
の 2級（日商簿記 2級）に合格できる知識と能力を習得することを目的とする。なお、本講義は、財務会計に関する授
業と相俟って課題発見、問題解決、ビジネス環境理解、ビジネスマネジメント、実践的知識獲得に有効なものであり、こ
れらの知識・能力の獲得も目的としている。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
企業の経済活動を会計情報として記録するための技法である「複式簿記」の仕組みについて、株式会社での日常の取引を
会計処理できる知識を習得すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回の講義内容の理解度を確認するため、指定した練習問題を解いておくことが必要である。また、講義前にテキストの
該当部分を一読しておくこと。講義内容の復習と次回講義の準備には概ね１時間半程度必要になる。

■授業の概要
第 1講	 テキスト chapter01 と chapter02　株式の発行、剰余金の配当と処分について解説する。
第 2講	 テキスト chapter03 と chapter04　株主資本の係数変動、税金について解説する。
第 3講	 テキスト chapter05　商品売買について解説する。
第 4講	 テキスト chapter06 と chapter07　手形等と銀行勘定調整表について解説する。
第 5講	 テキスト chapter08　固定資産について解説する。
第 6講	 テキスト chapter09 と chapter10　研究開発費等と有価証券について解説する。
第 7講	 テキスト chapter10 と chapter11	有価証券（続き）、引当金について解説する。
第 8講	 テキスト chapter12	収益・費用について解説する。
第 9講	 テキスト chapter13　精算表と財務諸表について解説する。
第 10講	 テキスト chapter14　帳簿の締め切りについて解説する。
第 11講	 テキスト chapter15　本支店会計について解説する。
第 12講	 テキスト chapter16　仕訳日計表について解説する。
第 13講	 リース取引の会計処理を解説する。
第 14講	 連結財務諸表の作成について解説する。
第 15講	 連結財務諸表の作成（続き）について解説する。

■評価方法
授業内で行うミニテスト　25％、授業内中間テスト　25％、授業内期末テスト　50％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 90点以上
評価A（89～ 80点）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 80点以上 90点未満
評価B（79～ 70点）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 70点以上 80点未満
評価C（69～ 60点）	：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 60点以上 70点未満
評価 F（59点以下）	 ：ミニテスト、授業内中間テスト、授業内期末テストの得点合計が 60点未満

■他に履修することが望ましい科目
この講義の履修登録には、「初級簿記」の単位が取得済みであることが必要である。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
1. 本科目の単位取得のためには検定試験に合格できる水準の知識と会計処理能力を身に付けることが求められる。講義
を聴くのみの漠然とした理解だけではその水準に達することは困難であり、単位取得のためには宿題及び講義内容の復習
を通じて知識の定着を図り、問題演習の積み重ねにより会計処理能力の向上をさせる等の自主学習が必要である。	2. 講
義時は教科書と必ず「電卓」を持参すること。3. 試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

データサイエンス III（Data Science III）
経営情報のための統計学 /Applied Statistics for Management & Information Scieces
今泉　忠
3 年生以上 春学期 学期後半週 2 回

■講義目的
高度情報化社会となり、問題解決のためにはデータを収集して、それをもとに考えることが当然となった。データを関し
てどのような目的のために収集して、活用するかが重要となってきている。この講義では経営情報におけるデータを活用
するための基本力の習得を目指し、統計的データ分析を取り扱う。具体的には、データの要約と因果関係の検証のための
データ分析を内容とする。このようなスキルは、共通のスキルであるので、受講しておくことをすすめる。なお、講義で
は実際に検討し、理解を深める事が重要であるので、コンピュータソフトを用いてデータ分析の基礎をも習得する。適宜，
グループレポートなどを作成する。

■講義分類
顧客理解、社会人力育成、ビジネス ICT

■到達目標
（１）	基礎的な離散分布と連続分布について理解し，統計的思考をもとに実際の場面で活用できる。（２）	平均の区間推定
や仮説が行える。実際の問題解決問題を，統計的な枠組みで表現し分析できる。（３）	分散分析や重回帰モデルを適切に
活用できる。因果関係について推測できる。（４）意思決定に役立つ表現ができる。

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
各回の最後に課される課題について，データを用いて分析すること．データを整備や分析やレポート作成などに 1.5 時間
を費やされるので十分余裕を持ち完了して，指定した期限までに提出すること．

■授業の概要
第 1講	 二項分布再入門
第 2講	 幾何分布とポアソン分布
第 3講	 正規分布再入門
第 4講	 χ 2分布と F分布
第 5講	 一元配置分散分析　I
第 6講	 一元配置分散分析　II
第 7講	 分散分析モデル　演習
第 8講	 重回帰モデル
第 9講	 重回帰モデルでのパラメータの推定
第 10講	 回帰分析　モデルの選択
第 11講	 重回帰分析　残差の評価
第 12講	 重回帰モデル　演習
第 13講	 二元配置分散分析
第 14講	 二元配置分散分析	演習　二元配置分散分析に関する演習を行う
第 15講	 まとめ

■評価方法
課題提出　60%　　期末試験　40%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：目的に応じた統計モデルを選択して、分析を実施、その結果を評価できる。
評価A（89～ 80点）	：因果関係に関するモデルを適切に適用できる
評価B（79～ 70点）	：確率分布をもとにしたモデルを適用できる
評価C（69～ 60点）	：統計モデルを適用できる。
評価 F（59点以下）	 ：評価 A+～ Cまでのいずれもできない。

■他に履修することが望ましい科目
データサイエンス系科目の授業と深く関連している。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
本講義は、毎回の講義の内容を前提として講義を行う。また、講義ではチーム毎のデータ収集、レポート提出のアクティ
ブラーニングを行うので、1回目の講義から欠席せずに受講すること。	PCなどを利用するので、その準備をすること。
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

データサイエンス IV（Data Science IV）
ビジネスで活かすための多変量解析・分類
久保田　貴文
3 年生以上 秋学期 学期前半週 2 回

■講義目的
さまざまな問題解決のために必要なデータ解析の基礎的な内容を習得し、さらに自ら問題を考えそれを解決できる能力を
養います。講義のなかでは、実際のデータを用い、エクセルとRにより解析を行いレポートを作成します。

■講義分類
顧客理解，ビジネスマネジメント，ビジネス ICT　　

■到達目標
データ解析の考え方と手法を十分に理解し様々な問題に対して実際に解析を行い解決につなげることが出来る。手法につ
いては，具体的に次の 4つの項目について習得していること。１．エクセルでのピボットテーブル　２．エクセルを使っ
たデータ分析（集計・抽出・分類・並べ替え）　３．回帰分析　４．判別分析・クラスター分析。さらに，自ら問題を設定し，
本講義で学んだ手法によってそれを解決できることがさらに望ましい。　

■授業形態
講義，グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前：内容についてあらかじめデータを思い浮かべてイメージする。事後：授業でやった内容を復習する。事前 1時間，
事後 1時間程度。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 エクセルでクロス集計　
第 3講	 エクセルでデータプレゼンテーション
第 4講	 データ分析
第 5講	 レポート（１）　
第 6講	 R 入門、多変量解析とは
第 7講	 平均値の差の検定・分散分析
第 8講	 単回帰分析
第 9講	 重回帰分析
第 10講	 レポート（２）
第 11講	 判別分析　
第 12講	 レポート（３）
第 13講	 クラスター分析（１）　
第 14講	 クラスター分析（２）　
第 15講	 まとめとレポート（４）

■評価方法
レポート 4回（各 25％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：レポート点で 90点以上
評価A（89～ 80点）	：レポート点で 80点以上 89点以下
評価B（79～ 70点）	：レポート点で 70点以上 79点以下
評価C（69～ 60点）	：レポート点で 60点以上 69点以下
評価 F（59点以下）	 ：レポート点で 59点以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

データサイエンス III（Data Science III）
経営情報のための統計学 /Applied Statistics for Management & Information Scieces
今泉　忠
3 年生以上 春学期 学期後半週 2 回

■講義目的
高度情報化社会となり、問題解決のためにはデータを収集して、それをもとに考えることが当然となった。データを関し
てどのような目的のために収集して、活用するかが重要となってきている。この講義では経営情報におけるデータを活用
するための基本力の習得を目指し、統計的データ分析を取り扱う。具体的には、データの要約と因果関係の検証のための
データ分析を内容とする。このようなスキルは、共通のスキルであるので、受講しておくことをすすめる。なお、講義で
は実際に検討し、理解を深める事が重要であるので、コンピュータソフトを用いてデータ分析の基礎をも習得する。適宜，
グループレポートなどを作成する。

■講義分類
顧客理解、社会人力育成、ビジネス ICT

■到達目標
（１）	基礎的な離散分布と連続分布について理解し，統計的思考をもとに実際の場面で活用できる。（２）	平均の区間推定
や仮説が行える。実際の問題解決問題を，統計的な枠組みで表現し分析できる。（３）	分散分析や重回帰モデルを適切に
活用できる。因果関係について推測できる。（４）意思決定に役立つ表現ができる。

■授業形態
講義、演習

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
各回の最後に課される課題について，データを用いて分析すること．データを整備や分析やレポート作成などに 1.5 時間
を費やされるので十分余裕を持ち完了して，指定した期限までに提出すること．

■授業の概要
第 1講	 二項分布再入門
第 2講	 幾何分布とポアソン分布
第 3講	 正規分布再入門
第 4講	 χ 2分布と F分布
第 5講	 一元配置分散分析　I
第 6講	 一元配置分散分析　II
第 7講	 分散分析モデル　演習
第 8講	 重回帰モデル
第 9講	 重回帰モデルでのパラメータの推定
第 10講	 回帰分析　モデルの選択
第 11講	 重回帰分析　残差の評価
第 12講	 重回帰モデル　演習
第 13講	 二元配置分散分析
第 14講	 二元配置分散分析	演習　二元配置分散分析に関する演習を行う
第 15講	 まとめ

■評価方法
課題提出　60%　　期末試験　40%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：目的に応じた統計モデルを選択して、分析を実施、その結果を評価できる。
評価A（89～ 80点）	：因果関係に関するモデルを適切に適用できる
評価B（79～ 70点）	：確率分布をもとにしたモデルを適用できる
評価C（69～ 60点）	：統計モデルを適用できる。
評価 F（59点以下）	 ：評価 A+～ Cまでのいずれもできない。

■他に履修することが望ましい科目
データサイエンス系科目の授業と深く関連している。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
本講義は、毎回の講義の内容を前提として講義を行う。また、講義ではチーム毎のデータ収集、レポート提出のアクティ
ブラーニングを行うので、1回目の講義から欠席せずに受講すること。	PCなどを利用するので、その準備をすること。
課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

データサイエンス IV（Data Science IV）
ビジネスで活かすための多変量解析・分類
久保田　貴文
3 年生以上 秋学期 学期前半週 2 回

■講義目的
さまざまな問題解決のために必要なデータ解析の基礎的な内容を習得し、さらに自ら問題を考えそれを解決できる能力を
養います。講義のなかでは、実際のデータを用い、エクセルとRにより解析を行いレポートを作成します。

■講義分類
顧客理解，ビジネスマネジメント，ビジネス ICT　　

■到達目標
データ解析の考え方と手法を十分に理解し様々な問題に対して実際に解析を行い解決につなげることが出来る。手法につ
いては，具体的に次の 4つの項目について習得していること。１．エクセルでのピボットテーブル　２．エクセルを使っ
たデータ分析（集計・抽出・分類・並べ替え）　３．回帰分析　４．判別分析・クラスター分析。さらに，自ら問題を設定し，
本講義で学んだ手法によってそれを解決できることがさらに望ましい。　

■授業形態
講義，グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前：内容についてあらかじめデータを思い浮かべてイメージする。事後：授業でやった内容を復習する。事前 1時間，
事後 1時間程度。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション
第 2講	 エクセルでクロス集計　
第 3講	 エクセルでデータプレゼンテーション
第 4講	 データ分析
第 5講	 レポート（１）　
第 6講	 R 入門、多変量解析とは
第 7講	 平均値の差の検定・分散分析
第 8講	 単回帰分析
第 9講	 重回帰分析
第 10講	 レポート（２）
第 11講	 判別分析　
第 12講	 レポート（３）
第 13講	 クラスター分析（１）　
第 14講	 クラスター分析（２）　
第 15講	 まとめとレポート（４）

■評価方法
レポート 4回（各 25％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：レポート点で 90点以上
評価A（89～ 80点）	：レポート点で 80点以上 89点以下
評価B（79～ 70点）	：レポート点で 70点以上 79点以下
評価C（69～ 60点）	：レポート点で 60点以上 69点以下
評価 F（59点以下）	 ：レポート点で 59点以下

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

データ分析実践（Data Analysis Practice）
ビジネス分野でのデータ利活用
佐藤　洋行
3 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
ビジネスのインターネット化、ハードウェアの低廉化、デバイスやセンサーの多様化（IoT 含む）により、データの利活
用は現在のビジネスに欠くべからざるものとなっている。本講義では、データ利活用の技術的知識をある程度もっている
前提で、実際にそれをビジネス分野で応用する上で必要な実学的知識を修得するとともに、データ利活用の発想力を身に
つけることを目的とする。
具体的には、ビジネス分野でデータ利活用を行う上で必要なオープンソースソフトウェア利用、最新のクラウドサービス、
オープンデータなどの技術的な知識を講義する。演習では、オープンソースソフトウェアを利用したデータ分析を体験す
ることで、新たなデータ利活用方法を発想する訓練を行う。なお、講義ではグループワークによるレポート作成やプレゼ
ンテーションを行ってもらう。

■講義分類
ビジネス創造、グローバルビジネス、ビジネス ICT

■到達目標
現状を分析して課題を明らかにできる課題発見力、課題解決に向けたプロセスを明らかにして準備できる計画力、課題に
対して新たな価値や解決方法を生み出せる創造力を修得するため、ビジネスでのデータ利活用に必要な知識と技術を身に
つけることを目標とする。また、本講義は「社会調査士Ｇ科目」として申請することも可能である。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
postgreSQL および Rを利用したデータ分析を行ってもらうので、それらソフトウェアについての必要な知識を毎回の授
業の前までに学習しておくこと（1.5 時間程度）。

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション　データ利活用入門
第 2講	 データ利活用の基礎（1）理解しておくべき分析手法
第 3講	 データ利活用の基礎（2）オープンデータ
第 4講	 データ利活用の基礎（3）データ利活用に関連したクラウドサービス
第 5講	 データ利活用に関連したオープンソースソフトウェア
第 6講	 ビジネスデータ分析実践①　RDBMS入門
第 7講	 ビジネスデータ分析実践②　RDBMSによるデータマート作成　1/2
第 8講	 ビジネスデータ分析実践②　RDBMSによるデータマート作成　2/2
第 9講	 ビジネスデータ分析実践③　Rによる予測　1/2
第 10講	 ビジネスデータ分析実践③　Rによる予測　2/2　
第 11講	 ビジネスデータ分析実践④　Rによる判別　
第 12講	 ビジネスデータ分析実践④　Rによるマッチング
第 13講	 データ利活用ビジネスの企画①　ブレインストーミング
第 14講	 データ利活用ビジネスの企画②　プレゼンテーション準備
第 15講	 データ利活用ビジネスの企画②　プレゼンテーションとレポート

■評価方法
出席 30％、レポート 70％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：データ利活用の方法について、自分なりの意見を表現することができる
評価A（89～ 80点）	：データ利活用に必要な分野の知識を広範に把握している
評価B（79～ 70点）	：データ利活用に必要な知識の分野にどのようなものがあるか理解している
評価C（69～ 60点）	：データ利活用に必要な知識をある程度理解している
評価 F（59点以下）	 ：データ利活用に必要な知識を説明できない

■他に履修することが望ましい科目
データサイエンスⅠ、データサイエンスⅡ、データサイエンスⅢ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①必ずPCを持参すること。②本講義は毎回、前回講義の内容を理解していることを前提として行う。また、グループワー
クとしてデータ利活用企画やレポート作成などのアクティブラーニングを行うので、1回目の講義から欠席せずに受講す
ること。③課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本経営史 I（Business History of Japan I）
近代日本の企業経営を学ぶ
常見　耕平
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
近代（明治から昭和前期）日本の企業経営の歴史を理解する。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
近代日本の企業経営の歴史を理解すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日本の近代史について、概括的な理解を持つこと。また、講義中指示した課題に取り組むこと（1.3 時間）。

■授業の概要
第 1講	 近代経営史を学ぶ
第 2講	 江戸期の経営（その１）
第 3講	 江戸期の経営（その２）
第 4講	 明治期の経営（その１）
第 5講	 明治期の経営（その２）
第 6講	 明治期の経営（その３）
第 7講	 明治期の経営（その４）
第 8講	 大正期の経営（その１）
第 9講	 大正期の経営（その２）
第 10講	 昭和前期の経営（その１）
第 11講	 昭和前期の経営（その２）
第 12講	 昭和前期の経営（その３）
第 13講	 昭和前期の経営（その４）
第 14講	 昭和前期の経営（その５）
第 15講	 最終試験

■評価方法
最終試験結果のみで評価する（100％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を 90％以上理解していること
評価A（89～ 80点）	：講義内容を 80～ 89％理解していること
評価B（79～ 70点）	：講義内容を 70～ 79％理解していること
評価C（69～ 60点）	：講義内容を 60～ 69％理解していること
評価 F（59点以下）	 ：講義内容の理解が 60％に満たないこと

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目である。初回講義出席者から履修者許可者（上限 70名）を選抜する。②講義開始後、受講生の
理解や興味・関心に応じて、講義内容を変更する場合がある。変更も含む講義内容や進行予定の詳細は、講義開始後指示
する。③試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

データ分析実践（Data Analysis Practice）
ビジネス分野でのデータ利活用
佐藤　洋行
3 年生以上 春学期 学期前半週 2 回

■講義目的
ビジネスのインターネット化、ハードウェアの低廉化、デバイスやセンサーの多様化（IoT 含む）により、データの利活
用は現在のビジネスに欠くべからざるものとなっている。本講義では、データ利活用の技術的知識をある程度もっている
前提で、実際にそれをビジネス分野で応用する上で必要な実学的知識を修得するとともに、データ利活用の発想力を身に
つけることを目的とする。
具体的には、ビジネス分野でデータ利活用を行う上で必要なオープンソースソフトウェア利用、最新のクラウドサービス、
オープンデータなどの技術的な知識を講義する。演習では、オープンソースソフトウェアを利用したデータ分析を体験す
ることで、新たなデータ利活用方法を発想する訓練を行う。なお、講義ではグループワークによるレポート作成やプレゼ
ンテーションを行ってもらう。

■講義分類
ビジネス創造、グローバルビジネス、ビジネス ICT

■到達目標
現状を分析して課題を明らかにできる課題発見力、課題解決に向けたプロセスを明らかにして準備できる計画力、課題に
対して新たな価値や解決方法を生み出せる創造力を修得するため、ビジネスでのデータ利活用に必要な知識と技術を身に
つけることを目標とする。また、本講義は「社会調査士Ｇ科目」として申請することも可能である。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
postgreSQL および Rを利用したデータ分析を行ってもらうので、それらソフトウェアについての必要な知識を毎回の授
業の前までに学習しておくこと（1.5 時間程度）。

■授業の概要
第 1講	 イントロダクション　データ利活用入門
第 2講	 データ利活用の基礎（1）理解しておくべき分析手法
第 3講	 データ利活用の基礎（2）オープンデータ
第 4講	 データ利活用の基礎（3）データ利活用に関連したクラウドサービス
第 5講	 データ利活用に関連したオープンソースソフトウェア
第 6講	 ビジネスデータ分析実践①　RDBMS入門
第 7講	 ビジネスデータ分析実践②　RDBMSによるデータマート作成　1/2
第 8講	 ビジネスデータ分析実践②　RDBMSによるデータマート作成　2/2
第 9講	 ビジネスデータ分析実践③　Rによる予測　1/2
第 10講	 ビジネスデータ分析実践③　Rによる予測　2/2　
第 11講	 ビジネスデータ分析実践④　Rによる判別　
第 12講	 ビジネスデータ分析実践④　Rによるマッチング
第 13講	 データ利活用ビジネスの企画①　ブレインストーミング
第 14講	 データ利活用ビジネスの企画②　プレゼンテーション準備
第 15講	 データ利活用ビジネスの企画②　プレゼンテーションとレポート

■評価方法
出席 30％、レポート 70％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：データ利活用の方法について、自分なりの意見を表現することができる
評価A（89～ 80点）	：データ利活用に必要な分野の知識を広範に把握している
評価B（79～ 70点）	：データ利活用に必要な知識の分野にどのようなものがあるか理解している
評価C（69～ 60点）	：データ利活用に必要な知識をある程度理解している
評価 F（59点以下）	 ：データ利活用に必要な知識を説明できない

■他に履修することが望ましい科目
データサイエンスⅠ、データサイエンスⅡ、データサイエンスⅢ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①必ずPCを持参すること。②本講義は毎回、前回講義の内容を理解していることを前提として行う。また、グループワー
クとしてデータ利活用企画やレポート作成などのアクティブラーニングを行うので、1回目の講義から欠席せずに受講す
ること。③課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本経営史 I（Business History of Japan I）
近代日本の企業経営を学ぶ
常見　耕平
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
近代（明治から昭和前期）日本の企業経営の歴史を理解する。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
近代日本の企業経営の歴史を理解すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日本の近代史について、概括的な理解を持つこと。また、講義中指示した課題に取り組むこと（1.3 時間）。

■授業の概要
第 1講	 近代経営史を学ぶ
第 2講	 江戸期の経営（その１）
第 3講	 江戸期の経営（その２）
第 4講	 明治期の経営（その１）
第 5講	 明治期の経営（その２）
第 6講	 明治期の経営（その３）
第 7講	 明治期の経営（その４）
第 8講	 大正期の経営（その１）
第 9講	 大正期の経営（その２）
第 10講	 昭和前期の経営（その１）
第 11講	 昭和前期の経営（その２）
第 12講	 昭和前期の経営（その３）
第 13講	 昭和前期の経営（その４）
第 14講	 昭和前期の経営（その５）
第 15講	 最終試験

■評価方法
最終試験結果のみで評価する（100％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を 90％以上理解していること
評価A（89～ 80点）	：講義内容を 80～ 89％理解していること
評価B（79～ 70点）	：講義内容を 70～ 79％理解していること
評価C（69～ 60点）	：講義内容を 60～ 69％理解していること
評価 F（59点以下）	 ：講義内容の理解が 60％に満たないこと

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目である。初回講義出席者から履修者許可者（上限 70名）を選抜する。②講義開始後、受講生の
理解や興味・関心に応じて、講義内容を変更する場合がある。変更も含む講義内容や進行予定の詳細は、講義開始後指示
する。③試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本経営史 II（Business History of Japan II）
現代日本の企業経営を学ぶ
常見　耕平
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
現代日本の企業経営の歴史を理解する。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
現代日本の企業経営の歴史を理解すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日本の現代史について、概括的な理解を持つこと。また、講義中指示した課題に取り組むこと（1.3 時間）。

■授業の概要
第 1講	 昭和前期の経営（その 1）
第 2講	 昭和前期の経営（その 2）
第 3講	 昭和前期の経営（その 3）
第 4講	 昭和後期の経営（その 1）
第 5講	 昭和後期の経営（その 2）
第 6講	 昭和後期の経営（その 3）
第 7講	 昭和後期の経営（その 4）
第 8講	 昭和後期の経営（その 5）
第 9講	 昭和後期の経営（その 6）
第 10講	 昭和後期の経営（その 7）
第 11講	 平成期の経営（その 1）
第 12講	 平成期の経営（その 2）
第 13講	 平成期の経営（その 3）
第 14講	 ふり返り
第 15講	 最終試験

■評価方法
最終試験結果のみで評価する（100％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を 90％以上理解していること
評価A（89～ 80点）	：講義内容を 80～ 89％理解していること
評価B（79～ 70点）	：講義内容を 70～ 79％理解していること
評価C（69～ 60点）	：講義内容を 60～ 69％理解していること
評価 F（59点以下）	 ：講義内容の理解が 60％に満たないこと

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目である。初回講義出席者から履修者許可者（上限 70名）を選抜する。②講義開始後、受講生の
理解や興味・関心に応じて、講義内容を変更する場合がある。変更も含む講義内容や進行予定の詳細は、講義開始後指示
する。③試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本経済史 I（Economic History of Japan I）
近代日本の経済学ぶ
常見　耕平
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
近代（明治から昭和前期）日本経済の歴史を理解する。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
近代の日本経済史について理解すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日本の近代史について、概括的な理解を持つこと。また、講義中指示した課題に取り組むこと（1.3 時間）。

■授業の概要
第 1講	 経済史（歴史）を学ぶ
第 2講	 江戸期の経済（その１）
第 3講	 江戸期の経済（その２）
第 4講	 明治期の経済（その１）
第 5講	 明治期の経済（その２）
第 6講	 明治期の経済（その３）
第 7講	 明治期の経済（その４）
第 8講	 大正期の経済（その１）
第 9講	 大正期の経済（その２）
第 10講	 昭和前期の経済（その１）
第 11講	 昭和前期の経済（その２）
第 12講	 昭和前期の経済（その３）
第 13講	 昭和前期の経済（その４）
第 14講	 講義の振り返り
第 15講	 最終試験

■評価方法
最終試験結果のみで評価する（100％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を 90％以上理解していること
評価A（89～ 80点）	：講義内容を 80～ 89％理解していること
評価B（79～ 70点）	：講義内容を 70～ 79％理解していること
評価C（69～ 60点）	：講義内容を 60～ 69％理解していること
評価 F（59点以下）	 ：講義内容の理解が 60％に満たないこと

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目である。初回講義出席者から履修者許可者（上限 70名）を選抜する。②講義開始後、受講生の
理解や興味・関心に応じて、講義内容を変更する場合がある。変更も含む講義内容や進行予定の詳細は、講義開始後指示
する。③試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本経営史 II（Business History of Japan II）
現代日本の企業経営を学ぶ
常見　耕平
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
現代日本の企業経営の歴史を理解する。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
現代日本の企業経営の歴史を理解すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日本の現代史について、概括的な理解を持つこと。また、講義中指示した課題に取り組むこと（1.3 時間）。

■授業の概要
第 1講	 昭和前期の経営（その 1）
第 2講	 昭和前期の経営（その 2）
第 3講	 昭和前期の経営（その 3）
第 4講	 昭和後期の経営（その 1）
第 5講	 昭和後期の経営（その 2）
第 6講	 昭和後期の経営（その 3）
第 7講	 昭和後期の経営（その 4）
第 8講	 昭和後期の経営（その 5）
第 9講	 昭和後期の経営（その 6）
第 10講	 昭和後期の経営（その 7）
第 11講	 平成期の経営（その 1）
第 12講	 平成期の経営（その 2）
第 13講	 平成期の経営（その 3）
第 14講	 ふり返り
第 15講	 最終試験

■評価方法
最終試験結果のみで評価する（100％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を 90％以上理解していること
評価A（89～ 80点）	：講義内容を 80～ 89％理解していること
評価B（79～ 70点）	：講義内容を 70～ 79％理解していること
評価C（69～ 60点）	：講義内容を 60～ 69％理解していること
評価 F（59点以下）	 ：講義内容の理解が 60％に満たないこと

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目である。初回講義出席者から履修者許可者（上限 70名）を選抜する。②講義開始後、受講生の
理解や興味・関心に応じて、講義内容を変更する場合がある。変更も含む講義内容や進行予定の詳細は、講義開始後指示
する。③試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本経済史 I（Economic History of Japan I）
近代日本の経済学ぶ
常見　耕平
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
近代（明治から昭和前期）日本経済の歴史を理解する。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
近代の日本経済史について理解すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日本の近代史について、概括的な理解を持つこと。また、講義中指示した課題に取り組むこと（1.3 時間）。

■授業の概要
第 1講	 経済史（歴史）を学ぶ
第 2講	 江戸期の経済（その１）
第 3講	 江戸期の経済（その２）
第 4講	 明治期の経済（その１）
第 5講	 明治期の経済（その２）
第 6講	 明治期の経済（その３）
第 7講	 明治期の経済（その４）
第 8講	 大正期の経済（その１）
第 9講	 大正期の経済（その２）
第 10講	 昭和前期の経済（その１）
第 11講	 昭和前期の経済（その２）
第 12講	 昭和前期の経済（その３）
第 13講	 昭和前期の経済（その４）
第 14講	 講義の振り返り
第 15講	 最終試験

■評価方法
最終試験結果のみで評価する（100％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を 90％以上理解していること
評価A（89～ 80点）	：講義内容を 80～ 89％理解していること
評価B（79～ 70点）	：講義内容を 70～ 79％理解していること
評価C（69～ 60点）	：講義内容を 60～ 69％理解していること
評価 F（59点以下）	 ：講義内容の理解が 60％に満たないこと

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目である。初回講義出席者から履修者許可者（上限 70名）を選抜する。②講義開始後、受講生の
理解や興味・関心に応じて、講義内容を変更する場合がある。変更も含む講義内容や進行予定の詳細は、講義開始後指示
する。③試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本経済史 II（Economic History of Japan II）
現代日本の経済を学ぶ。
常見　耕平
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
現代日本の経済の歴史を理解する。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
現代日本の経済の歴史を理解すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日本の現代史について、概括的な理解を持つこと。	また、講義中指示した課題に取り組むこと（1.3 時間）。

■授業の概要
第 1講	 昭和前期の経済（その 1）
第 2講	 昭和前期の経済（その 2）
第 3講	 昭和前期の経済（その 3）
第 4講	 昭和後期の経済（その 1）
第 5講	 昭和後期の経済（その 2）
第 6講	 昭和後期の経済（その 3）
第 7講	 昭和後期の経済（その 4）
第 8講	 昭和後期の経済（その 5）
第 9講	 昭和後期の経済（その 6）
第 10講	 昭和後期の経済（その 7）
第 11講	 平成期の経済（その 1）
第 12講	 平成期の経済（その 2）
第 13講	 平成期の経済（その 3）
第 14講	 ふり返り
第 15講	 最終試験

■評価方法
最終試験結果のみで評価する（100％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を 90％以上理解していること
評価A（89～ 80点）	：講義内容を 80～ 89％理解していること
評価B（79～ 70点）	：講義内容を 70～ 79％理解していること
評価C（69～ 60点）	：講義内容を 60～ 69％理解していること
評価 F（59点以下）	 ：講義内容の理解が 60％に満たないこと

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目である。初回講義出席者から履修者許可者（上限 70名）を選抜する。②講義開始後、受講生の
理解や興味・関心に応じて、講義内容を変更する場合がある。変更も含む講義内容や進行予定の詳細は、講義開始後指示
する。③試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

認知心理（Cognitive Psychology）
個人の認識と問題解決・意思決定
大森　拓哉
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
認知心理学は、人間の心のしくみを学ぶ心理学の一分野である。人間が外部の環境や刺激をどう感じ、どう理解している
のかといったしくみを様々な角度から考察する。講義中に自分自身についても当てはめ、実験演習も行う。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
この授業で学んだことを日常世界の中においても理解・応用できるか、経済・経営活動においてこの知識を応用・適用き
るか。　

■授業形態
講義、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回のトピックス関して、参考図書等の当該部分を事前に読了しておくこと（1.0 時間）。また、授業内で取り扱った内
容について、自分自身の経験を踏まえた考察をまとめておくこと（0.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 概論
第 2講	 記憶と忘却
第 3講	 知覚と認識
第 4講	 顔表情の認識と感情表出
第 5講	 概念と言語
第 6講	 知識と表象
第 7講	 イメージと空間の情報処理
第 8講	 認知の制御過程
第 9講	 文章理解
第 10講	 推論
第 11講	 問題解決
第 12講	 意思決定
第 13講	 日常世界と認知心理学 (1)
第 14 講	 日常世界と認知心理学 (2)
第 15 講	 まとめ

■評価方法
出席を前提とし、期末定期試験（100％）により評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を完全に理解できている
評価A（89～ 80点）	：講義内容を理解できている
評価B（79～ 70点）	：講義内容をおおよそ理解できている
評価C（69～ 60点）	：最低限の理解ができている
評価 F（59点以下）	 ：講義科目の履修目標に達していない

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義は、幅広い心理学のうちの一分野である。「消費心理」、「社会心理」等の他の心理学の講義も聴講するとより理
解が深まる。②「経営と意思決定」の講義にも関連がある。③講義途中で心理実験やそのレポート提出を求めることがあ
るので、毎回の出席及びPCの持参は必須。④私語、飲食、授業と関係のないPC操作、携帯電話操作、帽子・サングラ
ス着用等禁止する。⑤課題、試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

日本経済史 II（Economic History of Japan II）
現代日本の経済を学ぶ。
常見　耕平
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
現代日本の経済の歴史を理解する。

■講義分類
ビジネスマネジメント

■到達目標
現代日本の経済の歴史を理解すること。

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
日本の現代史について、概括的な理解を持つこと。	また、講義中指示した課題に取り組むこと（1.3 時間）。

■授業の概要
第 1講	 昭和前期の経済（その 1）
第 2講	 昭和前期の経済（その 2）
第 3講	 昭和前期の経済（その 3）
第 4講	 昭和後期の経済（その 1）
第 5講	 昭和後期の経済（その 2）
第 6講	 昭和後期の経済（その 3）
第 7講	 昭和後期の経済（その 4）
第 8講	 昭和後期の経済（その 5）
第 9講	 昭和後期の経済（その 6）
第 10講	 昭和後期の経済（その 7）
第 11講	 平成期の経済（その 1）
第 12講	 平成期の経済（その 2）
第 13講	 平成期の経済（その 3）
第 14講	 ふり返り
第 15講	 最終試験

■評価方法
最終試験結果のみで評価する（100％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を 90％以上理解していること
評価A（89～ 80点）	：講義内容を 80～ 89％理解していること
評価B（79～ 70点）	：講義内容を 70～ 79％理解していること
評価C（69～ 60点）	：講義内容を 60～ 69％理解していること
評価 F（59点以下）	 ：講義内容の理解が 60％に満たないこと

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本科目は履修制限科目である。初回講義出席者から履修者許可者（上限 70名）を選抜する。②講義開始後、受講生の
理解や興味・関心に応じて、講義内容を変更する場合がある。変更も含む講義内容や進行予定の詳細は、講義開始後指示
する。③試験に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

認知心理（Cognitive Psychology）
個人の認識と問題解決・意思決定
大森　拓哉
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
認知心理学は、人間の心のしくみを学ぶ心理学の一分野である。人間が外部の環境や刺激をどう感じ、どう理解している
のかといったしくみを様々な角度から考察する。講義中に自分自身についても当てはめ、実験演習も行う。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、ビジネス ICT

■到達目標
この授業で学んだことを日常世界の中においても理解・応用できるか、経済・経営活動においてこの知識を応用・適用き
るか。　

■授業形態
講義、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回のトピックス関して、参考図書等の当該部分を事前に読了しておくこと（1.0 時間）。また、授業内で取り扱った内
容について、自分自身の経験を踏まえた考察をまとめておくこと（0.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 概論
第 2講	 記憶と忘却
第 3講	 知覚と認識
第 4講	 顔表情の認識と感情表出
第 5講	 概念と言語
第 6講	 知識と表象
第 7講	 イメージと空間の情報処理
第 8講	 認知の制御過程
第 9講	 文章理解
第 10講	 推論
第 11講	 問題解決
第 12講	 意思決定
第 13講	 日常世界と認知心理学 (1)
第 14 講	 日常世界と認知心理学 (2)
第 15 講	 まとめ

■評価方法
出席を前提とし、期末定期試験（100％）により評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を完全に理解できている
評価A（89～ 80点）	：講義内容を理解できている
評価B（79～ 70点）	：講義内容をおおよそ理解できている
評価C（69～ 60点）	：最低限の理解ができている
評価 F（59点以下）	 ：講義科目の履修目標に達していない

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義は、幅広い心理学のうちの一分野である。「消費心理」、「社会心理」等の他の心理学の講義も聴講するとより理
解が深まる。②「経営と意思決定」の講義にも関連がある。③講義途中で心理実験やそのレポート提出を求めることがあ
るので、毎回の出席及びPCの持参は必須。④私語、飲食、授業と関係のないPC操作、携帯電話操作、帽子・サングラ
ス着用等禁止する。⑤課題、試験等に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ブランドマネジメント（Brand Management）
パワーブランドとは？
小西　英行
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
「ブランド」とは、「自社商品を他メーカーから容易に区別するためのシンボル、マーク、デザイン、名前など」のことをさし、
企業は「競合商品に対して自社製品に優位性を与えるような長期的な商品イメージの創造活動が求められている。近年こ
うしたブランドマネジメントは、ソーシャルネットワークなどを利用した ICT の進展に伴ってより重要性を増してきて
いる。本講義ではこうした「ブランドマネジメント」の歴史と現状を学ぶとともに、ICT 社会における今後の方向性につ
いて考察する。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、ビジネス環境理解

■到達目標
本講義は、グローカル社会に対する理解を深めるために必要な、ブランドマネジメントに関する専門知識について、①専
門用語についての定義や用例などを理解し、②具体例を挙げて説明出来ることを学修目標とします。そしてこれらの学修
成果の定着を図るために、授業に対する「予習」「復習」を習慣化することを目標とします。

■授業形態
講義、双方向、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前に配布する予習用サブノートを用いて、毎回１時間以上の予習が必要。さらに、授業終了時に配布する復習用ワーク
シートを用いて、毎回１時間以上の復習が必要。

■授業の概要
第 1講	 ブランドマネジメントの概要説明
第 2講	 ブランドの起源と歴史
第 3講	 消費者とブランド
第 4講	 流通業者とブランド
第 5講	 ブランド名
第 6講	 ブランド連想
第 7講	 ブランドイメージ
第 8講	 授業内中間試験
第 9講	 新ブランドの創造
第 10講	 ブランドポジショニング
第 11講	 ブランドマーケティング
第 12講	 ブランドマネジメント
第 13講	 ブランドの維持管理
第 14講	 サービスのブランディング
第 15講	 授業内期末試験

■評価方法
予習（２０％）、復習（２０％）、授業内中間試験（２０％）、授業内期末試験（４０％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ブランドマネジメントの用語について、具体例を挙げて詳細に説明できる。
評価A（89～ 80点）	：ブランドマネジメントの用語について、具体例を挙げて説明できる。
評価B（79～ 70点）	：ブランドマネジメントの用語について、詳細に説明できる。
評価C（69～ 60点）	：ブランドマネジメントの用語について、大まかに説明できる。
評価 F（59点以下）	 ：ブランドマネジメントの用語について、ほとんど理解していない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①授業時に教科書及び、ノートパソコン又はタブレット等を使用するので、必ず持参してください。	②授業毎に「予習」
と「復習」の履行状況を確認しますので、毎回必ず行ってください。	③授業毎に「授業コメントシート（シャトルカード）」
を書いてもらい、毎回コメントを付して返却します。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

マーケティングモデリング（Marketing Modeling）
ビジネスにおける意思決定に必要な知識を理解する。
栢原　伸也
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
ビジネスを遂行して行く途中には、様々な意思決定の場面がある。この意思決定の合理性や効率性がビジネスの成否を決
めることになる。
ビジネスにおける意思決定のスキルを高める事で社会にて活躍する力を磨いてもらおうというのが、講義の目的である。
マーケティングの知識の本質の理解を中心にビジネスモデルについての知見を深めていく。

■講義分類
ビジネス創造、グローバルビジネス

■到達目標
①ビジネスにおける意思決定とは何かを理解する。	②ビジネスモデルを理解する。③マーケティングの知識を体得する。

■授業形態
講義（解説中心）

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習　テーマとして取り上げているキーワードを自ら調べる。復習　予習の際に調べて理解していた概念と講義での理解
を比較して、自らの知識の精度のアップとを図ろう。目安の時間はそれぞれ 90分。

■授業の概要
第 1講	 マーケットの歴史および市場の全体像
第 2講	 マーケットを見る目 1
第 3講	 マーケットを見る目 2
第 4講	 業界とは何か ?
第 5講	 商品開発の現場をみてみよう。
第 6講	 ビジネスモデルⅠ
第 7講	 ビジネスモデルⅡ
第 8講	 消費者行動モデル
第 9講	 消費者分類モデル
第 10講	 サービス産業の理解。
第 11講	 商品・サービス開発の現場。
第 12講	 消費者行動モデルⅡ
第 13講	 ブランドの意味と目的
第 14講	 授業中にてテスト。
第 15講	 授業の総復習。

■評価方法
出席（50％）授業中のテスト第 14講（50％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：①出席 50%②授業内テストを 50%左記合計点で評価する。
評価A（89～ 80点）	：①出席 50%②授業内テストを 50%左記合計点で評価する。
評価B（79～ 70点）	：①出席 50%②授業内テストを 50%左記合計点で評価する。
評価C（69～ 60点）	：①出席 50%②授業内テストを 50%左記合計点で評価する。
評価 F（59点以下）	 ：①出席 50%②授業内テストを 50%左記合計点で評価する。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
※シラバスの内容は授業の進行状況によって変更する場合がある。①第 14講の授業中にテストを実施する。内容は授業
内容の理解度の確認である。この回をやむ無く欠席した場合は、レポートの提出によりテストの代替を考えるが、ハード
ルが高くなるのでテストへの参加を推奨する。	②出席は重視するが、授業中に他者の勉強に迷惑をかける行為 (私語など )
がある場合は、出席を取り消す事もある。③試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ブランドマネジメント（Brand Management）
パワーブランドとは？
小西　英行
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
「ブランド」とは、「自社商品を他メーカーから容易に区別するためのシンボル、マーク、デザイン、名前など」のことをさし、
企業は「競合商品に対して自社製品に優位性を与えるような長期的な商品イメージの創造活動が求められている。近年こ
うしたブランドマネジメントは、ソーシャルネットワークなどを利用した ICT の進展に伴ってより重要性を増してきて
いる。本講義ではこうした「ブランドマネジメント」の歴史と現状を学ぶとともに、ICT 社会における今後の方向性につ
いて考察する。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、ビジネス環境理解

■到達目標
本講義は、グローカル社会に対する理解を深めるために必要な、ブランドマネジメントに関する専門知識について、①専
門用語についての定義や用例などを理解し、②具体例を挙げて説明出来ることを学修目標とします。そしてこれらの学修
成果の定着を図るために、授業に対する「予習」「復習」を習慣化することを目標とします。

■授業形態
講義、双方向、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前に配布する予習用サブノートを用いて、毎回１時間以上の予習が必要。さらに、授業終了時に配布する復習用ワーク
シートを用いて、毎回１時間以上の復習が必要。

■授業の概要
第 1講	 ブランドマネジメントの概要説明
第 2講	 ブランドの起源と歴史
第 3講	 消費者とブランド
第 4講	 流通業者とブランド
第 5講	 ブランド名
第 6講	 ブランド連想
第 7講	 ブランドイメージ
第 8講	 授業内中間試験
第 9講	 新ブランドの創造
第 10講	 ブランドポジショニング
第 11講	 ブランドマーケティング
第 12講	 ブランドマネジメント
第 13講	 ブランドの維持管理
第 14講	 サービスのブランディング
第 15講	 授業内期末試験

■評価方法
予習（２０％）、復習（２０％）、授業内中間試験（２０％）、授業内期末試験（４０％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：ブランドマネジメントの用語について、具体例を挙げて詳細に説明できる。
評価A（89～ 80点）	：ブランドマネジメントの用語について、具体例を挙げて説明できる。
評価B（79～ 70点）	：ブランドマネジメントの用語について、詳細に説明できる。
評価C（69～ 60点）	：ブランドマネジメントの用語について、大まかに説明できる。
評価 F（59点以下）	 ：ブランドマネジメントの用語について、ほとんど理解していない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①授業時に教科書及び、ノートパソコン又はタブレット等を使用するので、必ず持参してください。	②授業毎に「予習」
と「復習」の履行状況を確認しますので、毎回必ず行ってください。	③授業毎に「授業コメントシート（シャトルカード）」
を書いてもらい、毎回コメントを付して返却します。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

マーケティングモデリング（Marketing Modeling）
ビジネスにおける意思決定に必要な知識を理解する。
栢原　伸也
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
ビジネスを遂行して行く途中には、様々な意思決定の場面がある。この意思決定の合理性や効率性がビジネスの成否を決
めることになる。
ビジネスにおける意思決定のスキルを高める事で社会にて活躍する力を磨いてもらおうというのが、講義の目的である。
マーケティングの知識の本質の理解を中心にビジネスモデルについての知見を深めていく。

■講義分類
ビジネス創造、グローバルビジネス

■到達目標
①ビジネスにおける意思決定とは何かを理解する。	②ビジネスモデルを理解する。③マーケティングの知識を体得する。

■授業形態
講義（解説中心）

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習　テーマとして取り上げているキーワードを自ら調べる。復習　予習の際に調べて理解していた概念と講義での理解
を比較して、自らの知識の精度のアップとを図ろう。目安の時間はそれぞれ 90分。

■授業の概要
第 1講	 マーケットの歴史および市場の全体像
第 2講	 マーケットを見る目 1
第 3講	 マーケットを見る目 2
第 4講	 業界とは何か ?
第 5講	 商品開発の現場をみてみよう。
第 6講	 ビジネスモデルⅠ
第 7講	 ビジネスモデルⅡ
第 8講	 消費者行動モデル
第 9講	 消費者分類モデル
第 10講	 サービス産業の理解。
第 11講	 商品・サービス開発の現場。
第 12講	 消費者行動モデルⅡ
第 13講	 ブランドの意味と目的
第 14講	 授業中にてテスト。
第 15講	 授業の総復習。

■評価方法
出席（50％）授業中のテスト第 14講（50％）

■評価基準
評価A+（90点以上）	：①出席 50%②授業内テストを 50%左記合計点で評価する。
評価A（89～ 80点）	：①出席 50%②授業内テストを 50%左記合計点で評価する。
評価B（79～ 70点）	：①出席 50%②授業内テストを 50%左記合計点で評価する。
評価C（69～ 60点）	：①出席 50%②授業内テストを 50%左記合計点で評価する。
評価 F（59点以下）	 ：①出席 50%②授業内テストを 50%左記合計点で評価する。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
※シラバスの内容は授業の進行状況によって変更する場合がある。①第 14講の授業中にテストを実施する。内容は授業
内容の理解度の確認である。この回をやむ無く欠席した場合は、レポートの提出によりテストの代替を考えるが、ハード
ルが高くなるのでテストへの参加を推奨する。	②出席は重視するが、授業中に他者の勉強に迷惑をかける行為 (私語など )
がある場合は、出席を取り消す事もある。③試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

問題解決学特講 I ～ III（CompIex ProbIem SoIving Iecture on a speciaI topicI ～ III）
「問題解決能力」を鍛える
金子　邦博
3 年生以上（卒業学年のみ） 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
皆さんは、これまでの多摩大学での様々な学びの中で、問題解決の様々な手法を学んできました。卒業を目の前に、皆さ
んは、これまでの学びで得た問題解決能力を実社会で発揮していくための準備をして、社会人としての活躍につなげてい
かなければなりません。そこでこれまでの学びを振り返り、皆さんが得てきた「問題解決能力」を教員による個別指導の
下でブラッシュアップして、実社会での問題解決能力の発揮につなげていきます。この講義では、正解のない問題により
よい答えを導き出せるスキルを確実なものとするため、教員が設定した「問題」に対して、課題の分析、解決策の探索、
評価、解決策の選択という問題解決の実践演習を行っていきます。そのなかで、直面する問題から安易に逃げる「人生あ
きらめ症候群」から脱却して、社会人として当然に要求される「社会人基礎力」を高めていきます。

■講義分類
顧客理解、ビジネス創造、社会人力育成

■到達目標
実社会で使える「問題解決能力」を身につける。

■授業形態
双方向、講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義を受講するにあたっては、教員から個別指導された内容を調べ、次回の講義の際にその内容を報告することが必要で、
毎回、概ね１時間 30分程度の事後学習が必要です。

■授業の概要
第 1講	 １　大学生活の振り返り（１）
第 2講	 １　大学生活の振り返り（２）　
第 3講	 ２　問題解決の実践演習（１）
第 4講	 ２　問題解決の実践演習（２）
第 5講	 ２　問題解決の実践演習（３）
第 6講	 ２　問題解決の実践演習（４）
第 7講	 ２　問題解決の実践演習（５）
第 8講	 ２　問題解決の実践演習（６）
第 9講	 ２　問題解決の実践演習（７）
第 10講	 ２　問題解決の実践演習（８）
第 11講	 ２　問題解決の実践演習（９）
第 12講	 ２　問題解決の実践演習（１０）
第 13講	 ２　問題解決の実践演習（１１）
第 14講	 ２　問題解決の実践演習（１２）
第 15講	 ３　今後も問題解決能力を高めていくための方策を考える

■評価方法
講義への出席（評価割合 50％）と問題解決の実習でとりまとめた問題解決策の評価（評価割合 50％）の成績により評価
する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：革新性を持った確実性のある解決策を提案出来るようになった。
評価A（89～ 80点）	：革新性はないものの確実性のある解決策を提案出来るようになった。
評価B（79～ 70点）	：実現可能性に疑義があるが、一応、問題解決策をとりまとめできた。
評価C（69～ 60点）	：解決策はまとめられたものの、問題の解決に結びつく蓋然性が低い。
評価 F（59点以下）	 ：考察能力の不足から、有効な問題解決策を提案できていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
この講義は、卒業判定で卒業に必要な単位が６単位以内の不足であったことから卒業判定が保留になった者を対象に行う
特別講義のため、秋学期の成績がとりまとまった後に発表されるこの科目の履修許可者として指名された者しか履修する
ことができない。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

立志特講 I ～ III（Aspiration Iecture on a speciaI topicI ～ III）
「志」の実現のためのロードマップづくり
金子　邦博
3 年生以上（卒業学年のみ） 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
実社会で活躍する大人たちは、様々な経験を積み重ねて、自らを成長させ、社会において必要な存在になることで、安定
した生活を確保している。大学での４年間は、大人となって実社会に飛び立つための滑走路であり、この４年間に、まず
卒業後の進路を見いだし、それにむかって加速をして、社会人として飛び立っていかなければならないのである。
この講義では、多摩大学で学びのなかで醸成してきた「志」について、卒業を前に整理をして、教員による個別指導の下、
その実現のための経路を「ロードマップ」としてとりまとめていく。このとりまとめを通じて、社会人として飛躍してい
くために、自らの可能性と向き合い、「成長する自分」を創り上げるために、大学の卒業を前に、自分の「人格」を子どもモー
ドから大人モードに切り替えを行うこと目指していく。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
「志」を実現するためのロードマップをとりまとめる。

■授業形態
双方向、講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義を受講するにあたっては、教員から個別指導された内容を調べ、次回の講義の際にその内容を報告することが必要で、
毎回、概ね１時間 30分程度の事後学習が必要です。

■授業の概要
第 1講	 １　大学生活の振り返り（１）
第 2講	 １　大学生活の振り返り（２）
第 3講	 ２　自分の可能性と向き合う（１）
第 4講	 ２　自分の可能性と向き合う（２）
第 5講	 ２　自分の可能性と向き合う（３）
第 6講	 ２　自分の可能性と向き合う（４）
第 7講	 ２　自分の可能性と向き合う（５）
第 8講	 ２　自分の可能性と向き合う（６）
第 9講	 ２　自分の可能性と向き合う（７）
第 10講	 ２　自分の可能性と向き合う（８）
第 11講	 ２　自分の可能性と向き合う（９）
第 12講	 ２　自分の可能性と向き合う（１０）
第 13講	 ２　自分の可能性と向き合う（１１）
第 14講	 ２　自分の可能性と向き合う（１２）
第 15講	 ３　ロードマップをとりまとめる

■評価方法
完成したロードマップ（評価割合 100％）の成績により評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：実現可能性の高いロードマップが完成出来た。
評価A（89～ 80点）	：成長の道筋が概ねまとまったロードマップが作成出来た。
評価B（79～ 70点）	：さらなる考察が必要だが、一応、今後の目標が発見できた。
評価C（69～ 60点）	：今後、具体性を伴うように見直しが必要だが、一応、目標は発見できた。
評価 F（59点以下）	 ：明確な目標の記載があるロードマップが完成できていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
この講義は、卒業判定で卒業に必要な単位が６単位以内の不足であったことから卒業判定が保留になった者を対象に行う
特別講義のため、秋学期の成績がとりまとまった後に発表されるこの科目の履修許可者として指名された者しか履修する
ことができない。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

問題解決学特講 I ～ III（CompIex ProbIem SoIving Iecture on a speciaI topicI ～ III）
「問題解決能力」を鍛える
金子　邦博
3 年生以上（卒業学年のみ） 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
皆さんは、これまでの多摩大学での様々な学びの中で、問題解決の様々な手法を学んできました。卒業を目の前に、皆さ
んは、これまでの学びで得た問題解決能力を実社会で発揮していくための準備をして、社会人としての活躍につなげてい
かなければなりません。そこでこれまでの学びを振り返り、皆さんが得てきた「問題解決能力」を教員による個別指導の
下でブラッシュアップして、実社会での問題解決能力の発揮につなげていきます。この講義では、正解のない問題により
よい答えを導き出せるスキルを確実なものとするため、教員が設定した「問題」に対して、課題の分析、解決策の探索、
評価、解決策の選択という問題解決の実践演習を行っていきます。そのなかで、直面する問題から安易に逃げる「人生あ
きらめ症候群」から脱却して、社会人として当然に要求される「社会人基礎力」を高めていきます。

■講義分類
顧客理解、ビジネス創造、社会人力育成

■到達目標
実社会で使える「問題解決能力」を身につける。

■授業形態
双方向、講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義を受講するにあたっては、教員から個別指導された内容を調べ、次回の講義の際にその内容を報告することが必要で、
毎回、概ね１時間 30分程度の事後学習が必要です。

■授業の概要
第 1講	 １　大学生活の振り返り（１）
第 2講	 １　大学生活の振り返り（２）　
第 3講	 ２　問題解決の実践演習（１）
第 4講	 ２　問題解決の実践演習（２）
第 5講	 ２　問題解決の実践演習（３）
第 6講	 ２　問題解決の実践演習（４）
第 7講	 ２　問題解決の実践演習（５）
第 8講	 ２　問題解決の実践演習（６）
第 9講	 ２　問題解決の実践演習（７）
第 10講	 ２　問題解決の実践演習（８）
第 11講	 ２　問題解決の実践演習（９）
第 12講	 ２　問題解決の実践演習（１０）
第 13講	 ２　問題解決の実践演習（１１）
第 14講	 ２　問題解決の実践演習（１２）
第 15講	 ３　今後も問題解決能力を高めていくための方策を考える

■評価方法
講義への出席（評価割合 50％）と問題解決の実習でとりまとめた問題解決策の評価（評価割合 50％）の成績により評価
する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：革新性を持った確実性のある解決策を提案出来るようになった。
評価A（89～ 80点）	：革新性はないものの確実性のある解決策を提案出来るようになった。
評価B（79～ 70点）	：実現可能性に疑義があるが、一応、問題解決策をとりまとめできた。
評価C（69～ 60点）	：解決策はまとめられたものの、問題の解決に結びつく蓋然性が低い。
評価 F（59点以下）	 ：考察能力の不足から、有効な問題解決策を提案できていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
この講義は、卒業判定で卒業に必要な単位が６単位以内の不足であったことから卒業判定が保留になった者を対象に行う
特別講義のため、秋学期の成績がとりまとまった後に発表されるこの科目の履修許可者として指名された者しか履修する
ことができない。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

立志特講 I ～ III（Aspiration Iecture on a speciaI topicI ～ III）
「志」の実現のためのロードマップづくり
金子　邦博
3 年生以上（卒業学年のみ） 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
実社会で活躍する大人たちは、様々な経験を積み重ねて、自らを成長させ、社会において必要な存在になることで、安定
した生活を確保している。大学での４年間は、大人となって実社会に飛び立つための滑走路であり、この４年間に、まず
卒業後の進路を見いだし、それにむかって加速をして、社会人として飛び立っていかなければならないのである。
この講義では、多摩大学で学びのなかで醸成してきた「志」について、卒業を前に整理をして、教員による個別指導の下、
その実現のための経路を「ロードマップ」としてとりまとめていく。このとりまとめを通じて、社会人として飛躍してい
くために、自らの可能性と向き合い、「成長する自分」を創り上げるために、大学の卒業を前に、自分の「人格」を子どもモー
ドから大人モードに切り替えを行うこと目指していく。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
「志」を実現するためのロードマップをとりまとめる。

■授業形態
双方向、講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
講義を受講するにあたっては、教員から個別指導された内容を調べ、次回の講義の際にその内容を報告することが必要で、
毎回、概ね１時間 30分程度の事後学習が必要です。

■授業の概要
第 1講	 １　大学生活の振り返り（１）
第 2講	 １　大学生活の振り返り（２）
第 3講	 ２　自分の可能性と向き合う（１）
第 4講	 ２　自分の可能性と向き合う（２）
第 5講	 ２　自分の可能性と向き合う（３）
第 6講	 ２　自分の可能性と向き合う（４）
第 7講	 ２　自分の可能性と向き合う（５）
第 8講	 ２　自分の可能性と向き合う（６）
第 9講	 ２　自分の可能性と向き合う（７）
第 10講	 ２　自分の可能性と向き合う（８）
第 11講	 ２　自分の可能性と向き合う（９）
第 12講	 ２　自分の可能性と向き合う（１０）
第 13講	 ２　自分の可能性と向き合う（１１）
第 14講	 ２　自分の可能性と向き合う（１２）
第 15講	 ３　ロードマップをとりまとめる

■評価方法
完成したロードマップ（評価割合 100％）の成績により評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：実現可能性の高いロードマップが完成出来た。
評価A（89～ 80点）	：成長の道筋が概ねまとまったロードマップが作成出来た。
評価B（79～ 70点）	：さらなる考察が必要だが、一応、今後の目標が発見できた。
評価C（69～ 60点）	：今後、具体性を伴うように見直しが必要だが、一応、目標は発見できた。
評価 F（59点以下）	 ：明確な目標の記載があるロードマップが完成できていない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
この講義は、卒業判定で卒業に必要な単位が６単位以内の不足であったことから卒業判定が保留になった者を対象に行う
特別講義のため、秋学期の成績がとりまとまった後に発表されるこの科目の履修許可者として指名された者しか履修する
ことができない。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

プレゼミ I（Pre-seminar I）
「社会人マイナス四年生」のゼミ入門
専任教員
1 年生以上 春秋学期 学期週 1 回

■講義目的
多摩大学では、大学に入学した時点での学生諸君は、「大学一年生」ではなく、「社会人マイナス四年生」である。それは、
諸君が４年後に、社会人になることを前提としているからである。したがって、社会から要求されるものを身につけるこ
とが、大学４年間の、諸君のミッション（使命）である。では、「社会から求められるもの」とは何か。多摩大学は、こ
れを総称して「問題解決力」と定義する。つまり、社会とは「問題」の塊そのものであって、社会で役割を担うこと（つ
まり就職ということ）は、「問題を解決する」ことだ、と考えている。この授業で諸君に求められることは、 １）緊張感
のある主体的意識、当事者意識を持って参加すること、  ２）教員や仲間に対し、可能な限り積極的に「情報発信」をす
ること  ３）考えることと物事を進めることを、同時に行うのを厭わないこと。これらを通じて、４）経営情報学を学び、
問題解決能力を身につける４年間の学びの道筋の全体像を把握することである。

■講義分類
社会人力育成、初年次教育

■到達目標
①就業意識に基づいた４年間の学修イメージが確立すること。②学びに対象を主体的に見出せるようになること。③学び
の成果に対する現実的期待を抱くことができるようになること。　

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
この講義では、自らの成長を促すため、講義や演習で学んだことをしっかり身につけるために復習に多くの時間を割く必
要がある。この講義での学びを活かすためには、復習に概ね２時間程度の取り組みが必要です。　

■授業の概要
第 1 講 ガイダンス
第 2 講 コミュニケーション
第 3 講 多摩大学での学びを考える
第 4 講 問題解決の演習 (1)
第 5 講 問題解決の演習 (2)　
第 6 講 問題解決の演習 (3)　
第 7 講 問題解決の演習 (4)　
第 8 講 問題解決の演習 (5)　
第 9 講 問題解決の演習 (6)　
第 10 講 問題解決の演習 (7)　
第 11 講 問題解決の演習 (8)　
第 12 講 志を考える（１）
第 13 講 志を考える（２）
第 14 講 学科選択説明会
第 15 講 ホームゼミ説明会

■評価方法
①すべてに出席すること。②積極的な受講態度。③クラス毎に指定された最終課題の提出。上記①②③の総合評価（100
点満点で、配分は出席 50％、受講態度 30％、最終課題 20％）によって、成績評価を決定する。　

■評価基準
評価 P（合格） ：総合評価が 60 点以上であり、この講義の到達目標に達したと認められる場合。
評価 F（不合格） ：総合評価が 60 点未満で、この講義の到達目標に達していない場合。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
（１）講義の中で課題を課す場合が多くあり、その課題提出が成績評価に結びつくため、講義を欠席すると単位取得に大
きな影響を与えることとなるため、すべての回に必ず出席すること。　（２）かならず配布されたパソコンを持参すること。
それ以外の持参物や、予習等については、各担当教員の指示に従うこと。　（３）課題に対してフィードバックを行う。
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目
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

プレゼミ II（Pre-seminar II）
「社会人マイナス四年生」のゼミ入門
専任教員
1 年生以上 春秋学期 学期週 1 回

■講義目的
秋学期に開講する「プレゼミⅡ」では、自らの成長の方向性を見いだすことを中心テーマに、今問題になっている実践的
な課題を題材にした「ゼミ形式による学び」を行うことで、問題解決力に磨きをかけていく。そして、見いだした方向性
を２年次から所属する「ホームゼミ」の選択につなげていく。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
①就業意識に基づいた４年間の学修イメージが確立すること。②学びに対象を主体的に見出せるようになること。③学び
の成果に対する現実的期待を抱くことができるようになること。　

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
この講義では、自らの成長を促すため、講義や演習で学んだことをしっかり身につけるために復習に多くの時間を割く必
要があります。この講義での学びを活かすためには、復習に概ね２時間程度の取り組みが必要です。　

■授業の概要
第 1 講 問題解決の演習 (1)
第 2 講 問題解決の演習 (2)　
第 3 講 問題解決の演習 (3)
第 4 講 問題解決の演習 (4)
第 5 講 問題解決の演習 (5)　
第 6 講 問題解決の演習 (6)　
第 7 講 問題解決の演習 (7)　
第 8 講 学園祭に参加する (1)
第 9 講 学園祭に参加する (2)
第 10 講 学園祭の報告
第 11 講 学科選択説明会
第 12 講 問題解決の演習 (8)
第 13 講 問題解決の演習 (9)
第 14 講 アクティブ・ラーニング祭に参加する
第 15 講 問題解決の演習 (10)

■評価方法
①すべてに出席すること。②積極的な受講態度。③クラス毎に指定された最終課題の提出。上記①②③の総合評価（100
点満点で、配分は出席 50％、受講態度 30％、最終課題 20％）によって、成績評価を決定する。

■評価基準
評価 P（合格） ：総合評価が 60 点以上であり、この講義の到達目標に達したと認められる場合。
評価 F（不合格） ：総合評価が 60 点未満で、この講義の到達目標に達していない場合。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
１） 講義の中で課題を課す場合が多くあり、その課題提出が成績評価に結びつくため、講義を欠席すると単位取得に大き
な影響を与えることとなるため、すべての回に必ず出席すること。
２） かならず配布されたパソコンを持参すること。それ以外の持参物や、予習等については、各担当教員の指示に従うこと。
３） 課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

プレゼミ I（Pre-seminar I）
「社会人マイナス四年生」のゼミ入門
専任教員
1 年生以上 春秋学期 学期週 1 回

■講義目的
多摩大学では、大学に入学した時点での学生諸君は、「大学一年生」ではなく、「社会人マイナス四年生」である。それは、
諸君が４年後に、社会人になることを前提としているからである。したがって、社会から要求されるものを身につけるこ
とが、大学４年間の、諸君のミッション（使命）である。では、「社会から求められるもの」とは何か。多摩大学は、こ
れを総称して「問題解決力」と定義する。つまり、社会とは「問題」の塊そのものであって、社会で役割を担うこと（つ
まり就職ということ）は、「問題を解決する」ことだ、と考えている。この授業で諸君に求められることは、 １）緊張感
のある主体的意識、当事者意識を持って参加すること、  ２）教員や仲間に対し、可能な限り積極的に「情報発信」をす
ること  ３）考えることと物事を進めることを、同時に行うのを厭わないこと。これらを通じて、４）経営情報学を学び、
問題解決能力を身につける４年間の学びの道筋の全体像を把握することである。

■講義分類
社会人力育成、初年次教育

■到達目標
①就業意識に基づいた４年間の学修イメージが確立すること。②学びに対象を主体的に見出せるようになること。③学び
の成果に対する現実的期待を抱くことができるようになること。　

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
この講義では、自らの成長を促すため、講義や演習で学んだことをしっかり身につけるために復習に多くの時間を割く必
要がある。この講義での学びを活かすためには、復習に概ね２時間程度の取り組みが必要です。　

■授業の概要
第 1 講 ガイダンス
第 2 講 コミュニケーション
第 3 講 多摩大学での学びを考える
第 4 講 問題解決の演習 (1)
第 5 講 問題解決の演習 (2)　
第 6 講 問題解決の演習 (3)　
第 7 講 問題解決の演習 (4)　
第 8 講 問題解決の演習 (5)　
第 9 講 問題解決の演習 (6)　
第 10 講 問題解決の演習 (7)　
第 11 講 問題解決の演習 (8)　
第 12 講 志を考える（１）
第 13 講 志を考える（２）
第 14 講 学科選択説明会
第 15 講 ホームゼミ説明会

■評価方法
①すべてに出席すること。②積極的な受講態度。③クラス毎に指定された最終課題の提出。上記①②③の総合評価（100
点満点で、配分は出席 50％、受講態度 30％、最終課題 20％）によって、成績評価を決定する。　

■評価基準
評価 P（合格） ：総合評価が 60 点以上であり、この講義の到達目標に達したと認められる場合。
評価 F（不合格） ：総合評価が 60 点未満で、この講義の到達目標に達していない場合。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
（１）講義の中で課題を課す場合が多くあり、その課題提出が成績評価に結びつくため、講義を欠席すると単位取得に大
きな影響を与えることとなるため、すべての回に必ず出席すること。　（２）かならず配布されたパソコンを持参すること。
それ以外の持参物や、予習等については、各担当教員の指示に従うこと。　（３）課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

プレゼミ II（Pre-seminar II）
「社会人マイナス四年生」のゼミ入門
専任教員
1 年生以上 春秋学期 学期週 1 回

■講義目的
秋学期に開講する「プレゼミⅡ」では、自らの成長の方向性を見いだすことを中心テーマに、今問題になっている実践的
な課題を題材にした「ゼミ形式による学び」を行うことで、問題解決力に磨きをかけていく。そして、見いだした方向性
を２年次から所属する「ホームゼミ」の選択につなげていく。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
①就業意識に基づいた４年間の学修イメージが確立すること。②学びに対象を主体的に見出せるようになること。③学び
の成果に対する現実的期待を抱くことができるようになること。　

■授業形態
グループディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
この講義では、自らの成長を促すため、講義や演習で学んだことをしっかり身につけるために復習に多くの時間を割く必
要があります。この講義での学びを活かすためには、復習に概ね２時間程度の取り組みが必要です。　

■授業の概要
第 1 講 問題解決の演習 (1)
第 2 講 問題解決の演習 (2)　
第 3 講 問題解決の演習 (3)
第 4 講 問題解決の演習 (4)
第 5 講 問題解決の演習 (5)　
第 6 講 問題解決の演習 (6)　
第 7 講 問題解決の演習 (7)　
第 8 講 学園祭に参加する (1)
第 9 講 学園祭に参加する (2)
第 10 講 学園祭の報告
第 11 講 学科選択説明会
第 12 講 問題解決の演習 (8)
第 13 講 問題解決の演習 (9)
第 14 講 アクティブ・ラーニング祭に参加する
第 15 講 問題解決の演習 (10)

■評価方法
①すべてに出席すること。②積極的な受講態度。③クラス毎に指定された最終課題の提出。上記①②③の総合評価（100
点満点で、配分は出席 50％、受講態度 30％、最終課題 20％）によって、成績評価を決定する。

■評価基準
評価 P（合格） ：総合評価が 60 点以上であり、この講義の到達目標に達したと認められる場合。
評価 F（不合格） ：総合評価が 60 点未満で、この講義の到達目標に達していない場合。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
１） 講義の中で課題を課す場合が多くあり、その課題提出が成績評価に結びつくため、講義を欠席すると単位取得に大き
な影響を与えることとなるため、すべての回に必ず出席すること。
２） かならず配布されたパソコンを持参すること。それ以外の持参物や、予習等については、各担当教員の指示に従うこと。
３） 課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ホームゼミ（Seminars）
実践力養成のため「専門ゼミ」
専任教員
2 年生以上 春秋学期 学期週 1 回

■講義目的
学生一人ひとりが興味、関心のあるテーマを選択し、専門分野のエキスパートである教員の指導・サポートを受けながら
自主的に研究活動を行う。少人数グループでの討論、発表を通じてコミュニケーションとプレゼンテーションの能力を養
うとともに、将来の生き方にもつながる「志」を培っていく。

■講義分類
ビジネス創造、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
志をもとに、社会における問題を専門分野の方法論にて解決できることを目標とする

■授業形態
グループディスカッション　プレゼンテーション　フィールドワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
ホームゼミ所属にあたっては、各ゼミに関連する書籍を最低でも 3 冊程度読み、その概要を確認しておくことが望まし
い

■授業の概要
第 1 講 ガイダンス
第 2 講 コミュニケーション
第 3 講 問題解決の前提
第 4 講 問題発見
第 5 講 問題設定
第 6 講 問題分析１
第 7 講 問題分析２
第 8 講 問題分析３
第 9 講 問題分析４
第 10 講 問題解決１
第 11 講 問題解決２
第 12 講 問題解決３
第 13 講 まとめとディスカッション
第 14 講 まとめとプレゼンテーション
第 15 講 最終課題

■評価方法
絶対評価にて評価を行う

■評価基準
評価 P（合格） ：総合評価が 60 点以上であり、この講義の到達目標に達したと認められる場合
評価 F（不合格） ：総合評価が 60 点未満で、この講義の到達目標に達していない場合

■他に履修することが望ましい科目
プレゼミ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
このシラバス（達成目標・評価基準・各や時間割）は例示であり、各教員によって内容は異なる。ホームゼミの内容・場
所・時間については、教員に確認のうえ講義に望むこと。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

インターゼミ（Inter Seminars）
寺島学長ゼミ ( 社会工学研究会 )　
寺島、久恒、荻野、金、木村、久保田、丹下、野坂、バートル、水盛、（SGS：安田、大場、韓）
1 年生以上 春秋学期 学期週 1 回

■講義目的
インターゼミ ( 寺島学長ゼミ ) の目的は、学部生・大学院生・ゼミ OB/OG など 40 名と寺島学長をはじめとする本学 2
学部と大学院の教員 13 名が、現代社会の抱える課題について、塾形式で切磋琢磨しながら多様な要素や手法を組み合わ
せた柔らかい発想で、体系的・総合的な答を志向する総合設計力を身に付けることである。
学生自身による課題の発掘・発見から仮説の提示、そして多様な要素の組み合わせによる問題解決へ至るプロセスの中で、
寺島学長以下、学内の教員や社会で活躍する学外の専門家による付加価値を高め、創造的問題解決策を志向する。
9 年目を迎えるインターゼミは、8 年間で 37 論文を完成させた。テーマは、以下希望する分野・グループから選ぶこと。
①多摩学、②アジアダイナミズム、③サービス・エンターテインメント、④地方再生、⑤環境・エネルギー。

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネス ICT、地域ビジネス　　

■到達目標
①産業社会の持つ課題を発見し、解決へのアプローチを目指す論文を作成する。 ②選択したテーマについて、文献調査
とフィールドワーク、考察と執筆を行い、1 年後に論文を完成させる。　

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
①各テーマに従って文献一覧を作成する (1 時間 )。 ②フィールドワークをアレンジする (1 時間 )。 ③年間スケジュール
を作成する (1 時間 )。

■授業の概要
第 1 講 希望する分野・グループを選ぶ。　
第 2 講 学長講話と自己紹介
第 3 講 グループ分け作業
第 4 講 グループの決定と詳細テーマの検討
第 5 講 学長講話と各グループの担当教員と学生からの進捗報告
第 6 講 学長講話とグループワーク
第 7 講 教員講話とグループワーク
第 8 講 グループワークおよびフィールドワーク
第 9 講 グループワークおよびフィールドワーク
第 10 講 学長講話と各グループの進捗状況報告
第 11 講 研究計画の発表と学長のアドバイス
第 12 講 学長講話と学長のグループ別指導
第 13 講 学長講話と学長のグループ別指導
第 14 講 学長講話グループワーク
第 15 講 春学期は箱根合宿（8 月中旬）での中間発表。秋学期は最終発表と完成論文の提出。　

■評価方法
出席 (25%)、グループワーク貢献度 (25%)、中間および最終発表 (50%) の割合で評価する。

■評価基準
評価 P（合格） ：出席、グループワーク貢献度、中間・最終発表の合算点が、60% 以上であること。　　
評価 F（不合格） ：出席、グループワーク貢献度、発表の合算点が、59% 以下の場合は不合格とする。　

■他に履修することが望ましい科目
グローバルビジネス系、地域ビジネス系、ビジネス ICT 系のすべての科目に関連する。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①毎回出席すること。欠席時は、必ず連絡すること。 ②授業開始時間は、16 時 20 分であるが、原則 16 時に集合すること。 
③寺島学長の講演会やセミナーなどに積極的に参加すること。④発表に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

ホームゼミ（Seminars）
実践力養成のため「専門ゼミ」
専任教員
2 年生以上 春秋学期 学期週 1 回

■講義目的
学生一人ひとりが興味、関心のあるテーマを選択し、専門分野のエキスパートである教員の指導・サポートを受けながら
自主的に研究活動を行う。少人数グループでの討論、発表を通じてコミュニケーションとプレゼンテーションの能力を養
うとともに、将来の生き方にもつながる「志」を培っていく。

■講義分類
ビジネス創造、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
志をもとに、社会における問題を専門分野の方法論にて解決できることを目標とする

■授業形態
グループディスカッション　プレゼンテーション　フィールドワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
ホームゼミ所属にあたっては、各ゼミに関連する書籍を最低でも 3 冊程度読み、その概要を確認しておくことが望まし
い

■授業の概要
第 1 講 ガイダンス
第 2 講 コミュニケーション
第 3 講 問題解決の前提
第 4 講 問題発見
第 5 講 問題設定
第 6 講 問題分析１
第 7 講 問題分析２
第 8 講 問題分析３
第 9 講 問題分析４
第 10 講 問題解決１
第 11 講 問題解決２
第 12 講 問題解決３
第 13 講 まとめとディスカッション
第 14 講 まとめとプレゼンテーション
第 15 講 最終課題

■評価方法
絶対評価にて評価を行う

■評価基準
評価 P（合格） ：総合評価が 60 点以上であり、この講義の到達目標に達したと認められる場合
評価 F（不合格） ：総合評価が 60 点未満で、この講義の到達目標に達していない場合

■他に履修することが望ましい科目
プレゼミ

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
このシラバス（達成目標・評価基準・各や時間割）は例示であり、各教員によって内容は異なる。ホームゼミの内容・場
所・時間については、教員に確認のうえ講義に望むこと。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

インターゼミ（Inter Seminars）
寺島学長ゼミ ( 社会工学研究会 )　
寺島、久恒、荻野、金、木村、久保田、丹下、野坂、バートル、水盛、（SGS：安田、大場、韓）
1 年生以上 春秋学期 学期週 1 回

■講義目的
インターゼミ ( 寺島学長ゼミ ) の目的は、学部生・大学院生・ゼミ OB/OG など 40 名と寺島学長をはじめとする本学 2
学部と大学院の教員 13 名が、現代社会の抱える課題について、塾形式で切磋琢磨しながら多様な要素や手法を組み合わ
せた柔らかい発想で、体系的・総合的な答を志向する総合設計力を身に付けることである。
学生自身による課題の発掘・発見から仮説の提示、そして多様な要素の組み合わせによる問題解決へ至るプロセスの中で、
寺島学長以下、学内の教員や社会で活躍する学外の専門家による付加価値を高め、創造的問題解決策を志向する。
9 年目を迎えるインターゼミは、8 年間で 37 論文を完成させた。テーマは、以下希望する分野・グループから選ぶこと。
①多摩学、②アジアダイナミズム、③サービス・エンターテインメント、④地方再生、⑤環境・エネルギー。

■講義分類
グローバルビジネス、ビジネス ICT、地域ビジネス　　

■到達目標
①産業社会の持つ課題を発見し、解決へのアプローチを目指す論文を作成する。 ②選択したテーマについて、文献調査
とフィールドワーク、考察と執筆を行い、1 年後に論文を完成させる。　

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
①各テーマに従って文献一覧を作成する (1 時間 )。 ②フィールドワークをアレンジする (1 時間 )。 ③年間スケジュール
を作成する (1 時間 )。

■授業の概要
第 1 講 希望する分野・グループを選ぶ。　
第 2 講 学長講話と自己紹介
第 3 講 グループ分け作業
第 4 講 グループの決定と詳細テーマの検討
第 5 講 学長講話と各グループの担当教員と学生からの進捗報告
第 6 講 学長講話とグループワーク
第 7 講 教員講話とグループワーク
第 8 講 グループワークおよびフィールドワーク
第 9 講 グループワークおよびフィールドワーク
第 10 講 学長講話と各グループの進捗状況報告
第 11 講 研究計画の発表と学長のアドバイス
第 12 講 学長講話と学長のグループ別指導
第 13 講 学長講話と学長のグループ別指導
第 14 講 学長講話グループワーク
第 15 講 春学期は箱根合宿（8 月中旬）での中間発表。秋学期は最終発表と完成論文の提出。　

■評価方法
出席 (25%)、グループワーク貢献度 (25%)、中間および最終発表 (50%) の割合で評価する。

■評価基準
評価 P（合格） ：出席、グループワーク貢献度、中間・最終発表の合算点が、60% 以上であること。　　
評価 F（不合格） ：出席、グループワーク貢献度、発表の合算点が、59% 以下の場合は不合格とする。　

■他に履修することが望ましい科目
グローバルビジネス系、地域ビジネス系、ビジネス ICT 系のすべての科目に関連する。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①毎回出席すること。欠席時は、必ず連絡すること。 ②授業開始時間は、16 時 20 分であるが、原則 16 時に集合すること。 
③寺島学長の講演会やセミナーなどに積極的に参加すること。④発表に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

インターンシップ I・II（Internship I・II）
就職前に必ず受けておかなければならない「就業体験」
浜田　正幸
2 年生以上 春秋学期 集中講義

■講義目的
実際に社会で働く会社の人たちとの職業体験を通じて、「働く」ということを理解する。
アルバイトとは全く異なる、「会社で働く」ということを実体験する。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
① 社会人としての基本的な行動ができるようになる（マナー、報連相） ② 朝から夜まで、一つの仕事に集中して取り組
むことができ、毎日それが続けられる ③ 社会人として認められる、最低限の仕事のレベルに到達する

■授業形態
その他（インターン先の会社において、与えられた課題の遂行）

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前学習ならびにインターンシップ実習の終了時に、ノートやメモを復習し、追記する。またそれを次の実習前に読み返
して行動の修正を考える。（それぞれ 1.5 時間ずつ）

■授業の概要
6/10（土）1 時限目 2 時限目　201 教室　事前学習「履歴書の書き方」
6/17（土）1 時限目 2 時限目　201 教室　事前学習「ビジネスコミュニケーション」
6/24（土）1 時限目 2 時限目　201 教室　事前学習「マナー、身だしなみ」
7/ 1 （土）1 時限目　インターンシップ直前講座 注意事項など
※　全日程ともスーツ着用、茶髪・ピアス等禁止（インターンシップに行ける身だしなみ）
夏休み中に、インターンシップ先企業に通い、全日程（5 日以上）、全課題を遂行する
9/30（土）午後、インターンシップ報告会
以上の全授業・実習・報告会に出席すること

■評価方法
事前学習ならびに報告会への出席 50%、実習 50%

■評価基準
評価 N（認定） ：事前授業、実習、報告会すべてに無遅刻無欠席であること。
評価 F（認定せず） ：要件を満たしていない場合。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①インターンシップ説明会 6/30、6/31 昼休みに実施する。②インターンシップ科目が初めての学生はこの「I」を、「I」
を履修済みの学生は「II」になります。③報告会においてフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

AP 数学（Advanced Practical Mathematics）
ビジネス数学応用
大森　拓哉
1 年生以上 春学期 集中講義

■講義目的
経営情報学部においては、複合領域での知識や技術の修得が必要となる。このような複合領域を対象とする分野で必要に
なるデータを扱う数学的手法の基礎について、演習と講義により身につけることが本講義の目的である。本講義では、課
題を解決するためにどのようなデータの取り扱いをするとよいか、中学から高校 1 年程度の数学を基点として、問題解
決方法の理解とそれを応用した問題解決演習を行い、産業社会において必要な数的・論理的処理力の基礎を完全習得する。　

■講義分類
ビジネスマネジメント、社会人力育成、ビジネス ICT 　　

■到達目標
経営情報学部で学ぶ上での必要な数学の十分な能力が身についているか。　

■授業形態
講義、演習　

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
高校数学の知識を必要とするので、各回で取り扱う単元の事前学習（0.5 時間）を行うこと。各回で完答できなかった問
題を中心に、課題の復習（1 時間）を行うこと。

■授業の概要
本講義は、1 年次ビジネス数学検定受講者のうち、中間テスト時点で合格した者のみが受講可能な講義であり、受講可能
者は別途許可される。講義内容は、高校までの数学をベースに、経営情報学における基礎数学の学習と、その応用問題へ
の適用を行い、数字（データ、エビデンス）に基づいた考察ができるようになるためのより実践的な問題解決方法を習得
する。

■評価方法
出席点 50％、期末試験 50％

■評価基準
評価 N（認定） ：1 年次ビジネス数学基礎受講者のうち中間試験で検定合格しかつ期末試験で合格した者
評価 F（認定せず） ：期末試験で合格しなかった場合

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①履修は許可制となる。②試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

インターンシップ I・II（Internship I・II）
就職前に必ず受けておかなければならない「就業体験」
浜田　正幸
2 年生以上 春秋学期 集中講義

■講義目的
実際に社会で働く会社の人たちとの職業体験を通じて、「働く」ということを理解する。
アルバイトとは全く異なる、「会社で働く」ということを実体験する。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
① 社会人としての基本的な行動ができるようになる（マナー、報連相） ② 朝から夜まで、一つの仕事に集中して取り組
むことができ、毎日それが続けられる ③ 社会人として認められる、最低限の仕事のレベルに到達する

■授業形態
その他（インターン先の会社において、与えられた課題の遂行）

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前学習ならびにインターンシップ実習の終了時に、ノートやメモを復習し、追記する。またそれを次の実習前に読み返
して行動の修正を考える。（それぞれ 1.5 時間ずつ）

■授業の概要
6/10（土）1 時限目 2 時限目　201 教室　事前学習「履歴書の書き方」
6/17（土）1 時限目 2 時限目　201 教室　事前学習「ビジネスコミュニケーション」
6/24（土）1 時限目 2 時限目　201 教室　事前学習「マナー、身だしなみ」
7/ 1 （土）1 時限目　インターンシップ直前講座 注意事項など
※　全日程ともスーツ着用、茶髪・ピアス等禁止（インターンシップに行ける身だしなみ）
夏休み中に、インターンシップ先企業に通い、全日程（5 日以上）、全課題を遂行する
9/30（土）午後、インターンシップ報告会
以上の全授業・実習・報告会に出席すること

■評価方法
事前学習ならびに報告会への出席 50%、実習 50%

■評価基準
評価 N（認定） ：事前授業、実習、報告会すべてに無遅刻無欠席であること。
評価 F（認定せず） ：要件を満たしていない場合。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①インターンシップ説明会 6/30、6/31 昼休みに実施する。②インターンシップ科目が初めての学生はこの「I」を、「I」
を履修済みの学生は「II」になります。③報告会においてフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

AP 数学（Advanced Practical Mathematics）
ビジネス数学応用
大森　拓哉
1 年生以上 春学期 集中講義

■講義目的
経営情報学部においては、複合領域での知識や技術の修得が必要となる。このような複合領域を対象とする分野で必要に
なるデータを扱う数学的手法の基礎について、演習と講義により身につけることが本講義の目的である。本講義では、課
題を解決するためにどのようなデータの取り扱いをするとよいか、中学から高校 1 年程度の数学を基点として、問題解
決方法の理解とそれを応用した問題解決演習を行い、産業社会において必要な数的・論理的処理力の基礎を完全習得する。　

■講義分類
ビジネスマネジメント、社会人力育成、ビジネス ICT 　　

■到達目標
経営情報学部で学ぶ上での必要な数学の十分な能力が身についているか。　

■授業形態
講義、演習　

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
高校数学の知識を必要とするので、各回で取り扱う単元の事前学習（0.5 時間）を行うこと。各回で完答できなかった問
題を中心に、課題の復習（1 時間）を行うこと。

■授業の概要
本講義は、1 年次ビジネス数学検定受講者のうち、中間テスト時点で合格した者のみが受講可能な講義であり、受講可能
者は別途許可される。講義内容は、高校までの数学をベースに、経営情報学における基礎数学の学習と、その応用問題へ
の適用を行い、数字（データ、エビデンス）に基づいた考察ができるようになるためのより実践的な問題解決方法を習得
する。

■評価方法
出席点 50％、期末試験 50％

■評価基準
評価 N（認定） ：1 年次ビジネス数学基礎受講者のうち中間試験で検定合格しかつ期末試験で合格した者
評価 F（認定せず） ：期末試験で合格しなかった場合

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①履修は許可制となる。②試験に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

キャリア・デザイン II（Career Design II）
就職筆記試験対策を中心とした能力開発
中村　有一
2 年生以上 秋学期  Fall Semester 学期週 1 回

■講義目的
これは、直接的には企業による新入社員選考の際の筆記試験を確実にパスするための能力開発を行うが、決して言語、非
言語のリメディアルエデュケーションではなく、より前向きに、産業社会で有用な人材となるために必要なスキルを磨く
ことを目的としている。　これまで学んできたことを再チェックし、課題を見つけた場合しっかりと対応した上でまずは
就職活動に立ち向かい、さらには、職業の最前線の現場で活躍できるようになれることが大切である。　

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネス創造、社会人力育成　

■到達目標
学生がより望ましい就業観を持ち、また就職就業に必要十分な知識とスキルを身に着けることが、本講座の目標である。　

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：教科書にしたがって例題を見ておく。とける場合は解く。（１．３時間） 復習：問題をもう一度解きなおし、要点を
整理しておく。（１．３時間）

■授業の概要
秋学期に開講される「筆記試験対策講座」への参加により、単位を認定することとする。　

■評価方法
少なくとも 10 回の参加を必要とする。これをクリアした場合、単位を認定する。ただし、受講態度に問題があるとみな
された場合、出席と認められないことがある。　

■評価基準
評価 N（認定） ：所定の回数の出席と、受講態度によって単位を認定する。　
評価 F（認定せず） ：出席回数が不足の場合と、受講態度がよくない場合は、単位を認定しない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
なし

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

キャリア・デザイン IV（Career Design IV）
就職活動準備の実践
村山　貞幸
3 年生以上 秋学期  Fall Semester 学期週 1 回

■講義目的
本学の理念の一つは、「すべての道はキャリアに通ず」である。就職し、就業し、職業を通して成長し、職業を通じて社
会の問題解決に貢献する人材を育成する事であり、就職活動は、その中核にある。多摩大学の教育をこの理念に近づける
ために本講義を設置する。すなわち、就職、就業に向けて、「①自己を知る」、「②産業社会を知る」、「③企業を知る」、「④
何をすべきかを知り、実践する」ことがよりよく実践されるために必要な講義を行う。　

■講義分類
社会人力育成、ビジネス環境理解　

■到達目標
(1)就職活動に関する基本的な知識、方法を習得する。　(2)自己分析を行い、自分を理解する。　(3)自分と関心のある仕事、
企業を結びつけ、社会に貢献する方法を身につける。　(4) 効果的な自己アピールができるようになる。　(5) 関心のある
企業と結びつけて志をつくる。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向　

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
履歴書等に収れんされていくべき「自己理解」「開発が必要なスキルへの認識」や、企業や産業に対する認識や見方を育
成するための予習、復習を必要とする。必要な時間は、予習 1.5 時間、復習 1.5 時間。

■授業の概要
就職活動に関するプロフェッショナルのファシリテーションにより、「就勝つ」に必要な全ての要素を学ぶ。

■評価方法
出席 100%

■評価基準
評価 N（認定） ：15 回の所定の講座に出席することにより単位を認定する。（詳細は第 1 講で伝える）
評価 F（認定せず） ：上の条件を満たさなかったとみなした場合は、F 評価とする。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
授業全体のマイナスになると担当者が判断する場合には、他の学生の利益を確保するために、退出を命じることもあるの
で、くれぐれも留意されたい。　全講義に出席し、自己 PR、履歴書作成、修正など、予習・復習を徹底することが強く
望まれる。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

キャリア・デザイン II（Career Design II）
就職筆記試験対策を中心とした能力開発
中村　有一
2 年生以上 秋学期  Fall Semester 学期週 1 回

■講義目的
これは、直接的には企業による新入社員選考の際の筆記試験を確実にパスするための能力開発を行うが、決して言語、非
言語のリメディアルエデュケーションではなく、より前向きに、産業社会で有用な人材となるために必要なスキルを磨く
ことを目的としている。　これまで学んできたことを再チェックし、課題を見つけた場合しっかりと対応した上でまずは
就職活動に立ち向かい、さらには、職業の最前線の現場で活躍できるようになれることが大切である。　

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネス創造、社会人力育成　

■到達目標
学生がより望ましい就業観を持ち、また就職就業に必要十分な知識とスキルを身に着けることが、本講座の目標である。　

■授業形態
講義

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
予習：教科書にしたがって例題を見ておく。とける場合は解く。（１．３時間） 復習：問題をもう一度解きなおし、要点を
整理しておく。（１．３時間）

■授業の概要
秋学期に開講される「筆記試験対策講座」への参加により、単位を認定することとする。　

■評価方法
少なくとも 10 回の参加を必要とする。これをクリアした場合、単位を認定する。ただし、受講態度に問題があるとみな
された場合、出席と認められないことがある。　

■評価基準
評価 N（認定） ：所定の回数の出席と、受講態度によって単位を認定する。　
評価 F（認定せず） ：出席回数が不足の場合と、受講態度がよくない場合は、単位を認定しない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
なし

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

キャリア・デザイン IV（Career Design IV）
就職活動準備の実践
村山　貞幸
3 年生以上 秋学期  Fall Semester 学期週 1 回

■講義目的
本学の理念の一つは、「すべての道はキャリアに通ず」である。就職し、就業し、職業を通して成長し、職業を通じて社
会の問題解決に貢献する人材を育成する事であり、就職活動は、その中核にある。多摩大学の教育をこの理念に近づける
ために本講義を設置する。すなわち、就職、就業に向けて、「①自己を知る」、「②産業社会を知る」、「③企業を知る」、「④
何をすべきかを知り、実践する」ことがよりよく実践されるために必要な講義を行う。　

■講義分類
社会人力育成、ビジネス環境理解　

■到達目標
(1)就職活動に関する基本的な知識、方法を習得する。　(2)自己分析を行い、自分を理解する。　(3)自分と関心のある仕事、
企業を結びつけ、社会に貢献する方法を身につける。　(4) 効果的な自己アピールができるようになる。　(5) 関心のある
企業と結びつけて志をつくる。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向　

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
履歴書等に収れんされていくべき「自己理解」「開発が必要なスキルへの認識」や、企業や産業に対する認識や見方を育
成するための予習、復習を必要とする。必要な時間は、予習 1.5 時間、復習 1.5 時間。

■授業の概要
就職活動に関するプロフェッショナルのファシリテーションにより、「就勝つ」に必要な全ての要素を学ぶ。

■評価方法
出席 100%

■評価基準
評価 N（認定） ：15 回の所定の講座に出席することにより単位を認定する。（詳細は第 1 講で伝える）
評価 F（認定せず） ：上の条件を満たさなかったとみなした場合は、F 評価とする。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
授業全体のマイナスになると担当者が判断する場合には、他の学生の利益を確保するために、退出を命じることもあるの
で、くれぐれも留意されたい。　全講義に出席し、自己 PR、履歴書作成、修正など、予習・復習を徹底することが強く
望まれる。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

スタディーアブロード（Study Abroad）
志を持って海外で活動する学生のための単位認定　　
バートル
1 年生以上 春秋学期 集中講義

■講義目的
原則として、大学が認定した海外活動に参加した学生が、留学先で取得した単位を多摩大学の正規の単位として読み替え
るための科目である。ただし大学が認定した海外での活動で顕著な成果をあげた学生に授与される場合もある。いずれの
場合も担当教員との事前面談、審査と学習、事後学習、審査、成果報告が必須である。事前面談、審査、学習、事後学習、
審査、報告、については学期開始後に T-NEXT などを通して学生に周知される予定である。
また、原則として海外活動、地域関連活動に関連して大学で実施される諸プログラムに参加して教員の認定を受けた学生
の単位認定にも用いられる場合がある。

■講義分類
グローバルビジネス、語学・コミュニケーション

■到達目標
①自分たちの意見、考え方、アイデアをしっかりとした形で伝え、提案できる（発信）、②相手からの発信を正確に理解
し、状況に応じて的確な処理が行える（受信）、③自分が必要な情報 (WEB/ 論文をはじめとする資料や文献など ) を検索
し、内容を読み取って利用できる（情報理解）、④グローバリズムに対する正しい知識と、地球人として自分の志を実現
するための社会における人間力、コミュニケーション力を留学を通して身につける。

■授業形態
海外留学、海外研修、インターンシップ、海外活動

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
海外での単位認定を伴う活動のため、担当教員との面接、研修見学への参加、活動報告会への参加、多摩大学ホームペー
ジ（海外 NOW など）への投稿が必須。上記の準備学習に要する時間は最低２時間以上とする。

■授業の概要
経営情報学部認定留学プログラム、またはグローバルスタディーズ学部認定留学プログラムに参加し、この科目の単位を
取得することができる。また、大学が認定した海外での社会的活動（インターンシップなど）で、顕著な成果をあげた学
生、国際交流活動、地域関連活動に関連して大学で実施される諸プログラムに参加して、教員の認定を受けた学生の単位
授与にも用いられる場合がある。
この科目の単位取得に関係するプログラムに参加希望の学生は、T-NEXT 上に掲載される関連情報やお知らせを注意深く
チェックし、指示が出たら、学生課国際交流担当者に必ずコンタクトを取ること。出発前教員と充分に相談をし、入念な
準備をする必要がある。このコンタクトがない場合はプログラムに参加することはできない。
留学先教育機関での単位認定を多摩大学の単位として読み替える。または海外での活動の内容を審査することにより、そ
れにふさわしい単位数を原則として認定する。　　
留学先教育機関の単位認定制度に原則として準じる。または、海外での活動内容を担当教員が審査、評価する。多摩大学
の学生にふさわしい志をもって産業社会の問題解決が行えたかどうかが重視される。　

■評価方法
出席（活動実績）70%、活動前後のレポート 30%

■評価基準
評価 N（認定） ：留学での活動先の成績認定に準じ、充分な成果を出したかどうかで単位を認定する。
評価 F（認定せず） ：海外での活動を積極的に行わず、充分な成果を出さなかった場合。

■他に履修することが望ましい科目
English Expression など英語科目、 中国語Ⅰ・Ⅱ、韓国語Ⅰ・Ⅱなど

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①海外での単位認定を伴う活動のための事前事後審査シートの記入、担当教員との複数回の面接、担当教員が必要と判断
する研修見学への参加、活動報告プレゼンテーション大会への参加、必要に応じて多摩大学ホームページ（海外 NOW など）
への投稿。参加する社会的活動に関連したすべての書類と資料の提出。②提出された課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

アクティブ・ラーニング実践（Active learning Practice）
AL プログラム
金　美徳
1 年生以上 春秋学期 集中講義

■講義目的
　グローバル化や少子高齢化など社会の急激な変化や予測困難な時代において、生涯学び続け、主体的に考える力を持っ
た人材は、受動的な学修経験でははぐくむことはできない。
　教員と学生とが意思疎通を図りつつ、学生自らが主体性を発揮し、周りの環境に働きかけを行い、そのなかでコミュニ
ケーション能力を鍛えて、チームワークを発揮し組織による問題解決に貢献出来る社会人基礎力を備えた人材に成長する
ためには、課題解決型の能動的学修（アクティブ・ラーニング）が必要である。
　このアクティブ・ラーニング実践は、上記の趣旨で、教員が用意する学外や課外での体験活動などの事前学習・実践・
事後学習を通した主体的な学びのプログラムに参加し、単位取得に必要な時間の学修をし、社会人基礎力の向上があった
と担当教員が認めたときに単位を付与する講義である。

■講義分類
社会人力養成

■到達目標
①主体的に「事前学習」に取り組む。 ②「実践」の場面においては、主体性を発揮し、周りの環境に働きかけを行い、
そのなかでコミュニケーション能力を鍛えて、チームワークを発揮し組織による問題解決に貢献するように努力する。 
③主体的な活動の中で得られたものを「事後学習」の中で、自らの志の実現のためにどう活かしていくのかを整理する。　

■授業形態
　学外や課外での体験活動などの課題解決型の能動的学修を行う。

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
受講者の能動的な学修が基本となる。事前学習・調査と事後学習は、総学修時間の 3 割程度を想定する必要がある (9 時間 )。

■授業の概要
アクティブラーニング・プログラムは、29 プログラム (2016 年実績 ) を展開している。
分野は、海外研修・留学導入、企業研究、地域研究、キャリア、知識・教養、資格であり、それぞれのプログラム内容や
実施時期などは、各担当教員が案内や説明会を行う。

■評価方法
　「アクティブ・ラーニング実践報告書」等に基づき能動的学修の達成時間で評価する。

■評価基準
評価 N（認定） ：アクティブラーニング・プログラムの「計画書」と「報告書」を提出すること。
評価 F（認定せず） ：　「計画書」「報告書」の未提出や学修時間を確保できなかった場合は、認められない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①アクティブラーニング・プログラムの説明会に参加し、どのような活動を行うのか、学修時間はどの程度になるのか、
活動に要する負担は時間的な面、金銭的な面でどれくらいになるのかを確認してプログラムへ参加すること。 ②課外や
学外でのプログラム参加に伴う費用は、大学から補助が出る場合を除き、受講者の負担となる。 ③課題に対してフィー
ドバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

スタディーアブロード（Study Abroad）
志を持って海外で活動する学生のための単位認定　　
バートル
1 年生以上 春秋学期 集中講義

■講義目的
原則として、大学が認定した海外活動に参加した学生が、留学先で取得した単位を多摩大学の正規の単位として読み替え
るための科目である。ただし大学が認定した海外での活動で顕著な成果をあげた学生に授与される場合もある。いずれの
場合も担当教員との事前面談、審査と学習、事後学習、審査、成果報告が必須である。事前面談、審査、学習、事後学習、
審査、報告、については学期開始後に T-NEXT などを通して学生に周知される予定である。
また、原則として海外活動、地域関連活動に関連して大学で実施される諸プログラムに参加して教員の認定を受けた学生
の単位認定にも用いられる場合がある。

■講義分類
グローバルビジネス、語学・コミュニケーション

■到達目標
①自分たちの意見、考え方、アイデアをしっかりとした形で伝え、提案できる（発信）、②相手からの発信を正確に理解
し、状況に応じて的確な処理が行える（受信）、③自分が必要な情報 (WEB/ 論文をはじめとする資料や文献など ) を検索
し、内容を読み取って利用できる（情報理解）、④グローバリズムに対する正しい知識と、地球人として自分の志を実現
するための社会における人間力、コミュニケーション力を留学を通して身につける。

■授業形態
海外留学、海外研修、インターンシップ、海外活動

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
海外での単位認定を伴う活動のため、担当教員との面接、研修見学への参加、活動報告会への参加、多摩大学ホームペー
ジ（海外 NOW など）への投稿が必須。上記の準備学習に要する時間は最低２時間以上とする。

■授業の概要
経営情報学部認定留学プログラム、またはグローバルスタディーズ学部認定留学プログラムに参加し、この科目の単位を
取得することができる。また、大学が認定した海外での社会的活動（インターンシップなど）で、顕著な成果をあげた学
生、国際交流活動、地域関連活動に関連して大学で実施される諸プログラムに参加して、教員の認定を受けた学生の単位
授与にも用いられる場合がある。
この科目の単位取得に関係するプログラムに参加希望の学生は、T-NEXT 上に掲載される関連情報やお知らせを注意深く
チェックし、指示が出たら、学生課国際交流担当者に必ずコンタクトを取ること。出発前教員と充分に相談をし、入念な
準備をする必要がある。このコンタクトがない場合はプログラムに参加することはできない。
留学先教育機関での単位認定を多摩大学の単位として読み替える。または海外での活動の内容を審査することにより、そ
れにふさわしい単位数を原則として認定する。　　
留学先教育機関の単位認定制度に原則として準じる。または、海外での活動内容を担当教員が審査、評価する。多摩大学
の学生にふさわしい志をもって産業社会の問題解決が行えたかどうかが重視される。　

■評価方法
出席（活動実績）70%、活動前後のレポート 30%

■評価基準
評価 N（認定） ：留学での活動先の成績認定に準じ、充分な成果を出したかどうかで単位を認定する。
評価 F（認定せず） ：海外での活動を積極的に行わず、充分な成果を出さなかった場合。

■他に履修することが望ましい科目
English Expression など英語科目、 中国語Ⅰ・Ⅱ、韓国語Ⅰ・Ⅱなど

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①海外での単位認定を伴う活動のための事前事後審査シートの記入、担当教員との複数回の面接、担当教員が必要と判断
する研修見学への参加、活動報告プレゼンテーション大会への参加、必要に応じて多摩大学ホームページ（海外 NOW など）
への投稿。参加する社会的活動に関連したすべての書類と資料の提出。②提出された課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

アクティブ・ラーニング実践（Active learning Practice）
AL プログラム
金　美徳
1 年生以上 春秋学期 集中講義

■講義目的
　グローバル化や少子高齢化など社会の急激な変化や予測困難な時代において、生涯学び続け、主体的に考える力を持っ
た人材は、受動的な学修経験でははぐくむことはできない。
　教員と学生とが意思疎通を図りつつ、学生自らが主体性を発揮し、周りの環境に働きかけを行い、そのなかでコミュニ
ケーション能力を鍛えて、チームワークを発揮し組織による問題解決に貢献出来る社会人基礎力を備えた人材に成長する
ためには、課題解決型の能動的学修（アクティブ・ラーニング）が必要である。
　このアクティブ・ラーニング実践は、上記の趣旨で、教員が用意する学外や課外での体験活動などの事前学習・実践・
事後学習を通した主体的な学びのプログラムに参加し、単位取得に必要な時間の学修をし、社会人基礎力の向上があった
と担当教員が認めたときに単位を付与する講義である。

■講義分類
社会人力養成

■到達目標
①主体的に「事前学習」に取り組む。 ②「実践」の場面においては、主体性を発揮し、周りの環境に働きかけを行い、
そのなかでコミュニケーション能力を鍛えて、チームワークを発揮し組織による問題解決に貢献するように努力する。 
③主体的な活動の中で得られたものを「事後学習」の中で、自らの志の実現のためにどう活かしていくのかを整理する。　

■授業形態
　学外や課外での体験活動などの課題解決型の能動的学修を行う。

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
受講者の能動的な学修が基本となる。事前学習・調査と事後学習は、総学修時間の 3 割程度を想定する必要がある (9 時間 )。

■授業の概要
アクティブラーニング・プログラムは、29 プログラム (2016 年実績 ) を展開している。
分野は、海外研修・留学導入、企業研究、地域研究、キャリア、知識・教養、資格であり、それぞれのプログラム内容や
実施時期などは、各担当教員が案内や説明会を行う。

■評価方法
　「アクティブ・ラーニング実践報告書」等に基づき能動的学修の達成時間で評価する。

■評価基準
評価 N（認定） ：アクティブラーニング・プログラムの「計画書」と「報告書」を提出すること。
評価 F（認定せず） ：　「計画書」「報告書」の未提出や学修時間を確保できなかった場合は、認められない。

■他に履修することが望ましい科目
なし

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①アクティブラーニング・プログラムの説明会に参加し、どのような活動を行うのか、学修時間はどの程度になるのか、
活動に要する負担は時間的な面、金銭的な面でどれくらいになるのかを確認してプログラムへ参加すること。 ②課外や
学外でのプログラム参加に伴う費用は、大学から補助が出る場合を除き、受講者の負担となる。 ③課題に対してフィー
ドバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育史（Education History）
西洋の教育史と日本の近代教育史
齋藤　S. 裕美
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は、諸外国と日本の教育の歴史的展開と代表的な思想家の教育思想や教育実践についての基礎的な知識を習得し、
理解を深めることを目的とする。この講義を通じて、歴史を全体的にどう見るかという根本的なものの見方を考え、歴史
的事象と教育の間に関連を見出すことによって、教職を目指す者が身に付けなければならない必須の教養を深める。
教育史上に重要な役割を果たした人物を中心に、その背景となっている歴史の流れをたどり、教育の本質について考察を
進める。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成　　

■到達目標
諸外国および日本の教育史を時系列的にたどり、教職に就く者として求められる教育の歴史について、基本的な知識の習
得をめざす。具体的には、次の 3点をめざす。①諸外国の教育史および代表的な思想家の教育思想や教育実践について
の知識の習得、②日本の教育史、とりわけ近代以降の公教育制度の整備の歴史についての知識の習得、③教育観や子ども
観の変遷についての知識の習得

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前講までの資料をよく読んでおくこと。各講で取り扱う時代について、世界史の教科書等で時代背景を確認しておくこと。
必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3時間程度）である。　

■授業の概要
第 1講	 古代ギリシアの教育
第 2講	 中世ヨーロッパの教育
第 3講	 17 世紀の教育
第 4講	 18 世紀の教育改革
第 5講	 市民革命と教育
第 6講	 産業革命と教育
第 7講	 近代公教育制度の発達
第 8講	 19 世紀の教育思想
第 9講	 世界新教育運動の展開
第 10講	 民主主義の発展と教育
第 11講	 近世までの教育
第 12講	 近代教育制度の創始
第 13講	 公教育制度の整頓と近代日本の教育方法の発達
第 14講	 第二次世界大戦前後の教育
第 15講	 現代の教育

■評価方法
レポート 70%、発表 30%。次の 3点を中心に評価する。①ヨーロッパ諸国の歴史と教育との関連についての理解、②日
本の歴史と教育との関連についての理解、③様々な教育思想家の思想や教育実践の内容の理解。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記 3点を関連づけ、自分の考察を含めて的確に説明できる。
評価A（89～ 80点）	：下記 3点を個別に、自分の考察を含めて説明できる。　
評価B（79～ 70点）	：下記 3点のいずれか 2つ以上の内容を説明できる。　
評価C（69～ 60点）	：下記 3点のいずれか 1つ以上の内容を説明できる。　　
評価 F（59点以下）	 ：講義内容について著しく理解が不足している。　

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
・講義は毎回出席し、積極的な態度が望まれる（原則として、欠席・遅刻はしないこと）。・教員としての資質を啓発する
ために、資料を収集・整理して発表する機会を設ける。・課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教職概論（Teaching Profession）
自らの教職観を構築する
杉森　知也
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
教職の意義を国内外の動向を含めて広く理解し、将来、教職に就くための基礎的資質を養う。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1. 教員の養成 ･採用 ･研修を、「教師の成長」という観点から把握し、教職の意義、教師の仕事、教職の専門性などにつ
いて総合的に説明できる。	2. 近年の教員養成政策の動向を確認しながら、新たな教師像を模索する方向性について、世
界的な流れを含めて説明できる。	3. 上記 1～ 2を踏まえ、自己の教職観を構築し、説明できる。	（※取得可能な資格 :	
高等学校情報科教諭免許）

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
ディスカッションを円滑に進めるために、授業前に指定教科書の該当箇所と参考書、インターネット等でその内容を調べ
て、自分なりの解釈をしておくこと。事前学修に 180分、事後学修に 90分を要する。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス :	教員との出会いを振り返る
第 2講	 教員の職務内容とその意義
第 3講	 教員の地位と身分① :	教員の「地位」
第 4講	 教員の地位と身分② :	教員の義務と身分保障の意味
第 5講	 教員の地位と身分③ :	教員の待遇
第 6講	 教員研修 :	その種類と意義
第 7講	 教員免許制度の課題① :	日本の教員免許制度
第 8講	 教員免許制度の課題② :	世界の教員免許制度と日本の改革動向
第 9講	 教師のやりがいとバーンアウト
第 10講	 価値多様化社会の中の専門職① :	価値多様化社会とは何か
第 11講	 価値多様化社会の中の専門職② :	反省的実践家と反省的思考
第 12講	 新しい教師の力量① :	日本における政策動向とその対応
第 13講	 新しい教師の力量② :	OECDの政策動向から考える
第 14講	 レポート作成に関する質問の受付け
第 15講	 教員への聞き取りから見えるもの

■評価方法
最終レポート 50点、コメントシート・小レポート 20点、授業の参加姿勢 30点の総合評価とする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している。
評価A（89～ 80点）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している。
評価B（79～ 70点）	：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない。
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い。
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
記載した事前・事後学習以外にも自主的に理解を深め、質問を用意し授業に参加すること。活発な授業が展開できるかは
学生の事前学習による。教員への聞き取りとそれに基づく調査レポート ( 最終レポート ) の作成に関する質問は随時受け
付ける。調査レポートについては、提出の遅滞および必要事項を満たしていない物は採点しない。状況によっては講義の
内容や扱う回の入れ替え等を行うことがある。課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育史（Education History）
西洋の教育史と日本の近代教育史
齋藤　S. 裕美
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は、諸外国と日本の教育の歴史的展開と代表的な思想家の教育思想や教育実践についての基礎的な知識を習得し、
理解を深めることを目的とする。この講義を通じて、歴史を全体的にどう見るかという根本的なものの見方を考え、歴史
的事象と教育の間に関連を見出すことによって、教職を目指す者が身に付けなければならない必須の教養を深める。
教育史上に重要な役割を果たした人物を中心に、その背景となっている歴史の流れをたどり、教育の本質について考察を
進める。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成　　

■到達目標
諸外国および日本の教育史を時系列的にたどり、教職に就く者として求められる教育の歴史について、基本的な知識の習
得をめざす。具体的には、次の 3点をめざす。①諸外国の教育史および代表的な思想家の教育思想や教育実践について
の知識の習得、②日本の教育史、とりわけ近代以降の公教育制度の整備の歴史についての知識の習得、③教育観や子ども
観の変遷についての知識の習得

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
前講までの資料をよく読んでおくこと。各講で取り扱う時代について、世界史の教科書等で時代背景を確認しておくこと。
必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3時間程度）である。　

■授業の概要
第 1講	 古代ギリシアの教育
第 2講	 中世ヨーロッパの教育
第 3講	 17 世紀の教育
第 4講	 18 世紀の教育改革
第 5講	 市民革命と教育
第 6講	 産業革命と教育
第 7講	 近代公教育制度の発達
第 8講	 19 世紀の教育思想
第 9講	 世界新教育運動の展開
第 10講	 民主主義の発展と教育
第 11講	 近世までの教育
第 12講	 近代教育制度の創始
第 13講	 公教育制度の整頓と近代日本の教育方法の発達
第 14講	 第二次世界大戦前後の教育
第 15講	 現代の教育

■評価方法
レポート 70%、発表 30%。次の 3点を中心に評価する。①ヨーロッパ諸国の歴史と教育との関連についての理解、②日
本の歴史と教育との関連についての理解、③様々な教育思想家の思想や教育実践の内容の理解。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記 3点を関連づけ、自分の考察を含めて的確に説明できる。
評価A（89～ 80点）	：下記 3点を個別に、自分の考察を含めて説明できる。　
評価B（79～ 70点）	：下記 3点のいずれか 2つ以上の内容を説明できる。　
評価C（69～ 60点）	：下記 3点のいずれか 1つ以上の内容を説明できる。　　
評価 F（59点以下）	 ：講義内容について著しく理解が不足している。　

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
・講義は毎回出席し、積極的な態度が望まれる（原則として、欠席・遅刻はしないこと）。・教員としての資質を啓発する
ために、資料を収集・整理して発表する機会を設ける。・課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教職概論（Teaching Profession）
自らの教職観を構築する
杉森　知也
1 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
教職の意義を国内外の動向を含めて広く理解し、将来、教職に就くための基礎的資質を養う。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1. 教員の養成 ･採用 ･研修を、「教師の成長」という観点から把握し、教職の意義、教師の仕事、教職の専門性などにつ
いて総合的に説明できる。	2. 近年の教員養成政策の動向を確認しながら、新たな教師像を模索する方向性について、世
界的な流れを含めて説明できる。	3. 上記 1～ 2を踏まえ、自己の教職観を構築し、説明できる。	（※取得可能な資格 :	
高等学校情報科教諭免許）

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
ディスカッションを円滑に進めるために、授業前に指定教科書の該当箇所と参考書、インターネット等でその内容を調べ
て、自分なりの解釈をしておくこと。事前学修に 180分、事後学修に 90分を要する。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス :	教員との出会いを振り返る
第 2講	 教員の職務内容とその意義
第 3講	 教員の地位と身分① :	教員の「地位」
第 4講	 教員の地位と身分② :	教員の義務と身分保障の意味
第 5講	 教員の地位と身分③ :	教員の待遇
第 6講	 教員研修 :	その種類と意義
第 7講	 教員免許制度の課題① :	日本の教員免許制度
第 8講	 教員免許制度の課題② :	世界の教員免許制度と日本の改革動向
第 9講	 教師のやりがいとバーンアウト
第 10講	 価値多様化社会の中の専門職① :	価値多様化社会とは何か
第 11講	 価値多様化社会の中の専門職② :	反省的実践家と反省的思考
第 12講	 新しい教師の力量① :	日本における政策動向とその対応
第 13講	 新しい教師の力量② :	OECDの政策動向から考える
第 14講	 レポート作成に関する質問の受付け
第 15講	 教員への聞き取りから見えるもの

■評価方法
最終レポート 50点、コメントシート・小レポート 20点、授業の参加姿勢 30点の総合評価とする。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している。
評価A（89～ 80点）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している。
評価B（79～ 70点）	：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない。
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い。
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
記載した事前・事後学習以外にも自主的に理解を深め、質問を用意し授業に参加すること。活発な授業が展開できるかは
学生の事前学習による。教員への聞き取りとそれに基づく調査レポート ( 最終レポート ) の作成に関する質問は随時受け
付ける。調査レポートについては、提出の遅滞および必要事項を満たしていない物は採点しない。状況によっては講義の
内容や扱う回の入れ替え等を行うことがある。課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育課程総論（Curriculum）
教育課程改革の動向を把握し、情報科の単元指導計画を作成する
杉森　知也
2 年生以上 春学期 学期前半週 1 回

■講義目的
1.	現在の日本の教育課程について、学力観の変遷や「学力低下」問題などを通して全体像を把握するとともに、問題点
もあわせて析出する。
2.	学習指導要領と教科書をみながら、単元の指導計画を作成するためのグループ・個人ワークをおこない、さまざまな
アイデアを活かしてよりよい授業プランを創造する。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1.	教育課程（カリキュラム）の意義と、その編成方法を理解できる。	2.	現代の日本の教育課程改革の動向とその課題に
ついて歴史的・国際的に理解し、その改善のために個々の授業でどのように対応できるのかについて、自己の教育観を説
明できる。	3.	グループ・個人ワークを通じて、さまざまなアイデアを活かした魅力的な授業プラン ( 単元指導計画 ) を
創造することができる。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前学習の作業をおこない、メモ等を作成して持参する。単元指導計画は、個人に割り当てられたタスクを確実におこな
うとともに、グループメンバーとの調整をおこなう。事前学修に 180分、事後学修に 90分を要する。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス :	教育課程の概略と『学習指導要領解説』の読み方
第 2講	 学力低下問題と教育課程改革① :	キー・コンピテンシーとは何か
第 3講	 学力低下問題と教育課程改革② :	「PISA 型学力観」とは何か
第 4講	 教育課程改革の変遷① :	戦前の学力論
第 5講	 教育課程改革の変遷② :	「詰め込み教育」か「ゆとり教育」か
第 6講	 ヒドゥン・カリキュラム
第 7講	 最終プレゼンテーションに向けた最終調整
第 8講	 情報科の単元指導計画についての最終プレゼンテーション
第 9講	 第 8講科目のため空欄
第 10講	 第 8講科目のため空欄
第 11講	 第 8講科目のため空欄
第 12講	 第 8講科目のため空欄
第 13講	 第 8講科目のため空欄
第 14講	 第 8講科目のため空欄
第 15講	 第 8講科目のため空欄

■評価方法
各講で割り当てられている事前・事後学習のレポート 30%、最終プレゼンテーションまでの個人作業の進捗状況と計画性、
グループへの貢献度 40%、最終プレゼンテーションの内容と質疑への対応 30%を総合的に評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価A（89～ 80点）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価B（79～ 70点）	：講義に参加しているが、積極的な参加姿勢が十分ではない
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
講義部分はできる限り少なくし、学生の質問や意見交換を主な活動とするため、事前学習が必須である。また、自主的・
積極的に発言することを望む。最終プレゼンテーションを実施するまでに、グループで十分に協力して作業を進める必要
がある。各個人はもちろん、互いに進捗状況等を報告しあう等の調整が必要である。なお履修人数等の状況によって、講
義内容や扱う回の入れ替えを行う場合がある。課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育制度論（Educational System）
教育の法と制度について、比較教育・教育社会学的な視点を含めてとらえる
杉森　知也
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
1.	教育をとりまく社会・行政の制度改革の動向を含めて考察する。
2.	現在の日本の教育制度・行政等について、歴史的視点と国際比較の視点の両面から読み解く。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
現在の日本の教育行政・制度設計および政策の動向について、客観的に評価することができる。	（※取得可能な資格 :	高
等学校情報科教諭免許）

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
指定教科書の該当箇所を読み、疑問点と自分なりの考察 ( 意見 ) をもって授業に参加すること。不明な用語については
web、図書館の教育学辞典等で調べてくること。事前学修に 180分、事後学修に 90分を要する。

■授業の概要
第 1講	 教育の「制度」とは何か
第 2講	 国の教育行政組織と教育政策過程
第 3講	 国の教育法令の構成と原理
第 4講	 分権改革による国と自治体の教育行政改革
第 5講	 地方自治体の教育行政組織としくみ
第 6講	 教育課程の行政としくみ
第 7講	 教科書の行政としくみ
第 8講	 学校と保護者・子どもの法的地位
第 9講	 教育の機会均等保障と教育費負担問題
第 10講	 学校の組織・運営と人事管理
第 11講	 教員の職能開発と研修・評価
第 12講	 教員の勤務問題と業務改善の課題
第 13講	 教員給与の政策と法制度改革
第 14講	 子どもの学力保障と学校改革
第 15講	 学校改革をめぐる論議と新たな学校づくりの取り組み

■評価方法
事前学習の取り組み 50%( 提出したメモの内容 )、授業での積極的な参加姿勢 50%を総合的に評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価A（89～ 80点）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価B（79～ 70点）	：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
本講義は、受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的・積極的に発言することなしには進まない。	講義部分
はできる限り少なくし、学生の質問や意見交換を主な活動としたいので、事前学習が必須であることを自覚してほしい。	
なお、状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えをおこなう場合がある。提出するメモに対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育課程総論（Curriculum）
教育課程改革の動向を把握し、情報科の単元指導計画を作成する
杉森　知也
2 年生以上 春学期 学期前半週 1 回

■講義目的
1.	現在の日本の教育課程について、学力観の変遷や「学力低下」問題などを通して全体像を把握するとともに、問題点
もあわせて析出する。
2.	学習指導要領と教科書をみながら、単元の指導計画を作成するためのグループ・個人ワークをおこない、さまざまな
アイデアを活かしてよりよい授業プランを創造する。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1.	教育課程（カリキュラム）の意義と、その編成方法を理解できる。	2.	現代の日本の教育課程改革の動向とその課題に
ついて歴史的・国際的に理解し、その改善のために個々の授業でどのように対応できるのかについて、自己の教育観を説
明できる。	3.	グループ・個人ワークを通じて、さまざまなアイデアを活かした魅力的な授業プラン ( 単元指導計画 ) を
創造することができる。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前学習の作業をおこない、メモ等を作成して持参する。単元指導計画は、個人に割り当てられたタスクを確実におこな
うとともに、グループメンバーとの調整をおこなう。事前学修に 180分、事後学修に 90分を要する。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス :	教育課程の概略と『学習指導要領解説』の読み方
第 2講	 学力低下問題と教育課程改革① :	キー・コンピテンシーとは何か
第 3講	 学力低下問題と教育課程改革② :	「PISA 型学力観」とは何か
第 4講	 教育課程改革の変遷① :	戦前の学力論
第 5講	 教育課程改革の変遷② :	「詰め込み教育」か「ゆとり教育」か
第 6講	 ヒドゥン・カリキュラム
第 7講	 最終プレゼンテーションに向けた最終調整
第 8講	 情報科の単元指導計画についての最終プレゼンテーション
第 9講	 第 8講科目のため空欄
第 10講	 第 8講科目のため空欄
第 11講	 第 8講科目のため空欄
第 12講	 第 8講科目のため空欄
第 13講	 第 8講科目のため空欄
第 14講	 第 8講科目のため空欄
第 15講	 第 8講科目のため空欄

■評価方法
各講で割り当てられている事前・事後学習のレポート 30%、最終プレゼンテーションまでの個人作業の進捗状況と計画性、
グループへの貢献度 40%、最終プレゼンテーションの内容と質疑への対応 30%を総合的に評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価A（89～ 80点）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価B（79～ 70点）	：講義に参加しているが、積極的な参加姿勢が十分ではない
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
講義部分はできる限り少なくし、学生の質問や意見交換を主な活動とするため、事前学習が必須である。また、自主的・
積極的に発言することを望む。最終プレゼンテーションを実施するまでに、グループで十分に協力して作業を進める必要
がある。各個人はもちろん、互いに進捗状況等を報告しあう等の調整が必要である。なお履修人数等の状況によって、講
義内容や扱う回の入れ替えを行う場合がある。課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育制度論（Educational System）
教育の法と制度について、比較教育・教育社会学的な視点を含めてとらえる
杉森　知也
2 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
1.	教育をとりまく社会・行政の制度改革の動向を含めて考察する。
2.	現在の日本の教育制度・行政等について、歴史的視点と国際比較の視点の両面から読み解く。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
現在の日本の教育行政・制度設計および政策の動向について、客観的に評価することができる。	（※取得可能な資格 :	高
等学校情報科教諭免許）

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
指定教科書の該当箇所を読み、疑問点と自分なりの考察 ( 意見 ) をもって授業に参加すること。不明な用語については
web、図書館の教育学辞典等で調べてくること。事前学修に 180分、事後学修に 90分を要する。

■授業の概要
第 1講	 教育の「制度」とは何か
第 2講	 国の教育行政組織と教育政策過程
第 3講	 国の教育法令の構成と原理
第 4講	 分権改革による国と自治体の教育行政改革
第 5講	 地方自治体の教育行政組織としくみ
第 6講	 教育課程の行政としくみ
第 7講	 教科書の行政としくみ
第 8講	 学校と保護者・子どもの法的地位
第 9講	 教育の機会均等保障と教育費負担問題
第 10講	 学校の組織・運営と人事管理
第 11講	 教員の職能開発と研修・評価
第 12講	 教員の勤務問題と業務改善の課題
第 13講	 教員給与の政策と法制度改革
第 14講	 子どもの学力保障と学校改革
第 15講	 学校改革をめぐる論議と新たな学校づくりの取り組み

■評価方法
事前学習の取り組み 50%( 提出したメモの内容 )、授業での積極的な参加姿勢 50%を総合的に評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価A（89～ 80点）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価B（79～ 70点）	：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
本講義は、受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的・積極的に発言することなしには進まない。	講義部分
はできる限り少なくし、学生の質問や意見交換を主な活動としたいので、事前学習が必須であることを自覚してほしい。	
なお、状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えをおこなう場合がある。提出するメモに対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育方法（Teaching Method）
教育方法（Teaching Method）
峯岸　久枝
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
学習指導要領では、基礎的・基本的な知識・技能、思考力・判断力・表現力、学習意欲が重視され、学校教育においては
これらを調和的に育むことが必要であるとされている。
本講義では、学校教育の要ともいえる「授業」について、その歴史的変遷から授業実践の方法まで多岐にわたり学ぶ。授
業が成り立つ条件、授業の構成要素（学習目標・学習内容・指導 /学習方法・指導組織 /形態・学習環境・ＩＣＴの活用・
学習評価等）の基礎理論を学び、さらに、具体的な学習指導案の書き方や教材・教具の開発の方法を「教員として授業を
することを想定」して授業を組み立て、その工夫の方法や改善のあり方について理解・検討する。これにより、授業づく
りと授業実践力を身につける。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1. 教育方法の基本的な概念がわかる。　2. 教育方法の変遷（西洋・日本）や現代的課題がわかる。　3. 指導内容・教材・
教具等の関係について説明でき、教材を開発し活用した授業を設計できる。　4. 教材研究の意義と機能を説明し、具体
的な教材開発・教材研究ができる。　5. 教育評価の機能と授業評価の種類や方法を実践的に説明できる。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
テキストの該当部分を事前に読んでおくこと ( 事前学習 1.5 時間 )。授業内で課された課題（教材・教具作成、評価規準・
基準作成）は、期限内に完成するよう計画的に取り組むこと ( 事後学習 2時間 )。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス／教育方法と学習指導について
第 2講	 教育方法の歴史的概観（西洋教育方法史）
第 3講	 教育方法の歴史的概観（日本の教育方法／教育内容の変遷）
第 4講	 教育方法の基本原理
第 5講	 学習指導の原理・形態 -（原理）
第 6講	 単元の設定と展開について概説する。
第 7講	 教材と教具の関連について学習する。
第 8講	 教育工学 - 視聴覚教育、メディア、教材ソフト等について概説する。
第 9講	 授業設計 (1)	-	授業設計の手順と方法について概説する。
第 10講	 授業設計 (2)	-	学習指導案作成の方法について概説し、実践する。
第 11講	 授業設計 (3)	-	模擬授業演習を行う。
第 12講	 授業設計 (4)	-	学習指導案を練り直し、ブラッシュアップする。
第 13講	 授業設計 (5)	-	学習指導案をもとに、教材・教具を変えることの必要性を体感する。
第 14講	 教育評価	-	実際に規準を作成しながらその内容について理解する。
第 15講	 講義全体のまとめ

■評価方法
・平常点（授業参加態度・出席状況）50%、レポート 50%とする。	・出席状況については、教職を志す者に向けた講義
であるため、正当な理由がない場合の遅刻・欠席は認められない。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：積極的・意欲的に参加し、内容を十分理解している。考察を深め、的確に説明できる。
評価A（89～ 80点）	：内容を理解しており、自分の考察を聞き手にわかりやすい表現で説明できる。
評価B（79～ 70点）	：講義内容について理解しているが、講義の到達目標に十分に達していない。
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出の遅滞が多い。
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義内容が理解できていない、他者と協力することができていない。

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義は受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的に積極的に発言・参加することを望む。	②教師を目指
している人だけでなく、教師を目指すか迷っている人もぜひ受講し、進路選択の一助としてほしい。	③状況によって、
講義内容や扱う回の入れ替えなどが生じることもある。④課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

生徒指導（Student Direction）
生徒指導（Student Direction）
峯岸　久枝
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
学校教育において学習指導と並んで重要な意義を持つ生徒指導は、教育相談、進路指導・キャリア教育への対応など多岐
にわたり、意義と役割について学習することが必要である。また、生徒指導に関わる様々な局面において、具体的な事例
や指導例をもとに教師が求められる役割は何かについて当事者意識で考え、議論して理解を深める。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1. 生徒指導の意義と役割について、基本的な概念を理解し、説明できる。	2. 生徒指導や教育相談、進路指導等の活動に
ついて、教師の果たすべき役割を理解し、自分が教師の立場に立ったら、どのように生徒に接するかを具体的に考え、説
明できる。	3.生徒指導の実際の場面を観察／視聴し、学校現場での指導方法について意見や改善点を述べることができる。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
テキストの該当部分を事前に読んでおくこと(事前学習1.5時間)。また、配布された資料をよく読み、教師の立場で考えて、
自分の言葉で説明できるような指導観を講義後に整理すること ( 事後学習 1.5 時間 )。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション／生徒指導とは
第 2講	 生徒指導の意義と課題
第 3講	 教育課程における生徒指導の位置づけと各指導との関連
第 4講	 児童生徒理解と生徒指導
第 5講	 学校における生徒指導体制－「チーム学校」とは何か
第 6講	 生徒指導における集団指導と個別指導
第 7講	 生徒指導と教育相談
第 8講	 生徒指導の前提となる発達観と指導観
第 9講	 個別の課題を抱える児童生徒への生徒指導（１）
第 10講	 個別の課題を抱える児童生徒への生徒指導（２）
第 11講	 個別の課題を抱える児童生徒への生徒指導（３）
第 12講	 生徒指導における校則・懲戒・体罰・出席停止
第 13講	 生徒指導と進路指導（１）
第 14講	 生徒指導と進路指導（２）
第 15講	 講義全体のまとめ

■評価方法
・平常点（授業参加態度・出席状況）60%、レポート 40%とする。	・出席状況については、教職を志す者に向けた講義
であるため、正当な理由がない場合の遅刻・欠席は認められない。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：積極的・意欲的に参加し、内容を十分理解している。考察を深め、的確に説明できる。
評価A（89～ 80点）	：内容を理解しており、自分の考察を聞き手にわかりやすい表現で説明できる。
評価B（79～ 70点）	：講義内容について理解しているが、講義の到達目標に十分に達していない。
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出の遅滞が多い。
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義内容が理解できていない、他者と協力することができていない。

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義は受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的に積極的に発言・参加することを望む。	②教師を目指
している人だけでなく、教師を目指すか迷っている人もぜひ受講し、進路選択の一助としてほしい。	③状況によって、
講義内容や扱う回の入れ替えなどが生じることもある。④課題に対してフィードバックを行う。　
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育方法（Teaching Method）
教育方法（Teaching Method）
峯岸　久枝
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
学習指導要領では、基礎的・基本的な知識・技能、思考力・判断力・表現力、学習意欲が重視され、学校教育においては
これらを調和的に育むことが必要であるとされている。
本講義では、学校教育の要ともいえる「授業」について、その歴史的変遷から授業実践の方法まで多岐にわたり学ぶ。授
業が成り立つ条件、授業の構成要素（学習目標・学習内容・指導 /学習方法・指導組織 /形態・学習環境・ＩＣＴの活用・
学習評価等）の基礎理論を学び、さらに、具体的な学習指導案の書き方や教材・教具の開発の方法を「教員として授業を
することを想定」して授業を組み立て、その工夫の方法や改善のあり方について理解・検討する。これにより、授業づく
りと授業実践力を身につける。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1. 教育方法の基本的な概念がわかる。　2. 教育方法の変遷（西洋・日本）や現代的課題がわかる。　3. 指導内容・教材・
教具等の関係について説明でき、教材を開発し活用した授業を設計できる。　4. 教材研究の意義と機能を説明し、具体
的な教材開発・教材研究ができる。　5. 教育評価の機能と授業評価の種類や方法を実践的に説明できる。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
テキストの該当部分を事前に読んでおくこと ( 事前学習 1.5 時間 )。授業内で課された課題（教材・教具作成、評価規準・
基準作成）は、期限内に完成するよう計画的に取り組むこと ( 事後学習 2時間 )。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス／教育方法と学習指導について
第 2講	 教育方法の歴史的概観（西洋教育方法史）
第 3講	 教育方法の歴史的概観（日本の教育方法／教育内容の変遷）
第 4講	 教育方法の基本原理
第 5講	 学習指導の原理・形態 -（原理）
第 6講	 単元の設定と展開について概説する。
第 7講	 教材と教具の関連について学習する。
第 8講	 教育工学 - 視聴覚教育、メディア、教材ソフト等について概説する。
第 9講	 授業設計 (1)	-	授業設計の手順と方法について概説する。
第 10講	 授業設計 (2)	-	学習指導案作成の方法について概説し、実践する。
第 11講	 授業設計 (3)	-	模擬授業演習を行う。
第 12講	 授業設計 (4)	-	学習指導案を練り直し、ブラッシュアップする。
第 13講	 授業設計 (5)	-	学習指導案をもとに、教材・教具を変えることの必要性を体感する。
第 14講	 教育評価	-	実際に規準を作成しながらその内容について理解する。
第 15講	 講義全体のまとめ

■評価方法
・平常点（授業参加態度・出席状況）50%、レポート 50%とする。	・出席状況については、教職を志す者に向けた講義
であるため、正当な理由がない場合の遅刻・欠席は認められない。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：積極的・意欲的に参加し、内容を十分理解している。考察を深め、的確に説明できる。
評価A（89～ 80点）	：内容を理解しており、自分の考察を聞き手にわかりやすい表現で説明できる。
評価B（79～ 70点）	：講義内容について理解しているが、講義の到達目標に十分に達していない。
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出の遅滞が多い。
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義内容が理解できていない、他者と協力することができていない。

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義は受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的に積極的に発言・参加することを望む。	②教師を目指
している人だけでなく、教師を目指すか迷っている人もぜひ受講し、進路選択の一助としてほしい。	③状況によって、
講義内容や扱う回の入れ替えなどが生じることもある。④課題に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

生徒指導（Student Direction）
生徒指導（Student Direction）
峯岸　久枝
2 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
学校教育において学習指導と並んで重要な意義を持つ生徒指導は、教育相談、進路指導・キャリア教育への対応など多岐
にわたり、意義と役割について学習することが必要である。また、生徒指導に関わる様々な局面において、具体的な事例
や指導例をもとに教師が求められる役割は何かについて当事者意識で考え、議論して理解を深める。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1. 生徒指導の意義と役割について、基本的な概念を理解し、説明できる。	2. 生徒指導や教育相談、進路指導等の活動に
ついて、教師の果たすべき役割を理解し、自分が教師の立場に立ったら、どのように生徒に接するかを具体的に考え、説
明できる。	3.生徒指導の実際の場面を観察／視聴し、学校現場での指導方法について意見や改善点を述べることができる。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
テキストの該当部分を事前に読んでおくこと(事前学習1.5時間)。また、配布された資料をよく読み、教師の立場で考えて、
自分の言葉で説明できるような指導観を講義後に整理すること ( 事後学習 1.5 時間 )。

■授業の概要
第 1講	 オリエンテーション／生徒指導とは
第 2講	 生徒指導の意義と課題
第 3講	 教育課程における生徒指導の位置づけと各指導との関連
第 4講	 児童生徒理解と生徒指導
第 5講	 学校における生徒指導体制－「チーム学校」とは何か
第 6講	 生徒指導における集団指導と個別指導
第 7講	 生徒指導と教育相談
第 8講	 生徒指導の前提となる発達観と指導観
第 9講	 個別の課題を抱える児童生徒への生徒指導（１）
第 10講	 個別の課題を抱える児童生徒への生徒指導（２）
第 11講	 個別の課題を抱える児童生徒への生徒指導（３）
第 12講	 生徒指導における校則・懲戒・体罰・出席停止
第 13講	 生徒指導と進路指導（１）
第 14講	 生徒指導と進路指導（２）
第 15講	 講義全体のまとめ

■評価方法
・平常点（授業参加態度・出席状況）60%、レポート 40%とする。	・出席状況については、教職を志す者に向けた講義
であるため、正当な理由がない場合の遅刻・欠席は認められない。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：積極的・意欲的に参加し、内容を十分理解している。考察を深め、的確に説明できる。
評価A（89～ 80点）	：内容を理解しており、自分の考察を聞き手にわかりやすい表現で説明できる。
評価B（79～ 70点）	：講義内容について理解しているが、講義の到達目標に十分に達していない。
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出の遅滞が多い。
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義内容が理解できていない、他者と協力することができていない。

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義は受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的に積極的に発言・参加することを望む。	②教師を目指
している人だけでなく、教師を目指すか迷っている人もぜひ受講し、進路選択の一助としてほしい。	③状況によって、
講義内容や扱う回の入れ替えなどが生じることもある。④課題に対してフィードバックを行う。　
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

特別活動（Extracurricular activity）
学校・学級づくりと人格形成と教師の指導性
杉森　知也
2 年生以上 春学期 学期後半週 1 回

■講義目的
学習指導要領の中の位置づけや目標を理解し、学生それぞれの被教育経験を事例的に検討しながら、特別活動の指導的力
量を育成する。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
特別活動が学習指導要領においでどのように位置づけられているか、その目標はいかに設定されているかを理解した上で、
特別活動を実施するための指導的力量の基礎が形成される。	（※取得可能な資格 :	高等学校情報科教諭免許）

■授業形態
講義、プレゼンテーション、ディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前学習として、指定教科書の該当部分を読み、自己の被教育経験から具体的な場面・指導がおこなわれていたかについ
てレポートを作成して授業に持参する。事前学修に 180分、事後学修に 90分を要する。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス :	教育課程の中の教科外活動と特別活動
第 2講	 学級活動① :	学級や学校の生活づくり・適応と成長及び健康安全
第 3講	 学級活動② :	学業と進路について
第 4講	 生徒会活動
第 5講	 学校活動① :	儀式的、文化的、健康安全・体育的活動
第 6講	 学校活動② :	旅行・集団宿泊的行事、勤労生産・奉仕的行事
第 7講	 教科活動との関連と指導計画作成上の配慮について
第 8講	 授業内テストとまとめ
第 9講	 第 8講科目のため空欄
第 10講	 第 8講科目のため空欄
第 11講	 第 8講科目のため空欄
第 12講	 第 8講科目のため空欄
第 13講	 第 8講科目のため空欄
第 14講	 第 8講科目のため空欄
第 15講	 第 8講科目のため空欄

■評価方法
授業内テスト 30点、授業の取り組みの姿勢 70点 ( 授業での積極的な姿勢 30点、事前学習のレポート 40点 ) を総合的
に評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価A（89～ 80点）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価B（79～ 70点）	：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
自主的・積極的に発言することを望む。学生の質問や意見交換を主な活動とするには、学生の事前学習が必須である。事
前学習のうち、「具体的な場面を考えてくる」ものについては、すべて A4× 1枚いっぱいの分量を記述し、毎回、授業
に持参して授業の最後に提出すること。なお、状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えをおこなう場合がある。課題
や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育原理（Educational Principle）
幅広い「教育」という事象を科学する
杉森　知也
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
人間の成長をより望ましい形に方向づけようとする「教育」は、幅広い諸科学と連携しながら理論化・体系化されている。
こうして形成されてきた教育学の理論を概観し、教育を科学的にとらえる「眼」を養う。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
教育という現象を科学的にとらえるための知識と技術を身につける。　（※取得可能な資格 :	高等学校情報科教諭免許）

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
指定教科書の該当箇所を事前に読み、疑問点と自分なりの考察 ( 意見 ) をもって授業に参加すること。不明な用語につい
てはweb、図書館の教育学辞典等で調べてくること。事前学修に 180分、事後学修に 90分を要する。

■授業の概要
第 1講	 教育を科学する	－教育とは何か－
第 2講	 教育にとって家族の果たす役割
第 3講	 教育環境としての地域社会
第 4講	 近代社会の成立と学校
第 5講	 公教育制度の展開とゆらぎ
第 6講	 学校の組織と文化
第 7講	 教育内容と教育方法
第 8講	 生徒指導と道徳教育
第 9講	 転換期における教育
第 10講	 子どもの育ちと生成としての教育
第 11講	 教育の構造と機能
第 12講	 教育の文化的基礎
第 13講	 教育学の系譜（１）	－社会現象としての教育－
第 14講	 教育学の系譜（２）	－現代教育学の流れ－
第 15講	 学習社会の成立と生涯学習

■評価方法
事前学習の取り組み 50%( 提出したメモの内容 )、授業での積極的な参加姿勢 50％を総合的に評価する。　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価A（89～ 80点）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価B（79～ 70点）	：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
本講義は、受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的・積極的に発言することなしには進まない。	講義部分
はできる限り少なくし、学生の質問や意見交換を主な活動としたいので、事前学習が必須であることを自覚してほしい。	
なお、状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えをおこなう場合がある。提出するメモに対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

特別活動（Extracurricular activity）
学校・学級づくりと人格形成と教師の指導性
杉森　知也
2 年生以上 春学期 学期後半週 1 回

■講義目的
学習指導要領の中の位置づけや目標を理解し、学生それぞれの被教育経験を事例的に検討しながら、特別活動の指導的力
量を育成する。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
特別活動が学習指導要領においでどのように位置づけられているか、その目標はいかに設定されているかを理解した上で、
特別活動を実施するための指導的力量の基礎が形成される。	（※取得可能な資格 :	高等学校情報科教諭免許）

■授業形態
講義、プレゼンテーション、ディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
事前学習として、指定教科書の該当部分を読み、自己の被教育経験から具体的な場面・指導がおこなわれていたかについ
てレポートを作成して授業に持参する。事前学修に 180分、事後学修に 90分を要する。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス :	教育課程の中の教科外活動と特別活動
第 2講	 学級活動① :	学級や学校の生活づくり・適応と成長及び健康安全
第 3講	 学級活動② :	学業と進路について
第 4講	 生徒会活動
第 5講	 学校活動① :	儀式的、文化的、健康安全・体育的活動
第 6講	 学校活動② :	旅行・集団宿泊的行事、勤労生産・奉仕的行事
第 7講	 教科活動との関連と指導計画作成上の配慮について
第 8講	 授業内テストとまとめ
第 9講	 第 8講科目のため空欄
第 10講	 第 8講科目のため空欄
第 11講	 第 8講科目のため空欄
第 12講	 第 8講科目のため空欄
第 13講	 第 8講科目のため空欄
第 14講	 第 8講科目のため空欄
第 15講	 第 8講科目のため空欄

■評価方法
授業内テスト 30点、授業の取り組みの姿勢 70点 ( 授業での積極的な姿勢 30点、事前学習のレポート 40点 ) を総合的
に評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価A（89～ 80点）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価B（79～ 70点）	：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
自主的・積極的に発言することを望む。学生の質問や意見交換を主な活動とするには、学生の事前学習が必須である。事
前学習のうち、「具体的な場面を考えてくる」ものについては、すべて A4× 1枚いっぱいの分量を記述し、毎回、授業
に持参して授業の最後に提出すること。なお、状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えをおこなう場合がある。課題
や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育原理（Educational Principle）
幅広い「教育」という事象を科学する
杉森　知也
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
人間の成長をより望ましい形に方向づけようとする「教育」は、幅広い諸科学と連携しながら理論化・体系化されている。
こうして形成されてきた教育学の理論を概観し、教育を科学的にとらえる「眼」を養う。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
教育という現象を科学的にとらえるための知識と技術を身につける。　（※取得可能な資格 :	高等学校情報科教諭免許）

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
指定教科書の該当箇所を事前に読み、疑問点と自分なりの考察 ( 意見 ) をもって授業に参加すること。不明な用語につい
てはweb、図書館の教育学辞典等で調べてくること。事前学修に 180分、事後学修に 90分を要する。

■授業の概要
第 1講	 教育を科学する	－教育とは何か－
第 2講	 教育にとって家族の果たす役割
第 3講	 教育環境としての地域社会
第 4講	 近代社会の成立と学校
第 5講	 公教育制度の展開とゆらぎ
第 6講	 学校の組織と文化
第 7講	 教育内容と教育方法
第 8講	 生徒指導と道徳教育
第 9講	 転換期における教育
第 10講	 子どもの育ちと生成としての教育
第 11講	 教育の構造と機能
第 12講	 教育の文化的基礎
第 13講	 教育学の系譜（１）	－社会現象としての教育－
第 14講	 教育学の系譜（２）	－現代教育学の流れ－
第 15講	 学習社会の成立と生涯学習

■評価方法
事前学習の取り組み 50%( 提出したメモの内容 )、授業での積極的な参加姿勢 50％を総合的に評価する。　

■評価基準
評価A+（90点以上）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価A（89～ 80点）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価B（79～ 70点）	：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
本講義は、受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的・積極的に発言することなしには進まない。	講義部分
はできる限り少なくし、学生の質問や意見交換を主な活動としたいので、事前学習が必須であることを自覚してほしい。	
なお、状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えをおこなう場合がある。提出するメモに対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育心理学（Educational Psychology）
学校教育・社会人教育における心理学
大森　拓哉
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
教育心理学とは、人間の「教える」「学ぶ」という営為について、心理学の観点から科学的に理解・考察する学問である。
この学問の目的は、心理学の研究から得られた知見や技術を教育活動の場に応用することによって、教育という活動を社
会において効率的・効果的に行えるようにすることである。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
教育・発達について、心理学的な観点から科学的に理解し、一般社会における学校教育・社会教育においても本講義で学
んだ知見を応用できるようにすることを目標とする。

■授業形態
講義、グループワーク、ディベート

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回のトピックス関して、参考図書等の当該部分を事前に読了しておくこと（1.0 時間）。また、授業内で取り扱った内
容について、自分自身の経験を踏まえた考察をまとめておくこと（0.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 教育心理学とは何か
第 2講	 教育と発達
第 3講	 認知発達
第 4講	 学習理論
第 5講	 教授・学習過程
第 6講	 意欲と動機づけ
第 7講	 パーソナリティ・個人差
第 8講	 個に応じた学習指導
第 9講	 集団における人間関係
第 10講	 言語の発達
第 11講	 数概念の発達と算数・数学の学習
第 12講	 知能と学力
第 13講	 教育評価
第 14講	 ライフスキルを高める教育
第 15講	 まとめ

■評価方法
出席 50%、課題＋テスト 50%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：全ての講義に出席し、講義内容を十分理解しているか。
評価A（89～ 80点）	：２／３以上の出席をし、講義内容を十分理解しているか。
評価B（79～ 70点）	：２／３以上の出席をし、講義内容を理解しているか。
評価C（69～ 60点）	：本講義における最低限の理解をしているか。
評価 F（59点以下）	 ：上記を満たさない場合

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義は教職科目の中の一科目でもあるので、教職課程履修のものは必修の授業である。②講義中の飲食、携帯電話操
作、帽子・サングラスの着用等は厳禁である。③課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育相談（Educational Counseling）
カウンセリング・コミュニケーションスキル養成
大森　拓哉
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は、教育場面において相談を受ける立場となった時のその方法や技術・知識の習得と、理論的学問的な背景、	実践
場面での応用などについて学ぶ。実際にカウンセラーとなって	業務を行うには数多くの経験と豊富な知識が必要であり、
本講義だけでそれを満たすことは	不可能であるが、相談を受ける立場の者として最低限必要な素養を身につけることを
目的とする。	教育場面とは、学校教育のみならず、社会人教育、人材教育などの場面も想定し、実社会で必要な、意味
のある知識を習得する。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成　

■到達目標
教育相談の理論と実践について、適切に理解し、実際の場面でも適応できるかどうか。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回のトピックス関して、参考図書等の当該部分を事前に読了しておくこと（1.0 時間）。また、授業内で取り扱った内
容について、自分自身の経験を踏まえた考察をまとめておくこと（0.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 教育相談とは何か
第 2講	 幼児・児童期の発達
第 3講	 思春期・青年期の発達
第 4講	 不適応・不登校
第 5講	 いじめ・虐待
第 6講	 学習障害・発達障害
第 7講	 学校カウンセリング
第 8講	 教育相談の意義
第 9講	 カウンセリングの技法①
第 10講	 カウンセリングの技法②
第 11講	 心理テスト①
第 12講	 心理テスト②
第 13講	 ソーシャルスキル・ライフスキル教育
第 14講	 進路・キャリア相談
第 15講	 まとめ

■評価方法
出席点 60％、期末テスト 40％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を完全に理解できている
評価A（89～ 80点）	：講義内容を理解できている
評価B（79～ 70点）	：講義内容をおおよそ理解できている
評価C（69～ 60点）	：最低限の理解ができている
評価 F（59点以下）	 ：講義科目の履修目標に達していない

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義は教職科目の中の一科目でもあるので、教職課程履修のものは必修の授業である。②課題に対してフィードバッ
クを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育心理学（Educational Psychology）
学校教育・社会人教育における心理学
大森　拓哉
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
教育心理学とは、人間の「教える」「学ぶ」という営為について、心理学の観点から科学的に理解・考察する学問である。
この学問の目的は、心理学の研究から得られた知見や技術を教育活動の場に応用することによって、教育という活動を社
会において効率的・効果的に行えるようにすることである。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
教育・発達について、心理学的な観点から科学的に理解し、一般社会における学校教育・社会教育においても本講義で学
んだ知見を応用できるようにすることを目標とする。

■授業形態
講義、グループワーク、ディベート

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回のトピックス関して、参考図書等の当該部分を事前に読了しておくこと（1.0 時間）。また、授業内で取り扱った内
容について、自分自身の経験を踏まえた考察をまとめておくこと（0.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 教育心理学とは何か
第 2講	 教育と発達
第 3講	 認知発達
第 4講	 学習理論
第 5講	 教授・学習過程
第 6講	 意欲と動機づけ
第 7講	 パーソナリティ・個人差
第 8講	 個に応じた学習指導
第 9講	 集団における人間関係
第 10講	 言語の発達
第 11講	 数概念の発達と算数・数学の学習
第 12講	 知能と学力
第 13講	 教育評価
第 14講	 ライフスキルを高める教育
第 15講	 まとめ

■評価方法
出席 50%、課題＋テスト 50%

■評価基準
評価A+（90点以上）	：全ての講義に出席し、講義内容を十分理解しているか。
評価A（89～ 80点）	：２／３以上の出席をし、講義内容を十分理解しているか。
評価B（79～ 70点）	：２／３以上の出席をし、講義内容を理解しているか。
評価C（69～ 60点）	：本講義における最低限の理解をしているか。
評価 F（59点以下）	 ：上記を満たさない場合

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義は教職科目の中の一科目でもあるので、教職課程履修のものは必修の授業である。②講義中の飲食、携帯電話操
作、帽子・サングラスの着用等は厳禁である。③課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育相談（Educational Counseling）
カウンセリング・コミュニケーションスキル養成
大森　拓哉
3 年生以上 秋学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は、教育場面において相談を受ける立場となった時のその方法や技術・知識の習得と、理論的学問的な背景、	実践
場面での応用などについて学ぶ。実際にカウンセラーとなって	業務を行うには数多くの経験と豊富な知識が必要であり、
本講義だけでそれを満たすことは	不可能であるが、相談を受ける立場の者として最低限必要な素養を身につけることを
目的とする。	教育場面とは、学校教育のみならず、社会人教育、人材教育などの場面も想定し、実社会で必要な、意味
のある知識を習得する。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成　

■到達目標
教育相談の理論と実践について、適切に理解し、実際の場面でも適応できるかどうか。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
毎回のトピックス関して、参考図書等の当該部分を事前に読了しておくこと（1.0 時間）。また、授業内で取り扱った内
容について、自分自身の経験を踏まえた考察をまとめておくこと（0.5 時間）。

■授業の概要
第 1講	 教育相談とは何か
第 2講	 幼児・児童期の発達
第 3講	 思春期・青年期の発達
第 4講	 不適応・不登校
第 5講	 いじめ・虐待
第 6講	 学習障害・発達障害
第 7講	 学校カウンセリング
第 8講	 教育相談の意義
第 9講	 カウンセリングの技法①
第 10講	 カウンセリングの技法②
第 11講	 心理テスト①
第 12講	 心理テスト②
第 13講	 ソーシャルスキル・ライフスキル教育
第 14講	 進路・キャリア相談
第 15講	 まとめ

■評価方法
出席点 60％、期末テスト 40％

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を完全に理解できている
評価A（89～ 80点）	：講義内容を理解できている
評価B（79～ 70点）	：講義内容をおおよそ理解できている
評価C（69～ 60点）	：最低限の理解ができている
評価 F（59点以下）	 ：講義科目の履修目標に達していない

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義は教職科目の中の一科目でもあるので、教職課程履修のものは必修の授業である。②課題に対してフィードバッ
クを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

情報科教育法 I・II（Teaching Method on Information EducationI・II）
「社会と情報」「情報の科学」の指導方法研究　
齋藤　S. 裕美
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は、高等学校情報科の教員として多様な高校生に「情報」の本質を指導する基本的な能力を身に付けることを目的と
する。情報にかかわる理念、制度、知識・技能、指導法等の情報教育の基本的な事項の理解を深めながら、実践的な指導力
や教師としての資質の習得を図ることを目的とする。
本講義では、新学習指導要領 (平成 25年度入学生から学年進行で実施 )の改訂ポイントや主な改善事項について触れ、模
擬授業などの実習を通じて情報科教育の研究を進め、教材研究の方法、学習指導の工夫などの授業創りの実際を体験する。
なお、15週を通じての講義概要は次の通りである。①講義と研究授業の形式による模擬授業 ( 教壇実習 ) を行う。②高
等学校 ( 情報科 ) の教員として、基本的な理念、制度、知識・技能、指導法等の情報教育の基本的な事項の理解を深めな
がら、実践的な資質や指導力の習得を図る。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
教職に就く者として求められる教科教育 ( 情報 ) について、基本的な知識と授業実践の手法の習得をめざす。①情報教育
の沿革と現状、在り方、②共通教科「情報」と専門教科「情報」の基本的な理念、目標、内容、構成、③指導計画を作成
し、それを基に模擬授業を通じた実践、④他の学生の模擬授業を見て、改善点や修正点などを相互に指摘、⑤指摘を受け
入れて、自らの指導計画や授業などを改善・工夫　

■授業形態
講義、プレゼンテーション、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
学習指導要領を精読すること。授業内の指示に従って学習指導案を作成すること。　必要な予習・復習時間は各１.5 時
間程度（合計 3時間程度）である。　

■授業の概要
第 1講	 情報教育の沿革と現状
第 2講	 高等学校学習指導要領における情報教育の全体像
第 3講	 「社会と情報」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説
第 4講	 「社会と情報」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説
第 5講	 「情報の科学」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説
第 6講	 「情報の科学」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説
第 7講	 指導計画の作成
第 8講	 指導計画の作成
第 9講	 指導計画の作成
第 10講	 模擬授業
第 11講	 模擬授業
第 12講	 模擬授業
第 13講	 模擬授業
第 14講	 模擬授業
第 15講	 教育課程の編成

■評価方法
期末試験 30%、学習指導案３０％、模擬授業 40%。<1: 教職および情報に関する専門用語理解、2: 学習指導要領に基づ
いた学習指導案作成、3: 十分な教材研究、正確で整理された授業構成、4: 学習指導案と模擬授業の整合>

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記 1を自分の考察を含めて説明でき，2から 4の全てを満たす授業の設計ができる。
評価A（89～ 80点）	：下記 1を説明できる。2から 4の２つ以上を満たす授業の設計ができる。
評価B（79～ 70点）	：下記 1を説明できる。2から 4の 1つ以上を満たす授業の設計ができる。
評価C（69～ 60点）	：下記 1を十分ではないが説明でき，50分間の授業の設計ができる。　
評価 F（59点以下）	 ：講義内容について著しく理解が不足している。または 50分間の授業の設計ができない。

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①高等学校で使用している「情報」の教科書を講義の中心に位置付け、レジュメおよび参考資料を配布する。②各自で学
習指導案・単元指導案および参考資料 ( 手許資料 ) を作成して、他の実習予定者にも配布する。③基本的な知識・態度と
授業実践の手法の十分な習得が欠かせない。④指定した課題についての発表・模擬授業の機会を設け、教員としての適性
の有無を観察・評価する。⑤課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育実習（Practice Teaching）
学校教育インターン
大森　拓哉
4 年生以上 春秋学期 集中講義

■講義目的
本講義は、教育実習の前後に行う指導である。事前に、教育実習の意義、実習上の留意事項、授業の見方、授業の実施方法、
実習校とのかかわり方などについて講義するとともに、模擬実習を組み込んで 2週間～ 3週間の教育実習の指導・助言
を図る。
実習後には、実習体験の整理の方法などについてふれる。その際に、教育実習が単に教える技術を学ぶ場だけではなく、
主体的に行動し人間関係を創ってゆく総合的な体験の機会であったことを思い起こし、この体験を通じて得た自信を今後
の社会人としての生活に生かせるように総括する。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
教職に就く者として求められる教育実習について、講義技法と教育者としての態度を身に付け、基本的な知識の修得をめ
ざす。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、フィールドワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
実習にあたっての事前準備として、学習指導案作成、教材研究等を行うので、関連書籍の熟読を必要とする（10時間）。
授業時に提示するプレゼンテーション課題（模擬授業）についても万全な準備をする（10時間）。

■授業の概要
第 1講	 事前学習 1
第 2講	 事前学習 2
第 3講	 事前学習 3
第 4講	 事前学習 4
第 5講	 事前学習 5
第 6講	 事前学習 6
第 7講	 教育現場実習
第 8講	 教育現場実習
第 9講	 教育現場実習
第 10講	 教育現場実習
第 11講	 教育現場実習
第 12講	 教育現場実習
第 13講	 教育現場実習
第 14講	 事後学習 1
第 15講	 事後学習 2

■評価方法
全講義・全実習・全提出物を完了すること。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を完全に理解できている
評価A（89～ 80点）	：実習に行く準備・実習後のまとめがきちんとできている
評価B（79～ 70点）	：講義内容が理解できている
評価C（69～ 60点）	：最低限の理解ができている
評価 F（59点以下）	 ：講義科目の履修目標に達していない

■他に履修することが望ましい科目
3 年次までの教職科目を単位履修していないと、本講義を受講することはできない。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義は教育実習及び教員免許法で定められているその前後の 1単位分の事前・事後指導を行う。②事前授業は教育
実習前 ( 事前 ) の指導に必要な準備をする。また教育実習後 ( 事後 ) に、主体的に行動し人間関係を創ってゆく総合的な
体験を思い起こし、この体験を通じて得た自信を今後の社会人としての生活に生かせるように総括する。③本講義は集中
授業であるため実施日は別途連絡する。④課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

情報科教育法 I・II（Teaching Method on Information EducationI・II）
「社会と情報」「情報の科学」の指導方法研究　
齋藤　S. 裕美
3 年生以上 春学期 学期週 1 回

■講義目的
本講義は、高等学校情報科の教員として多様な高校生に「情報」の本質を指導する基本的な能力を身に付けることを目的と
する。情報にかかわる理念、制度、知識・技能、指導法等の情報教育の基本的な事項の理解を深めながら、実践的な指導力
や教師としての資質の習得を図ることを目的とする。
本講義では、新学習指導要領 (平成 25年度入学生から学年進行で実施 )の改訂ポイントや主な改善事項について触れ、模
擬授業などの実習を通じて情報科教育の研究を進め、教材研究の方法、学習指導の工夫などの授業創りの実際を体験する。
なお、15週を通じての講義概要は次の通りである。①講義と研究授業の形式による模擬授業 ( 教壇実習 ) を行う。②高
等学校 ( 情報科 ) の教員として、基本的な理念、制度、知識・技能、指導法等の情報教育の基本的な事項の理解を深めな
がら、実践的な資質や指導力の習得を図る。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
教職に就く者として求められる教科教育 ( 情報 ) について、基本的な知識と授業実践の手法の習得をめざす。①情報教育
の沿革と現状、在り方、②共通教科「情報」と専門教科「情報」の基本的な理念、目標、内容、構成、③指導計画を作成
し、それを基に模擬授業を通じた実践、④他の学生の模擬授業を見て、改善点や修正点などを相互に指摘、⑤指摘を受け
入れて、自らの指導計画や授業などを改善・工夫　

■授業形態
講義、プレゼンテーション、グループディスカッション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
学習指導要領を精読すること。授業内の指示に従って学習指導案を作成すること。　必要な予習・復習時間は各１.5 時
間程度（合計 3時間程度）である。　

■授業の概要
第 1講	 情報教育の沿革と現状
第 2講	 高等学校学習指導要領における情報教育の全体像
第 3講	 「社会と情報」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説
第 4講	 「社会と情報」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説
第 5講	 「情報の科学」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説
第 6講	 「情報の科学」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説
第 7講	 指導計画の作成
第 8講	 指導計画の作成
第 9講	 指導計画の作成
第 10講	 模擬授業
第 11講	 模擬授業
第 12講	 模擬授業
第 13講	 模擬授業
第 14講	 模擬授業
第 15講	 教育課程の編成

■評価方法
期末試験 30%、学習指導案３０％、模擬授業 40%。<1: 教職および情報に関する専門用語理解、2: 学習指導要領に基づ
いた学習指導案作成、3: 十分な教材研究、正確で整理された授業構成、4: 学習指導案と模擬授業の整合>

■評価基準
評価A+（90点以上）	：下記 1を自分の考察を含めて説明でき，2から 4の全てを満たす授業の設計ができる。
評価A（89～ 80点）	：下記 1を説明できる。2から 4の２つ以上を満たす授業の設計ができる。
評価B（79～ 70点）	：下記 1を説明できる。2から 4の 1つ以上を満たす授業の設計ができる。
評価C（69～ 60点）	：下記 1を十分ではないが説明でき，50分間の授業の設計ができる。　
評価 F（59点以下）	 ：講義内容について著しく理解が不足している。または 50分間の授業の設計ができない。

■他に履修することが望ましい科目
該当学年までに履修すべき教職課程の授業すべて

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①高等学校で使用している「情報」の教科書を講義の中心に位置付け、レジュメおよび参考資料を配布する。②各自で学
習指導案・単元指導案および参考資料 ( 手許資料 ) を作成して、他の実習予定者にも配布する。③基本的な知識・態度と
授業実践の手法の十分な習得が欠かせない。④指定した課題についての発表・模擬授業の機会を設け、教員としての適性
の有無を観察・評価する。⑤課題や試験等に対してフィードバックを行う。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教育実習（Practice Teaching）
学校教育インターン
大森　拓哉
4 年生以上 春秋学期 集中講義

■講義目的
本講義は、教育実習の前後に行う指導である。事前に、教育実習の意義、実習上の留意事項、授業の見方、授業の実施方法、
実習校とのかかわり方などについて講義するとともに、模擬実習を組み込んで 2週間～ 3週間の教育実習の指導・助言
を図る。
実習後には、実習体験の整理の方法などについてふれる。その際に、教育実習が単に教える技術を学ぶ場だけではなく、
主体的に行動し人間関係を創ってゆく総合的な体験の機会であったことを思い起こし、この体験を通じて得た自信を今後
の社会人としての生活に生かせるように総括する。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
教職に就く者として求められる教育実習について、講義技法と教育者としての態度を身に付け、基本的な知識の修得をめ
ざす。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、フィールドワーク

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
実習にあたっての事前準備として、学習指導案作成、教材研究等を行うので、関連書籍の熟読を必要とする（10時間）。
授業時に提示するプレゼンテーション課題（模擬授業）についても万全な準備をする（10時間）。

■授業の概要
第 1講	 事前学習 1
第 2講	 事前学習 2
第 3講	 事前学習 3
第 4講	 事前学習 4
第 5講	 事前学習 5
第 6講	 事前学習 6
第 7講	 教育現場実習
第 8講	 教育現場実習
第 9講	 教育現場実習
第 10講	 教育現場実習
第 11講	 教育現場実習
第 12講	 教育現場実習
第 13講	 教育現場実習
第 14講	 事後学習 1
第 15講	 事後学習 2

■評価方法
全講義・全実習・全提出物を完了すること。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：講義内容を完全に理解できている
評価A（89～ 80点）	：実習に行く準備・実習後のまとめがきちんとできている
評価B（79～ 70点）	：講義内容が理解できている
評価C（69～ 60点）	：最低限の理解ができている
評価 F（59点以下）	 ：講義科目の履修目標に達していない

■他に履修することが望ましい科目
3 年次までの教職科目を単位履修していないと、本講義を受講することはできない。

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
①本講義は教育実習及び教員免許法で定められているその前後の 1単位分の事前・事後指導を行う。②事前授業は教育
実習前 ( 事前 ) の指導に必要な準備をする。また教育実習後 ( 事後 ) に、主体的に行動し人間関係を創ってゆく総合的な
体験を思い起こし、この体験を通じて得た自信を今後の社会人としての生活に生かせるように総括する。③本講義は集中
授業であるため実施日は別途連絡する。④課題に対してフィードバックを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分 ／

教職実践演習（Teacher Training Practice）
学生生活と教育実習を振り返り、自己の教職観を再確認する
杉森　知也
4 年生以上 秋学期 集中講義

■講義目的
学生生活 ( 特に、教職に関すること ) と教育実習の体験を丹念に省察し、その過程で自己の強み・弱みを自覚する。また、
この振り返りを通して、自己の教職観を見直し、修正する。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1.	学生時代の振り返りを通して、今後の自己成長に必要なことを見出す。	2.	個人ワークやグループディスカッションを
通して、教育実習等の経験の振り返りをおこない、それぞれの経験を共有化する。	3.	これらの活動を通して、自己の教
職観を再確認・修正する。	（※取得可能な資格 : 高等学校情報科教諭免許）

■授業形態
グループディスカッション、ディベート、プレゼンテーション

■準備学習（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間
教育実習の記録を詳細にとっておくことに加え、主に教職課程で得られたことを、教職履修カルテや実習日誌等をもとに
整理しておく。事前学修にはおよそ 180分、事後学修には 90分を要する。

■授業の概要
第 1講	 ガイダンス :	本講の目的と概要
第 2講	 学生時代を振り返る① :	授業の振り返り
第 3講	 学生時代を振り返る② :	正課外の経験を振り返る
第 4講	 教育実習を振り返る① :	特別活動
第 5講	 教育実習を振り返る② :	総合的な学習の時間
第 6講	 教育実習を振り返る③ :	情報科の授業内容の省察
第 7講	 教育実習を振り返る④ :	情報科の授業での生徒の反応を振り返る
第 8講	 教育実習を振り返る⑤ :	研究授業の指導案を書き直す
第 9講	 教育実習を振り返る⑥ :	研究授業をおこなう (1)
第 10 講	 教育実習を振り返る⑦ :	研究授業をおこなう (2)　
第 11講	 教育実習を振り返る⑧ :	研究授業をおこなう (3)　
第 12講	 教育実習を振り返る⑨ :	教員との関係・校務　
第 13講	 教育実習を振り返る⑩ :	生徒との関係づくり
第 14講	 教育実習を振り返る⑪ :	プレゼンテーションの準備
第 15講	 教育実習を振り返る⑫ :	プレゼンテーション

■評価方法
授業時の積極的な姿勢 ( 特に、ワークやディスカッション )50%、事前学習で課した内容についての提出物の完成度 50%
で総合的に評価する。

■評価基準
評価A+（90点以上）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価A（89～ 80点）	：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価B（79～ 70点）	：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない
評価C（69～ 60点）	：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59点以下）	 ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■他に履修することが望ましい科目
その他の全ての教職科目

■卒業年次生対象再試験の実施
実施しない

■留意点
本講義は、原則として宿泊合宿の形で実施する ( 予定 )。	必要な資料を作成・持参して授業の臨むこと。この授業でさま
ざまな資料を駆使して振り返る作業をおこなうことを想定して、実習中に出来事を記載したメモなどを紛失しないよう
データの保持につとめること。なお、履修人数等によっては、シラバスの内容を変更することもある。課題に対してフィー
ドバックを行う。
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